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          １の箱 
◆◆◆１－２－１～１７〔土地〕◆◆◆ 
１－２－１    田畑書抜帳                          享保５．正．      横半  １冊  持田地抜書買得 宮崎屋安兵衛 
１－２－２    笹沖村田地書抜覚                       享保14．３．17     横長  １冊  笹沖村分午ノ三月廿九日検地 
１－２－３    覚                              享保18．９．18     一紙  １通  徳芳村庄屋権右衛門→倉敷村庄屋猪右衛 
                                                            門殿 倉敷村安兵衛と鳥羽村喜四郎との 
                                                            田地売買の件につき内済 
１－２－４    田畑預ケ畝永代帳                       享保21．正．      横半  １冊  自村田畑預ケ 宮崎屋安兵衛 
１－２－５    〔田畑石高書上〕                       享保21．        横長  １冊 
１－２－６    〔切絵図〕                          元文元．暮．      横長  １冊  大しま源蔵より 
１－２－７    〔田畝切絵図〕                        元文２．12．      横長  １冊 
１－２－８    〔田畑面積書上〕                       元文４．12．      横長  １冊  水江村助四郎分 他 
１－２－９    〔人別田面積書上〕                        申．２．８     一紙  １通  甚六・与太郎・太郎兵衛・与之助・又   別紙有 さる２月11日付の 
                                                            平分                  講銀受取 東油屋 
１－２－10    名寄書抜                             申．５．３     一紙  １通  宮崎屋安兵衛宛仕出し水人助右衛門 
１－２－11    〔検地書上〕                         年未詳．12．２     横長  １綴  五兵衛・又十郎 検地仕 大島村     ６枚１綴 
１－２－12    覚（畑十七筆書上）                      年月日未詳       一紙  １通 
１－２－13    覚（田畑面積書上）                      年月日未詳       一紙  １通 
１－２－14    〔田畑面積書上〕                       年月日未詳       一紙  １通 
１－２－15    〔田畑反別書上〕                       年月日未詳       一紙  １通  羽島伊蔵 
１－２－16    覚（田畑石高書上）                      年月日未詳       横長  １冊 
１－２－17    田地書抜覚                          年月日未詳       横長  １通  田地買主 箕島村吉左衛門 同断 杢右 
                                                            衛門 肝煎 同村作兵衛 口村庄屋 文 
                                                            左衛門 
 
◆◆◆１－３－１～６５〔租税〕◆◆◆ 
１－３－１    覚（庭瀬蔵米五石につき書付）                 享保元．３．      一紙  １通  三木伝七郎→加須山村 正三郎殿 
１－３－２    黒崎村御年貢米請取通                     享保17．                ３通  黒崎村名主源介→倉敷宮崎屋 安兵衛   ２～25一括 
                                                            享保七年分不足銀書上 宮崎屋安兵衛宛 
                                                            黒崎村源介書状１通あり （御年貢指引 
                                                            不足のことについて） 
１－３－３    請取申銀札之事                        享保17．５．      一紙  ２通  四十瀬新田村名主十郎右衛門→倉敷安兵 
                                                            衛 壱匁弐分 四十瀬新田村名主十郎右 
                                                            衛門→倉敷六郎右衛門 弐匁 御用銀請 
                                                            取の事 
１－３－４    請取申銀札之事                        享保17．６．18     一紙  １枚  麦１斗７分４合 六匁４分貸し分の請取 
                                                            四十瀬新田村十郎右衛門印→倉敷六郎右 
                                                            衛門 
１－３－５    請取申銀札之事                        享保17．６．18     一紙  １枚  麦１斗４分７合 ５匁４分かし分の請取 
                                                            四十瀬新田村十郎右衛門印→倉敷安兵衛 
１－３－６    羽島金経御年貢請取通                     享保17．９．      一紙  １通  庄屋小左衛門→宮崎屋安兵衛 
１－３－７    白楽市村御年貢米請取通                    享保17．９．      一紙  ２通  名主善左衛門→倉敷安兵衛        白楽市村御年貢米請取通（名 
                                                                                主善左衛門→倉敷村善五郎） 
                                                                                同封 
１－３－８    〔借銀皆済内訳書〕                      享保17．        一紙  １枚  中帯江村庄屋左治右衛門印→倉敷村安兵 
                                                            衛 年貢米請取７斗７分５合５勺の内払 
                                                            書 
１－３－９    御年貢米通                          享保17．        一紙  １通  平田村名主甚八→倉敷村与一右衛門 伝 
                                                            右衛門からの年貢の事 
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１－３－10    享保十七年子暮吉田へ入作御年貢米通              享保17．        一紙  １通  名主浅右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
１－３－11    享保拾七子年御年貢上物通                   享保17．        一紙  ２通  かす山村庄屋伝右衛門→倉敷宮崎屋    覚一通同封 
１－３－12    享保十七子浜村御年貢請取                   享保17．        一紙  １通  庄屋 政右衛門 安兵衛 
１－３－13    享保十七子暮中田村入作御年貢米請取              享保17．        一紙  １通  名主文介→倉敷安兵衛 
１－３－14    大島村御年貢米通                       享保17．        一紙  １通  名主長介→安兵衛 
１－３－15    渋江村御年貢米通                       享保17．        一紙  ４通  名主与平次→安兵衛           覚有 （丑ノ七月九日渋江村 
                                                                                与平次→宮崎屋安兵衛 丑 
                                                                                五月） 
１－３－16    覚                              享保18．２．10     一紙  １通  四十瀬新田村名主十郎右衛門→倉敷安兵 
                                                            衛 合四拾九斗三升四合 去子ノ御年貢 
                                                            不足請取払上申候 
１－３－17    覚                                子．４．４     一紙  １通  さか屋 紋兵衛→宮崎屋安兵衛 久介・ 
                                                            七郎右衛門分高書上 急ぎ書送ること 
１－３－18    口上                               子．６．19     一紙  １通  徳芳源八→宮崎屋庄介 徳芳源八からの 
                                                            借りた銀の事 
１－３－19    請取申麦成銀札之事                        子．７．30     一紙  ２通  四十瀬村 弥平次→倉敷村安兵衛 銀九 
                                                            匁四歩六厘受け取りのこと 四十瀬村 
                                                            弥平次→倉敷村十左衛門 銀拾匁弐分壱 
                                                            厘受け取りのこと 
１－３－20    御年貢覚                             子．９．      一紙  １通  高沼新田庄屋林右衛門→宮崎屋安兵衛 
１－３－21    子ノ御年貢覚 添新田分                      子．10．24     一紙  １通  沖新田庄屋林右衛門→宮崎屋安兵衛 田 
                                                            畑25筆分 
１－３－22    覚                                子．12．12     一紙  １通  沖新田庄屋与左衛門→宮崎屋安兵衛 米 
                                                            １石４斗４升８合５匁 代 115匁８分８ 
                                                            厘 
１－３－23    〔宮崎屋安兵衛宛黒崎村源介書状〕               年未詳．正．13     一紙  ３通  旧冬年貢并下作指引のこと 当村之御田  口上など２通同封 
                                                            地当預り之儀村方いつれも困窮のこと 
１－３－24    覚                              年未詳．７．10     一紙  １通  御延米算用 
１－３－25    〔黒崎屋源介より宮崎屋安兵衛宛書状〕             年未詳．12．25     一紙  ２通  年貢取立について            覚一通同封 
１－３－26    享保十五年戌御年貢請取通                   享保15．        一紙  １通  倉敷村安兵衛仏 徳芳村庄屋勘右衛門 
１－３－27    御年貢請取通                         享保16．        横長  １通  庄屋又太郎→倉敷村安兵衛 
１－３－28    御年貢請取通                         享保17．        一紙  １通  徳芳村庄屋勘右衛門→倉敷安兵衛 米成 
                                                            □石２斗７升３合 寅之年貢皆済 
１－３－29    〔御年貢請取通〕                       享保18．        一紙  １通  庄屋又太郎→倉敷村安兵衛 徳芳村分丑 
                                                            年年貢請取通 
１－３－30    白楽市村御年貢米請取通                    享保19．９．      一紙  ２通  名主善左衛門→倉敷村善五郎 年貢の皆  ２枚目（名主善左衛門→倉敷 
                                                            済状                  村安兵衛） 
１－３－31    浜村御年貢米請取                       享保19．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛・安兵衛 
１－３－32    御年貢請取覚                         享保20．        一紙  １通  徳芳村分 初納銀・御米入用銀などか 
                                                            きあげ 倉敷安兵衛・庄屋又三郎 
１－３－33    元文三年浜村御年貢米請取                   元文３．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛作成 吉三郎分 
１－３－34     元文三年浜村御年貢米請                    元文３．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛作成 安兵衛分 
１－３－35    大島村御年貢米通                       元文４．        一紙  １通  名主長介→安兵衛 
１－３－36    元文四未浜村御年貢米請取                   文久４．        一紙  １通  吉三郎 庄屋弥一郎 
１－３－37    浜村 小子位村 御年貢米請取                 元文４．        一紙  １通  庄屋 弥一兵衛→安兵衛 
１－３－38    羽島金経御年貢米請取通                    元文５．９．      横長  １冊  庄屋十左衛門 安兵衛分 
１－３－39    吉岡村御年貢米通                       元文５．        一紙  １通  くらしき安兵衛 名主幸右衛門 田畑高 
                                                            30石９斗３升１合 物成12石９斗２升９ 
                                                            合 
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１－３－40    元文五申水江御年貢米請取通                  元文５．        一紙  １通  倉敷安兵衛 田畑高40石１斗６升２合 
                                                            定米17石６斗６升９合５勺 
１－３－41    〔御年貢米請取〕                       元文          一紙  ２通  ①元文元浜村小子位村庄屋弥一兵衛→安 
                                                            兵衛 御年貢米請取 ②元文元辰浜村御 
                                                            年貢米請取 庄屋弥一兵衛→吉三郎 
１－３－42    吉岡村御年貢米通                       寛保元．        一紙  １通  名主幸右衛門→倉敷安兵衛 
１－３－43    御年貢米銀請取通之事                     寛保元．        一紙  １通  倉敷村庄屋又兵衛 安兵衛 
１－３－44    白楽市村御年貢米預取通                    寛保２．９．      一紙  １通  名主善左衛門→倉敷村安兵衛 田畑畝数 
                                                            壱町弐反六畝拾三歩半 高拾八石六斗三 
                                                            升三合 
１－３－45    西阿知村戌御年貢米請取                    寛保２．11．25             差出人名主又兵衛印義右衛門→倉敷安兵 
                                                            衛・与一右衛門 定米20石１斗８升入済 
１－３－46    御年貢米請取通                        寛保２．11．29     一紙  １通  庄屋太郎右衛門→宮崎屋安兵衛 高壱石 
                                                            六斗三升壱合 合八斗四升九勺 
１－３－47    御年貢米通                          寛保２．11．      一紙  １通      名主 十郎右衛門→倉敷安兵衛 
                                                            田１反６畝６歩 高２石５斗９升５合 
                                                            物成 １石５升 
１－３－48    当御年貢米通                         寛保２．12．29     一紙  １通  平田村名主甚八→倉敷村 与市右衛門 
１－３－49    羽島金経御年貢米請取通                    寛保２．12．30     横長  １綴  庄屋代武兵衛→宮崎屋安兵衛 寛保二戊 
                                                            年九月宮崎屋安兵衛分 
１－３－50    御年貢通                           寛保２．12．      一紙  １通  下野村伊右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 徳 
                                                            辻５斗９升８合２分 
１－３－51    御年貢米請取通                        寛保２．        一紙  １通  四十瀬村名主善蔵→倉敷安兵衛 高６斗 
                                                            ７升５合 合４斗８升５合 
１－３－52    沼口村御年貢米通                       寛保２．        一紙  １枚  名主与平衛→安兵衛 
１－３－53    寛保弐壬戌御年貢米銀請取通之事                寛保２．        一紙  １通  倉鋪村庄屋又兵衛 江の嶋や曽平 
１－３－54    吉岡村御年貢米通                       寛保２．        一紙  １通  名主 幸右衛門 くらしき安兵衛 田畑 
                                                            高 20石９斗２升２合 物成12石９斗２ 
                                                            升９合 
１－３－55    笹沖村御年貢米通                       寛保２．        一紙  ２通  名主幸右衛門他１人→くらしき吉三郎 
                                                            田畑・定米書上 
１－３－56    西阿知村戊 御年貢米請取通                  寛保２．        一紙  ２通  宮崎屋安兵衛 庄屋六右衛門 同甚兵衛 
                                                            覚有 （銀子請取） 
１－３－57    寛保弐戌水江村御年貢米請取通                 寛保２．        一紙  １通  水江村名主 孝左衛門→倉敷安兵衛 
１－３－58    御年貢米通                          寛保２．        一紙  １通  吉田入作名主浅右衛門→倉敷村宮崎屋安 
                                                            兵衛 定米５斗３升９合12月28日米入済 
１－３－59    寛保弐戌暮中田村へ入作御年貢米請取              寛保２．        一紙  １枚  名主文介印→倉敷村安兵衛 12月27日に 
                                                            銀納で皆済 ７斗３升２合 
１－３－60－①  覚                             （寛保２）壬戊．３．24  一紙  １枚  御差紙請取証 鳥羽村庄屋→倉敷村庄屋  ①～③一括 
１－３－60－②  覚                             （寛保２）壬戊．12．７  一紙  １枚  帯江分水役米請取書 庄屋小左衛門→宮 
                                                            崎屋安兵衛 
１－３－60－③  覚                             （寛保２）壬戊．12．７  一紙  １枚                      付紙 
１－３－61    御年貢請取之事                        寛保３．２．11     一紙  １通  倉敷卯月屋→大内村長山半平 弐斗六升 
                                                            八合壱勺 銀六匁七分九厘 
１－３－62    西原村御年貢米受取                      延享元．        一紙  ２通  幾石衛・安兵衛 畝数４町２反６畝15歩 
                                                            半 高45石６斗９合 定米23石７斗４合 
１－３－63    羽嶋金経御年貢米請取通                    延享６．５．      一紙  １通  庄屋□長兵衛 児島屋庄次郎 畝合弐反 
                                                            三畝 高合弐石八斗弐分□□ 
１－３－64    覚                                子．６．16     一紙  １通  地子米請取書 近藤甚左衛門→宮崎屋安 
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                                                            兵衛 
１－３－65    覚                                卯．12．23     一紙  １通  御蔵米受取書 茶屋五兵衛→宮崎屋手代 
 
◆◆◆１－４－１～４〔村〕◆◆◆ 
１－４－１    〔勘定書上〕                         寛政６．正．      横長  １冊 
１－４－２    〔勘定書上〕                         寛政７．正．      横長  １冊 
１－４－３    村借り覚                             丑．        横長  ４枚  丑年の分 
                                                        １綴 
１－４－４    覚                              年月日未詳       一紙  １通  備前五明村赤枝孫左衛門他の覚書 
 
◆◆◆１－６－１・２〔戸口〕◆◆◆ 
１－６－１    宗門請状之事                         安永７．７．      一紙  １通  小田郡新賀村安養寺→窪屋郡倉敷村宮崎  包紙有 
                                                            屋五蔵 小田郡尾坂村仁作忰文五郎宗門 
                                                            請状之事 奥書あり小田郡尾坂村名主留 
                                                            次郎 
１－６－２    宗門請状之事                         天明４．３．      一紙  １通  金鶴山 玉泉寺→庄屋孫大夫 真言宗京 
                                                            都仁和寺直末寺 仁国 他２人 
 
◆◆◆１－７－１～２５〔身分〕◆◆◆ 
１－７－１    奉公人請状之事                        延享３．正．      一紙  １通  可須山村吉兵衛他１人→倉敷宮崎屋安兵 
                                                            衛 当正月より同12月まで銀65匁 
１－７－２    奉公人請状之事                        延享４．６．      一紙  １通  甲怒村文八郎・同村年寄市郎右衛門→宮  奥書有 
                                                            崎屋安兵衛 奉公人文八 一年請、銀弐 
                                                            百目 
１－７－３    奉公人請状之事                        延享４．12．      一紙  １通  奉公人吉介 ほか１名→宮崎屋安兵衛 
                                                            延享四年より銀六拾五匁で奉公の事 
１－７－４    奉公人請状之事                        寛延元．12．      一紙  １通  奉公人惣助→宮崎屋安兵衛 当村向市場 
                                                            惣助 辰暮より来巳暮まで  40匁請とり 
                                                            のこと 
１－７－５    奉公人請状之事                        寛延２．12．      一紙  １通  奉公人親平七・奉公人新六→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛 平七悴新六の銀六拾五匁での奉 
                                                            公の事 
１－７－６    奉公人請状之事                        寛延３．12．      一紙  １通  三田村奉公人兄又三郎、奉公人権八、倉 
                                                            敷新田文右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
１－７－７    奉公人請状之事                        安永４．閏12．     一紙  １通  請人永倉久兵衛→宮崎屋五蔵 舟尾村清 
                                                            兵衛が90日にて五蔵方に奉公の事 
１－７－８    奉公人請状之事                        安永６．３．27     一紙  １通  請人三場佐吉→宮崎屋五蔵 奉公人は阿 
                                                            知町の徳之介 二十七歳 給銀七五銭百 
                                                            目 期間安永七年正月より安永八年の正 
                                                            月迄 
１－７－９    奉公人請状之事                        安永６．７．      一紙  １通  奉公人三次郎、請人炭屋源吉→宮崎屋五 
                                                            蔵 倉敷福荷町三次郎歳20才 酉７月～ 
                                                            戌正月 給銀35匁 
１－７－10    奉公人請状之事                        安永６．12．      一紙  １通  東町中屋勘次郎→宮崎屋五蔵 奉公人利 
                                                            八 百目 
１－７－11    奉公人請状之事                        安永７．３．      一紙  １通  請人 佐野屋七左衛門→宮崎屋五蔵 備 
                                                            中浅口郡又串村 六兵衛子利七歳26才 
                                                            丑七月～寅正月 給銀六十匁 
１－７－12    奉公人請状事                         安永７．７．      一紙  １通  伴介→宮崎屋五蔵 奉公人は備中小田郡  包紙ニ安永七戊年七月奉公人 
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                                                            尾坂村仁作忰文五郎二十五才 給銀壱か  請 請人伴介 奉公人文五郎 
                                                            年七五銭百目 期間安永７年７月→安永 
                                                            ８年亥正月まで 
１－７－13    奉公人請状之事                        安永８．12．      一紙  １通  請人新川 六三郎→宮崎屋五蔵 西浦安  包紙有 
                                                            原忰喜兵衛を七五銭百拾匁にて子正月よ 
                                                            り来る正月まで 
１－７－14    奉公人請状之事                        安永８．12．      一紙  １通  請人中町うお屋長重朗→宮崎屋五蔵 児  包紙有 
                                                            島郡尾原村善吉二三才 子四月～午正月 
                                                            まで 給銀七五銭百拾匁 
１－７－15    奉公人請状之事                        安永９．12．      一紙  １通  箕島村新兵衛→宮崎屋五蔵 都宇郡箕島 
                                                            村嘉右衛門歳44才 午正月～寅正月 給 
                                                            銀七五銀 140匁 
１－７－16    奉公人請状之事                        天明元．８．      一紙  １通  請人新川宇兵衛→宮崎屋五蔵 奉公人 
                                                            津宇郡早島村次介弟庄介 年26才 給銀 
                                                            七五銭六拾目 期間丑七月～寅正月 
１－７－17    奉公人請状之事                        天明元．12．      一紙  １通  奉公人安兵衛 請人川西町若松屋甚左衛 
                                                            門→宮崎屋五蔵殿 給金寅正月から卯６ 
                                                            月迄 120目の内60目丑12月に借用 
１－７－18    奉公人請状之事                        天明３．８．      一紙  １通  笹沖屋善兵衛→宮崎屋五蔵 奉公人浅口 
                                                            郡玉島村弥介歳50才 
１－７－19    下人宗旨書上                         天明４．３．      一紙  １通  五蔵→庄屋孫太夫 長七他９名 名歳 
                                                            宗旨出身書上 
１－７－20    奉公人請状之事                        天明４．12．      一紙  １通  請人長兵衛→宮崎屋五蔵 奉公人 備中 
                                                            浅口郡土手下村友次郎の子万蔵（28才） 
                                                            給銀七五銭百拾匁 期間来ル（巳）正月 
                                                            より午正月迄 
１－７－21    奉公人請状之事                        寛政３．７．      一紙  １通  長兵衛→宮崎屋五蔵 浅口郡玉島町安郎 
                                                            歳二十八才 亥七月より子七月迄 給銀 
                                                            七五銭百五拾目 
１－７－22    奉公人請状之事                        寛政６．７．      一紙  １通  川西町請人金蔵→宮崎屋五蔵 寅７月～ 
                                                            卯７月給銀七五銭百弐拾目 小田郡今立 
                                                            村源三忰清兵衛奉公之件 
１－７－23    奉公人請状之事                        寛政９．３．      一紙  １通  奉公人嘉助 請人舟倉松左衛門→宮崎屋 
                                                            三左衛門 奉公人戸川主膳支配所帯江五 
                                                            日市村嘉右衛門（嘉助に変名）四十四才 
                                                            当季より奉公 給銀七五銭九拾目 
１－７－24    奉公人請状之事                        寛政９．７．      一紙  １通  備中不道郡矢田村武兵衛歳52才 巳、７ 
                                                            月～午７月給銀 120目 請人新丁長七世 
                                                            話人いなり町左兵衛→宮崎屋三郎左衛門 
１－７－25    奉公人請状之事                        寛政10．正．      一紙  １通  証人弓場藤蔵→宮崎屋三郎右衛門 浅口 
                                                            郡勇崎村幸助 歳四十八才 給銀通百五 
                                                            拾目 午正月より未正月迄 
 
◆◆◆１－８－１～３〔治安〕◆◆◆ 
１－８－１    乍恐以書附奉願上候（質地代銀差滞出入）（案文）        享和２．３．      一紙  １通  倉敷村三左衛門→松平紀伊守様御役場 
                                                            訴訟人 柘植又左衛門御代官所備中国窪 
                                                            屋郡倉敷村 三左衛門、煩代長五郎 
                                                            相手 備中国浅口郡舟尾村冨左衛門親類 
                                                            証判人同村蕃之丞 同断証文 奥判人 
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                                                            同村肝煎 小平太 同久右衛門貸金 質 
                                                            地とも支払わず出奔のため証判人等訴え 
                                                            出る 
１－８－２    以書附御頼申上候                       文化13．２．      一紙  １通  児島屋文四郎→年寄月番廣祐殿 貸家賃 
                                                            差滞出入書上 
１－８－３    差出申御預り証文之事                       午．４．16     一紙  １通  右伝七組合喜兵衛ほか４名→御庄屋水沢 
                                                            常太郎殿・御年寄中ほか１名 お尋ね者 
                                                            黒田屋伝七の身柄預り証文 
 
◆◆◆１－１０－１～８〔救恤〕◆◆◆ 
１－10－１    乍恐以書附奉願上候（下書）                  文政10．３．      一紙  １通  当地代官所備中国窪屋郡倉敷村年寄三郎 
                                                            右衛門→大草太郎右馬様御役所 私儀困 
                                                            窮につき文化７年主法に従い差出した銀 
                                                            18貫目下渡願 
１－10－２    乍恐以書付御歎奉願申上候（下書）               天保９．４．      一紙  １通  倉敷村年寄三郎右衛門煩代誰→近年困窮 
                                                            につき文化７午年父三左衛門・叔父善左 
                                                            衛門差出した御用金銀18貫目、銀２貫 
                                                             100目下渡願 
１－10－３    乍恐以書付再御歎奉申上候（下書）               天保10．９．      一紙  １通  （窪屋郡倉敷村百姓三郎右衛門煩代庄作 
                                                            カ）三郎右衛門近年不仕合相続困窮につ 
                                                            き文化７午年差出銀18貫目（三左衛門差 
                                                            出）２貫 100目（善左衛門差出）下渡願 
１－10－４    乍恐以書付御歎奉申上候                    天保11．10       一紙  １通  倉敷村百姓三郎右衛門→倉敷御役所 去 
                                                            文化七午年米価引立御仕法御用金仰付な 
                                                            され、父三左衛門銀18貫目、同人弟亡善 
                                                            左衛門２貫 100目差出下願候 
１－10－５    乍恐以書付御歎奉申上候                    年月日未詳（天保カ）  一紙  １通  （窪屋郡倉敷村百姓三郎右衛門カ）三郎 
                                                            右衛門父三左衛門、叔父善左衛門長らく 
                                                            病身死去につき出費多く困窮、文化７午 
                                                            年父・叔父差出御用金銀18貫目（父差出） 
                                                            ２貫 100目（叔父差出）下渡願 
１－10－６    乍恐以書付御頼奉申上候                    酉（嘉永２）．閏４．  一紙  １通  窪屋郡沖村百姓代添兵衛→倉敷御役所 
                                                            近来諸色高直に付、差出銀７貫 800目の 
                                                            うち20カ年以前金30両余下渡の残金下げ 
                                                            わたしねがい 右村庄屋時之助代兼年寄 
                                                            郡蔵奥書あり 
１－10－７    乍恐書付御歎奉申上候（下書）                   戌．12．      一紙  １通  窪屋郡沖村百姓帰一→御役所奥書 右村 
                                                            年寄貞一 米価諸色高騰風損水損により 
                                                            作柄悪く困窮につき文化７午年主法に従 
                                                            い差出銀２貫 400目下渡願 
１－10－８    乍恐以書附御歎奉申上候（下書）                当戌（嘉永３カ）．   一紙  １通  窪屋郡倉敷村    （百姓三郎右衛門  後欠カ 
                                                            カ） 近年諸色高騰、困窮につき文化７ 
                                                            午年主法に従い親三左衛門差出銀18貫目 
                                                            叔父善左衛門差出銀２貫 100目下渡願 
 
◆◆◆１－１２－１～３〔産業職業〕◆◆◆ 
１－12－１    借り請申酒株之事                       寛延２．12．      一紙  １通  借り主三好屋甚五兵衛→貸主花屋善左衛 
                                                            門 酒造株１年切銀70目 
１－12－２    借り請申酒株之事                       寛延３．12．      一紙  １通  借り主三好屋甚五兵衛→貸主花屋善左衛  包紙有 
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                                                            門殿 壱年切酒造株借り請証文 
１－12－３    酒造株借用証文之事                      文化４．４．      一紙  １通  借主竹原屋吉之助他２人→宮崎屋三郎右 
                                                            衛門 酒造株高25石 銀65匁目５年切 
 
◆◆◆１－１３－１～６１〔農林業〕◆◆◆ 
１－13－１    売渡之申家屋敷かさい之事                   享保６．12．４     一紙  １通  売主丸屋長兵衛・同源兵衛→宮崎屋安兵  １～27一括 
                                                            衛殿 奥書沖新田年寄六太夫・同与右衛 
                                                            門・大証武右衛門 
１－13－２    帯江領高沼添新田検地書抜高付 同亥ノ新田検地書抜 （内証検  享保８．５．～14年   袋   １袋  享保十四年備中窪屋郡帯江領高沼亥新田 
           地 絵図有割畝有）                                        御検地反別書抜己酉二月日 帯江添新田 
                                                            反別書抜 享保八卯年五月吉日 帯江添 
                                                            新田反別書抜 享保八年卯五月書抜写 
                                                            帯江亥新田検地書抜 享保十四酉春 
１－13－３    当十月切売渡申田地之事                    享保９．４．９     一紙  １通  借主早島村梶板左四郎・下作人添新田惣  ３～14同包紙入一括 
                                                            左衛門・証人高沼年寄太郎右衛門→倉敷 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 奥書高沼添新田庄屋羽 
                                                            島村武右衛門 
１－13－４    借用申銀子之事                        享保９．７．12     一紙  １通  借主梶板左太郎・証人羽島村庄屋武右衛  包紙有 
                                                            門・同高沼村太郎右衛門→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛殿 
１－13－５    下作請合手形文事                       享保11．３．      一紙  １通  作人松右衛門・同段次郎右衛門・請合人 
                                                            亥新田四郎兵衛→宮崎屋安兵衛殿 
１－13－６    覚                                辰．４．９     一紙  １通  庄屋帳面吟味書付 庄屋武右衛門・太郎 
                                                            右衛門・七郎右衛門→安兵衛殿 
１－13－７    麦抓取覚                             午．６．10     一紙  １通  宮崎屋分・六太夫→添新田松右衛門 
１－13－８    請取申麦御年貢                          午．６．13     一紙  １通  沖新田年寄六太夫 与右衛門→倉敷宮崎 
                                                            屋安兵衛殿 
１－13－９    覚                                午．６．16     一紙  １通  年貢請取六太夫→添新田次郎右衛門 
１－13－10    覚                                午．６．16     一紙  １通  御年貢麦四俵也 右ハ倉敷宮崎屋分請取 
                                                            六太夫→添新田松右衛門殿 
１－13－11    〔添新田下作人松右衛門・次郎右衛門御礼之事〕         年未詳．３．８     一紙  １通  武右衛門→安兵衛様 
１－13－12    〔質流地手形元利返済之事〕                  年未詳．３．19     一紙  １通  梶坂左太郎→亀山武右衛門様 
１－13－13    〔添一新田之義御売仏度事〕                  年未詳．３．29     一紙  １通  羽島村武右衛門→宮崎屋安兵衛様 
１－13－14    〔宮崎安兵衛宛水江村武右衛門書状〕              年未詳．７．13     一紙  １通  田地帳面見直しの事 
１－13－15    壱年切売御申田地之事                     享保９．12．11     一紙  １通  売主高沼沖新田久兵衛・同村年寄仁右衛  包紙有 
                                                            門・同村同段六太夫→宮崎屋安兵衛殿 
１－13－16    壱年切売渡申田地之事                     享保10．12．      一紙  １通  売主高沼村伊介・証人同村太郎右衛門→  包紙一括 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 奥書亥ノ新田庄屋吉右 
                                                            衛・ 同所年寄弥平次 
１－13－17    一札                             享保10．12．      一紙  １通  預主高沼村伊介・証人同村太郎右衛門→ 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 
１－13－18    〔沖新田証文入銀ひかえ送る事 及び証文相調銀子間違申渡事〕  年未詳．12．28     一紙  １通  〔太郎右衛門→安兵衛〕〔安兵衛→太郎 
                                                            右衛門〕 
１－13－19    売切り申田地之事                       元文４．12．      一紙  １通  田地売主藤野金右衛門・高沼村年寄太次  包紙一括（１～２） 
                                                            兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛殿 奥書庄屋太  19・20一括 
                                                            郎右衛門 
１－13－20    金右衛門地検地                          未．12．      一紙  １通  太郎右衛門→安兵衛様 
１－13－21    覚                              寛保２．７．      一紙  １通  倉敷宮崎屋安兵衛他１名→沖新田庄屋与  包紙一括 
                                                            左衛門他２名 平島用水悪水并浜門入用  21・22一括 
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                                                            之義 和談に付一札 
１－13－22    〔添新田水之義〕                       年未詳．７．12     一紙  １通  西山十郎右衛門→井上安兵衛様 
１－13－23    壱年切売渡申質地流証文之事                  寛延３．３．      一紙  １通  田地売主宮崎村善太夫・同村証人半十郎  包紙有 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛殿 奥書同村庄屋徳 
                                                            左衛門 
１－13－24    〔添新田水の義落着の事〕                   年未詳．７．12     一紙  １通  大森与右衛門→井上安兵衛様       包紙一括 24～27一括 
１－13－25    添新田水之義                         年未詳．７．18     一紙  １通  平松林右衛門→井上安兵衛様 
１－13－26    〔添新田水之義〕                       年未詳．７．21     一紙  １通  大森小左衛門→井上安兵衛様 
１－13－27    〔用水の件落着について〕                   年未詳．７．23     一紙  １通  佐藤九郎右衛門→井上安兵衛様 
１－13－28    丑下作米算用                         享保18．12．30     一紙  １通  三田村伝右衛門→油屋与一右衛門     28～30一括 
１－13－29    〔宮崎屋安兵衛宛三田村伝右衛門書状〕             年未詳．４．      一紙  １通  加地子銀の事他 
１－13－30    覚                                丑．12．24     一紙  １通  田畝数 高 物成他算用書 三田村伝右 
                                                            衛門→宮崎屋安兵衛 
１－13－31    渋江村御年貢米通                       享保19．        一紙  １通  名主□（与カ）平次 裏書ミやざきや 
１－13－32    請取申銀札之事                        享保20．６．18     一紙  ２通  麦成銀受取書 四十瀬新田村十右衛門→ 
                                                            安兵衛 麦成銀受取書 四十瀬新田村十 
                                                            右衛門→六郎右衛門 
１－13－33    下作請込手形之事                       元文４．12．      一紙  １通  下作受込人鳥羽村平介→宮崎屋安兵衛 
１－13－34    酒津村未御年貢請取通                     文久４～５年      一紙  ２通  庄屋利右衛門 倉敷安兵衛        酒津村未御年貢請求通 
                                                                                １紙一括 
１－13－35    申大豆銀札受取                        元久５．        一紙  １通  又兵衛・安兵衛・与一右衛門 
１－13－36    酒津村御年貢請取通                      元久（４カ）．     一紙  １通  倉敷与一右衛門 
１－13－37    御年貢先納通                         元久５．12．      一紙  １通  宮崎屋安兵衛宛 か須山村庄屋伝右衛門  封紙有 上書き「先納銀通 
                                                                                か須山村 庄屋伝右衛門」 
１－13－38    請取申麦成銀之事                       寛保２．７．２     一紙  １通  四十瀬新田村名主十郎右衛門→安兵衛 
１－13－39    福島村御年貢米御切手請取通                  寛保２．12．25     一紙  １通  福島村名主儀右衛門→安兵衛 
１－13－40    御年貢上納通                         寛保２．        一紙  ２通  かす山村庄屋伝右衛門→宮崎屋安兵衛   覚１紙有 
１－13－41    御年貢米銀取通                        寛保２．        一紙  １通  中帯江村庄屋 左治右衛門→安兵衛 
１－13－42    覚                              寛保２．12．23     一紙  １通  積役米掛り差引明細書 福島村伊介→安 
                                                            兵衛 
１－13－43    〔御年貢米通〕                        延享元．        一紙  １通  中帯江村庄屋左治右衛門 倉敷安兵衛 
１－13－44    覚                              延享２．        一紙  ４通  麦成銀払上他 四十瀬新田村十郎右衛門 
                                                            他→宮崎屋安兵衛 
１－13－45    〔御年貢米通〕                        年月日未詳       一紙  １通  延享元年吉田江入作御年貢米通 名主浅 
                                                            右衛門→宮崎屋安兵衛 
１－13－46    覚                                子．３．～11月   一紙  ３通  大豆銀受取書 又兵衛→安兵衛 大豆銀 
                                                            受取書 又兵衛→安兵衛・与一右衛門 
                                                            大豆銀受取書 小一右衛門→安兵衛 
１－13－47    覚                                寅．12．      一紙  １通  流田地の年貢請取連絡 大内村庄屋半平 
                                                            →安兵衛 
１－13－48    覚                                卯．３．23     一紙  １通  寅年浜村八ヶ郷入用割横役割庄屋渡書   封紙有「寅年浜村八ヶ郷他」 
                                                            庄屋→宮崎屋 
１－13－49    巳ノ年作分大豆跡麦預り                      午．６．29     一紙  １通  笹沖源六→宮崎屋安兵衛         覚１紙有 
１－13－50    辛酉戌年貢通 壬戌御年貢通                  辛酉～壬戌       一紙  ２通  早島庄や助左衛門 倉敷宮崎屋安兵衛 
１－13－51    戌ノ大豆銀受取                          戌．３．６     一紙  １通  名主又兵衛→安兵衛・与一右衛門 
１－13－52    戌麦成銀札請取                          戌．７．８     一紙  １通  安兵衛→幾右衛門 
１－13－53    戌秋成                              戌．11．13     一紙  １通  沖新田庄屋林右衛門→宮崎屋安兵衛 
１－13－54    覚                                戌．12．      一紙  １通  添新田高掛り銀受取書 沖新田庄屋林左 
                                                            衛門→安兵衛 
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１－13－55    覚                                亥．７．７     一紙  ２通  麦成銀受取書 名主又兵衛→安兵衛 
                                                            麦成銀受取書 名主又兵衛→安兵衛・与 
                                                            一右衛門 
１－13－56    覚                              年月日未詳       一紙  １通  福島分 田畑畝数高他書上 
１－13－57    吉岡分夏毛覚                         年月日未詳       一紙  １通  田畝数 作人 麦検見高書上 
１－13－58    戌ノ夏成受取                         年月日未詳       一紙  ２通  ○○村名主又兵衛 倉敷安兵衛 
１－13－59    〔覚〕                            年月日未詳       一紙  １通  畝数・高・徳米他書上町 
１－13－60    〔覚〕                            年月日未詳       一紙  １通  御年貢不足渡銀他書上 
１－13－61    覚                              年月日未詳       一紙  ２通                      断簡 
 
◆◆◆１－１６－Ａ・Ｂ〔金融貸借〕◆◆◆ 
◇◇◇１－１６－Ａ－１～３４４〔田地・質入・売渡書・他〕◇◇◇ 
１－16－Ａ- １    売渡シ申田地之事                       元禄元．12．28     一紙  １通  売主仁兵衛他２名→宮崎屋宗重郎 田１  封紙有 １～20まで袋入 

                                                             反・代銀 540目             （自村家屋敷 田地売券証文 
                                                                                入 外にも有） 
１－16－Ａ- ２  売渡シ申山畑之事                       正徳３．12．20     一紙  ２通  売主こん屋甚左衛門→宮崎屋安兵衛    覚１通有 封紙有 
                                                            畝数１畝22歩 代 520目 
１－16－Ａ- ３  覚                              正徳４．１．11     一紙  ２通  惣十郎→安兵衛 家屋敷壱ヶ所譲渡    書状１通同封 封紙有 
１－16－Ａ- ４  売渡シ申田地之事                       享保４．極．28     一紙  １通  売主新田市郎兵衛他２名→宮崎屋安兵衛  封紙有 
                                                            下田６畝22歩半代銀２貫目 
１－16－Ａ- ５  一年切ニ売渡シ申山畑之事                   享保５．極．26     一紙  ２通  売主下津井屋忠兵衛他１名→東町弥市兵  封紙有 
                                                            衛 山畑三畝三歩代銀 360目 享保19年 
                                                            12月23日 午五月切売渡シ山畑之事 売 
                                                            主弥一兵衛→宮崎屋安兵衛 代新銀 107 
                                                            匁 
１－16－Ａ- ６  七年切売渡シ申山畑之事                    享保７．７．13     一紙  １通  熊田屋勘兵衛他１名→宮崎屋安兵衛 歩  包紙有 
                                                            合壱畝四歩 代銀九拾七匁 
１－16－Ａ- ７-1 売渡シ申田地之事                       享保11．11．15     一紙  １通  田地売主新市郎兵衛他１名→観龍寺 田  封紙有 
                                                            １反 代銀 260目伊勢屋扠左衛門他１人 
                                                            の奥書あり 
１－16－Ａ- ７-2 売渡シ申田地之事                       享保11．12．20     一紙  １通  売主宝寿山観龍寺他２名→宮崎屋安兵衛  封紙有 
                                                            田１反 代銀 110目 
１－16－Ａ- ８  壱年切ニ売渡し申屋敷之事                   享保15．12．23     一紙  １通  東町売主七大夫他２人→宮崎屋安兵衛   封紙有 
                                                            代銀 384匁４歩 
１－16－Ａ- ９  売渡シ申山畑之事                       享保16．極．      一紙  １通  売主 与惣兵衛他３人→宮崎屋安兵衛 
                                                            山畑３畝 同３歩 代銀 110匁 
１－16－Ａ- 10  売渡シ申家蔵之事                       享保17．12．      一紙  １通  東町売主七太夫・証人長左衛門・同所吉  包紙有 
                                                            兵衛→宮崎屋安兵衛 家壱軒・蔵壱ヶ所 
                                                            代銀四百七拾六匁 
１－16－Ａ- 11  売渡シ申畑之事                        享保18．３．５     一紙  １通  売主半次郎他１名→庄屋伊兵衛右衛門他  封紙有 
                                                            １名 氏宮通道御普請につき切代銀 180 
                                                            目にて屋敷畑売渡し 
１－16－Ａ- 12  売渡申家之事                         享保18．12．20      一紙  ２通  売主向市場平八、証人かちや清九郎他１  享保十八年丑ノ十二月十八日 
                                                            名→宮崎屋安兵衛 家壱軒 代銀百匁   永代売渡し申家屋敷之事 包 
                                                                                紙あり 
１－16－Ａ- 13  売渡シ申屋敷之事                       享保18．12．20     一紙  １通  売主米右衛門・取頭与七郎・同伝重郎→  包紙有 
                                                            宮崎屋安兵衛 屋敷三畝十五歩 代銀壱 
                                                            貫百五十匁 奥書いづみ屋小右衛門 
１－16－Ａ- 14  売渡申家之事                         享保19．８．３     一紙  １通  売主役介・証人ふかや小右衛門→みやざ 
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                                                            きや安兵衛 家壱軒 代銀８０匁 
１－16－Ａ- 15  売渡シ申家之事                        享保19．８．      一紙  １通  与兵衛→宮崎屋 家弐まどり 代銀五拾 
                                                            七匁 
１－16－Ａ- 16  売渡申田地之事                        享保20．12．24     一紙  ２通  売主板や弥郎右衛門・証人みやざきや安  売渡申田地之事 享保20卯年 
                                                            兵衛→児嶋屋長十郎 壱反八畝拾分代銀  12月26日 包紙有 
                                                            八百拾弐匁 
１－16－Ａ- 17  売渡し申蔵之事                        元文４．１．      一紙  １通  西島屋曽兵衛→宮崎屋・蔵１軒 代１貫  包紙有 
                                                             200目 
１－16－Ａ- 18  売渡シ申家之事                        元文４．12．25     一紙  １通  家売主東町徳兵衛他２名→宮崎屋安兵衛  包紙有 
                                                            家一軒 代銀九百目 
１－16－Ａ- 19  一札之事                           元文４．12．      一紙  １通  家売主徳兵衛・証人源兵衛→宮崎屋安兵 
                                                            衛 申七月中に家を売り渡すことの証文 
１－16－Ａ- 20  売渡申家屋敷之事                       元文５．11．      一紙  １通  売主東町五伝屋 平兵衛他１名→宮崎屋  封紙 
                                                            安兵衛 代銀２貫目 
１－16－Ａ- 21  売渡申田地之事                        元禄15．３．18     一紙  １通  売主山坂屋善五郎→宮崎屋惣十郎     覚１紙挟込み有 21・22同封 
                                                                                紙入「ひかしさえん売券他」 
１－16－Ａ- 22  預り申銀之事                         （元禄15カ）．３．18  一紙  １通  惣十郎→山坂屋善五郎 
１－16－Ａ- 23  売渡シ申家屋敷之事                      宝永２．２．７     一紙  １通  海津屋善五郎ほか２名→宮田村松屋藤三  23～30まで同包紙入 
                                                            屋敷弐斗壱升七合を銀三拾貫目で売渡し 
                                                            端裏書有（表書之銀之元利無滞相済申候 
                                                            ニ付手形差出し候以上 宮田松屋藤蔵） 
１－16－Ａ- 24  覚                              宝永５．12．24     一紙  １通  天王寺屋五左衛門→鈴木町年寄住吉屋善 
                                                            兵衛・相生西町年寄ゆげや三右衛門 備 
                                                            中倉敷村海津屋善五郎荷物為替取かへ銀 
                                                            訴訟之儀内済 
１－16－Ａ- 25  済手形之事                          宝永６．10．25     一紙  １通  枡屋惣左衛門→海津屋善五郎 ９貫660 
                                                            匁受取のこと 
１－16－Ａ- 26  証文                             宝永６．10．晦     一紙  １通  吉田屋三右衛門他１名→阿津屋善五郎   封紙有 
                                                            預り手形返り証文 
１－16－Ａ- 27  相渡シ申証文之事                       正徳５．正．19     一紙  １通  生坂村猪吉郎→倉敷村御庄屋源大夫 吉 
                                                            備野屋金左衛門より海津屋善五郎へ取替 
                                                            銀 訴状の面相済すこと 
１－16－Ａ- 28  覚                              正徳５．４．３     一紙  １通  炭屋次郎左衛門→海津屋善五郎 御荷物 
                                                            不足金金四拾五両三歩銀六匁三歩四厘の 
                                                            件内済 
１－16－Ａ- 29  覚                              正徳５．４．15     一紙  １通  吉納屋 五郎兵衛→かい津屋善五郎 巳 
                                                            ノ年 取替銀六百六拾六匁三分九厘の内 
                                                            銀三百三拾目の済手形 
１－16－Ａ- 30  覚                                未．４．17     一紙  １通  伊丹屋三右衛門→海津屋善五郎・備後屋 
                                                            重二郎 材木代残り銀 184匁返済の事 
１－16－Ａ- 31  壱カ年切ニ売渡申流質地之事                  享保２．12．      一紙  １通  田地売主福島村浅右衛門→宮崎屋安兵衛  封紙有 31～54一括 
                                                            畝数１反４畝11歩半 代銀 480匁 福島 
                                                            村名主 儀右衛門他１人の証文有 
１－16－Ａ- 32  子十月廿八日限売渡申田地之事                 享保16．12．20     一紙  １通  田畑売主福島村米介他６名→倉敷宮崎屋  包紙有（下作人・加地子の 
                                                        １綴  安兵衛 公畝三町八畝弐拾八分半 代銀  書抜覚の１綴も一括） 
                                                            壱貫二百四拾目 奥書福島村名主儀右衛 
                                                            門・同村五人組頭猪介 
１－16－Ａ- 33  壱歳切ニ売渡申田地之事                    享保18．12．９     一紙  １通  売主福島村源次郎他２名→倉敷宮崎村安  覚有（子11月23日利銀の事) 
                                                            兵衛 畝数合三反 代銀三百七拾二匁 
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                                                            奥書下作手形之事一田三反弐畝 
１－16－Ａ- 34  売渡申田地之事                        元文２．11．20     一紙  １通  売主福島村忠介→倉敷宮崎屋安兵衛１反  包紙（「元文二丁巳十一月 
                                                            ８畝６半 奥書福島村名主儀右衛門・同  三百匁田地売来分ふくしま忠 
                                                            村五人組猪介              助」） 
１－16－Ａ- 35  壱年切売渡シ申流質地之事                   元文３．12．20     一紙  １通  田地売主福島村勘四郎他１名→倉しき安  封紙有 
                                                            兵衛 奥書福島村名主儀右衛門他１名 
                                                            上田１畝20歩代銀37匁２分 
１－16－Ａ- 36  売渡申畑之事                         元文３．12．27     一紙  １通  田地売主福島村茂右衛門・証人同村浅右  包紙有 
                                                            衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 畑弐畝拾五歩 
                                                            を代銀六百四拾目で売渡すの事 奥書福 
                                                            島村名主儀右衛門・同村五人組頭猪介 
１－16－Ａ- 37  売渡シ申田地之事                       元文４．２．      一紙  １通  売主はな屋善左衛門他１名→宮崎屋安兵  帯あり「元文四年未二月 売 
                                                            衛 畝数３反８畝27歩半 代銀２貫目   券証文福島村南町はな屋善左 
                                                            福島村名主儀右衛門 他１名奥書有    衛門分」の上書有 
１－16－Ａ- 38  売渡申田地之事                        元文４．12．25     一紙  １枚  田地売主福島猪介 証人同村浅右衛門→  覚２通有（未12月９日 未 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛 奥書福島村儀右衛門  12月25日福島村猪介→倉敷宮 
                                                                                崎屋安兵衛） 
１－16－Ａ- 39  □年切売□□流質地之事                    元文５．12．７     一紙  １通  田地売主福島村七右衛門 証人同村清右  覚有（元文５年12月 宮崎屋 
                                                            衛門→宮崎屋安兵衛 下々 畑弐畝十八歩  安兵衛宛） 
                                                            代銀百壱匁七分 福島村名主儀右衛門の 
                                                            奥書アリ 
１－16－Ａ- 40  壱年切売渡申畑之事                      寛保元．３．28     一紙  １通  田地売主福島村仁兵衛・証人同村善介→  包紙有 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛 畑壱畝弐拾八歩を代 
                                                            銀六拾八匁七分で質入れする事 奥書福 
                                                            島村名主儀右衛門・同村五人組頭猪介 
１－16－Ａ- 41  売渡シ申田地之事                       寛保元．11．      一紙  ２通  田地売主福島村浅右衛門→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛 畝数３反９畝７歩半 代銀３貫目 
                                                            福島村庄屋儀右衛門の奥書あり 「辺シ 
                                                            手形之事」一通あり 
１－16－Ａ- 42  壱年切売渡申流し質地之事                   寛保元．11．      一紙  ４通  田地売主福島村浅右衛門→倉敷宮崎屋安  包紙有 添手形之事・下作手 
                                                            兵衛十四筆畑九反六畝弐歩を銀五貫目で  形之事・売渡申用地之事 
                                                            質入れする事 奥書福島村名主儀右衛門  覚有 
１－16－Ａ- 43  壱年切ニ売渡シ申田地之事                   寛保元．12．      一紙  ２通  田地売主福島村善介・証人同村浅右衛門  包紙有 善介方ノ田地事ぬき 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 畑弐反弐畝拾九歩  一通有 
                                                            を銀八百六拾八匁で質入れの事 奥書福 
                                                            島村□□（名主カ）儀右衛門 同村五人 
                                                            組頭猪介 
１－16－Ａ- 44  壱年切売渡申田地之事                     寛保元．12．      一紙  １通  田地売主別府安右衛門・証人同村浅右衛  覚有 包紙有 田地受込預手 
                                                            門→倉敷宮崎屋安兵衛 上田五町弐拾八  形ノ事 
                                                            歩 代銀弐百七匁九分 奥書福島村名主 
                                                            儀右衛門・同村五人組頭猪介 
１－16－Ａ- 45  壱年切売渡申□□之事                     寛保元．12．      一紙  １通  田地売主福島村九郎兵衛・証人同村清右  封紙有 田地請込預手形之事 
                                                            衛門→宮崎屋安兵衛 畝数合八畝拾六歩  同封（田地売込預主九郎兵衛 
                                                            半 代銀百六拾七匁四分 福島村名主儀  証人同村清右衛門→安兵衛） 
                                                            右衛門・同村五人組頭猪介の奥書有 
１－16－Ａ- 46  壱年切売渡し申田地之事                    寛保元．12．      一紙  １通  田地売主福島村孫右衛門→宮崎屋安兵衛  封紙有 
                                                            奥書福島村名主儀右衛門他１名 上田６ 
                                                            畝18歩半代銀99匁２分 
１－16－Ａ- 47  壱年切売渡申畑之事                      寛保元．12．      一紙  ４通  同地売主福島村藤八他１名→倉敷宮崎屋  封紙有 寛保元年十二月田地 
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                                                            安兵衛 奥書福島村名主儀右衛門他１名  請込預り手形之事など３通同 
                                                            畑畝〆１反１畝３歩 代銀 148匁     封 
１－16－Ａ- 48  壱年切売渡申田地之事                     寛保元．12．      一紙  ４通  田地売主福島村勘右衛門他１名→倉敷宮  「田地請込預手形之事」他２ 
                                                            崎屋安兵衛 田２畝24歩 代銀74朱４分  通の覚一括 
                                                            １カ年切福島村名主儀右衛門 奥書あり 
１－16－Ａ- 49  壱年切売渡申畑之事                      寛保元．        一紙  １通  田地売主福島村源三郎・証人同村浅右衛  包紙有 覚有 
                                                            門→倉敷宮崎屋安兵衛 下畑三畝 代銀 
                                                            四拾壱匁 福島村名主儀右衛門の奥書有 
１－16－Ａ- 50  壱年切ニ売渡シ申流質地之事                  寛保２．12．      一紙  ３通  田地売主福島村浅右衛門→宮崎屋安兵衛  封紙有 寛保弐年12月下作手 
                                                            奥書福島村名主儀右衛門他１名 田地畝  形之事など２通同封 
                                                            合１反９畝18歩 代銀 992匁 
１－16－Ａ- 51  売渡シ申田地之事                       寛保２．12．      一紙  ２通  田地売主福島村新介・証人同村浅右衛門  覚一通有 包紙有 
                                                            →宮崎屋安兵衛 上田畝数合七畝六歩 
                                                            代銀五百三拾弐匁 奥書福島村名主儀右 
                                                            衛門・同村五人組頭猪介 
１－16－Ａ- 52  売渡シ申畑之事                        寛保３．12．      一紙  １枚  売主福島村浅右衛門（印）→宮崎屋安兵 包紙有 
                                                            衛 下畑５町13分半（高５斗３分８合） 
                                                            代銀 250匁 奥書福島村五人組頭伊助 
                                                            （印）同村名主役右衛門（印） 
１－16－Ａ- 53  売渡シ申田地之事                       寛保３．12．      一紙  １通  田地売主福島村清右衛門→倉敷宮崎屋安  田地請込預り手形之事（寛保 
                                                            兵衛 下田六畝九歩 代銀四百八拾匁   元年十二月 田地預り主福島 
                                                            福島村五人組頭伊介・同村名主儀右衛門  村新右衛門・証人同村浅口→ 
                                                            の奥書あり               安兵衛） 
１－16－Ａ- 54  売渡シ申田地之事                       寛保３．12．      一紙  １通  田地売主福島村浅右衛門→倉敷宮崎屋安  封紙有 
                                                            兵衛 畝数１反２畝15歩 代銀 248匁 
                                                            福島村五人組頭伊介の奥書あり 
１－16－Ａ- 55  永代ニ売渡申田地之事                     享保３．12．22     一紙  １通  平田村売主彦三郎同村証人弥三郎→同村  包紙有 
                                                            半兵衛 上田８畝８歩 代銀 750目 奥 
                                                            書同村五人組頭三郎四郎 
１－16－Ａ- 56  当丑十月十五日切売渡し申家屋敷事               享保６．９．25     一紙  １通  売主長右衛門他２名→宮崎屋安兵衛殿   56～76一括 
１－16－Ａ- 57  借屋請状之事                         享保18．９．28     一紙  １通  借主伝蔵・証人与五□→宮崎屋安兵衛殿 
１－16－Ａ- 58  一札之事                           元文２．12．      一紙  １通  西阿知村坂田平左衛門→倉鋪井上安兵衛  「白金并証文 西阿知平左衛 
                                                            殿 坂田平左衛門忰金介を井上安兵衛に   門」の包紙有 
                                                            進上することについて 
１－16－Ａ- 59  奉公人請状之事                        延享元．12．      一紙  １通  奉公人喜平次・請人長太郎→宮崎屋安兵 
                                                            衛 給銀25匁 
１－16－Ａ- 60  壱年切売渡し田地之事                     延享４．３．      一紙  １通  売主箕島村伝左衛他２名→宮崎屋安兵衛 
                                                            殿 奥書庄屋大橋文左衛門 平シ田九畝 
                                                            を六百三拾八匁四分にて借用 
１－16－Ａ- 61  借用申銭之事                         寛延４．６．29     一紙  １通  ミやさきや安兵衛→児島屋武右衛門殿   61・62 同一封紙内 
                                                            七五銭壱貫目 借用証          封紙有 
１－16－Ａ- 62  覚（七五銭壱貫三拾目請取証）                   未．８．21     一紙  １通  児嶋屋→宮崎屋殿 
１－16－Ａ- 63  〔権右衛門屋敷絵図〕                     寛保元．        横長  １綴 
１－16－Ａ- 64  覚                                丑．12．20     一紙  １通  銀百九拾五匁請取 はりまや→海津屋殿 
１－16－Ａ- 65  覚（残銀四拾六匁八分請取）                    丑．極．29     一紙  １通  鳥羽村伝兵衛→倉敷村安兵衛殿 
１－16－Ａ- 66  〔割掛銀算用帳〕                         卯．12．28     一紙  １通  名主長介→宮崎屋安兵衛殿 
１－16－Ａ- 67  覚（年貢代銀差引勘定〕                      申．12．26      一紙  １通  長介→宮崎屋様 
１－16－Ａ- 68  覚（本栄寺勘化銀札弐百目請取）                  亥．３．28     一紙  １通  俵屋→宮崎屋殿 
１－16－Ａ- 69  〔年貢皆済覚〕                        年未詳．11．      一紙  ２通  沖新田庄屋林右衛門→宮崎屋安兵衛殿   断簡上部虫損 
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１－16－Ａ- 70  〔銀子書上〕                         年月日未詳       一紙  １枚                      上部虫損 
１－16－Ａ- 71  〔玉泉寺地蔵講勘定書〕                    年月日未詳       一紙  １枚                      包紙有 
１－16－Ａ- 72  〔銀子書上断簡〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
１－16－Ａ- 73  断簡（上田・中田書上）                    年月日未詳       一紙  ２枚 
１－16－Ａ- 74  古田（物成等書上）                      年月日未詳       一紙  １枚                      上部虫損有 
１－16－Ａ- 75  覚（田畑預米書上）                      年月日未詳       一紙  １枚 
１－16－Ａ- 76  覚（下田起返田書上）                     年月日未詳       一紙  １枚 
１－16－Ａ- 77  ねとし改 鳥羽村 売券手形                    子．        袋   １枚                      袋入77～ 113まで同封 
１－16－Ａ- 78  一年切売渡し申田地之事                    享保８．12．21     一紙  １通  鳥羽村売主五三郎・同村証人与三郎・同  包紙 享保９辰暮流田地証文 
                                                            村同断久作→宮崎屋安兵衛 奥書同村年 
                                                            寄次郎八 五筆 田四町拾九歩など田三 
                                                            筆・畑二筆、代銀 533匁２分 
１－16－Ａ- 79  一年切売渡し申田地之事                    享保８．12. 21     一紙  １通  鳥羽村売主久作・同村証人与三郎・同村  包紙有 
                                                            同断五三郎→宮崎屋安兵衛 奥書同村年 
                                                            寄次郎八 三筆 壱反弐畝拾八歩（田七 
                                                            畝弐拾歩・畑壱畝弐歩・上田三畝弐歩） 
                                                            代銀新 248匁 
１－16－Ａ- 80  一年切ニ売渡し申田地之事                   享保８．12. 21     一紙  １通  鳥羽村売主与四郎・同村証人久作・同村  包紙（享保10巳暮 田地流証 
                                                            同断与三郎→宮崎屋安兵衛 奥書鳥羽村  文） 
                                                            年寄次郎八 二筆 壱反壱歩（畑三畝 
                                                            上田壱畝壱歩） 代銀新 341匁 
１－16－Ａ- 81  一年切売渡し申田地之事                    享保８．12. 21     一紙  １通  鳥羽村売主六之介・同村証人与三郎・久  包紙（享保八卯十二未暮流） 
                                                            作→宮崎屋安兵衛・同村年寄次郎八 奥 
                                                            書上田５畝10歩代銀 124匁 
１－16－Ａ- 82  壱年切売渡し申畠之事                     享保９．12. 26     一紙  １通  鳥羽村売主加助・同村証人加平次→宮崎  包紙（享保十巳暮 流田地証 
                                                            屋安兵衛 奥書同村年寄次郎八 一筆畑 文） 
                                                            三畝拾歩 代銀99匁２分 
１－16－Ａ- 83  壱年切売渡申田地之事                     享保10．12．26     一紙  １通  鳥羽村売主次郎八・同村証人久作→倉敷  包紙 
                                                            宮崎屋安兵衛 奥書同村庄屋伝兵衛 三 
                                                            筆弐反壱畝四歩（上田五畝・八畝弐歩・ 
                                                            沢田八畝弐歩）代銀 615匁 
１－16－Ａ- 84  壱年切ニ売渡し申田畑之事                   享保11．12．26     一紙  １通  鳥羽村売主嘉平治・同村証人平助→宮崎  包紙（午享保11．流入） 
                                                            屋安兵衛宛 奥書同村庄屋伝兵衛 四筆 
                                                            本田八畝他 代銀 248匁 
１－16－Ａ- 85  壱年切ニ売渡シ申畑之事                    享保13．12．20     一紙  １通  鳥羽村売主金右衛門・証人喜四郎・口入  包紙（流カ） 
                                                            長四郎→宮崎屋安兵衛宛 奥書庄屋伝兵 
                                                            衛 一筆屋敷畑九畝拾五歩五代銀 180目 
１－16－Ａ- 86  壱年切ニ売渡し申田地之事                   享保13．12．29     一紙  １通  売主鳥羽村六左衛門・証人平助→倉鋪宮  包紙享保14流入 
                                                            崎屋安兵衛殿 庄屋伝兵衛 奥書上田４ 
                                                            畝４歩 代銀 136匁 
１－16－Ａ- 87  壱年切ニ売渡シ申田地之事                   享保14．12．20     一紙  １通  鳥羽村売主小次郎・証人文五郎・口入長  包紙享保16亥３月 流手形 
                                                            四郎惣助→倉敷宮崎屋安兵衛殿 奥書鳥 
                                                            羽村庄屋伝兵衛 上田５畝（預ケ畝８畝） 
                                                            代銀 248匁 
１－16－Ａ- 88  壱年切ニ売渡シ申田地之事                   享保14．12．      一紙  １通  売主鳥羽村六之助・同村証人長四郎・藤  包紙 
                                                            七郎→宮崎屋安兵衛 奥書同村庄屋伝兵 
                                                            衛 山畠２畝15歩（割畝３畝）代銀80目 
１－16－Ａ- 89  売渡申畑之事                         享保15．12．10     一紙  １通  鳥羽村売主忠左衛門・同村証人半三郎→  包紙 流ト有 
                                                            倉敷村宮崎屋安兵衛・庄屋伝兵衛 奥書 
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                                                            畑１畝 代銀15匁７分 
１－16－Ａ- 90  売渡シ申畑之事                        享保15．12．20     一紙  １通  鳥羽村売主加平次・同村証人三郎兵衛→  包紙（戌暮入売券証文五通） 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛宛 奥書同村庄屋伝兵  90～94一括封紙入 
                                                            衛 一筆畑弐畝拾五歩 代銀37匁６分 
１－16－Ａ- 91  売渡申畑之事                         享保15．12．20     一紙  １通  鳥羽村売主与三郎・同村証人又四郎→倉 
                                                            敷村宮崎屋安兵衛宛 奥書同村庄屋伝兵 
                                                            衛 一筆畑弐畝七歩半 代銀37匁 
１－16－Ａ- 92  売渡シ申畑之事                        享保15．極．20     一紙  １通  鳥羽村売主助八・同村証人久蔵→宮崎屋 
                                                            安兵衛宛 奥書徳芳村庄屋勘右衛門 一 
                                                            筆畑壱畝廿六歩 代銀59匁８分５厘 
１－16－Ａ- 93  売渡申田地之事                        享保15．12．20     一紙  １通  鳥羽村売主四郎右衛門・同村証人次右衛 
                                                            門→倉敷村安兵衛宛 奥書同村庄屋伝兵 
                                                            衛 一筆田壱畝三歩 代銀52匁６分 
１－16－Ａ- 94  売渡申田地之事                        享保15．12．      一紙  １通  鳥羽村売主四郎右衛門・同村証人次右衛 
                                                            門→倉敷村宮崎屋安兵衛宛 奥書同村庄 
                                                            屋伝兵衛 一筆本田壱畝拾四歩 代銀28 
                                                            匁５分 
１－16－Ａ- 95  売渡シ申畑之事                        享保15．12．      一紙  １通  鳥羽村売主太七・同村証人長四郎・同村  包紙（享保15戌12月 田地売 
                                                            口入甚太郎→倉敷宮崎屋安兵衛宛 奥書  券状） 
                                                            庄屋伝兵衛一筆壱畝拾五歩 代銀 150目 
１－16－Ａ- 96  売主申畑之事                         享保16．12．      一紙  １通  鳥羽村次郎八→倉敷宮崎屋安兵衛殿 奥  包紙有 
                                                            書徳芳村庄屋又太郎 畑６畝（所ハ徳芳 
                                                            分）代米２石２斗 
１－16－Ａ- 97  壱年切売渡し申畑田事                     享保16．12．      一紙  １通  売主鳥羽村長四郎・同村証文完七→宮崎  包紙有 
                                                            屋安兵衛殿 奥書庄屋伝兵衛 畑田５畝 
                                                            （割畝６畝15歩、町数４杓）代銀 100目 
１－16－Ａ- 98  壱年切ニ売渡シ申田地之事                   享保17．12．      一紙  １通  鳥羽村売主文作・同村証人五三郎→倉敷  包紙有 
                                                            村宮崎屋安兵衛殿 奥書中田村名主文介 
                                                            中田９畝19歩（中田村分）代銀 160目 
１－16－Ａ- 99  売渡シ申畑之事                        享保17．12．      一紙  １通  鳥羽村売主久蔵・同村証人完七・同村年  包紙有 
                                                            寄甚右衛門 奥書庄屋伝兵衛 畑３畝歩 
                                                            （町数５まち）・同３畝（町数２まち） 
                                                            代銀 110匁 
１－16－Ａ-100  壱年切ニ売渡シ申畑之事                    元文４．12．20     一紙  １通  鳥羽田地売主茂七・同村証人五三郎→倉  包紙（申10月内流入） 
                                                            敷ミやさき屋安兵衛宛 奥書年寄甚右衛 
                                                            門 一筆畑弐拾四歩 代銀46匁８分５厘 
１－16－Ａ-101  壱年切ニ売渡流シ質地之事                   元文４．12．30     一紙  １通  売主鳥羽村嘉平次・同村証人平助→倉敷  包紙元文５暮 流入田地証文 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 吉田・名主浅右衛門 
                                                            奥書中田９畝９歩 代銀 124匁 
１－16－Ａ-102  壱ケ年切売渡申流質地之事                   元文４．12．      一紙  １通  田地売主鳥羽村与四郎・証人平助→倉敷  包紙元文５申暮田地流手形 
                                                            宮崎屋安兵衛 畑３畝歩代銀76匁８分 
１－16－Ａ-103  壱年切流シ欠地之事                      元文５．12．      一紙  １通  鳥羽村売主長吉・証人金重郎→倉敷宮崎  包紙（辰暮流入手形） 
                                                            屋安兵衛宛 奥書同村年寄甚右衛門 一 
                                                            筆畑六畝 代銀 124匁 
１－16－Ａ-104  壱年切売渡シ申屋敷之事                    寛保２．10．      一紙  １通  鳥羽村売主与惣兵衛・同村証人三郎兵衛  包紙（辰○流証文） 
                                                            →宮崎安兵衛 奥書年寄甚右衛門 一筆 
                                                            屋敷壱畝弐拾歩 代銀 136匁４分 
１－16－Ａ-105  壱年切ニ売渡申家屋敷流質物之事                延享２．12．      一紙  １通  鳥羽村売主久作・同村証人与四郎・同惣  包紙（午春改ニ不済） 
                                                            二郎→倉敷宮崎屋安兵衛宛 奥書庄屋伝 
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                                                            兵衛 質物二筆（畑四畝弐拾歩、居宅） 
                                                            代銀 139匁 
１－16－Ａ-106  去年田売渡シ申流レ質地之事                  延享３．12．      一紙  １通  売主鳥羽村吉兵衛子長吉・同村証人久兵  包紙（辰暮より流入手形） 
                                                            衛→倉敷ミやさきや安兵衛宛 奥書庄屋 
                                                            伝兵衛 一筆畑六畝四方高四斗八升 代 
                                                            銀 120目 
１－16－Ａ-107  去年田売渡し申質地之事                    延享３．12．      一紙  １通  鳥羽村弐歩喜兵衛・同村証人久三郎→倉  包紙有 
                                                            敷ミやさきヤ安兵衛宛 奥書庄屋伝兵衛 
                                                            二筆（田壱畝廿歩 畑壱畝歩）代銀 106 
                                                            匁９分 
１－16－Ａ-108  去年田売渡し申流レ質地之事                  延享３．12．      一紙  １通  売主鳥羽村与四郎・同村証人平介→倉敷  包紙有 
                                                            ミやさきや安兵衛宛 一筆（屋敷畑三畝 
                                                            四方 高三斗三升）代銀73匁５分 
１－16－Ａ-109  壱年切売渡シ申流証文之事                   寛延２．12．      一紙  １通  鳥羽村田売主久蔵・同村証人吉兵衛→倉  包紙（寛延三午十二月廿七日 
                                                            敷宮崎屋安兵衛宛 奥書吉田名主 一筆  田地売券入） 
                                                            （下田五畝拾歩）代銀 862匁 
１－16－Ａ-110  壱年切売渡申畑地証文之事                   寛延２．12．      一紙  １通  売主鳥羽村長兵衛・証人同村長右衛門→  包紙（午暮流 手形） 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛宛 奥書伝兵衛 一筆 
                                                            八畑壱畝弐拾歩 代銀63匁４分７厘 
１－16－Ａ-111  壱年切売渡申田地之事                     寛延３．12．      一紙  １通  売主鳥羽村吉兵衛・証人同村文七→倉敷  包紙（未二月流手形） 
                                                            宮崎屋安兵衛宛 奥書庄屋伝兵衛 一筆 
                                                            田弐畝拾五歩 代銀 114匁 
１－16－Ａ-112  壱年切田売渡申田地証文之事                  寛延３．12．      一紙  １通  売主鳥羽村与平次・証人同村久三郎→倉  包紙（午二月より流手形） 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 奥書鳥羽村庄屋伝兵衛 
                                                            一筆本田全才弐畝三歩 代銀60目 
１－16－Ａ-113  借用申米之事                         宝暦６．12．      一紙  １通  借用主鳥羽村多八郎・証人同村与四郎→  包紙（宝暦７丑米四斗手形） 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛 合米四斗 
１－16－Ａ-114  壱年切ニ売渡申田地之事                    享保８．11．28     一紙  １通  鳥羽村売主忠右衛門ほか２名→宮崎屋安  包紙有 
                                                            兵衛 田壱反八畝拾歩を一年切で銀百弐 
                                                            拾四匁で売り渡す事 奥書同村庄屋傅兵 
                                                            衛 
１－16－Ａ-115  売渡申田地之事                        享保８．12．22     一紙  １通  売主天城村伝兵衛・同村証人六兵衛→倉   115～118 一括 
                                                            敷村宮崎屋安兵衛 二筆田畑を銀九拾貫 
                                                            で売り渡すの事 奥書天城村五人組頭 
                                                            忠右衛門 
１－16－Ａ-116  壱年切売渡し申田地之事                    享保10．12．29     一紙  １通  売主伊勢屋権右衛門他一名→加賀屋弥市 
                                                            右衛門 上田九畝三歩 代銀六百八拾弐 
                                                            匁 奥書庄や孫太夫 
１－16－Ａ-117  壱年切売渡シ申田地之事                    享保14．10．25     一紙  １通  伊勢屋権右衛門ほか１名→宮崎屋安兵衛 
                                                            ・油屋与市右衛門 田畑壱町三反拾五歩 
                                                            を弐貫百八匁で質入れする事 奥書庄屋 
                                                            孫太夫 
１－16－Ａ-118  借用申銀子之事                        享保16．２．      一紙  １通  かり主 実平他２人→宮崎屋安兵衛 質  封紙有 
                                                            物山畑３町 27匁 
１－16－Ａ-119  壱年切売渡シ申畑之事                     享保８．12．28     一紙  １通  売主吉岡村次郎兵衛・同村五人組頭惣右  包紙・覚有 
                                                            衛門・同村証人弥次右衛門→宮崎屋安兵 
                                                            衛 上畑拾五歩 代銀百五拾三匁七分 
１－16－Ａ-120  売渡申家屋敷之事                       享保８．12．29     一紙  １通  売主舟倉儀右衛門他三名→宮崎屋安兵衛  包紙有 
                                                            屋敷壱町拾八歩 
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１－16－Ａ-121  壱年切ニ売渡申田地之事                    享保９．12．20     一紙  １通  売主金右衛門→宮崎屋安兵衛       封紙有 
１－16－Ａ-122  売渡ス山畑之事                        享保11．８．20     一紙  １通  羽島売主庄屋武右衛門・同村年寄証人夫  包紙 延享元子ノ暮 此方入 
                                                            兵衛同断七右衛門→金預仁太夫      十九年ノ間加地子利銀少も入 
                                                                                不申候 
１－16－Ａ-123   五年切売渡申田地之事                     享保12．12．20     一紙  １通  白楽市村伝介→宮崎屋安兵衛 代銀 800   123～ 134までひもで一括 
                                                            目畝９反２町 来申ノ年まで 同村名主   123～ 156一括 
                                                            善左衛門の奥書あり 
１－16－Ａ-124   壱年切ニ売渡シ申田地之事                   享保17．12．27     一紙  １通  売主白楽市村与吉郎他１名→宮崎屋安兵 
                                                            衛 中田四反拾八歩半 他１筆 代銀 
                                                            三百弐拾五匁 丑ノ十月中 奥書白楽市 
                                                            村五人組内瀬右衛門・同村名主善左衛門 
１－16－Ａ-125   売渡シ申田畑之事                       享保18．12．      一紙  １通  白楽市村売主与吉郎御家・同村証人九兵 
                                                            衛→倉敷村宮崎屋安兵衛 田畑畝枚合四 
                                                            反八畝拾歩 代銀三百弐拾三匁 奥書白 
                                                            楽市村名主善左衛門 
１－16－Ａ-126   壱ヶ年切ニ売渡シ申田地之事                  寛保２．12．      一紙  １通  売主白楽市村定平他１名→倉敷村宮崎屋 
                                                            安兵衛 奥書 白楽市村名主善左衛門 
                                                            田畑２反１畝３歩代文銀 434匁 
１－16－Ａ-127   壱ヶ年切売渡シ申田地之事                   延享元．12．      一紙  １通  売主白楽市村清介他２名→倉敷村宮崎屋 
                                                            安兵衛 奥書白楽市村名主善左衛門 下 
                                                            田１反８畝20歩代銀 248匁 
１－16－Ａ-128   売渡申田地之事                        延享２．12．      一紙  １通  田地売主庄屋善左衛門他２名→宮崎屋安 
                                                            兵衛 畝数合三反壱畝三歩 代銀弐貫六 
                                                            百匁 奥書白楽市村名主善左衛門 
１－16－Ａ-129   売渡申田畑之事                        寛延２．12．      一紙  １通  田地売主白楽市村次右衛門・証人同村清 
                                                            介・証人倉敷村又重郎→倉敷村宮崎屋安 
                                                            兵衛 田畑畝数合壱反拾弐歩 代銀二貫 
                                                            六拾弐匁 奥書白楽市村名主善左衛門 
１－16－Ａ-130   売渡申畑之事                         宝暦２．12．      一紙  １通  売主白楽市村六郎治→倉敷村宮崎屋三郎 
                                                            右衛門 畑２石７斗８升３合 代銀５貫 
                                                             800目白楽市村名主善左衛門の奥書あり 
１－16－Ａ-131  壱ケ年切売渡し申田畑之事                   宝暦２．12．      一紙  １通  売主白楽市村四兵衛 証人倉敷村又十郎 
                                                            →倉敷村宮崎屋 中田弐反八畝弐拾七歩 
                                                            他二筆 代銀七百弐拾目 酉之十月中 
                                                            奥書白楽市村名主善左衛門 
１－16－Ａ-132  売渡申田畑之事                        宝暦４．11．      一紙  １通  売主白楽市村四兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                                            畑３反８畝24歩 代銀２貫 600目 白楽 
                                                            市村名主善左衛門 
１－16－Ａ-133  売渡シ申畑之事                        宝暦４．12．      一紙  １通  売主白楽市村喜三兵衛他１名→倉敷村宮 
                                                            崎屋安兵衛 奥書白楽市村名主善左衛門 
                                                            下畑９畝３歩代銀 840目 
１－16－Ａ-134  壱年切売渡シ申田地之事                    宝暦７．12．20     一紙  １通  中田１反１畝13歩 代銀 480目寅10月25 
                                                            日限 売主白楽市村四兵衛他１名→買主 
                                                            倉敷村宮崎屋安兵衛 奥書白楽市村名主 
                                                            早瀬村十郎兵衛 
１－16－Ａ-135  壱年切売渡シ申田畑之事                    寛政３．12．      一紙  １通  売主白楽市村四兵衛他１名→倉敷村宮崎 
                                                            屋安兵衛 奥書白楽市村名主善左衛門 
                                                            田畑３反８畝28歩代銀 600目 未10月中 
１－16－Ａ-136  売渡シ申田地之事                       寛保３．12．      一紙  １通  売主倉敷宮崎屋安兵衛・証人高沼村太郎 
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                                                            右衛門→陶山庄右衛門 田畑壱町四反六 
                                                            畝弐拾七歩 代銀五貫弐百弐拾七匁 
１－16－Ａ-137-1  覚                              寛政４．12．      一紙  １通  質主黒崎村磯八他２名→倉敷宮崎屋五蔵 
                                                            田８筆預畝合７反２畝28分 預米合９石 
                                                            ４升 
１－16－Ａ-137-2 質入申田畑之事                        寛政４．12．      一紙  １通  質主黒崎村磯八他２名→倉敷宮崎屋五蔵  帯封有上書「寛政四子十二月 
                                                            奥書黒崎村名主武吉 田６筆畝合３反５  質地証文黒崎磯八」 137-1 
                                                            畝10歩半 質銀11貫 392匁        2 一括 
１－16－Ａ-138   覚                              寛政８．11．      一紙  １通  俵屋又五郎他１名→宮崎屋三左衛門 預  帯封有「寛政八辰十一月質地 
                                                            畝預米書き上げ             証文 俵屋」の上書有 
                                                                                 138～ 146まで一括 
１－16－Ａ-139  質入申田地之事                        寛政８．11．      一紙  １通                      「本証文案紙」の裏書有 
１－16－Ａ-140  質入申田地之事                        寛政８．11．      一紙  １通  質入主俵屋又五郎他１名→宮崎屋三左衛 
                                                            門 田畑６反２畝28歩半 貸入銀17貫 
                                                             390目２厘庄屋源太夫の奥書アリ 
１－16－Ａ-141  小作預覚                           辰（寛政８）．11．   一紙  １通  小作人とそれぞれの畑、預米かきあげ〆 
                                                            徳米６石４斗８升９合７匁 
１－16－Ａ-142  覚                              （寛政８）．      一紙  １通  俵屋又五郎→三左衛門 預米・預畝書上  「小作証文案紙」の裏書有 
                                                            げ 
１－16－Ａ-143  寛政八辰俵屋合分                       寛政８．        一紙  １通  畑石高書上 
１－16－Ａ-144  〔覚〕                            年月日未詳       一紙  １通  畑二カ所 高書上げ 
１－16－Ａ-145  覚                              年月日未詳       一紙  １通  畑高５石７斗８升３合５匁 御取米３石 
                                                            ９斗１升５合書きあげ 
１－16－Ａ-146  覚                              年月日未詳       一紙  １通  田２畝15歩の高・取米の書上げ 
１－16－Ａ-147  質入申田地之事                        享和２．11．      一紙  １通  質入主栗原屋市郎兵衛他２名→宮崎屋三 
                                                            左衛門 中田□畝弐拾五分 高八斗七升 
                                                            五合 質銀壱貫七百六拾三匁八分 享和 
                                                            ２年十一月ヨリ亥十一月マデ 奥書庄屋 
                                                            七太夫 年寄義右衛門 
１－16－Ａ-148  三年切売渡申質地流証文之事                  寛延２．12．      一紙  １通  美島村畑売主勘兵衛他２名→倉敷宮崎屋  帯封有 上書「寛延二己十 
                                                            安兵衛 奥書美島村庄屋徳左衛門     二月質地証文美島村勘兵衛」 
                                                                                帯が書付「覚」になっている 
１－16－Ａ-149  乍恐以書付奉願上候                      天保２．12．      一紙  １通  六左衛門・十郎左衛門→倉敷御役所 酒   149～155 まで一括 
                                                            造権 百姓十郎左衛門に譲受のこと 庄  こより帯が「覚」だった 
                                                            屋年寄の奥書あり 
１－16－Ａ-150  差上申一札之事                        天保８．10．      一紙  １通  三郎右衛門→倉敷御役所 酒造米 330石 
                                                            ８斗２升 去申年の三分一造請けにつき 
                                                            過造隠造しなきこと受書 
１－16－Ａ-151  覚                              戌（享和２）．12．29   一紙  １通  ミヤサキ屋→ひかしあふら屋 寛政８丙 
                                                            辰年から戌年までの米１斗４分の銀子受 
                                                            取のこと 
１－16－Ａ-152  〔書状〕                             申．９．８     一紙  １通  諸国酒造の儀三分一減につき村々 とりき  扣カ 
                                                            めのこと 
１－16－Ａ-153  乍恐以書付奉願上候                        戌．12．15      一紙  １通  植田武右衛門代・紋右衛門・三郎右衛門 
                                                            →倉敷御役所 申年三月に五ヶ年賦の借 
                                                            金を当15日に上納すべきところを延引し 
                                                            てほしき儀お願いのこと 同村役人惣代 
                                                            年寄光右衛門 
１－16－Ａ-154  覚                                亥．６．20     一紙  １通  広田屋→宮崎屋長柚餅子19本、丸柚餅子 
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                                                            24本の代銀 200目 
 
 
１－16－Ａ-155  〔植田賢兄宛三郎右衛門書状〕                 年未詳．12．９     一紙  １通  20日にお願いした金子の件 受取安心し 
                                                            たこと 
１－16－Ａ-156  勘定書                            未（安政６）．３．   一紙  １通  嘉永５子12月銀16貫 500目→未３月28貫 
                                                             164匁６分８厘 
１－16－Ａ-157  壱年切ニ売渡シ申畑之事                    享保13．12．20     一紙  １通  [ ] 売主 又兵衛→宮崎屋安兵衛   封紙有 
                                                            屋敷３畝18歩 代銀93匁 庄屋伝兵衛の 
                                                            奥書あり 
１－16－Ａ-158  壱年内ニ売渡申田地事                     享保13．12．20     一紙  １通  売主長五郎・証人三右衛門・証人金右衛 
                                                            門・証人長四郎→宮崎屋安兵衛（弐畝拾 
                                                            九歩・高弐斗三拾九合之処代銀四拾三匁） 
                                                            奥書庄屋伝兵衛 
１－16－Ａ-159  売渡申田地手形事                       享保14．７．      一紙  １通  売主野田屋祐右衛門・加判大崎屋藤十郎  包紙有 
                                                            →宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-160  壱年切売渡申田畑之事                     享保14．        一紙  １通  売主平田村十太夫・証人同村曽兵衛→倉  奥書有 
                                                            敷宮崎屋 上田五畝拾歩上畑十五歩 代 
                                                            銀八拾目 
１－16－Ａ-161  壱年切売渡申田地之事                     享保15．11．      一紙  １通  水江村売主平右衛門ほか七名 田地五町   161～ 173まで一括 
                                                            四反拾八歩半を代銀四貫九百六拾目で亥 
                                                            の年十月まで質入れについて 奥書 水 
                                                            江村名主清左衛門 
１－16－Ａ-162  下作手形之事                         享保15．12．      一紙  １枚  田14筆小作人書上 宛先差出人不明 証 
                                                            人水江村長七郎（印） 
１－16－Ａ-163  壱年切売渡申田地之事                     享保15．12．      一紙  １通  水江村売主伝左衛門・同村五人組頭曽右 
                                                            衛門・同村同頭茂左衛門 田地壱町四反 
                                                            九畝廿壱歩半を質入れ、代銀弐貫三百五 
                                                            拾六匁 期限亥ノ十月廿五日 奥書水江 
                                                            村名主清左衛門 
１－16－Ａ-164  返り手形之事                         享保17．12．      一紙  １通  田地主倉敷村宮崎屋安兵衛、同断同村助 
                                                            屋与六右衛門・証人同村山崎屋次右衛門 
                                                            →水江村清左衛門 田畠畝数合壱町七反 
                                                            八畝拾歩半 代銀弐貫弐百三拾弐匁 
１－16－Ａ-165  〔井上安兵衛宛岡本助兵衛書状〕                年未詳．12．20     一紙  １通  証文延引の事 
１－16－Ａ-166  〔安兵衛宛助兵衛書状〕                    年未詳．12．23     一紙  １通  証文延引の事 
１－16－Ａ-167  〔井上安兵衛宛岡本助兵衛書状〕                年未詳．12．27     一紙  １通  山崎屋より不埒筋御存分について申し入 
                                                            れの事 
１－16－Ａ-168  〔請取証文の利銀を差出す事〕                   丑．大晦日     一紙  １枚  端裏書宮崎屋安兵衛←山さき屋治右衛門 
 
１－16－Ａ-169  覚                              年未詳．大晦日     一紙  １枚  水江茂左衛門→山崎屋源右衛門 借銀手 
                                                            形の覚 
１－16－Ａ-170  覚                              年未詳．大晦日     一紙  １通  水江村平右衛門他１名→山崎屋治右衛門 
                                                            弐百六拾八匁のうち六拾八匁を華屋、宮 
                                                            崎屋へ渡す事 
１－16－Ａ-171  田地書抜                           年月日未詳       横長  １綴  八十三筆 田畠四町八畝四歩半 
１－16－Ａ-172  田地書抜                           年月日未詳       横長  １綴  平右衛門10筆・弥一兵衛７筆・八左衛門 
                                                            14筆 畝数５町４反18畝半 高62石５斗 
                                                            ６分１合 
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１－16－Ａ-173  〔弥一兵衛より銭の件申入の事〕                年月日未詳       一紙  １枚 
１－16－Ａ-174  売渡し申田地之事                       享保15．12．４     一紙  １通  売主浦田村長左衛門・同村証人夫介→倉 
                                                            敷町宮崎屋安兵衛殿 奥書同村５人組頭 
                                                            庄右衛門・同村釜八新屋ノ伝五郎 
１－16－Ａ-175  下作預り手形之事                       享保15．12．      一紙  １通  鳥羽村預主 太七・口入長四二郎→倉敷  包紙有 
                                                            宮崎屋安兵衛 畑五畝預り銀弐拾目 
１－16－Ａ-176  壱年切売渡申田地之事                     享保16．12．10     一紙  １通  鳥羽村定七・証人長四郎→倉敷村宮崎屋  包紙有 
                                                            安兵衛 奥書同村年寄武右衛門 上田３ 
                                                            畝28歩 
１－16－Ａ-177  子九月廿五日売渡申田地之事 下作預り手形之事         享保16．12．      一紙  １通  売主酒津村権右衛門 田地預主同村伝四  封紙有 
                                                            郎 
１－16－Ａ-178  売渡シ申家之事                        享保16．12．      一紙  １通  鳥羽村売主六之助・同村証人加判伝吉→ 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛 奥書同村庄屋伝兵衛 
                                                            家壱軒 代銀百三拾五匁 
１－16－Ａ-179  子十月廿二日切売渡申田地之事                 享保16．12．      一紙  １通  酒津村売主吉三郎他三名→宮崎屋安兵衛  包紙有 
                                                            下田・上田・下畑代銀書上 奥書有 下 
                                                            作預り手形之事 酒津村田地預主助太夫 
                                                            証人与四右衛門・奥書有 
１－16－Ａ-180  子十月廿五日切売渡申田地之事                 享保16．12．      一紙  １通  酒津村売主武平次・与四右衛門→宮崎や  封紙有 
                                                            安兵衛 上田三反弐畝九歩 中畑四畝拾 
                                                            五歩 代銀六百弐拾目 奥書有 下作預 
                                                            手形之事 酒津村田地預り主惣次郎他１ 
                                                            名 奥書有 
１－16－Ａ-181  子九月廿五日切売渡申田地之事                 享保16．12．      一紙  １通  酒津村売主左近 証人与七衛門ほか４名 
                                                            酒津村庄屋藤左衛門 年寄太兵衛 
１－16－Ａ-182  子五月晦日切売渡申田地之事                  享保16．12．      一紙  １通  酒津村売主権右衛門・証人与四衛門・取  包紙有 
                                                            次倉敷村曽平→庄屋藤左衛門 下々 畑８ 
                                                            畝29分半 
１－16－Ａ-183  〔売渡シ申畑之事〕                      享保16．12．      一紙  １通  差出人酒津村田地預主定六・証人預右衛 
                                                            門・同与四右衛門 畑壱反壱畝 預り田 
                                                            壱町弐反壱畝十五歩 奥書酒津村庄屋藤 
                                                            左衛門・年寄太兵衛 
１－16－Ａ-184  下作預手形之事                        享保16．12．      一紙  １通  酒津村田地預り主惣四郎他１名→宮崎屋   184・185 一括 
                                                            安兵衛 田畑壱反九畝歩他計５筆 
１－16－Ａ-185  子九月廿五日切売渡申田地之事                 享保16．12．      一紙  １通  酒津村売り主善左衛門他３名→宮崎屋安 
                                                            兵衛 下田五畝歩他計７筆 
１－16－Ａ-186  壱年流売渡申田地之事                     享保18．12．      一紙  １通  酒津村売主庄八他１名→倉敷宮崎屋安兵 
                                                            衛 奥書酒津村庄屋理右衛門 上畑一畝 
                                                            拾弐歩他一筆 代銀三百七拾弐匁 
１－16－Ａ-187  三ヶ年切ニ売渡シ田地之事                   享保19．11．15     一紙  １通  日吉庄村売主吉兵衛ほか１名 田地を銀  包紙有 
                                                            七拾四匁四分で売り渡しの事 奥書日吉 
                                                            庄村庄屋半平ほか１名 
１－16－Ａ-188  売渡シ申田畑之事                       享保19．12．23     一紙  １通  売主吉岡村弥七郎ほか２名→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛 屋敷畑弐拾七歩 中田九畝拾弐 
                                                            歩を代銀百六拾壱匁弐分で売渡す事 奥 
                                                            書吉岡村名主四十瀬新田村治兵衛 
１－16－Ａ-189  阿知町海津屋屋敷庭瀬かどや代銀九百文売券           享保20．３       一紙  ３通  畑（屋敷）８畝20歩、３貫目借用 倉敷 
                                                            宮崎屋安兵衛・証人泉屋小右衛門→庭瀬 
                                                            かどや甚左衛門 奥書庭瀬近藤甚左衛門 
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                                                            他２通関係書状 
１－16－Ａ-190  切売渡申家屋敷之事                      享保20．12．      一紙  １通  売主いた屋弥一右衛門・証人はな屋善左  封紙有 
                                                            衛門→宮崎屋安兵衛 屋敷１ヶ所 代銀 
                                                            四貫八百目 
１－16－Ａ-191  巳九月廿五日切売渡申畑之事                  元文元．11．      一紙  １通  酒津村売主新八・請人吉兵衛→倉敷村庄  包紙有 元文元年辰暮弐百目 
                                                            屋安兵衛 奥書酒津村年寄安右衛門    手形 十月切二わり四分酒津 
                                                                                新八 
１－16－Ａ-192-1 壱年切流質地之事                       元文元．12．18     一紙  １通  貸主福島村利右衛門ほか１名→倉敷宮崎  １・２ 一括 
                                                            屋安兵衛殿 奥書福島村名主儀右衛門ほ 
                                                            か１名 中田六畝拾四歩を質入れ五拾匁 
                                                            弐分請取 
１－16－Ａ-192-2 借用申銀之事                           戌．12．      一紙  １通  かり主福島村利右衛門ほか１名→宮崎屋 
                                                            安兵衛殿 拾四匁六分借用証 
１－16－Ａ-193  壱年切売渡申流証文之事                    元文元．12． 1□    一紙  １通    売主酒津村之内十名 源三郎ほか３名→  包紙有 
                                                            宮崎屋安兵衛 中田五畝九歩 代文銀六 
                                                            百三拾目 奥書酒津村吉兵衛 
１－16－Ａ-194  売渡し申畑之事                        元文元．12．21     一紙  １通  売主羽島村藤重郎他３人→倉敷宮崎屋安  包紙有 
                                                            兵衛 畑７畝20歩代銀 400目 奥書陶山 
                                                            藤蔵 
１－16－Ａ-195  売渡申田畠之事                        元文元．12．      一紙  １通  売主水江村名主幸左衛門・証人同村伝左  包紙有 
                                                            衛門・郷兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 畝数 
                                                            合９反３畝10歩 代文銀５貫 940目４分 
                                                            奥書水江村五人組頭茂兵衛・平右衛門 
１－16－Ａ-196  五年切ニ売渡シ田地之事                    元文元．12．      一紙  ２通  羽島村売主佐次右衛門他３名→倉敷宮崎  包紙有 「一札之事」（寛保 
                                                            屋安兵衛 畝数合七畝拾弐歩、代銀 400  ２年２月23日 田畑流れ相違 
                                                            目奥書あり               なきこと）１通あり 
１－16－Ａ-197  売渡申田畑之事                        元文２．２．23     一紙  ３通  売主吉岡村五右衛門・証人笹沖村孫三右  包紙有 
                                        ～寛保２．12．             衛門・吉岡村五人組頭善右衛門→清右衛 
                                                            門 田畑町数合２反２町８歩半代銀１貫 
                                                             800目 奥書吉岡村名主早瀬新田村治兵 
                                                            衛・売主吉岡村清右衛門・証人判頭忠助 
                                                            五人組頭平兵衛→宮崎屋安兵衛 町数合 
                                                            ３反６町８歩半代銀３貫 378匁８分 奥 
                                                            書吉岡村名主笹沖村幸右衛門 他覚１通 
１－16－Ａ-198  壱年切流失地之事                       元文２．２．27             借り主水江村伝左衛門→倉敷みやざき屋 
                                                            安兵衛 奥書水江村名主幸左衛門 
１－16－Ａ-199  売渡申田地之事                        元文２．11．      一紙  １通  羽島村庄屋 陶山藤蔵他２名→倉敷宮崎  封紙有 
                                                            屋安兵衛 田１反 206匁６分６厘売わた 
                                                            しのこと 
１－16－Ａ-200  壱年切売渡申田地之事                     元文２．12．28     一紙  １通  庄屋猪右衛門→宮崎屋安兵衛       １紙挟込 封紙入 
１－16－Ａ-201  売渡シ申田地之事                       元文２．12．      一紙  １通  売主板屋弥一右衛門ほか１名→宮崎屋安  包紙有 
                                                            兵衛 畝２反拾六分を銀九百目で売渡す 
                                                            事 奥書羽島村陶山藤蔵 
１－16－Ａ-202  壱年切ニ売渡し申田地之事                   元文２．12．      一紙  １通  水江村売主俵太郎・同村請人伝左衛門・ 
                                                            同村五人組頭茂兵衛→倉敷宮崎屋井上安 
                                                            兵衛 奥書水江村名主幸左衛門 
１－16－Ａ-203  売渡シ申山畑之事                       元文３．７．28     一紙  １通  売主阿知町紋助ほか一名→宮崎屋安兵衛 
                                                            山畑壱畝二十歩を銀二十匁で売渡す事 
１－16－Ａ-204  壱年切売渡シ流質之事                     元文３．12．５     一紙  １通  大内村庄屋半平・年寄角兵衛・徳原屋取  包紙有証文 
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                                                            次善吉朗→倉敷宮崎屋安兵衛 町合六反 
                                                            三町弐拾歩 
１－16－Ａ-205  壱年切ニ売渡し申流質之事                   元文３．12．20     一紙  １通  売主鳥羽村権介→宮崎屋安兵衛      封紙有 
１－16－Ａ-206  売渡申屋敷之事                        元文４．３．20     一紙  １通  売主大津屋善右衛門ほか１名→宮崎屋安 
                                                            兵衛 屋敷２畝20歩を銀４貫目にて売渡 
                                                            ほか書状 
１－16－Ａ-207  田地取替シ証文之事                      元文４．９．      一紙  １通  田地久主神崎武右衛門他３名→倉敷宮崎  包紙有 
                                                            屋安兵衛 一反六畝四歩 
１－16－Ａ-208  売渡シ申山畑之事                       元文４．12．      一紙  １通  売主当村東ノ半七郎他三名→宮崎屋安兵  包紙有 
                                                            衛 畑数九畝七歩 代銀壱貫百目 
１－16－Ａ-209  売渡シ申田地之事                       元文４．12．      一紙  ２通  売主板屋弥市右衛門他一名→宮崎屋安兵  覚 包紙有 
                                                            衛 田畝数合四反三畝弐歩 代銀四貫八 
                                                            百目 
１－16－Ａ-210  拾年切売渡シ申田地手形之事                  元文５．正．29     一紙  １通  田地売主又八郎ほか４名→作兵衛殿 奥 
                                                            書庄屋清左衛門 田地２所（壱反三町拾 
                                                            弐歩、弐反五町廿四歩）質入れ代文銀七 
                                                            貫弐百匁請取 
１－16－Ａ-211  壱年切売渡シ申山畑之事                    元文５．11．23     一紙  １通  売主備前屋介太郎屋但馬屋与十郎     封紙有 
１－16－Ａ-212  壱年切売渡し申畑之事                     元文５．12．29     一紙  １通  売主同村吉兵衛→宮崎屋安兵衛      封紙有「売券証文他」 
１－16－Ａ-213  壱年切売渡シ申田地之事                    元文５．12．      一紙  １通  後下々 田２反９町１歩高１石７斗４升２ 
                                                            合代銀３貫 400匁 売主大津屋吉右衛門  封紙有 
                                                            （印）→宮崎屋安兵衛 奥書庄屋又兵衛 
１－16－Ａ-214  壱年切ニ流質地之事                      寛保元．３．      一紙  １通  売主羽島村治兵衛 証人同村長十郎→宮  奥書有 包紙有 
                                                            崎屋安兵衛 畑四町畑田弐畝拾歩 代銀 
                                                            弐百四拾八匁 
１－16－Ａ-215  壱ヶ年切売渡申田地之事                    寛保元．12．24     一紙  １通  田５反 高６石５斗 代銀１貫 500目   包紙有 
                                                            売主田辺屋泰兵衛→宮崎屋安兵衛 奥書 
                                                            庄屋又兵衛 
１－16－Ａ-216  売渡申田地之事                        寛保２．４．      一紙  １通  田地売主帯江屋源右衛門他１人→宮崎屋  封紙有 
                                                            安兵衛 山田畑１畝15歩 代銀 440目 
                                                            同村庄屋近藤十右衛門の奥書あり 
１－16－Ａ-217  家質物之事                          寛保２．７．12     一紙  １通  借主庄助他１人→宮崎屋安兵衛 24匁３ 
                                                            分３りん借用 
１－16－Ａ-218  売渡シ申山畑之事                       寛保２．12．28     一紙  １通  田辺屋泰夏→宮崎屋安兵衛 畑弐畝を銀  包紙有 
                                                            四拾五匁で売り渡す事 
１－16－Ａ-219  売渡申山畑之事                        寛保２．12．      一紙  １通  売主清左衛門→宮崎屋安兵衛       封紙有 
１－16－Ａ-220  譲り申山畑之事                        寛保２．12．      一紙  １通  寂心他１名→宮崎屋安兵衛 墓所山畑１  封紙有 
                                                            ヶ所観龍寺門前 
１－16－Ａ-221  五年切田売渡シ申田地之事                   寛保２．12．      一紙  １通  田地売主児嶋屋長重郎・証人かいきや佐  包紙 寛保２．12月田地５年 
                                                            兵衛→宮崎屋安兵衛 奥書羽島村庄屋近  切手形 
                                                            藤十左衛門 一筆畑田弐反弐畝弐拾五歩   221・ 222封紙入 
                                                            代銀１貫18匁 
１－16－Ａ-222  頼母子講質物田地之事                     寛保２．12．      一紙  １通  本主倉敷児嶋屋長重郎・証人竹た屋宇兵 
                                                            衛他１名 畑田弐反弐拾五歩 銀壱貫目 
１－16－Ａ-223  壱年切売渡申田地之事                     寛保２．12．      一紙  １枚  売主倉敷村安兵衛・証人惣兵衛 与左衛   223～ 225一括 
                                                            門宛 
１－16－Ａ-224  下作請処質銀手形之事                     延享２．12．20     一紙  １枚  箕島村下作請込人八助・同村下作人甚七 
                                                            ・同村証人作兵衛 安兵衛宛 
１－16－Ａ-225  三ヶ年切売渡シ質地流証文之事                 延享２．12．      一紙  ２枚  庄屋大橋文左衛門宛 売主惣代竿島村伝 
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                                                            左衛門・証人同村作兵衛・年寄与左衛門 
１－16－Ａ-226  三年切売渡シ申田地之事                    寛保３．３．28     一紙  １通  売主同喜右衛門他２名→宮崎屋安兵衛   奥書有 包紙有 
                                                            畑５町27歩山畑25歩 代銀 460匁 
１－16－Ａ-227  売渡し申田畑之事                       寛保３．４．25     一紙  １通  売主酒津村吉兵衛→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-228  売渡し申田地之事                       寛保３．４．25     一紙  １通  売主酒津吉兵衛→宮崎屋安兵衛       228・ 229同封紙入 
１－16－Ａ-229  〔宮崎屋安兵衛宛木屋吉兵衛書状〕               年未詳．５．17     一紙  １通  下作方の義に付いて他 
１－16－Ａ-230  壱年切売渡シ申畑之事                     寛保３．６．      一紙  １通  売主福島村吉左衛門他１名→倉敷宮崎屋  封紙有 
                                                            安兵衛 奥書福島村名主儀左衛門 下々  
                                                            畑４畝９歩 代銀60目 
１－16－Ａ-231  壱年切ニ売渡シ申流質地之事                  寛保３．12．      一紙  １通  売主福崎村九郎兵衛・証人同村浅右衛門  奥書あり 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 田畑３カ所計８畝 
                                                            14歩を１カ年流にて銀 193疋で質入別に 
                                                            年貢算用の覚あり 
１－16－Ａ-232  売渡申田地之事                        寛保３．12．      一紙  １通  年貢上納に付田地１町４反１畝29歩50ヶ 
                                                            所代銀12貫 700目 売主矢尾村伝兵衛他 
                                                            28名→倉敷宮崎屋安兵衛 奥書矢尾村名 
                                                            所兵衛・同村五人組頭作兵衛 
１－16－Ａ-233  下作請込手形之事                       寛保３．12．      一紙  １通  下作人矢尾村又八郎→宮崎屋安兵衛・作   233・ 234一括 
                                                            人平四郎 
１－16－Ａ-234  下作請込手形之事                       寛保３．12．      一紙  １通  下作人請込人生坂村伝右衛門・同証人与 
                                                            与市兵衛・証人早島村作兵衛→倉敷宮崎 
                                                            屋安兵衛 50筆 
１－16－Ａ-235  覚（矢尾村人別田畑書上）                   寛保４．２．      横長  １冊  田畑畝数 計１町２反１畝20歩       235～ 256ひとつつみ 
１－16－Ａ-236  十年切売渡シ申田地之事                    延享元．３．      一紙  １通  下々 田２畝 代銀 123匁 売主矢尾村伊  端裏 利兵衛写とあり 235・ 
                                                            兵衛・証人同村平四郎→倉敷宮崎屋安兵   236 と共に帯封「延享元子 
                                                            衛 奥書矢尾村名主所兵衛        暮１貫37匁７分10年切流手形 
                                                                                売券 八尾伊兵衛写」 
１－16－Ａ-237  十年切本物返シ売渡申田地之事                 延享元．12．      一紙  １通  下田計６畝 中田２畝７歩 下々 田２畝  端裏写とあり 
                                                            代銀 914匁７分 売主矢尾村伊兵衛・証 
                                                            人同村平四郎衛→倉敷宮崎屋安兵衛 奥 
                                                            書矢尾村名主所兵衛 
１－16－Ａ-238  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  下々 田３畝 代銀 122匁９分８厘 売主  端裏「子12月 長兵衛写 銀 
                                                            矢尾村武兵衛分長兵衛・証人同村平四郎   122匁９分８厘 10年切」と 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 奥書同村名主所兵  あり 
                                                            衛 
１－16－Ａ-239  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  下田４畝 中田２畝８歩半 下々 畑10歩  端裏「子12月 孫四郎写 銀 
                                                            代銀 139匁６分 売主矢尾村孫四郎・証   139匁６分 10年切」とあり 
                                                            人同村平四郎→倉敷宮崎屋安兵衛 奥書 
                                                            同村名主所兵衛 
１－16－Ａ-240  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  下々 田２畝５歩 代銀64匁３分１厘 売  端裏「子12月 八尾喜右衛門 
                                                            主矢尾村喜右衛門・証人同村平四郎→倉  写 銀64匁３分１厘 12ヶ年 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 奥書同村名主所兵衛   切」とあり 
１－16－Ａ-241  十年切売申田地之事                      延享元．12．      一紙  １通  中畑20歩 下々 田１畝13歩 代銀 362匁  帯封有 「延享元子暮分 362 
                                                            ４分４厘 売主矢尾村甚八・証人同村平  匁４分 10年切流シ手形 八 
                                                            四郎→倉敷宮崎屋安兵衛 奥書名主所兵  尾ノ甚八写」端裏はり紙有 
                                                            衛                   写「此証文銀ハ其侭付置一筆 
                                                                                かけまし」 
１－16－Ａ-242  十年切ニ売渡田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  上田２畝下田５畝 代銀 262匁６分 売  帯封有 「延享元子暮分 262 
                                                            主矢尾与一兵衛・証人同村平四郎→倉敷  匁６分 10年切流シ手形売券 
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                                                            敷宮崎屋安兵衛 奥書同村名主所兵衛  八尾ノ与一兵衛 写」端裏に 
                                                                                写と有 
１－16－Ａ-243  十年切本物返シ売渡シ申田地之事                延享元．12．      一紙  １通  上田28歩ほか下田５筆 代銀合 455匁３  封紙有 「延享元子12月日 
                                                            分３厘 売主矢尾村与右衛門・証人同村  銀 495匁３分３厘十年切売券 
                                                            平四郎→倉敷宮崎屋安兵衛 奥書矢尾村  矢尾売主与右衛門 写」端裏 
                                                             名主所兵衛              に写とあり 証人平四郎 
１－16－Ａ-244  十年切ニ売渡申田地之事                    延享元．12．      一紙  １通  下田２畝16歩半 代銀 189匁５分１厘売 
                                                            主矢尾惣五郎・証人同村平四郎→倉敷宮 
                                                            崎屋安兵衛 奥書同村名主所兵衛 
１－16－Ａ-245  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  上田１畝10歩 代銀82匁８分２厘 売主  端裏に八尾又八郎写と有 
                                                            矢尾村又八郎・証人同村平四郎→倉敷宮 
                                                            崎屋安兵衛 奥書同村名主所兵衛 
１－16－Ａ-246  十年切売申田地之事                      延享元．12．      一紙  １通  売主矢尾ノ伝右衛門・証人同村平四郎→  端裏に伝右衛門写と有 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛 中田４畝28歩半代銀 
                                                             310匁２分２厘 奥書同村名主所兵衛 
１－16－Ａ-247  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  売主矢尾村林壱岐・証人同村平四郎→倉  端裏に林壱岐写とある 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 下田25歩代銀38匁１分 
                                                            ７厘 奥書所兵衛 
１－16－Ａ-248  十年切売渡申田地事                      延享元．12．      一紙  １通  上田３畝 代銀 388匁７厘 売主矢尾村  端裏「吉兵衛 子12月銀 388 
                                                            吉兵衛・証人同村平四郎→倉敷宮崎屋安  匁７厘 10年切 写」 
                                                            兵衛 奥書名主所兵衛 
１－16－Ａ-249  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  上田１町24歩 代銀 104匁８分 売主矢  端裏有「伝兵衛 子12月銀 
                                                            尾村伝兵衛・証人同村平四郎 奥書同村   104匁８分 10年切り」 
                                                            名主所兵衛 
１－16－Ａ-250  十年切売渡申田地之事                     延享元．12．      一紙  １通  中田２畝下々 畑16歩半 代銀96匁１歩６ 
                                                            厘 売主矢尾村孫四郎・喜兵衛・証人同  端裏「孫四郎喜兵衛写 子12 
                                                            村平四郎→倉敷宮崎屋安兵衛 奥書同村  月銀96匁１歩６厘10年切」と 
                                                            名主所兵衛               あり 
１－16－Ａ-251  九年切本物返シ売渡申田地之事                 延享２．12．      一紙  １通  下田５畝５歩 代銀 136匁５分４厘 売  端裏丑暮９年切清太夫と有 
                                                            主矢尾村清太夫・証人判屋源兵衛・証人 
                                                            同村平四郎 奥書矢尾村名主所兵衛 
１－16－Ａ-252  覚 矢尾村田地 売添書抜                     亥．12．      一紙  １通  下々 田５筆 下田４筆 中田１筆 上田 
                                                            ２筆 
１－16－Ａ-253  覚（林壱岐平四郎分田地書上）                 年月日未詳       一紙  １通  上田計１反２畝23歩 下田計１反10歩 
                                                            下々 田計３畝12歩 
１－16－Ａ-254  覚（人別田畑書上）                      年月日未詳       一紙  １通  中田計１反14歩 下田計４畝25歩 下々  
                                                            田計１反４畝18歩 下畑田計２畝14歩半 
１－16－Ａ-255  覚（人別田畑書上）                      年月日未詳       一紙  １通  上田５筆 中田３筆 下田７筆 下々 田 
                                                            ４筆 
１－16－Ａ-256  〔金銭請取〕                         年月日未詳       断簡  １枚  ２貫 678匁９分１厘くれの分 ２貫 940 
                                                            匁９分９厘請切入分 
１－16－Ａ-257  壱年切書物返シ売渡申田地之事                 延享元．３．      一紙  １通  売主矢尾村九右衛門・証人同村平四郎→  （奥書有）包紙有り 
                                                            倉敷宮崎屋 下々 田三畝拾八歩 下々 田 
                                                            弐畝 代銀弐百四拾五匁弐分三厘 
１－16－Ａ-258  三年切売渡シ申田地之事                    延享元．12．３     一紙  ３通  田地売主中庄中島村義惣次他１名→倉敷  封紙有 覚１通 売渡２通 
                                                            宮崎屋安兵衛 田１反７畝22歩代銀610 
                                                            匁 奥書別符村名主長五郎 田４反７畝 
                                                            ４歩半代銀３貫 110匁 奥書中島村庄屋 
                                                            安原祖平治 
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１－16－Ａ-259  壱年切売渡シ申流質之事                    延享元12．20      一紙  １通  市郎左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 田四畝  包紙有 奥書有 
                                                            弐拾歩高七斗四升六合 代銀弐百四拾歩 
１－16－Ａ-260  壱年切売渡質地流証文事                    延享元．12       一紙  ２通  箕島村田地売主五郎兵衛他４人→倉敷宮 
                                          ～２．12．20            崎屋安兵衛 田屋敷代銀合 400目３分５ 
                                                            厘 奥書庄屋大橋文左衛門 下作人請込 
                                                            手形之事 下作請込人六兵衛当村証人作 
                                                            兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-261  借用申銀子之事                        延享元．12．23     一紙  １通  借り主観音講中惣代 大工清左衛門→宮  封紙有 
                                                            崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-262  下作請込手形之事                       延享元．12．27     一紙  １通  箕島村下作請込人弥五郎→宮崎屋安兵衛   262・263 同封紙入「売券証 
                                                                                文六通他」 
１－16－Ａ-263  壱年切売渡し田地之事                     延享３．12．25     一紙  １通  箕島村売主弥五郎→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-264  売渡し申田地之事                       延享元．12．      一紙  １通  売主生坂村久兵衛→みやさき屋茂九七   覚１紙同封「生坂村久兵衛他」 
１－16－Ａ-265  下作請込質地手形之事                     延享元．12．      一紙  １通  箕島村下作請込人八兵衛・同村下作人甚 
                                                            四郎・同村証人作兵衛→倉敷宮崎屋安兵 
                                                            衛殿 
１－16－Ａ-266  下作人請込手形之事                      延享元．12．      一紙  １通  請込人中島村幸十○→宮崎屋安兵衛 下  破損甚し 
                                                            作人同村市郎左衛門 
１－16－Ａ-267  十年切ニ売渡申田地之事                    延享元．12．      一紙  １通  売主矢尾村理次郎・証人同村平四郎→倉 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 奥書同村所兵衛 代銀 
                                                            六百七拾弐匁五分五厘 
１－16－Ａ-268  十年切ニ売渡田畑之事                     延享元．12．      一紙  １通  代銀百九拾弐目三分三厘 
１－16－Ａ-269  十年切売渡田畑之事                      延享元．12．      一紙  １通  代銀百三拾七目 
１－16－Ａ-270  壱年切売渡し申流し質地之事                  延享元．12．      一紙  １通  箕島村田地売主市郎兵衛→宮崎屋安兵衛  封紙有「四百九拾三匁六分他」 
１－16－Ａ-271  売渡し申家屋敷之事                      延享元．12．      一紙  １通  売主次郎四郎→宮崎屋安兵衛       封紙有「七百参拾匁他」 
１－16－Ａ-272  壱年切本物返シ売渡申田地之事                 延享元．12．      一紙  １通  売主矢尾村平四郎→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-273  壱ヶ年切質地流証文手形之事                  延享元．12．      一紙  １通  同村田地売主夫兵衛ほか12名→倉敷宮崎 
                                                            屋安兵衛殿 奥書庄屋文左衛門 田畑合 
                                                            六町七反六畝拾四歩を質入れ代銀三貫弐 
                                                            百弐拾四匁請取 
１－16－Ａ-274-1 売渡申田地之事                        延享元．12．      一紙  １通  田地売主福島村甚右衛門ほか１名→倉敷  １・２ 一括 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 奥書福島村名主儀右衛 
                                                            門ほか１名 上田壱反四畝拾五歩を代銀 
                                                            四百拾四匁四分で売渡すことについての 
                                                            証文 
１－16－Ａ-274-2 覚                              年月日未詳       一紙      福島甚右衛門田地書抜 
１－16－Ａ-275-1 算用書上                           子．12・亥．11．    袋   １枚  宝幢院分                包紙有 １～４一括 
                                        戌．11．４ 
１－16－Ａ-275-2 下作請込手形之事                       延享元．12．      一紙  １通  上田壱反弐拾八歩 預米弐石三十四升 
                                                            鳥羽村請込預り主平介→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-275-3 壱年切リ売渡シ申流質之事                   延享元．12．              上田壱反弐拾八歩 高弐石八升 鳥羽村 
                                                            売主宝幢院→宮崎屋安兵衛宛 同村証人 
                                                            平介 同村年寄甚右衛門 奥書鳥羽村庄 
                                                            屋伝兵衛 
１－16－Ａ-275-4 添証文之事                          延享４．４．27     一紙  １通  鳥羽村借主宝幢院→倉敷町宮崎屋安兵衛 
                                                            宛 同村口入証人平女 元銀弐百四拾八 
                                                            匁 丑ノ加子地済 寅卯ノ元利 〆弐百 
                                                            八拾八匁 
１－16－Ａ-276  壱年切売渡申田畑之事                     延享２．２．      一紙  １通  売主箕島村弥五郎→倉敷安兵衛      封紙有「壱貫百卅五匁他」 
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１－16－Ａ-277  覚                              延享２．８．13     一紙  １枚  福嶋甚右衛門の質流れ田地の検地 
１－16－Ａ-278  預り申銀子之事                        延享２．12．10     一紙  ２通  箕島村大橋文右衛門→井上安兵衛 銀七  包紙有 
                                                            百五拾目預りの件 
１－16－Ａ-279  預り申銀子之事                        延享２．12．28     一紙  １通  野田屋助右衛門→宮崎屋安兵衛 銀 500  包紙有 
                                                            目但し利銀請取 
１－16－Ａ-280  壱年切売渡シ申田地之事                    延享２．12．      一紙  １通  田地売主市郎兵衛→宮崎屋安兵衛     封紙有 
１－16－Ａ-281  一年本物返シ売渡申田地之事                  延享２．12．      一紙  １通  売主矢尾村平四郎→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-282  壱年切売渡申質地之事                     延享２．12．      一紙  １通  売主黒崎村善十郎・同村証人長三郎→倉 
                                                            敷みやさき屋安兵衛 奥書名主源介 下 
                                                            畑拾四分 代銀三拾匁 
１－16－Ａ-283  壱年切売渡申田地之事                     延享２．12．      一紙  １通  売主黒崎や長三郎→倉敷みやさきや安兵 
                                                            衛 中田壱畝九歩 代銀八拾八匁六分三 
                                                            厘 奥書あり 
１－16－Ａ-284  壱ヶ年切売渡申田地之事                    延享２．12．      一紙  １通  売主箕島村作兵衛・証人同村市郎兵衛・  奥書 庄屋大橋文左衛門 
                                                            年寄文左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 代金 
                                                            合十八貫目 
１－16－Ａ-285  壱年切売渡申質地之事                     延享２．12．      一紙  １通  売主黒瀬村長七・同村証人長三郎・同村 
                                                            請人与四右衛門→倉敷みやざき屋安兵衛 
１－16－Ａ-286  壱年切売渡候田地之事                     延享２．12．      一紙  １通  売主黒崎村定平・同村証人七兵衛・同村 
                                                            証人与四右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛殿 
                                                            上田１畝９歩代銀16匁９分２厘に１年切 
                                                            売渡の事 
１－16－Ａ-287  壱年切売渡申畑之事                      延享２．12．      一紙  １通  売主黒崎村与右衛門他２人→倉敷ミヤサ 
                                                            キヤ安兵衛 畑３畝14歩代銀15匁８分６ 
                                                            りん 
１－16－Ａ-288  売渡申田地之事                        延享３．３．      一紙  １通  売主福島村甚兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛   包紙有 
                                                            奥書福島村名主九兵衛 
１－16－Ａ-289-1 寅ノ十二月 手形四通 壱年切証文 箕島村分          寅（延享３）．12．   包紙  １通                      289-1 ～289-6 一括封紙入 
１－16－Ａ-289-2 壱年切売渡シ質地流証文之事                  延享３．12．23     一紙  １通  質地１筆、足打御蔵入畑四畝高四斗 箕 
                                                            島村売主市兵衛・同村年寄善左衛門・庄 
                                                            屋大橋文左衛門→宮崎屋安兵衛宛 
１－16－Ａ-289-3 壱年切売渡質地流証文之事                   延享３．12．26     一紙  １通  質地５筆、前新田無高八畝歩御見取場ほ 
                                                            か４筆 箕島村売主九郎兵衛ほか３名・ 
                                                            同村証人作兵衛・年寄与左衛門・庄屋大 
                                                            橋文左衛門→宮崎屋安兵衛宛 
１－16－Ａ-289-4 壱年切売渡シ質地流証文之事                  延享３．12．26     一紙  １通  質地３筆、野田御蔵入田八畝三歩高壱石 
                                                            四斗五升八合ほか２筆 箕島村田地売主 
                                                            九郎兵衛・甚六・甚兵衛、証人同村作兵 
                                                            衛・年寄善左衛門・庄屋大橋文左衛門→ 
                                                            宮崎屋安兵衛宛 
１－16－Ａ-289-5 壱年切売渡シ質地流証文之事                  延享３．12．26     一紙  １通  質地一筆、又鍬御蔵入田三畝拾五歩高五 
                                                            斗九升九合 箕島村売主次郎吉・同村証 
                                                            人尚右衛門・同村年寄兵左衛門→宮崎屋 
                                                            安兵衛宛 
１－16－Ａ-289-6 覚（元利計算）                        年月日未詳       一紙  １通 
１－16－Ａ-290-1 壱年切売渡し申田地之事                    延享３．12．28     一紙  １通  売主中島村一郎左衛門ほか１名→倉敷宮  包紙有 
                                                            崎屋安兵衛殿 奥書年寄加八郎 田九畝  （次1-16-A-290-2と一括） 
                                                            七歩半質入れ 代銀百壱匁請取 
１－16－Ａ-290-2 壱年切売渡し申流質地之事                   延享３．12．      一紙  １通  中島村売主浅右衛門ほか１名→倉敷宮崎  包紙有 
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                                                            屋安兵衛殿 奥書年寄加八郎 畑弐拾歩  （次1-16-A-290-1と一括） 
                                                            質入れ 壱俵壱斗五升の代米 
１－16－Ａ-291-1 五年切売渡申田地之事                     延享３．12．      一紙  １通  売主矢尾村平四郎ほか二名→倉敷宮崎屋  291-1 ～291-3 一括 
                                                            文吉殿 奥書矢尾村名主所兵衛 中田下 
                                                            田合弐反六畝九歩質入れ銀弐貫目請取 
１－16－Ａ-291-2 下作請返手形之事                       延享３．12．      一紙  １通  下作人矢尾村平四郎ほか１名→倉敷宮崎 
                                                            屋文吉殿 六反弐畝拾歩 預り米拾石六 
                                                            斗 
１－16－Ａ-291-3 〔久右衛門様宛所兵衛書状〕                  年未詳．６．19     一紙  １通  平四郎田地証文と長六手形差出の件につ 
                                                            き 
１－16－Ａ-292  十年切売渡申本物返シ田地之事                 延享３．12．      一紙  １通  売主矢尾村茂右衛門・同人判元長六→倉  奥書有 
                                                            敷宮崎屋 下田六畝 代銀六百目 
 
１－16－Ａ-293-1 壱年切本物返シ売渡シ申田地之事                延享３．12．      断簡  １枚  売□□平四郎・証人目付源兵衛→倉敷高  293-2 と一括 
                                                            嶋屋安兵衛 
１－16－Ａ-293-2 〔矢尾村平四郎書付〕                       卯．10．      一紙  １通  包紙カ                 293-1 と一括 
１－16－Ａ-294  壱年切本物返シ売渡シ申田地之事                延享３．12．      一紙  １通  売主矢尾村吉兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                                            代銀六拾六目五分 
１－16－Ａ-295  壱年切売渡シ畑之事                      延享３．12．      一紙  １通  売主箕島村作兵衛→くらしき安兵衛    封紙有 
１－16－Ａ-296  壱年切売渡し申田地手形之事                  延享４．１．25     一紙  １通  売主箕島村重兵衛→宮崎屋安兵衛      296・ 297一括封紙入 
１－16－Ａ-297  壱ヶ年切売渡シ申田地事                    延享４．12．      一紙  １通  売主箕島村小兵衛→倉敷安兵衛 
１－16－Ａ-298  割合ヲ以返済申銀之事                     延享４．３．      一紙  １通 
１－16－Ａ-299  銀割合返済手形之事                      延享４．３．      一紙  １枚  借主矢尾村九右衛門→倉敷宮崎や安兵衛 
                                                            奥書所兵衛 合銀 220分 
１－16－Ａ-300  差上ヶ申一札之事                       延享４．５．      一紙  １通  妹尾村濱屋喜四郎・同村役人（無記名）  包紙有 
                                                            →帯江御役所 替銀として銀八百七拾目 
                                                            請取 
１－16－Ａ-301  壱年切売渡シ申田地之事                    延享４．12．20     一紙  １通  売主美島村次郎吉他１名→宮崎屋安兵衛  奥書有 
                                                            田三畝拾五歩 代銀百弐拾目 
１－16－Ａ-302  壱カ年切売流畑之事                      延享４．12．      一紙  １通  売主みしま村甚兵衛口入市郎兵衛年寄与 
                                                            左衛門→くらしき安兵衛御蔵入畑１畝10 
                                                            歩 代銀42匁 奥書庄屋大橋文左衛門 
１－16－Ａ-303  壱年切売渡し申流質地之事                   延享４．12．      一紙  １通  売主福島村勘七 寛延２年宮崎屋へ相渡   303・304 同封 
                                                            申 
１－16－Ａ-304  覚                              年月日未詳       一紙  １通  勘七分田地書上 
１－16－Ａ-305  壱年切本物返シ売渡申畑之事                  延享４．12．      一紙  １通  売主矢尾村茂八郎→宮崎屋安兵衛     封紙有 
１－16－Ａ-306  売渡シ申中門座敷之事                     寛延元．12．28     一紙  １通  売主佐左衛門・証人宇兵衛→宮崎屋安兵  封紙有 
                                                            衛 中門座敷立具売渡し 七五銭八拾匁 
１－16－Ａ-307  売渡し申家屋敷之事                      寛延元．12．      一紙  １通  売主早島庄市場吉左衛門→宮崎屋安兵衛  封紙有「銀三百目家屋敷流し 
                                                                                手形」 
１－16－Ａ-308  壱年切売渡申田地之事                     寛延元．12．      一紙  １通  売主矢尾村弥次兵衛→宮崎屋安兵衛    封紙有「三拾弐匁四分他」 
１－16－Ａ-309  壱年切本物返シ売渡申田地之事                 寛延元．12．      一紙  １通  売主矢尾村吉兵衛→宮崎屋安兵衛     封紙有 
１－16－Ａ-310  壱年切本物返シ売渡申畑之事                  寛延元．12．      一紙  １通  売主矢尾村喜右衛門→宮崎屋安兵衛 下 
                                                            畑20歩 代銀40貫８分          封紙有 
１－16－Ａ-311  五年切売渡シ申田地之事                    寛延元．12．      一紙  １通  伯楽市新田村売主喜四郎他１名→倉敷宮  封紙有 寛延元年12月下作請 
                                                            崎屋安兵衛 奥書伯楽市新田村名主幸四  込手形之事同封 
                                                            郎 中田２反３畝15歩半 代銀 250目 
１－16－Ａ-312  売渡し申田地之事                       寛延元．12．      一紙  １通  田地売主箕島村弥太郎・同村証人市郎兵 
                                                            衛・同村年寄与左衛門→倉敷町宮崎屋安 
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                                                            兵衛 奥書庄屋大橋文左衛門 
１－16－Ａ-313  壱年切売渡申田地手形之事                   寛延２．12．15     一紙  １通  箕島村田地売主弥五郎・同村証人市郎兵 
                                                            衛・同村年寄与左衛門→倉敷宮崎屋井上 
                                                            安兵衛 奥書庄屋大橋文左衛門 
１－16－Ａ-314  下作手形之事                         寛延２．12．      一紙  １通  下作請込人白楽市村六郎治→宮崎屋安兵   314・315 一括封紙有 
                                                            衛 
１－16－Ａ-315  壱ヶ年切売渡シ申質地流証文之事                寛延２．12．      一紙  １通  売主白楽市村六郎治→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-316  壱年切売渡申田地手形之事                   寛延２．12．      一紙  １通  田地売主箕島村文左衛門→宮崎屋安兵衛   316・317 同封 
１－16－Ａ-317  覚                                午．２．14     一紙  １通  辰暮借用元利・巳暮田地手形売券他書上 
                                                            箕島庄屋大橋文左衛門→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-318  壱年切売渡シ申質地流シ証文事                 寛延２．12．      一紙  １通  売主早島村九郎兵衛他２人→安兵衛 野 
                                                            田御蔵入田80歩 代銀 148匁８分 庄屋 
                                                            大橋文左衛門の奥書あり 
１－16－Ａ-319  壱年切売渡申質地流証文之事                  寛延３．11．      一紙  ２通  売主美島村五郎兵衛ほか２名→倉敷宮崎  包紙有 下作手形之事（美島 
                                                            屋安兵衛 野田八畝・割畝壱反壱畝三歩  村市郎兵衛→宮崎屋安兵衛） 
                                                            を銀子百四拾四匁で売り渡す事 奥書庄 
                                                            屋文左衛門 
１－16－Ａ-320  壱年切売渡申田畑之事                     寛延３．12．      一紙  １通  売主加陽郡川入村庄屋犬飼幸左衛門→宮   320・321 同封「銀拾貫目他」 
                                                            崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-321  下作請込手形之事                       （寛政３カ）．     一紙  １通  下作受込人六兵衛→安兵衛 
１－16－Ａ-322  壱年切売渡シ申畑之事                     宝暦元．12．21     一紙  １通  売主高田屋新兵衛→宮ざき屋三郎右衛門  封紙有「高田や新兵衛他」 
１－16－Ａ-323  壱年切売渡申質地流証文之事                  宝暦２．12．      一紙  １通  売主大津屋善右衛門→宮崎屋安兵衛    封紙有 
１－16－Ａ-324  借家請状之事                         宝暦２．12．      一紙  １通  借家貸主（ママ）備前屋与兵衛・請人西 
                                                            国屋四郎兵衛→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ａ-325  家売券状之事                         宝暦２．12．      一紙  １通  家売主新町備前屋与兵衛・証人同町西国 
                                                            屋四郎兵衛・肝煎又重郎→宮崎屋安兵衛 
                                                            家・裏屋敷・立具など売渡し 代八百目 
１－16－Ａ-326  質地銀出入済口証文之事〔米代銀書上〕             宝暦４．11．21     一紙  １枚 
１－16－Ａ-327  質地銀貸銀買預り米出入済口証文之事〔米代銀書上〕       宝暦４．12．      一紙  ２枚 
１－16－Ａ-328  壱年切売渡し申質証文之事                   宝暦６．12．22     一紙  １通  質主白楽市村四兵衛ほか１名→倉鋪宮崎  帯封有 
                                                            屋安兵衛殿 奥書白楽市村名主善左衛門 
                                                            中田壱反壱畝拾壱歩質入れ代銀弐百四拾 
                                                            目請取 
１－16－Ａ-329  家売券状之事                         宝暦６．12．23     一紙  １通  家売主平兵衛ほか２名→宮崎屋安兵衛殿  包紙有 
                                                            家売渡 代銀百五拾目 
１－16－Ａ-330  壱年切売渡シ申質地証文之事                  宝暦６．12．28     一紙  １通  売主羽島村孫重郎他２名→宮崎屋安兵衛 
                                                            奥書羽島村庄屋近藤作右衛門 山畑15歩 
                                                            代銀 178匁 
１－16－Ａ-331  壱年切ニ売渡シ申田地之事                   宝暦６．12．      一紙  １通  売主福島村忠兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                                            田七畝弐拾三歩を銀壱貫九百八拾目壱分 
                                                            壱厘で売渡す事 奥書福島村庄屋右衛門 
１－16－Ａ-332  壱年切売渡申質地流証文之事                  宝暦11．12．      一紙  １通  売主箕島村清左衛門→宮崎屋安兵衛    封紙有「売券他」 
１－16－Ａ-333  壱年切売渡申質地流証文之事                  宝暦13．８．      一紙  １通  売主藤兵衛→宮崎屋安兵衛        封紙有「証文一通他」 
１－16－Ａ-334  〔売渡田畑証文書類群〕                    宝暦年間        一紙  ７通  売主酒津村八右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                                            など 古川新田十三田１畝23分などを１ 
                                                            年切あるいは５年切にて売渡他に覚４通 
                                                            あり 
１－16－Ａ-335  売渡シ申山畑之事                       明和６．７．      一紙  １通  売主□□藤四郎・証人庄助→宮崎屋安兵 
                                                            衛殿御事五蔵 奥書羽島村庄屋近藤作左 
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                                                            衛門 山畑畝五歩高五合 代銀弐百九匁 
                                                            七分八厘 
１－16－Ａ-336  質八申家之事                         明和９．正．11     一紙  １通  小作人酒津村原吉・証人同村弥一兵衛→ 
                                                            倉敷宮崎屋五蔵 
１－16－Ａ-337  借用仕畑之事                         安永４．２．      一紙  １通  鳥羽村借主平十郎・同村同入請合人与四  包紙有 安永四未年鳥羽村平 
                                                            郎→宮崎屋五蔵             十郎右御預り請状一件入 
１－16－Ａ-338  質入申家屋敷之事                       天明２．12．      一紙  １通  質主油屋 丈介他１人→宮崎屋五蔵 一  封紙有 
                                                            年切 反２畝26歩 質入銀20貫目 庄屋 
                                                            源大夫の奥書あり 
１－16－Ａ-339  質入申田地之事                        天明３．３．      一紙  １通  質主羽島村茂左衛門・証人同村日間藤四 
                                                            郎→宮崎屋五蔵 
１－16－Ａ-340  質入申田畑之事                        寛政５．12．      一紙  １通  売主黒崎村又左衛門・親類同村長介・証  包紙有「借地証文 黒さき又 
                                                            人同村源介・黒崎村名主藤兵衛→宮崎屋  左衛門」 
                                                            五蔵殿 
１－16－Ａ-341  壱ヶ年切ニ売渡シ申田地之事                  寛政12．５．      一紙  １枚  売主倉敷升屋和兵衛→倉敷米屋五兵衛   封紙有 
                                                            羽島村金弾分 山田９畝22歩半 高７斗 
                                                            ８分 代銀 960目 
１－16－Ａ-342  質入申家屋鋪之事                       文化12．正．      一紙  １通  東油屋質入主直右衛門ほか１名→算屋善 
                                                            左衛門殿 奥書庄屋七太夫ほか１名 水 
                                                            夫屋敷と畑を質入 代銀弐拾四貫目 
１－16－Ａ-343  質入申家屋鋪之事                       文化14．12．      一紙  １通  質入主油屋宗十郎ほか１名→宮崎屋広輔 
                                                            殿 奥書庄屋七太夫ほか１名 水夫屋敷 
                                                            と畑を質入れ 代銀拾三貫五百目請取 
１－16－Ａ-344  〔質地書上〕                         年月日未詳       横長  １冊 
◇◇◇１－１６－Ｂ－１～３０５〔その他〕◇◇◇ 
１－16－Ｂ- １  預り申銀子事                         元禄６．12．24     一紙  １通  借主安左衛門他１名→山坂屋□郎右衛門  袋有 1-16-B-1～1-16-B-14 
                                                            質物かとや屋敷金１貫 200目       在中 
１－16－Ｂ- ２  年季本銀返シニ相渡申家屋敷之事                正徳４．５．20     一紙  １通  代銀子６貫目 妹尾屋十之兵衛・証人中 
                                                            野屋三郎兵衛→倉敷村海津屋長五郎 
１－16－Ｂ- ３  反手形之事                          享保２．12．９     一紙  １通  いけた屋伊三郎他１名→海津屋善五郎 
                                                            銀１貫 500目去卯年～当酉年まで７ヶ年 
                                                            間請取相済 
１－16－Ｂ- ４  覚                              享保２．12．28      一紙  １枚  丸尾新左衛門（印）→井上善五郎 銀１ 
                                                            貫目 小野助右衛門請引の事 
１－16－Ｂ- ５  手形之事                           享保２．12．      一紙  １通  戸川五左衛門に安右衛門他２人で用立て 
                                                            た15貫目の手形 帯江役所より安右衛門 
                                                            にまとめて送付されたもののうち善五郎 
                                                            分の手形 岡安右衛門→海津屋善五郎 
１－16－Ｂ- ６  売渡し申候家屋敷之事                     享保５．６．29     一紙  １通  代新銀２貫 125匁売主あつ屋忠右衛門・ 
                                                            証人かな屋→海津屋善五郎 
１－16－Ｂ- ７  頼母志壱割三分崩シ銀請取申事                 享保10．12. 26     一紙  １通  いわみ屋最右衛門→海津屋善五郎 銀 
                                                             100匁請取 
１－16－Ｂ- ８  添証文之事                          享保12．12．27     一紙  １通  海津屋善右衛門 俵物仕切残銀につき 
                                                            金六→備中窪屋郡倉敷村海津屋源右衛門 
                                                            大坂梶木町河内屋四郎兵衛 
１－16－Ｂ- ９  倉敷村汐川・水通并水車委細事                   卯．10．６     横長  １冊  倉敷新田先年開発之砌酒津村より新田用 
                                                            水井路出来等のこと 
１－16－Ｂ- 10  覚                                未．５．26     一紙  １通  坂井屋小右衛門→海津屋善五郎 頼母講 
                                                            利銀 銀 350目相済分書上げ 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 29 

１－16－Ｂ- 11  預り申銀子之事                          未．７．11     一紙  １枚  銀 500匁 野田屋紋右衛門（印）→海津 
                                                            屋善五郎 
１－16－Ｂ- 12  米仕切                              亥．７．17     一紙  １通  よした屋源三郎→海津屋善五郎 合60俵 
１－16－Ｂ- 13  月歩ニ預リ申銀子之事                       亥．８．７     一紙  １通  ひよし名主善十郎他１名→海津屋善五郎 
                                                            銀１貫 166匁６分６厘借用のこと 
１－16－Ｂ- 14  〔かいつや善五郎宛吉田屋三右衛門書状〕              亥．８．12     一紙  １通  銀子てつかへに付銀１貫 500匁来月中に  封紙有 
                                                            返すのでおかし下さるようおねがい 
１－16－Ｂ- 15  田地掛り物ニ入借用申新銀之事                 享保５．12．29     一紙  １通  黒崎村借り主忠吉・同村証人勘七郎→倉  虫くい有 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 16  預り申銀之事                         享保７．12．25     一紙  １通  井上善五郎→近藤甚左衛門        封紙入「海津屋多女証文他」 
                                                                                16・17一括封紙入「享保弐十 
                                                                                年他」 
１－16－Ｂ- 17  〔井上安兵衛宛近藤くり融書状〕                年未詳．３．26     一紙  １通  海津屋一件埒明の慶び 屋敷証文他請取 
                                                            申候事他 
１－16－Ｂ- 18  借用申銀之事                         享保10．５．28     一紙  １通  鳥羽村借主六之助他１名→宮崎屋安兵衛  包紙有 
                                                            銀三拾四匁六歩八厘 期限７月７日 
１－16－Ｂ- 19  覚（借用証文）                        享保10．12．５     一紙  １通  古新田山本利衛門→井上安兵衛 
１－16－Ｂ- 20  借用申銀子之事                        享保12．11．24     一紙  １通  借用主吉田村長十郎・同村証人与兵衛→  包紙有 
                                                            宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 21  預り申銀子之事                        享保13．12．      一紙  １通  岡半左衛門→倉鋪町本栄寺・泉屋少右衛  包紙有 
                                                            門・俵屋善作 日配料銀 327匁３分６厘 
                                                            預りの事 
１－16－Ｂ- 22  当七月廿五日切預り申銀子之事                 享保14．５．４     一紙  １通  預り主鳥羽村長四郎→宮崎屋安兵衛    封紙有「百九拾匁五分他」 
１－16－Ｂ- 23-1 預申銀子之事                         享保14．11．20     一紙  １通  岡山浜屋武介・同猪兵清→倉敷油屋与一  包紙有 1-16-B-23-1・2 同一 
                                                            衛門                  封紙有 
１－16－Ｂ- 23-2 〔銀二貫目等借用の事〕                    年未詳．11．20     一紙  １通  はまや武介→みやさきや安兵衛 
１－16－Ｂ- 24  借用申銀子之事                        享保15．２．８     一紙  １通  借り主浦田村喜兵衛・同村証人武介→倉 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 25  預り申銀子之事                        享保15．12．      一紙  １通  陶山武右衛門・羽島村庄屋小左衛門→倉  包紙有 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 三百弐拾四匁三分借用 
                                                            証文 
１－16－Ｂ- 26  預り申銀之事                         享保18．12．28      一紙  １通  岡安右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 寅３月  封紙有 
                                                            切壱割 500目請取のこと 
１－16－Ｂ- 27  請取申銀子之事                        享保18．12．29     一紙  １通  銀 400目 田地売払料代銀請取のこと   封紙有 
                                                            岡安右衛門→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 28  覚                              享保20．５．２     一紙  １通  岡安右衛門（印）→倉敷宮崎屋安兵衛   封紙有 
                                                            田畑合12筆分〆６反９畝26歩（質流れを 
                                                            過分にうけとり分）を岡安右衛門がうけ 
                                                            とったことの一札 
１－16－Ｂ- 29  覚                              享保20．６．１     一紙  ２通  銀子３貫目借用のこと 祢屋七郎兵衛→  封紙有 切手１通あり 
                                                            井上安兵衛 
１－16－Ｂ- 30  借用申銀之事                         享保20．12．13     一紙  ２通  借主酒津村長介→倉敷みやざきや安兵衛 
                                                            銀六拾弐匁を一年切で借用、田１反八畝 
                                                            二拾歩 銭四貫文を一年切で借用、山林 
                                                            畑二畝四歩 
１－16－Ｂ- 31  預り申銀子之事                        元文２．12．      一紙  １通  預主羽島村陶山藤蔵→安兵衛       封紙入 
１－16－Ｂ- 32  借用申銀之事                         元文４．12．26     一紙  １通  借主対馬→宮崎屋安兵衛         封紙入 
１－16－Ｂ- 33  借用申銀子之事                        元文５．12．      一紙  １枚  借主東町児島屋長重郎（印）銀壱貫□百 
                                                            目→油屋与市右衛門・みやさき屋安兵衛 
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１－16－Ｂ- 34  寛保弐戌御借上銀札請取                    寛保２．７．12     一紙  １通  倉敷安兵衛→水江名主幸左衛門 
１－16－Ｂ- 35  覚                              寛保２．３．25     一紙  １通  銀子請取書 かす山庄屋伝右衛門→宮崎 
                                                            屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 36  覚                              寛保２．12．      一紙  １通  くり坂五左衛門→宮崎屋安兵衛 御年貢  36～38同封紙入 
                                                            米合弐石八斗五升壱合三勺 預ケ米合七 
                                                            石五斗五升内御年貢米弐石八斗五升壱合 
                                                            三勺 引残ハ加地子米四石六斗九升八合 
                                                            七勺 
１－16－Ｂ- 37  下作人請込手形之事                      延享元．12．      一紙  １通  栗坂村下作請込兵介・同村証人五左衛門 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 （二筆） 
１－16－Ｂ- 38  下作手形之事                           卯．７．      一紙  １通  田畑合四反拾歩預ケ米六石五斗 くり坂 
                                                            下作人長助→宮崎屋安兵衛宛 
１－16－Ｂ- 39  請合証文之事                         寛保３．２．５     一紙  １通  借主夫平→みやざき屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 40  頼母子講負物手形之事                     寛保３．11．      一紙  １通  徳芳村善右衛門（印）・同村嘉右衛門   奥書庄屋又太郎 
                                                            （印）→御仲間中 
１－16－Ｂ- 41  預り申銀子之事                        延享２．６．１     一紙  １通  青野村左五右衛門→安兵衛 
１－16－Ｂ- 42  借用申銀子之事                        延享３．２．23     一紙  １通  借り主矢尾村名主所兵衛→宮崎屋安兵衛  封紙有「百三拾匁他」 
１－16－Ｂ- 43  請取申為替銀之事                       延享３．４．２     一紙  １通  油屋半七・八浜屋伝右衛門・浜屋喜四郎  1-16-B-43 ～1-16-B-61 一括 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 44  預り申銀子之事                        延享３．４．11     一紙  １通  借主和田屋伝三郎・同油屋権助・請人浜  包紙有 
                                                            屋伝右衛門・同浜屋喜四郎→宮崎屋安兵 
                                                            衛 
１－16－Ｂ- 45  覚（請取証文）                        （延享３）．４．11   一紙  １通  山口屋嘉兵衛→舟頭市平 一銀壱貫目也 
                                                            右者備中帯江御陣屋為替銀也慥請取申候 
１－16－Ｂ- 46  為替手形之事                         延享３．４．27     一紙  １通  借主早島木屋市平・受人重与兵衛→宮崎  包紙有 
                                                            屋安兵衛 銀壱貫目請取証書 
１－16－Ｂ- 47  為替手形之事                         延享３．４．29     一紙  １通  借主早島木屋市平・受人重与兵衛→宮崎  包紙有 
                                                            屋安兵衛 銀壱貫五百目請取証書 
１－16－Ｂ- 48  請取申日分銀之事                       延享３．５．16     一紙  １通  妹尾郡屋弥左衛門・同村取次証人喜四郎  包紙有 １紙同封 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 銀五百目 
１－16－Ｂ- 49  覚（受取証文）                        年未詳．５．22     一紙  １通  山口屋嘉兵衛→児島船頭四与兵衛 一銀  包紙有 
                                                            七百目也右ハ浜屋喜四郎殿自之為替銀慥 
                                                            受取申候 
１－16－Ｂ- 50  請取申為替銀之事                       延享３．７．２     一紙  １通  借主妹尾あらそや与三右衛門 請人善助 
                                                            口入浜屋喜四郎→倉敷宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 51  覚（請取証文）                       （延享３）．７．８    一紙  １通  山口屋嘉兵衛→妹尾問屋佐七 一銀壱貫 
                                                            五百目也右ハ備中倉敷宮崎屋安兵衛殿な 
                                                            り為替銀去七月十二日切之分也左銀子慥 
                                                            受取申候 
１－16－Ｂ- 52  覚（請取証文）                       （延享３）．７．13    一紙  １通  山口屋加兵衛→舟頭与三兵衛 一銀弐貫 
                                                            弐百五拾目也右ハ備中帯江戸川五左衛門 
                                                            様為替銀也 慥請取申候以上 
１－16－Ｂ- 53  覚（請取証文）                       （延享３）．７．22    一紙  １通  山口屋嘉兵衛→油屋半七 一銀四貫目 
                                                            右帯江為替慥請取申候 
１－16－Ｂ- 54  請取申為替銀之事                       延享３．８．２     一紙  １通  船頭新平・為替取屋浜屋喜四郎→宮崎屋 
                                                            安兵衛 
１－16－Ｂ- 55  為替銀手形之事                        延享３．８．４     一紙  １通  早島木や長兵衛・舟頭新兵衛→みやざき  包紙有 
                                                            や安兵衛 
１－16－Ｂ- 56  請取申為替銀之事                       延享３．８．13     一紙  １通  妹尾浜屋喜四郎 船頭油屋半七郎→宮崎  包紙有 
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                                                            屋安兵衛 
１－16－Ｂ- 57  覚（請取証文）                       （延享３）．10．９    一紙  １通  山口屋嘉兵衛→問屋佐七 十月朔日と九 
                                                            日に請取った合計三貫七百五拾匁の請取 
                                                            証文 
１－16－Ｂ- 58  為替手形之事                         延享３．11．15     一紙  １通  児島郡迫川村紋蔵・舟頭新平→宮崎屋安  包紙有 
                                                            兵衛 銀五百目受取証文 
１－16－Ｂ- 59  為替銀手形之事                        延享３．11．22     一紙  １通  新屋市三郎・舟形新平→みやさき屋安兵  59～61同封紙入 
                                                            衛 銀四拾目受取証文 
１－16－Ｂ- 60  為替銀手形之事                        延享３．11．22     一紙  １通  山本屋勘助・舟頭新平→みやざき屋安兵  包紙有 
                                                            衛 銀百目の受取証文 
１－16－Ｂ- 61  為替手形之事                         延享３．11．22     一紙  １通  広江屋庄助・舟頭新平→みやさき屋安兵  包紙有 
                                                            衛 銀百六拾目受取証文 
１－16－Ｂ- 62  預り申銀子之事                        延享３．９．      一紙  １通  銀預り主 北浦妹尾西屋彦三郎ほか２名 
                                                            寺建立銀三貫百八拾匁借用証（倉敷宮崎 
                                                            屋安兵衛殿相頼） 
１－16－Ｂ- 63  預申銀子之事                         延享３．10．      一紙  １通  借主矢尾村五兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛   奥書「証人矢尾村名主所兵衛」 
                                                                                包紙有 
１－16－Ｂ- 64  預り申銀子之事                        延享３．11．26     一紙  １通  大坂大和屋 借主善兵衛・高瀬屋証人源  64～70 一括 
                                                            吉→宮崎屋安兵衛 銀１貫 500目 
１－16－Ｂ- 65  預り申銀子之事                        延享４．正．13     一紙  １通  借主大坂大和屋善兵衛他１名→宮崎屋安  包紙有 
                                                            兵衛殿 銀壱貫五百目借用証文 
１－16－Ｂ- 66  銀子預り手形之事                       延享４．12．28     一紙  １通  備中倉敷孫吉→宮崎屋 銀合１貫目 
１－16－Ｂ- 67  預り申銀子之事                        延享５．正．      一紙  １通  大坂大和屋借主善兵衛ほか１名→宮崎屋  包紙有 
                                                            安兵衛殿 銀壱貫目借用証文 
１－16－Ｂ- 68  預り申銀子之事                        延享５．７．13     一紙  １通  大坂大和屋借主善兵衛・取次高瀬屋源吉 
                                                            宮崎屋安兵衛 ２貫目 
１－16－Ｂ- 69  預り申銀子之事                        寛延元．11．28     一紙  １通  大坂大和屋善兵衛→高瀬屋孫吉 銀合３ 
                                                            貫目 
１－16－Ｂ- 70  一札之事                           寛延元．12．３     一紙  １通  高瀬屋孫吉→宮崎屋安兵衛 大坂大和屋 
                                                            善兵衛銀子三貫目のこと 
１－16－Ｂ- 71  借申銀子之事                         延享３．12．25     一紙  １通  借主矢尾村名主所兵衛ほか２名→倉敷町  包紙有 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 弐百八拾五匁弐分借り 
                                                            状 
１－16－Ｂ- 72  借用申銀子之事                        延享３．12．      一紙  １通  借用主辰長他１名→宮崎屋安兵衛 壱貫  奥書あり 
                                                            百五拾目借用の事 期限翌年10月25日 
１－16－Ｂ- 73  壱年切売渡田地之事                      延享４．12．５     一紙  １通  売主甚六・証人市郎兵衛→宮崎屋 奥書  73～82一括 
                                                            年寄長左衛門 売渡銀子 193匁５分請取 
１－16－Ｂ- 74  為替銀手形之事                        寛延１．９．15     一紙  １通  広島屋為右衛門・郡屋清兵衛・取次西屋 
                                                            加兵衛→宮崎屋安兵衛 銀三百目請取 
１－16－Ｂ- 75  預り申銀子之事                        寛延１．12．25     一紙  １通  俵屋新三郎 手代次兵衛→宮崎屋安兵衛  包紙有 
                                                            壱貫目請取 
１－16－Ｂ- 76  預リ申銀之事                         寛延３．11．      一紙  １通  預主久代村茂一右衛門・証文口入同村平  包紙有 76・77一括 
                                                            右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 銀４貫 720 
                                                            匁請取 
１－16－Ｂ- 77  〔書状〕                           年未詳．９．23     一紙  １通  山田村武右衛門→宮崎屋安兵衛 掛合の  包紙有 
                                                            ため今月出立の予定 日限は迫って知ら 
                                                            せる 
１－16－Ｂ- 78  預り申銀之事                         寛延３．11．      一紙  １通  預主久代村茂一右衛門・証人口入同村平  包紙有78～81同封紙入 
                                                            右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 銀２貫 596 
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                                                            匁請取 
１－16－Ｂ- 79  茂一右衛門算                           午．２．      一紙  １通  茂一右衛門差引勘定           包紙有 
１－16－Ｂ- 80  覚                                申．９．６     一紙  １通  あゆの屋（カ）五郎四郎→宮崎屋宗十   包紙有 
                                                            銀 500目借用 
１－16－Ｂ- 81  〔借金返済し難き儀〕                     年未詳．９．23     一紙  １通  久代茂一右衛門・儀左衛門→宮崎屋安兵  包紙有 
                                                            衛 借金が返済し難いため田地をかわり 
                                                            に取ってもらいたい 
１－16－Ｂ- 82  預り申銀子之事                        寛延３．12．      一紙  １通  銀請主久代村儀左衛門 同取次同断平右 
                                                            衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 同村請負人茂 
                                                            一右衛門 銀２貫 600目請取 
１－16－Ｂ- 83  預り申銀子之事                        寛延元．８．17     一紙  １通  俵屋新蔵喜六→宮崎屋安兵衛 合銀１貫 
                                                             600目 
１－16－Ｂ- 84  借用申銀子之事                        寛延元．12．      一紙  １通  借主長尾村還右衛門→宮崎屋安兵衛    封紙有「辰十二月手形他」 
１－16－Ｂ- 85  借用申銀子之事                        寛延３．４．      一紙  １通  借主久代村茂一右衛門ほか１名→御取次 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 銀三貫目借用証 
１－16－Ｂ- 86  〔預り手形之事〕                       宝暦２．２．22     一紙  １通  預り主質作人源左衛門他１人→宮崎屋三  包紙有 
                                                            郎右衛門殿 銀五貫目慥に預りの事 
１－16－Ｂ- 87  覚（厨建立につき通用銭五百目借用）              宝暦３．７．５     一紙  １通  観龍寺→宮崎屋宗重郎様         包紙有 
１－16－Ｂ- 88  預申銀子之事                         宝暦６．３．27     一紙  １通  預主箕島村文右衛門他２名→宮崎屋伴七 
                                                            銀 500目７ケ月返納の件 
１－16－Ｂ- 89  預申銀子之事                         宝暦６．７．      一紙  １通  預り主箕島村証人文左衛門・与左衛門・ 
                                                            与一兵衛・伝左衛門 肝煎市郎兵衛→宮 
                                                            崎屋伴七 
１－16－Ｂ- 90  預り申銀子之事                        宝暦７．12．      一紙  １通  預り主箕島村文左衛門・証人同村年寄与  包紙有 
                                                            一兵衛口頭与左衛門口頭太郎左衛門 取 
                                                            頭市郎兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 銀壱貫 
                                                            八百五拾匁 
１－16－Ｂ- 91  預り申銀子之事                        安永２．１．２     一紙  １通  京六角通室町西へ入町萬屋茂平・同庄兵  包紙アリ 破損甚し 59～ 
                                                            衛→倉敷宮崎屋五蔵 一文銀三貫目要用   101一括カ 
                                                            之儀 
１－16－Ｂ- 92  〔倉鋪本町井上五蔵宛万屋手蔵書状〕              年未詳．２．２     一紙  ３通  銀子貸借のこと 京都御用のことなど   封紙有 
１－16－Ｂ- 93  〔万屋茂平より宮崎屋五蔵宛書状〕               年未詳．６．９     一紙  １通  京宿本より船頭ニ為替仕来候間銀子壱包 
                                                            但し五百匁御借可下候 
１－16－Ｂ- 94  〔宮崎屋五蔵宛萬や茂平書状〕                 年未詳．７．12     一紙  ２通  御借用下候所ニ而極月ニハ元利返上可仕 
                                                            候事 
１－16－Ｂ- 95  〔宮崎五蔵宛万屋茂平書状〕                  年未詳．７．14     一紙  ２通  万屋茂平→井上五蔵 先だって申し上げ  包紙有 
                                                            た庄平よりの拝借銀一貫五百目指上、今 
                                                            日受け取りの事 
１－16－Ｂ- 96  〔井上五蔵宛万屋茂平書状〕                  年未詳．７．26     一紙  ２通  昨日おはなしした三貫目拝借の件、今日  口上（銀子借用の件、代理人 
                                                            参上の予定延引に付知らせ        をつかわすのでわたしてほし 
                                                                                きこと）封紙有 
１－16－Ｂ- 97  〔井上五蔵宛万屋茂平書状〕                  年未詳．11．21     一紙  ２通  借用していた銀子は京都御用に当てその  包紙有（２通在） 
                                            正．27             利息の件 庭瀬用事を両々 日に居申に付 
                                                            直帰る由 
１－16－Ｂ- 98  〔金受け取りについての書状〕                 年未詳．11．27     一紙  １通  銀壱貫六百五拾目受け取りの事 署名な 
                                                            し 
１－16－Ｂ- 99  〔井上五蔵宛鳥羽平吉書状〕                  年未詳．12．18     一紙  １通  銀子請取証文相認のこと         封紙有 
１－16－Ｂ-100  〔井上五蔵宛万屋茂平書状〕                  年未詳．12．26     一紙  ２通  証文書替差上 御覧いただき印判を京都  覚（元銀の入用、８日よりの 
                                                            町用にいれてほしきこと         利足書付）あり 封紙有 
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１－16－Ｂ-101  〔手形包紙〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  中身なし 
１－16－Ｂ-102  覚                              明和６．２．      一紙  １通  奉公忠節過分に存じ銀子利足を加へ預り   102～105 一括 
                                                            証 五藤→伝吉 
１－16－Ｂ-103  〔証〕                            安永６．正．      一紙  ３通  銀子引替証 井上五蔵→伝吉 
                                          ～７．正． 
１－16－Ｂ-104  〔銀五百目・同弐百目折紙〕                  安永６．他       一紙  ２通                      封紙のみ 
１－16－Ｂ-105  〔覚〕                            安永10．２．      一紙  １通  銀子算用書并受取書 伝吉→宮崎屋 
１－16－Ｂ-106  借用申銀之事                         安永７．11．      一紙  １通  借主白楽市村喜三郎・証人同村惣兵衛→  包紙有 
                                                            宮崎屋五蔵 銀三百目を借用 亥年暮～ 
                                                            申年暮の十ヶ年の間壱ヶ年に付三拾目づ 
                                                            つ返済 
１－16－Ｂ-107  覚                              天明２．11．      一紙  １通  講割合銀受取証外 沖新田村伴右衛門→ 
                                                            宮崎屋五蔵 
１－16－Ｂ-108  預り申銀子之事                        天明６．５．      一紙  １通  預り主右衛門→五蔵           封紙有「銀五百匁他」 
１－16－Ｂ-109  覚                              天明８．正．      一紙  １通  撫川永嶋屋久左衛門→倉敷宮崎屋 銀535  封紙有 
                                                            匁９分９りん 来年もまた８歩の利足で 
                                                            かりたきこと 
１－16－Ｂ-110  借用申銀子事                         天明８．12．      一紙  １通  庄屋孫太夫→宮崎屋五蔵 銀 200目を村 
                                                            入用のため借用し、酉年の12月までに返 
                                                            済する事 
１－16－Ｂ-111  覚                              天明５．12．      一紙  １通  浜村当巳村入用請取証 浜村庄屋安江村   111～115 一括 封紙有 
                                                            幸四郎→宮崎屋五蔵 
１－16－Ｂ-112  覚                              巳（天明５）．12．   一紙  １通  浜村々 入用銀之内銀受取証 戸田屋重兵  １紙挟込み有 
                                                            衛→宮崎屋五蔵 
１－16－Ｂ-113  借用申銀子之事                        天明８．12．      一紙  １通  三好屋甚兵衛→宮崎屋五蔵        封紙有「証文他」 
１－16－Ｂ-114  覚                                申．12．29     一紙  １通  浜村出作出入入用銀借用書庄屋→宮崎屋 
１－16－Ｂ-115  覚                                酉．正．25     一紙  １通  銀子受取証 瀬尾屋→宮崎屋       封紙有 
１－16－Ｂ-116  天明八年戊申勘定下書                     天明８．        横長  １冊  諸品勘定書上              （天明八年戊申正月華屋勘定 
                                                            下書） 
１－16－Ｂ-117   覚                              寛政３．７．12     一紙  １通  銀 200目受取書 やへ→おかへ       117～119 一括同封「銀弐百 
                                                                                請取入他」 
１－16－Ｂ-118  〔おくが宛書状〕                       年未詳．７．12     一紙  １通  お預け銀の中 200匁受取書き他 
１－16－Ｂ-119  覚                              年未詳．７．９     一紙  １通  やへ→おくの 銀弐百目 受取証文    包紙有 
１－16－Ｂ-120  一札之事                           寛政３．12．      一紙  １通  黒崎村音次郎→宮崎屋御内忠兵衛 七五  封紙有 
                                                            銭50目借用 
１－16－Ｂ-121  借用証文之事                         寛政７．12．      一紙  １通  銀 250目、10年間無利足 借用主猶田屋 
                                                            幸助証人宝屋与兵衛・同大黒屋治兵衛→ 
                                                            宮崎屋五蔵 
１－16－Ｂ-122  預り申銀子之事                        寛政11．12．      一紙  １通  平井久米右衛門・八木藤五郎・浦野弥一 
                                                            兵衛（記名の下に「出役無印」の付箋あ 
                                                            り）・稲垣和助→加須山村荘三郎殿 奥 
                                                            書森岡五郎左衛門 銀拾貫目預り証文 
１－16－Ｂ-123  預り申銀子之事（主水佑要用につき銀八貫五百目借用の証文）   寛政12．12．      一紙  １通  平井粂右衛門ほか４名→加須山村荘三郎 
                                                            殿 奥書森岡五郎左衛門 
１－16－Ｂ-124  覚                              享和２．11．      一紙  １枚  田３反22歩８厘５分 小作人（戌まで） 
                                                            忠四郎（印）の質入証文と預米３石３斗 
                                                            ４升５合２夕を渡したことの覚 質入主 
                                                            くり原屋市郎兵衛（印）他２名→みやさ 
                                                            き屋三左衛門 
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１－16－Ｂ-125  覚                              文化元．７．      一紙  １通  講加入金受取書 三好屋与右衛門→宮崎 
                                                            屋 
１－16－Ｂ-126  〔宮崎屋広助宛近江屋喜助書状〕                  寅．２．17     一紙  １通  一貫目の株元利勘定の通知         126～ 140一括 
１－16－Ｂ-127  覚〔宮崎屋広介分金子請取〕                    寅．９．５     一紙  １通  小林内長八宛近江屋喜助 
１－16－Ｂ-128  覚〔備前札五十目請取〕                      寅．12. 18     一紙  １通  宮崎屋広助宛近江屋季助 
１－16－Ｂ-129  〔宮崎屋広助宛近江屋季介書状〕                  寅．12．27     一紙  １通  半季分歩合として不足分銀札50目受取の 
                                                            事及び寅年中の算用確認 
１－16－Ｂ-130  覚扣（不足銀返済の事）                      卯．正．29     一紙  １通  広将→季助 
１－16－Ｂ-131  〔宮崎屋広助宛近江屋季助書状〕                （卯）．３．25     一紙  １通  ２貫目のうち 500目板屋舟より返済、残  端裏「う四月一日請取候大 
                                                            り１貫 500目貸付その代物広東人参15箱  坂近江屋」 
                                                            の事 
１－16－Ｂ-132  うり附（古証分米1200俵売払のこと）                卯．12．14     一紙  １通  堺屋季兵衛→広江屋忠助 
１－16－Ｂ-133  〔広助宛季助書状〕                        卯．12．23     一紙  １通  卯年分利足金１両３歩請取について 勘 
                                                            定書添え 
１－16－Ｂ-134  〔宮崎屋広助宛近江屋季助書状〕                文政４．正．24     一紙  １通  白鶴印広東（人参カ）入替歩銀 去辰年 
                                                            中算用の事 
１－16－Ｂ-135  〔宮崎屋宛近江屋店書状〕                     巳．５．17     一紙  １通  株の銀子書替について 
１－16－Ｂ-136  〔宮崎屋三郎右衛門宛近江屋季助書状〕             年未詳．４．９     一紙  １通  生銀96匁１分の利足銀返済の件と広東 
                                                            （人参カ）相場の通知の件 三郎右衛門 
                                                            父隠居并三郎右衛門相続の祝い 
１－16－Ｂ-137  〔宮崎屋広助宛近江屋喜助書状〕                年未詳．８．４     一紙  １通  利勘定の事 オランダ舟２艘来船積付書  前欠 
                                                            をつけ報告 
１－16－Ｂ-138  覚〔大黄・人参代差引不足銀并借用銀の事〕           年未詳．９．５     一紙  １通 
１－16－Ｂ-139  〔宮崎屋広助宛近江屋喜助書状〕                年未詳．９．15     一紙  １通  いた屋舟より生銀 292匁２分并証文１通 
                                                            入替書１通御渡の事 
１－16－Ｂ-140  覚（金一両三分舟倉定助へ相渡事）               年月日未詳       一紙  １通 
１－16－Ｂ-141  借用申銀子之事                        天保５．11．      一紙  １通  借主吉田屋卯八→宮崎屋三郎右衛門 銀  封紙有 141～ 207袋入「書類 
                                                            札 300目                入文久二壬戌八月改」 
１－16－Ｂ-142  覚                               辛亥．12．１     一紙  １通  角屋忠兵衛→宮崎屋三郎右衛門 金八匁 
                                                            永四百文の利請取りの事 
１－16－Ｂ-143  覚                               癸丑．４．晦     一紙  １通  酒津弥平太→宮崎屋三郎左衛門 元利金 
                                                            請取り証文返上の事 
１－16－Ｂ-144  覚                              癸丑（嘉永６）．９．２ 一紙  １通  酒津児島→倉敷井上 取替銀13貫目 
１－16－Ｂ-145  覚                               癸丑．11．晦     一紙  １通  児島→井之上 丑７月２日取替銀10貫目 
                                                            利不足分かきあげ 
１－16－Ｂ-146  覚                              癸丑（嘉永６）．11．          酒津児島→倉敷井之上 金百六拾弐両三 
                                                            歩二朱銀札八匁二分請取証書返上の事 
１－16－Ｂ-147  覚                              嘉永６．12．14     一紙  １通  大橋平右衛門→井上三郎右衛門 金 200 
                                                            両の利銀金21両永 600文受取古証文返上 
１－16－Ｂ-148   覚                               癸丑．12．19     一紙  １通  亀山村庄屋亀山伊右衛門→宮崎屋三郎右 
                                                            衛門 先納弐割御下ゲ銀当丑年分御渡申 
                                                            上候 
１－16－Ｂ-149  指引書                             癸丑．12．27     一紙  １通  植田→宮崎屋 壱貫四十四分返却した 
１－16－Ｂ-150  覚                               甲寅．極．７     一紙  １通  亀山伊右衛門→井上安兵衛 先納金二十 
                                                            両からの引残金拾四両三歩を返却する事 
１－16－Ｂ-151  借用申銀子証文之事                      嘉永７．11．      一紙  １通  借用主大角栄次郎→升屋久助 銀札80目  封紙有 
１－16－Ｂ-152  覚                              甲寅（安政元）．12．９ 一紙  １通  先調金差引残金14両３分永30文６分 帯  封紙有 
                                                            江亀山伊右衛門→井上安兵衛 
１－16－Ｂ-153  指引書                             甲寅．12．27     一紙  １通  助右衛門→安兵衛 預利金・米利など金 
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                                                            銀札書上げ 
１－16－Ｂ-154  〔俵屋又五郎宛松談木和作書状〕                 乙卯．11．      一紙  １通  甲寅７月より乙卯11月までの沖新田村用 
                                                            の借用金10両の元利かきつけ 
１－16－Ｂ-155  覚                               乙卯．12．４     一紙  １通  安兵衛→伊之丞 借用銀元利明細 
１－16－Ｂ-156  覚                              丙辰（安政３）．11．28 一紙  １通  亀屋伊右衛門→岡俊蔵 松之木和作殿講 
                                                            半口御加入金御渡しのこと 
１－16－Ｂ-157  覚                               丙辰．11．      一紙  １通  宮崎屋安兵衛→法輪寺 銀札返済に関す 
                                                            る覚書 
１－16－Ｂ-158  覚                               丙辰．12．４     一紙  １通  亀山伊右衛門→井上安兵衛 金２両１歩 
                                                            指上受取のこと なお古証文返却してほ 
                                                            しきこと 
１－16－Ｂ-159  覚                               丙辰．12．16     一紙  １通  長尾坡南→倉敷宮崎屋金40両借用明細 
１－16－Ｂ-160  覚                              丙辰（安政３）．12．16 一紙  １通  長尾本篠屋坡南→倉敷宮崎屋 金子帳面 
                                                            引合のこと 
１－16－Ｂ-161  覚                               丙辰．12．19     一紙  １通  角屋忠兵衛→宮崎屋安兵衛 金九両弐歩 
                                                            永百文請取の事 
１－16－Ｂ-162  覚                               丙辰．12．19     一紙  １通  成田屋→宮崎屋 借金返済の事 
１－16－Ｂ-163  覚                               丁巳．12．      一紙  １通  宮崎屋→下くら屋巳之助 ７貫 805匁６ 
                                                            分のうち６貫 502匁６歩６厘、右差引残 
                                                            り預りのこと 
１－16－Ｂ-164  亀山先生名跡銀預リ利積算用書                 安政７．２．      横長  １冊  八浜屋ヘ渡ス扣 
１－16－Ｂ-165  覚                                子．12．～丑．９． 一紙  １通  子12月元銀利、丑５月元銀利、同９月元 
                                                            金利書上げ 
１－16－Ｂ-166  覚                                丑．３．10     一紙  １通  川面岡屋与輔→宮崎屋御店中 備前札三 
                                                            百目を米代に引きあてる事 
１－16－Ｂ-167  覚                                丑．11．２     一紙  １通  浅屋→宮崎屋 金銭書上げ 
１－16－Ｂ-168  覚                                丑．11．晦     一紙  １通  島田屋道七→宮崎屋 銀１貫 680匁相渡 
                                                            し 
１－16－Ｂ-169  覚                                丑．12．８     一紙  １通  助右衛門→安兵衛 過返進金指上のこと 
１－16－Ｂ-170  覚                                丑．12．12     一紙  １通  坡南→宮崎屋 金子請取の事 
１－16－Ｂ-171  覚                                寅．正．３     一紙  １通  銭屋→宮崎屋 銀札40匁９歩御渡しの事 
１－16－Ｂ-172  覚                                寅．７．13     一紙  １通  嶋田屋常七→宮崎屋 銀札 600目受取の 
                                                            こと 
１－16－Ｂ-173  覚                                寅．９．２     一紙  １通  広田屋→枡屋 借用金内訳の事 
１－16－Ｂ-174  覚                                寅．12．２     一紙  １通  吉井屋小右衛門→林文作屋 金13両２分 
                                                            受取のこと 
１－16－Ｂ-175  覚                                寅．12．27     一紙  １通  植田→宮崎屋 銀書上げ 
１－16－Ｂ-176  覚                                寅．12.       一紙  １通  11両受取のこと 平清→宮崎屋 
１－16－Ｂ-177  覚                                卯．３．５     一紙  １通  吉井屋小右衛門→林文作取次 質金壱ヶ 
                                                            年利息金24両受取 
１－16－Ｂ-178  覚                                卯．８．８     一紙  １通  宮崎屋→嶋田屋 丑12月付元銀利書き 
                                                            あげ 
１－16－Ｂ-179  覚                                卯．８．      一紙  １通  理右衛門→安兵衛 扶持方蔵米算用 
１－16－Ｂ-180  覚                                卯．９．      一紙  １通   824匁４分嶋田屋へ渡すの控 
１－16－Ｂ-181  差引書                              卯．12．７     一紙  １通  植田→宮崎屋 銀札書き上げ 
１－16－Ｂ-182  記（借金返証文）                         辰．11．１     一紙  １枚  児島庄左衛門（印）→井上安兵衛 金75 
                                                            匁（外に利足６匁）銀札２貫 200目 
１－16－Ｂ-183  覚                                辰．12．      一紙  １通  渡辺広助→井上安兵衛 20日分 227文渡 
                                                            辺恭助の講銀割戻し請取のこと 
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１－16－Ｂ-184  御講                               亥．12．29     一紙  １通  弥右衛門→井上安兵衛 手紙一通銀札弐 
                                                            拾五匁七分五厘請け取りの事 
１－16－Ｂ-185  〔預り金算用覚〕                         未．        一紙  １通  安江茂三郎 
１－16－Ｂ-186  覚（借用状）                           酉．６．10     一紙  １枚  銀札１匁を借用 嶋田屋常七（備中嶋田 
                                                            屋倉鋪の印アリ）→宮崎屋 
１－16－Ｂ-187  覚                              年未詳．２．      一紙  ２通  金銭算用 
１－16－Ｂ-188  〔井上三郎右衛門宛黒瀬与三右衛門書状〕            年未詳．11．３     一紙  １通  金子の儀藤井屋へ相談のこと 
１－16－Ｂ-189  覚                              年未詳．霜．３     一紙  １通  助右衛門→三郎右衛門 銀札指引御返し 
                                                            のこと 
１－16－Ｂ-190  〔井上三郎右衛門宛黒瀬與三右衛門書状〕            年未詳．11．４     一紙  １通  與三右衛門拝借の金90両引換えの事 
１－16－Ｂ-191  未之年分                           年未詳．11．20     横長  １綴  未の年分の人別借金書上 
１－16－Ｂ-192  覚                              年未詳．11．21     一紙  １通  銀札七百四匁比金八両の事 新田岩松夫 
                                                            筆書→升屋久助 
１－16－Ｂ-193  覚                              年未詳．12．20     一紙  １通  大橋 御借付金明細 
１－16－Ｂ-194  舌代                             年未詳．12．22     一紙  １通  林文作→井上安兵衛 火急に金子二両入 
                                                            用出来のこと 
１－16－Ｂ-195  〔井上尊君宛本万寺書状〕                   年未詳．12．28     一紙  １通  利分金１両請取のこと 
１－16－Ｂ-196  〔井上宛丹左衛門書状〕                    年月未詳．晦日     一紙  ８通  銀札 700目引替のこと          覚７通あり 
１－16－Ｂ-197  〔金銭書上〕                         年月日未詳       一紙  ３枚  成羽屋他27人・日付・金銭の記載     破損甚し 
１－16－Ｂ-198  〔金銭書上〕                         年月日未詳       一紙  １通  三宅25両・植田60両など他18件 
１－16－Ｂ-199  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  金子猶予の願 
１－16－Ｂ-200  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  金銭書上 
１－16－Ｂ-201  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  宝厳寺大師講の件 
１－16－Ｂ-202  （人別金高書上）                       年月日未詳       横長  １綴  福田利左衛門他32軒 
１－16－Ｂ-203  〔金高書上〕                         年月日未詳       一紙  １通  茂左衛門 
１－16－Ｂ-204  〔午年人別金高書上げ〕                    年月日未詳       横長  ２通  大橋家 児島家など他14軒 
１－16－Ｂ-205  〔算用扣〕                          年月日未詳       横長  １綴  島田屋・坂口家・法厳寺・お市・下倉屋 
１－16－Ｂ-206  〔借用金明細書上〕                      年月日未詳       一紙  １枚  借用主平松屋清次郎・坂口屋・五郎助・ 
                                                            俵屋他 
１－16－Ｂ-207  〔宮崎屋三郎右衛門差出書状〕                 年月日未詳       一紙  １通  金 100両無利足10カ年賦で借用申入度事  封紙有 
１－16－Ｂ-208  覚                              嘉永４．12．７     一紙  １通  株利金受取書長尾小野→井上 
１－16－Ｂ-209  〔井上（亮三カ）宛支出覚・請取証文類〕            未（明治４）．     一紙  ５通                      封紙有（「井上様」） 
１－16－Ｂ-209-1 覚（請取証文）                        未（明治４）．４．26  一紙  １通  三津屋（光屋）幸八→井上御旦那      209～234 一括 
１－16－Ｂ-209-2 覚（請取証文）                         （明治４）．４．26  一紙  １通  茶八重→御旦那（井上カ） 
１－16－Ｂ-209-3 覚（支出覚）                          （明治４）．４．15  一紙  １通  つるや→御旦那（井上カ） 
１－16－Ｂ-209-4 覚（酒・肴など支出覚）                    未（明治４）．４．12  一紙  １通  郡才→上 
１－16－Ｂ-209-5 口上（金子申し越しの件について）                （明治４）．３．25  一紙  １通  井上ぬい→井上亮三 
１－16－Ｂ-210  〔八濱屋カ蔵宛宮崎屋覚〕                   壬申（明治５）．８．  一紙  ３枚  銀札書上・米相場書上 
１－16－Ｂ-211  覚                              申（明治５）．９．５  一紙  １通  松尾屋千次郎→大島屋 「人足賃など此 
                                                            人に渡して下さい」との旨 
１－16－Ｂ-212  〔請取証文〕                         （明治５）．10．３   一紙  １通  植田甚三郎→井上亮三 
１－16－Ｂ-213  〔井上（亮三カ）宛尾崎亀五郎書状〕              （明治５）．11．朔   一紙  １通  尾崎亀五郎→井上（亮三カ）（借金の件）  213～224 
１－16－Ｂ-214  〔井上亮三宛難波景二書状〕                  （明治５）．11．６   一紙  １通  難波景二→井上亮三（借金の件） 
１－16－Ｂ-215    〔井上亮三宛植田鶴次郎書状〕                 （明治５）．11．22   一紙  １通  植田鶴次郎→井上亮三（借金のお願い）  包紙有 
１－16－Ｂ-216  〔井上亮三宛高江吉平書状〕                  （明治５）．11．23   一紙  １通  高江吉平→井上亮三（尾崎氏御縁談事件  包紙有 
                                                            について） 
１－16－Ｂ-217  〔井上（亮三カ）宛亀五郎書状〕                （明治５）．11．25   一紙  １通  （尾崎カ）亀五郎→井上（亮三カ）集金 
                                                            遅延について 
１－16－Ｂ-218  〔井上亮三宛片山新吉書状〕                  （明治５）．11．25   一紙  １通  片山新吉→井上亮三（借金のお願い）   包紙有 
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１－16－Ｂ-219  拝借申金子証文之事                      明治５．11．28     一紙  １通  拝借主倉敷村山崎常七 証人・預り主井 
                                                            上亮三→倉子城（倉敷）分局会社 
１－16－Ｂ-220  〔井上亮三宛植田甚三郎書状〕                 （明治５）．11．28   一紙  １通  植田甚三郎→井上亮三（借金の件）    包紙有 
１－16－Ｂ-221  覚                              （明治５）．12．１   一紙  １通  木屋甚四郎→井上（尾崎様へ渡すべき金 
                                                            を預ける） 
１－16－Ｂ-222  覚（請取証文）                        （明治６）．２．15   一紙  １通  亀山村小林喜作→井上亮蔵（三） 
１－16－Ｂ-223  〔井上亮三宛田更書状〕                    （明治５）．      一紙  １通  田更→井上亮三 壬申九月廿八日秋田県 
                                                            伺大意（地券発行の件）について報告し 
                                                            たもの 
１－16－Ｂ-224  口上                             年月未詳． 11日    一紙  １通  「新聞紙を今橋和栗へ渡すので此者へ渡 
                                                            してください」（植田カ）甚三郎→井上 
                                                            （亮三カ） 
１－16－Ｂ-225  〔井上亮三宛大橋平蔵書状〕                  （明治５）．11．22   一紙  ２通                      包紙有（大橋平蔵→井上亮三） 
１－16－Ｂ-225-1 大橋平蔵宛大橋徳蔵書状                    （明治５）．11．19   一紙  １通  借金お願い               封紙（新宅徳蔵→本家平蔵） 
                                                                                あり 
１－16－Ｂ-225-2 井上亮三宛大橋平蔵書状                    （明治５）．11．22   一紙  １通  徳蔵の件でお願い 
１－16－Ｂ-226  〔井上（亮三カ）宛木村光太郎書状〕              （明治５）．11．27   一紙  １通  木村光太郎→井上（亮三カ）借金のお願 
                                                            い 
１－16－Ｂ-227  〔井上亮三宛難波農作要用書〕                 酉（明治６）．３．３  一紙  １通  覚 金銭貸借書上 難波百拾弐両 井上 
                                                            へ返却 
１－16－Ｂ-228  〔蔵米手形他覚〕                       酉（明治６）．４．2･4･7 一紙  ３通  大橋屋宛宮崎屋蔵米手形 井上宛難波   三通一組 
                                                            「覚」２通 米代について 
１－16－Ｂ-229  〔井上吉人宛広吉書状〕                    年未詳．１．26     一紙  １通  旧暦の９日～11日辰に結納及宴会を行う 
                                                            との書状 
１－16－Ｂ-230  〔井上亮三宛二三書簡〕                    年未詳．３．12     一紙  １通  二三→井上亮三 金子貸付について    封紙有 
１－16－Ｂ-231  〔井上亮三宛難波農治書簡（「要用書」）〕           年未詳．４．16     一紙  １通  難波農治→井上亮三 平田景二の借金証 
                                                            文について相談 
１－16－Ｂ-232  井上亮三宛蘇平書状                      年月未詳． 15日    一紙  １通  借金の返済を待ってほしいとの願い状 
                                                            蘇平→井上亮三 
１－16－Ｂ-233  〔質入証文雛型〕                       年月日未詳       一紙  １枚  「質入申田地之事」として証文の書式を 
                                                            示す 
１－16－Ｂ-234   〔無檀無住の寺の廃止・合併について覚書〕           年月日未詳       一紙  １通  仏像・什具・建物の取扱い跡地について 
１－16－Ｂ-235  〔積立金通〕                         明治７．１～11．１月  横長  １冊  井上拵                 袋アリ 朱書「地」 
１－16－Ｂ-236  借用申金子之事                        明治９．10．20     一紙  ２通  借用主井上信造→石原積造 金70円２ヶ  包紙有 
                                                            月返済の件 記有 
１－16－Ｂ-237  借用申金子之事                        明治10．２．11     一紙  １通  借用主倉敷村井上亮三他２名→玉島村浅 
                                                            野平蔵金 300円 
１－16－Ｂ-238  借用申銀子の事                          丑．正．８     一紙  １通  徳原屋→みやさき屋安兵衛 
１－16－Ｂ-239  覚                                丑．３．９     一紙  １通  銀子受取書 酒津村庄屋利右衛門 
１－16－Ｂ-240  覚                                丑．12．26     一紙  １通  徳芳村 権右衛門→宮崎屋安兵衛 亥ノ 
                                                            残元利・子之年分・丑之利などの銀高か 
                                                            きあげ 
１－16－Ｂ-241   覚                                卯．10．23     一紙  １通  元利算用書 菅安介→井上五蔵 
１－16－Ｂ-242  証文預り証                            卯．12．24     一紙  １通  千介→安兵衛 
１－16－Ｂ-243  覚（米預書）                           卯．12．29      一紙  １枚  与兵衛→宮崎屋安兵衛 米17俵を預る 
１－16－Ｂ-244  為替銀手形之事                          辰．10．28     一紙  ３通  松田屋伝左衛門他２名→宮崎屋安兵衛   ３紙同封「為替手形三通他」 
１－16－Ｂ-245  覚                                辰．12．３     一紙  １通  12貫目無尽出銀受取書 帯江役所→宮崎 
                                                            屋安兵衛 
１－16－Ｂ-246  覚                                辰．12．６     一紙  １通  講銀請取書 正智院鈴木弥一右衛門→安 
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                                                            兵衛 
１－16－Ｂ-247  〔記〕                              辰．12．15     一紙  １通  金子算用書并残銀御渡願 兵右衛門他５ 
                                                            名→井上三郎右衛門 
１－16－Ｂ-248   書抜                               巳．３．27     一紙  １通  水江村伝左衛門→みやさき屋安兵衛 
１－16－Ｂ-249  覚（算用覚）                           巳．４．20～26   一紙  １通  くしや久太郎→倉敷井上新右衛門     249 ～253 一括 
                                                                                249 ～277 一括 
１－16－Ｂ-250  覚（金銭受取）                          巳．４．23     一紙  １通  くしや久太郎→井上新右衛門 
１－16－Ｂ-251  覚（金銭受取）                          巳．４．23     一紙  １通  くしや久太郎→倉敷本町 井上新右衛門 
１－16－Ｂ-252  覚（算用覚）                           巳．４．25     一紙  １通  くしや久太郎→上 
１－16－Ｂ-253  覚（算用覚）                           巳．４．26     一紙  １通  くしや久太郎→井上新右衛門 
１－16－Ｂ-254  覚（借銀）                            巳．５．13     一紙  １通  生坂村利太郎→倉敷花屋新右衛門      254～257 一括 
１－16－Ｂ-255  覚（入金）                          年月未詳． 29     一紙  １通 
１－16－Ｂ-256  覚                              年月日未詳       一紙  １通  岡山久介取引 
１－16－Ｂ-257  覚（等）                           年月日未詳       横長  １綴  算用控 
１－16－Ｂ-258  覚（判金四百五拾両、算用書）                   巳．５．20     一紙  １通  猫屋平三郎→花屋新右衛門         258～267 同封紙入「岡山行 
                                                                                算用通他」 
１－16－Ｂ-259  覚（預状）                            巳．５．21     一紙  １通  称こ屋平三郎→花屋新右衛門 
１－16－Ｂ-260  覚（受取状）                           巳．６．23     一紙  １通  猫屋平三郎→花屋 金五拾三両壱朱 札 
                                                            百九拾弐 三分 
１－16－Ｂ-261  覚（受取預状）                          巳．７．15     一紙  １通  猫屋平三郎→花屋新右衛門 
１－16－Ｂ-262  覚（代銀受取）                        年未詳．正．３     一紙  １通  木屋清七郎→花屋新右衛門 〆六百三拾  封書有 木屋清七郎書附 印 
                                                            三匁壱分 金九六 六両弐分壱朱 札三  （精製倉敷向市場生蝋燭処三 
                                                            匁壱分                 倉屋治左衛門 
１－16－Ｂ-263  覚（預状）                          年未詳．４．15     一紙  １通  称こや→花屋 
１－16－Ｂ-264  覚（預状）                          年未詳．５．13     一紙  １通  猫屋内勝蔵→花屋 
１－16－Ｂ-265  覚（請取状）                         年未詳．９．８     一紙  １通  猫屋→花屋 
１－16－Ｂ-266  覚（用立）                          年未詳．９．      一紙  １通  猫屋→花屋 
１－16－Ｂ-267  〔算用控〕                          年月日未詳       一紙  １通 
１－16－Ｂ-268  〔貨銀請求書状〕                         巳．７．18     一紙  １通  茶屋甚右衛門→備中倉敷花屋新右衛門    267～277 一括 
                                                            五百五拾五匁 白銀四両弐歩 
１－16－Ｂ-269  〔金銭請求書状〕                        （巳）．８．朔    一紙  １通  茶屋甚右衛門→備中倉敷花屋新右衛門 
                                                            御店中宛 
１－16－Ｂ-270  覚                              年未詳．４．４     一紙  １通  和泉屋竹造→東本町花芳宛 
１－16－Ｂ-271  覚                              年未詳．４．５     一紙  １通  和泉屋竹造→花芳宛 
１－16－Ｂ-272  覚（金銭受取）                        年未詳．４．26     一紙  １通  茶屋甚右衛門→井ノ上様 
１－16－Ｂ-273  覚（預り銀）                         年月日未詳       一紙  １通 
１－16－Ｂ-274  落書                             年月日未詳       一紙  １通  南無妙法蓮華経など 
１－16－Ｂ-275  〔女哥 男哥書上〕                      年月日未詳       一紙  １通 
１－16－Ｂ-276  覚（算用書上）                        年月日未詳       一紙  １通 
１－16－Ｂ-277  覚（時価銀算用書・受取）                   年月日未詳       一紙  １通  借主新右衛門外久介→西江宛 証人四郎 
                                                            左衛門 
１－16－Ｂ-278  覚                                巳．９．８     一紙  １通  算用書及受取済書 西屋与兵衛→花屋 
                                                            新右衛門 
１－16－Ｂ-279  覚                                巳．10．20     一紙  １通  元利算用書 安介→五蔵 
１－16－Ｂ-280  記                                巳．12．      一紙  １通  金子算用書 井上亮三→難波景二 
１－16－Ｂ-281  覚                                午．１．14     一紙  １通  野田屋講金子受取書 
１－16－Ｂ-282  覚                                午．11．      一紙  １通  栄左衛門講銀受取書 十左衛門→宮崎屋 
                                                            安兵衛 
１－16－Ｂ-283  〔勘定書上〕                           未．３．      一紙  ４枚  嘉永五子十二月分ヨリ大島屋講法利立算 
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                                                        １綴  用書 
１－16－Ｂ-284  借用申銀之事                           酉．２．朔     一紙  １通  借り主西原村利右衛門→宮崎屋安兵衛殿  包紙有 
                                                            銀百八拾弐匁壱分借用 
１－16－Ｂ-285  覚                                酉．７．13     一紙  １通  七五銭借用書 山後宇兵衛→宮崎屋    封紙有「銭三百目他」 
１－16－Ｂ-286  覚                                酉．８．25     一紙  １通  米代銀９月28日支払の約状 郡屋吉三郎  封紙有「郡屋吉三郎他」 
                                                            →宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ-287  丹波守様御蔵入                          亥．正～５．18   一紙  １通  御蔵入明細書他 長介→忠兵衛・久右衛   287・288 一括 
                                                            門 
１－16－Ｂ-288  覚                              年未詳．12．      一紙  ２綴  銀子払上・請書覚書 治右衛門他→大島 
                                                            久次郎他 
１－16－Ｂ-289  借用申銀子事                         年未詳．３．12     一紙  １通  西大寺安楽院→井上安兵衛        包紙有 289・290 一括 
１－16－Ｂ-290  〔栄明寺入寺之義 無心申上候一件〕              年未詳．３．12     一紙  １通  安楽院→井上安兵衛 
１－16－Ｂ-291  〔井上五蔵宛平松秀次郎書状〕                 （亥）．12．16     一紙  １通  小山氏講半口分御渡願           291・292 同封 
１－16－Ｂ-292  覚                                亥．12．25     一紙  １通  ５貫目講半口受取書 小山市右衛門→平 
                                                            松秀次郎 
１－16－Ｂ-293  〔井上安兵衛宛岡安右衛門書状〕                年未詳．２．23     一紙  １通  田地売代のこと 
１－16－Ｂ-294  〔福田屋伝次郎より海津屋善五郎宛書状〕            年未詳．３．７     一紙  １通  取次銀之内二貫目受け取りの事      覚一通同封 
１－16－Ｂ-295  〔ことや弥三兵衛よりふく田や伝次郎宛書状〕          年未詳．４．13     一紙  １通  算用銀高の事              覚あり 
１－16－Ｂ-296  五年講組合                          年未詳．11．５     一紙  ３通  組合員氏名他 
１－16－Ｂ-297  〔野田屋分算用書〕                      年未詳．12．20     一紙  １通  [  ]→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ-298  覚                              年未詳．12．29     一紙  １通  講銀受取書 浜与右衛門→宮崎屋安兵衛 
１－16－Ｂ-299  預り手形                           年月未詳．大晦日    一紙  ５通  安兵衛宛本件関係書状あり 預り手形・ 
                                                            田地借用明細 上田八町歩作主作大夫 
１－16－Ｂ-300  覚                              年月日未詳       一紙  ２通  御用銀他 
１－16－Ｂ-301  覚                              年月日未詳       一紙  １通  石径造入用米預り書 芥川三五郎 
１－16－Ｂ-302  覚                              年月日未詳       一紙  １通  川賦質入銀他利金書上書 
１－16－Ｂ-303  〔人別金高書上〕                       年月日未詳       横長  １冊  宮崎屋・大橋・大原児島屋等44人 金銭 
                                                            人別差引勘定書上 
１－16－Ｂ-304  〔中味なし包紙２通〕                     年月日未詳       包紙  ２枚  ①表に「己暮 七十一匁四分少し手形」 
                                                            清九郎 ②法輪寺→井上安兵衛」 
１－16－Ｂ-305  断簡                             年月日未詳       一紙  １束 
◆◆◆１－１７－１～９〔商業売買〕◆◆◆ 
１－17－１    売渡申家屋敷之事                       享保18．12．20     一紙  １通  売主ふかや武吉・証人山崎屋治右衛門・  包紙有 
                                                            野田屋祐右衛門→宮崎屋安兵衛 家屋敷 
                                                            代銀一貫二百十二目 
１－17－２    壱年切売渡申家屋敷之事                    寛保３．11．      一紙  １通  羽島村売主孫右衛門・証人庄兵衛・年寄  封紙有 
                                                            茂兵衛→宮さき屋安兵衛 奥書羽島村庄 
                                                            屋近藤十左衛門 畑壱畝拾五歩家壱所 
                                                            代銀五百五拾八匁 
１－17－３    売渡シ申座敷之事                       宝暦３．７．      一紙  １通  売主酒津屋半右衛門→安兵衛       封紙有「家手形他」 
１－17－４    寛政四年壬子正月勘定下書                   寛政４．正．      横長  １冊  勘定下書 
１－17－５    覚                                巳．６．２     一紙  １通  納品代価書上 孫次郎→備中屋清次郎   ５～８一括 
１－17－６    覚（大津屋□（夏カ）右衛門様人□り代）              巳．８．22      一紙  １通  銀子受取済明細書上 旭屋与四郎→宮崎 
                                                            屋安兵衛・油屋紋三郎 
１－17－７    覚                              年未詳．５．５     一紙  １通  預け中の鎗受取について定吉→備中屋 
１－17－８    口上                             年未詳．10．      一紙  １通  醤油店に於て諸〓 〓売買入札の件 元 
                                                            方引受岡玄太・藤井要→三沢政治郎他37 
                                                            名 
１－17－９    入札                             年月日未詳       一紙  １通  うを屋久吉他６名 
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◆◆◆１－１８－１〔交通運輸〕◆◆◆ 
１－18－１    水夫割                            寛保２．        一紙  １通  安兵衛組 
 
◆◆◆１－19－Ａ・Ｂ〔家〕◆◆◆ 
◇◇◇１－19－Ａ－１～２１９〔書状〕◇◇◇ 
１－19－Ａ－ 1  〔井上五蔵宛村田富左衛門書状〕                年未詳．３．24     一紙  １通  屏風持せ指上申候へ共御来駕の節お渡 
                                                            武鑑今日差上候事他 
１－19－Ａ－ 2  〔井上五蔵宛村田富右衛門書状〕                年未詳．12．10     一紙  １通  金子借用依頼書 
１－19－Ａ－ 3  〔井上五蔵宛鳥羽茂兵衛書状〕                 年未詳．12．21     一紙  １通  栄螺１籠・蜜柑１箱の礼状        挟込紙有 
１－19－Ａ－ 4  〔五蔵宛鳥羽[  ]（茂兵衛カ）書状〕            年未詳．９．７     一紙  １通  重蔵様御夫婦作州より皈宅の事銀子段々   封紙有 
                                                            御世話になり御礼 当所祭礼後参上の事 
                                                            他 
１－19－Ａ－ 5  〔井上五蔵宛鳥羽宗鶴書状〕                  年未詳．７．27     一紙  １通  遣し申算用書 夫役間違に付書込仕差上 
                                                            の事 御見舞の事等 
１－19－Ａ－ 6  〔井上五蔵宛菅九平治書状〕                  年未詳．３．４     一紙  １通  御参詣の事 証文の事他 
１－19－Ａ－ 7  〔井上五蔵宛菅安介書状〕                   年未詳．10．20     一紙  １通  御代官様御来府の件 銀子借用の件等 
１－19－Ａ－ 8  〔井上五蔵宛佐々 木半太夫書状〕                年未詳．８．５     一紙  １通  醤油桶の義に付いて           封紙有 
１－19－Ａ－ 9  〔五蔵宛又五郎書状〕                     年月未詳． 15     一紙  １通  外出の件について 
１－19－Ａ－ 10  〔五蔵宛惣右衛門書状〕                    年月未詳． 15     一紙  １通  境改の義他 
１－19－Ａ－ 11  〔五蔵宛孫太夫書状〕                     年未詳．10．17     一紙  １通  御書付御加筆の事他 
１－19－Ａ－ 12  〔井上五蔵宛矢羽○○書状〕                  年未詳．12. ９     一紙  １通  借用銀返済延期願 
１－19－Ａ－ 13  〔五蔵宛□（甚カ）兵衛書状〕                 年未詳．12．11     一紙  １通  銀子預一札の義について 
１－19－Ａ－ 14  〔宮崎屋安兵衛宛のたや左四郎書状〕              年未詳．４．２     一紙  １通  銀子借用の件外 
１－19－Ａ－ 15  〔宮崎屋安兵衛宛のたや左四郎書状〕              年未詳．３．13     一紙  １通  高瀬舟参り候に付拝借銀願書 
１－19－Ａ－ 16  〔井上安兵衛宛大橋又太郎書状〕                年未詳．８．10     一紙  １通  妹尾五兵衛田地の義に付いて 
１－19－Ａ－ 17  〔井上安兵衛宛西山定吉書状〕                 年未詳．正．29     一紙  １通  山田村年貢の件銀子拝借の義に付いて他 
１－19－Ａ－ 18  〔井上安兵衛宛斎藤文水書状〕                 年未詳．７．11     一紙  １通  銀子借用願               虫損 
１－19－Ａ－ 19  〔井上安兵衛宛○光屋書状〕                  年未詳．10．      一紙  １通  約束の包物掛の事他 
１－19－Ａ－ 20  〔井上三郎右衛門宛片岡茂平次書状〕                辰．12．15     一紙  １通  ９貫匁分年賦他 
１－19－Ａ－ 21  〔井上三郎右衛門宛福中平右衛門書状〕             年未詳．５．朔     一紙  １通  金子御渡の件他 
１－19－Ａ－ 22  〔井上信蔵宛高戸善七郎書状〕                 年未詳．２．１     一紙  １通  仏事執行におりの心遣に対する礼状 
１－19－Ａ－ 23  〔井上信蔵宛高戸善七郎書状〕                 年未詳．８．15     一紙  １通  お田づ死亡并葬式のしらせ 
１－19－Ａ－ 24  〔井上信蔵宛高戸善七郎書状〕                 年未詳．１．30     一紙  １通  呉服物買入位立物について御礼他 
１－19－Ａ－ 25  〔井上信蔵宛高戸善七郎書状〕                 年未詳．２．１     一紙  １通  御引受も無滞被為済芽出度御儀御祝詞又 
                                                            種々 土産物御投与に対し礼状他 
１－19－Ａ－ 26  〔井上信蔵宛高戸善七郎書状〕                 年未詳．２．９     一紙  １通  お揚縁談の義について他         26・27同封 
１－19－Ａ－ 27  〔井上信蔵宛同亮三書状〕                   年未詳．２．７     一紙  １通  先方も御取込の御様子故手紙で荒々 申遣 
                                                            し来春お越候ては他伺書 
１－19－Ａ－ 28  〔井上信造・尾崎生三宛高戸善七郎・同栄三郎書状〕       年未詳．11．８     一紙  １通  長滞留の時の御礼 亮三病気御伺并見舞 
                                                            品進呈の事 
１－19－Ａ－ 29  〔井上信蔵宛浅野豊太郎書状〕                 年未詳．６．26     一紙  １通  お土産の御礼 母不快勝他近況 
１－19－Ａ－ 30  〔井上信蔵宛浅野豊太郎書状〕                 年未詳．８．26     一紙  １通  養母死去の報 
１－19－Ａ－ 31  〔井上信蔵宛浅野平蔵書状〕                  年未詳．12．23     一紙  １通  亡夫17回忌法要案内 
１－19－Ａ－ 32  〔井上信蔵宛浅野平蔵・同豊太郎書状〕             年未詳．10．８     一紙  １通  祭礼の節豊太郎参館種々 おもてなしにあ 
                                                            づかり礼状又幣村神祭の招待状 
１－19－Ａ－ 33  〔井上信蔵宛内藤清蔵書状〕                  年未詳．６．１     一紙  １通  富三様御光来下されば相談の義御座候間 
                                                            お立寄お願書 
１－19－Ａ－ 34  〔井上信蔵宛内藤清蔵書状〕                  年未詳．４．20     一紙  １通  花見御招待状 
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１－19－Ａ－ 35  〔井上信造宛越智真太郎書状〕                 年未詳．２．12     一紙  １通  母死去の悔みに対する礼状 
１－19－Ａ－ 36  〔井上信蔵宛難波農治書状〕                  年未詳．４．28     一紙  １通  難波景二の母の死去并葬式のしらせ 
１－19－Ａ－ 37  〔井上信蔵宛○（国カ）留清次郎書状〕             年未詳．１．９     一紙  １通  祖父相果て候節の心遣いに対する礼状 
１－19－Ａ－ 38  〔井上信蔵宛山本長八書状〕                  年未詳．旧７．18    一紙  １通  私共忰亀吉不都合に付き国元へ帰宅、此 
                                                            義済み次第御様子御伺ひ他 
１－19－Ａ－ 39  〔井上信蔵宛岡玄太書状〕                   年未詳．１．12     一紙  １通  拝借中の煙草盆返却の事 煎茶たんす拝  39～54袋入一括 
                                                            借の件 
１－19－Ａ－ 40  〔井上信蔵宛岡玄太書状〕                   年月未詳．25日     一紙  １通  先日差出候茶臼不用に相成居候へば御返 
                                                            下さる様依頼書 
１－19－Ａ－ 41  〔井上信蔵宛岡玄太書状〕                   年未詳．５．３     一紙  １通  茶臼の件 
１－19－Ａ－ 42  〔井上信蔵宛岡玄太書状〕                   年月未詳．24日     一紙  ２通  貰合の品御笑味下さる様等 
１－19－Ａ－ 43  〔信蔵宛玄太書状〕                      年月未詳．１日     一紙  １通  御用達のモウロ菓子煮の件 
１－19－Ａ－ 44  〔井上信三宛小倉順太書状〕                  年未詳．12．９     一紙  １通  高梁の茶御入用か否かの伺書 
１－19－Ａ－ 45  〔井上信蔵宛藤井要書状〕                   年月未詳．23日     一紙  １通  御注文の品他 
１－19－Ａ－ 46  口舌                             年月未詳．22日     一紙  １通  硯を抵当に金子拝借願 田中節次郎→井 
                                                            上 
１－19－Ａ－ 47  〔井上音（亮カ）三宛玄太書状〕                年月未詳．３日     一紙  １通  四日御会ひする予定が五日に変更の事 
１－19－Ａ－ 48  〔井上亮三宛七朗書状〕                    年月未詳．14日     一紙  １通  囲碁も御願申上度御出御願等 
１－19－Ａ－ 49  〔井上宛七郎書状〕                      年月未詳．21日     一紙  １通  今日西の浦にて袋持参積りに[ ]延引  虫損 
                                                            仕候○印大に差支困り入申候付等 
１－19－Ａ－ 50  〔書状〕                           年月未詳．９日     一紙  １通  金子拝借願               虫損 
１－19－Ａ－ 51  〔井上宛七郎書状〕                      年月未詳．19日     一紙  １通  過日御高配いただき（金子カ）礼及返済  虫損 
１－19－Ａ－ 52  〔書状〕                           年月未詳．５日     一紙  １通  御噺申上度義があるので御出下さる様依 
                                                            頼書 
１－19－Ａ－ 53  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  掛もの一輻拝借願書 
１－19－Ａ－ 54  〔書状〕                           年月未詳．15日     一紙  １通  掛物返上通知 
１－19－Ａ－ 55  〔井上信蔵・同亮三宛浅野平蔵・同豊太郎書状〕         年未詳．５．６     一紙  １通  婚儀無滞整一同安悦の義及酒宴の招待状 
１－19－Ａ－ 56  〔井上信蔵・同亮三宛浅野平蔵・同豊太郎書状〕         年未詳．５．31     一紙  １通  内祝之印迄重の内并お加津土産の両種進 
                                                            呈の事他 
１－19－Ａ－ 57  〔井上信蔵・同亮三宛浅野平蔵・同豊太郎書状〕         年未詳．９．17     一紙  １通  亮三様病気見舞の事他 
１－19－Ａ－ 58  〔井上信蔵・同亮三宛浅野平蔵・同豊太郎書状〕         年未詳．11．３     一紙  １通  預け品引取の件について他 
１－19－Ａ－ 59  記                              年未詳．８．28     一紙  １通  見舞の礼状 浅野豊太郎→井上 
１－19－Ａ－ 60  〔井上信蔵・同亮三宛高戸善七郎書状〕             年未詳．１．16     一紙  １通  寿美14日御引渡万々 芽出度恭賀奉候他 
１－19－Ａ－ 61  〔井上信蔵・同亮三宛高戸善七郎書状〕             年未詳．４．26     一紙  １通  28日浅野・吉田両氏共々 粗茶進上仕度御 
                                                            案内状 
１－19－Ａ－ 62  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．４．１     一紙  １通  心操貞保大師様御正当に付き墓参り御供 
                                                            物の事他近況 
１－19－Ａ－ 63  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．５．25     一紙  １通  ６月２日ヲトシ引受祝盃仕候条御越し下  追伸１紙有 
                                                            さる様との招待状他 
１－19－Ａ－ 64  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．５．30     一紙  １通  おせつ殿見舞の事 備後国の高坂新太郎  １紙挟込有 
                                                            と申す人よりおすみ殿所望の件 
１－19－Ａ－ 65  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．10．８     一紙  １通  近況外                 前の部分なし 
１－19－Ａ－ 66  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．11．29     一紙  １通  無沙汰のお詫びと近況 
１－19－Ａ－ 67  井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎・同栄三郎書状         年未詳．１．３     一紙  １通  お招きの際の御馳走・お土産の御礼又寒 
                                                            中見舞の件について 
１－19－Ａ－ 68  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎・同栄三郎書状〕       年未詳．１．11     一紙  １通  内祝として賜り物に対する礼状及び倉敷 
                                                            紡績所配当金・社債利子請取について 
１－19－Ａ－ 69  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎・栄三郎書状〕        年未詳．２．14     一紙  １通  御見舞・内祝費等の礼状 御年玉・寒中 
                                                            見舞進呈の事 
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１－19－Ａ－ 70  〔井上信造・同冬太郎宛高戸善七郎・同栄三郎書状〕       年未詳．２．20     一紙  １通  年頭の御祝 鏡餅御肴のお礼 鏡餅・御 
                                                            玉・寒中見舞品進呈等 
１－19－Ａ－ 71  〔井上信三・同冬太郎宛高戸善七郎・同栄三郎書状〕       年未詳．７．26     一紙  １通  近況他粗少の至りに候へ共御品進呈他 
１－19－Ａ－ 72  〔井上信蔵・同冬太郎宛高戸善七郎・同栄三郎書状〕       年未詳．12．15     一紙  １通  今般吉辰に付堀氏より初めてお越し他近 
                                                            況無沙汰の詫等 
１－19－Ａ－ 73  〔井上尊兄・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．８．７     一紙  １通  御無沙汰のお詫び 生三入営の事他近況 
１－19－Ａ－ 74  〔井上兄上・同冬太郎宛高戸善七郎書状〕            年未詳．９．８     一紙  １通  近況 暑中見舞品の礼状 生三の病状及 
                                                            御姉様引続看病被為下御礼状 
１－19－Ａ－ 75  〔井上兄上宛高戸善七郎書状〕                 年未詳．４．20     一紙  １通  御無沙汰の詫及尾崎生三へ遣す書状依頼 
                                                            の件等 
１－19－Ａ－ 76  〔母上・兄上・姉上宛高戸善七郎書状〕             年未詳．１．４     一紙  １通  賀状及種々 頂戴物に対する礼状等 
１－19－Ａ－ 77  〔井上兄上・同姉上宛高戸善七郎書状〕             年未詳．５．25     一紙  １通  音三郎縁談に付尾道行の件、結納の件等 
１－19－Ａ－ 78  〔井上冬太郎宛高戸善七郎・同栄三郎書状〕           年未詳．２．22     一紙  １通  御年玉菓子の御礼 仕立物代御入手願他 
１－19－Ａ－ 79  〔井上宛高戸善七郎書状〕                   年未詳．２．14     一紙  １通  昨冬長滞留した時の礼状、その節御厄介 
                                                            になった煎茶碗代金支払の事他 
１－19－Ａ－ 80  〔井上伯父宛高戸栄三郎書状〕                 （明治）22．12．14   一紙  １通  箪笥・鍵渡し状 
１－19－Ａ－ 81  〔井上伯父・同冬太郎宛高戸栄三郎書状〕            年未詳．３．31     一紙  １通  父の病気見舞の礼状 
１－19－Ａ－ 82  〔井上伯父・同冬太郎宛高戸栄三郎〕              年未詳．２．24     一紙  １通  伯父様見舞状・楢崎土産進呈の件・仕立 
                                                            物の件他 
１－19－Ａ－ 83  〔井上伯父・叔母宛高戸栄三郎書状〕              年未詳．３．23     一紙  １通  生三○の行衛に付いて 
１－19－Ａ－ 84  〔井上伯父・同叔母宛高戸栄三郎書状〕             年未詳．９．26     一紙  １通  お兎女様生三に目合候事は難相成義理合 
                                                            もあり御引当に被成下間敷候事他 
１－19－Ａ－ 85  〔井上伯父・同冬太郎宛高戸栄三郎書状〕            年未詳．７．10     一紙  １通  伯父様病気見舞・内祝の品進呈他     85・86一括 
１－19－Ａ－ 86  〔井上宛本字屋書状〕                     年未詳．７．10     一紙  １通  御道具拝借の礼状及冬太郎忘れ物書上返 
                                                            上通知 
１－19－Ａ－ 87  〔井上伯父・同伯母・同冬太郎宛栄三郎書状〕          年未詳．８．26     一紙  １通  染物屋に依頼した着物・羽織等に付いて 
                                                            他 
１－19－Ａ－ 88  〔井上冬太郎宛高戸栄三郎書状〕                年未詳．７．31     一紙  １通  当村辺は赤痢病流行他近況 
１－19－Ａ－ 89  〔井上両兄宛高戸伊之丞書状〕                 年未詳．８．15     一紙  １通  仏事執行御焼香御手伝い仕まつるべき処 
                                                            祭礼前に付き勝手 粗香進呈等 
１－19－Ａ－ 90  〔井上信蔵・同冬太郎・同音次郎宛浅野平蔵・同豊太郎書状〕   年未詳．５．29     一紙  １通  初出入御祝盃無滞相済御慶又御土産・内 
                                                            祝等の礼状等 
１－19－Ａ－ 91  〔井上叔父宅浅野豊太郎書状〕                 年未詳．12．28     一紙  １通  小野耕平借用金の件に付いて 
１－19－Ａ－ 92  〔井上叔父宛豊太郎書状〕                   年未詳．３．１     一紙  １通  宮野屋足袋并通使の者にお渡依頼他近況 
                                                            お尋ね等 
１－19－Ａ－ 93   〔井上冬太郎宛豊太郎書状〕                  年未詳．11．22     一紙  １通  御注文の羽織の件 おかの様下着の件他 
１－19－Ａ－ 94  〔井上宛豊太郎書状〕                     年未詳．１．３     一紙  １通  播州より男子両人参り呉との旨 貴家思 
                                                            召次第他 
１－19－Ａ－ 95  〔井上叔父宛豊太郎書状〕                   年未詳．５．30     一紙  １通  煎茶々 碗の事 およふ仕立物の事等    虫損 
１－19－Ａ－ 96  〔井上叔母宛浅野豊太郎書状〕                 年月日未詳       一紙  １通  生三身上其他相談申上度御来車御願 
１－19－Ａ－ 97  〔井上信蔵・同冬太郎宛内藤清蔵書状〕             年未詳．旧５．５    一紙  １通  招待状 
１－19－Ａ－ 98  〔井上信蔵・同秀蔵宛浅野惣二郎書状〕             年未詳．５．26     一紙  １通  御婚姻首尾よく相済御祝及其節のおもて 
                                                            なしの御礼 又荊妻の長逗留の礼等 
１－19－Ａ－ 99  〔井上冬太郎宛石井娘三郎書状〕                年未詳．７．11     一紙  １通  赤飯他佳品御贈与御礼状 
１－19－Ａ－100  〔井上冬太郎宛内藤清蔵書状〕                 年未詳．２．６     一紙  １通  鎮守様祭礼に付招待状 
１－19－Ａ－101  〔井上栄夫宛倉敷町長通達〕                  大正６．９．27     一紙  １袋  要員超過の件              封筒入 
１－19－Ａ－102  〔井上冬三宛真館豊太郎書状〕                 年未詳．２．18     一紙  １通  音三郎の義につき御示談仕り度 御越お 
                                                            願書 
１－19－Ａ－103  〔井上千蔵宛市屋安介書状〕                  年未詳．10．23     一紙  １通  拝借銀元利払込の件他 
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１－19－Ａ－104  〔井上宗重郎宛小野伴七書状〕                 年未詳．７．11     一紙  １通  私共道中無事江戸茂兵衛方着 願一通り  封紙有 
                                                            相談他 
１－19－Ａ－105  〔宮崎屋善蔵宛のたや左四郎書状〕               年未詳．４．８     一紙  １通  銀子拝借願 
１－19－Ａ－106  〔井上宛内藤清蔵書状〕                    年未詳．８．５     一紙  １通  地券書換願調印の事他返信 
１－19－Ａ－107  〔井上宛菅書状〕                       年未詳．２．６     一紙  １通  示談の件に付いて 
１－19－Ａ－108  〔井上兄上・同御一同宛真藤健次郎書状〕            年未詳．１．元日    一紙  １通  賀状 借用の御幅今少し御猶予願他 
１－19－Ａ－109  〔井上宛池田栗水書状〕                    年未詳．２．17     一紙  １通  吉田先醒御買上げの陶器支払の件につい 
                                                            て 
１－19－Ａ－110  〔井上宛池田栗水書状〕                    年未詳．旧正．16    一紙  １通  昨冬お持帰りの鉢栽返却の義 年頭の祝 
                                                            詞の事 
１－19－Ａ－111  〔井上宛吉田清二郎書状〕                   年未詳．３．11     一紙  １通  昨春京都よりの品物御役介になった礼 
                                                            其の節の品物掛物１箱帯１筋とも船賃御 
                                                            取替他 
１－19－Ａ－112  〔井上宛吉田清次郎書状〕                   年未詳．４．１     一紙  １通  預けた荷物引取の件他 
１－19－Ａ－113  〔井上宛木村理吉書状〕                    年未詳．８．27     一紙  １通  内藤油代・茶先方より催促等相談書 
１－19－Ａ－114  〔井上宛木村理吉書状〕                    年未詳．８．６     一紙  １通  兼吉過日之事に付御苦労被下候様申越願 
                                                            書 
１－19－Ａ－115  〔井上宛徳太郎書状〕                     年未詳．４．14     一紙  １通  御伺ひの為今夕逗留か否か様子伺書 
１－19－Ａ－116  〔井上宛二三書状〕                      年未詳．１．14      一紙  １通  御頼の金子の義に付いて 
１－19－Ａ－117  〔井上宛二三書状〕                      年未詳．３．27     一紙  １通  葉莨商ひの件 出張の処夜前より持病で 
                                                            閉口の事他 
１－19－Ａ－118  〔井上宛大野書状〕                      年未詳．11．13     一紙  １通  山場之書拝見願 
１－19－Ａ－119  〔井上宛佐藤真平書状〕                    年未詳．４．13     一紙  １通  金子証券差出に付いて 
１－19－Ａ－120  〔井上宛生田順五郎書状〕                   年未詳．卯．14     一紙  １通  久見への御祝の事 又お越しお願の事等 
１－19－Ａ－121  〔井上宛森屋書状〕                      年未詳．２．16     一紙  １通  内藤一件に付き至急御知らせしたき事あ 
                                                            り 
１－19－Ａ－122  〔井上宛大久保尚平書状〕                   年未詳．５．17     一紙  １通  菓子の礼状 
１－19－Ａ－123  〔井上宛生坂間野書状〕                    年未詳．６．７     一紙  １通  白金35両返上猶予願 金礼に付いて他 
１－19－Ａ－124  〔井上檀那宛柳屋久助書状〕                  年未詳．４．17     一紙  １通  浜田札の件について           封紙有「宮内にて井上檀那様 
                                                                                柳屋久介」 
１－19－Ａ－125  〔井上宛栄や宮右衛門書状〕                  年未詳．６．16     一紙  １通  先達而申上候道具四品に付いての伺書他 
１－19－Ａ－126  〔井上宛平右衛門書状〕                    年未詳．５．８     一紙  １通  東備の御土産の礼状           封書入 
１－19－Ａ－127  〔井上宛犬養○○書状〕                    年月日未詳       一紙  １通  吉田氏周施にて譲受の分 本日取越の為 
                                                            人指出しの義について 
１－19－Ａ－128  〔井上様宛舟右衛門書状〕                   年月未詳．  22     一紙  １通  楊弓の事 
１－19－Ａ－129  〔井上宛茶屋甚右衛門書状〕                  年月未詳． 17     一紙  １通  代金支払の銀札についての願書 
１－19－Ａ－130  〔宮崎屋宛伊右衛門書状〕                     戌．12．27     一紙  １通  年貢算用書の件他 
１－19－Ａ－131  〔井上宛観龍寺書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  粗品進呈の知らせ             131～142 袋入り 一括 
１－19－Ａ－132  〔井上□（亮カ）三宛観龍寺書状〕               年月未詳． ３     一紙  １通  年始の祝標の案内状 
１－19－Ａ－133  〔井上御閑栖宛観龍寺書状〕                  年未詳．１．２     一紙  １通  堺紙板拝借の件 
１－19－Ａ－134  〔井上宛観龍寺書状〕                     年月未詳． ６     一紙  １通  横笛返却願 
１－19－Ａ－135  〔井上御閑栖宛法主書状〕                   年未詳．５．１     一紙  １通  帰寺のお知らせ及留守中御役介になった 
                                                            礼状 
１－19－Ａ－136  〔井上宛法主書状〕                      年月日未詳       一紙  １通  帰寺のお知らせ 
１－19－Ａ－137  〔井上宛法主書状〕                      年月未詳． 15     一紙  １通  西岡檀中１両名弊寺に召請に付いて御越 
                                                            願書 
１－19－Ａ－138  〔井上御閑栖宛宝寿山月洲書状〕                年月未詳． 28     一紙  １通  画の周施願 
１－19－Ａ－139  〔井上宛月洲書状〕                      年月日未詳       一紙  １通  御来遊の案内状 
１－19－Ａ－140  舌換                              年月日未詳       一紙  １通  返却された粗品に付いて本栄寺→井上 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 44 

１－19－Ａ－141  〔井上亮三宛本栄寺書状〕                   年月日未詳       一紙  １通  則武墓所の件について 
１－19－Ａ－142   〔井上宛[  ]書状〕                    年未詳．１．21     一紙  １通  三宅婚姻の事他 
１－19－Ａ－143  〔花屋新右衛門様宛ねこ屋平三郎〕               年未詳．５．14     一紙  １通  引取金子の義他             封紙有 
１－19－Ａ－144  花屋新右衛門宛猫屋平三郎書状                 年未詳．５．20     一紙  １通  取引 200両判金の事他          封紙有 
１－19－Ａ－145  〔花屋新右衛門様宛ねこ屋平三郎書状〕                年未詳．６．18     一紙  １通  松魚の礼10両２分の放金の義他      封紙有 
１－19－Ａ－146  覚                                巳．７．29     一紙  １通  御用立金算用書 ねこ屋平三郎→花屋新 
                                                            右衛門 
１－19－Ａ－147  〔井上新右衛門宛高戸吉平書状〕                年未詳．４．22     一紙  １通  御預け中の岡山払道具の事 玉島岡山両  封紙有 
                                                            所之内取越金の事 岡山養子一条の事他 
１－19－Ａ－148  〔井上新右衛門宅高戸吉平書状〕                年未詳．４．28     一紙  １通  瀧本屋払道具売払の件 滝本屋よりの拝  封紙有 
                                                            借金返済の件他 
１－19－Ａ－149  〔花屋新右衛門宛くしや久太郎書状〕                巳．９．23     一紙  １通  兼て取次居申金子の義について      封紙有 
１－19－Ａ－150  〔花屋新右衛門宛串屋久太郎書状〕               年未詳．５．10     一紙  １通  御買上御礼 預り金受取の事等      封紙有 
１－19－Ａ－151  〔井上亮三宛木山精一書状〕                  年未詳．４．25     一紙  １通  初肴拝受の礼状 
１－19－Ａ－152  〔井上亮三宛木山精一書状〕                 （明治）17．11．３    一紙  １通  警察分署植木廻取行の件他 
１－19－Ａ－153  〔井上新右衛門宛丸尾屋次郎左衛門書状〕            年未詳．９．８     一紙  １通  金談の義他               封紙有 
１－19－Ａ－154  〔はな屋新右衛門宅丸尾屋次郎左衛門〕             年月未詳． ４     一紙  １通  金談の儀 
１－19－Ａ－155  〔新右衛門宛[  ]（虫損）書状〕              年月未詳． 15     一紙  １通  銀札入用の義 溜り次第取揃支払の事 
１－19－Ａ－156  〔井上新右衛門宛大賀徳右衛門書状〕              年未詳．４．27     一紙  １通  近況 私方縁談に付いての御高配御礼他  封紙有 
１－19－Ａ－157  〔井上新右衛門宛真殿卯三郎書状〕               年未詳．１．25     一紙  １通  訪問時の御礼 小野引請の儀について他  封紙有 
１－19－Ａ－158  〔花屋新右衛門宛甚右衛門書状〕                年未詳．７．23     一紙  １通  早々 金子銀札御差越願書 
１－19－Ａ－159  〔井上新右衛門宅西屋与兵衛書状〕               年未詳．４．24     一紙  １通  訪問の際の御礼東京廻米の御用等で返事 
                                                            の遅れた詫 御約束の時計直しの事他 
１－19－Ａ－160  〔井上新右衛門宛堀尾右衛門大輔書状〕             年未詳．４．11     一紙  １通  御祈祷の件に付いての相談書       封紙有 
１－19－Ａ－161  〔井上亮三宛大橋五郎書状〕                  年未詳．２．７     一紙  １通  加須山村所持地の価について       封筒入 
１－19－Ａ－162  〔亮三宛藤井要書状〕                     年未詳．２．17     一紙  １通  田地売渡しの事 
１－19－Ａ－163  〔井上亮三宛岡玄太書状〕                   年月未詳． 20     一紙  １通  拝借金受取の知らせ 
１－19－Ａ－164  〔花屋新右衛門宛茶屋五兵衛書状〕               年未詳．６．18     一紙  １通                      断簡 
１－19－Ａ－165  〔華屋宛はるのや孫太郎書状〕                 年未詳．５．８     一紙  １通  昨日戌亥口様売仕候得とも手に入不申事 
                                                            預申置候元信唐子の図他軸物に付いて 
１－19－Ａ－166  はな屋井上宛○（介）城書状                  年未詳．５．      一紙  ２通  近況外祈願の筋について他        封紙有 和歌書入１紙同封 
１－19－Ａ－167  〔宮崎屋内長七宛弥平二書状〕                 年未詳．７．５     一紙  １通  銀子借用の件他 
１－19－Ａ－168  〔大島甚兵衛宛舟松文吾書状〕                 年未詳．12．12     一紙  １通  御取次の銀子書かへ証文利銀の件 利銀 
                                                            持参に付受取願他覚書等 
１－19－Ａ－169  〔甚兵衛宛真平書状〕                     年未詳．12．11     一紙  １通  手形・歩銀の義他 
１－19－Ａ－170  〔油屋・升屋宛備中屋清次郎書状〕               年未詳．６．朔     一紙  １通  先達より書上御入用御立替 返却の御願 
１－19－Ａ－171  〔庄右衛門宛次郎書状〕                    年未詳．（１）．21   一紙  １通  見舞の礼外右一条の件について 
１－19－Ａ－172  〔山路音三郎宛真館豊太郎〕                  年月日未詳       一紙  １通  申越の邸の事 調印の事 調印後の事等 
１－19－Ａ－173  〔尾崎荘三郎宛森岡丈之助書状〕                年未詳．５．11     一紙  １通  金子借用の件              封紙有 一紙同封 
１－19－Ａ－174  〔源秀慈○宛国分寺者洲書状〕                 年未詳．10．      一紙  １通  相続譲状壱通差下し申に付受取の事    封紙有 
１－19－Ａ－175  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  妻の葬儀の心遣いに対する礼状 
１－19－Ａ－176  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  近況・心境・おことわり等 
１－19－Ａ－177  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  前買上之分は立替払済の事他 
１－19－Ａ－178  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  請の○（銀カ利カ）子に事他 
１－19－Ａ－179  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  銀子渡方依頼他 
１－19－Ａ－180  記                              明治45．２．      一紙  １枚  曽原屋市蔵→井上 代金領収書      1-19-A-180～217 同封「大正 
                                                                                九年来翰」 
１－19－Ａ－181  岡山県立矢掛中学校寄宿舎生徒学資金計算表           大正７．        一紙  ２通  岡山県立矢掛中学校寄宿舎舎→井上冬太  封筒有 
           岡山県立矢掛中学校校内（共）販売店物品購入請求書                         郎 井上益雄の寄宿舎生徒資金計算表及 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 45 

                                                            物品購入請求表 
１－19－Ａ－182  〔御礼状〕                          大正８．８．17     一紙  １枚  堀謙次郎→井上冬太郎          封筒有 182～ 184同封 
１－19－Ａ－183  〔見舞状〕                          大正８．８．18     一紙  １枚  堀謙次郎→井上冬太郎 洪水見舞     封筒有 
１－19－Ａ－184  〔御礼状〕                          大正８．８．18     一紙  １通  堀謙次郎→井上冬太郎 桃の礼状     封筒有 
１－19－Ａ－185  〔御礼状〕                          大正８．12．２     一紙  １通  堀謙治郎内→井上冬太郎御内 御祝を頂  封筒有 185・ 186同封 
                                                            いた御礼 
１－19－Ａ－186  〔近況報告〕                         大正９．１．２     一紙  １通  堀謙治郎内→井上冬太郎内        封筒有 
１－19－Ａ－187  〔井上冬太郎妻宛田口富子書款〕                大正９．４．７     一紙  １通  田口富子→井上冬太郎御奥 お手紙への  封筒有 
                                                            返事 
１－19－Ａ－188  〔御礼状〕                          大正９．５．６     一紙  １通  楢崎憲蔵内→井上冬太郎御内 御礼状   封筒有 
１－19－Ａ－189  〔娘から母への近況報告と着物などの送り願〕          大正９．５．23     封書  １通  岡山市実科女学校内 井上たき乃→井上  封筒有 
                                                            冬太郎御内所 
１－19－Ａ－190  〔商品件送り状〕                       大正９．５．26     一紙  １通  三越呉服店通信販売部→井上冬太郎    封筒有 
１－19－Ａ－191  国勢調査                           大正９．６．      一紙  １通  大正九年十月一日の国勢調査の案内 
１－19－Ａ－192  〔封筒〕                           大正９．７．14     封筒  １枚  浅野晋一郎→井上冬太郎         中身不明 
１－19－Ａ－193  〔第十二回同窓会案内〕                    大正９．７．17     一紙  ２通  倉敷女子尋常高等小学校同窓会→井上松  封筒有 
                                                            枝 
１－19－Ａ－194  大正九年度通知票                       大正９．７．21     一紙  １通  就実高等女学校岡山実科女学校→井上冬  封筒有 
                                                            太郎 井上・瀧野の通知票 
１－19－Ａ－195  〔御礼状〕                          大正９．７．24     一紙  １通  八木作蔵→井上冬太郎          封筒有 
１－19－Ａ－196  〔封筒〕                           大正９．６．５     封筒  １枚  内藤高[ ]→井上冬太郎妻       中身不明 
１－19－Ａ－197  〔通信販売送り状〕                      大正９．10．２     一紙  １通  三越呉服店通信販売部→井上冬太郎    封筒有 
１－19－Ａ－198  〔わび状〕                          大正９．10．３     一紙  １通  斉藤以久子→井上冬太郎妻        封筒有 
１－19－Ａ－199  〔御礼状〕                          大正９．10．28     一紙  １通  浅野晋一郎→井上冬太郎 柿の御礼    封筒有 
１－19－Ａ－200  〔御礼状〕                          大正９．11．７     一紙  １通  逸見常太郎→井上冬太郎         封筒有 
１－19－Ａ－201  井上冬太郎様                         大正９．11．10     封筒  １枚  佐藤善一郎→井上冬太郎         中身ナシ 
１－19－Ａ－202  〔御礼状〕                          大正９．12．12     一紙  １通  逸見常太郎→井上冬太郎         封筒有 
１－19－Ａ－203  〔イノウエフユタロカタイツミユキ宛電報〕           大正９．12．27     一紙  １通  イツ→イツミユキ 「ケフイケヌ二八ヒ 
                                                            ユクヨテイ」 
１－19－Ａ－204  帰省御届扣                          年未詳．５．15     一紙  １枚  井上冬太郎→梅寮舎監[ ] 井上瀧野  左端破損 
                                                            が家庭の事情で５月15日に帰省すること 
                                                            への許可願 
１－19－Ａ－205  〔母親宛井上たき乃書款〕                   年未詳．６．５     一紙  １通  井上たき乃→井上新 着物と金子五拾円  封筒有 205・ 206同封 
                                                            の送附願 
１－19－Ａ－206  〔松枝宛井上たき乃書款〕                   年未詳．６．５     一紙  １通  井上たきの→松枝 勉学に励むよう励ま  封筒有 
                                                            し 
１－19－Ａ－207  〔母親宛井上たき乃書款〕                   年未詳．６．28     一紙  １通  井上たき乃→井上新 仕立物など送附願  封筒有 207・ 208同封 
１－19－Ａ－208  〔兄宛井上たき乃書款〕                    年未詳．６．28     一紙  １通  井上たき乃→兄 六高入試へのはげまし  封筒有 
                                                            と近況報告 
１－19－Ａ－209  〔井上新宛井上たき乃書款〕                  年未詳．７．12     封書  １通  井上たき乃→井上新 帰省などの知らせ  封筒有 
１－19－Ａ－210  〔御礼状〕                          年未詳．７．12     一紙  １通  尾崎とめ→井上姉上様 母親全快につき  封筒有 
                                                            御礼状 
１－19－Ａ－211  〔御礼並に近況報告〕                     年未詳．８．24     一紙  １通  尾崎とめ→井上姉上様          封筒有 
１－19－Ａ－212  記                              年未詳．11．19     一紙  １通  神野好松→井上 清酒の注文       封筒有 212・ 213同封 
１－19－Ａ－213  〔酒注文につき〕                       年未詳．11．19     一紙  １通  神野好松→井上 清酒の注文について   封筒有 
１－19－Ａ－214  口上                             年未詳．12．６     一紙  １通  尾崎とめ→井上御兄上様 千枚漬送り予  封筒有 
                                                            告 
１－19－Ａ－215  〔御礼状〕                          年未詳．12．29     一紙  １通  楢崎鶴子→井上冬太郎御内 物品を頂い  封筒有 
                                                            たお礼 
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１－19－Ａ－216  〔井上瀧宛倉敷女子尋常高等小学校同窓会書款〕         年月日未詳       封書  １通  倉敷女子尋常高等小学校同窓会→井上瀧  未開封 
１－19－Ａ－217  〔新製品のコンロの広告〕                   年月日未詳       一紙  １枚 
１－19－Ａ－218  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  小銀札取かへの事他 
１－19－Ａ－219  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  手鑓の件について 
 
◇◇◇１－１９－Ｂ－１～５７〔その他〕◇◇◇ 
１－19－Ｂ－ 1   華屋勘定下書                         寛政３．～５．     一紙  １通 
１－19－Ｂ－ 2   覚                              明治２．４．21     一紙  １通  白銀借用書 はな舎新右衛門→西屋与兵  ２～７一括 
                                                            衛 
１－19－Ｂ－ 3   覚                              （巳）．５．４     一紙  １通  銀札受取証 はな屋新右衛門→備中屋清 
                                                            次郎 
１－19－Ｂ－ 4   〔覚〕                              巳．６．      一紙  １通  御入用銀書上げ 備中屋清次郎→井上 
１－19－Ｂ－ 5   覚                                巳．７．13     一紙  １通  保字判金渡状 はなや新右衛門→備中屋 
                                                            清次郎 
１－19－Ｂ－ 6   覚                                  巳．        一紙  ５通  御買物代金他受取書 木屋清七郎他→花 
                                                            屋新右衛門 
１－19－Ｂ－ 7  覚                                巳．        一紙  ３通  請取書 備中屋清次郎他→井上他 
１－19－Ｂ－ 8  覚                              明治10．１．21     一紙  １通  金子渡し証 爪崎本浅堂→井上 
１－19－Ｂ－ 9  記                              明治11．８．２     一紙  １通  戸別賦課金受取書 
１－19－Ｂ－10  記                              明治29．１．11     一紙  １通  倉敷紡績所利益配当金受取書 本浅野→ 
                                                            井上 
１－19－Ｂ－11  〔収支書上〕                         明治39．正～44. 12月    横半  １冊 
１－19－Ｂ－12  〔収支書上〕                        （明治40）．２．～２月  横半  １冊 
１－19－Ｂ－13  通達                             大正６．４．25     一紙  １通  徴兵身体検査施行通知 倉敷町長→井上 
                                                            栄夫 
１－19－Ｂ－14  大正七年九月 風呂場雪隠造作費 いのうえ           大正７．９．      横半  １冊  風呂場・雪隠工事の依頼店に支払う金額 
                                                            の書上 
１－19－Ｂ－15  九月七日 湯殿造作人歩扣                   年未詳．９．７     横半  １冊 
１－19－Ｂ－16  記                                丑．２．      一紙  １冊  板垣直し賃受取書 永沢→竹田屋 
１－19－Ｂ－17  覚                                丑．３．５     一紙  １通  三分一銀に付いて御越依頼書 鳥羽村○ 
                                                            ○○（得兵衛カ）→安兵衛 
１－19－Ｂ－18  覚                                丑．６．２     一紙  ２通  過金返済書・添書 尾崎→井上      封紙有「井上様 尾崎」 
１－19－Ｂ－19  覚                                寅．12．19     一紙  １通  算用書 西屋代二郎→宮崎屋 
１－19－Ｂ－20  〔支払代銀書上〕                         巳．４．～５．   横長  １束  備中屋・三津屋・米屋嘉五郎・重苑堂・  20～27一括 30通一括 
                                                            金花堂より新右衛門宛 
１－19－Ｂ－21  覚（白銀50匁）                        年未詳．１．11     一紙  １通  井上新右衛門宛備中屋請取証文 
１－19－Ｂ－22  覚（領収書）                         年未詳．５．３     一紙  ４枚  玉子・菓子・他買物 池口屋・重苑堂 
１－19－Ｂ－23  書上（買物）                         年未詳．５．６     一紙  １通  買物 池口屋 
１－19－Ｂ－24  覚（買物）                          年未詳．５．19      一紙  １通  酒の買いつけ 角屋常左衛門より御旦那 
                                                            宛 
１－19－Ｂ－25  覚（金銭貸借）                          巳．５．      一紙  １通  新右衛門宛丸尾屋四郎左衛門 金銭貸借 
                                                            （丸尾屋が新右衛門に借りた） 
１－19－Ｂ－26  覚（金銭貸借）                        年未詳．６．23     一紙  １通  水田源五郎より金札17両受取証 
１－19－Ｂ－27  覚（金銭貸借）                        年月日未詳       一紙  １通  花屋新右衛門宛万屋利兵衛受取証 
１－19－Ｂ－28  覚                                巳．５．17     一紙  １通  請求書 備中清次郎→升屋 
１－19－Ｂ－29  覚                                巳．５．20     一紙  １通  19日より27日迄金子書上 備中屋→井上  29～35一括 
１－19－Ｂ－30  覚                                巳．６. 23     一紙  １通  唐画御返し受取書 山際屋→花屋 
１－19－Ｂ－31  覚                              年未詳．４．17     一紙  １通  札金御書付返上の件 西屋→井上 
１－19－Ｂ－32  覚                              年未詳．４．25     一紙  １通  島反・かたひら等預け書 久太郎→塚元 
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１－19－Ｂ－33  記                              年未詳．５．10     一紙  １通  古瓢直し賃 国井無名→井上 
１－19－Ｂ－34  覚                              年未詳．６．23     一紙  １通  かけ物受取書 茶屋甚左衛門→はなや 
１－19－Ｂ－35  覚                              年月日未詳       一紙  １通  二株金子御預り書付紛失について 
１－19－Ｂ－36  覚                                巳．７．23     一紙  １通  諸入用書上 笹沖 源[ ]→宮崎屋安 
                                                            兵衛 
１－19－Ｂ－37  覚                                巳．８．26     一紙  １通  元利算用並受取書 西屋与兵衛→花屋新  37～40一括 
                                                            右衛門 
１－19－Ｂ－38  覚                                巳．８．      一紙  １通  掛物・大急須他代金并算用書 山際屋又 
                                                            右衛門→花屋 
１－19－Ｂ－39  覚                              年月日未詳       一紙  １通  預り金 各渡金他明細書上 
１－19－Ｂ－40  〔覚 山際屋〕                        年月日未詳       一紙  １通  掛物・硯箱蒔絵他代金書上 
１－19－Ｂ－41  〔井上五蔵宛御師三村梶助大夫書状〕              年未詳．９．吉日    一紙  １通  御師三村梶助大夫→井上五蔵様 家例御  41～43一括 
                                                            祈祷御祓大麻并御祝儀進上について 
１－19－Ｂ－42  華屋分 未年勘定下書                       未．        一紙  １枚 
１－19－Ｂ－43  未年惣勘定下書                          未・        横長  １冊 
１－19－Ｂ－44  覚                                酉．11．10     一紙  １通  大豆銀・江戸掛り銀他算用書 西阿知村 
                                                            六右衛門→宮崎屋 
１－19－Ｂ－45  書置申一札之事                          戌．10．21     一紙  １通  当庵の事に付き安兵衛より飛脚参次第御  45・46一括 
                                                            下り相談可給願書 圭堂→玄州津師 
１－19－Ｂ－46  書□（置カ）申一札之事                      戌．10．21     一紙  １通  白銀 300目観龍寺寄進等遣言状 圭堂→ 
                                                            玄洲房・安兵衛 
１－19－Ｂ－47  記                              年未詳．８．12     一紙  １通  仕立物代受取書 三津→井上 
１－19－Ｂ－48  記                              年未詳．８．      一紙  １通  明細書 内藤嘉助→井上 
１－19－Ｂ－49  覚                              年未詳．９．14     一紙  １通  足守請引の為の人足賃 祝義請取書宮崎  封紙有 
                                                            屋→浜村組頭 
１－19－Ｂ－50  覚                              年未詳．11．２     一紙  １通  舟尾より婚礼の節の人足賃受領書 浜村  封紙有 
                                                            組頭→宮崎屋 
１－19－Ｂ－51  〔記〕                            年未詳．12．13     一紙  ２通  買物代金請求書 
                                        ～大正４．１．８ 
１－19－Ｂ－52  〔覚書〕                           年月日未詳       一紙  ３通  金子書上 
１－19－Ｂ－53  〔入用書上〕                         年月日未詳       横長  １通  裏「井ノ上氏」 
１－19－Ｂ－54  〔絵図入用書上〕                       年月日未詳       横長  １綴  井ノ上家                ６枚１綴 絵はレプリカ 
１－19－Ｂ－55  〔入用書上〕                         年月日未詳       横長  １冊 
１－19－Ｂ－56  〔宴席手配書上〕                       年月日未詳       横半  １綴  献立・祝義等              18枚１綴 
１－19－Ｂ－57  覚                              年月日未詳       一紙  １束  俵屋宛御買物代明細書他 
 
◆◆◆１－２０－１・２〔宗教〕◆◆◆ 
１－20－１    一札之事                           享保16．４．11     一紙  １通  宝寿寺観龍寺・末寺清鏡寺・末寺観音坊  包紙有 
                                                            →東日庵御住持 同施主井上安兵衛殿 
                                                            東日庵へ観龍寺より寺跡支配について 
１－20－２    記                               丙子．７．１     一紙  １通  観龍寺米代金預り証井上亮三→内藤清蔵 
◆◆◆１－２２－１～５〔学芸医療〕◆◆◆ 
１－22－１    〔ひろさた作和歌〕                      年月日未詳       一紙  １通  古郷擣衣・雲浮野水 
１－22－２    〔ひろさた作和歌〕                      年月日未詳       一紙  １通 
１－22－３    〔伊達安芸・高尾・片山隼人〕                 年月日未詳       一紙  １通  仙台ノ股肱伊達安芸・妓の女高尾他 
１－22－４    〔手習〕                           年月日未詳       一紙  ２通  孔明臥龍他 
１－22－５    〔夏鼎作和歌〕（井上五蔵）                  年月日未詳       一紙  ５通  たい裏・社頭立秋・寄鳥恋・春雨告冬他 

           ２箱 
◆◆◆２－２〔土地〕◆◆◆ 
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２- 2-A- 1    〔地券関係書類〕                       年月日未詳       一紙  ６枚  加須山村地券税など 
 
◆◆◆２－３－Ａ・Ｂ〔租税〕◆◆◆ 
◇◇◇２－３－Ａ－１～１８〔一点文書〕◇◇◇ 
２- 3-A- 1    享保五庚子御年貢米銀取通之事                 享保５．        横長  １綴  はなや清右衛門 
２- 3-A- 2    西原村御年貢米請取通                     寛延４．        横長  １綴  安兵衛 
２- 3-A- 3    三左衛門有城村御年貢御通                   享和３．        一紙  １通 
２- 3-A- 4    享和三亥年御年貢米請取通                   享和３．        一紙  １通  吉田名主平田村伝左衛門→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛 
２- 3-A- 5    水江村御年貢請取通                      享和３．        横長  １綴  倉敷安兵衛 
２- 3-A- 6    当御年貢米代銀請取通                     享和３．        一紙  １通  川入村名主嘉一郎 
２- 3-A- 7    渋江村御年貢米請取通                     享和３．８．      一紙  １通  名主田ノ上万蔵→倉敷宮崎屋安兵衛 
２- 3-A- 8    御年貢米銀請取通                       享和３．        一紙  １通  子位庄村名主２人 倉敷宮崎屋安兵衛 
２- 3-A- 9    加須山村御年貢倉輔三左衛門分                 （享和３）．      一紙  １通 
２- 3-A-10    高沼村御年貢倉輔三左衛門分                  （享和３）．      一紙  １通 
２- 3-A-11    癸亥御年貢請取通                       （享和３）．      一紙  １通  庄屋伴左衛門 倉敷宮崎屋安兵衛納 
２- 3-A-12    加須山村御年貢請取通                     文政２．11．      一紙  １通  花ヤ 善左衛門分 
２- 3-A-13    覚                                亥．11．20     一紙  １通  渋江村名主万蔵 
２- 3-A-14    高沼村御年貢 倉敷三左衛門                   壬戌．12．18     一紙  １通  庄屋 荘三郎 
２- 3-A-15    亥年貢残り                          年月日未詳       一紙  １通  備前札26匁、など 
２- 3-A-16    〔金・御札書上〕                       年月日未詳       一紙  １通 
２- 3-A-17    〔年貢請取関係小書付〕                    年月日未詳       一紙  ６枚 
２- 3-A-18    手扣                             年月日未詳       一紙  １通  当村定免であるが、屋敷の御改葺につき 
                                                            改めて検見をすること 
 
◇◇◇２－３－Ｂ－１・２〔一括文書〕◇◇◇ 
２- 3-B-1- 1   箕島村御年貢通 享和弐壬戌とし                享和２．３．27     一紙  １通  庄屋弥助                包紙有 表に倉敷宮崎屋三左 
                                                                                衛門→箕島村年貢皆済通 
２- 3-B-1- 2   享和二壬戌御年貢米銀請取通之事                享和２．12．29     一紙  １通  庄屋七大夫 他４名→吉三郎 
２- 3-B-1- 3   享和二壬戌御年貢米銀請取通之事                年未詳．12．29     一紙  １通  庄屋七大夫 他４名→善左衛門 
２- 3-B-1- 4   〔享和二戌□御年貢米請取□（通カ）〕             享和２．        一紙  １通  黒崎村名主 藤兵衛→倉敷宮崎屋五蔵殿 
２- 3-B-1- 5   〔□（享カ）和二戌年三左衛門通〕              （享）和２．       一紙  １通  米量について 
２- 3-B-1- 6   羽島村御年貢請取通                      享和２．        横長  １冊  兼帯荘屋二日市村 平松銀右衛門→倉敷 
                                                            宮崎屋五蔵 
２- 3-B-1- 7   〔亀山村御年貢米上納諸所通〕                 享和２．        一紙  １枚                      中損有 
２- 3-B-1- 8   享和三亥年六月 酒津一ノ口御普請入用請取通          享和３．６．      一紙  １通  会所→吉太郎 皆済           虫損有 
２- 3-B-1- 9   享和三□（亥）年六月 酒津一ノ口御普請入用請取通       享和３．６．      一紙  １通  会所→花屋善左衛門           虫損有 
２- 3-B-1-10   享和三亥年六月 酒津一ノ口御普請入用請取通          享和３．６．      一紙  １通  会所→三左衛門 皆済          虫損 
２- 3-B-1-11   〔当御年貢米諸所通〕                     享和３．        一紙  １枚 
２- 3-B-1-12   覚〔小玉代銀受取の事〕                      亥．９．25     一紙  １通  酒津村 庄兵衛→倉敷宮崎屋五蔵 
２- 3-B-1-13   覚〔代銀札請取について〕                     戌．12．15     一紙  １通  白楽市村源吉→宮崎屋安兵衛 
２- 3-B-2- 1   元禄七戌御年貢米請取事                    元禄７．12．26     一紙  １通  倉敷町庄屋 小野調意→花や 善左衛門 
２- 3-B-2- 2   元禄十六未癸御年貢米請取通之事                元禄16．７．12     一紙  １通  倉敷町大庄屋小野孫太夫→庄屋善左衛門 
２- 3-B-2- 3   寛延四未辛御年貢米銀請取通之事                寛延４．12．      一紙  １通  倉敷村庄屋又兵衛→西島屋曽平 
２- 3-B-2- 4   御年貢通                           宝暦10．12．      一紙  １通  名主十兵衛→安兵衛 
２- 3-B-2- 5   羽島金経御年貢米請取通                    安永３．９．      一紙  １通  庄屋平松秀次郎→吉和屋伊右衛門 
２- 3-B-2- 6   羽島金経御年貢米請取通                    安永５．９．      一紙  １通  庄屋平松五郎次郎→宮崎屋五蔵 
２- 3-B-2- 7   羽島金経御年貢米請取通                    安永７．５．      一紙  １通  庄屋平松秀次郎→吉和屋伊右衛門 
２- 3-B-2- 8   浜村小子位村御年貢請取                    享和３．        横長  １冊  庄屋恵茂八→三左衛門 
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２- 3-B-2- 9   吉岡村御年貢米通                       享和３．        一紙  １通  名主三兵衛→宮崎屋安兵衛 
２- 3-B-2-10   享和三癸亥御年貢米銀請取通之事                享和３．        一紙  １通  庄屋七大夫・年寄伊左衛門・同義之助・ 
                                                            同三左衛門・同義左衛門→花屋善左衛門 
２- 3-B-2-11   享和三癸亥御年貢米銀請取通事                 享和３．        一紙  １通  庄屋七太夫・年寄伊左衛門・茂之助・茂 
                                                            左衛門→三左衛門 
２- 3-B-2-12   伯楽市村当御年貢米請取通                   享和３．９．      一紙  １通  名主川入村嘉二郎→倉敷宮崎屋安兵衛 
２- 3-B-2-13   享和三癸亥御年貢米銀請取通之事                享和３．11．      一紙  １通  庄屋七大夫・年寄伊佐衛門・同義之助・ 
                                                            同三左衛門・同義左衛門→吉三郎 
２- 3-B-2-14   送り手形之事                         文化４．４．      一紙  １通  備前国児島郡林村和平方武吉歳31 竹岡 
                                                            屋 善右衛門家内へ送付 
２- 3-B-2-15   羽島村御年貢請取通                      文政２．11．      一紙  １通  羽島村庄屋兼大庄屋亀山栄三郎→花屋善 
                                                            左衛門 
２- 3-B-2-16   〔米数書上〕                           卯．３．      一紙  １通  福島村代右衛門→倉敷花屋善左衛門 
２- 3-B-2-17   覚                                未．２．      一紙  １通  月番三左衛門→七太夫ほか３名 縁談に 
                                                            ついて 
２- 3-B-2-18   〔詩文〕                            壬申．        一紙  １通  陸放翁→老松園 
２- 3-B-2-19   覚                              年未詳．２．５     一紙  １通  人別移動願 願人長井屋平次郎娘はま歳 
                                                            23才八田部村弥兵衛弟直助妻へ他８人 
２- 3-B-2-20   覚                              年未詳．２．14     一紙  １通  人別移動願 忠助忰太十郎歳６才浜村平 
                                                            左衛門養子願他 
２- 3-B-2-21   〔七太夫ほか三名宛三左衛門書状〕               年未詳．２．16     一紙  １通  三左衛門→七太夫・義右衛門・彦七郎・ 
                                                            常助若者にて浄瑠璃会を催す件について 
２- 3-B-2-22   〔三郎右衛門宛快満書状〕                   年未詳．７．３     一紙  １通  西岡隠居恵州上人会見之事 覚（宮崎屋 
                                                            御手代中）有り 
２- 3-B-2-23   〔井上松園宛つう庵久甫書状〕                 年未詳．12．22     一紙  １通  金子 150両返済の件 
２- 3-B-2-24   〔山田阿波介書状〕                      年月日未詳       一紙  １通  妙見官および三社神子座席の儀について 
                                                            山田阿波介→不詳（後欠） 
２- 3-B-2-25   〔三郎左衛門宛三郎二郎書状〕                 年月日未詳       一紙  １通  霰鉄瓶の件 
 
◆◆◆２－４〔村〕◆◆◆ 
◇◇◇２－４－Ｂ－１・２〔一括文書〕◇◇◇ 
２- 4-B-1-１-1    覚（上納に付 貴家預り之内請取）                 子．１．23     一紙  １通  義之助より三郎右衛門あて 
２- 4-B-1-１-2  覚（金銭出入勘定書〕                     年未詳．５．24     一紙  １通  七太夫より三郎右衛門あて 
２- 4-B-1-１-3  覚（差出銀請取）                         子．11．６     一紙  １通  掛屋から宮崎屋あて 
２- 4-B-1-１-4  覚（御預り銀之内不足分請取）                   子．11．30     一紙  １通  義之助より三郎右衛門 
２- 4-B-1-２   覚（御役所預ケ金請取）                      戌．１．13     一紙  １通  倉敷村年寄三左衛門より御役所 
２- 4-B-1-３   覚（郡中入用など御役所へ取替の分請取）              戌．１．24     一紙  １通  井筒屋より宮崎屋 
２- 4-B-1-４   覚（郡中大割書付）                        酉．３．朔     一紙  １通  井筒屋→宮崎屋 
２- 4-B-1-５   覚（年貢銀残 他）                        亥．３．21     一紙  １通  井筒屋→宮崎屋 
２- 4-B-1-６   覚（郡中大割銀之内為持被下 受取）                酉．３．30     一紙  １通  銭屋より宮崎屋 
２- 4-B-1-７   覚（午年出張所入用 貴宅へ相納候分受取）             酉．４．２     一紙  １通  銭屋から宮崎屋あて 
２- 4-B-1-８   口上〔午年江戸出張所入用貴宅御預之分算用払居申〕       年未詳．４．２     一紙  １通  義之助から三左衛門あて 
２- 4-B-1-９   覚〔金銀借用証文〕                        子．４．14     一紙  １通  江戸・大阪御登ニ付貴家 御預之内書面 
                                                            通御差出 金銀請取書拙者預置候以上 
                                                            上納年番 三郎右衛門→義之助 
２- 4-B-1-10   覚（当地差出銀 受取）                     壬戌．４．25     一紙  １通  茂之助より三左衛門 
２- 4-B-1-11   覚（拙者御預りニ候ハ引足リ不申ニ付貴殿御預之内請取）       子．４．28     一紙  １通  茂三助より三郎左衛門 
２- 4-B-1-12   三郎右衛門宛義之助書状                      子．５．19     一紙  １通  覚〔三郎右衛門預り金の内義之助が金41 
                                                            両２分を借りて手形で勘定する〕 
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２- 4-B-1-13   〔金請取証文〕                          丑．６．朔     一紙  １通  七太夫→三郎右衛門 
２- 4-B-1-14   覚〔預籾売仏代銀 請取証文〕                   卯．８．22     一紙  １通  会所→宮崎屋殿 
２- 4-B-1-15   覚（当亥郡中入用不足ニ付出銀申付用達ニ相渡候）          亥．８．28     一紙  １通  三河口太忠手付百々 彦一より倉敷村年寄 
                                                            三左衛門 
２- 4-B-1-16   覚（丑年貯麦御掃代御貸付当買入可申分）              亥．８．      一紙  １通  三河口太忠→大岡久之丞 
２- 4-B-1-17   覚（当亥郡中割取立不足ニ付立替銀請取）            享和３．９．７     一紙  １通  三河口太忠手附百々 彦一より倉敷村年寄 
                                                            三左衛門 
２- 4-B-1-18   三左衛門あて左門太書状                    年未詳．11．５             銀子繰替の義附 
２- 4-B-1-19   覚〔年貢銀拾貫目受取証〕                     亥．11．６     一紙  １通  井筒屋→宮崎屋 
２- 4-B-1-20   覚〔貸付・年貢・郡中割受取内訳〕               年未詳．11．      一紙  １枚 
２- 4-B-1-21   覚〔上納金不足分受取〕                      子．12．11     一紙  １通  金四百両上納仰付の内二百両不足につき 
                                                            三郎右衛門預り上り引出しの事 義之助 
                                                            →三郎右衛門 
２- 4-B-1-22   覚（年貢銀之内御役所へ差上候分請取）               戌．12．23     一紙  １通  宮崎屋三郎左衛門より井筒屋伊左衛門宛 
２- 4-B-1-23   三左衛門宛増井左門太書状                   年未詳．12．28     一紙  １通  先刻御談申候銀子の間違いを指図 
２- 4-B-1-24   覚〔郡中割の計算下書〕                    年月日未詳       一紙  １枚 
２- 4-B-1-25   〔御年貢辻の内諸引計算書〕                  年月日未詳       一紙  １枚 
２- 4-B-1-26   〔金貸借書付〕                        寅年間～巳年間     一紙  56枚  編年されておらず寅年14枚・卯年11枚・ 
                                                        １綴  辰年19枚・巳年２枚・年未詳10枚 
２- 4-B-2     〔庄屋小野七太夫より井上七郎右衛門（広輔）へ宛てて小書付〕  文政５．            13通  郡中銀収納に関するもの 年寄宮崎屋が 
                                                        一括  自己へ資産を担保に保証 計13点他に宝 
                                                            島寺から井上三郎右衛門宛１通封じあり 
                                                            この書状は井上家の疎遠に対するもの 
◆◆◆２－６－Ａ・Ｂ〔戸口〕◆◆◆ 
◇◇◇２－６－Ａ－１・２〔一点文書〕◇◇◇ 
２- 6-A-1     〔封紙〕                           寛政３．５．      封紙  １枚  川上郡成羽新町金三郎忰富蔵 
２- 6-A-1-①   宗門請状之事                         寛政３．５．      一紙  １通  川上郡成羽新町宮木屋金重郎身分富蔵の  2-6-A-1-１～3 まで封紙に 
                                                            儀 川上郡下原村龍泉寺→窪屋郡倉敷庄  入る 
                                                            屋孫太夫、年寄 
２- 6-A-1-②   送り手形之事                         寛政３．５．      一紙  １通  備中川上郡成羽新町宮木屋金十郎身分富 
                                                            蔵の儀 成羽新町大年寄鍋屋徳右衛門ら 
                                                            ３人→窪屋郡倉敷庄屋孫太夫、年寄 
２- 6-A-1-③   差出申一札之事                        寛政３．５．      一紙  １通  送り手形・宗門請取の印形見届 預人広 
                                                            井屋すけ、親類島田屋新兵衛、五人組ら 
                                                            →年寄月番五蔵 
２- 6-A-2-①   差出シ申一札之事                       寛政６．４．      一紙  １通  養子引請願、山ノ後隠墓十郎ほか１人→  封紙有 「軽部村より養子引 
                                                            月番五蔵                請願書類 宗門請状弐通送り 
                                                                                手形弐通」①～③入 
２- 6-A-2-②   送手形之事                          寛政６．４．      一紙  １通  養子に遣すこと 軽部村名主金五郎→倉 
                                                            敷村庄屋孫太夫、年寄 
２- 6-A-2-③   宗門請状之事                         寛政６．４．      一紙  １通  津寺村宗蓮寺→倉敷村庄屋孫太夫、年寄 
 
◇◇◇２－６－Ｂ－１－１～８〔一括文書〕◇◇◇ 
２- 6-B-1-１   〔宗門手形・書類〕                      寛政６．４．15・６月  一紙  １枚 
２- 6-B-1-２   平田村惣十郎忰又吉宗門之引請願候書状             寛政６．４．15・６月                              包紙有 
２- 6-B-1-２- ① 送手形之事                          寛政６．６．      一紙  １通  備中国窪屋郡平田村庄屋円次郎・五人組  虫損取扱注意 
                                                            頭丈三郎→同国同郡倉敷村庄屋孫大夫殿 
２- 6-B-1-２- ② 宗門請状の事                         寛政６．６．      一紙  １通  同国同領生坂村東雲院→備中窪屋郡倉敷 
                                                            庄屋孫大夫殿年寄中 
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２- 6-B-1-２- ③ 差出下一札の事                        寛政６．６．      一紙  １通  願人郡屋善蔵他５名→年寄月番五蔵殿 
２- 6-B-1-２- ④ 書状                             寛政６．４．15     一紙  １通  平田村庄屋円次郎→倉敷年寄月番五蔵殿 
                                                            平田村惣十郎悴又吉、郡屋善蔵家内へ遣 
                                                            すに当っての引請願い 
２- 6-B-1-3    〔窪屋郡水江村代次郎養子縁組につき宗門関係書類〕       寛政６．６．      一紙  ４通  窪屋郡水江村長之助従弟代次郎が川入屋 
                                                            勘右衛門へ養子縁組の事 ｢送り手形之事｣  
                                                            「差出し申一札之事」「宗門請状之事」 
                                                            など 
２- 6-B-1-4    以書付御願申上候                       寛政６．６．      一紙  １通  崇軒、今蔵屋熊八→年寄月番五蔵 今蔵  封紙有 
                                                            屋熊八母そよ、妹りの２人崇軒家内に願 
                                                            上の件 
２- 6-B-1-5    日畑村左兵衛弟浅吉引請之節手形                寛政６．６．      一紙  ５通  宗門請状之事 都宇郡日畑村浄安寺→倉  包紙有 
                                                            敷庄屋孫太夫年寄中 奥書野口辰之助様 
                                                            代官所都宇郡日畑村庄屋与次兵衛 送手 
                                                            形之事日畑村年寄与次兵衛→倉敷庄屋孫 
                                                            太夫・年寄 差出申一札之事 願人東町 
                                                            とめ他５人→年寄月番五蔵 日畑村左兵 
                                                            衛弟浅吉、倉敷東町とめ養子願 他２通 
２- 6-B-1-6-  ① 宗門送手形之事                        寛政６．６．      一紙  １通  窪屋郡子位庄村龍昌院→備中窪屋郡倉敷  包紙有（宗門送手形２通） 
                                                            庄屋孫太夫・同御年寄 岡山領分備中窪 
                                                            屋郡西部村善四郎甥藤吉、妻のぶ年39離 
                                                            縁件 
２- 6-B-1-6-  ② 宗門送手形之事                        安永３．８．      一紙  １通  窪屋郡倉敷町観龍寺→窪屋郡西部村庄屋  包紙有（宗門送手形２通） 
                                                            甚蔵 窪屋郡西部村善四郎甥藤吉 妻か 
                                                            ね宗門手形の件 
２- 6-B-1-7    覚                              年未詳．６．２     一紙  １通  月晩五蔵→孫太夫・茂兵衛・義之助 今 
                                                            蔵屋熊八母・妹・医師崇軒家内へ入帖願 
                                                            廻状 
２- 6-B-1-8    覚                              年未詳．６．12     一紙  １通  願人川入屋勘右衛門・願人東町とめ・月 
                                                            番五蔵→孫太夫・茂兵衛・義之助 大吉 
                                                            浅吉・養子引請願之件 
 
◆◆◆２－１１〔土木建築〕◆◆◆ 
◇◇◇２－１１－Ａ〔一点文書〕◇◇◇ 
２-11-A-1     〔村普請書札〕                        享和３．        一紙  １袋                      袋入「享和三年 村普請書札 
                                                                                袋」 
 
◆◆◆２－１３〔農林業〕◆◆◆ 
◇◇◇２－１３－Ａ〔一点文書〕◇◇◇ 
２-13-A-1     小作証文之事                         文化２．５．      一紙  １通  質主二日市村平松紹右衛門・親類加須山 
                                                            村荘三郎・証人二日市村多郎左衛門→倉 
                                                            敷華尾善左衛門 
◆◆◆２－１６－Ａ・Ｂ〔金融貸借〕◆◆◆ 
◇◇◇２－１６－Ａ－１～６〔一点文書〕◇◇◇ 
２-16-A- 1    覚                              嘉永５．12．５     一紙  １通  古御証文過金共返済 大橋→井上 
２-16-A- 2    覚                              嘉永５．12．４     一紙  １通  元利金払上証 角屋忠兵衛→宮崎屋 
２-16-A- 3    覚                                子．12．13     一紙  １通  小書付 銀札返上の儀 西屋鯛介→増屋 
                                                            久助 
２-16-A- 4    覚                                子．12．26     一紙  １通  小書付 島田屋常七→宮崎屋 
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２-16-A- 5    誌                              年未詳．５．２     一紙  １通  過金相渡 水沢→井上 
２-16-A- 6    覚                              年未詳．12．９     一紙  １通  風呂敷包１ケ受取証 植田店→井上 
 
◇◇◇２－１６－Ｂ－１～１０〔一括文書〕◇◇◇ 
２-16-B- 1- 1     安江村書抜                          年月日未詳       包紙  １枚 
２-16-B- 1- 2     売渡申田地之事                        寛保２．12．      一紙  １通  田地売主日吉庄村 新右衛門・証人 庄   包紙有 寛保弐戌二日田地売 
                                                            右衛門→宮崎屋安平衛殿 奥書庄屋半平  券状 
２-16-B- 1- 3     売渡申田地之事                        延享２．12        一紙  １通  酒津村売主来介、代引吉岡村文治郎、証  包紙有 表に吉岡村 中川田 
                                                        １枚  人清右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 奥書   証文とあり 
                                                            同村在主 幸介 下田三反壱畝拾五歩 
                                                            売渡の事 
２-16-B- 1- 4     （地割書き）                         （寛政２）．      一紙  １枚  寛政２年に杭入の地割地図 
２-16-B- 1- 5     五ケ年切屋敷借用証文之事                   寛政８．６．      一紙  １通  舟倉 源助、同八浜屋 定四郎 証人和  虫損甚し 
                                                            気屋 兵蔵→宮崎屋 三左衛門 
２-16-B- 1- 6     〔安兵衛宛利三郎書状〕                    年未詳．５．７     一紙  ２通  近々 関東下向の間、旅宿御見舞の件 追 
                                                            記：玉泉寺棟上祝辞 
２-16-B- 1- 7     〔井上安兵衛宛光畑孫兵衛書状〕                年未詳．12．30     一紙  ２通  妹尾一儀承知のことと米銀について 
２-16-B- 1- 8     質地小作米銀滞出入                      年月日未詳       一紙  １通  稲垣藤左衛門御代官所 備中国窪屋郡倉  虫損あり 
                                                            敷村 訴訟方 与一右衛門 花房近江守 
                                                            様御知行所 御国加陽郡原古才村 相手 
                                                            方 吉三朗 
２-16-B- 1- 9     書抜〔小作人田畑石高書上〕                  年月日未詳       一紙  １通  書小作人田畑の略図あり 
２-16-B- 1-10   書抜〔人別田畑書上〕                     年月日未詳       一紙  ２通  （ⅰ）〔人別田畑書上〕（ⅱ）〔人別石 
                                                            高書上〕 
２-16-B- 2- 1   嘉永元戊申十一月 相借金預書類                嘉永元．11．      袋物  １袋                      ２～３１まで入っている 
２-16-B- 2- 2   酒造株書類                            申．８．21     横半  １綴  酒造り制限の儀 減石高取調べの儀 差 
                                        ～天保８．10．             上申一礼之事 備中国窪屋倉敷村酒造人 
                                                            三朗衛門→御役所 乍恐以書附奉預上候 
２-16-B- 2- 3   嘉永元年申十一月 御貸附金相借証文并賃地証文 備中国窪屋郡  嘉永元．11．      横半  １綴 
           倉敷村 相借人 三郎右衛門 
２-16-B- 2- 4   覚〔申利金請取り〕                      嘉永２．正．28     一紙  １通  藤方彦市郎手代広田清吉（印）手附結城 
                                                            大作（印）武藤林一（印）→備中国窪屋 
                                                            郡倉敷村三郎右衛門 申利金１両12分永 
                                                            83文３分 
２-16-B- 2- 5   覚〔三郎右衛門貸付金受取〕                  嘉永２．12．24     一紙  １通  藤方彦市郎手代廣田清吉 手附結城大作 
２-16-B- 2- 6   〔借入金返済について〕                    嘉永３．10．７     一紙  １通  寛隆院様、我等 手元金・借入金 返済 
                                                            の儀につき残り百両未返済 
２-16-B- 2- 7   乍恐以書付御歎奉申上候                    嘉永４．12．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村百姓三郎左衛門→倉敷御役 
                                                            所 去戊の水難により家内扶助困窮のた 
                                                            め出銀御下渡の儀 
２-16-B- 2- 8   乍恐書附御歎奉申上候                     嘉永４．12．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村百姓三郎左衛門→倉敷御役 
                                                            所 去る戊の水難により家内扶助困窮の 
                                                            為、出銀御下渡の儀 
２-16-B- 2- 9   （貸付金 子の年までの返済について）               子．10．23     一紙  １通  倉敷村植田武右衛門 同村三郎右衛門 
                                                            安江村八郎右衛門 安江村 沖村 右村 
                                                            いへ→倉敷御役所 貸付金・元利共、子 
                                                            の年に返済について差支あるときは前以 
                                                            申すべきこと 
２-16-B- 2-10   覚〔御貸附返納〕                         子．12．14     一紙  １通  植田良右衛門・弥左衛・三朗右衛門御納 
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                                                            差出人 大橋 
２-16-B- 2-11   覚〔差引返上御請取り〕                      子．12．14     一紙  １通  弥左衛門→三朗右衛門 
２-16-B- 2-12   覚〔三郎左衛門上納受取り〕                    子．12．15     一紙  １通  差出人 下又平・青木新左衛門 
２-16-B- 2-13   〔安江村他村役人宛倉敷御役所書状〕                丑．11．９     一紙  ２通  拝借金貸付当丑年分元利上納の件 
２-16-B- 2-14   覚〔丑利金受取り〕                        丑．12．15     一紙  １通  佐々 井半十郎手附 下 又平、青木新左 
                                                            衛門（印）→備中国窪屋郡倉敷村 三郎 
                                                            右衛門 元金43両 年１割の利息 利金 
                                                            ４両１分永50文の受取り 
２-16-B- 2-15   覚〔御貸附返納〕                         丑．12．15     一紙  １通  三良右衛門御納 差出人大橋 
２-16-B- 2-16   覚〔寅利金受取〕                         寅．12．      一紙  １通  佐々 井半十郎手附 下又平 青木新左衛 
                                                            門（印）同人手代 福田又左衛門→倉敷 
                                                            村三郎右衛門 
２-16-B- 2-17   覚〔安兵衛貸付金受取〕                      卯．12．29     一紙  １通  佐々 井半十郎手付 青木新左衛門 同手 
                                                            代 福田又左衛門 
２-16-B- 2-18   覚〔御貸付返納〕                         辰．12．22     一紙  １通  倉敷村 安兵衛 差出人 大橋 
２-16-B- 2-19   覚〔辰利銀受取〕                         辰．12．26     一紙  １通  佐々 井半十郎手附 青木新左衛門（印） 
                                                            同人手代 福田又左衛門（印）→倉敷村 
                                                            安兵衛 辰利銀  275匁２分 
２-16-B- 2-20   覚〔安兵衛貸付金受取〕                      巳．12．24     一紙  １通  佐々 井半十郎手付 青木新左衛門 同手 
                                                            代 福田又左衛門 
２-16-B- 2-21   覚〔午利銀受取について〕                     午．12．14     一紙  １通  田中庄次郎役所 杉浦武助（印） 内山 
                                                            鷲三郎（印）→倉敷村 安兵衛 
２-16-B- 2-22   以書附申上候〔父安兵衛借金返済について〕             申．７．      一紙  １通  宮崎屋安兵衛忰信蔵→村役人 父安兵衛 
                                                            死去に際忰信蔵来年酉年～丑年まで５カ 
                                                            年で十両返済について 
２-16-B- 2-23   乍恐以書付奉願上候〔御役所取扱の貸付金の拝借について〕      申．11．      一紙  １通  備中国窪屋郡倉敷村百姓→倉敷御役所 
２-16-B- 2-24   覚〔返納〕                            酉．３．24     一紙  １通  水津→宮崎屋 
２-16-B- 2-25   覚〔亥利金受取について〕                     亥．12．15      一紙  １通  佐々 井半十郎手附 下又平（印）青木新 
                                                            左衛門→備中国窪屋郡倉敷村三郎右衛門 
                                                            亥元金五両 同利金四両三分永五拾文の 
                                                            受取 
２-16-B- 2-26   （福田様へ丸袖渡す時の事）                    亥．臘．28     一紙  １通  弥右衛門→井上君 丸柚三包から五包に 
                                                            増加 
２-16-B- 2-27   乍恐以書附奉願上候〔植田武右衛門・弥右衛門・三郎右衛門の拝    亥．12．      一紙  １通  差出人 倉敷村植田武右衛門・弥右衛門 
           借金返済に付、差支生じた儀について〕                               ・三郎右衛門他１名 酉年 戌年で元金 
                                                            の二割上納のところ武右衛門元金の拾両 
                                                            三郎右衛門元金の五両 利金添え上納の 
                                                            件願上 
２-16-B- 2-28   覚〔丸袖餅子代など〕                     年未詳．２．７     一紙  １通  助右衛門→井上老宛 
２-16-B- 2-29   覚〔御貸付〕                         年未詳．12．15     一紙  １通  水津→倉敷村 
２-16-B- 2-30   覚〔麦、米、銀など困窮人へ差出の品書上〕           年月日未詳       横半  １綴  三右衛門より困窮人の為村方へ差し出し 
                                                            の品 
２-16-B- 2-31   覚〔金、丸袖貸付について〕                  年月日未詳       一紙  １通  野中、下、青木、福田様へ貸付 
２-16-B- 3- 1   安政六己未極月書類                      安政６．12．          １袋                      ２～24まで入っている 
２-16-B- 3- 2   井上宛尚助書状                          午．１．４     一紙  １通  尚助→井上様 利足受取の事 
２-16-B- 3- 3   覚（金受取り）                          未．12．１     一紙  １通  井上屋→井上安兵衛 
２-16-B- 3- 4   覚（貸付金）                           未．12．５     一紙  １通  掛屋貸付金 
２-16-B- 3- 5   覚（返却金額、及び利子書上）                   未．12．20     一紙  １通 
２-16-B- 3- 6   覚（金受取り）                          未．12．28     一紙  １通  常七→宮崎屋 金弍拾四両受取り 
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２-16-B- 3- 7   覚（元利書上げ）                        己未．12．      一紙  １通  元利書上げ 
２-16-B- 3- 8   〔いの上様宛久甫書状〕                    年未詳．11．５     一紙  １通  三十六両・二十六両都合二包受取之事 
２-16-B- 3- 9   舌状〔古証文返上及び新証文、金子差出の件〕          年未詳．11．６     一紙  １通  文甫→松園老大人 
２-16-B- 3-10   覚（借用金返済の事）                     年未詳．11．10     一紙  １通  平まつや→宮崎屋 
２-16-B- 3-11   〔井上安兵衛宛快満書状〕                   年未詳．11．20     一紙  １通  証書書替差出しの件           包紙有 快満→井上安兵衛 
                                                                                内要用書 
２-16-B- 3-12   〔林久作様宛若井五左衛門書状〕                年未詳．11．20     一紙  １通  廻金融通のこと             包紙有 
２-16-B- 3-13   〔林久作宛若井五左衛門書状〕                 年未詳．12．２     一紙  １通  金子元利書面の受取について 
２-16-B- 3-14   〔井上安兵衛宛植田助右衛門書状〕               年未詳．臈．９     一紙  １通  百四拾匁御返済の儀御尋ねの事      包紙有 
２-16-B- 3-15   〔井上安兵衛宛植田助左衛門書状〕               年未詳．臘．11     一紙  １通  金子一条内証の趣につき前回の回答への  包紙有 
                                                            お伺い 
２-16-B- 3-16   井上宛黒瀬書状                        年未詳．12．13     一紙  １通  井上→黒瀬 廻金融通の事 
２-16-B- 3-17   〔井上安兵衛宛植田助右衛門書状御仰証在中〕            未．臘．15     一紙  １通  覚 植田→宮崎屋 借金利子書上げ    包紙有 
                                          未．臘．17     一紙  １通  （17日） 
                                                            指引書、指引覚 助右衛門→安兵衛 元 
                                                            金利息書上げ（15日） 
２-16-B- 3-18   〔井上安兵衛様宛植田政四郎書状〕               年未詳．臈．２     一紙  １通  旧年拝借金子 当年も再借により新証書  包紙有 
                                                            作成の件 
２-16-B- 3-19   覚（金受取り）                        年未詳．12．19     一紙  １通  和泉屋→本条寺 金一両受取り 
２-16-B- 3-20   〔井上様宛与三右衛門書状〕                  年月未詳．６日             廻金一両八百文と新証文を差し出し、古  与三右衛門→井上様 
                                                            証文返却の件 
２-16-B- 3-21   〔井上安兵衛宛植田助右衛門書状〕               年月未詳．12日     一紙  １通  昨日御答書の村貯金の内六拾両を御振書  包紙有 
                                                            する義 
２-16-B- 3-22   〔借銀書上〕                         年月日未詳       一紙  １通 
２-16-B- 3-23   覚〔金子書上〕                        年月日未詳       一紙  １枚 
２-16-B- 3-24   （元利・利銀書上〕                      年月日未詳       一紙  １枚 
２-16-B- 4- 1   手扣もの数々                          文久２．８．      袋   １袋 
２-16-B- 4- 2   支帳より写置                         安永５．８．      横長  １綴  冠婚葬祭につき出費明細 
                                         ～文政９．２．２ 
２-16-B- 4- 3   借用申銀子之事                        文政２．４．17     一紙  １通  銀五百匁 借用主升屋和平治（印）、   包紙有 
                                                            証人伊和屋嘉兵衛（印）、取次宮野屋安 
                                                            右衛門（印）→宮崎屋廣輔殿 
２-16-B- 4- 4   借用申銀子之事                        文政12．11．      一紙  １通  借用主連島村磯八（印）・同村親類証人  包紙有 表に「証文」あり 
                                                            孫兵衛→倉敷宮崎屋三郎右衛門 
２-16-B- 4- 5   借用申銀子之事                        天保８．11．      一紙  １通  借主吉田屋卯八→宮崎屋三郎右衛門    包紙有吉田屋卯八→宮崎屋様 
                                                                                証文１通 
２-16-B- 4- 6   借用申金子之事                        天保12．２．      一紙  ２通  借主佐木屋吉兵衛 証人嘉兵衛→宮崎屋  包紙有 表に「借用証文 
                                                            三郎右衛門 15両借用のこと       一通佐木屋吉兵衛」とあり 
２-16-B- 4- 7   借用申銀子之事                        弘化３．４．      一紙  １通  銀札五百目 吉田屋→宮崎屋三郎右衛門  包紙有 
２-16-B- 4- 8   手形壱札之事                         弘化４．12．      一紙  １通  借用主羽島村茂左衛門・伊助、証人 藤  包紙有 
                                                            四郎→宮崎屋御内升屋久助銀札百弐拾目 
２-16-B- 4- 9   借用申銀子証文之写                      安政４．11．      一紙  １通  借用主大角栄次郎→倉敷升屋久介殿 銀  包紙有 表に「安政四巳十 
                                                            八拾目借用のこと            一月証文一札大角栄次郎」と 
                                                                                あり 
２-16-B- 4-10     諸入用留                           安政５．３．      横半  １綴  茶代、寄進など書上げ 
２-16-B- 4-11     （文久二年手扣）                       文久２．        一紙  １通  年貢免除手扣及び玉泉寺住、岡山灸治、 
                                                            不成就、俵蔵江入積り 
２-16-B- 4-12     袋家壱ヶ所見積帳                         子．２．      横長  １綴  大工利介→宮崎屋 土台、柱等の見積   ２枚綴り 
２-16-B- 4-13     日記                             安政５．３．      横半  １綴  ぞうり代など支出書上 
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２-16-B- 4-14     墓所石垣諸入用留                       年月日未詳       横長  １冊  波屋当家墓所絵図１枚あり 
２-16-B- 4-15     和漢算法達人〔個人的メモ〕                  年月日未詳       一紙  １枚  曹元理・皇甫嵩眞・趙達・安倍清明・三 
                                                            好清行・吉田光由 
２-16-B- 4-16     （十五か年賦返済について書付）                年月日未詳       横半  １綴 
 
２-16-B- 5- 1   羽崎村年貢請取通                       享和３．        一紙  １通  兼帯荘屋 平松銀左衛門→宮崎屋五蔵   端裏書有 
２-16-B- 5- 2   銀札借用致候事                        天保７．７．      一紙  １通  銀札 200目借用の事 大野屋次郎右衛門  包紙有 
                                                            →宮崎屋三郎右衛門 
２-16-B- 5- 3   手形                             安政６．        一紙  ９通  「預申金子之事」金50両 平田村徳太郎  包紙有 
                                                            →南屋新右衛門 他４通（元治元年・文 
                                                            久元年・安政六年） 御取次 
                                                            書状50株御年延之儀 水津徳太郎→新右 
                                                            衛門他３通 
２-16-B- 5- 4   金子預証文之事                        文久２．４．17     一紙  １枚  金百両 平松屋清次郎→宮崎屋信蔵 
２-16-B- 5- 5   手形壱通                           文久２．６．６     一紙  ３枚  借用申金子之事 坂江屋桐三郎→宮崎屋  包紙有 
                                        ～文久３．３．７            信蔵 一、文久２・６・６ 金70両 二 
                                                            文久３・２・６ 金30両 三、文久３・ 
                                                            ３・７ 金55両 
２-16-B- 5- 6   田地質入金子借用証文之事                   慶応３．７．      一紙  １通  借用主かす山村伊左衛門、証人同村奥吉  包紙有 
                                                            →倉敷新右衛門 田地・畑地計１反２畝 
                                                            ２歩を金80両にて質入 
２-16-B- 5- 7   預申金子之事                         明治４．４．      一紙  １通  田中七郎二郎→井上亮三 金子拾両 預  包紙有 
                                                            書 奥書有 
２-16-B- 5- 8   覚                               壬子．10．26     一紙  １通  助左衛門→三郎右衛門 銀札六拾七匁 
                                                            受取覚 
２-16-B- 6- 1   小野書類入                          年月日未詳           １袋                      2-16-B-6-2～5 まであり 
２-16-B- 6- 2   〔銀弐百六拾目借用証文〕                   文化10．閏11      一紙  ５通  小野七太夫→吉田義右衛門 奥書あり   包紙有 
                                          寅．７．13             岡惣左衛門・井上廣祐・水沢伊衛門 
                                                            銀 260目を12ケ年無利息にて借用のこと 
                                                            （他２通） 丹左衛門→三郎右衛 金10 
                                                            両借用のこと （他１通） 
２-16-B- 6- 3   〔金銭借用及び受取書類〕                   弘化２．10．晦     一紙  ７通  丹左衛門→三朗右衛門 銀子借用証文之 
                                        ～嘉永２．７．             事 借用手形の事・金子受取り事 会所 
                                                            →宮崎屋 村入用立替銭の受取り事 大 
                                                            太郎→善右衛門 東町町役銭立替え分受 
                                                            取り事惣之助・七太夫→三朗右衛門 村 
                                                            用雇人賃借用受取り 
２-16-B- 6- 4   借用申銀札之事                        嘉永５．７．      一紙  ２通  丹右衛門→三郎右衛門 銀札借用につい  他一通 包紙有 
                                                            ての覚書 
２-16-B- 6- 5   （金銭借用及び受取書類）                   年未詳．４月～11月10  一紙  ６通  丹左衛門→三朗右衛門 借用金の事 本 
                                                            町祭礼入用御預け分受取り 町内銀受取 
                                                            りの事 小野→宮崎屋 覚 銀札七百目 
                                                            借用の事 
２-16-B- 7- 1   覚                              文化12．６．６     一紙  １通  水江村五右衛門→宮崎屋廣祐 小作３人 
                                                            算用遣 差引残り返済 
２-16-B- 7- 2   覚                              文政未．９．８     一紙  １通  長浜屋富蔵→宮崎屋 精米蔵預り     包紙有 
２-16-B- 7- 3   覚                              天保７．７．13     一紙  １通  大島屋→宮崎屋 銀札１貫20匁受取    虫損 
２-16-B- 7- 4   覚                              嘉永７．12．６     一紙  １通  長尾伝寺中小野→くらしき井上様 年賦 
                                                            金四拾匁及び利息九匁二分慥に御請取の 
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                                                            事 
２-16-B- 7- 5   〔右之質物手札〕                       安政２．６．      一紙  １通  質主松之屋利吉 請人松之屋郡兵衛→俵 
                                                            屋様 嘉永六年七月の質金２両について 
２-16-B- 7- 6   覚                              安政３．12．４     一紙  １通  大橋平右衛門→井上安兵衛 金銭書上 
２-16-B- 7- 7   覚                               丁未．３．５     一紙  １通  （本篠屋）長尾坡南→倉敷井上様  

金元利算用について 
２-16-B- 7- 8   覚                               酉癸．11．      一紙  １通  小野→井上 銀弐百四拾匁を受け取った 
２-16-B- 7- 9   覚                               辛丑．12．４     一紙  １通  小野（本篠屋）→井上 金12両受取差引 
２-16-B- 7-10   覚                               辛丑．12．６     一紙  １通  助右衛門→三郎右衛門殿 銀二貫目請取 
                                                            の事 
２-16-B- 7-11   覚                               庚戌．12．18     一紙  １通  金25両受取 西・尾崎→井上 
２-16-B- 7-12   覚                               壬酉．12．５     一紙  １通  金子証文 金六拾匁利子四匁三分 金弐 
                                                            百匁 利子拾六匁 長尾坡南→倉敷井上 
２-16-B- 7-13   覚                              年未詳．閏１．３    一紙  １通  会所家賃去戌年分 168匁 銭屋→宮崎屋 
２-16-B- 7-14   覚                                寅．１．３     一紙  １通  会所家賃去丑年分 168匁 銭屋→宮崎屋 
２-16-B- 7-15   覚                                午．閏正．９    一紙  １通  銭屋→舟元油屋 未正月までの利息受取 
２-16-B- 7-16   覚                                丑．１．19     一紙  １通  入用金（東町町役など）書上 
２-16-B- 7-17   覚                                午．正．晦     一紙  １通  南屋半助→宮崎屋 銀札受取 
２-16-B- 7-18   覚                                午．２．29     一紙  １通  寄付方引請馬羽修平→倉子城井上安兵衛 
                                                            廻廊一間分修理費一両受取 
２-16-B- 7-19   覚                                卯．３．28     一紙  １通  安江村惣左衛門夫藤兵衛→本町 升屋 
                                                            石次 金五両受け取った 
２-16-B- 7-20   覚                                寅．５．10     一紙  １通  金拾両手形札の件 広田屋 
２-16-B- 7-21   覚                                酉．６．22     一紙  １通  瀬尾屋→宮崎屋 観音院勧化銀寄付の件 
２-16-B- 7-22   御請書〔井上より喜左衛門へ金五両〕                午．10．13      一紙  １通  板屋清蔵宛冨岡屋貞助 
２-16-B- 7-23   覚                                酉．10．３     一紙  １通  西屋半介→宮崎屋様 銀札 285匁請取の 
                                                            事 
２-16-B- 7-24   覚                                酉．閏11．27    一紙  １通  小野→井上様 銀３貫 500目 利 280匁 
                                                            請取の事 
２-16-B- 7-25   覚                                亥．11．29     一紙  １通  会所→宮崎屋 通用銀 432匁受取の事 
２-16-B- 7-26   覚                                申．11．29     一紙  １通  小野吉太郎→井上三右衛門金銭受取之事 
２-16-B- 7-27   覚                                未．11．晦     一紙  １通  通用壱貫弐百目 会所家賃 宮崎屋→水 
                                                            澤 銭屋 
２-16-B- 7-28   覚                                酉．11．      一紙  １通  銀40匁請取の事 小野→井上様 
２-16-B- 7-29   覚                                申．12．２     一紙  １通  瀬尾屋→宮崎屋 銀 875匁請取 
２-16-B- 7-30   覚                                卯．12．５     一紙  １通  大宮屋平家→宮崎屋 分別金受取 
２-16-B- 7-31   覚                                巳．12．５     一紙  １通  今橋児島屋→宮崎屋 金銭書上 
２-16-B- 7-32   覚                                午．12．16     一紙  １通  西屋代次郎→宮崎屋 入札 210匁 160目 
                                                            受取 
２-16-B- 7-33   覚                                酉．極．21     一紙  １通  法羅寺→井上 銀札受取 
２-16-B- 7-34   覚                                未．12．23     一紙  １通  本條寺→井上三郎右衛門様 金七両一分 
                                                            請取の事 
２-16-B- 7-35   指引書                              未．12．26     一紙  １通  植田→宮崎屋 借金書上 
２-16-B- 7-36   覚                                亥．12．29     一紙  １通  水津→御会所  268匁受取 
２-16-B- 7-37   覚                                戌．12．20     一紙  ２通  一、宮崎屋→水澤殿・銭屋殿 二、水澤 
                                            ～12．晦            →宮崎屋殿 会所家質の事 水澤 768匁 
                                                            銭屋 168匁 宮崎屋 264匁 
２-16-B- 7-38   〔月利息変更相談書〕                     年未詳．正．16     一紙  １通 
２-16-B- 7-39   〔御伯父様宛伊之丞書状〕                   年未詳．１．20     一紙  １通  伊之丞→御伯父様預り新株の件について 
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２-16-B- 7-40   〔井上宛本条寺山芋御礼状〕                  年未詳．３．14     一紙  １通 
２-16-B- 7-41   口述                             年未詳．３．17     一紙  １通  金三百匁をおさめる 松浦長門→植田助 
                                                            右衛門 
２-16-B- 7-42   覚                              年未詳．３．20     一紙  １通  拝借金件 常助→久助 
２-16-B- 7-43   覚                              年未詳．７．12     一紙  １通  かす山にし→くらしき井上様 銀札五百 
                                                            目受取 
２-16-B- 7-44   覚                              年未詳．７．29     一紙  １通  庭瀬札場→倉子城宮崎屋安兵衛殿 金25 
                                                            両３分納金の事 
２-16-B- 7-45   〔黒瀬興三右衛門より井上三右衛門宛書状〕           年未詳．11．21     一紙  １通  黒瀬興三右衛門→井上三右衛門様 金子 
                                                            入用超過に付返済延期伺 
２-16-B- 7-46   〔井上老宛助右衛門書状〕                   年未詳．師走．４    一紙  １通  助右衛門→井上老 金子証文約定の件 
２-16-B- 7-47   〔金一条過目に返済に付受取書返送通知〕            年未詳．12．４     一紙  １通  植田紋四郎→井上宛 
２-16-B- 7-48   〔安兵衛宛輿三右衛門書状〕                  年未詳．12．15     一紙  １通  与三右衛門→安兵衛 金子半金返済の件 
２-16-B- 7-49   井上安兵衛宛快満書状                     年未詳．臘．18     一紙  １通  甲子祭の件について書状         封筒有 
２-16-B- 7-50   〔安兵衛宛荘左衛門書状〕                   年未詳．12．22     一紙  １通  荘左衛門→安兵衛様 不如意ニ付宣敷取  虫損取扱注意 
                                                            計之件 
２-16-B- 7-51   〔奉書注意書〕                        年未詳．12．27     一紙  １枚 
２-16-B- 7-52   〔柚餅子贈答の件について〕                  年未詳．12．28     一紙  １通 
２-16-B- 7-53   覚                              年未詳．臘．28     一紙  １通  助右衛門→井上安兵衛 紋右衛門拝借金 
                                                            返納の件 ゆべし指上の件 
２-16-B- 7-54   〔井上安兵衛宛黒瀬与三右衛門書状〕              年月未詳．４日     一紙  １通  金子返済方法の件 
２-16-B- 7-55   覚                              年月日未詳       一紙  １通  →宮崎屋様 銀 150匁利足共受取覚 
２-16-B- 7-56   〔黒崎村名主宛書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  私所横尾中１反１畝10歩貸地証文     端裏書有 
２-16-B- 7-57- 1 請取書                              子．12．      包紙  １枚                      2-16-B-7-57-2 ～57-12 まで 
                                          ～戌．12．                                 11通あり 
２-16-B- 7-57- 2 覚                                子．12．      一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 銀 530目 
                                                            請取 
２-16-B- 7-57- 3 覚                                丑．12．28     一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 年賦銀請 
                                                            取 
２-16-B- 7-57- 4 覚                                寅．12．29     一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 年賦銀並 
                                                            利銀共請取 
２-16-B- 7-57- 5 覚                                寅．12．      一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 銀 510匁 
                                                            受取 
２-16-B- 7-57- 6 覚                                卯．12．      一紙  １通  銀五百匁受取 福田新田三村屋→倉敷宮 
                                                            崎屋 
２-16-B- 7-57- 7 〔宮崎屋宛三村屋書状〕                      辰．正．８     一紙  １通  児島郡中借年賦銀件 
２-16-B- 7-57- 8 覚                                己．12．      一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 年賦銀600 
                                                            目請取 
２-16-B- 7-57- 9 覚                                午．12．      一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 銀 590目 
                                                            受取 
２-16-B- 7-57-10 覚                                未．12．      一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 年賦銀当 
                                                            年分利共受取 
２-16-B- 7-57-11 覚                                申．12．29     一紙  １通  銀五百七拾目受け取り 三村屋→宮崎屋 
２-16-B- 7-57-12 覚                                戌．12．      一紙  １通  福田新田三村屋→倉敷宮崎屋 年賦銀利 
                                                            共請取 
２-16-B- 8- 1   壱年切売渡し申田地之事                    享保11．12．20     一紙  １通  売主吉岡村佐次右衛門、同村五人組頭次 
                                                            郎兵衛→倉敷村宮崎屋安兵衛 上田２反 
                                                            10分（高４石７升３合）を銀 110匁にて 
                                                            １年切売り 
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２-16-B- 8- 2   田地流書物之事                        享保15．３．３     一紙  １通  売主吉岡村佐次右衛門ほか１名→宮崎屋  断簡有 
                                                            安兵衛 ２－16の質地流証文 
２-16-B- 8- 3   家売券証文                          明和３．12．28     一紙  １通  売主権助→宮崎屋五蔵 証人伝兵衛 組  包紙有 
                                                            合重右衛門 建家一軒七貫五百文 
２-16-B- 8- 4   売渡申田地之事                        明和４．正．      一紙  ３通  中田壱反八歩 売主宮崎村清兵衛 証人  包紙有 
                                                            加治山村忠四郎 同月間村藤四郎 宮崎 
                                                            村年寄節左衛門→宮崎や五蔵 奥書 宮 
                                                            崎村庄屋仁右衛門 覚２通 
２-16-B- 8- 5   家弐軒証文壱通                        明和４．１．28     一紙  １通  売主竹屋四郎介他３人→宮崎屋五蔵 建  包紙有  虫損 
                                                            家弐軒30貫文 
２-16-B- 8- 6   安永三年極月三反拾四十二割田地二ケ所質地証文并十二貫預小作  安永３．12．      一紙  ５通  一、質入申田地之事 質主槙屋柳蔵・親  包紙有 
           利積ノ証文                         ～４．８月              類但馬屋いし・証人新 孫右衛門→庄屋 
                                                            孫大夫 奥書アリ 二、田地譲証文宮崎 
                                                            屋五蔵→年寄衆中 三、孫大夫→五蔵 
                                                            奥書について 他２通 
２-16-B- 8- 7   古家売手形                          安永５．６．９     一紙  １通  売主東山岩介証人 同所伝兵衛 証人浜  包紙有 
                                                            分七之介→宮嶋屋五蔵 古家一軒 百九 
                                                            拾目売渡に付書状 
２-16-B- 8- 8   安永六年酉十二月田畑質入証文并小作証文代銀六貫六百六拾六匁  安永６．12．      一紙  ４通                      包紙有 
           二分五厘 
２-16-B- 8- 8-1  覚（質入明細）                        安永６．12．      一紙  １通 
２-16-B- 8- 8-2  （質入明細）                         安永６．12．      一紙  １通 
２-16-B- 8- 8-3  覚                              安永６．12．      一紙  １通  三津屋丈四郎・嶋田屋新兵衛→宮崎屋五 
                                                            蔵 〆七石七斗 
２-16-B- 8- 8-4  質入申田畑之事                        安永６．12．      一紙  １通  三津屋丈四郎・三津屋半七・嶋田屋新兵 
                                                            衛→宮崎屋五蔵 奥書 庄屋孫大夫 畝 
                                                            合三反壱畝五歩 高合三石七斗壱升九合 
２-16-B- 8- 9   質入申田地之事                        安永６．12．      一紙  ４通  １反２畝20歩代銀４貫 375匁６分４厘借 
                                                            用、１年季質主油屋丈介・証人親類油屋 
                                                            伊八郎→宮崎屋五蔵・庄屋孫太夫 覚他 
                                                            ３通 
２-16-B- 8-10   当村新田質地証文                       安永７．12．      一紙  ３通  ４反22歩代７貫 273文 質主吉和屋伊右  包紙有 
                                                            衛門・親類広田屋・証人荒物屋安右衛門 
                                                            →宮崎屋五蔵 奥書庄屋孫太夫他覚２通 
２-16-B- 8-11   西辰新田田地質入証文                     安永９．12．      一紙  ２通  弐畝、弐貫目借用、質主八浜屋又四郎・  包紙有 
                                                            証人親類八浜屋助六 口入証人市原屋次 
                                                            郎兵衛→宮崎屋五蔵 奥書庄屋孫太夫覚 
２-16-B- 8-12   新地畑地売券証文                       天明３．12．27     一紙  １通  箕島村売主仁兵衛他２名→倉敷宮崎屋五  包紙有 
                                                            蔵 新地１畝10分（高１斗６合７勺）を 
                                                            代銀 120匁で１年切にて売渡 
２-16-B- 8-13   上田代質入証文                        天明４．12．      一紙  ３通  田４畝２歩３貫 400目 質主大坂屋清兵  包紙有 
                                                            衛 証人親類松屋源兵衛 口入証人近田 
                                                            屋弥兵衛→宮崎屋五蔵 奥書庄屋孫大夫 
                                                            覚２通 
２-16-B- 8-14   新丁家 壱軒米遣文証文                    天明６．11．      一紙  １通  売主相生町 平、証人花や 弥平→宮嶋  包紙有 
                                                            屋五蔵 立家壱軒売渡証文 
２-16-B- 8-15   売券証文                           天明６．12       一紙  ３通  羽崎村庄屋 平松秀次郎他２名→倉敷宮 
                                          ７．正               嶋屋五蔵 壱年切ニ売渡し申田地之事 
                                                            田拾歩売渡しにつき書状 覚二通 武兵 
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                                                            衛→藤四郎・羽崎村武兵衛 
２-16-B- 8-16   羽島村売券証文                        安永７．３．      一紙  ２通                      包紙有 
２-16-B- 8-16-1  〔田地預米貸入帳〕                      安永７．３．      一紙  １通  貸主吉和山伊右衛門・証人荒物屋安右衛 
                                                            門→宮崎屋五蔵 
２-16-B- 8-16-2  〔一年切売渡し申田畑之事〕                  安永７．３．      一紙  １通  売主吉和屋伊右衛門他四人→宮崎屋五蔵  包紙有 
                                                            奥書 羽島村荘屋 平松秀次郎 
２-16-B- 8-17-1  質入申家屋敷之事                       天明７．12．      一紙  １通  質入主油屋丈介、親類証人油屋与一右衛  包紙有 
                                                            門→宮崎屋五蔵 宮田家屋敷壱ヶ所を銀 
                                                            ２貫目にて質入 奥書あり 
２-16-B- 8-17-2  質入申田地之事                        天明７．12．      一紙  １通  質入主油屋丈介、親類証人油屋与市右衛  包紙有 
                                                        ２枚  門→宮崎屋五蔵 田３畝歩（東五蔵地切 
                                                            西用水掛切・南栄次之地切・北道切） 
                                                            を銀２貫目にて質入 他覚書２通あり 
２-16-B- 8-18    堅家壱軒                           天明８．３．      一紙  １通  売主厳嶋屋長十郎、証人吉野屋六兵衛→  包紙有 
                                                            宮嶋屋 五蔵 古屋１軒売渡に付書状 
２-16-B- 8-19   質入申田地之事                        天明８．11．      一紙  ５通  質主板屋紋太郎 証人親類板屋与八郎   包紙有 
                                                            口入証人新田長四郎→宮崎屋五蔵 田弐 
                                                            反六畝二拾七歩 奥書 庄屋孫大夫 覚 
                                                            ４通 
２-16-B- 8-20   質地証文                           天明８．12．      一紙  ４通  〔質入申田地之事〕質主柳屋治郎兵衛   包紙有 
                                                            親類柳屋六兵衛 証人瀧本屋伊助→宮崎 
                                                            屋五蔵 奥書庄屋孫大夫 合２反４畝24 
                                                            歩 質入銀10貫 528匁４分 覚３通 
２-16-B- 8-21   安永より天明迄田畑永々 証文入                 安永～天明        袋  １袋                      B-8-1 ～B-8-20まで袋入 
 
◆◆◆２－１７〔商業〕◆◆◆ 
◇◇◇２－１７－Ｂ－１・２〔一括文書〕◇◇◇ 
２-17-B- 1- 1- 1 覚〔鉄引替手形〕                         亥．１．27     一紙  １通  掛屋より宮崎屋あて 
２-17-B- 1- 1- 2 覚〔鉄引替手形〕                         戌．３．８     一紙  １通  掛屋→宮崎屋 
２-17-B- 1- 1- 3 覚〔鉄引替手形〕                         亥．６．10     一紙  １枚  掛屋→花屋 
２-17-B- 1- 1- 4 覚〔鉄引替手形〕                         亥．11．21     一紙  １通  掛屋→花屋 
２-17-B- 1- 1- 5 覚〔鉄引替手形〕                         亥．11．27     一紙  １通  掛屋→花屋               2-17-B-1-1-1～2-17-B-1-1-5 
                                                                                まで一括「鉄預り手形５通」 
２-17-B- 1- 2- 1 覚〔質入〕                            未．４．14     一紙  １枚 
２-17-B- 1- 2- 2 覚〔先達て受取った銀子を鉄割賦と引替る覚〕            酉．６．23     一紙  １通  美屋善左衛門より吉川屋万兵衛ら五人 
                                                            あて 
２-17-B- 1- 2- 3 覚〔鉄割符出来次第引替覚〕                    酉．６．23     一紙  １通  美屋→幸助殿・半助殿・大次郎殿・安八 
                                                            殿・万兵衛殿 
２-17-B- 1- 2- 4 口上〔御預り書のことについて〕                年月日未詳       一紙  １通  安八より正作あて 
２-17-B- 1- 2- 5  覚〔鉄束受取書上〕                      年月日未詳       一紙  １通                      控 
２-17-B- 1- 2- 6  覚                              年月日未詳       一紙  １通  鉄束数割当 
２-17-B- 1- 2- 7  〔元利書上〕                         年月日未詳       一紙  １枚                      2-17-B-1-1-1～2-17-B-1-2-7 
                                                                                まで一括「鉄書類」 
２-17-B- 1- 3     覚〔銀子書上〕                          辰．４．17     一紙  １通  佐助差出 
２-17-B- 1- 4    覚〔束数書上〕                        年未詳．４．17     一紙  １通  児嶋屋伊之助 
２-17-B- 1- 5    〔辰之年残り辻八貫五百八十四匁五分五リン〕            辰．        一紙  １通 
２-17-B- 1- 6   鉄質算用扣                          年月日未詳       横長  １冊                      ３枚綴 
２-17-B- 1- 7   〔束数差引書上〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
２-17-B- 1- 8   〔束数差引書上〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
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２-17-B- 1- 9   〔束数書上〕                         年月日未詳       一紙  １枚 
２-17-B- 1-10    〔束数差引書上〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
２-17-B- 1-11   〔書上下書〕                         年月日未詳       一紙  １通  断簡力 
２-17-B- 1-12   覚〔小割鉄束数書上〕                     年月日未詳       一紙  １通                      2-17-B-1-1～2-17-B-1-12 
                                                                                まで袋入り「鉄為替銀書類」 
２-17-B- 2- 1- 1 仕切書覚                           文化３．５．28     一紙  １通  近江屋喜助→宮崎屋三郎右衛門・大坂屋 
                                                            源助取次 つぎ紙 〔引残代銀請取書〕 
                                                            寅３月 近江屋喜助→宮崎屋三郎右衛門 
                                                            大源取次 
２-17-B- 2- 1- 2 うり附                              辰．正．25     一紙  １通  堺屋喜兵衛→広江屋忠助 
２-17-B- 2- 1- 3 大坂産所より井上あて書状                   年未詳．２．13     一紙  １通 
２-17-B- 2- 1- 4 うり附                              辰．２．18     一紙  １通  堺屋季平→広江屋忠助 
２-17-B- 2- 1- 5 覚〔金銭差引〕                          辰．２．22     一紙  １通  承千助より井上広助あて 
２-17-B- 2- 1- 6 正米仕切覚                            辰．３．      一紙  １通  堺屋季兵衛より広江屋忠介あて 
２-17-B- 2- 1- 7 覚〔大坂かい付米敷銀の事〕                    卯．８．13     一紙  １通  摂州佐伯屋藤四郎→倉敷広江屋忠助 
２-17-B- 2- 1- 8 覚〔請取証文〕                          卯．８．20     一紙  １通  佐伯屋藤四郎→広江屋忠助 
２-17-B- 2- 1- 9 〔売買物品書上〕                       年未詳．９．15     一紙  １通  堺屋喜兵衛→文江 
２-17-B- 2- 1-10 覚〔大坂屋源助より大坂屋近江屋喜助へ銀子請取〕          寅．11. 11     一紙  １通  灘屋→宮崎屋 
２-17-B- 2- 1-11 用書〔銀五貫目為替にて佐伯屋従り当着御礼など〕        年未詳．11．14     一紙  １通  さ可以や喜兵衛→広忠様 
２-17-B- 2- 1-12 正米仕切覚                          年未詳．12．              堺屋喜助より広江屋忠助あて       2-17-B-2-1-1～12一括 
２-17-B- 2- 2- 1 覚〔請取証文〕                          未．２．５     一紙  １通  俵屋→宮崎屋              包紙一括 
２-17-B- 2- 2- 2 覚〔請取証文〕                          未．２．11     一紙  １通  曽養屋忠右衛門→俵屋大作        2-17-B-2-2-1～2 一括 
２-17-B- 2- 3   仕切書覚                           文化３．５．28     一紙  １通  近江屋喜助→宮崎屋三郎右衛門 大阪屋 
                                                            源助取次 寅十二月近江屋喜助→宮崎屋 
                                                            三郎右衛門 大阪屋取次 受取 
２-17-B- 2- 4   覚（金子受取）                          寅．７．28     一紙  １通  灘屋上丸船役→宮崎屋 
２-17-B- 2- 5   覚（請取証文）                          寅．７．      一紙  １通  永井屋→宮崎屋 
２-17-B- 2- 6   〔大黄他書上〕                        年未詳．７．      一紙  １枚  大坂屋あて 
２-17-B- 2- 7   〔大黄買入につき宮野屋宛近江屋十次郎書状〕          年未詳．８．６     一紙  １通  近江屋→大坂屋源助様取次宮野屋源助様 
２-17-B- 2- 8   正米仕切覚                            卯．９．２     一紙  １通  堺屋喜兵衛→広江屋忠助殿取次 
２-17-B- 2- 9   覚〔大坂近江屋喜助殿登り銀〕                   寅．９．６     一紙  １通  大坂屋源七郎より宮崎屋あて 
２-17-B- 2-10   正米仕切覚                          年未詳．10．30     一紙  １通  堺屋喜兵衛→広江屋忠助 
２-17-B- 2-11   広江屋忠助あて堺屋彦兵衛、店新助書状             年未詳．11．４     一紙  １通  広江屋忠助あて堺屋季兵衛、店新助 
２-17-B- 2-12   覚〔大坂屋源十郎より大坂近江屋喜助へ相渡し銀につき〕       寅．12．４     一紙  １通  板屋より宮崎屋 
２-17-B- 2-13   覚（近江屋喜助行金子）                    年月日未詳       一紙  １通  平次郎より宮崎屋 
２-17-B- 2-14   〔大黄等買入書付〕                      年月日未詳       一紙  １枚  道修町二丁目近江屋喜助 
２-17-B- 2-15   〔銀高書上〕                         年月日未詳       断簡  １枚  九百三十目壱匁二分 
 
◆◆◆２－１９〔家（書状）〕◆◆◆ 
◇◇◇２－１９－Ａ－１～９３〔一点文書〕◇◇◇ 
２-19-A- 1    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．６．29     一紙  １通  祝儀の扇る料銀のお礼 
２-19-A- 2    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．５．８     一紙  １通  御詠二巻拝吟加筆したこと 
２-19-A- 3    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．６．７     一紙  １通  御詠草拝見加筆について 
２-19-A- 4    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．４．29     一紙  １通  御詠草一巻拝見加筆 亡父二十回御追善 
                                                            のための愚詠を清書すること 
２-19-A- 5    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．６．13     一紙  １通  京都では月々 ３度十の日を添削日と定め 
                                                            ているので題五首宛清書で差出すことな 
                                                            ど 
２-19-A- 6    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．７．26     一紙  １通  京都での出水、備中洪水の風聞など 
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２-19-A- 7    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．８．９     一紙  １通  中元之御祝儀金子弐百疋、など 
２-19-A- 8    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．４．９     一紙  １通  亡父様二十五回忌のおくやみ追善につい 
                                                            て 
２-19-A- 9    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．正．29     一紙  １通  添削の心得について 
２-19-A-10    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．11．３     一紙  １通  二首之組題について 
２-19-A-11    〔五蔵宛木工書状〕                      年未詳．正．20     一紙  １通  他所へ広ク見せることはご用捨 
２-19-A-12    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．６．３     一紙  １通  二十回の勤について 
２-19-A-13    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．正．20     一紙  １通  御祝儀金子二百疋について 
２-19-A-14    〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．３．28     一紙  １通  御祝儀のお礼、その他 
２-19-A-15    〔善左衛門・お文宛慶雲書状〕                 年未詳．４．10     一紙  １通  村誂唐紙御落手下されのよし、など 
２-19-A-16    〔善左衛門・お文宛慶雲書状〕                 年未詳．11．６     一紙  １通  左近というあぶれ者について、など 
２-19-A-17    〔井上素堂宛菅半七郎書状〕                  年未詳．２．26     一紙  １通  詠草を再々 直してもらったことのお礼と 
                                                            詠草作りが進んでいないこと 
２-19-A-18    〔井上安兵衛宛尾崎荘右衛門書状〕               年未詳．５．１     一紙  １通  わざわざ遠路入来のお礼 
２-19-A-19    〔おくが宛かう書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  近況通知 
２-19-A-20    〔三人様宛慶雲書状〕                     年未詳．８．５     一紙  １通  京都灘屋与兵衛裏の小座敷への引越、京 
                                                            都への出立を水沢や親類には伝えたが、 
                                                            御上（代官所）へは伝えていない、法橋 
                                                            一件の叱責など 
２-19-A-21    〔御三人様宛翁書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  嫁女の儀につき、気毒の意伝える 
２-19-A-22    〔久助宛貞輔書状〕                      年未詳．12．15     一紙  １通  新開地の検地が済んだが名ギ人に 
                                                            立替えた金が皆済されず玉泉寺へ持主を 
                                                            替えるので年貢を取立ててくれ 
２-19-A-23    〔御両所（三郎右衛門）宛慶翁書状〕              年未詳．正．６     一紙  １通  昨年も今年も国にて春をいたし他、お文  一紙挟込み 
                                                            も追々 順快に向ひ等家まわりの事他 新 
                                                            年の年玉 
２-19-A-24    〔井上三郎右衛門宛悦心庵宝蔵書状〕              年未詳．正．14     一紙  １通  節分御祈念・御守りの事・花水供被仰下  封紙有 
                                                            承知他 
２-19-A-25    〔井上三郎右衛門宛浅野謹斎書状〕               年未詳．正．27     一紙  １通  御歓びに参上申上筈の処遠方之儀失敬仕  封紙有 
                                                            候他御餞別等に付いて 
２-19-A-26    〔井上三郎右衛門宛深野亀太郎書状〕              年未詳．２．26     一紙  １通  小肴１篭送付、他 
２-19-A-27    〔善左衛門宛慶雲書状〕                    年未詳．２．30     一紙  １通  お文順快、三郎右衛門上京延引の事など  封紙有27～30 同一封紙内 
２-19-A-28    〔御三人宛慶雲書状〕                     年未詳．11．28     一紙  １通  十月中旬善左衛門殿御迎えの事      封紙有 
２-19-A-29    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．２．30     一紙  １通  上京延引ならびにお文病気見舞の事    封紙有 
２-19-A-30    〔お文宛老翁書状〕                      年月日未詳       一紙  １通  毎月六ノ日兼題の事等他         封紙有 
２-19-A-31    〔三郎右衛門宛福田村清作書状〕                年未詳．５．８     一紙  １通  倉敷村音次郎酒狂の体にて福田村で与八 
                                                            と口論に付いて 
２-19-A-32    〔井上三郎右衛門宛得右衛門書状〕                 子．11．28     一紙  １通  金子受取 及び礼状 
２-19-A-33    〔井上三郎右衛門宛植田助右衛門書状〕             年未詳．11．28     一紙  １通  預り金元利勘定の義他          封紙有 
２-19-A-34    〔井上三郎右衛門宛植田書状〕                   子．12．７     一紙  ３通  覚３通、利息金算用書 及利金返却証 
２-19-A-35    〔井上三郎右衛門宛吉田屋惣十郎書状〕             年未詳．８．26     一紙  １通  井上三郎右衛門母病気見舞他 
２-19-A-36    〔井上三郎右衛門宛本栄寺書状〕                年未詳．12．５     一紙  １通  金子・銀札・証書受取書 
２-19-A-37    〔井上三郎右衛門宛宝昌書状〕                 年未詳．12．19     一紙  １通  藤蔵年貢一条の義に付いての御願 他   封紙有 
２-19-A-38    〔井上三郎右衛門宛小野善太郎書状〕              年未詳．12．10     一紙  １通  金子受取書外              封紙有 
２-19-A-39    覚                              嘉永５．12．10     一紙  １通  元利金請取証 
２-19-A-40    〔井上慶雲宛宝島寺書状〕                   年未詳．４．15     一紙  １通  御所献上銀受取、他 
２-19-A-41    〔衆亭主人（慶雲カ）宛 隻岡書状〕              年未詳．10．８     一紙  １通  今日一噌弟子山本甚右衛門江戸より帰り 
                                                            申候 仁斎と申人は右学をおこされたる 
                                                            事は云に及ばぬ事 歌さへよくよまれ申 
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                                                            し人に御座候 他 
２-19-A-42    〔慶雲宛隻岡書状〕                      年未詳．９．５     一紙  １通  小子帰京いつの時にや相知不申、再来年 
                                                            主人参府の前、百日計も、いとまもらひ 
                                                            申度等近況 
２-19-A-43    小原（慶雲）宛書状 静子                   年未詳．２．22     一紙  １通  過日は遠方同道被下他、めでたく、お帰 
                                                            りのみ待ち上候他 
２-19-A-44     〔三郎右衛門宛慶翁書状〕                   年未詳．７．５     一紙  １通  群鶴は太法院取次の岡山理光院とやらえ 
                                                            は、先方より参り持登申候他 
２-19-A-45    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．７．27     一紙  １通  善左衛門病気見舞 他          封紙有 
２-19-A-46    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．９．８     一紙  １通  五ヶ年倹約中に付き暮し向、入用も無之 
                                                            無病にさへあれば少しも不自由なし他 
                                                            病人の見舞、万正様へ出し候書状他近況 
                                                            等いろいろ 
２-19-A-47    〔井上三郎右衛門宛小原可堂書状〕               年未詳．８．18     一紙  １通  親父様大病につき見舞書状        封紙有47～49まで同一封紙入 
２-19-A-48    〔小原慶雲宛小原可堂書状〕                  年未詳．８．18     一紙  １通  金子送り礼状              封紙有 
２-19-A-49    〔御三人宛慶雲書状〕                     年未詳．９．４     一紙  １通  善右衛門他二人病気見舞         封紙有 
２-19-A-50    〔三郎右衛門宛理右衛門書状〕                 年未詳．11．３     一紙  １通  金子受取の事、又爪崎・浅野御縁談の義 
                                                            他 
２-19-A-51    〔三郎右衛門宛孫四郎書状〕                  年未詳．11．18     一紙  １通  御息女様縁談について 爪崎村浅野亀太 
                                                            郎の事他 
２-19-A-52    〔井上三郎右衛門宛浦上甚兵衛書状〕              年未詳．11．27     一紙  １通  縁談について、爪崎村浅野亀太郎の事他 
２-19-A-53    〔井上三郎右衛門宛高江兵作書状〕               年未詳．12．３     一紙  １通  訪門の帰途、長尾新宅にたちより御内談  封紙有 
                                                            の趣咄合 他 
２-19-A-54    〔三宅右衛門宛理右衛門書状〕                 年未詳．12．12     一紙  １通  久助縁談差支の事他 
２-19-A-55    〔井上三郎右衛門宛浅野謹斎書状〕               年未詳．12．12     一紙  １通  井上三郎右衛門息女縁談の事他 
２-19-A-56    〔井上三郎右衛門・藤井彦七郎宛慶雲書状〕           年未詳．６．28     一紙  １通  善左衛門の病気について 
２-19-A-57    〔井上三郎右衛門宛小原慶雲書状〕               年未詳．８．23     一紙  １通  惣社人帰国便御左右承度         ほか１通（松尾竹蔵→三宅三 
                                                                                郎右衛門）とも封紙入 
２-19-A-58    〔井上三郎右衛門宛吉田屋惣十郎書状封紙〕           年月日未詳           １袋                      封紙のみ 
２-19-A-59    〔井上宛小野丹右衛門書状〕                  年未詳．12．11     一紙  １通  金子受取、礼状 
２-19-A-60    〔井上宛助右衛門書状〕                    年月日未詳       一紙  １通  郡中義倉の証文の引替、大橋銀立などの  封紙有 
                                                            件につき 
２-19-A-61    〔井上宛小原（慶雲カ）翁書状〕                年未詳．７．28     一紙  １通  近況報告 地震にもなれた、後震はある 
                                                            が夏大水の影響もなかった 可堂近日帰 
                                                            国を報ず 
２-19-A-62    〔井上宛丹右衛門書状〕                    年月未詳．17日     一紙  １通  御祝儀に出てくるよう仰下せれお礼 
２-19-A-63    〔井上宛翁○書状〕                      年未詳．９．20     一紙  １通  初納銀は当方よりまとめて納めるから持 
                                                            参されたい 
２-19-A-64    〔井上（五蔵カ）宛いま書状〕                 年月日未詳       一紙  １通  御後室（恐らく 政子）に始めて昨夜面 
                                                            会 以後よろしく 
２-19-A-65    〔井上（五蔵カ）宛いま書状〕                 年月日未詳       一紙  １通  歌会をまた催してほしい 出席したい 
                                                            もみち（紅葉）も今によろしく御座候 
２-19-A-66    〔御二人様宛慶翁書状〕                    年未詳．９．11     一紙  １通  近日淀へ下向の事等他          66～72 同封紙有 
２-19-A-67    〔書状〕                           年未詳．８．23     一紙  １通  単物、袷を清兵衛に遣わす事他 
２-19-A-68    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  貫三伊勢参宮し、大坂下向の事等他 
２-19-A-69    口上                             年月日未詳       一紙  １通  備中倉敷前神町川口屋菊蔵及向市場三倉  封紙有 
                                                            屋平太郎、大坂迄早船毎月三八日出船に 
                                                            つき運賃定等口上書 
２-19-A-70    〔井上主人宛慶翁書状〕                    年未詳．９．11     一紙  １通  当地地震の事、栗田様母君御かくれ遊し  封紙有 
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                                                            御慎中の事、おさち母方の里加茂社家の 
                                                            苗字近便に筆記する事等他 
２-19-A-71    兎の功能                           年月日未詳       一紙  １通  兎の功能書 
２-19-A-72    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  宮様母君他界につき五十日間御慎となり  封紙有 
                                                            歌手違いのことなど 
２-19-A-73    〔お文宛泉山書状〕                      年未詳．４．20     一紙  １通  去秋大勢参り長逗留の時の御礼及び近況 
                                                            報告 
２-19-A-74    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  大橋一条掛合之上延引、金子送付の事、 
                                                            村方 貯金の事等→宮崎屋（カ） 
２-19-A-75    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  ２通  玉泉寺かけ物一幅の儀、千種様松の御詠 
                                                            他 
２-19-A-76    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  爪崎村浅野氏より御息女様好望に付、親 
                                                            族相談の事当方においては違存無き事他 
２-19-A-77    〔兼題ニ付書状〕                       年未詳．晩春．15日   一紙  １通  兼題添削願 
２-19-A-78    〔書状〕                           年未詳．５．23     一紙  １通  宅地売買に付いて他 
２-19-A-79    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  じゅばん請取につきお礼 
２-19-A-80    〔掛物落手ニ付覚〕                      年月日未詳       一紙  １通  掛物落手についての覚書 
２-19-A-81    〔井上三郎右衛門宛小原可堂書状〕               年未詳．５．25     一紙  １通  小子14日上京 伯父様にも御機嫌よく御  81～91袋入「備中倉子城井上 
                                                            上京 和本 六書道通調 店出し致し候  三郎右衛門様 小原可堂」 
                                                            処大評判 他 
２-19-A-82    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  十次郎京へ着 当月１日頃木や町牛窓や 
                                                            と申醤油屋へ奉公等十次郎の様子連絡 
２-19-A-83    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．５．27     一紙  １通  荷物24日相達落手 拙子小林・竹久両家 
                                                            へ逗留21日京へ着いたし他東七郎の事等 
２-19-A-84    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  地震中書状出したが届かず迷惑気毒に存 
                                                            候、又此度治り候ば又国へ帰り相談事他 
２-19-A-85    〔三郎右衛門宛東七郎書状〕                  年月日未詳       一紙  １通  絵之具３寸５分・丸白絵盆10枚他・絵筆 
                                                            はけ・唐金水てき台等のしまい場所 以 
                                                            上の品便の節送付依頼状 
２-19-A-86    〔三郎右衛門宛京隠書状〕                   年未詳．７．18     一紙  １通  東七郎帰郷昨17日出立、又京大変の事他 
                                                            近況 
２-19-A-87    〔太田但馬宛井上三郎右衛門書状〕               年未詳．６．19     一紙  １通  先日は銭屋へ御出の由、最早御上京前御 
                                                            目掛り出来ず御機嫌よく御出立祈居申候 
                                                            他進物の事 
２-19-A-88    〔香川景樹かりとふらひの御詠〕                年未詳．６．１     一紙  １通  岡崎にて香川景樹かりとふらひにつき、 
                                                            よめる歌数首 
２-19-A-89    〔三郎右衛門宛慶翁書状〕                   年未詳．７．14     一紙  １通  京都大地震につき無事を知らせる事、他 
２-19-A-90    〔井上三郎右衛門宛快満書状〕                 年未詳．６．12     一紙  １通  灘屋へ書状をことづけることについて 
２-19-A-91    〔青蓮院宮歌会山家人稀他御詠〕                年未詳．６．12     一紙  １通  御当座御探題の歌 
２-19-A-92    〔覚〕                            弘化３・４年      一紙  １通  祝義の給物の品覚書、人足祝義、献立他 
２-19-A-93    〔音三郎宛井上亮三書状〕                   （明治）        一紙  １通  佐藤信平に対する袋金の決済についての 
                                                            書状 亮三は華屋８代、明治25年没 音 
                                                            三郎は13代冬太郎の弟 
 
◇◇◇２－１９－Ｂ－１～１４〔一括文書〕◇◇◇ 
２-19-B- 1    〔三郎右衛門宛書状〕                     年月日未詳           36通  母・三左衛門・こと・東七郎・小原可堂 
                                                            ・善左衛門・慶翁（慶雲）などより 
２-19-B- 2    〔井上三郎右衛門宛他書状〕                  年月日未詳           26通  小原東七郎・小原可堂・端木・広人・六 
                                                            右衛門 
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２-19-B- 3    〔小原東七郎宛書状〕                     年月日未詳           46通  母５通 善左衛門33通 こと４通 おば 
                                                            １通 三左衛門１通 井上１通 善左衛 

門・こと１通 
２-19-B- 4    〔井上三郎右衛門宛書状〕                   年月日未詳           22通  端木１通 東七郎１通 母１通 一鶴斎 
                                                            １通 慶雲（翁）12通 まち１通 小原 
                                                            １通 不明４通 
２-19-B- 5    申年中京より来状                       年月日未詳           27通  小原広人８通 かの１通 端木２通 小 
                                                            原６通 東七郎２通 僊客２通 蘆汀１ 
                                                            通 小原広輔１通 不明４通 
２-19-B- 6    〔井上三郎左衛門宛等書状〕                  年月日未詳           33通  母１通 慶雲・慶翁19通 かの１通 端 
                                                            木１通 三左衛門・素堂１通 蘆汀１通 
                                                            広祐１通 小原１通 不明７通 
２-19-B- 7    〔井上三郎右衛門宛等書状〕                  年月日未詳           32通  慶雲・慶翁20通 木村源吾１通 十蔵１ 
                                                            通 岡六左衛門２通 与兵衛１通 その 

他７通 
２-19-B- 8    酉年中京都来状                        年月日未詳           40通  小原東七郎７通 小原広輔４通 小原広 
                                                            人６通 端木５通 小原可堂１通 僊客 
                                                            １通 小原５通 不明11通 
２-19-B- 9    〔井上三郎右衛門宛等書状〕                  年月日未詳           51通  小原可堂４通 母５通 僊客１通 小原 
                                                            ３通 東七郎10通 慶雲・慶翁４通 善 

左衛門１通 広人１通 蕉雪２通 広輔 
１通 美堂１通 三寿３通 旭岡１通  
不明14通 

２-19-B-10    上方ヨリ来帖入                        年月日未詳           83通  端木２通 小原（井上）かの２通 慶翁 
                                                            （雲）27通 東七郎２通 井上素堂３通 

                                  不明26通 千極清右衛門１通 渡辺専助 
１通 方子１通 小原可堂１通 伊丹留 
弥１通 阿賀屋源三衛門１通 灘左衛門 
１通 孝敬、かう、それぞれ１通  
志木武八郎１通 小田百蔵１通 鴻池辰 
蔵１通 小原惣十郎２通 宗十郎１通 

                                                            井上三郎左衛門１通 井上１通 信１通  
小原善谷１通 京隠居登物并下物扣１冊  
（他）短冊１枚 

２-19-B-11- 1   〔安永八年 月次題書上〕                   安永８．        一紙  １通 
２-19-B-11- 2   井上五蔵宛香川木工書状                    年未詳．正．13     一紙  １通  花押有り 新年慶賀のあいさつ 
２-19-B-11- 3   井上五蔵宛香川木工書状                    年未詳．２．11     一紙  １通  花押あり 年頭祝儀扇子料銀二両御礼 
２-19-B-11- 4   （五蔵あて木工書状）                     年未詳．２．18     一紙  １通  読歌短冊の件 
２-19-B-11- 5   井上五蔵宛香川木工書状                    年未詳．４．９     一紙  １通  詠草加点の件、歌屏風の件、宗匠短冊 
                                                            の件 
２-19-B-11- 6   〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．４．９     一紙  １通  端裏アリ 御詠草返進につき 
２-19-B-11- 7   井上五蔵宛香川木工書状                    年未詳．４．26     一紙  １通  詠草拝見につき 
２-19-B-11- 8   〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．６．14     一紙  １通  息様痢病見舞、御詠一巻他兼題の御詠 
                                                            拝見、加点返送の知らせ 
２-19-B-11- 9   井上五蔵宛香川木工書状                    年未詳．６．24     一紙  １通  詠草延引につき 
２-19-B-11-10   井上五蔵あて香川木工書状                   年未詳．６．29     一紙  １通  病気見舞他 
２-19-B-11-11   〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．７．16     一紙  １通  詠草につき 
２-19-B-11-12   井上五蔵宛香川木工書状                    年未詳．９．21     一紙  １通  花押あり 中元御礼につき 
２-19-B-11-13   〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．10．５     一紙  １通  詠草につき 
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２-19-B-11-14   〔井上五蔵宛香川木工書状〕                  年未詳．10．22     一紙  １通  加点返進のこと 
２-19-B-11-15   大坂筑前橋白子町 河内屋四郎兵衛様 前次御届方被下候 大坂  年月日未詳       一紙  １枚  （どれかの手紙についていたか） 
           迄状賃大坂御払御受取 御下シ無滞御頼申候 
２-19-B-11-16   「安永八亥年 東都香川氏書翰」                安永８．        包紙  １枚                      一括 
２-19-B-12    〔くが宛のぶ書状〕                      年月日未詳           24通  のぶ21通 慶隠３通                    一括 
２-19-B-13    〔宝島寺宝厳書状〕                      年月日未詳           25通  井上三郎左衛門宛23通 井上五蔵宛１通 
                                                            井上宛１通 
２-19-B-14    〔井上慶雲書状〕                       年月日未詳           30通  井上三郎右衛門宛27通 広輔宛１通 善 
                                                            左衛門宛１通 不明１通 
 
◆◆◆２－２１－Ａ・Ｂ〔習俗行楽〕◆◆◆ 
◇◇◇２－２１－Ａ〔一点文書〕◇◇◇ 
２-21-A- 1    以書付御願申上候                         未．７月              大坂から馴染の太夫が下り浄瑠璃興行を 
                                                            したい旨申請 引受願人天城屋定平・組 
                                                            合備前屋与市→村役人中 
 
◇◇◇２－２１－Ｂ－１～１１〔一括文書〕◇◇◇ 
２-21-B- 1    矢代的勝負帳                         元治元．４．      横長  １冊  孫太郎・重之兵衛・新右衛門・礼介 
２-21-B- 2    元帳請入用書出并割合附                    元治元．４．      横長  １冊  孫太郎・十之兵衛・新右衛門・礼助 
２-21-B- 3    廻章〔関根先生相見え、矢代的観龍寺境内で仕候〕        年未詳．４．24     一紙  １通  山川礼助・井上新右衛門・藤井十之兵衛 
                                                            植田孫太郎より岡熊之助・岡桐三郎・井 
                                                            上信蔵ら29人あて 
２-21-B- 4    覚〔金銭受取証文〕                      年未詳．４．26     一紙  １通  松のや 金蔵→宮崎屋様 
                                            ５．５ 
２-21-B- 5    書状（矢指籠差出之件）                    年未詳．４．27     一紙  １枚 
２-21-B- 6-1   覚（上菓子代）                        年未詳．４．26     一紙  １通  松野金蔵→宮崎屋 
２-21-B- 6-2   覚（請取証文）                          子．５．      一紙  １通  真（古）問屋安左衛門→宮崎屋 
２-21-B- 7     覚（請取証文）                        年未詳．５．２     一紙  １通  今福屋光蔵→銭主様御茶園 
２-21-B- 8    覚（七匁四分請取証文）                    年未詳．５．３     一紙  １通  天城屋長十郎→宮崎屋別の分様 
２-21-B- 9    覚（弐匁五分受取証）                     年未詳．５．４     一紙  １通  高見屋源治郎→宮崎屋 
２-21-B-10    覚（酒代）                            子．５．５     一紙  １通  蔦屋より上あて 
２-21-B-11    覚（十本 上三香箱入）                    年未詳．５．７     一紙  １通  吉井屋より宮崎屋 
２-21-B-12    松岡茶園 矢代的諸動達并請取入                元治元．４．29         １袋  引請 弥太郎・重之兵衛・新右衛門・礼  2-21-B-1～11一括 
                                           ～５．２             介 
 
◆◆◆２－２２－Ａ・Ｂ〔学芸医療〕◆◆◆ 
◇◇◇２－２２－Ａ－１～９〔和歌詠草〕◇◇◇ 
２-22-A- 1    〔和歌詠草〕                         年月日未詳               慶雲１通 慶翁４通 常之８通 端木57  虫損及び欠失多し 
                                                            通 由常７通 不明17通 その他５通 
                                                            蘆汀１通 
２-22-A- 2    〔和歌詠草〕                         年月日未詳           59通  由之２通 慶雲斎２通 政子？３通 端 
                                                            木22通 常之30通 
２-22-A- 3    〔和歌詠草〕                         年月日未詳           ８通  則孝・盛有・萍流・呉継・泉山・宗甫・ 
                                                            顕代・寿卿 各１名 
２-22-A- 4    〔歌稿〕（小原端木筆）                    年月日未詳       縦   １帳  在京中 ハズレ 
２-22-A- 5    〔歌稿〕                           年月日未詳       縦   １綴  斉鼎はかまり申入ルうた他 墨付４丁 
                                                            （ケイ紙） 
２-22-A- 6    〔和歌詠草〕                         年月日未詳           12通  夏鼎４通 端木５通 不明２通 光明庵 
                                                            智乗宛端木書状１通 
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２-22-A- 7    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  29通  和歌の類７通 
                                                            その他９通 
２-22-A- 8-1   〔四月十二日夜千種殿御会題一月〕               年未詳．４．12     一紙  １通  三位有功卿・友干・長広・端木 
２-22-A- 8-2   〔おくか宛慶雲書状〕                     年未詳．11．朔     一紙  １通 
２-22-A- 8-3   慶雲仮詠草                          年月日未詳       一紙  62枚                      綴紐欠失 
２-22-A- 8-4   〔漢詩〕                           年月日未詳       一紙  １枚  笙歌夜月家之思 
２-22-A- 8-5   〔住所・季語書上〕                      年月日未詳       袖帳  １冊  歌人の住所・季語他覚書 
２-22-A- 8-6   〔和歌詠草 はし木〕                     年月日未詳       一紙  １通                      虫損 
２-22-A- 8-7   〔住所書上〕                         年月日未詳       横半  １冊  和歌・歌人・住所書上 
２-22-A- 8-8   〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １通  鼎子・保之・端木・政芳・邦綱 
２-22-A- 8-9   〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ３枚  端木 
２-22-A- 8-10   〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ３枚 
２-22-A- 8-11   〔某書状〕                          年月日未詳       一紙  １通  宛名・差出不詳 かた入・わた入・羽織 
                                                            落手 岸氏に画料渡しの件 大坂香川秀 
                                                            智へ訪問の事 辰蔵・孫次郎来訪、金百 
                                                            疋づつ遣す事など 
２-22-A- 9    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  14通  書状（８通）－井上五蔵宛菅半次郎書状 
                                                            二宮金右衛門宛庄助書状、源秀和上宛恵 
                                                            兆書状、御たう宛国松書状、からひつ宛 
                                                            みき書状、妙存書状、お久宛浄心書状、 
                                                            おりゅう・おいま・しけ松・政江・梅ち 
                                                            宛せいほ書状 和歌の類（６通）－道光 
                                                            （１通）・祥子（１通）他（４通） 
 
◇◇◇２－２２－Ｂ－１～２０〔学芸一般〕◇◇◇ 
２-22-B- 1    金春流太鼓書類                        年月日未詳           １袋 
２-22-B- 2    百人一首ききかき                       年月日未詳       縦   １冊 
２-22-B- 3    端木・歌稿                          文政５．11．16         19綴 
２-22-B- 4    墓碑下書 （字へ可堂カ）                   年月日未詳       一紙      泰誉浄禎・安誉貞祥墓 
２-22-B- 5    和訓（書抜）                         年月日未詳           １綴 
２-22-B- 6    （西山物語）抜書                       年月日未詳       一紙 
２-22-B- 7    当座扣 端木                         年月日未詳       縦   １冊 
２-22-B- 8    （古語書抜）                         年月日未詳           １綴 
２-22-B- 9    枕詞（書抜）                         年月日未詳       横長  １綴 
２-22-B-10    不詳他見（歌稿かき抜）                    年月日未詳       横長  １綴  拾翠（素堂カ） 
２-22-B-11    不詳他見 拾翠軒                       年月日未詳       横長  １綴  素堂カ 
２-22-B-12    （漢語書抜）                         年月日未詳       横長  １綴 
２-22-B-13    （井上端木）古語書抜                     年月日未詳           ２ 
２-22-B-14    〔揺本〕                           年月日未詳       横半  １冊  間之部（養老・嵐山など） 狂言（蛭子 
                                                            大黒・唐人相撲など）風流 
２-22-B-15    〔歌稿〕                           年月日未詳       横半  １冊 
２-22-B-16    〔揺本〕                           年月日未詳       横半  １冊  春日龍神・氷室・誓願寺他 
２-22-B-17    雑書                             年月日未詳       縦   １冊  和歌書上等 
２-22-B-18    篳篥証（楽符）                        年月日未詳       縦   １冊 
２-22-B-19    〔歌稿〕                           （天保８カ）          １冊  表紙欠 
２-22-B-20    供音楽品目                           壬戌．４．23         １通  為松園慈木信士             包紙有 

         ３箱 
◆◆◆３－１－１〔支配〕◆◆◆ 
３－１－ 1    〔七太夫ほか１名宛三郎右衛門ほか二名書状〕（下書）      年未詳．３．４     一紙  １通  植田取 一件につき郡中惣代のことなど 
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◆◆◆３－２－１～１７〔土地〕◆◆◆ 
３－２－ 1    山畑見分扣帳                         弘化２．３．      横長  １冊  宮崎屋店 
３－２－ 2    羽島村田畑並ニ山畑地改帳                   文化元．閏２．     横長  １冊  宮崎屋→土地（山畑）の地改め 
３－２－ 3    白楽市所持地公畝高有畝書抜                  文久元．３．      横長  １冊                      虫損 
３－２－ 4    田畑代価書上持主倉敷村井上亮三                明治初カ        縦   １冊  井上亮三持主の田畑代価書上       年代記録なし 表紙表題に 
                                                                                斜線 
３－２－ 5    地券御書換願                         明治10．４．      縦   ８綴  売渡人井上亮三 
３－２－ 6    丑七月 宮崎屋 白楽市村畝札書抜               年未詳．７．      横半  １冊 
３－２－ 7    書抜覚                            年月日未詳       横長  １綴  荒地、本年貢率等を書き上げている    一部損 
３－２－ 8    〔田高・貸屋書上〕                      年月日未詳       一紙  １通 
３－２－ 9    〔検地記録の覚〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
３－２－10    倉敷新田畑書抜                        年月日未詳       横長  １冊 
３－２－11    〔田畑面積と取米の書上げ〕                  年月日未詳       横長  １綴                      虫損 
３－２－12    〔田と石高の書き上げ〕                    年月日未詳       横半  １冊 
３－２－13    〔田地・宅地地価金・売買代価金書上〕             年月日未詳       一紙  １通 
３－２－14    田畑代価書上                         年月日未詳       縦   １冊  井上亮三→ 井上亮三の持土地の代価   １冊中に土地代価表示の一紙 
                                                            提示                  11通内封 
３－２－15    都宇郡黒崎村分 反別野取帳写 窪屋郡倉敷村持主 井上亮造   年月日未詳       横半  １冊  図面・小作人・面積・等級        右下隅破損（内容に影響なし） 
３－２－16    〔添新田田積地番書上覚〕                   年月日未詳       横長  １綴 
３－２－17－ 1  弘化二乙巳年 加須山村田畑御公畝高書抜 倉敷村 吉左衛門分  弘化２．        横長  １冊  田畑面積・高の書き上げ 
３－２－17－ 2  書附〔沖新田村庄屋傅（之丞）→倉敷村宮崎屋秀蔵〕       万延元．10．      一紙  ２通  ⑴添新田村田畑高成己書抜 万延元年十  包紙あり 
                                                            月改 庄屋傅之丞→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                                            ⑵御請〔⑴の添え状〕 
３－２－17－ 3  （包紙）萬延二年辛酉三月日 加須山村反別帳写 倉敷村善左   万延２．３．      横長  ２綴  ⑴倉敷村善左衛門の高反別帳 ⑵倉敷村 
           衛門                                               久助の高反別帳 
３－２－17－ 4  〔白楽市の高反別の書上〕                   年月日未詳       横長  １綴 
３－２－17－ 5  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  高反別の書き上げ 
３－２－17－ 6  書抜                             年月日未詳       横長  １綴  高反別書き上げ綴 
３－２－17－ 7  〔高反別書上帳〕                       年月日未詳       横長  １綴                       虫損 
３－２－17－ 8  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  高反別書上げ 
３－２－17－ 9  〔高反別書き上げ綴〕                     年月日未詳       横長  １綴 
３－２－17－10  〔田畑高反別綴〕                       年月日未詳       横長  １綴  濱村分に関するもの 
３－２－17－11  〔田畑年貢高書き上げ〕                    年月日未詳       一紙  １枚 
３－２－17－12  〔高反別書上綴〕                       年月日未詳       横長  １綴 
３－２－17－13  覚                              年月日未詳       一紙  １通  高反別の書き上げ 
３－２－17－14  亀山十三割中川より上之分                   年月日未詳       一紙  １通  高反別の書き上げ 
３－２－17－15  〔高反別の書上〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
３－２－17－16  書抜                             年月日未詳       横長  １綴  高反別の書抜 
３－２－17－17  〔高反別帳〕                         年月日未詳       横長  １綴 
３－２－17－18  覚                              年月日未詳       一紙  ２通  田畑面積・取米の書き上げ 
 
◆◆◆３－３－１～５０〔租税〕◆◆◆ 
３－３－ 1    宝暦弐申年 川入村御年貢米請取主名主弥次郎 宮崎安兵衛殿   宝暦２．        一紙  １枚                      包紙あり 
３－３－ 2－１  大島村御年貢米通                       宝暦２．12．      一紙  １枚  名主長介→三郎右衛門          虫損有り 
３－３－ 2－２  笹沖村御年貢米通                       宝暦２．        一紙  １通  名主幸右衛門→倉敷文吉 
３－３－ 2－３  笹沖村御年貢米通                       宝暦２．        一紙  １通  名主幸右衛門→倉敷安兵衛 
３－３－ 2－４  笹沖村御年貢米通                       宝暦２．        一紙  １通  名主幸右衛門→倉敷吉三郎 
３－３－ 2－５  〔定米九斗三十九合 三代〕                  宝暦２．３．朔     一紙  １通  宮崎屋安兵衛→州庄村長太郎 
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３－３－ 2－６  宝暦二年申御年貢請取通                    宝暦２．        一紙  １通  徳芳庄屋藤左衛門→安兵衛 
３－３－ 2－７  〔高掛銀受取〕                        宝暦２．        一紙  １通  作兵衛分 
３－３－ 2－８  先納帳六拾通 笹沖村出作分請取                宝暦２．８．９     一紙  １通  庄屋大橋文左衛門→宮崎屋安兵衛 
３－３－ 2－９  覚                                申．        一紙  ２通  西阿知村名主 将兵衛→宮崎屋藤十郎   虫損有り 書状１通同封 
                                                            下作人長兵衛文定米算用 
３－３－ 2－10  宝暦二御物成下礼                       宝暦２．12．      一紙  ８通  庄屋石井源治郎→倉敷油や与市右衛門・  覚７通一括 
                                                            宮崎屋安兵衛 
３－３－ 2－11  御年貢受取之事                        宝暦２．11．29     一紙  １通  大内村庄屋長山半兵衛→安兵衛 
３－３－ 2－12  白楽市村御年貢米請取通                    宝暦２．        一紙  ４通  ⑴吉左衛門→金浦村安兵衛 ⑵名主吉左  封紙にて４通を同封 
                                                            衛門→長次郎殿 ⑶名主吉左衛門→金浦 
                                                            村長次郎 ⑷名主吉左衛門→金浦村安兵 
                                                            衛 
３－３－ 2－13  宝暦二年申暮〔御年貢米指引通〕                宝暦２．暮       一紙  １通  平田村名主 佐兵（カ）七→ 
３－３－ 2－14  御年貢請取通                         宝暦２．        一紙  １枚  宮崎庄屋徳左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛   虫損有り 
３－３－ 2－15  御年貢請取通                         宝暦２．        一紙  １枚  四十瀬七兵衛→倉敷安兵衛        虫損有り 
３－３－ 2－16  吉岡村御年貢米通                       宝暦２．        一紙  １通  吉岡村名主笹沖村孫兵衛→倉敷宮崎屋 
３－３－ 2－17  御年貢米請取                         宝暦２．        一紙  １通  庄屋太郎右衛門→宮崎屋三郎右衛門 
３－３－ 2－18  御年貢米通                          宝暦２．        一紙  １通  名主曽兵衛→安兵衛 
３－３－ 2－19  宝暦弐申御年貢請取通                     宝暦２．        一紙  １通  入作組頭利八郎→倉敷安兵衛 
３－３－ 2－20  北大福御年貢米請取通                     宝暦２．        一紙  １通  大福村庄屋→安兵衛           包紙有り 
３－３－ 2－21  宝暦二壬申御年貢米銀請取通之事                宝暦２．        一紙  ３通  倉敷村庄屋又兵衛→宮崎屋安兵衛 倉敷 
                                                            村庄屋又兵衛→吉三郎 倉敷村庄屋又兵 
                                                            衛→花屋善左衛門 
３－３－ 2－22  宝暦二年九月 羽島金経御年貢米請取通 庄屋代武兵衛・宮崎屋  宝暦２．９．      横長  １綴  庄屋代武兵衛→宮崎屋安兵衛 
           安兵衛分 
３－３－ 2－23  宝暦二年 御年貢受取之事                   申（宝暦２）．12．21  一紙  １通  大内村庄屋長山半平→倉敷善左衛門 
３－３－ 2－24  宝暦二年 御年貢受取之事 水道庵               申（宝暦２）．極．14  一紙  １通  大内村庄屋長山半平（差出人） 
３－３－ 2－25  箕島村 御年貢請取通                     宝暦２．        横長  １綴  宮崎屋安兵衛宛 
３－３－ 2－26  〔米請取覚〕                           酉．正．20     一紙  １通  宮崎屋→中田源左衛門殿 
３－３－ 2－27  宝暦二申 御年貢請取通                    宝暦２．        一紙  １通  庄屋津右衛門→宮崎屋安兵衛 
３－３－ 2－28  宝暦二壬申 水夫割 安部兵衛組                宝暦２．        一紙  １通 
３－３－ 2－29  宝暦八戊寅 御年貢米銀請取通之事               宝暦８．12．29     一紙  １通  年寄与一右衛門他５名 
３－３－ 2－30  宝暦八戊寅 御年貢米銀請取通之事 三十三 宮崎屋安兵衛    宝暦８．12．29     一紙  １通 
３－３－ 2－31  寛延弐年巳ノ暮惣目録 宮崎屋                 寛延２．        横長  １冊  箕島村市郎兵衛 
３－３－ 2－32  花屋地加地子指引                       申（宝暦２）．11．27  一紙  １通  八新屋伝右衛門→宮崎屋宗十郎殿 加地 
                                                            子米勘定の上送進状 

 ３－３－ 2－33  宝暦弐申年 西磯御年貢米請取通 倉敷村安兵衛         宝暦２．12．18     一紙  １通 
３－３－ 2－34  宝暦二申ノ暮 御年貢米通                   宝暦２．12．29     一紙  １通  吉田村名主金右衛門→宮崎屋安兵衛 
３－３－ 2－35  宝暦二申暮 中田村入作御年貢米請取              宝暦２．12．晦     一紙  １通  名主四郎兵衛・倉敷村安兵衛殿 
３－３－ 2－36  宝暦弐壬申 御年貢米通                    宝暦２．        一紙  １通  矢尾村名主所兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛殿 
３－３－ 2－37  宝暦二壬申年 御歳貢請取通庄屋次郎右衛門 安兵衛分      宝暦２．        一紙  １通 
３－３－ 2－38  宝暦二申 黒崎村御年貢米請取通 名主源介 宮崎屋三郎右衛門  宝暦２．        一紙  １通 
           殿 
３－３－ 2－39  宝暦弐申 浜村御年貢米請取                  宝暦２．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛→吉三郎 
３－３－ 2－40  覚                              年月日未詳       一紙  １通  寅年、卯年、辰年、巳年、午年 年貢過 
                                                            米注文書抜 
３－３－ 2－41  東磯御年貢請取通                       宝暦弐申        一紙  １通  安兵衛宛 
３－３－ 2－42  西原村御年貢米請取通                     宝暦２．        一紙  １通  名主五能右衛門→倉敷村長次郎      ３－３－ 2－43の中に有 
３－３－ 2－43  申御年貢米請取                        宝暦２．        横長  １冊  西原村庄屋五能右衛門→安兵衛 
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３－３－ 2－44  宝暦弐申 浜村・小子位村御年貢米請取             宝暦２．        一紙  １通  庄屋孫一兵衛→安兵衛 
３－３－ 2－45  宝暦弐申 水江村御年貢米請取通                宝暦２．極．26     一紙  １通  水江村名主幸左衛門→倉敷安兵衛 
３－３－ 2－46  壬申御年貢請取通                       壬申（宝暦２）．    一紙  １通  山田村庄屋六右衛門→安兵衛 
３－３－ 2－47  宝暦二申年 中嶋村御年貢通                  宝暦２．        一紙  １通  中嶋村庄屋安原善右衛門→倉敷村安兵衛 
                                                            殿内田屋に為替にて入 
３－３－ 2－48  宝暦二申年 中島村御年貢通                  宝暦２．        一紙  １通  庄屋安原善右衛門→倉敷村安兵衛殿 奥 
                                                            に酉４月15日米受取覚（内田屋→安原善 
                                                            右衛門）をはりつぐ 
３－３－ 2－49  西阿知村申御年貢米請取通                   宝暦２．        一紙  ２通  庄屋甚兵衛・善左衛門→安兵衛      西阿知村申御年貢米請取通 
                                                                                名主徳介→七次郎 
３－３－ 2－50  宝暦弐年申秋御年貢通                     宝暦２．        一紙  １通  鳥羽村庄屋傳兵衛→宮崎屋安兵衛     包紙あり 
３－３－ 2－51  子徒庄村御年貢受取通                     宝暦２．        一紙  １通  安兵衛、徳右衛門の年貢米請取通     虫食い有り 
３－３－ 2－52  覚（酒門年貢通）                       申（宝暦２）．12．27  一紙  １枚 
３－３－ 2－53  宝暦弐申為替大豆銀札受取                   宝暦２．        一紙  １枚  名主斎（カ）左衛門→倉敷安兵衛 
３－３－ 2－54  〔宝暦二年高掛銀請取切符〕                  宝暦２．３．17     一紙  １枚  宮崎屋三郎右衛門 
３－３－ 2－55  覚                              年未詳．６．29～12．24 一紙  １枚  （年貢納入通の覚書か） 
３－３－ 2－56  〔勘定覚断簡〕                        年月日未詳       一紙  １枚  （年貢納入の通か） 
３－３－ 3    倉敷村甚四郎より借請罷在候屋敷地子米年々 払過勘定書二数橋四  辰（寛政８）．２．   横長  １冊  二数橋四郎右衛門→御庄屋恵茂八     虫損 
           郎右衛門 
３－３－ 4－１  寛政十年午正月勘定                      寛政10．正．      一紙  ４通  他２通 寛政十一年未正月勘定      3-3-4-1 ～3-3-4-4 一括 
                                                                                包紙有り 
３－３－ 4－２  初相場                            申（寛政12）．正．５  一紙  １通  差出人中買 米・麦・豆・綿など12品目 
３－３－ 4－３  寛政十年午正月勘定                      寛政10．正．      横長  １冊                      虫損 
３－３－ 4－４  寛政十一年己未正月勘定                    寛政11．        横長  １冊                      虫損 
３－３－ 5－１  覚（請取米売渡手形）                     寛政12．７．９     一紙  ２通  売主二日市村平松紹右衛門→加須山村荘  包紙有り 虫損大 
                                                            三郎 帯江御蔵米 
３－３－ 5－２  覚（請取米売渡手形）                     寛政12．７．11     一紙  １通  米売主二日市村平松紹右衛門→加須山村  包紙有り 虫損 
                                                            荘三郎 帯江御蔵米 
３－３－ 5－３  覚（請取米売渡手形）                     寛政12．８．      一紙  １通  売主二日市村平松紹右衛門→加須山村庄  包紙有り 虫損 
                                                            三郎 帯江御蔵米 代銀６貫 200目 
３－３－ 5－４  借用申銀子之事                        寛政12．12．      一紙  １通  借用主二日市村平松紹右衛門→加須山村  包紙有り 
                                                            庄三郎 銀一貫目 
３－３－ 6    羽島村所持地公畝高有畝高書抜 外壱冊山田山畑之分有      文久元．３．      横長  １冊 
３－３－ 7    慶応四辰年請引書類入 精義亭                 慶応４．        一紙  204枚  書状・覚・証文等 
３－３－ 8    宮崎村扣                           明治５．10．      縦   １冊  井上家所持田反別預米書上        （裏表紙）井上 
３－３－ 9    添新田高沼村控                        明治５．11．      縦   １冊  井上家所持田反別預米書上 
３－３－10    浜黒崎控                           明治５．10．      縦   １冊  井上家所持田反別租税米村費預米書上   （裏表紙）井上 
３－３－11    明治七歳甲戌一月 米社金請引通 井上亮三 児原常三殿     明治７．正．      横長  １枚 
３－３－12    明治十七年度上納金受取入                   明治18．        一紙  15通  井上亮三納入 亀山村十七年度地方税第  袋有り 
                                                            三期地価・地方税非常土木費・前半期村 
                                                            費地価割・戸長役場費地価割・后半期連 
                                                            合教育費地価割 受領書 
３－３－13    明治十八年度上納金請取入                   明治18～明治19     一紙  15通  戸長役場費・連合教育費・土木費地方税  袋有り 
                                                            など 
３－３－14    明治二十年度上納金受取入                   明治20．正．21     一紙  11枚  土地調査費・村費など 戸長→井上亮三  袋有り 
                                        ～明治21．正．18 
３－３－15    文政三御年貢通 辰年                     文政３．        袋   １袋                      3-3-15-1～3-3-15-20 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－15－１  川入村御年貢請取通                      文政３．９．      一紙  １通  名主半左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
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３－３－15－２  庚辰御年貢請取通                       文政３．11．６     一紙  １通  庄屋岩太郎→宮崎屋安兵衛 
３－３－15－３  羽島村御年貢請取通                      文政３．11．７     一紙  １通  羽島村庄屋兼帯大庄屋亀山栄三郎→宮崎 
                                                            屋五蔵 
３－３－15－４  羽島村御年貢請取通                      文政３．11．７     横長  １冊  羽島村庄屋兼帯大庄屋亀山栄三郎→宮崎 
                                                            屋五蔵 
３－３－15－５  平田村御年貢請取通                      文政３．11．22     一紙  １通  名主請持福島村儀右衛門→倉敷村宮崎屋 
                                                            五蔵 
３－３－15－６  黒崎村御年貢米請取通                     文政３．11．29     横長  １冊  名主藤兵衛→倉敷広助 
３－３－15－７  御年貢請取之事                        文政３．12．17     一紙  １通  倉敷水澤殿←庄屋大内村鳥越藤四郎 倉 
                                                            敷宮崎屋安兵衛殿←庄屋大内村鳥越藤四 
                                                            郎 
３－３－15－８  文政三庚辰御年貢米銀請取通之事                文政３．12．26     一紙  １通  庄屋七太夫・年寄惣左衛門・同伊左衛門 
                                                            ・同彦七郎→三郎左衛門 
３－３－15－９  文政三庚辰浜村北子位村御年貢請取               文政３．        横長  １冊  庄屋富太郎→広祐 
３－３－15－10  吉岡村御年貢請取通                      文政３．        一紙  １通  名主孫兵衛→倉敷安兵衛 
３－３－15－11  御年貢米銀納通                        文政３．        一紙  １通  安江村庄屋重郎右衛門・年寄吉郎右衛門 
                                                            →納人倉敷三郎右衛門 
３－３－15－12  水夫割 三郎右衛門組                     文政３．        一紙  １通 
３－３－15－13  亀山村御年貢米請取通 宮崎屋三左衛門分            文政３．        一紙  １通  庄屋兼帯大庄屋亀山栄三郎 
３－３－15－14  当御年貢米請取通                       文政３．        一紙  １通  子位庄村名主忠蔵・浅原村五一兵衛→倉 
                                                            敷宮崎屋三郎右衛門 
３－３－15－15  添新田村御年貢請取通                     文政３．        一紙  １通  庄屋林右衛門→安兵衛 
３－３－15－16  文政三庚辰年 添新田                     文政３．        一紙  １通  庄屋林右衛門→宮崎屋安兵衛 
３－３－15－17  御年貢請取通                         文政３．        一紙  １通  高沼村兼帯庄屋猪之七、倉敷宮崎屋広祐 
                                                            分 
３－３－15－18  当御年貢米請取通                       文政３．        一紙  １通  白楽市村名主当分受持・四十瀬村平治郎 
                                                            →倉敷安兵衛 
３－３－15－19  三左衛門御年貢請取通                     文政３．        一紙  １通  有城村庄屋猪之七 
３－３－15－20  〔請取類一括〕                        文政３         一紙  13通 
３－３－16    安政三丙辰年御年貢通 宮崎屋                 安政３．        袋   １袋                      3-3-16-1～3-3-16-20 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－16－１  加須山御年貢米請取通                     安政３．９．      一紙  １通  庄屋和作・同荘左衛門→善左衛門 
３－３－16－２  羽島村御年貢米請取通                     安政３．９．      横長  １通  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－16－３  亀山村御年貢米請取通                     安政３．９．      一紙  １通  庄屋兼帯亀山伊右衛門→宮崎屋三郎右衛  包紙有り「亀山村御年貢通 
                                                            門                   宮崎屋分」 
３－３－16－４  白楽市村当御年貢米請取通                   安政３．11．      一紙  １通  名主利左衛門→宮崎屋三郎右衛門 
３－３－16－５  添新田村御年貢米請取通                    安政３．11．      一紙  １通  庄屋伝之丞→宮崎屋 
３－３－16－６  高沼村御年貢請取通                      安政３．11．      一紙  １通  庄屋西山三木之助→宮崎屋広祐      包紙有り 
３－３－16－７  御年貢請取之事                        安政３．12．21     一紙  １通  宮崎屋安兵衛→日吉庄村庄屋横山民三郎 
３－３－16－８  御年貢請取之事                        安政３．12．21     一紙  １通  花屋善右衛門→日吉庄村庄屋横山民三郎 
３－３－16－９  覚（年貢不足請取）                        辰．12．22     一紙  １通  白楽市久五郎→宮崎屋 
３－３－16－10  御年貢請取之事                        安政３．12．      一紙  １通  花屋善左衛門→日吉庄村庄屋横山民三郎 
３－３－16－11  白楽市村当御年貢米請取通                   安政３．12．      一紙  １通  名主利左衛門→花屋善左衛門 
３－３－16－12  黒崎村当御年貢米請取通                    安政３．12．      一紙  １通  名主治三郎→倉敷広介殿 
３－３－16－13  羽島村御年貢米請取通                     安政３．12．      横半  １冊  庄屋亀山武七郎→花屋善右衛門 
３－３－16－14  安政三丙辰御年貢米銀請取通之事                安政３．        一紙  １通  庄屋助右衛門・同文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－16－15  安政三丙辰御年貢米銀請取通之事                安政３．        横長  １通  庄屋助右衛門・同文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－16－16  安政三辰浜村・小子位村御年貢請取               安政３．        一紙  １通  庄屋松助→三郎右衛門 
３－３－16－17  御年貢請取通                         （安政３）．      一紙  １通  庄屋溝手慎五郎→宮崎屋安兵衛 
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３－３－16－18  安政三辰御年貢米銀請取通                   安政３．        一紙  １通  立入庄屋文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－16－19  覚                              年未詳．12．11     一紙  １枚  御屋敷拾弐代受取 白楽市村用場 
３－３－16－20  〔年貢銀納切手類〕                      年月日未詳       一紙  13枚  宮崎屋安兵衛、俵屋俊蔵ほか 
３－３－17    安政四年巳年 御年貢通 宮崎屋                安政４．        袋   １袋                      3-3-17-1～3-3-17-26 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－17－１  覚〔年貢高の書き上げ〕                    安政３．12．      一紙  １枚 
３－３－17－２  覚〔領収書〕                         安政４．３．11     一紙  １枚  白楽市村用場→ 
３－３－17－３  御年貢請取通                         安政４．３．18     一紙  １枚  日吉庄屋横山民三郎→宮崎屋安兵衛 
３－３－17－４  御年貢請取之事                        安政４．３．19     一紙  １枚  日吉庄屋横山民三郎→倉敷水月庵 
３－３－17－５  安政四年丁巳十一月 亀山村御年貢通 宮崎屋分         安政４．11．16     一紙  １通  庄屋亀山伊右衛門→倉敷村宮崎屋三郎右 
                                                            衛門 
３－３－17－６  安政四年丁巳十一月 添新田村御年貢米請取通          安政４．11．22     一紙  １枚  庄屋傳之丞→宮崎屋安兵衛 
３－３－17－７  丁巳年 御年貢御通                      安政４．11．23     一紙  １通  庄屋西山三木之助（高沼村）→宮崎屋廣 
                                                            祐 
３－３－17－８  羽島村御年貢米請取通                     安政４．11．25     一紙  １枚  庄屋亀山武七郎→本屋善右衛門 
３－３－17－９  白楽市村当御年貢米請取通                   安政４．11．26     一紙  １枚  名主利左衛門→宮崎屋三郎右衛門 
３－３－17－10  安政四年丁巳九月 羽島村御年貢米請取通            安政４．11．26     横半  １冊  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－17－11  御年貢請取通                         安政４．11．28     一紙  １枚  後見亀山武七郎・庄屋政太郎→倉敷宮崎 
                                                            屋安兵衛 
３－３－17－12  丁巳 御年貢米請取通 加須山村                安政４．11．30     一紙  １通  庄屋和作・同荘左衛門→倉敷村善左衛門 
３－３－17－13  白楽市村当御年貢米請取通                   安政４．11．      一紙  １枚  名主利左衛門→庄屋善左衛門 
３－３－17－14  安政四丁巳御年貢米銀請取通                  安政４．12．23     一紙  １枚  立入庄屋文平・善兵衛→宮崎屋安兵衛 
３－３－17－15  安政四丁巳御年貢米銀請取通之事                安政４．12．26     一紙  １枚  庄屋助右衛門・文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－17－16  安政四丁巳御年貢米銀請取通之事                安政４．12．26     一紙  １枚  庄屋助右衛門・同文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－17－17  黒崎村当御年貢米請取通                    安政４．12．27     一紙  １枚  名主治三郎→倉敷廣介 
３－３－17－18  覚〔領収書〕                         （安政４）．12．28   一紙  １枚  吉岡庄之助→宮崎屋 
３－３－17－19  吉岡村御年貢受取通                      安政４．12．      一紙  １枚  名主良介→倉敷安兵衛 
３－３－17－20  御年貢請取通                         安政４．        一紙  １枚  日吉庄村庄屋横山民三郎→倉敷花屋善右 
                                                            衛門 
３－３－17－21  安政四丁巳濱村小子位村御年貢請取               安政４．        一紙  １通  庄屋松助→三郎右衛門 
３－３－17－22  覚〔年貢高の書き上げ〕                    年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－17－23  覚〔個別の所有田と預米の書き上げ〕              年月日未詳       横半  １冊 
３－３－17－24  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  吉兵衛→ 
３－３－17－25  〔本田・新田の高書き上げ〕                  年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－17－26  〔年貢小手形〕                        年月日未詳       一紙  ８通 
３－３－18    御年貢通并請取類                       安政６．        袋   １袋  宮崎屋                 3-3-18-1～3-3-18-16 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－18－１  加須山村御年貢米請取通                    安政６．正．      一紙  １通  花屋吉左衛門→庄屋見習亀五郎・後見亀 
                                                            山伊右衛門 二十一石五斗五升七合の請 
                                                            取通 
３－３－18－２  加須山村御年貢米請取通                    安政６．12．朔     一紙  １通  庄屋見習亀五郎・後見亀山伝左衛門→倉 
                                                            敷村久助 
３－３－18－３  湊村・小子位村御年貢請取                   安政３．        一紙  １通  庄屋富太郎・三郎右衛門→各小作 年貢 
                                                            米合計拾四石余りの年貢請取 
３－３－18－４  高沼村御年貢受取通                      安政６．11．      一紙  １枚  庄屋西山三木之助→宮崎屋廣祐      封書有り 
３－３－18－５  添新田村御年貢米請取通                    安政６．11．      一紙  １枚  庄屋傳之丞→宮崎屋安兵衛 
３－３－18－６  亀山村御年貢米請取通                     安政６．10．      一紙  １通  花屋亀山伊右衛門→倉敷村宮崎屋三郎右  包紙有り 
                                                            衛門 宮崎屋の年貢（高三拾石六斗七升 
                                                            三合）請取通 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 72 

３－３－18－７  黒崎村当御年貢米請取通                    安政６．12．      一紙  １通  名主藤兵衛→倉敷広助 藤三郎差出の年 
                                                            貢皆済の受取状 
３－３－18－８  吉岡村御年貢請取通                      安政６．12．      一紙  １通  名主良助→倉敷安兵衛 安兵衛の日畑の 
                                                            皆済請取通 
３－３－18－９  白楽市村当請年貢米請取通                   安政６．12．      一紙  ２通  ⑴名主利左衛門・花屋善左衛門→ 畑の 
                                                             年貢 
                                                            ⑵名主利左衛門・宮崎屋三郎右衛門→ 
                                                             日畑の年貢 
３－３－18－10  御年貢請取通                         安政６．11．      一紙  １通  宮崎屋安兵衛→庄屋政太郎・後見亀山武 
                                                            七郎 米の皆済通 
３－３－18－11  安政六己未御年貢米銀請取通之事                安政６．12．29     一紙  １通  庄屋助右衛門・同文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－18－12  安政六己未御年貢米銀請取通之事                安政６．        一紙  １枚  庄屋助右衛門・庄屋文平→宮崎屋安兵衛 
３－３－18－13  安政六未御年貢請取之事                    安政６．        一紙  ３通  日吉庄村庄屋横山武三郎→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛 
３－３－18－14  安政六己未御年貢米銀請取通                  安政６．        一紙  １枚  立合庄屋仁左衛門→宮崎屋安兵衛     切手３通同封 
３－３－18－15  〔御初納銀・水夫御役銀・船頭屋敷役銀・郡中割銀など請取証〕  （安政６）．      一紙  13通 
３－３－18－16  覚                              （安政６）．      一紙  ５通  吉岡村年貢銀納のことなど 
３－３－19    御年貢通袋                          万延元．11．      袋   １袋                      3-3-19-1～3-3-19-17 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－19－１  万延元申御年貢米銀受取通                   万延元．        一紙  １枚  立合庄屋丹右衛門・同仁左衛門→宮崎屋  虫損有り 
                                                            安兵衛 
３－３－19－２  御年貢請取之事                        万延元．        一紙  ３通  ⑴日吉庄村庄屋横山民三郎→倉敷水月庵 
                                                            ⑵日吉庄村庄屋横山民三郎→倉敷宮崎屋 
                                                             安兵衛 
                                                            ⑶日吉庄村庄屋横山民三郎→倉敷花屋善 
                                                             右衛門 
３－３－19－３  吉岡村御年貢米請取通                     万延元．12．      一紙  １通  名主良介→倉敷安兵衛          虫損有り 
３－３－19－４  万延元申 湊村小子位村御年貢請取               万延元．        横長  １冊  庄屋富太郎→三郎左衛門         裏に「申 三郎左衛門」 
３－３－19－５  黒崎村当御年貢米請取通                    万延元．12.       一紙  １枚  名主藤兵衛→倉敷宮崎屋廣介 
３－３－19－６  高沼村御年貢請取通                      万延元．11．      一紙  １枚  花屋西山三木之助→宮崎屋廣祐      虫損有り 
３－３－19－７  添新田村御年貢米請取通                    万延元．11．      一紙  １枚  庄屋傳之丞→宮崎屋安兵衛        虫損有り 
３－３－19－８  亀山村御年貢米請取通                     万延元．９．      一紙  １枚  庄屋兼帯亀山伊右衛門→倉敷村宮崎屋三 
                                                            郎右衛門分 
３－３－19－９  加須山村御年貢請取通                     万延元．11．      横長  １冊  庄屋見習亀五郎・同後見人亀山伊右衛門  封紙有り 
                                                            →倉敷村花屋善左衛門 
３－３－19－10  加須山村御年貢米請取通                    万延元．11．      一紙  １通  庄屋見習亀五郎・同後見亀山伊右衛門→ 
                                                            倉敷村桝屋久助 
３－３－19－11  羽島村御年貢米請取通                     安政５．９．      横長  １冊  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－19－12  羽島村御年貢米請取通                     万延元．９．      一紙  １枚  庄屋亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－19－13  羽島村御年貢米請取通                     安政５．９．      一紙  １枚  庄屋亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－19－14  羽島村御年貢米請取通                     安政６．９．      一紙  １枚  庄屋亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－19－15  羽島村御年貢米請取通                     安政６．９．      横長  １綴  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－19－16  羽島村御年貢米請取通                     安政６．９．      横長  １綴  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－19－17  〔御初納銀・水夫御役銀・郡中大割など受取証〕         （万延元）．      一紙  10通 
３－３－20    文久元辛酉十一月 御年貢通袋并ニ書類入り           文久元．11．      一紙  １袋                      3-3-20-1～3-3-20-14 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－20－１  文久元年酉 御年貢米銀請取之事                文久元．７．11     一紙  １通  庄屋助右衛門・文平・大橋平右衛門・大 
                                                            橋與兵衛→宮崎屋信蔵 
３－３－20－２  羽島村御年貢米請取通                     文久元．９．      横長  １冊  宮崎屋五蔵 
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３－３－20－３  加須山村御年貢米請取通                    文久元．11．      一紙  １通  庄屋見習亀五郎・後見亀山武七郎→倉敷  「（預米）覚」挟み込み 
                                                            村掛屋久助 
３－３－20－４  文久辛酉元年十一月 高沼村御年貢米請取通           文久元．11．28     一紙  １通  庄屋西山三木之助→宮崎屋廣祐 
３－３－20－５  添新田村御年貢米受取通                    文久元．12．４     一紙  １通  庄屋傳之丞→宮崎屋安兵衛 
３－３－20－６  亀山村御年貢米請取通                     文久元．12．６     一紙  １通  庄屋兼帯大庄屋亀山伊右衛門・亀山伊右 
                                                            衛門慎中受持庄屋永瀬市太夫・同六郎右 
                                                            衛門→倉敷村宮崎屋三郎右衛門 
３－３－20－７  加須山村御年貢米請取通                    文久元．12．６     横長  １冊  庄屋見習喜五郎・同後見亀山武七郎→倉 
                                                            敷村花屋善左衛門 
３－３－20－８  羽島村御年貢米請取通                     文久元．９．～12．10  一紙  １通  庄屋亀山武七郎→花屋善右衛門 
３－３－20－９  辛酉御年貢請取通                       （文久元）．12．９   一紙  １通  後見永瀬市太夫・庄屋政太郎→宮崎屋安 
                                                            兵衛 
３－３－20－10  覚（人足）                            酉．12．27     一紙  １通  川入嘉右衛門→倉敷宮崎様 
３－３－20－11  文久元年酉 御年貢米銀請取通之事               文久元．        一紙  １通  庄屋助右衛門・文平・大橋平右衛門・大 
                                                            橋與兵衛→宮崎屋信蔵 
３－３－20－12  文久元酉 御年貢米銀受取通                  文久元．        一紙  １通  立入庄屋丹右衛門・同仁左衛門→宮崎屋 
                                                            安兵衛 
３－３－20－13  文久元酉 浜村北子位村御年貢請取               文久元．        横長  １冊  庄屋富太郎・安兵衛 
３－３－20－14  〔水車屋敷など納切手〕                    年月日未詳       一紙  ６通 
３－３－21    御年貢通袋 并ニ書類入 宮崎屋                文久２．11．      袋   １袋                      3-3-21-1～3-3-21-15 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－21－ 1  羽島村御年貢米請取通                     文久２．９．      一紙  １通  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－21－ 2  羽島村御年貢米請取通                     文久３．９．      一紙  １枚  庄屋亀山武七郎→花屋善右衛門 
３－３－21－ 3  〔御本丸御普請ニ付上納金請取〕覚               戌（文久２）．10．６  一紙  １通  大竹左馬太郎手代池田泰蔵・小磯錠助→ 
                                                            倉敷村安兵衛 
３－３－21－ 4  亀山村御年貢米請取通                     文久２．11．      一紙  １通  請持庄屋永瀬市太夫・同平松六郎右衛門 
                                                            →倉敷村宮崎屋三郎右衛門 
３－３－21－ 5  高沼村御年貢請取通                      文久２．11．      一紙  １通  庄屋三木之助→宮崎屋広助 
３－３－21－ 6  加須山村御年貢米請取通                    文久２．11．      一紙  １通  加須山村庄屋兄見習亀五郎・同村庄屋後 
                                                            見亀山武七郎→宮崎屋信蔵 
３－３－21－ 7  加須山村御年貢米請取通                    文久２．11．      一紙  １通  加須山村庄屋見習亀五郎・同村庄屋後見 
                                                            亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－21－ 8  添新田村御年貢米請取通                    文久２．11．      一紙  １通  庄屋伝之丞→安兵衛 
３－３－21－ 9  黒崎村当御年貢米請取通                    文久２．12．      一紙  １通  名主藤兵衛→倉敷広介殿 
３－３－21－10  文久二壬戌御年貢米銀請取通之事                文久２．        一紙  １通  庄屋大橋并右衛門・同大原与兵衛→花屋 
                                                            新右衛門 
３－３－21－11  壬戌御年貢請取通                       （文久２．）      一紙  １通  後見永瀬市大夫・庄屋政太郎→宮崎屋安 
                                                            兵衛 
３－３－21－12  文久二戌 浜村・小子位村御年貢請取              文久２．        一紙  １通  庄屋富太郎→安兵衛 
３－３－21－13  文久二壬戌御年貢米銀請取通之事                文久２．        一紙  １通  庄屋大橋平右衛門・同大原与兵衛→宮崎 
                                                            屋信蔵 
３－３－21－14  文久二戌年御年貢米銀請取通 写                文久２．        一紙  １通  立入庄屋丹右衛門・同仁左衛門→宮崎屋 
                                                            信蔵 
３－３－21－15  〔年貢銀納切手類〕                      文久２．        一紙  12通  宮崎屋信蔵・花屋新右衛門・俵屋又五郎 
                                                            ほか 
３－３－22      御年貢通袋并書類入                      文久３．        袋   １枚 
３－３－22－ 1  加須山村御年貢米請取通                    文久３．９．      一紙  １通  庄屋見習亀五郎・後見亀山武七郎→宮崎 
                                                            屋信蔵 
３－３－22－ 2  加須山村御年貢米請取通                    文久３．９．      横長  １冊  庄屋見習亀五郎・後見亀山武七郎→花屋 
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                                                            善右衛門 
３－３－22－ 3  羽島村御年貢米請取通                     文久３．９．      一紙  １通  庄屋亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－22－ 4  羽島村御年貢米請取通                     文久３．11．      一紙  １通  庄屋亀山武七郎→宮崎屋又蔵 
３－３－22－ 5  文久三癸亥御年貢米銀請取通之事                文久３．        一紙  １通  庄屋大橋平右衛門・大原与兵衛→花屋新 
                                                            右衛門 
３－３－22－ 6  文久三癸亥年貢米銀請取通之事                 文久３．        一紙  １通  庄屋大橋平右衛門・大原与兵衛→宮崎屋 
                                                            信蔵 
３－３－22－７  御年貢請取通                         癸亥（文久３）．９．  一紙  １通  庄屋政太郎・後見永瀬市太夫→宮崎屋安 
                                                            兵衛 
３－３－22－８  黒崎村当御年貢米請取通                    文久３．12．      一紙  １通  名主藤兵衛→倉敷広介 
３－３－22－９  高沼村御年貢請取通                      文久３．11．      一紙  １通  庄屋三木之助→宮崎屋広助 
３－３－22－10  文久三亥御年貢米銀請取通                   文久３．        一紙  １通  立合庄屋丹右衛門・仁左衛門→宮崎屋信 
                                                            蔵 
３－３－22－11  文久三亥浜村御年貢請取                    文久３．        一紙  １通  庄屋富太郎→信蔵 
３－３－22－12  添新田村御年貢米請取通                    文久３．11．      一紙  １通  庄屋伝之丞→宮崎屋安兵衛 
３－３－22－13  亀山村御年貢米請取通                     文久３．10．      横長  １冊  庄屋受持永瀬市太夫・平松六郎右衛門→ 
                                                            宮崎屋三郎右衛門 
３－３－22－14  〔御初納銀・水夫銀・船頭屋敷銀・郡中入用銀など請取証〕    癸亥（文久３）．    一紙  ８通 
３－３－22－15  覚                              癸亥（文久３）．    一紙  ４通  魚屋久右衛門受取など 
３－３－23    御年貢通入并々 書類                      慶応元．11．      袋   １袋  宮崎屋・花屋              3-3-23-1～3-3-23-15 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－23－１  加須山村御年貢米請取通                    慶応元．12．６     一紙  １通  庄屋見習亀五郎・後見亀山武七郎 
３－３－23－２  加須山村御年貢米請取通                    慶応元．12．６     一紙  １通  庄屋見習亀五郎・同後見亀山武七郎→花 
                                                            屋善左衛門 
３－３－23－３  亀山村御年貢米請取通                     慶応元．12．７     横長  １冊  庄屋見習菊太郎・同後見平松六郎右衛門 
                                                            →倉敷村宮崎屋三郎右衛門 
３－３－23－４  添新田村御年貢米請取通                    慶応元．12．10     一紙  １通  花屋傳之丞・同見習平松始太郎→宮崎屋 
                                                            安兵衛 
３－３－23－５  羽島村御年貢米請取通                     慶応元．12．10     一紙  １通  庄屋亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－23－６  高沼村御年貢受取通                      慶応元．12．11     一紙  １通  花屋三木之助→廣介 
３－３－23－７  黒崎村当御年貢米請取通                    慶応元．12．      一紙  １通  名主藤兵衛→倉敷宮崎屋廣介 
３－３－23－８  羽島村御年貢米請取通                     慶応元．12．      一紙  １通  庄屋亀山武七郎→宮崎屋五蔵 
３－３－23－９  慶応元丑湊村御年貢請取                    慶応元．        一紙  １通  庄屋富太郎→信義 
３－３－23－10  乙丑御年貢請取通                        乙丑．12．15     一紙  １通  後見永瀬市太夫・庄屋政二郎→宮崎屋安 
                                                            兵衛 
３－３－23－11  慶応元丑御年貢米銀受取通                   慶応元．12. 25     一紙  １通  立合庄屋丹右衛門・立合庄屋仁左衛門→ 
                                                            宮崎屋信義 
３－３－23－12  慶応元乙丑御年貢米銀請取通之事                慶応元．12.       一紙  １通  庄屋大橋平右衛門・庄屋大原与兵衛→宮 
                                                            崎屋信義 
３－３－23－13  慶応元乙丑御年貢米銀請取通之事                慶応元．        一紙  １通  差出人庄屋大橋平右衛門・庄屋大原与兵 
                                                            衛 
３－３－23－14  覚                                丑．12．４     一紙  ３通  米２俵請取の事             他２通 
３－３－23－15  〔乙丑年御初納・乙丑年水夫御役銀など受取書〕          乙丑．        一紙  ６通  宮崎屋信二郎・俵屋又五郎・油屋初左衛 
                                                            門・新右衛門 
３－３－24     御年貢通袋并書類入                      慶応２．        袋   １袋                      3-3-24-1～3-3-24-15 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－24－１  亀山村御年貢米請取通                     慶応２．11．      横長  １綴  庄屋見習栄太郎・同後見平松六郎右衛門  虫損 
                                                            →倉敷村宮崎屋三郎右衛門 
３－３－24－２  羽島村御年貢米請取通                     慶応２．11．      横長  １綴  庄屋亀山武七郎→五蔵 
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３－３－24－３  加須山村御年貢米請取通                    慶応２．11．      一紙  １枚  庄屋見習亀五郎→倉敷庄屋善左衛門 
３－３－24－４  添新田村御年貢米請取通                    慶応２．11．      一紙  １枚  庄屋見習平松始太郎・庄屋傳兵衛→宮崎 
                                                            屋安兵衛 
３－３－24－５  羽島村御年貢米請取通                     慶応２．11．      一紙  １通  庄屋亀山武七郎→花屋善左衛門 
３－３－24－６  加須山村御年貢米請取通                    慶応２．11．      一紙  １枚  庄屋見習亀五郎→倉敷村信蔵 
３－３－24－７  高沼村御年貢受取通                      慶応２．11．      一紙  １枚  庄屋三木之助→廣助 
３－３－24－８  〔年貢の請け取り証書〕                    寅（慶応２）．11．   縦   ４枚 
３－３－24－９  黒崎村当御年貢米請取通                    慶応２．12．      一紙  １通  同村名主生坂村文太夫→倉敷村廣介 
３－３－24－10  覚                              寅（慶応２）．12．２  一紙  １枚  米二俵の受取証書 
３－３－24－11  慶応二寅浜村御年貢請取                    慶応２．        一紙  １通 
３－３－24－12  慶応二寅御年貢米銀請取通                   慶応２．        一紙  １通  立入庄屋丹右衛門・同仁左衛門→宮崎屋 
                                                            信蔵 
３－３－24－13  〔諸役銀納入切手〕                      丙寅（慶応２）．    一紙  ６枚 
３－３－24－14  〔受取通・割付通〕                      慶応２．        一紙  ８枚  ⑴升屋源助の税・郡中割年貢の受取通 
                                                            ⑵升屋源助の横付割・人足割・米方割 
                                                             ・臨時入用割立てかえにつき通りへ割 
                                                             付 
３－３－24－15  〔米の品種・俵数納入書き上げ〕                年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－25    明治元年御年貢通袋 戌辰十一月                明治元．11.       袋   １袋  宮崎屋・華屋              3-3-25-1～3-3-25-15 まで１ 
                                                                                袋に在中 
３－３－25－１  黒崎村当御年貢米請取通                    慶応４．        一紙  １通  同村名主生坂村文太夫→倉敷村広介 
３－３－25－２  慶応四辰浜村御年貢請取                    慶応４．９．      一紙  １通  庄屋富太郎・同恒右衛門→信蔵 
３－３－25－３  羽島村御年貢米請取通                     明治元．９．      横長  １冊  庄屋見習・亀山益太郎・同後見平松六郎 
                                                            右衛門→宮崎屋五蔵 
３－３－25－４  加須山村御年貢請取通                     明治元．11．25     一紙  １通  庄屋亀五郎→倉敷村花屋善左衛門 
３－３－25－５  加須山村御年貢米請取通                    明治元．11．25     一紙  １通  庄屋亀五郎→倉敷村信蔵 
３－３－25－６  羽島村御年貢米請取通                     明治元．11．27     一紙  １通  庄屋見習・亀山益太郎・同後見平松六郎 
                                                            右衛門→華屋善右衛門 
３－３－25－７  明治元辰 御年貢米銀請取通                  明治元．12．16     一紙  １通  立入庄屋丹右衛門・同二郎右衛門→宮崎 
                                                            屋信蔵 
３－３－25－８  御年貢米下通                         明治元．12．20     一紙  １通  黒崎村五人組頭持介→倉敷宮崎屋広介 
３－３－25－９  亀山村御年貢米請取通                     明治元．12．24     横長  １冊  庄屋亀山菊太郎→倉敷村宮崎屋三郎右衛 
                                                            門 
３－３－25－10  高沼村御年貢請取通                      明治元．12．28     一紙  １通  庄屋見習次郎→宮崎屋広助 
３－３－25－11  明治元戊辰 御年貢米銀請取通之事               明治２．正．２     一紙  １通  庄屋大橋平右衛門→新右衛門 
３－３－25－12  明治元戊辰十一月 添新田村御年貢米請取通           明治２．正．12     一紙  １通  庄屋見習平松始太郎・庄屋傳之丞→宮崎 
                                                            屋安兵衛 
３－３－25－13  明治元戊辰 御年貢米銀請取通之事               明治元．        一紙  １通  庄屋大橋平右衛門→宮崎屋冬太郎 
３－３－25－14  口上（年貢米立出依頼）                    年未詳．４．21     一紙  １通  観龍寺→波奈屋新右衛門 
３－３－25－15  〔年貢小切手類一括〕                     年月日未詳       一紙  ８通 
３－３－26    御検見ニ付取調書類                      天保14．８．      袋   １袋                      3-3-26-1～3-3-26-8在中 
３－３－26－ 1  本田新田公畝預畝書抜                    （天保14）．       横長  １冊                      虫損有 
３－３－26－ 2  本田新田公畝預畝書抜                    （天保14）．       横半  １冊  宮崎屋 
３－３－26－ 3  本田新田公畝書抜                      （天保14）．       横半  １冊  裏「宮崎屋」 
３－３－26－ 4  本田新田番附扣                       （天保14）．       横半  １冊  宮崎屋 
３－３－26－ 5  〔田預畝反別書上〕                     （天保14）．       横長  １冊 
３－３－26－ 6  覚                             （天保14）．       一紙  １通  早稲刈入日 
３－３－26－ 7  覚                              卯（天保14）．８．   一紙  １枚  地主三郎右衛門→村御役人中 田21筆   端裏書「早稲畝数書出候控」 
                                                            小作人23人               虫損有り 一か所切り抜いた 
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                                                                                部分有り 
３－３－26－ 8  覚                             （天保14）．３．13    一紙  １枚  操上畑小作人書上 地主三郎右衛門→村  虫損有り 
                                                            御役中 
３－３－27    〔反別取米書上げ〕                      年月日未詳       横長  １冊                      3-3-27～3-3-30一括 
３－３－28    〔年貢収納人足賃算用〕                    年月日未詳       一紙  １枚  年貢を収納する為の人足賃 
３－３－29    加須山村控                          明治５カ        縦   １冊  加賀村内井上亮三土地預米書上帳     年代記録なし  

一冊中に一紙１枚あり 
３－３－30    亀山村控                          （明治５）        縦   １冊  井上家所持田反別租税米村費預米書上   年代記録なし 
                                                                                一冊中に一紙31枚あり 
３－３－31    （田地・地価等書上）                     明治初年カ       横長  １冊  田・宅地・収穫・地価・記録 
３－３－32    当所                             明治初年カ       横長  ２枚  田・収穫・地価・地租・等記録 
３－３－33    本田新田控                          年月日未詳       縦   １冊  井上亮三の本田・新田控 租税米・村費  （裏表紙）井上 
                                                                                一冊中に一紙１枚あり 
                                                            ・預米書上 
３－３－34    覚 花屋                           年月日未詳       一紙  １枚  年貢率を書き上げたもの 
３－３－35    〔年貢書き上げ帳〕                      年月日未詳       一紙  １枚  田畑の年貢率を書き上げたもの 
３－３－36    〔各年ごとの年貢高の書き上げ〕                年月日未詳       横半  １冊 
３－３－37    〔田畑取米など書上〕                     年月日未詳       横長  １冊 
３－３－38    〔村別地価・地租書上帳〕                   年月日未詳       横長  １冊 
３－３－39    〔租税銀勘定覚〕                       年月日未詳       一紙  １枚  亀山・倉敷・加須山他 
３－３－40    〔預畝・借家書上帳〕                     年月日未詳       横長  １冊 
３－３－41    覚〔子位村・浜村田畑収入書上〕                年月日未詳       一紙  １通 
３－３－42    〔田畑取米他書上帳〕                     年月日未詳       横長  １冊  表紙欠                 鼠損 
３－３－43    〔田畑書き上げ帳〕                      年月日未詳       綴物  １綴  本田・免田・新田・畑の年貢率を書き上  鼠損 
                                                            げたもの 
３－３－44    〔年貢高覚〕                         年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－45    〔年貢率書上〕                        年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－46    〔井上信蔵分収穫米・地価一貢金書上〕             年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－47    記（田籍・地租・預米勘定〕                  年月日未詳       横長  １綴 
３－３－48    記（塩本俵代金勘定）                     年月日未詳       一紙  １枚 
３－３－49    （田畑地租預米書上帳）差引勘定                年月日未詳（明治）   袋綴  １綴  字庄之助屋敷・北川田・加不可志・後場  （前後欠） 
                                                            ゑんかわ・酒津境・小原 
３－３－50    〔田畑地租預米差引勘定書上帳〕                年月日未詳（明治）   袋綴  １綴  字可不可志・役場・ゑんかわ・酒津境・  （前後欠） 
                                                            小原・庄之内座敷・前場 
 
◆◆◆３－４－１～４〔村〕◆◆◆ 
３－４－１    虫送入用                           酉（宝暦３）６．18   一紙  ７通  早島添新田村中夫賃 みやざきや安兵衛  他に当村公儀斗書上など６通 
                                                            殿                   一括 
３－４－２    記                              年未詳．10．26     横長  １冊  まかない代等 書上 ○○○次郎→井上様 
３－４－３    羽嶋村・加須山村・亀山村・添新田村書抜            年月日未詳       縦   １冊 
３－４－４    人足改                            年月日未詳       横長  １冊 
 
◆◆◆３－５－１・２〔町〕◆◆◆ 
３－５－１    〔屋号と名前の書き上げ〕                   年月日未詳           １冊  東町・唐戸 
３－５－２    （東町他屋号・名前）                     年月日未詳       横長  １冊 
 
◆◆◆３－６－１～３１〔戸口〕◆◆◆ 
３－６－１    〔放手形二通〕                        寛政６．１．      一紙  １袋  宗門送手形之事 寛政六年正月 窪屋郡 
                                                            中島村実際寺→同郡倉敷庄屋孫太夫あて 
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                                                            書状 正月十七日西阿知村庄屋弁作→倉 
                                                            敷御年寄五蔵様 
３－６－２    宗門送手形之事                        寛政６．正．      一紙  １通  木見村又手娘いし倉敷名羅屋忠三郎忰吉  封紙有り 倉敷年寄月番五蔵 
                                                            五郎妻に遣のこと 木見村住心院→倉敷  宛定兵衛 書状同封 
                                                            庄屋孫太夫年寄中 奥書木見村名主定兵  虫損 
                                                            衛五人組頭喜右衛門 
３－６－３    宗門送り手形之事                       寛政11．３．      一紙  １通  川入村留三郎娘まつを当地七郎兵衛忰久 
                                                            右衛門妻に、倉敷地蔵院川入村名主嘉一 
                                                            郎→倉敷庄屋孫太夫 年寄中 
３－６－４    〔書状〕送手形之事 宗門改について              寛政11．３．      一紙  ３通  備中国窪屋郡川入村名主嘉一郎・同村五  虫損 
                                                            人組頭為次郎→弥太夫 川入村安兵衛忰 
                                                            与吉を其地藤屋文太郎養子へ 宗門請状 
                                                            之事（寛政11．３）地蔵院→窪屋郡倉敷 
                                                            弥太夫年寄中 〔宗門手形請け取りにつ 
                                                            いて〕（年未詳．５．12） 
３－６－５    送手形之事                          寛政11．５．17     一紙  ３通  中島村与七兄伝助・妻・忰倉敷新川町多  封紙有 中島村高蔵寺宗門請 
                                                            兵衛家内へ遣のこと 中島村庄屋政吉→  状 三左衛門宛政吉書状同封 
                                                            倉敷年寄月番三左衛門 
３－６－６    宗門送手形之事                        寛政11．５．      一紙  ２通  窪屋郡中島村次右衛門娘とめ倉敷阿知町  封紙有 政吉宛三左衛門書状 
                                                            中島屋平蔵妻に遣のこと 中島村実隆寺  同封 
                                                            →年寄月番三左衛門 奥書 中島村庄屋 
                                                            政吉 
３－６－７    送手形之事                          寛政11．５       一紙  ３通  松山城下厚西村宇兵衛忰仙蔵 倉敷本町  封紙有 松山頼久寺宗門請状 
                                                            友七養子に遣こと 厚西村庄屋中島重郎  三左衛門宛重郎兵衛書状同封 
                                                            兵衛→倉敷年寄月番三左衛門 
３－６－８    宗門送手形之事                        寛政11．５．      一紙  ３通  六条院中村平吉妹ふゆを其地吉五郎妻に  包紙あり「（頼介より三左衛 
                                                            遣す 六条院中村明王院・六条院中村名  門あて書状）」２通とも 
                                                            主同束村頼介→倉敷村年寄月番三左衛門 
３－６－９    送り手形之事                         文化10．10．13     一紙  ３枚  浅口郡乙島村清三郎兄長蔵以下五人が水  宗門請状之事と一括 庄屋彦 
                                                            崎次右衛門の家人となる 浅口郡乙島村  右衛門→倉敷年寄廣祐宛書状 
                                                            庄野彦右衛門・年寄孫太夫→倉敷村庄屋  同封 ，包紙有り 
                                                            七太夫・年寄 
３－６－10    送り手形之事                         文化10．10.       一紙  ４通  玉島村久六忰仙松 倉敷浜田町岩之助姉  帯封有 黒崎村妙立寺宗門請 
                                                            しやう聟に遣のこと 玉島村庄屋守屋栄  状 倉敷年寄月番広祐宛守屋 
                                                            左衛門→倉敷村庄屋七太夫御年寄中    栄左衛門書状同封 
３－６－11    送り手形之事                         文化10．10．      一紙  ３通  中嶋村田助忰長蔵が浜田町安兵衛の養子  送り手形と共に宝憧院宗門送 
                                                            となる 宗門改め等の手形送りの事    り手形と広助充の書状同封 
                                                            中島村花屋市郎平・同所年寄宇平治→庄 
                                                            屋七太夫・御年寄中 
３－６－12    送り手形之事                         文化10．10．      一紙  ２通  中帯江村左吉弟平介を新川町藤右衛門の  宗門請状之事と合わせて一括 
                                                            家内人に加えることになったことの書状  包紙有り 
                                                            中帯江村兼帯庄屋手伝浅右衛門 同年寄 
                                                            又七→庄野七太夫・同年寄 
３－６－13    送手形之事                          文化10．10.       一紙  ４通  浅口郡上新庄村平吉忰岩吉を御地新川町  包紙有り 「宗門請状之事」 
                                                            嘉吉家内へ遣す 同村兼帯庄屋和平太・  （和平太より七太夫あて書状」 
                                                            年寄茂左衛門→倉敷村庄屋七太夫年寄中 「（和平たより広祐あて書状）」 
３－６－14    宗門送手形之事                        文化10．10．      一紙  ２通  備中国浅口郡矢上山慈眼院→備中窪屋郡  封紙有 倉敷御年寄広助宛吉 
                                                            倉敷庄や七太夫同年寄 備中浅口郡連島  之進・吉大夫書状同封 
                                                            村林右衛門娘なお 広畑和兵衛忰茂吉に 
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                                                            嫁入り 奥書「備中浅口郡大江連嶋両村 
                                                            庄屋吉之進・同年寄佐四郎」 
３－６－15    宗門送手形之事                        文化10．10．      一紙  ２通  備中都宇郡新庄上村了運院→備中窪屋郡  封紙有 倉敷御年寄日番広祐 
                                                            倉敷庄屋七太夫同年寄中 備中国都宇郡  宛新庄上村庄屋鉄次郎書状同 
                                                            新庄上村鉄右衛門娘さゆり東町与吉の妻  封 虫損 
                                                            になる 奥書「備中都宇郡新庄上村庄屋 
                                                            鉄次郎・同年寄忠兵衛」 
３－６－16    送り手形之事                         文化10．10．      一紙  ４通  小田郡横島村作次郎妹すま倉敷戎町卯之  封紙有 笠岡吉祥院宗門請状 
                                                            吉家内へ遣のこと 横島村庄屋弥平太年  倉敷月番年寄広祐宛弥平太書 
                                                            寄利七→倉敷庄屋七太夫年寄中      状同封 
３－６－17    宗門送り手形之事                       文化10．10．      一紙  ３通  備中国浅口郡東大島名主大崎中村友太郎  封紙有 東大島龍城院→七太 
                                                            ・同五人組頭源八→備中窪屋郡倉敷庄屋  夫・年寄中 
                                                            七太夫・同年寄中東大島助市弟久八（35 
                                                            才）相生町利八家に養子 奥書「友太郎 
                                                            ・源八の宗門請状 大島中村原田三郎右 
                                                            衛門→倉敷御年寄廣祐」「東大島名主友 
                                                            太郎・同伝平」 
３－６－18    送り手形之事                         文化11．３．13     一紙  ３通  備中国小田郡甲奴喜代八伜代吉妻く野を  封紙有 同封 
                                                            倉敷の本町笹屋へつかわすこと 
                                                            ⑴甲怒村庄屋佐平太・年寄藤三郎→備中 
                                                             窪屋郡倉敷庄屋七太夫・年寄中 
                                                            ⑵来迎院→七太夫・年寄中（宗門請状） 
                                                            ⑶左平太→廣祐（書状） 
３－６－19    宗門送手形之事                        文化11．３．      一紙  ２通  児島郡小川村忠八娘さと倉敷向市場万兵  封紙有 倉敷月番年寄広祐宛 
                                                            衛忰代吉妻に遣のこと 瑜伽山蓮台寺他  藤兵衛書状同封 
                                                            出代判同郡滝村正蔵院→倉敷村七太夫年 
                                                            寄中 奥書「小川村名主藤兵衛」 
３－６－20    送り手形之事                         文化11．３．      一紙  ３通  乙島村幸吉忰利八女房なつ倉敷村向市場  封紙有 乙島村円乗院宗門請 
                                                            舟倉重助家内へ遣のこと 乙島村庄屋彦  状 倉敷村年寄広祐宛彦右衛 
                                                            右衛門→倉敷村庄屋七太夫年寄中     門書状同封 
３－６－21    宗門送手形之事                        文化11．３．      一紙  ２通  沖村円福寺→倉敷庄屋七太夫・年寄中   封紙有 倉敷年寄月番広祐宛 
                                                            沖村亀之助妹みつ阿知町本屋長八忰長十  沖村庄屋民右衛門書状同封 
                                                            郎妻に遣のこと 奥書「沖村庄屋民右衛 
                                                            門」 
３－６－22    宗門放手形之事                        文化11．３．      一紙  ２通  与右衛門息定次郎・笠沖屋吉兵衛姉みわ  他に書状一通同封 
                                                            の宗門放手形 塩津村願福寺→七太夫殿 
                                                            ・御年寄中 
３－６－23    宗門送手形之事                        文化11．３．      一紙  ２通  妙任寺→七太夫殿・年寄中 安右衛門妹  他の書状一通と同封 
                                                            加称の宗門手形之事 宗門変無き事 
３－６－24    送り手形之事                         文化11．３．      一紙  ３通  東方平四郎→庄屋七太夫殿・年寄中 板  送り手形に付随して書状１、 
                                                            倉村東方の養子友蔵の養子の為の送り手  宗門請取状１ 
                                                            形 
３－６－25    宗門送手形之事                        文化11．３．      一紙  ２通  岡山油町柾田屋新吉娘、倉敷東町吉見屋  封紙有 倉敷月番年寄広祐宛 
                                                            利介妻に遣のこと 岡山勝鬘山法輪寺→  桃助書状同封 
                                                            倉敷村庄屋七太夫年寄中 奥書「油町名 
                                                            主滝本屋桃助・樽屋長五郎」 
３－６－26    宗門請状之事                         文化11．10．      一紙  ２枚  備中国都宇郡中帯江村仁右衛門      虫損 
３－６－27    戸籍人員書上                         壬申（明治５）．３．  一紙  １通  井上亮三→戸長副長中 戸主亮三他男４ 
                                                            人女４人 産土社阿知神社真言宗観龍寺 
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３－６－28    覚                              年未詳．正．29     一紙  １通  予州松山海部郡生弥吉人別の件 
３－６－29    〔倉敷年寄井上亮三宛早島庄屋大森孫九郎書状〕         年未詳．２．25     一紙  １通  倉敷大供屋茂之丞厄介人に早島大津屋利  封紙有 
                                                            助引請のこと 
３－６－30    〔倉敷年寄月番広祐宛中帯江村年寄又七書状〕          年未詳．10．13     一紙  １通  倉敷前神町嘉太郎妹とし聟に帯江村房二  封紙有 
                                                            兄仁左衛門引請のこと 
３－６－31    徴兵異動届                          年月日未詳       一紙  １枚  差出人山路幸太郎 井上吉三郎を養子に 
                                                            するための届 
 
◆◆◆３－８－１・２〔治安〕◆◆◆ 
３－８－１    乍恐以書附奉願上候〔貸家明ヶ渡滞出入〕            寛政12．６．      一紙  １通  訴訟人倉敷村児島屋武右衛門 相手吉見 
                                                            屋沢右衛門・福本屋清吉・沢島屋太作・ 
                                                            松井屋佐兵衛・茜屋宗平 倉敷村武右衛 
                                                            門より倉敷御役所あて 
３－８－２    以書附御願申上候                       享和元．７．      一紙  １枚  備中国窪屋郡倉敷十兵衛が備前国岡山御 
                                                            城下西大寺町米屋太兵衛を相手取った金 
                                                            銭貸借に関する訴訟 
 
◆◆◆３－１０－１～８〔救恤〕◆◆◆ 
３－10－１    倉敷新田百姓江籾種代取替                   嘉永３．10．      横長  ２冊  宮崎屋 
３－10－２    明治三年午六月十一日より七月卅日迄之分義倉米代渡注文入    明治３．５．      一紙  １袋  覚 ５月１通 ７月９通 ８月２通 閏 
                                        ～明治４．正．             10月１通 11月５通 12月４通 明治４ 
                                                            年正月１通（全22通）会所あて 
３－10－３    覚〔義倉金立てかえ〕                     甲午（明治３）．10．５ 一紙  １枚  内藤→要助様 
３－10－４    覚〔夫食金支給覚〕                        午．10．６     一紙  １通 
３－10－５    覚〔御会所宛〕                        年未詳．８．～10月   一紙  ３通  差出人栗坂屋定右衛門 
３－10－６    覚〔白米支給〕                          午．10．      一紙  １通  長浜屋嘉介→会所 
３－10－７    覚〔御会所宛夫食米支給〕                     午．10．      一紙  ５通 
３－10－８    覚〔支給米勘定〕                       年未詳．10．29     一紙  １枚  仲蔵→会所 
 
◆◆◆３－１３－１～９〔農林業〕◆◆◆ 
３－13－１    覚                              天保９．11．      横半  １冊  宮崎屋三郎右衛門 所有田と収穫米の書  虫損 
                                                            き上げ 
３－13－２    小拾帳并直小作証文                      慶応２．４．      横長  １冊 
３－13－３    安江村控                           明治初カ        縦   １冊  小作地の面積・小作人・収穫米・代価な 
                                                            どの書き上げ 
３－13－４    選米通                              子．２．改     横長  １冊  舎義介→上様 
３－13－５    地利米算用帳                           丙．        横半  １冊  華屋                  虫損 
３－13－６    収穫米地価取調鈔録                      年月日未詳       縦   １冊  井上亮三 田・畑・宅地・荒地・藪地価 
                                                            書上げ 羽島村 
３－13－７    亀山村田畑絵図                        年月日未詳       一紙  １通 
３－13－８    新田米拾壱割                         年月日未詳       一紙  １枚  田の収穫米など計算 
３－13－９    〔小作米納帳〕                        年月日未詳       横長  １冊 
 
◆◆◆３－１６－１～４１〔金融貸借〕◆◆◆ 
３－16－１    享和二壬戌年 御銀渡方扣                   享和２．        横長  １綴  御銀預り之内渡シ覚           虫損 
３－16－２    預り申銀札之事                        文化２．６．      一紙  １通  文化二年六月に銀札三貫文九月に銀札一  虫損 
                                        ～文化２．９．             貫目の借用状写し 借主備前和気村庄屋 
                                                            九郎右衛門・証人同村戎屋庄介→倉敷橋 
                                                            本屋大江兵衛殿 
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３－16－３    頼母子講銀請取申一札之事                   文化７．７．      一紙  １枚  陶山武右衛門→倉敷宮崎屋三左衛門 銀  封紙有 
                                                             500目を10ヶ年返済 
３－16－４    壬天保十三年寅十一月 講銀預帳                天保13．11．      横半  １冊 
３－16－５    銀札受取通                          弘化３．５．      横長  １冊  妹尾屋宮崎屋殿「金銀札受取通」の袋入 
３－16－６    弘化三丙午年 講銀請取通 大島屋次郎右衛門・宮崎屋三郎右衛  弘化３．        横長  １冊 
              門殿 
３－16－７    通 大島屋次郎右衛門                     弘化４． ．11     横半  １冊  講銀請取                袋入り 
３－16－８    講銀請取通                          弘化４．12．      一紙  １通  平田村与左衛門→井上三郎右衛門     封紙有 
３－16－９    金子請渡通                          嘉永６．７．11     横長  １冊  二日市村和作→倉敷俵屋俊蔵殿 
３－16－10    安政六年未五月 玉泉講銀受取通                安政６．５．      一紙  １枚  講主林文甫・世話人謙次・与右衛門・尚 
                                                            弁→井上秀蔵様 
３－16－11    預り金取替金勘定帳入 精華亭                 年月日未詳       袋   １袋  勘定帳等中にあり 
３－16－11－１  万延二年庚申より元治元甲子年迄借用金払出勘定         万延２．～元治元．   横長  １冊  借用金支払いの勘定書          虫損 
３－16－11－２  慶応二丙寅年十一月勘定                    慶応２．11．      横長  １冊  収入6599両永32文５分 借入金6315両永 
                                                             965文 残 283両永67文５分 
３－16－11－３  丁卯二月八日勘定                       丁卯（慶応３）．２．８ 横長  １冊  入6910両２歩永64文９分 出6731両永 
                                                             100文 
３－16－11－４  〔金銭明細書上〕                       年月日未詳       一紙  １枚  冬太郎以下41名合 10679両77文１分６厘 
３－16－11－５  〔金銭書上断簡〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
３－16－12    万延二辛酉正月より文久元12月迄１ヶ年勘定           万延２．正．      横長  １冊 
                                        ～文久元．12． 
３－16－13－１  建家売渡証文留并ニ屋敷                    文久元．７．～10月   縦   １冊  ５通留 
３－16－13－２  貸家書類入                          文久２．８．      袋   １袋 
３－16－13－３  家屋敷書抜                          （文久２）．      縦   １冊  水主屋敷など居宅・貸家反別家賃書上 
３－16－13－４  〔貸家反別書上〕                       （文久２）．      一紙  ３通 
３－16－13－５  〔井上宛丹右衛門書状〕                    年月日未詳．      一紙  １通  向市場東側船頭屋敷取調 
３－16－14    銀入勘定帳                          文久３．        横半  １冊  華屋新右衛門記 大福入 宮崎屋信蔵 
                                                            （裏） 
３－16－15    慶応元乙丑年十一月書類入                   年月日未詳       一紙  １袋                      3-16-15-1 ～3-16-15-4 まで 
                                                                                １袋に在中 
３－16－15－１  預申金子之事                         元治元．12．      一紙  １通  宮崎屋信蔵が太田屋お礼から50両を預 
                                                            る 
３－16－15－２  預り申金子之事                        慶応元．６．12     一紙  １通  宮崎屋信蔵が亀山村菊太郎から 120両 
                                                            を預る 
３－16－15－３  借用申金子之事                        慶応元．11．３     一紙  １通  華屋新右衛門が大橋平右衛門から 500 
                                                            両借金 
３－16－15－４  覚                              元治元．10．22     一紙  ４通  元治元年１通 慶応元年３通 
３－16－16    慶応二丙寅五月より記録（利預り書き上げ）           慶応２．５．      横半  １冊  波南舎新右衛門 
                                         ～１．12．４ 
３－16－17    慶応二丙寅請引書類入 精華亭                 慶応２．        袋   １袋 
３－16－17－１  預申金子之事                         元治元．12．      一紙  ２枚  宮崎屋信蔵→島田屋常七 
                                        ～慶応元．12． 
３－16－17－２  借用申金子之事                        元治２．５．３     一紙  ２枚  華屋新右衛門→植田孫太郎 華屋新右 
                                        ～慶応２．８．17            衛門→植田助右衛門 
３－16－17－３  覚〔金子請取借用〕                      慶応元．５．19     一紙  １枚  宮崎屋信蔵→植田助右衛門 
３－16－17－４  覚〔金子借用〕                        丑（慶応元）．11．24  一紙  １枚  植田茶○→井上 
３－16－17－５  借用申金子之事                        慶応元．12．13     一紙  ９枚  華屋新右衛門→大橋平右衛門 
                                        ～慶応２．11．９ 
３－16－17－６  預申金子之事                         慶応元．12．16     一紙  ２枚  華屋新右衛門→加須山庄屋亀五郎 
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                                        ～慶応元．12． 
３－16－17－７  借用申金子之事                        慶応元．12．24     一紙  １枚  華屋新右衛門→廣田屋甚三郎 金五十両 
                                                            請取の事 
３－16－17－８  預申金子之事                         慶応元．12．      一紙  １枚  宮崎屋信蔵→太田屋お礼 
３－16－17－９  預申金子之事                         慶応元．12．      一紙  １枚  預主宮崎屋信蔵・証判華屋新右衛門→亀 
                                                            山七割庄屋菊太郎・植田孫太郎（取次） 
                                                            金銭請取について 
３－16－17－10  借用申金子之事                        慶応２．３．１     一紙  １通  華屋新右衛門→大橋平右衛門 
３－16－17－11  覚〔金子請取之事〕                      慶応２．３．19～11．19 一紙  ６枚  華屋新右衛門→嶋田屋常七 
３－16－17－12  覚〔金子請取の事〕                      慶応２．４．３     一紙  １枚  華屋新右衛門→片山湊左衛門 
３－16－17－13  借用申金子之事                        慶応２．４．４     一紙  １枚  華屋新右衛門→浅野弥平治 
３－16－17－14  覚                               丙寅．５．27     一紙  １通  華屋新右衛門→広田屋甚三郎 金百両借 
                                                            りて明後日に返す 
３－16－17－15  覚〔米請取借用〕                       慶応２．６．１     一紙  ２枚  井上信蔵→亀山村庄屋亀山菊太郎     包紙有り 
３－16－17－16  覚〔金子受取の事〕                      慶応２．７．４～12. 12 一紙  １枚  華屋新右衛門→観龍亭御隠居 
３－16－17－17  覚〔金子請取の事〕                      慶応２．７．15     一紙  １枚  華屋→津久葉屋 
３－16－17－18  金子預証文の事                        慶応２．８．17     一紙  １枚  預主華屋新右衛門・加判宮崎屋信蔵→植 
                                                            田武右衛門 金銭請取について 
３－16－17－19  覚〔金子請取之事〕                      慶応２．８．23～12．12 一紙  ３枚  華屋新右衛門→大橋平右衛門 
３－16－17－20  覚〔金子請取の事〕                      慶応２．11. 初～11. ３ 一紙  ２枚  華屋新右衛門→植田助右衛門 
３－16－17－21  質入申田畑之事                        慶応２．11.       横長  １冊  質入主宮崎屋信蔵・親類華屋新右衛門・ 
                                                            証人枡屋源助→中山鳥屋徳蔵畝合弐町壱 
                                                            反壱畝拾五歩・高合弐拾三石壱斗三升壱 
                                                            合五夕賃金五百両 
３－16－17－22  覚〔金子借用〕                          寅．12．１     一紙  １枚  甚蔵→新右衛門 
３－16－17－23  覚〔質地証文〕                         丙寅．12．３     一紙  １枚  華屋→岩崎 
３－16－17－24  さし引記〔借用証文〕                     慶応２．12. ６     一紙  １枚  助右衛門→新右衛門 
３－16－17－25  覚〔金銭借用の事〕                       丙寅．臘．６     一紙  １枚  植田→花屋               包紙有り 
３－16－17－26  覚〔請取証文〕                         丙寅．12．16     一紙  １枚  華屋新右衛門→片山           包紙有り 
３－16－17－27  覚〔金子請取〕                         丙寅．12．17     一紙  １枚  片山→井上               包紙有り 
３－16－17－28  覚〔銀請取大延引につき御断りの事〕                寅．12．晦日    一紙  １枚  ○○屋忠助→宮崎屋 
３－16－17－29  預申金子の事                         慶応２．12．      一紙  １枚  宮崎屋信蔵→亀山七割菊太郎 証判華屋 
                                                            新右衛門 
３－16－17－30  〔書状〕                           慶応２．        一紙  29通  浅野惣太郎→井上新蔵・御内新右衛門（ 
                                                            ２通）、植田孫太郎→井上新右衛門（１ 
                                                            通）、難波仙太郎→井上新右衛門（１通） 
                                                            徳右衛門→井上新右衛門（１通）甚四郎 
                                                            →井上新右衛門（１通）、大立→井上新 
                                                            右衛門（２通）、高戸伊之丞→井上新右 
                                                            衛門（２通）片山湊左衛門→井上新右衛 
                                                            門（１通）、（尾崎）亀五郎（亀）→ 
                                                            （井上）御兄様（御兄君・兄君）（７通） 
                                                            宝来山閉居→井上新右衛門（２通）、助 
                                                            右衛門→井上新右衛門（２通）（大橋） 
                                                            平右衛門→（井上）新右衛門（井上様） 
                                                            （３通）、三右衛門→井上様（１通）、 
                                                            水澤遠三郎→井上新右衛門（１通）、積 
                                                            助→尾崎様（１通）、坪井官次→川西町 
                                                            倉敷仙助（１通） 
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３－16－17－31  〔井上宛書状一括〕                      慶応２．        一紙  35通  甚三郎→新右衛門（３通）、大○→井上 
                                                            新右衛門（１通）、桐三郎→新右衛門（ 
                                                            ２通）、亀五郎→井上御兄君（１通）、 
                                                            三右衛門→新右衛門（６通）、高戸伊之 
                                                            丞→井上新右衛門（３通）、浅野惣太郎 
                                                            →井上新右衛門（５通）、植田→華屋（ 
                                                            １通）、助右衛門→井上新右衛門(6通） 
                                                            ○左衛門→井上（１通）、大橋平右衛門 
                                                            →井上君（１）、難波仙太郎→井上（１ 
                                                            通）、片山→井上（１通）、嘉兵衛→井 
                                                            上（１通）、甚三郎→喬松（１通）、加 
                                                            須山亀五郎請引請方→宮崎屋（１通） 
３－16－17－32  借用申金子之事                        慶応３．５．28     一紙  １枚  華屋新左衛門→廣田屋甚三郎 
３－16－17－33  覚〔金子受取の事〕                      元治２．４．22     一紙  １枚  宮崎屋→惣左衛門 
３－16－17－34  覚〔金子請取〕                        年未詳．８．11     一紙  １通  亀五郎→御兄様〔新右衛門〕       包紙有り 
３－16－17－35  〔嶋田屋宛内藤書状〕                     年未詳．10．22     一紙  １通  内藤→嶋田屋 利足相談について 
３－16－17－36  覚〔金子借用〕                        年未詳．12．３     一紙  １枚  〔難波〕仙太郎→井上 
３－16－17－37  書状                             年月未詳． ９     一紙  一通  〔大橋〕平右衛門→井上君 年付請取及 
                                                            び先方より来る人の旨承知の事 
３－16－18    差入申添証文之事                       慶応２．12．      一紙  １通  宮崎屋信蔵が片山湊左衛門へ質地借用500 
                                                            両 
３－16－19－１  預申銀札之事                         慶応３．２．14     一紙  １枚  倉敷宮崎屋→亀山村又吉・同喜之助 銀 
                                                            札２貫目 奥書有り利息について 
３－16－19－２  預申金子之事                         明治７．９．５     一紙  １枚  井上亮三→義倉幹事 金 150円 
３－16－19－３  記〔金銭請取の事〕                      明治８．12．10     一紙  １枚  井上亮三→尾崎亀五郎 金 150円 
３－16－19－４  記〔実綿取替金について〕                   明治９．１．10     一紙  １枚  井上亮三→築波繁八郎 古実綿263 貫 
                                                             270目 金 100円預置 
３－16－19－５  記〔金銭借用証文〕                      明治９．３．６     一紙  １枚  井上亮三→内藤清蔵 金 200円 
３－16－19－６  記〔実綿買付金受取の事〕                    甲戌．１．16     一紙  １枚  井上亮三→高戸吉平 金50円 
３－16－19－７  記〔実綿買入代受取の事〕                    甲戌．２．４     一紙  １枚  井上→高戸新宅 金27円50銭 
３－16－19－８  記〔米・金取替の事〕                      甲戌．６．５     一紙  １枚  井上→大橋精二 米 105俵賃金 100円 
３－16－19－９  記〔米・金取替の事〕                      甲戌．６．５     一紙  １枚  井上→大橋精二 米60俵賃金 100円 
３－16－19－10  覚〔金銭貸借証文〕                        亥．１．２     一紙  １枚  井上亮三→亀山亀五郎 金 200円 
３－16－20    辛未三月 氏神石橋修覆金請取通 西東世話方 亀山金八殿    明治４．３．      一紙  ２通  請取通・受取通 
３－16－21    明治五壬申 毛見帳                      明治５．        横長  １冊 
３－16－22    通                              年月日未詳       袋   １袋                      3-16-22-1 ～3-16-22-4 まで 
                                                                                １袋に在中 
３－16－22－１  楽後積立金請取通                       明治７．正．      横長  １冊  中原忠三→井上 
３－16－22－２  記                              明治11．正．３     一紙  １通  金五円御取換分利息 
３－16－22－３  記                              明治11．正．３     一紙  １通  金受取                 抹消 
３－16－22－４  記                              明治11．正．３     一紙  １通  元掛・差引・残り 
３－16－23    預申金子之事                         明治７．３．３     一紙  １通  渡辺増次郎→井上亮三 一金百圓 
３－16－24    耕地書入催合講落札金証文之事                 明治７．        一紙  １枚 
３－16－25    証券（全員受取）                       明治23．        一紙  ５通  井上信造→小野耕平 井上から小野への  封書にて一括 
                                                            証券と他受取証・金額提示計５通 
３－16－26    判取帖                            昭和３．１．      横半  １冊  領収控 
                                         ～７．５． 
３－16－27    〔貸屋敷書上〕                        年月日未詳       一紙  １通  東町岡屋 
３－16－28    地券御書換願                         年月日未詳       一紙  ３枚  倉敷村井上亮三・倉敷村高橋芳五郎→  同文章のものが３枚 
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                                                            耕地三畝九歩・耕地廿四歩・宅地壱畝拾 
                                                            歩・耕地五歩・耕地拾八歩・の４所の書 
                                                            換 
３－16－29    以書付御願申上候                       天明８．６．      一紙  １枚  願主駒屋治吉・代市兵衛→月番年寄五蔵 
                                                            借金の行き違いについて 
３－16－30    天保五年甲午十一月御講懸銀請取通 帯江大庄屋平松林右衛門   天保５．11．      横長  １冊                      袋入り 
           （他）宮崎屋三郎右衛門殿 
３－16－31    天保五年甲午十一月御講懸銀請取通 帯江大庄屋平松林右衛門   天保５．11．      横長  １冊                      袋入り 
           （他）瓦屋善左衛門殿 
３－16－32    覚                                申．２．      一紙  １通  油屋→宮崎屋 辰年～未極月までの金子 
                                                            の勘定 
３－16－33    差上申済口書之事                         午．３．      一紙  １通  勝五郎・永蔵→村御役人中 勝五郎掛金 
                                                            の預ケ金滞に付元金五百円済口書 
３－16－34    引替金請取通                           戌．11．      横半  １冊  会所→宮崎屋三郎右衛門         一枚閉じていない紙有り 
３－16－35    〔金・未・渡控〕                       年未詳．11．      横長  １冊                      とじが切れている 一部欠 
３－16－36    〔金銭貸付帳〕                        年未詳．12．      横半  １冊                      表紙欠 
３－16－37    〔質地証文〕                         年月日未詳       一紙  １通  質入主信蔵他３名→芳助 田三筆質入れ 
                                                            の事 
３－16－38    貸家買物通                          年月日未詳       小帳  １冊 
３－16－39    頼母子講算用                           寅．        横長  １冊 
３－16－40    〔銀札渡控〕                         年未詳．10．24・27   一紙  １枚  横長帳の一部 
３－16－41    金銀請引帳并ニ戻り証文入                   文久２.  8改      包紙  １枚                      3-16-41-1 ～3-16-41-12在 
                                                                                中 
３－16－41－１  借用申金子之事                        安政６．12．      一紙  １枚  金子借用証文 宮崎屋安兵衛→大橋平右 
                                                            衛門 
３－16－41－２  預り申金子之事                        安政７．３．晦日    一紙  １枚  金子預り証文 宮崎屋安兵衛→児島屋助 
                                                            左衛門 
３－16－41－３  金子取渡通                          万延元．12．２     横長  １綴  金子の受渡しに関する通         包紙有り 
                                            ～12．14 
３－16－41－４  借用申金子之事                        文久元．11．28     一紙  １枚  金子の借用証文 宮崎屋信蔵→児嶋屋助 
                                                            右衛門 
３－16－41－５  借用申金子之事                        文久元．12．      一紙  １枚  金子借用証文 借用主宮崎屋信蔵・証人 
                                                            桝屋久助→吉井屋唯介 
３－16－41－６  戌二月 板屋仁左衛門様宮崎屋信蔵               文久２．２．10     一紙  １枚                      包紙あり 
３－16－41－７  預り申金子之事                        文久２．２．21     一紙  １枚  金子預り証文宮崎屋信蔵→嶋田屋常七 
３－16－41－８  請取書                            文久２．３．８     一紙  ２枚  金子借用証文宮崎屋信蔵→植田助右衛門  包紙あり 
３－16－41－９  覚                              文久２．３．23     一紙  １枚  田地代銀受取り証 宮崎屋→新田岩松 
３－16－41－10  覚                              文久２．５．９     一紙  １枚  田地代銀受取り証 宮崎屋→新田岩松 
３－16－41－11  覚                              文久２．12．10     一紙  １通  助左衛門→信助・信右衛門 金子証文 
                                                            取り返しについての覚か？ 
３－16－41－12  願申米之事                          文久２．12．      一紙  １枚  宮崎屋信蔵→大橋平右衛門 米の請取 
                                                            手形 
 
◆◆◆３－１７－１～２〔商業売買〕◆◆◆ 
３－17－１    〔建家売渡証文下書〕                     （明治）．       一紙  １通  備中国第十五大区七小区窪屋郡倉敷村 
                                                             685番地 瓦葺本屋・同釣り屋・同座敷 
３－17－２    〔石代金通〕                         年月日未詳       横半  １冊 
 
◆◆◆３－１９－１～２０〔家〕◆◆◆ 
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３－19－１    請取証                            明治15．12．13     一紙  ３通  箪笥・長持・琴など受取 岡山片瀬町橋  包紙有 上書「請取証」 
                                                            本与平→倉敷本町小野蔚         書状２通同封 
３－19－２    在方 書出覚帳 文久二壬戌十二月吉日             文久２．12．      横半  １冊 
３－19－３    花屋附物控                          明治５．２．      横長  １冊  畳・建具など書上げ 
３－19－４    文久三癸亥年 二気諸入用勘定華屋新右衛門記          文久３．        横半  １冊                      （裏表紙）宮崎屋信蔵 
３－19－５    慶応三丁卯請引書類入 精華亭                 慶応３．        袋   １袋  花屋書状・覚              ７束  215枚 
３－19－５－１  〔花屋書状〕                         慶応３．        一紙  41通  竹香・喬松宛孫太郎・喬松井上宛１通、 
                                                            高戸伊之丞・新右衛門宛６通、植田助右 
                                                            衛門・新右衛門宛１通、長三郎・嶋田屋 
                                                            当七宛１通、中西治左衛門・嶋田屋宛１ 
                                                            通、翠竹喬松宛１通、甚三・新右衛門宛 
                                                            ７通、浅野惣太郎・井上新右衛門宛５通、 
                                                            三右衛門・新右衛門宛３通、文後兵衛・ 
                                                            新右衛門宛４通、亮五郎・新右衛門宛１ 
                                                            通、奈良屋源二郎・新右衛門宛２通、原 
                                                            唯介宛１通、高戸源蔵宛１通、花屋宛１ 
                                                            通 金銭貸借・板屋・華屋宛２通、浜屋 
                                                            順助宛３通、積助宛１通 
３－19－５－２  〔井上宛書状一括〕                      慶応３．        一紙  59通  惣治郎→井上新右衛門１通、亀五郎→井  封紙あり ひもで一括 
                                                            上御兄３通・華屋御兄１通、長三郎→新 
                                                            右衛門２通、植田孫三郎→井上新右衛門 
                                                            １通、次郎→新右衛門１通、平田徳太郎 
                                                            →新右衛門１通、植田鶴次郎→井上新右 
                                                            衛門１通、文後兵衛→新右衛門１通、差 
                                                            出不明「舌状」１通、新右衛門→寿三郎 
                                                            １通、彦次郎→井上新右衛門３通、三右 
                                                            衛門→井上君１通、隠居→花屋２通、亀 
                                                            →御院君１通、浅野惣太郎→井上新右衛 
                                                            門３通、助右衛門→井上新右衛門２通、 
                                                            高戸伊之丞→井上新右衛門２通、甚蔵→ 
                                                            喬松１通、華屋２通、新右衛門５通、 
                                                            喬松花屋１通、喬松兄１通、積介→源介 
                                                            ２通、新右衛門１通、片山真左衛門→井 
                                                            上新右衛門１通、片山湊左衛門→井上新 
                                                            右衛門１通、覚「人足賃等算用」ほか12 
３－19－５－３  〔井上宛書状一括〕                      慶応３．        一紙  12通  弥介→井上１通、高戸吉平→井上新右衛 
                                                            門１通、差出不明１通、清水屋直次郎→ 
                                                            太田屋嘉一郎１通、甚三→新右衛門１通  ひもで一括 
                                                            屋芳富三郎→井上亮三１通、内藤惣次郎 
                                                            →井上新右衛門１通、素一郎→井上１通 
                                                            亀五郎→井上御姉１通、覚・金銭貸借 
                                                            花田助右衛門→井上亮三外２通 
３－19－５－４  〔井上宛書状一括〕                      慶応３．        一紙  15通  亀五郎→井上御兄１通、浅野惣太郎→井  ひもで一括 
                                                            上新右衛門２通、三右衛門→新右衛門３ 
                                                            通、片山湊左衛門→井上新右衛門１通、 
                                                            高戸伊之丞→井上御兄１通、義之丞→新 
                                                            右衛門１通、甚蔵→新右衛門１通、惣太 
                                                            郎→新右衛門１通 覚 蔵米引取１通、 
                                                            金銭貸借２通 
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３－19－５－５  〔井上家借用金子請取証文一括〕                慶応３．        一紙  33通  華屋新右衛門→銭屋左衛門次郎１通、広 
                                                            田屋長三郎２通、明義１通、植田助右衛 
                                                            門２通、鴨屋斗作３通、片山真左衛門２ 
                                                            通、大橋平左衛門８通、観龍寺御院居１ 
                                                            通、浅野弥平次１通、嶋田屋常七６通、 
                                                            華屋新右衛門証判枡屋源助→吾妻屋弥助 
                                                            １通、同加判宮崎屋信義→片山湊左衛門 
                                                            １通、華屋新右衛門→花田助右衛門１通 
                                                            預主宮崎屋信義・証判花屋新右衛門→植 
                                                            田孫太郎１通、預主華屋新右衛門・加判 
                                                            宮崎屋信義→植田武右衛門１通、嶋田屋 
                                                            常七宛預金子之事１通 
３－19－５－６  〔花屋書状〕                         慶応３．        一紙  11通  難波仙太郎・井上新右衛門宛１通、植田 
                                                            弥太郎・井上新右衛門宛１通、翠竹・喬 
                                                            松宛１通、三右衛門・井上宛１通、左衛 
                                                            門・徳太郎宛１通、徳太郎・新右衛門宛 
                                                            １通、平三郎・徳太郎宛１通、鳥羽・井 
                                                            上宛１通、不明２通 金銭貸借・宮崎屋 
                                                            おふさ宛１通 
３－19－５－７  〔花屋書状〕                         慶応３．        一紙  44通  華屋・広田屋宛１通、植田助右衛門・井 
                                                            上新右衛門宛１通、三右衛門・井上宛３ 
                                                            通、甚蔵・新右衛門宛２通、甚三・華屋 
                                                            宛１通、片山真左衛門・新右衛門宛４通 
                                                            竹香・喬松宛３通、浅野惣太郎・井上新 
                                                            右衛門宛１通、太法院・井上新右衛門宛 
                                                            １通、亀五郎・兄宛１通、次郎・兄宛１ 
                                                            通、難波仙太郎・井上新右衛門宛３通、 
                                                            高戸伊之丞・井上両兄宛２通、助太郎・ 
                                                            井上新右衛門宛１通、小野光太郎・井上 
                                                            両兄宛１通、井上宛２通、華屋宛４通、 
                                                            広田屋宛１通、不明２通 覚３通、金銭 
                                                            貸借 宮崎屋宛２通、文後・新右衛門宛 
                                                            １通、西屋与兵衛・井上新右衛門宛４通 
                                                            不明１通 
３－19－６    覚                                戌．        一紙  46通  買物書上 宮崎屋宛 
３－19－７    〔井上三郎右衛門宛亀山峰二郎書状〕              年未詳．閏正．24    一紙  １通  善三郎元服の事 
３－19－８    記                              年未詳．３．５     一紙  １枚  炭代金の受け取り 木屋吉造→上 
３－19－９    〔縁組之事〕                         年未詳．３．18     一紙  １通  新町児島屋弥十郎娘ふさ、八十吉へ輿入  封紙有 
                                                            浜村年寄九左衛門より倉敷御年寄月番三 
                                                            郎右衛門宛 
３－19－10    〔井上安兵衛宛書状〕                     年未詳．４．29     一紙  １通  高尾太作→井上安兵衛 書状       封紙有り 
３－19－11    〔井上新右衛門宛書状〕                    年未詳．７．27     一紙  ２通  高田屋兵右衛門→井上新右衛門１通、覚 
                                                            金銭貸借 倉敷徳兵衛→井上１通 
３－19－12    臨時買物通                          年未詳．６．      横半  １冊  宮崎屋 
３－19－13    建家売渡之証文（下書）                    年月日未詳       一紙  ２通                      売渡申宅地証文（雛形）同封 
３－19－14    真台子之事 真行                       年月日未詳       一紙  １通  茶道具の事 
３－19－15    〔書状〕（井カ）上安兵衛様 鳥羽宗（郎カ）          年月日未詳       一紙  １枚  子供福一出生に対する祝い状       包紙有り 
３－19－16    〔井上善左衛門宛書状〕                    年月日未詳       一紙  12通  心鏡寺摂誉１通、西山次左衛門２通、西  ひもで一括 
                                                            山称平２通→井上善左衛門、伊左衛門→ 
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                                                            善左衛門１通、小野泉蔵→藤井彦七郎１ 
                                                            通、不明１通、片山新左衛門→井上善左 
                                                            衛門１通、覚 金銭貸借 西山称平→井 
                                                            上善左衛門１通、寿三郎→倉敷華屋１通 
                                                            不明１通 
３－19－17    〔書状一括〕                         年月日未詳       一紙  16通  亮三宛など 
３－19－18    〔覚など〕                          年月日未詳       一紙  26通  献立など、領収証など 
３－19－19    （汁器書上）                         年月日未詳       横長  ６枚 
３－19－20    〔井上新右衛門宛書状〕                    年月日未詳       一紙  33通  難波仙太郎より11通、難波武作より１通 
                                                            甚三より７通、植田孫太郎より４通、閑 
                                                            居より２通、亀五郎より１通、浅野惣太 
                                                            郎より２通、高戸より１通、進之助より 
                                                            １通、小野丹右衛門より１通、犬養源左 
                                                            衛門より１通、不明１通 
 
◆◆◆３－２０－１～５〔宗教〕◆◆◆ 
３－20－１    廃寺御届                           明治７．５．28     一紙  ３通  真言宗西京仁和寺末玉泉寺 
３－20－２    阿知神社 石檀修復 集金揃帳                 明治４カ ４．     横長  １冊  真隅貫三、宮原義四郎 
３－20－３    阿知神社 集金揃帳 石檀修復                 明治４カ ５．     横長  １冊  辛未五月 若林次平・江崎弥平 石檀修 
                                                            覆の為の集金を書き上げたもの 
３－20－４    所持地書上                          明治７．５．      縦   ５通  観音坊 厳室弁道 １種、清鏡寺住職 
                                                            霊明恵龍 １種、観龍寺隠居 能仁恵濬 
                                                            ３種 
３－20－５    記〔氏神修繕関係ホ〕                     年月日未詳       一紙  38通 
 

         ４箱 
◆◆◆４－１－Ａ～Ｃ〔支配〕◆◆◆ 
４－１-A- 1    文化十五年戌寅正月 勘定帳 俵屋               文化15．正．      縦   １冊  薬類・紙類・箱類・漆類など勘定 
４－１-A- 2    文政四辛巳年正月 勘定帳 俵屋（薬類・紙類・箱類・漆類等   文政４．正．26     縦   １冊  才右衛門 
          勘定） 
４－１-A- 3    午年 勘定下書（薬類・紙類・箱類・漆類等勘定）        文政５．正．晦日    縦   １冊  才右衛門 
４－１-A- 4    文政六癸未年正月 勘定帳 俵屋                文政６．正．      縦   １冊  薬類・紙類・箱類・漆類など 
４－１-A- 5    天保四年 癸巳正月 勘定帳（薬類・紙類・箱類・漆類等勘定）  天保４．正．晦日    縦   １冊 
４－１-A- 6    天保四癸巳年正月 勘定帳 俵屋扣（薬類・紙類・箱類・漆類等  天保４．正．晦日 
          諸費勘定） 
４－１-B- 1    御勘定様御止宿中書類                     天保７．８．      袋   １袋  作製 宮崎屋              4-1-B-2 ～4-1-B-6 まで１袋 
                                                                                に在中 
４－１-B- 2    御勘定 根本忠三郎様御上下七人御止宿中諸入用帳        文政７．８．28     横長  １冊  ５泊５昼の買物品々 通書出シナド 
                                           ～閏８．３ 
４－１-B- 3    覚（止宿入用）                        年未詳．12．27     一紙  １通  会所（印）→宮崎屋殿 
４－１-B- 4    御勘定様御止宿中御献立                    文政７．８．      縦   １冊 
４－１-B- 5    御勘定様御止宿中買物通                      申．８．      横半  １冊  宮崎屋 
４－１-B- 6    御勘定様御止宿中入用渡帳                   年月日未詳       横長  １冊 
４－１-C- 1    他見不許 日記                        天明７．～寛政７．   横長  １冊  裏表紙は十蔵、中は五蔵が書いた 毛 
                                                            見下帳面算用、算用状など心覚え 
 
◆◆◆４－３－１〔租税〕◆◆◆ 
４－３－１    嘉永七寅浜村小子位村御年貢請取                嘉永７．        一紙  １通  庄屋松助（印）三郎右衛門 
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◆◆◆４－４－Ａ・Ｂ〔村〕◆◆◆ 
４－４-A- 1    宮（朱書）己午未并申酉 御預御金銀御勘定突合帳       （文化９）～（文化11）  袋   １枚                      4-4-A-2 ～4-4-A-13まで１袋 
                                                                                在中 
４－４-A- 2    文化六巳年 御金銀突合勘定帳 申十一月            申（文化９）．11．   縦   １冊 
４－４-A- 3    文化七午年 御金銀突合勘定帳 申十一月            申（文化９）．11．   縦   １冊 
４－４-A- 4    文化八未年 御金銀突合勘定帳 申十一月            申（文化９）．11．   縦   １冊 
４－４-A- 5    己午未三ケ年御銀惣差引仕出帳                 申（文化９）．11．   縦   １冊 
４－４-A- 6    〔御年貢など勘定書上〕                    酉（文化10）．３．13  一紙  １通  御年貢・酉先銀・申残銀・返納金・国役 
                                                            金などの勘定 
４－４-A- 7    〔廣祐宛惣左衛門用状〕                    戌（文化11）．２．８  一紙  １通  酉年上納銀残り手渡しについて 
４－４-A- 8    文化九申年 御金銀突合勘定帳 戌四月             戌（文化11）．４．   縦   １冊 
４－４-A- 9    文化十酉年 御金銀突合勘定帳 戌四月             戌（文化11）．４．   縦   １冊 
４－４-A-10    文化六己年より同十酉年迄惣差引勘定 戌四月          戌（文化11）．４．   縦   １冊 
４－４-A-11    覚（預銀勘定）                        年月日未詳       縦   １冊 
４－４-A-12    一筆啓上（金銀勘定書上）                   年月日未詳       一紙  １通 
４－４-A-13    〔金銀勘定書上〕                       年月日未詳       縦   １冊  酉・戌・亥・子の帳面の勘定 
４－４-B- 1    過料銭取立一件                        文政９．６．      袋   １袋                      4-4-B-2 ～4-4-B-21まで１袋 
                                                                                に在中 
４－４-B- 2    過料銭指引帳                         文政７．７．      横長  １冊 
４－４-B- 3    差上申御請証文之事                      文政９．６．25     一紙  １通  当御代官所備中浅口郡早□村佐衛門孫佐 
                                                            蔵他２名→大原太郎右衛門御役所 佐衛 
                                                            門長寿に付御手当として米10俵渡しの請 
                                                            証文 
４－４-B- 4    覚（入済の覚）                          戌．６．27     一紙  １通  水沢→倉敷村蔵吉外十七人 
４－４-B- 5    覚                                戌．６．27     一紙  １通  ６銭３匁入済 水沢→倉敷村政吉新類・ 
                                                            組合 
４－４-B- 6    覚                                戌．６．27     一紙  １通  ９銭３匁のうち６銭３匁入済 水沢→倉 
                                                            敷村 作次郎新類・組合 
４－４-B- 7    覚（入済の覚）                          戌．６．28     一紙  １通  水沢→倉敷村 476人 
４－４-B- 8    覚                              年未詳．６．27     一紙  １通  「三郎右衛門・惣之助→水沢常太郎」金 
                                                            銭受取りの覚 
４－４-B- 9    〔御会所宛戸口屋寿助書状〕                  年未詳．６．27     一紙  １通  過料銭上納取調中事 
４－４-B-10    〔過料銭取立人名書上〕                    年月日未詳       一紙  18通  相生町・川下町・本町・戎町など 小前 
                                                            百姓辻1476人 過料銭 150貫 
４－４-B-11    過料銭 過料銭請取控                     年月日未詳       横長  １冊 
４－４-B-12    〔町別訴訟方連印軒数書上帳〕                 年月日未詳       横長  １冊  東町・本町・相生町・阿知町など 
４－４-B-13    〔町別訴訟方落印人書上帳〕                  年月日未詳       横長  １冊  本町・東町・相生町など 
４－４-B-14    〔藤右衛門宛正右衛門書状〕                  年月日未詳       一紙  １通  訴訟人村内役職のこと 
４－４-B-15    〔金銭書上〕                         年月日未詳       一紙  １通 
４－４-B-16    過料残差引勘定帳                       年月日未詳       横長  １冊  戎町和吉他四人他 
４－４-B-17    覚（金銭書上）                        年月日未詳       一紙  １通  戎町組頭惣代万平 
４－４-B-18    向市場 林原（抱人書上）                   年月日未詳       一紙  １枚  紀蔵他 
４－４-B-19    伝口上袖扣                          年月日未詳       一紙  １通  御歎一件の儀 
４－４-B-20    〔町別人名書上〕                       年月日未詳       一紙  １通  阿知町・本町・東町・川西町など他８町 
４－４-B-21    〔組各過料銭取立覚書綴〕                   年月日未詳       一紙  １綴 
 
◆◆◆４－１２－１～１４〔産業職業〕◆◆◆ 
４－12－１    御銀方申定奉伺事写（上納銀についての伺）           享和元．８．      縦   １冊  窪屋郡倉敷村庄屋七大夫・年寄伊左衛門  4-12-1～4-12-14 まで１袋 
                                                            義之助・三左衛門→柘植五左衛門御役所  に在中 
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４－12－２    差上申御請書之事                       文政５．６．21     縦   １綴  村役人三人 百姓拾六人 冥加金増米に 
                                                            つき承諾申し上げ 
４－12－３    乍恐以書附奉願上候 差上申一札之事              文政５．８．21     縦   １冊  村役人任命の件 備中国窪屋郡倉敷村百 
                                                            姓代 才右衛門他４名→大草太郎右馬様 
                                                            御役所…村役人任命願 備中国窪屋郡倉 
                                                            敷村年寄茂右衛門他３名→大草太郎右馬 
                                                            様御役所…村役人の任命承知 
４－12－４    差上申一札之事（酒造高削減につき、請証文差上）        天保２．正．      縦   １冊  備中国窪屋郡倉敷村御送人六左衛門→大 
                                                            橋新左衛門御手代逸見八助・田中宗吉 
４－12－５    黒崎村南浦万平方江酒造出稼書類                天保10．８．      縦   １冊  三郎左衛門→万平 酒造株の借受の定書 
                                                            差出申一札之事 御礼金之内配 
４－12－６    差入申儀諚証文之事                      天保14．６．      一紙  １通  窪田郡倉敷村酒造株主三郎右衛門在判→ 
                                                            浅口郡黒崎村酒造稼人万平 三郎右衛門 
                                                            が万平から酒造株25石を借りたその権利 
                                                            で使える米は 330石余り、冥加金は銀七 
                                                            匁かかり引当金は金 200両 
４－12－７    差入申儀諚証文之事                      天保14．６．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村酒造株主三郎右衛門→浅口 
                                                            郡黒崎村酒造株主万平 三郎右衛門が万 
                                                            平から酒造株高25石を借りその権利は米 
                                                              330石余り使うことができ冥加金は銀７ 
                                                            匁 引当金 200両 奥書 右三郎右衛門 
                                                            （在判）他３名→黒崎村庄屋岩次郎 
４－12－８    黒崎村南浦万平江酒造株譲渡候 願書写并儀諚書写        天保14．６．      縦   １冊  窪屋郡倉敷村酒造株主三郎右衛門→浅口 
                                                            郡黒崎村酒造株人万平 
４－12－９    覚（借付金返済について）                   弘化４．正．      縦   １冊  円福寺住職中借用請 快満以下５名→日 
                                                            間山 法論寺 御法龍輝大和尚 奥書沖 
                                                            村房次三助同傳右衛門 
４－12－10    文久二壬戌八月改 古書類并請取証文入 二袋之内        文久２．８．      袋   １袋 
４－12－11    黒崎村万平方江酒造譲渡ニ付義諚為取替証文                       包紙  １枚                      4-12-11-1 ～4-12-11-5 在中 
４－12－11－１  酒造稼譲渡証文之事                      天保14．６．      一紙  １枚  窪屋郡倉敷村譲渡人三郎右衛門・親類翁 
                                                            輔→浅口郡黒崎村南浦万平 
４－12－11－２  差入申義諚証文之事                      天保14．６．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村酒造株主三郎右衛門→浅口  包紙アリ 端裏書「本紙三寸 
                                                            郡黒崎村 酒造稼人万平 酒造株（造株  折違紙案文三郎右衛門より」 
                                                            高25石）を万平へ貸株 
４－12－11－３  乍恐以書附奉願上候（備中国窪屋郡倉敷村三郎右衛門から同国浅  天保14．６．      一紙  １通  倉敷村三郎右衛門・黒崎村万平→倉敷御  包紙あり 
           口郡黒崎村万平へ酒造株譲渡の件）                                 役所 奥書倉敷村庄屋丹右衛門他５名 
４－12－11－４  三郎右衛門様□□□                      年未詳．12．13     一紙  １通  証文の内容確認三郎右衛門あて      包紙アリ 
４－12－11－５  井上様                            年月日未詳       一紙  １通  酒造株の証文の案文の解読願小野→井上  包紙アリ 
４－12－12    覚                              年月日未詳（卯）．   一紙  １通  倉敷村窪屋郡 倉敷村における、卯年の 
                                                            田畑の年貢取分の合計 
４－12－13    銀子借用証文之事                       年月日未詳       縦   １冊  戸川因幡守様の庄屋・年寄・百姓代→江 
                                                            戸御役人様 
４－12－14    卯仮免状                           年月日未詳       一紙  １通  備中国窪屋郡倉敷村の年貢の仮免 
 
◆◆◆４－１６－１〔金融貸借〕◆◆◆ 
４－16－１    嘉永元年申十一月 御貸附金拝借証文并質地証文 備中国窪屋郡  嘉永元．11．      縦   １冊  備中国窪屋郡倉敷村拝借人三郎右衛門・  表紙三郎右衛門の上に安兵衛 
           倉敷村 拝借人安兵衛                                        親類証人伊八郎・年寄光右衛門・庄屋助  と貼る 
                                                            右衛門→倉敷御役所 
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◆◆◆４－１７－１〔商業売買〕◆◆◆ 
４－17－１    一札（不筋商売・借金などにつき詫び状）            文化元．６．      一紙  １通  広江屋千介・証人栄屋茂兵衛・同宮野屋 
                                                            源助→三郎右衛門宛神文とも 嶋田屋新 
                                                            兵衛奥書 
 
◆◆◆４－１９－１～３（家）◆◆◆ 
４－19－１    〔寛文五年乙巳年～享保九甲辰年井上家 家族年齢書上〕     寛文５．～享保９．   横長  １冊 
４－19－２    〔当座算用帳〕                        年月未詳．大晦     横長  １冊                      後欠 ２つに分かれている 鼠損 
                                         ～寅．４．20 
４－19－３    他見不許 日記 保之                     年月日未詳       袋とじ １冊  木材・小作米取立などについての心覚え  表紙に「文久二年袋」の鉛筆 
                                                                                書き有り 
 
◆◆◆４－２１－１〔習俗行楽〕◆◆◆ 
４－21－１    覚（掛軸・釜等４品預けの目録）                天保４．11．      一紙  １通  備中窪屋郡倉敷村弥十郎→阿部伊予守様 
                                                            御役場 
 
◆◆◆４－２５－１－１～３０〔近代軍事〕◆◆◆ 
４－25－１    軍事ニ係ル一切書類                      年月日未詳       封筒  １袋                      4-25-1-1～4-25-1-30 まで１ 
                                                                                袋に在中 鼠・虫破損大 
４－25－１－１  証〔今治同愛会から井上信造あて〕               明治27．９．11     一紙  １通  諸帳簿証書類及器具一切譲り渡し書 
４－25－１－２  軍人見舞品                          明治28．４．30     一紙  １枚                      鼠・虫・水被害大 
４－25－１－３  義金申込書                          明治28．７．10     一紙  １枚  井上信蔵→帝国海事協会理事長男爵有地  鼠・虫破損大 
                                                            品之允「帝国義勇艦隊建設義金申込書」 
４－25－１－４  〔石井保三郎から井上信造あて書状〕              明治28．11．29     一紙  １枚  様子うかがいの手紙 
４－25－１－５  〔領収書三枚〕                        明治37．２．１     一紙  ３枚 
                                        ～大正３．４． 
４－25－１－６  国庫債券応募者御注意摘要                   明治37．２．      一紙  １枚  日本銀行岡山代理店株式会社二十二銀行 
４－25－１－８  「決算報告」                         明治37．３．18     一紙  １枚  倉敷在郷軍人会→井上          破損大 
４－25－１－10  出征軍人送別会費決算書                    明治37．５．２     一紙  １枚  倉敷実業倶楽部幹事→倉敷町在郷軍人送  破損大 
                                                            別会員各位 
４－25－１－11  第二回国庫債券応募者御注意                  明治37．６．      一紙  １枚  日本銀行岡山代理店株式会社二十二銀行 
４－25－１－12  帝国義勇艦隊建設趣旨及要綱                  明治37．７．24     一紙  １枚  帝国海事協会総裁 大勲位功四級威仁親  鼠破損大 
                                                            王 
４－25－１－13  帝国義勇艦隊建設令旨及要綱                  明治37．10．24     一紙  １枚  帝国海事協会総裁 大勲位功四級威仁親 
                                                            王 
４－25－１－14  〔戦死兵の会葬通知二枚〕                   明治37．10．26     一紙  ２枚  倉敷町長植田年より           鼠破損大 
                                           ～12．２ 
４－25－１－15  第三回国庫債券応募者御注意                  明治37．        一紙  ３枚  日本銀行岡山代理店倉敷出張所株式会社 
                                                            倉敷銀行 
４－25－１－16  神習教少教正長瀬竹太郎頓首再拝                明治38．６．      一紙  １枚  神習教福頼大教会所長 少教正長瀬竹太 
                                                            郎→井上「守礼製作費の援助要請」 
４－25－１－17  卅九年四月十五日 倉敷町凱旋祝賀会員 但シ会費ハ参拾銭    明治39．４．15     一紙  １枚 
４－25－１－18  〔倉敷共和会会長大原孫三郎から井上信蔵あて書状〕       明治39．５．      一紙  １通   日露戦役凱旋兵歓迎及招魂祭費決算報  封筒入り 
                                                             告書 
４－25－１－19  義勇艦隊建設義金納額通知書                  明治39．12．４     一紙  １枚  都窪郡専務委員古澤義三郎→井上信蔵   鼠破損大 
４－25－１－20  〔横井俊学より井上信蔵あて書状〕               明治40．４．８     一紙  １通  登山（岡山へ行く）までの状況報告 
４－25－１－21  〔都窪郡臨時大招魂祭 挙行の通知〕              年未詳．３．１     一紙  １枚  倉敷町長植田年→倉敷町在郷軍人会・日  鼠破損大 
                                                            本赤十字社員・愛国婦人会員・倉敷町婦 
                                                            人会員 
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４－25－１－22  謹告                             年未詳．４．10     一紙  １枚  発起人総代倉敷共和会「凱旋祝賀会会員 
                                                            申込に関すること」 
４－25－１－23  〔おうかがいつもりのところ直接帰宅のこと〕          年未詳．12．６     一紙  １通  内藤寿元→井上冬太郎 
４－25－１－24  〔長瀬竹太郎より井上信蔵あて書状〕              年月日未詳       一紙  １通  金を渡す相談について 
４－25－１－25  初雪                             年月日未詳       一紙  １枚  和歌 
４－25－１－26  〔接待の要領について〕                    年月日未詳       一紙  １枚 
４－25－１－27  〔倉敷町凱旋祝賀会開催のお知らせ〕              年月日未詳       一紙  １枚  倉敷共和会→全町各位 
４－25－１－28  第五師団機動演習ニ関スル宿舎心得               年月日未詳       一紙  １枚 
４－25－１－29  〔第五師団兵機動演習のための宿泊準備事項の通達〕       年月日未詳       一紙  １枚  都窪郡在郷軍人会倉敷支部より 
４－25－１－30  国庫債券応募申込書                      年月日未詳       一紙  １枚  日本銀行岡山代理店倉敷出張所      未使用 
 
 

         ５箱 
◆◆◆５－２－１～３〔土地〕◆◆◆ 
５－２－１    甲寛保四年子ノ二月 福島村検地帳 倉敷宮崎屋         寛保４．２．      横長  １冊 
５－２－２    添新田村公畝高 領畝預来仕出シ扣               慶応２．４．      横長  １冊  質入申田畑之事 慶応２丙寅４月 
５－２－３    〔畝高・預米人別書上〕                    年月日未詳       横半  １冊 
 
◆◆◆５－３－１～４２〔租税〕◆◆◆ 
５－３－１    御銀方書類入                         年月日未詳       袋   １袋 
５－３－２    享和元酉年御年貢銀預り扣                   享和元．９．28     横長  １冊  ９月28日銀９貫目 倉敷村・新庄下村・ 
                                           ～４．26             山地村など 作成者宮崎屋三左衛門 
５－３－３    覚（金銭書き上げ）                        子．２．28     一紙  １通  新庄下村ほか４村 
５－３－４    覚（貸付金指引勘定）                       子．３．９     一紙  １通 
５－３－５    覚                                子．３．９     一紙  １通  金銭書上 
５－３－６    覚（御年貢・御預麦代等書上）                   子．３．11     一紙  １通  惣爪村外七拾五ヶ村ほか西山内村・久世 
                                                            村など 
５－３－７    覚                                子．10．５     一紙  １通  金銭書上（松島村他41ヵ村） 
５－３－８    覚（上高田村金銭書き上げ）                  年未詳．12．11     一紙  １通 
５－３－９    覚                                子．10．13     一紙  １通  年貢金書上（黒山村外７ヵ村分） 
５－３－10    覚                                子．12．７     一紙  １通  苔田村外12ヵ村御年貢金書上 
５－３－11    覚                                子．12．      一紙  １通  年貢金書上（奥山田村他20ヵ村） 
５－３－12    覚                                丑．正．15     一紙  １通  年貢金書上（河原村外21ヶ村分） 
５－３－13    覚                                丑．正．15     一紙  １通  返済金書上 
５－３－14    覚                                丑．３．５     一紙  １通  年貢金書上（門前村外） 
５－３－15    覚                                丑．３．６     一紙  １通  田土村外２ヵ村分御年貢金他書上 
５－３－16    覚                                丑．３．12     一紙  １通  麦代（黒崎村分）他書上 
５－３－17    覚（返済金書上）                         丑．３．13     一紙  １通  金三貫百五両三分永弐文請取 
５－３－18    覚（手形引替）                          丑．６．２     一紙  １通  七大夫→広輔 三手村外三ヶ村丑三月晦 
                                                            日御手形金三拾両他 
５－３－19    覚（吉村外四十三ヶ村年貢書上）                  丑．10．９     一紙  １通  五拾貫百三拾壱匁 
５－３－20    覚（年貢銀勘定）                         丑．10．12     一紙  １通  掛畑村外52ヶ村分銀40貫 795匁、他３件 
                                           ～11．29 
５－３－21    覚（松谷村外拾四ヶ村年貢書上）                  丑．10．13     一紙  １通  拾六貫百六拾七匁 
５－３－22    覚                                丑．10．13     一紙  １通  平山村他10ヶ村御年貢金書上 
５－３－23    覚（御年貢書上）                         丑．11．12     一紙  １通  西吉川村外廿五ケ村 
５－３－24    覚                                丑．12．８     一紙  １通  下庄村外７ヵ村御年貢金書上 
５－３－25    覚                                寅．３．12     一紙  １通  上高田村・勇崎浜・日近村・下高田村・ 
                                                            今立村など 
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５－３－26    覚（金銭書き上げ）                        寅．３．13     一紙  １通  御手形８通など 
５－３－27    覚（預り金）                           寅．４．27     一紙  １通  50両 
５－３－28    覚（村別御年貢通内訳）                      寅．６．17     一紙  １通  七太夫→善左衛門様 
５－３－29    覚（御年貢代・拝借金・酉残銀・戌先銀など請取）          戌．正．28     一紙  25通  宮崎屋三左衛門→掛屋七太夫15通 不明 
                                           ～４．15         １綴  10通 
５－３－30    覚（年貢銀書下）                         戌．４．14     一紙  １通  掛屋→宮崎屋 
５－３－31    覚（御年貢等受取り書き上げ）                   戌．９．29      横長  ８綴                      覚30の写しあり 
                                           ～12．28 
５－３－32    覚                                戌         一紙  17通  金銭請取覚など 
                                                        １綴 
５－３－33    覚                                亥．６．14     一紙  １通  御銀書付（新庄下村他） 
５－３－34    覚（御年貢書上）                         亥. 10．５     一紙  １通  黒山村外四拾弐ヶ村 
５－３－35    覚                                亥．12．５     一紙  １通  下高田村外８ヵ村御年貢金書上 
５－３－36    〔木名村名主定兵衛より倉敷御年貢月番三左衛門宛書状〕     年未詳．正．22     一紙  １通  木名村名主定兵衛→倉敷御年貢月番三左 
                                                            衛門 平介竹原屋広右衛門家内への引請 
                                                            について 
５－３－37    覚（年貢銀勘定）                       年未詳．２．晦日    一紙  １通  今立村外16ヶ村分銀16貫 577匁 他１件 
                                            ３．朔 
５－３－38    口上                             年未詳．３．13     一紙  １通  金銭書上 七兵衛→広祐 
５－３－39    〔五蔵宛与七右衛門書状〕                   年未詳．４．20     一紙  １通  小坂西組名主与七右衛門→倉敷年寄五蔵 
                                                            又次郎忰松之丞、当地とめの聟に引請度 
                                                            件について 
５－３－40    覚                              年月日未詳       一紙  １通  金銭書上 
５－３－41    〔封紙 小坂西村名主与右衛門より倉敷年寄五蔵様宛〕      年月日未詳       封紙  １袋 
５－３－42    覚                              年月日未詳       一紙  １通  金銭書上 
 
◆◆◆５－４－１〔村〕◆◆◆ 
５－４－１    乍恐書附奉願〓  〓                     寛政11．３．      一紙  １通  倉敷村三左衛門→御役所 病身につき年  虫損 
                                                            寄役退役願い 
 
◆◆◆５－６－１〔戸口〕◆◆◆ 
５－６－１    〔家内書上〕                         年月日未詳       一紙  １枚 
 
◆◆◆５－13－１〔農林業〕◆◆◆ 
５－13－１    羽嶋村田畑土畝扣                       寛政10．正．      横半  １冊  宮崎屋 
 
◆◆◆５－１６－Ａ～Ｆ〔金融貸借〕◆◆◆ 
５－16-A- 1    壱番文久元辛酉年 三月十六日開札 札附諸道具控        文久元．３．16     縦   １冊  問屋橋本屋善吉→宮崎屋様 
５－16-A- 2    弐番文久元辛酉年 三月十六日開 札附諸道具控         文久元．３．16     縦   １冊  問屋橋本屋善吉→宮崎屋 
５－16-A- 3    明治三庚午十二月 札附諸道具控                明治３．12．      縦   １冊  （瓶・盆・硯等代金書き上げ）問屋橋本 
                                                            屋善吉 
５－16-A- 4    〔札附諸道具控〕                       年月日未詳       縦   １冊  問屋橋本屋善吉→俵屋様         表題紙欠 
５－16-B     書画売払書類                        （嘉永３）．       袋   １袋                      5-16-B-1～5-16-B-12 まで１ 
                                                                                袋に在中 
５－16-B- 1       覚                             （嘉永３）．４．25    一紙  １枚  返済諸道具（扇面・八景・古伊部・曲れ 
                                                            さし等）書上 
５－16-B- 2       札附諸道具扣                         嘉永３．４．      縦   １冊  引請問屋橋本屋善吉 
５－16-B- 3       覚                             （嘉永３）．７．６    一紙  １枚  （返済諸道具書上） 
５－16-B- 4       戌九月 犬飼 書画借用記録 井上様             （嘉永３）．９．     横長  １冊  犬飼→井上 
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５－16-B- 5       〔書画書上〕                        （嘉永３）．       横長  １冊 
５－16-B- 6    〔書画書上〕                        （嘉永３）．       横長  １冊 
５－16-B- 7    売払ノ品                          （嘉永３）．       横長  １冊 
５－16-B- 8    〔書幅書き上げ〕                      （嘉永３）．       横長  １冊 
５－16-B- 9    〔高戸氏諸道具書上〕                    （嘉永３）．       横長  １冊 
５－16-B-10    〔売払書籍巻数書上〕                    （嘉永３）．       横長  １冊 
５－16-B-11    覚                                亥．10．19     一紙  １枚  一先返上諸道具書上 
５－16-B-12    覚                              年月日未詳       一紙  １枚  書画代金書上 
５－16-C     証文入                            年月日未詳       袋   １袋                      5-16-C-1～5-16-C-11 まで１ 
                                                                                袋に在中 
５－16-C- 1- 1    借用証文之事                         天保５．12．      一紙  １通  借主川入村犬飼亮右衛（印）・同犬飼喜  封紙有り 証文壱通 帯封有 
                                                            太郎（印）・証人倉敷油屋伊八郎（印）  り 午十一月犬飼五貫匁 
                                                            →倉敷宮崎屋三郎右衛門 来未11月15日  5-16-C-1～5-16-C-4 一括 
                                                            限りにて元文銀５貫目に１割８分の利を 
                                                            加え返済 
５－16-C- 1- 2   金子借用証文之事                       嘉永７．６．２     一紙  １通  借用主永江村質屋忠助（印）→宮崎屋安 
                                                            兵衛 証人倉敷村俵屋後蔵 来る８月限 
                                                            りにて元利（元金20両）返済のこと 
５－16-C- 1- 3    金子借用証文事                          子．３．16     一紙  １通  借主川入村犬飼機太郎（印）・同犬飼亮  封紙有り 証文 帯封有り 
                                                            右衛門（印）→倉敷油屋可平 当11月限  子三月犬飼金拾両 
                                                            元利（元金10両）返済のこと 
５－16-C- 1- 4    〔小野丹右衛門宛真田・渡部良右衛門書状〕           年未詳．７．１     一紙  ３通  ①井上・犬飼両氏の年賦をめぐる一件に  ①は封紙有り ①②計３通は 
                                            11．12             ついて２通 年未詳７月１日・11月12日  一括 
                                                            ②奉弊便通行について１通 年未詳７月 
                                                            10日封紙有り 
５－16-C- 1- 5   覚（奥札請取）                        天保６．12．28     一紙  １通  大島屋→宮崎屋 
５－16-C- 1- 6  〔井上亮三宛藤井要雄書状〕                  明治８．５．11     一紙  ５通  藤井要雄金銭借用書（請取書）３通 明  ５通一括 虫損 
                                           ～７．６             治８年亥５月11日～７月６日 「借用申 
                                        明治８．７．              金子之事」明治８年乙亥７月１通 書状 
                                        年未詳．９．27             （油代金再借用について）年未詳９月27 
                                                            日１通 
５－16-C- 1- 7  〔三郎右衛門宛書状類〕                     壬辰．７．30     一紙  16通  藤井彦七郎差出13通壬辰７月30日～丁酉  封紙有り「三郎右衛門様彦次 
                                        ～丁酉．10．３             10月３日他 雅平差出１通亥正月四日   郎 内用書」 
                                                            半之丞差出１通二月十四日 とも差出１ 
                                                            通年月日未詳 
５－16-C- 1- 8  〔宮崎屋三郎右衛門宛大島屋次郎右衛門書状〕           壬寅．11．22     一紙  １通  来卯年11月（閏月を含む13ヶ月）中に利 
                                                            息銀返済のこと 
５－16-C- 1- 9  覚 井上                             午．正．      一紙  １通  目貫他代金書上 
５－16-C- 1-10  覚（銀札請取）                          午．12．晦日    一紙  １通  大島屋→宮崎屋 
５－16-C- 1-11  〔井上（三郎右衛門）君宛大島屋（次郎右衛門）書状〕        酉．12．28     一紙  ２通  拝借銀 200目未返済につき新たに 300目  別紙で覚１通付 年月日は同 
                                                            の拝借証文を指上げたき儀につき     じ 
５－16-C- 1-12  〔宮崎屋三郎右衛門宛大島屋次郎右衛門書状〕          年未詳．12．22     一紙  １通  五百目御渡依頼 
５－16-C- 2- 1   水沢請引書付 辰十一月十二日木栄方へ渡扣           天保10．11．20     一紙  １通  借銀・借金返済について算用書 
                                        ～弘化５．12．５ 
５－16-C- 2- 2  〔借銀元利算用〕                       天保10．11．20     一紙  １通  亥より辰迄預け 元銀八貫文利一割二分 
                                        ～安政６． 
５－16-C- 2- 3  〔借金・借銀元利算用〕                    天保10．11．晦     横長  １冊  借金元利算用（弘化四未年十一月～元治 
                                        ～元治２．３．13            元子年）、借銀元利算用（嘉永元申年十 
                                                            二月～元治元子年）、借銀元利算用（天 
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                                                            保十亥年十一月晦日～元治元子年） 
５－16-C- 2- 4  覚                              天保12．12．      一紙  １通  借金元利算用（天保十二月十二月～万延 
                                        ～万延元．               元年）、備前札元利算用（弘化三年八月 
                                                            十四日～万延元年） 
５－16-C- 2- 5  水沢取替算用書長栄方江渡扣                  元治２．３．      一紙  １通  借銀元利算用 
５－16-C- 2- 6  〔井上亮三宛水沢太郎用書〕                   甲戌．３．11     一紙  １通  借金返済期限延引の願い 
５－16-C- 2- 7  〔水沢借用算用書〕                        甲．正．～卯年   一紙  １通  札元利借用算用、金元利借用算用 
５－16-C- 2- 8  覚（金銭貸借書上状）                       申．12．      一紙  １通  宮崎屋分                端裏 水沢へ渡扣 
５－16-C- 2- 9  〔借金元利算用〕                       年月日未詳       一紙  １通 
５－16-C- 2-10  〔水沢受けとり証文〕                     年月日未詳       一紙  ７通  宮崎屋宛６通・加須山尾崎宛１通計７通  ひもで一括 
５－16-C- 3    借用手形之事                         安政３．12．      一紙  １通  沖村木屋桂右衛門→井上安兵衛殿 金三  封紙有り 
                                                            両借用の事 
５－16-C- 4- 1  覚（利息受け取り）                      慶応３．11．８     一紙  １通  新宅大橋秀太郎・徳蔵→本家大橋平右衛 
                                                            門殿 
５－16-C- 4- 2  覚（利息受け取り）                      明治６．正．６     一紙  １通  大橋→井上様 
５－16-C- 4- 3  覚（利足受け取り）                      明治６．11．３     一紙  １通  大橋平右衛門→井上新右衛門殿 
５－16-C- 4- 4  覚（金三拾両請け取り）                     戌辰．10．晦     一紙  １通  大橋屋弥吉→井上様 
５－16-C- 4- 5  覚（受け取り手形）                       丁卯．11．３     一紙  １通  平右衛門→新右衛門殿 
５－16-C- 4- 6  覚（金子及び利受け取り）                    丁酉．12．３     一紙  １通  平右衛門→新右衛門殿 
５－16-C- 4- 7  覚（利息受け取り）                        辰．12．朔     一紙  １通  臣心→井上様              袋あり「請取書 臣心」 
５－16-C- 4- 8  記（元利支払ハ差し引き勘定）                   戌．10．４     一紙  １通 
５－16-C- 4- 9  記（借米利息差し引き勘定）                  年月日未詳       一紙  １通 
５－16-C- 5- 1  売渡申建家之事                        慶応４．３．29     一紙  １通  売主浜中屋章次郎 親類証人うを屋廣蔵  包紙（「売渡証文壱通入」） 
                                                            証人長浜屋五郎助→花屋新右衛門殿 建  四通入 5-16-C-5-1～4 １綴 
                                                            家代金受け取りについて附物一覧が他に 
                                                            一通有り 
５－16-C- 5- 2  附物覚                              辰．３．晦     一紙  １通  浜中屋章次郎→花屋新右衛門 建家売渡  包紙（「売渡証文壱通入」） 
                                                            の際の附物一覧             四通入 
５－16-C- 5- 3  覚（借金返済受け取り）                    年未詳．２．29     一紙  １通  平まつ屋清次郎→宮崎屋様        包紙有り「売渡証文壱通入」 
                                                                                四通入 
５－16-C- 5- 4  記（油代受け取り）                      年未詳．10．２     一紙  １通  若澤湛三郎→吉田慎三殿         包紙有り「売渡証文壱通入」 
                                                                                四通入 
５－16-C- 5- 5  記（利息受け取り）                      明治７．３．６     一紙  １通  島田組→児島徳平次殿 御引受和栗二三 
                                                            殿 
５－16-C- 5- 6  記（元利納入差引勘定下書き）                 明治８．３．６     一紙  １通  拝借主→小田県東社御中 
５－16-C- 5- 7  記（元利納入差引勘定）                    明治８．３．14     一紙  １通  東社出納掛→井上亮三殿 
５－16-C- 5- 8  記（未納金受け取り）                       ８．10．８     一紙  １通  東社出納掛→井上亮三殿 
５－16-C- 5- 9  覚（種子受け取り）                        辰．２．朔     一紙  １通  鴨方屋善兵衛→八幡屋初蔵様 
５－16-C- 5-10  覚（種子受け取り）                        卯．11．晦     一紙  １通  吉田屋千代蔵→八幡屋初吉様 
５－16-C- 5-11  書状（醤油について）                     年未詳．３．12     一紙  １通  東社法池田遊蔵・児嶋徳平治→井上亮三 
                                                            殿 
５－16-C- 5-12  書状（商社金借用について）                  年未詳．11．17     一紙  １通  児嶋徳平治→井上亮三様 
５－16-C- 6     〔井上亮三宛宇田更書状〕                   明治４．11．８     一紙  ２通  五十両借用証文送付について延引のおわ  封紙有り 
                                                            び 借用証文同封 
５－16-C- 7    借用申金子之事                        明治７．５．      一紙  ２通  楠戸豊三郎→井上亮三殿 金五円借用の  ひもで一括 
                                                            事 金拾円借用の事 
５－16-C- 8    〔井上宛平蔵書状〕                      年未詳．４．２     一紙  ５通  沖村宇津氏田畑一条について（書状２通  封紙有り 
                                                            ・証文２通・演舌１通） 
５－16-C- 9    拝借仕証文之事                          未．７．14     一紙  １通  足軽惣吉・治三郎→井上様 金弐両借用  封紙有「証文壱通 惣吉・治 
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                                                            の事                  三郎」 
５－16-C-10    〔元利差引算用〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
５－16-C-11    記（集会所算用）                       年月日未詳       一紙  １通  ○○→井上様 
５－16-D     暮より来状                                      袋   １袋                      5-16-1～5-16-11 在中 
５－16-D- 1    質地并小作米滞出入 貸銀前滞出入               宝暦２．５．～         １冊  倉敷村安兵衛 
５－16-D- 2    質地小作滞出入                        宝暦２．９．13     縦   １綴  倉敷村安兵衛 高沼村清右衛門他四ヶ村  虫損 
５－16-D- 3    宝暦二壬申年 六ヶ領諸掛リ合算用帳 備中国窪屋郡倉敷村宮崎  宝暦２．        横長  １綴  「花房近江守様御知行所掛合覚 小作米 
           屋 安兵衛                                            滞 算用清六貨作分」他17件 
５－16-D- 4    花房近江守様御知行所分 証文写シ 宮崎屋           寛保３．12．25     縦   １冊  花房近江守様御領分掛リ合 壱年切売渡  虫損 
                                        ～寛延２．３．             申貸地流証文之事（延享二年丑十二月） 
                                                            下作請込手形之事（延享二年丑十二月） 
                                                            他５件 
５－16-D- 5    諸所証文写                          寛延４．４．      縦   １冊  宮崎屋安兵衛              虫損 
５－16-D- 6    諸所願書扣                          寛延４．４．      縦   １冊  宮崎屋安兵衛              虫損 
５－16-D- 7    寛延四辛未年 六ヶ領諸掛リ合算用帳 備中国窪屋郡倉敷村宮崎  寛延４．        横長  １冊  「花房近江守様御知行所掛合覚 小作米 
           屋 安兵衛                                            滞算用 備中国都宇郡箕嶋村 小作人傳 
                                                            左衛門 同段清兵衛」他24件 
５－16-D- 8    〔諸入用勘定〕                        文政５．正．晦     縦   １綴  紙類・箱類他諸入用勘定         虫損 
５－16-D- 9    文政五年 三番貸家請状并屋敷 年正月             文政５．正．      縦   １冊  屋敷請状之事 借主廣畑与吉・請人万右 
                                                            衛門→宮崎屋三郎右衛門他16件 
５－16-D-10    嘉永五壬子年 壱ヶ年八朱歩成崩拾壱人模合講趣法 加須山村   嘉永５．        縦   １冊 
５－16-D-11    地所貸家屋敷売渡代銀入留                   文久元．８．      横長  １冊                      虫損 
５－16-E       文久元年酉八月より 借用金払出シ帳              文久元．８．      横長  １綴  申十二月出替元 一金弐百両 和泉屋 
                                                            他18件 
５－16-F     万貸帳                            ○享４．10．      横半  １冊                      虫損 
 
◆◆◆５－１９－Ａ・Ｂ〔家〕◆◆◆ 
◇◇◇５－１９－Ａ－１～７〔通・請求書〕◇◇◇ 
５－19-A- 1    薪炭御通（青江商店）                     昭和３．        横半  １冊  本町井上 
５－19-A- 2    呉服太物御通（児嶋屋岡田義兵衛）               昭和２．～３年     横半  １冊  東町井上 
５－19-A- 3    御通（佐野屋商店）                      昭和３．        横半  １冊  本町井上 
５－19-A- 4    御通（おばらや内田呉服店）                  昭和３．        横半  １冊  井上宮崎屋 
５－19-A- 5    請求書（佐々 木本店）                     昭和４．２．９     一紙  １通  東町井上 大根・白茎・玉子 
５－19-A- 6    昭和三年盆前受取（請求書）                  昭和３．        一紙  １束  坂部内科医院 等々  
５－19-A- 7    昭和三年度盆後受取（通・請求書類）              昭和３．        一紙  １束  鮮魚御通（八定）等々  
 
◇◇◇５－１９－Ｂ－１～１７〔書状〕◇◇◇ 
５－19-B- 1    〔井上三郎右衛門宛小原素堂書状〕               年未詳．９．18     一紙  １通  粟田宮様快気祝囃子 池ノ坊隠居養道死 
                                                            去など在京中の様子について 
５－19-B- 2    〔くが宛宮木書状〕                      年未詳．２．２     一紙  １通  無音のおわび・および今年も上京された 
                                                            しとのさそい 
５－19-B- 3    〔縁談についての書状〕                    年月日未詳       一紙  ９通  植田久右衛門宛佐藤浅右衛門書状（正月 
                                                            晦日付）など 
５－19-B- 4    〔五蔵宛瀬崎金三郎書状〕                   年未詳．５．22     一紙  １通  備前家中上坂九八郎内瀬崎金三郎→備中  一部損 
                                                            倉敷年寄月番五蔵 当内岡弥兵太娘を御 
                                                            地東町今井屋武兵衛妻に引請けることに 
                                                            ついて 
５－19-B- 5    〔善右衛門宛伊右衛門書状下書〕                年未詳．８．９     一紙  １通  催促につき千助との応答などについて 
５－19-B- 6    〔三左衛門宛猪之七書状〕                   年未詳．２．14     一紙  １通  倉敷月番年寄三左衛門←有城村庄屋猪之  虫損 
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                                                            七 縁組のため家内送り手形のこと 
５－19-B- 7    〔某書状〕                          年未詳．２．８     一紙  １通  林報恩院縁談一条につき内談のこと 
５－19-B- 8    〔某書状〕                          年未詳．極．朔     一紙  １通  菓子一折の御礼など           一部損 
５－19-B- 9    〔某書状下書〕                        年月日未詳       一紙  １通  迎人足・材料・下女亀山迄御出の由承知  虫損 
                                                            など 
５－19-B-10    〔某書状下書〕                        年月日未詳       一紙  １通  今一日御留め明後日御帰りのこと 
５－19-B-11    〔某書状下書〕                        年月日未詳       一紙  １通  報恩院嫁世話の件など 
５－19-B-12    〔某書状下書〕                        年月日未詳       一紙  １通  林報恩院縁談について 
５－19-B-13    〔某書状下書〕                        年未詳．７．15     一紙  １通  為替銀一条掛け合いについて 
５－19-B-14    〔某書状下書〕                        年月日未詳       一紙  １通  金子受取・屏風直段等について 
５－19-B-15    〔某書状下書〕                        年月日未詳       一紙  １通  丸山屏風・太鼓笛弟子などについて    虫損 
５－19-B-16    〔書状断簡〕                         年月日未詳       一紙  １枚 
５－19-B-17    〔昭和三年市会議員選挙をめぐる手紙・葉書類〕         昭和３．        一紙  １束  挨拶状・支持依頼等 
 
◆◆◆５－２１－１～３〔習俗行楽〕◆◆◆ 
５－21- 1     御茶（茶会案内書留）                     年未詳．３．28     縦   １冊  林重左衛門より岡惣左衛門他３名宛他 
                                           ～11．５ 
５－21- 2     〔衣類の柄につき書付〕                    年月日未詳       一紙  １枚  あさじゅばん・いろしま・からしなど 
５－21- 3     五月節句祝到来音物覚                     年月日未詳       一紙  １通 
 
◆◆◆５－２２－Ａ・Ｂ〔学芸医療〕◆◆◆ 
◇◇◇５－２２－Ａ－１～５１〔和歌〕◇◇◇ 
５－22-A- 1    藤戸の浪 井上夏○手記                    元文元．11．11     縦   １冊  和歌集 
５－22-A- 2- 1  〔和歌集〕                          文政３．３．23         １枚  表題「春月」「春原」「桃花」「梨花」  鼠損 
                                                            他43首 作成者 鷹司政道・永胤・道岑 
                                                            他41名 
５－22-A- 2- 2  〔和歌集〕                          年未詳．６．６     一紙  １枚  表題「船路卯花」「垣根郭公」「旅宿水 
                                                            鶏」「夏月透竹」「氷室忘泉」作成者 
                                                            政子・承基 
５－22-A- 2- 3  〔和歌集〕                          年未詳．８．13     一紙  １枚  表題「秋表寄萩」「客衣露重」他18首 
                                                            作成者 鼎子・常之・永典他 
５－22-A- 2- 4  〔和歌集〕                          年未詳．９．16     一紙  １枚  表題「からす」「はと」「さぎ」「つる」  虫損 
                                                            他全25首 作成者 政子・承基・貞子・ 
                                                            永典他 
５－22-A- 2- 5  〔和歌集〕                          年未詳．９．22     一紙  １枚  表題「生田社萩」「玉川萩」「あらし山 
                                                            の鹿」作成者 承基・常之・貞子・政子 
                                                            久子・永寧・政芳・教存・永典 
５－22-A- 2- 6  〔和歌集〕                          年未詳．10．８     一紙  １枚  標題「冬朝」「冬夜」「冬月」「冬雨」 
                                                            他17首 作成 政子・政芳・鼎子・常之 
                                                            永典・承基 
５－22-A- 2- 7  〔和歌集〕                          年未詳．11．22     一紙  １枚  表題「禁中郭公」「毎山有春」「潤月七  「承基夢中清書」の端裏書有 
                                                            夕」他17 久子・政子・常之他10名 
５－22-A- 2- 8  〔和歌集〕                          年月日未詳       一紙  １枚  表題「山桜」「郭公」「忍戀」他３ 作 
                                                            成者 教存・道光・忠子・鼎子・保之・ 
                                                            承基 
５－22-A- 2- 9  雨後萩                            年月日未詳       一紙  １枚  ７首・顕比・信芸（卿）・惟昭 
５－22-A- 2-10  〔和歌集〕                          年月日未詳           １枚  表題「名立恋」「月前守」「八月十五夜」 
                                                            他 作成者 留子・貞子・義彰他 
５－22-A- 3     五辰 文化五卯（ママ）のとし 詠草              文化５．        一紙  １袋  貞子３枚 鼎子55枚 時雨・海辺秋風な 
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                                                        60枚  ど 不明２枚 
５－22-A- 4    画鶴行方の扣                          癸巳．        横半  １冊 
５－22-A- 5- 1  〔和歌詠草〕                         年月日未詳       綴   １綴  保之 和歌詠草１綴と15枚 月、年内立  ひもで一括（書状も有り） 
                                                    一紙  １通  春など 
                                                    一紙  15枚 
５－22-A- 5- 2  〔書状〕                           年未詳．３．23     一紙  １通  井上差左衛門殿宛尾崎紹三書状（京都逗  包紙あり 
                                                            留時の近況報告） 
５－22-A- 6    〔和歌詠草〕                         年未詳．卯．11     一紙  41枚  保之 和歌詠草36枚と１綴 夕立雲・夏  ひもで一括 
                                           ～５．９     横長  ２冊  田など 「日記」１綴、不明 和歌詠草 
                                                    横半  ６冊  ４枚和歌書付５綴 和歌覚書１綴 勝重 
                                                            和歌詠草１枚 
５－22-A- 7    井上保之様詠草二十六冊 他写本（伊勢・古今・断簡）内苹流   年月日未詳       縦   31綴  保之詠草（26綴１枚）写本（５綴）伊勢  萍流返歌「保之主にこたえ萍 
           懐紙一通二通六部                                 一紙  ４枚  物語・古今和歌集 萍流返歌（封紙内２  流」の封紙有り 
                                                            枚）語句解説（１枚） 
５－22-A- 8    〔祝詞〕                           年月日未詳       一紙  １枚 
５－22-A- 9    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  布済・常之・政子・道光他３名 
５－22-A-10    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  29枚  不明20枚 貞子４枚 この３枚 みち子  ひもで一括 虫損 
                                                            １枚 鼎１枚 
５－22-A-11    〔納涼詩〕                          年月日未詳       一紙  １枚  作成者未詳 
５－22-A-12    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １通                      包紙あり（表題ふたりの君へ） 
                                                                                方子作 
５－22-A-13    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  標題「与巧美像七木」作成者未詳 
５－22-A-14    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  作成者承基 
５－22-A-15    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  一水 
５－22-A-16    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  作成者布済               「すかるうた」の封紙有り 
５－22-A-17    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  甫青作成 
５－22-A-18    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  暮春鶯など 
５－22-A-19    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  表題「蓮」「春梅」「蓮」博愛作成 
５－22-A-20    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  敬儀 
５－22-A-21    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  証月、宗近 
５－22-A-22    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ９枚  正子（政子）２枚、常之１枚、武敏１枚  包紙有り「素堂様病中花の当 
                                                            清光１枚、道光１枚、素堂１枚、「西上  座きさらき九日」 
                                                            人語」、「題」（田則孝） 
５－22-A-23    〔和歌集〕                          年月日未詳       一紙  １枚  表題「岸之桜」「山寺桜」「林中桜」他 
                                                            ９首 作成者 幸久・直好 
５－22-A-24    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  39枚  貞子作成21枚、鼎子５枚、義彰１枚、作 
                                                            成者未詳11枚、作成者多数１枚、以上一 
                                                            括り タイトル「海辺月」「初秋願」 
                                                            「嵐山花曙」など 
５－22-A-25    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  76枚  鼎子作成（76枚）一括 タイトル「七夕  虫損 
                                                            関」「橋上願島」「橋辺柳」「寄花恋」 
                                                            「花」「納涼池」 
５－22-A-26    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  29通  久女作成１通、道光１通、忠甫１通、元  虫損 
                                                            礼２通、多人数作成18通、漢詩３通、未 
                                                            詳２通一括 タイトル「暁霜」「詠十首」 
                                                            「月」他 
５－22-A-27    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  25枚  端木 四季雑乃月１枚・詠草１枚 諸名  ひもで一括 
                                                            家文集扣寄１枚、不明22枚 
５－22-A-28    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       巻物  １巻  和歌写（紀貫之他） 
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５－22-A-29    〔久子の和歌〕                        年月日未詳       横長  12綴52枚                    虫損 
５－22-A-30    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  井上懐寧 
５－22-A-31    春月詠松迎春新                        年月日未詳       一紙  ３枚  休斎、顕允、常之 
５－22-A-32    夏日詠夏懐旧                         年月日未詳       一紙  ５枚  武敏、権大僧都教存、承基、元禮     虫損 
５－22-A-33    〔保之の和歌〕                        年月日未詳       縦   ４綴                      虫損 
５－22-A-34    茂美遅乃餘波                         年月日未詳       縦   １綴  和歌集 
５－22-A-35    五十番歌合                          年月日未詳       縦   １枚 
５－22-A-36    詠草                             年月日未詳           ７枚  作者不明４通、扇子２枚、作者多数１通 
５－22-A-37    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  53枚  匡直１通、鋼通２通、武敏１通、盛芳２  虫損 
                                                            通、則孝２通、承基２通、十如１通、香 
                                                            川杢４通、定子６通、鶴子３通、よしえ 
                                                            ２通、作者不明２通、との子１通、作者 
                                                            多数17通、呉能１通、克梅１通、漢詩詠 
                                                            草４通、謡曲扣１通 
５－22-A-38    〔和歌詠草〕                         年月日未詳               延迫１通、道光２通、雅雄２通、吉昌１  虫損 
                                                            通、昌隆１通、忠知１通、武敏２通、敬 
                                                            保１通、きい１通、永知１通、慈領和尚 
                                                            五百五十回忌御歌１通、作者不詳２通、 
                                                            承基３通、作者多数14通、易に関する漢 
                                                            文１通、漢詩詠草１通、鼎子１通 
５－22-A-39    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  永典 春日詠松迎春新 １枚、夏日詠夏 
                                                            懐旧 １枚 
５－22-A-40    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  興之 春日詠松迎春新 １枚、夏日詠夏 
                                                            懐旧 １枚 
５－22-A-41    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  永寧 春日詠松迎春新 １枚、夏日詠夏 
                                                            懐旧 １枚 
５－22-A-42    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  天保六とせといふ年のうふすなのミやし 
                                                            呂 正遷宮の式について 
５－22-A-43    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  桂圃 
５－22-A-44    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  素堂 辛酉天年内立春          虫損 
５－22-A-45    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  政芳 夏日詠夏懐旧 □日詠松迎春新 
５－22-A-46    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２綴  貞子13枚と綴１つ、鼎子７枚、雑10枚と  ひもで一括 虫損 
                                                        23枚  綴１つ 
５－22-A-47    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚  保之 春日詠松迎春新１枚、夏日詠夏懐 
                                                            旧１枚 
５－22-A-48    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  ５枚  保之 一紙 蛍・寄月祝など、横長 願  ひもで一括 虫損 
                                                    横長  １綴  郭公 
５－22-A-49    〔和歌集〕                          年月日未詳       一紙  ７枚  表題「先代中心倉敷諸家 詠藻歌合等入」 包紙有り 虫損 
                                                            御返し２枚、務・季顕 漢籍写し（大学） 
                                                            １枚、詠草３枚、歌合１枚 
５－22-A-50-1   〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  101枚  貞子36枚 元日・風前落花など、鼎子61  ひもで一括（5-22-A-50-2 も 
                                                            枚 秋鳥・風来楊柳辺など 不明４枚   有り 虫損 
                                                            夏懐旧など 
５－22-A-50-2   詠草                             文化３．        一紙  40枚  貞子３枚 郭公何方・早秋など 鼎子37  虫損 
                                                            枚 翁・秋夜・七夕など 
５－22-A-51-1   〔和歌詠草〕                         年月日未詳       綴物  14冊  「夏朝」その他一冊、「朝若葉」その他 
                                                            一冊、「卯花混月」その他一冊、「口上 
                                                            霞」その他一冊←貞子〕「霞添山色」そ 
                                                            の他一冊、「年内立春」その他一冊「月 
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                                                            前草花」その他一冊「霞籠遠樹」その他 
                                                            一冊「寒山月」その他一冊（文政４年） 
                                                            「山忠夏詞」その他一冊（文政５年）、 
                                                            「霞中湖」その他一冊、「毎年抗葵之」 
                                                            その他一冊←鼎子〕〔「上冬月」その他 
                                                            一冊←つた子〕〔和歌の写し一冊〕 
５－22-A-51-2   〔和歌詠草〕                         年月日未詳       綴物  ４冊  〔表題なし一冊〕〔御幸を拝奉留記二冊 
                                                            月石首一冊←作者不明 
 
◇◇◇５－２２－Ｂ－１～３４〔学芸〕◇◇◇ 
５－22-B- 1    〔書道の手習い教本〕                     明和戊子．11．     巻物  １帖  此一帖着大乗院宮尊圓法親王真翰也明和  虫損 
                                                            戊子冬十一月既望 大路延宣謹 之 彫 
                                                            工吉見全延 
５－22-B- 2    〔法帖〕                           安永申．10．      折本  １帖  手習書、蛙、扇、暁月などに関する和歌 
                                                            の下書き 
５－22-B- 3    〔絵図模写〕                         天明戊申．       一紙  ６枚  1.うさぎの絵 2.トラの絵 3.百姓達の  虫損 
                                                            祭りの絵 4.昆虫にわとりの絵 5.菊の 
                                                            絵 6.自然の絵 
５－22-B- 4    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  和歌「出○なく…」           表紙なし 
５－22-B- 5    〔絵図模写、和歌〕                      年月日未詳       一紙  ６枚  1.平安時代の法師と女性の絵 2.サルの  虫損 
                                                            絵 3.武者の絵 4.龍山落幅の図 5.海 
                                                            の絵 6.和歌 
５－22-B- 6    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「池凍東頭…」 
５－22-B- 7    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  書状の書き方の手習書 
５－22-B- 8    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「霞はれみとり…」 
５－22-B- 9    〔法帖〕                           年月日未詳       折半  １帖  「鶏院鳴忠渡侍見…云々 」 
５－22-B-10    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「来洗…」               虫損 
５－22-B-11    如意輪観音秘密陀羅尼経                    年月日未詳       横半  １通 
５－22-B-12    古今和歌集序 紀 賢                     年月日未詳       折本  １帖 
５－22-B-13    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「和歌の写し？」「やまほうた…」     一部損 
５－22-B-14    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「こころをも詠め…云々 」         表紙なし前欠 
５－22-B-15    〔法帖〕                           年月日未詳       折物  １帖  結婚に関しての漢詩 
５－22-B-16    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「有意…」 
５－22-B-17    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「宿昔…」 
５－22-B-18    〔法帖〕                           年月日未詳       折本  １帖  「折節乃移りかわりこそ物ごとにあわれ 
                                                            なり…」 
５－22-B-19    〔歌論書〕                          年月日未詳           １綴  大弐国彰 拾遺集平兼盛の歌、他 
５－22-B-20    〔歌論書〕                          年月日未詳           １綴 
５－22-B-21    集義和書抜書                         年月日未詳           １綴 
５－22-B-22    〔法帖〕                           年月日未詳       巻物  １帖  立春、恩、首夏、立秋、初冬、松の漢詩   虫損 
                                                            和歌６編 
５－22-B-23    妙法蓮華経巻第八（写経）                   年月日未詳       巻物  １帖                       虫損 
５－22-B-24    春秋左氏伝                          年月日未詳       横半  １通                       虫損 
５－22-B-25    翁問答抜書                          年月日未詳       横半  １冊                       虫損 
５－22-B-26    大学大全抜書                         年月日未詳       横半  １通 
５－22-B-27    五経                             年月日未詳       横半  １冊 
５－22-B-28    詩経聞書                           年月日未詳       横半  １冊 
５－22-B-29    不許他見 孟子聞書                      年月日未詳       横半  １冊 
５－22-B-30    論語惑記                           年月日未詳       横半  １冊 
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５－22-B-31    不許他見 孟子聞書 保之                   年月日未詳       横半  １冊 
５－22-B-32    論語惑記                           年月日未詳       横半  １冊 
５－22-B-33    不動法                            年月日未詳       横半  １冊                       虫損 
５－22-B-34    不動法                            年月日未詳       横半  １冊 
 

       ６箱 
◆◆◆６－２２－１～５〔学芸医療〕◆◆◆ 
６－22－１    清俗紀聞 第一～第六                     寛政11．        縦   ６冊  窃恩館蔵版 清俗紀聞 全十三巻 東都  第一巻に発行年記載 
                                                            書肆 翫月堂発兌 
６－22－２    必家撰用 諸通文艦 上・下                  文化３．１．      縦   ２冊  大坂書林 高麗橋壱丁目 播磨屋九兵衛  下巻の末に文化３．１の発行 
                                                            心斎橋安堂寺町 秋田屋太右衛門 同博  とある 
                                                            労町北入 河内屋嘉助 寛政12年正月発 
                                                            行 文化３年正月再版 
６－22－３    唐土名勝圖会 京師一～四 直隸五・六             文化３．３．      縦   ６冊  故蒹葭堂木世肅先生遺意 編述法橋 岡  第一巻に発行年あり 
                                                            田玉山尚友 岡 熊岳文暉 大原東野民 
                                                            聲 同画 
６－22－４    六書通 上平壹之弐 去聲七之八 下平三之四          年月日未詳       縦   ３冊  海塩畢弘述既明篆訂  渓閔程 章含貞、 
                                                             赤文同校 
６－22－５    出定笑語附録 一上・一下・二                 年月日未詳       縦   ４冊  平田先生講談 門人等集記 
 

       ７箱 
◆◆◆７－４－１〔村〕◆◆◆ 
７－４－１    〔算用帳〕                          文化11．正．      横長  １綴  紙類・金泊類・漆・髪附蝋燭元結・町方  前欠 
                                                            掛入残など算用 
 
◆◆◆７－１９－１～１２〔家〕◆◆◆ 
７－19－１－１  覚（諸色請求書）                      （文化５）．６．５    一紙  １通                      7-19-1-1～7-19-1-3 一括 
７－19－１－２  覚（諸色請求書）                      （文化５）．閏６．６   一紙  19通 
７－19－１－３  覚（諸色請求書）                       年月日未詳       一紙  ２通 
７－19－２    明治卅五年 於新病院ニ付雑費見舞留 壬寅第九月        明治35．９．      横長  １冊 
７－19－３    申ノ秋 京万屋正兵衛 呉服物御通 井上様           年月日未詳       横半  １冊 
７－19－４    さるの盆後 板屋忠吉 呉服物御通 宮崎屋様          年月日未詳       横半  １冊 
７－19－５    甲申春 京万屋正兵衛 呉服物御通 宮崎屋様          年月日未詳       横半  １冊 
７－19－６    きのえさるの春 板屋忠吉 呉服物御通 宮崎屋様        年月日未詳       横半  １冊 
７－19－７    きのえ 通 申盆後                      年月日未詳       横半  １冊  俵屋 宮崎屋殿 
７－19－８    買物帳 三冊之内                       年月日未詳       横半  １冊  宮崎屋 
７－19－９    〔綿入・あわせ・かたびら・帯など書上げ〕           年月日未詳       横長  １冊 
７－19－10    見舞到来控                          年未詳．９．３     横長  ３枚                      もとは一綴か 
                                           ～９．29 
７－19－11    覚（井上家宛諸品請求ならびに代金受取書）           年月日未詳       一紙  28枚 
７－19－12－１  記（西尾崎あて受取書）                    年月日未詳       一紙  10枚 
７－19－12－２  覚（井上家宛受取書）                     年月日未詳       一紙  43枚 
７－19－12－３  記（丸福屋など屋号十八軒書き上げ）              年月日未詳       一紙  １枚 
７－19－12－４  〔買物帳断簡〕                        年月日未詳       折紙  １枚  延命酒・祈祷御礼・鯛など 
７－19－12－５  〔献立〕                           年月日未詳       綴物  ２枚 
７－19－12－６  〔献立〕                           年月日未詳       折紙  １枚 
７－19－12－７  〔人名書き上げ〕                       年月日未詳       折紙  １枚  向市場等人名書き上げ 
７－19－12－８  〔人名書き上げ〕                       年月日未詳       折紙  １枚  本町等人名書き上げ 
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◆◆◆７－２１－１～３７〔習俗〕◆◆◆ 
７－21－ 1    咄請 加持土砂職衆事                     享和４．２．朔     一紙  １通  宝城院行事教俊→前観龍寺・観龍寺他に 
                                                            職衆として出勤要請 永照素堂居士（９ 
                                                            代五蔵←享和３年２月23日没）の小祥忌 
                                                            に「加持土砂」を行うにあたって 
７－21－２    加持土沙役者事                        享和４．２．22     一紙  ３枚                      虫損がひどい 
７－21－３－１  享和三年癸亥二月廿三日命終日廿五日八ツ時葬式 永照素堂居士  享和３．２．23     一紙  １通  葬式役配 手向版・幡・花蘢など     7-21-3-1～7-21-3-7一括 
７－21－３－２  享和三癸亥春二月廿三日 永照素堂居士命終之節記録       享和３．２．23     横長  １冊  棺中江入候品・葬式・献立など 
７－21－３－３  享和三年 諷経方并他所より勤之方礼ニ遣ス扣 亥二月二十九日  享和３．２．29     横長  １冊  廿九日の晩吉能屋多助に人足添え名代と 
                                                            して布施持たせ遣わした町内寺院書上 
７－21－３－４  二月廿二日ヨリ 御仏前備物到来覚               年未詳．２．22     横長  １冊  仏前に誰が何を持ってきたかを記したもの 
７－21－３－５   布施 謝義遣し候辺書入                    年月日未詳       袋   １袋                          7-21-3-5-a～7-21-3-5-Kまで 
                                                                                袋に在中 
７－21－３－５-a 口上                             年未詳．２．30     一紙  １通  多聞院納所→井上三左衛門 御布施一封 
                                                            受納のこと 
７－21－３－５-b 〔井上三左衛門宛久山敬篤書状〕                年未詳．２．30     一紙  １通  御謝礼金２両 残らず頂だいしたこと 
７－21－３－５-c 覚                              年未詳．２．30     一紙  １通  御布施一封 御手紙一通受取 上願寺納 
                                                            所（印）→井上三左衛門御使       「覚」の表書のある封紙有り 
７－21－３－５-d 〔井上三左衛門宛国分寺証尋書状〕               年未詳．２．晦     一紙  １通  御光父様の御葬式出勤のお礼白銀２両納 
                                                            のお礼 
７－21－３－５-e 〔井上三左衛門宛宝崎寺性乾書状〕               年未詳．２．晦     一紙  １通  御光父様命終に付御布施一封お礼のこと 
７－21－３－５-f 〔井上三左衛門宛緒方順節書状〕                年未詳．２．晦     一紙  １通  御謝礼のための白銀１貫43匁受納のお礼 
７－21－３－５-g 〔井上三左衛門宛別所正斉受取状〕               年未詳．３．朔     一紙  １通  銀１封受取のこと 
７－21－３－５-h 〔井上三左衛門宛小沙美庵書状〕                年未詳．３．１     一紙  １通  御謝儀のための金子１封受納のお礼 
７－21－３－５-i 〔井上三左衛門宛渡辺半左衛門書状〕              年未詳．３．３     一紙  １通  病中見舞の謝儀白銀１封受納お礼 
７－21－３－５-j 〔井上三左衛門宛岡伯庵書状〕                 年未詳．３．３     一紙  １通  先日御祖父様の病気見舞いに伺ったとこ 
                                                            ろ丁寧なあいさつと菓子一箱を下さった 
                                                            お礼 
７－21－３－５-k 承（恵領・謝）                        年月日未詳       一紙  １通  作製 三浦孟直 
７－21－３－6   仏請取帳                           年月日未詳       横長  １冊  内の源助、しまだ屋千助、大黒屋次兵衛 
                                                            からまつ屋平助などへ支払い 
７－21－３－７  医師方謝義并類中形見分ケ扣                  年月日未詳       横長  １冊  親類縁者に分け与えられたものを記す文 
７－21－４    〔井上家回忌供養音物扣〕                   文化２．２       横長  １冊  永照素堂居士（五蔵）小祥忌・七回忌・ 
                                        文政２．２．23     横長  １冊  十三回忌・十七回忌 光浄玄珠信士五十 
                                                            回忌・盧月妙空信女（三郎右衛門継室） 
                                                            百五十回忌 桂林露光童子（菊太郎）四 
                                                            十九日一周忌・三回忌・七回忌・十三回 
                                                            月照素蓮信女（五蔵室くが）一回忌・三 
                                                            回忌・知水妙澄（五蔵客文くら）五十回 
                                                            忌 貞空永守信士（安兵衛）・五十回忌 
                                                            ・本空照貞信女（次左衛門継室）百回忌 
７－21－５－１  文化二年乙丑秋八月六日 音物帳                文化２．８．６     横長  １冊  桐菓子析壱析小野祐之丞など       一括２冊 
７－21－５－２  桂林露光童子一七日中日記書下                 年月日未詳       横長  １冊  俗名井上菊太郎 桂林露光童子について  一括２冊 
７－21－６    文化二年乙丑八月六日没七日暮六時葬 桂林露光童子 役附    文化２．８．７     一紙  １枚 
７－21－７    玉芳童子没故書類                       文化５．６．29     袋   １袋                      7-21-7-1～7-21-7-4まで袋に 
                                                                                在中 
７－21－７－１  文化五年戊辰六月廿九日 玉芳童子物故記事           文化５．６．29     横長  １冊  玉芳童子俗名定之助年二才の記録 
７－21－７－２  買物代仏帳                         （文化５）．６．29    横長  １冊  美屋作製 金銭請取 
                                           ～閏６．６ 
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７－21－７－３  玉芳童子没故ノ節 音物到来扣                 年未詳．閏６．朔～７  横長  １冊  餅類１折 数48 よしの屋福吉など 
７－21－７－４  玉芳童子悔帳                        （文化５）．       横長  １冊  会所 正蔵・よしのや太助ナド 
７－21－８－１  月照素蓮信女 諸入用仏帳 請取者注文ニ而取置申候 文化九年  文化９．３．      横長  １冊  井上九代五蔵室くが葬事         7-21-8-1～7-21-8-4一括 
           申三月 
７－21－８－２  文化九年壬申春三月十日 先妣没後音物記            文化９．３．10     横長  １冊  井上九代五蔵室くが葬事 
７－21－８－３  文化壬申春三月 月照素蓮信女物故記事録            文化９．３．      横長  １冊  井上九代五蔵室くが葬事 臨終御授ニハ 
                                                            ジマリ棺中ニ納メタ品物ノ書上ゲナド詳 
                                                            細ナ記録デアル 
７－21－８－４  文化九年壬申春三月十六日 諷經方并他所より勤之方禮ニ遣ス控  文化９．３．16     横長  １冊  井上九代五蔵室くが葬事 
７－21－９    玉光童子書類                         文化10．２．11     袋   １袋                      7-21-9-1～7-21-9-7まで袋に 
                                          ～12．２．11                                在中 
７－21－９－１  玉光童子記録                         文化10. ２．11     横長  １冊  井上保之四男千代之助の葬式等について 
                                          ～12．２．11 
７－21－９－２  二月十一日 買物帳 はな屋                 （文化10）．２．11    横長  １冊 
７－21－９－３  二月十一日 買物帳 はな屋                 （文化10）．２．11    横長  １冊 
７－21－９－４  仏覚                            （文化10）．       横長  １綴  備中・倉敷 菓子屋伊兵衛の支払金受取 
７－21－９－５  覚（諸品請求書）                      （文化10）．       一紙  １綴  酉二月十七日俵屋→はな屋殿他 
７－21－９－６  野辺帳                           （文化10）．       横長  １冊  野辺送り参列者書き上げ 
７－21－９－７  音物帳                           （文化10）．       横長  １冊 
７－21－10    累世祖先年廻録 井上                     文政４．～大正５．   袋   １袋                      7-21-10-1 ～7-21-10-10まで 
                                                                                袋に在中 
７－21－10－１  累世祖先年廻録 奉祀惟寧謹蔵                 文政４．～天保10．   横半  １冊  元祖井上新右衛門 栄屋浄祐より桂月妙 
                                                            影まで 
７－21－10－２  累世祖先年廻録                        文政４．～天保10．   横半  １冊  元祖新右衛門 智覚浄甫より五代善左衛 
                                                            門君妻心操貞保まで 
７－21－10－３  累世祖先年廻録 奉祀惟寧謹誌                 天保11．～安政４．   横半  １冊  元祖井上新右衛門 栄屋浄祐信士より十 
                                                            一代三郎右衛門女實厳妙清大姉まで 
７－21－10－４  累世祖先年廻録 奉祀三壽謹誌                 天保11．～安政４．   横半  １冊  初代新右衛門 智覚浄甫信士より 五代 
                                                            善左衛門君妻 心操貞保信女まで 
７－21－10－５  安政五年改 累世祖先年廻録                  安政５．～明治10．   横半  １冊  初代新右衛門 智覚浄甫信士より四代素 
                                                            堂君妾開幽妙眼信女まで 
７－21－10－６  安政五年改 累世祖先年廻録                  安政５．～明治13．   横半  １冊  元祖井上新右衛門 栄屋浄祐信士から十 
                                                            代圭雲様妾釈妙理法尼まで 
７－21－10－７  明治十三辰改 累世祖先年廻録                 明治13．～29．     横半  １冊  初代新右衛門智覚浄甫信士より四代素堂 
                                                            君妾開幽妙眼信女まで 
７－21－10－８  明治十三辰改 累世祖先年廻録                 明治13．～29．     横半  １冊  元祖井上新右衛門栄屋浄祐信士より佳月 
                                                            喬松信士まで 
７－21－10－９  明治三十酉改 累世祖先年廻録                 明治30．～39.      横半  １冊  元祖井上新右衛門栄屋浄祐信士より四代 
                                                            素堂君妾開幽妙眼信女まで 宮崎屋・萃 
                                                            屋・玉泉寺作成 
７－21－10－10  明治四十季末改 累世祖先年廻録                明治４．～大正５．   横半  １冊  元祖井上新右衛門栄屋浄祐信士より雲如 
                                                            一円大法師まで 井上本家含分家玉泉寺 
                                                            作成 
７－21－11－１  文政十二年己丑冬十月十日 諷経方并他所より勤之方礼遣ス控   文政12．10．10      横長  １冊                      こより有り  7-21-11-1 ～7- 
                                                                                21-11-5 一括  
 
７－21－11－２  文政十二丑冬十二月 心禅道保君物故記録 仮帳         文政12．12.       横長  １冊  心禅道保君の葬式、初七日等について   こより有り 
７－21－11－３  〔葬式布施・諷経方布施・中陰の勘定帳〕            年月日未詳       横長  １冊                      こより有り 
７－21－11－４  心禅道保信士死場入用并仏事                  （文化12）．      横長  １冊                      こより有り 
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７－21－11－５  心禅道保君没時 音物帳                    （文化12）．      横長  １綴                      こより有り 
７－21－12    〔淡月素影信女葬役附〕                    天保３．９．29     巻物  １通  淡月素影（貞子、10代三郎右衛門室）天 
                                                            保３年９月27日没 
７－21－13－１  天保三辰九月 淡月素影信女物故仮記録             天保３．９．      横長  １冊  葬式などについて            7-21-13-1 ～7-21-13-6 一括 
７－21－13－２  天保壬辰九月 淡月素影信女没時音物帖             天保３．９．      横長  １冊  音物到来留について 
７－21－13－３  素影様 御布施                        （天保３）．      横長  １冊  諷経方布施について 初七日について 
７－21－13－４  〔礼状宛名書上〕（他所・寺院宛）               （天保３）．      横長  １冊 
７－21－13－５  〔礼状宛名書上〕（近在宛）                  （天保３）．      横長  １冊 
７－21－13－６  〔他所行并内働人足等受払書上帳〕               （天保３）．      横長  １冊 
７－21－14－１  亥三月八日 臨時通 花屋                   亥（天保10）．３．８  横半  １冊  みえの葬式に関連して生酒、さらし、た  7-21-14-1 ～7-21-14-4 一括 
                                                            らいなど購入 
７－21－14－２  〔春屋貞容大姉葬式関係覚〕                  （天保10）．      横長  １冊  春屋貞容（５代善左衛門娘みえ）天保10 
                                                            .3.9没 
７－21－14－３  亥三月八日 臨時通 花屋                   亥（天保10）．３．８  横半  １冊  みえの葬式に関連して支払い受取など 
７－21－14－４  〔金銭・人名書上断簡〕                    （天保10）．      一紙  １通  長蓮寺・醍醐寺・難波・福島他計36名 
７－21－15    天保十一年庚子七月 上京留主中日記                          天保11．７．      横長  １冊  小林様御用人木村源五郎殿 一、七月八 
                                                            日出之御状十二日暮過時着御大病之由申 
                                                            来候 一、同十二日夜四時飛脚多助戻り 
                                                            様子承候（下略） 
７－21－16    天保十一年庚子八月  先考喪時供物到来記 男惟寧拜誌     天保11．８．      横長  １冊  御香料 一金弐百疋 小林様（以下略） 
                                                            （十代三郎右衛門喪事） 
７－21－17    天保十一庚子中秋 大坂旅宿諸事控               天保11．        横長  １冊  倉子城井上 
７－21－18－１  天保十二年辛丑二月 心操貞保大姉 喪中供物到来記       天保12．２．      横長  １冊                      こより有り7-21-18-1 ・7-21 
                                                                                -18-2 一括 「心操貞保大姉 
                                                                                没時記録」の付せん有り 
７－21－18－２  心操貞保大姉没時記録                     年月日未詳       横長  １冊  天保12年辛丑２月13日に死去した児島郡  こより有り「心操貞保大姉没 
                                                            林邑太法院宜海三女の葬式等について   時記録」の付せん有り 
７－21－19      天保十一子年八月十八日 大坂ヨリ凶事申来諸用控        天保11．８．18     横長  １冊  十代三郎右衛門の葬式等について 
７－21－20    諸入用払帳                          （天保11）．      横長  １冊  裏表紙 総引請 千助・常七・嘉兵衛・ 
                                                            左作（十代三郎右衛門喪事カ） 
７－21－21    諸入用払帳                          （天保11）．      横長  １冊  （十代三郎右衛門喪事カ） 
７－21－22    祖先年回執行録                        弘化２．８．16     横長  １冊  法事の案内・献立・香華・供物など書き 
                                        ～万延元．５．７            上げ 
７－21－23    万延元年庚申四月十六日 智玉童子没故書類           万延元．４．16     袋   １袋                      7-21-23-1 ～7-21-23-8 まで 
                                                                                １袋に在中 虫損甚し 
７－21－23－１  智玉童子記録                         万延元．４．16     横長  １冊 
７－21－23－２  医師謝礼并雇下女留                      年月日未詳       横長  １冊 
７－21－23－３  覚                              年月日未詳       横長  １冊  祝儀品の覚 
７－21－23－４  覚                              年月日未詳       一紙  16枚  金銭受領の覚ほか            ひもで一括 
７－21－23－５  払帳                             年月日未詳       横長  １冊 
７－21－23－６  弐冊之内 買物帳 ロ                     年月日未詳       横半  １冊  宮崎屋 
７－21－23－７  弐冊之内 買物帳 イ                     年月日未詳       横半  １冊  宮崎屋 
７－21－23－８  野辺帳                            年月日未詳       横長  １冊 
７－21－24    松園君御□（役カ）事記録                   万延元．６．20     横長  １冊  法名松園慈本信士 
７－21－25    万延元庚申六月廿六日葬式 松園慈本信士            万延元．６．26     一紙  １通  葬式役配 幡・花籠・灯燈など 
７－21－26    文久元年辛酉六月十二日 松岳恵本信女葬式役配         文久元．６．12     一紙  １通  葬式役配 幡・花籠・灯燈 
７－21－27    文久三癸亥八津十一日 高乗賀本信士葬式役配          文久３．８．11     一紙  １通  葬式役配 幡・花籠・灯燈など 
７－21－28    明治廿五年十月十日 佳月喬松信士               明治25．10. 10       一紙  １通  葬式役配 姓名旗・灯燈など 
７－21－29    明治廿五年壬辰十一月廿八日旧十月十日 佳月喬松信士没時    明治25．11．28     袋   １袋                      7-21-29-1 ～7-21-29-15まで 
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           書類入 俗名亮三                      ～26．10．10                                 １袋に在中 
７－21－29－１  明治廿五年辰十一月廿八日 人足扣               明治25．11．28     横半  １綴                      裏に「井上」とあり 
７－21－29－２  明治廿五年辰十一月廿八日 万覚帳               明治25．11．28     横長  １綴  諸入用の金子書上 
７－21－29－３  明治廿五年辰十一月廿八日 音物帳               明治25．11．28     横長  １綴 
７－21－29－４  明治廿五年辰十一月廿八日 臨時通 第一号           明治25．11．28     横半  １綴  支出金控                裏に東本町井上とあり 
７－21－29－５  明治廿五年辰十一月廿八日 臨時通 第参号           明治25．11．28     横半  １綴  支出金控 
７－21－29－６  明治廿五年辰十一月廿八日 臨時通 第弐号           明治25．11．28     横半  １綴  支出金控                括り紙有り 
７－21－29－７  明治廿五年辰十一月廿九日 亮三病中及死去諸費控簿 佳月喬松  明治25．11．29     横長  １冊  医師診察薬価・病中雑費等の書上 
           信士 
７－21－29－８  明治廿五年辰十一月廿九日 野辺帳               明治25．11．29     横長  １綴  人名書上 
７－21－29－９  明治廿五年辰十一月廿九日 悔帳                明治25．11．29     横長  １綴  人名書上 
７－21－29－10  明治廿五年十一月廿九日 野辺帳                明治25．11．29     横長  １綴  人名書上 
７－21－29－11  二十六年一月七日 音物至来控簿                明治26．正．７     横長  １綴 
７－21－29－12  二十五年十一月 奥田氷室（在判倉敷本町奥田峰太郎）氷御通   明治25. 11．      横半  １綴 
           尾崎様 
７－21－29－13  廿五年十二月 假控 井上                   （明治）25．12．    横半  １綴  諸入用の金子書上 
７－21－29－14  初七日案内上（状カ）                     年月日未詳       横長  １綴  初七日の来訪予定人の書上 
７－21－29－15  諸事附留假帳                         年月日未詳       横長  １綴  諸入用の金子書上、見舞品の控他 
７－21－30    明治卅九丙子年一月二日 石井寿賀死去書類 松濤館       明治39．正．２     袋   １袋                      7-21-30-1 ～7-21-30-9 まで 
                                                                                １袋に在中 
７－21－30－１  〔電報送達紙四通〕                      明治38．12．25     一紙  ４通  井上信蔵宛 
                                        ～明治39．正．２ 
７－21－30－２  〔高左栄郎より井上信造あて書状〕               明治39．正．２     一紙  １通  みまい                 封筒あり 
７－21－30－３  明治卅九年丙午年一月二日 矢掛石井寿賀病中死去諸控      明治39．正．２     横半  １冊 
７－21－30－４  〔高左栄郎より井上信造あて書状〕               明治39．正．４     一紙  １通  おくやみ                封筒あり 
７－21－30－５  〔石井深□より井上信造あて書状〕               明治39．正．５     一紙  １通  おくやみ                封筒あり 
７－21－30－６  〔尾崎生三から井上冬太郎あての書状〕             明治39．正．６     一紙  １通  おくやみの手紙 
７－21－30－７  〔井上信造宛書状〕                      明治39．正．15     一紙  １通  山路邦吉より              封書あり 
７－21－30－８  〔内藤岩太郎より井上信造、冬太郎宛書状〕           年未詳．正．８     一紙  １通  おくやみの手紙             封書あり 
７－21－30－９  〔高戸郁三より井上叔父、冬太郎あて書状〕           年未詳．７．１     一紙  １通  見舞い 
７－21－31    達親父                            昭和６．11．19     一紙  １通  観龍寺住職村田俊学の文 辛圓寂松林長  つつみ紙あり 
                                                            嘯居士への哀別の情を示した文 
７－21－32    覚（死去につき配当受取）                     子．10．      一紙  １枚  大内村熊市→宮崎屋           封紙有り 
７－21－33    悔帳                             年月日未詳       横半  １冊 
７－21－34    音物帳                            年月日未詳       横長  １綴                      表紙一部欠 
７－21－35    〔礼状宛名書上〕                       年月日未詳       横長  １綴  悔み、音物などに対するものか 
７－21－36    御祝儀覚（断簡）                       年月日未詳       横半  １綴  婚礼土産品書上 
７－21－37    葬式行列                           年月日未詳       一紙  １通  誰のものか未詳 
 
◆◆◆７－２２－１〔学芸〕◆◆◆ 
７－22－１    〔和歌・漢詩・詠草〕                     年月日未詳       一紙  14通  和歌常之１通、名前なし９通、鼎子（名 
                                                        １枚  前のみ）１枚 漢詩風林教存１通、樵斎 
                                                            １通、端木１通、名前なし１通 

          ８箱 
◆◆◆８－２２－１～５〔学芸〕◆◆◆ 
８－22－１    獨見附標 補義荘子因一～六                  寛政８．２．      縦   ５冊  三山林雲銘西仲評述 巻末に「秦鼎再識」 第１巻欠 
                                                            とあり 跂語として服部世猷・伊東謨の 
                                                            名あり 
８－22－３    漢篆千字文 元・利・享・貞                  文政６．１．１     縦   ４冊  甲斐 源孟彪孺皮原輯、摂津葛張子琴校 
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                                                            閲、山城 曽之唯応聖増補 大阪書林 
                                                            河内屋長兵衛 寛政８年９月発行のもの 
                                                            を増刷 
８－22－４    万葉集美夫君志 第一帙（首巻・第一の上・下・別記）      昭和４．８．13     縦   ８冊  明治34年５月16日初版発行 昭和４年８ 
           第二帙（首巻・巻二の上・下・別記）                                月13日修正四版発行 著者木村正辭 発 
                                                            行所 光風館書店 
８－22－５    さやさや草紙 上・中・下                   年月日未詳       縦   ３冊 
 

         ９箱 
◆◆◆９－１－１～２２〔支配〕◆◆◆ 
９－１－１    〔岡山藩成田太郎兵衛殿来状写〕               （明治元）．正．５    一紙  １通  太郎兵衛→父上 鳥羽伏見の戦い戦況報 
                                                            告等 
９－１－２    亀山候より御触渡之写                    辰（明治元）．正．12～18 一紙  １通  逆賊の諸藩への通行禁止など 他に表題 
                                                            「備前龍野」姫路討伐の応援人数差出に 
                                                            ついて「本藩より信野口へ御達也」「玉 
                                                            島にて松山藩町方へ示し書」 
９－１－３    姫路御建相成御高札写                    辰（明治元）．正．    一紙  １通  備前少将家臣池田図書之助 人民安堵各  虫損 
                                                            業を勤むべし、火の用心、等 
９－１－４    町触写し                          辰（明治元）．正．    一紙  １通  戊申戦争につき、各々 安堵し家業に勤む 
                                                            べし 
９－１－５    〔継政黒印状〕                        享保３．３．朔     一紙  １通  扶持切米を水野彦五郎へ遣す       封紙有り「御書替□（欠字） 
                                                                                御黒印享保三戌年三月十日 
                                                                                於御評定所頂戴之仕」 
９－１－６    天保十二年丑七月 御倹約被仰渡書類              天保12．７．      袋   １袋  ①倹約取締書（文政六未年八月）窪屋郡 
                                                    縦   ３冊  倉敷村年寄三郎左衛門など→大草太郎右 
                                                    一紙  １枚  衛門御役所 ②御取締伺被仰渡書写（丑 
                                                            六月） ③取斗方伺書ノ下 ④百姓は月 
                                                            １度の休みの他は勝手に休日としてはい 
                                                            けない 
９－１－７    〔献金書上〕                         嘉永６．12．      一紙  ２枚  異国船度々 渡来のため海岸防禦入用多分 
                                                            につき 植田武右衛門金三百両 他 
９－１－８    御触写                            慶応４．正．      縦   １冊  港・船へ賊徒潜伏につき通達 正月12日 
                                                            大阪表へ鎮静のため征討将軍下向するに 
                                                            あたり動揺せざる旨通達すべき事 正月 
                                                            11日御触写など 薩州→惣年寄 
９－１－９    家作度ニ付 御触書写 卯六月                   卯．６．21     横半  １冊  町家は６月、農家は12月までに家を質素 
                                                            にすること 倉敷御役所→備中国窪屋郡 
                                                            倉敷村 外六ヶ村 
９－１－10    〔風聞書〕                          年未詳．正．11     縦   １綴  備前少将へ松山板倉伊賀追討命令につい 
                                                            て など 
９－１－11    松山領分触書                         年未詳．正．18     縦   ２綴  これまでのしきたり通り家業に勤めるべ 
                                                            きこと など 備前役所→村之庄屋 
９－１－12    〔金具改鋳ニ付触書写〕                    年未詳．８．      横半  １冊  金銀を改鋳したが、古いものを所持して 
                                                            いる者が多い、よって停止の金銀を所持 
                                                            している者は、勘定所へ書付を提出させ 
                                                            引替をさせる 
９－１－13    〔風聞書〕                          年未詳．11．晦     一紙  １通  長州軍船、兵庫表へ向け防州出帆 
９－１－14    〔風聞書〕                          年月日未詳       一紙  １通  前将軍、会共ニ逃亡、紀州・藤堂・彦根 
                                                            皆反正 
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９－１－15    〔風聞書〕                          年月日未詳       一紙  １通  長州軍福山藩と戦闘の様子 
９－１－16    〔風聞書〕                          年月日未詳       一紙  １通  「此書付正月十日晩七ツ頃迄之察し書御 
                                                            座候」長州軍と福山藩停戦長軍の策略、 
                                                            等について 
９－１－17    〔幕軍追討につき触書など〕                  年月日未詳       一紙  １通 
９－１－18    〔備前御用人青地東兵衛様大部村江御出張御達し之写〕      年月日未詳       一紙  １通  作州鎮撫につき備州・長州・芸州への沙 
                                                            汰書 
９－１－19    〔村々 取調ヶ条并取調村々 書上〕                年月日未詳       一紙  １通  備前取調分前松山領川東・前倉敷支配所 
                                                            川東 
９－１－20    軍役之定                           年月日未詳       横半  １冊 
９－１－21    覚（武具諸道具書上）                     年月日未詳       縦   １冊  ゲベル筒・鉄砲・鎧胴・脇差・ごとく 
                                                            など 
９－１－22    申渡                             年月日未詳       横半  １冊  小堀数馬他27名が村々 に対して農民は武 
                                                            芸をしないこと 陳屋の警備をきちんと 
                                                            することなどを申し渡したもの 
 
◆◆◆９－２－１〔土地〕◆◆◆ 
９－２－１                                     申．11．晦     一紙  １通  本栄寺 旦那惣代 銭屋惣之助・俵屋六  包紙有り「宮崎屋三郎左衛門 
                                                            左衛門→宮崎屋三郎左衛門様 宮崎屋所  様 本栄寺」 
                                                            山畑を本栄寺境内にしたい旨宮崎屋が承 
                                                            知（墓地にしない条件） 
 
◆◆◆９－３－１〔租税〕◆◆◆ 
９－３－１－１  覚（上納金の件）                       天保９．４．      一紙  １通  西御丸炎上ニ付 三拾両上納 倉敷村三  包紙有（天保九戌六月 西御 
                                                            郎右衛門→倉敷御役所          丸御炎上ニ付上納金書類） 
                                                                                １・２包み 
９－３－１－２  覚（上納金の件）                       天保９．６．24     一紙  １通  西丸炎上ニ付三拾両上納 備中国窪屋郡  包紙有（天保九戌六月西御丸 
                                                            倉敷村三郎右衛門→熊山茂左衛門手附   御炎上ニ付上納金書類） 
                                                            大坪本左衛門 同人手代赤木篤三郎 
 
◆◆◆９－４－１～３〔村〕◆◆◆ 
９－４－１    天保十二年 巳七月 倉敷村百姓分限見出帳           天保12．７．      横長  １冊  宮崎屋三郎左衛門 高・町銭・上金・救 
                                                            金など書上他７町分も有 
９－４－２    丑七月 倉敷村百姓并商人身分見出帳                丑．７．      横長  １冊  重立候もの、是ニ準候もの（～町…屋 
                                                            名前）を書き上げ 妻娘等絹紬有合を用 
                                                            ひ候分八不苦など 身につけるものの取 
                                                            り決め 
９－４－３    年寄役被仰付音物到来扣                    年月日未詳       横長  １冊  新右衛門 村役人着任の際の贈物書上 
 
◆◆◆９－６－１～３〔戸口〕◆◆◆ 
９－６－１    文化二乙丑年 宗門請状扣 はなや               文化２．        横半  １冊  文化２年～文政２年の宗門請状控 善左 
                                                            衛門→庄屋七太夫殿（旦那寺 観然寺） 
                                                            下人の請状控も有り 
９－６－２    文化五年辰二月始メ 宗門請状年之扣 宮崎屋          文化５．２．      横半  １冊  文化５年～天保７年の宗門請状控 三郎 
                                                            左衛門→庄屋七太夫殿など 
９－６－３    〔乙島村善兵衛妹たみ人別送手形〕               年未詳．４．８     一紙  １通  乙島村庄屋代熊太郎→倉敷村三郎左衛門 
                                                            乙島村喜兵衛妹たみ人別送手形 
 
◆◆◆９－８－１～２〔治安〕◆◆◆ 
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９－８－１    乍恐以書附御吟味下り奉願上候                 文政７．10．      一紙  １通  半十郎と浜田町の若者及び船倉町若者と 
                                                            の口論の一件 備中国窪屋郡百姓半十郎 
                                                            他８名→御役所 
９－８－２    乍恐御書付奉願上候                      年月日未詳       一紙  １通  倉敷村年寄新右衛門に対して同村忠次郎 
                                                            他４名が打擲した件について 
 
◆◆◆９－１０－１～７〔救恤〕◆◆◆ 
９－10－１    宗平より義倉方之儀ニ付願出候書類               文政12．５．      縦   １冊                      封筒有り 
９－10－２    義倉銀払入通之事                       天保６．６．10     横長  １綴  義倉会所→油屋宗十郎          封紙有り 
９－10－３    〔修義会開催につき通知〕                     子．６．      一紙  １枚  義倉会所→水沢遠三郎他92名 
９－10－４    〔修義会開催につき通知〕                     寅．６．      一紙  １枚  義倉会所 
９－10－５    〔修義会開催につき通知〕                     寅．６．      一紙  １枚  義倉会所→銭屋惣左衛門他91名 
９－10－６    廻状                               巳．７．      横長  １枚  義倉会所→丹右衛門様他66名 
９－10－７    〔修義会開催につき通知〕                     酉．６．      一紙  １枚  義倉会所→惣左衛門他96名 
 
◆◆◆９－１１－１・２〔土木建築〕◆◆◆ 
９－11－１    壬寛政四年子 華屋普請諸入用扣帳 孟春吉辰          寛政４．        横長  １冊  亥～戌年入用書付 職人賃金・資材代金 
                                                            など 
９－11－２    材木釘宮崎屋様婦志ん請合大工人足 仕入覚帳           癸亥．10．      横長  １冊  だちん・栗守角など資材代金の書きあげ 
                                                            飛路恵や石蔵 
 
◆◆◆９－１３－１〔農林業〕◆◆◆ 
９－13－１    桑苗木植付和年図                       年月日未詳       一紙  １通  桑の栽培法について 
 
◆◆◆９－１６－１～１０〔金融貸借〕◆◆◆ 
９－16－１    質屋仲間申合書                        戌（寛政２）．正．   横半  １冊  質屋仲間申合相極候条々 （寛政元年己酉 
                                                            12月） 質屋連印→菅谷弥五郎様御役所 
                                                            時質屋申合相極候条々 （寛政元年己酉12 
                                                            月） 時質屋連印→菅谷弥五郎様御役所 
９－16－２    質屋仲間申合書                        戌（寛政２）．正．   横半  １冊  質屋仲間此度申合相極候条々 （寛政元年 
                                                            己酉12月）時質屋申合相極候条々 （寛政 
                                                            元年己酉12月）広田屋甚四郎、松屋甚三 
                                                            郎など→菅谷弥五郎様御役所 
９－16－３    覚                                          袋   １袋                      9-16-3-1～9-16-3-7在中 
９－16－３－１  覚（質物引渡しについて）                   文化13．閏８．     一紙  １通  質物（衣類）引渡しの際は元金に１年に  包紙有り（文化十三子八月手 
                                                            つき５歩の利分をつけて差し出すこと   形林両院より預り物書類） 
                                                            井上→細川様 
９－16－３－２  三年切御預り物扣                       文化13．閏８．     一紙  １通  質物十品（衣類・布団など）には１年に  包紙有り（文化十三子八月手 
                                                            つき５歩の利分を課す 差出人井上    形林両院より預り物書類） 
９－16－３－３  覚（質物引渡しについて）                   文化13．閏８．     一紙  １通  質物（十品）引渡しの際は元金に１年に  包紙有り（文化十三子八月手 
                                                            つき５歩の利分をつけて差し出すこと   形林両院より預り物書類） 
                                                            差出人（井上） 
９－16－３－４  質算用扣                             子．８．      横長  １冊  八百目太法院、三百九十目報恩院 子～  包紙有り（文化十三子八月手 
                                                            巳までの利入あり            形林両院より預り物書類） 
９－16－３－５  覚（貸衣類書上）                       年月日未詳       一紙  １通                      包紙有り（文化十三子八月手 
                                                                                形林両院より預り物書類） 
９－16－３－６  書状（形見分け御礼など）                   年月日未詳       一紙  １通  兄の形見の袴と単ものを譲渡された為、  包紙有り（文化十三子八月手 
                                                            母へ御礼 茂原に銀札を渡したこと 質  形林両院より預り物書類） 
                                                            物を早期納入を要求など 
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９－16－３－７  差遣候書付扣                         年月日未詳       一紙  １通  帯、羽織地質入の事など        包紙有り（文化十三子八月手 
                                                                                形林両院より預り物書類） 
９－16－４    〔質入書付〕                         天保15．12．      一紙  １通  清水屋済之介他二名→大橋平右衛門 
９－16－５    加入方議定                          嘉永６．11．      縦   １冊  講主二日市村和作他５人→御連中 
                                                            議定10ヵ条及び加入者22人書上 
９－16－６    〔元利勘定書〕                        年月日未詳       一紙  １通 
９－16－７    口上〔諸道具入札案内〕                    年月日未詳       一紙  １通  問屋橋善 
９－16－８    〔金銭書付〕                         年月日未詳       一紙  １通 
９－16－９    御触之写                           年月日未詳       横半  １冊  丑五月三日、丑六月廿四日、壬五月、丑 
                                                            壬五月、丑八月十七日の物価安定の件に 
                                                            ついての触書 窪屋郡村々 役人→倉敷御 
                                                            役所 
９－16－10    五十人講議定連印帳                      年月日未詳       縦   １冊  講主平田村与左衛門 
 
◆◆◆９－１７－１・２〔商業売買〕◆◆◆ 
９－17－１    差出申内済証文之事                      文化３．８．29     一紙  １枚  願人倉敷勇吉他５名→年寄月番三郎右衛 
                                                            門 
９－17－２    〔道具代金書上〕                       年月日未詳       横長  １綴  銀屏風一双金六両等 
 
◆◆◆９－１８－１〔交通運輸〕◆◆◆ 
９－18－１    〔関所触留帳〕                        年月日未詳       横半  １冊  貞享３寅年７月12日の関所通過に関する  前欠 
                                                            規定、関所地名并関守書上など 
 
◆◆◆９－１９－Ａ・Ｂ 〔家〕◆◆◆ 
◇◇◇９－１９－Ａ－１～９〔一般〕◇◇◇ 
９－19-A- 1    病中遺状御願申上候条                     弘化４．３．      一紙  １通  観龍寺教戒→法輪寺本然法印       「病中遺状」の封紙有り 
９－19-A- 2    入置申一札之事                        慶応元．10．      一紙  １通  当人倉敷村直次郎・請人同村代次郎・同 
                                                            嘉一郎→水沢頼母・水沢遠三郎 相続出 
                                                            入和談 
９－19-A- 3    以書附御届申上候                       慶応３．２．３     一紙  １通  （宮崎屋）信蔵→村請役人中 宮崎屋信 
                                                            蔵病のため、忰冬太郎への相続について 
９－19-A- 4-1   乍恐以書付奉願上候                       丙寅．10．      一紙  １通  （窪屋郡）倉敷村年寄新右衛門→倉敷御  ９－19-A-4-2と同一文書 
                                                            役所 新右衛門病気による役義御免の願 
                                                            上について 
９－19-A- 4-2    乍恐以書付奉願上候                       丙寅．10．      一紙  １通  （窪屋郡）倉敷村年寄新右衛門→倉敷御  ９－19-A-4-1と同一文書 
                                                            役所 新右衛門病気による役義御免の願 
                                                            上げ 
９－19-A- 4-3   乍恐以書付奉願上候                        巳．12．      縦   １冊  （窪屋郡倉敷村年寄）新右衛門→倉敷県 
                                                            御役所 新右衛門病による役義御免の願 
                                                            上げ 
９－19-A- ５   覚〔戎鯛半樽〕                          戌．３．          １通  藤沢常次郎→井上 
９－19-A- ６   〔家間取図〕                         年月日未詳       縦   １冊 
９－19-A- ７   棟上覚                            年月日未詳       一紙  １通 
９－19-A- ８   洪水ニ付見舞                         年月日未詳       横長  １冊  白米・めし・酒・重組など人別書上 
９－19-A- ９   覚（食器類書上）                       年月日未詳       横長  １綴  るり丼・唐津指身皿など 
 
◇◇◇９－１９－Ｂ－１～２１〔書状〕◇◇◇ 
９－19-B- 1    〔包紙〕                           文政７．        一紙  １枚  中身なし （上書）「東油屋より入候山 
                                                            、此度本栄寺ヘ譲リ、後年墓所ニ不致候 
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                                                            申合印状也 本栄寺・惣之助・六左衛門」 
９－19-B- 2    〔端木宛小林金之助書状〕                   年未詳．正．24     一紙  １通  評定所留役所御勘定青山九八郎掛け合い 
                                                            等について 
９－19-B- 3    〔御両所宛広人書状〕                     年未詳．２．７         １通  松元療治、孫四郎伊勢参宮等 
９－19-B- 4    〔井上宛みちのり書状〕                    年未詳．２．９     一紙  １通  御郡代大御目付の村井伝右衛門様、近日 
                                                            当初に御入陣の事 
９－19-B- 5    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．３．４     一紙  １通  ５両送金の請取について京都での暮しに  封紙有り 
                                                            ついて 
９－19-B- 6    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．３．16     一紙  １通  お里病死御くやみ、金子受取り等 
９－19-B- 7    〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．４．12     一紙  １通  鯛味噌漬一桶、江戸巻紙六の礼等 
９－19-B- 8    井上宛知楽書状                        年未詳．６．29     一紙  １枚  音信及再会を請う 
９－19-B- 9    〔三郎右衛門・おみと宛慶雲書状〕                年未詳．７．７     一紙  １通  誓願寺内の中芝居人形浄瑠璃見物、近衛 
                                                            様姫君縁組など 
９－19-B-10     〔三郎右衛門宛慶雲書状〕                   年未詳．８．10     一紙  １通  古本値段問い合わせについて 
９－19-B-11     〔井上三郎右衛門宛広人書状〕                 年未詳．８．24     一紙  １通  近況報告「早朝より太鼓稽古人つめかけ 
                                                            又晩も笛の稽古やら歌にも少々 弟子も有 
                                                            之、十六ノ日ヲ休日として其日は終日絵 
                                                            を書申候」 
９－19-B-12     〔井上広祐・うも宛真木武八郎書状〕              年未詳．９．18     一紙  １通  近況報告（当地祭礼にぎわい見物等） 
９－19-B-13     〔三郎右衛門宛慶翁書状〕                   年未詳．11．12     一紙  １通  京地景況報告（江戸大普請につき金銀金 
                                                            物買上げ、顔見世芝居二軒とも始まり等） 
９－19-B-14    〔善左衛門・三郎右衛門宛端木書状〕              年未詳．11．28         １通  金子受取り、青蓮院宮にて御囃子等 
９－19-B-15    〔香川大工様宛井上五蔵書状〕                 年未詳．臈．17     一紙  １通  詠草指南につき御礼と今後ともよろしく 
９－19-B-16    〔書状下書〕                         年未詳．12．      一紙  １冊  香川木工様・平松宗智様宛井上五蔵書状 
                                                            下書 
９－19-B-17    〔宮崎屋□（秀カ）造宛赤松口上書〕              年月未詳．６日     一紙  １通  茶席への御誘い口上 
９－19-B-18    〔某（慶雲カ）書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  観龍寺隠居未払米・薪代立て替え等 
９－19-B-19    〔某（慶雲カ）書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  与力不破伊左衛門宅にて牡丹見物・歌・ 
                                                            笛・画披露等 
９－19-B-20    京都香川氏入門書状案文                    年月日未詳       一紙  １通  父死を機に歌道入門御願いの事 
９－19-B-21    〔井上秀蔵宛五之介書状〕                   年月日未詳       一紙  １通  池の尾少々 譲りうけたし 
 
◆◆◆９－２０－１～１５〔宗教〕◆◆◆ 
９－20－１    寛延三年七月 玉泉寺[ ]                  寛延３．７．      横長  １冊  瓦・道具などの受取覚 
９－20－２    備中十八社                          安永10．２．21     縦   １冊  上記年に写す 
９－20－３    〔永照素堂〕                         享和３．２．      一紙  １枚  前観龍寺宛〔居士号について〕 
９－20－４    備中窪屋郡倉敷村書上 玉泉寺                 文政13．３．      縦   １綴  玉泉寺の概要 玉泉寺→御役人 
９－20－５    覚（太法院内小原廣人上京につき宿々 への先触）         天保11．７．      一紙  １通  五流太法院内岡本求馬→備前天城より播  包紙有り「五流太法院内 岡 
                                                            州西宮まで宿々 問屋年寄中        本求馬 先触備前天城より播 
                                                                                州西宮まで宿々 問屋年寄中」 
９－20－６    何国 起立書雛形                       弘化５．        縦   １綴  起立書の記入見本 
９－20－７    起立書 備中窪屋郡倉敷村玉泉山                嘉永元．９．      縦   １綴  玉泉寺の概要（寺領・山林・本堂その他） 
９－20－８    御室御所書上之写 金鶏山 玉泉寺               元治元．９．11     縦   １綴  〔寺のこと〕 
９－20－９    啓蒙所取役之儀ニ付願書                    明治５．８．      横半  １冊  窪屋郡倉敷村 周施方惣代植田弥太郎・ 
                                                            井上彦三 啓蒙所設立によるあいさつう 
                                                            かがい 
９－20－10    紙祇ニ係ル論文抜萃                      明治13．５．      綴物  １綴  「伊勢ト出雲トノ議論」（明治13年９月） 
                                         ～15．３．20             その他 
９－20－11    神妙堂擴帳につき御寄附懇請之事                明治20. １．      一紙  １枚  藤井行麿敬白→好古社諸君其外篤志之諸 
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                                                            君 
９－20－12    勧進帳                            年月日未詳       縦   １冊  東山双林寺 西行庵の勧進の記について 
９－20－13    〔祈祷勤行次 書〕                      年月日未詳       一紙  １通 
９－20－14－１  讃岐国 金刀比羅本宮崇敬構社規則 琴平山           年月日未詳       縦   １冊 
９－20－14－２  肥後国住人天草志波村平井                   年月日未詳       一紙  １枚  天子に対する忠義について 
９－20－14－３  〔下書き〕                          年月日未詳       一紙  ２枚 
９－20－15      至急御相談書上伸                       年月日未詳       一紙  １枚  氏神祭礼についての至急の相談があり   包紙あり 
                                                            呼出 
 
◆◆◆９－２１－１～１３〔習俗行楽〕◆◆◆ 
９－21－１    祝年二通 役義一通 上棟一通 参宮一通 帰国歓一通                  袋   １袋                      9-21-1-1～9-21-1-6在中 
９－21－１－１  役儀歓                            寛政７．12．23     横長  １冊 
９－21－１－２  寛政十年戌午九月 上棟歓音物扣                寛政10．９．      横長  １冊 
９－21－１－３  文化十二年亥二月廿四日 出立繁次参宮音物至来扣        文化12．２．24     横長  １冊 
９－21－１－４  己卯正月 元服祝義留帳                     己卯．正．      横長  １冊 
９－21－１－５  御元様御帰国歓                        年月日未詳       横長  １冊 
９－21－１－６  祝年至来物覚                         年月日未詳       横長  １冊 
９－21－２    鞠道心得要用七ヶ条                      文化12．５．      縦   １冊  鞠ばさみの図１枚 見世場図３枚 服装 
                                                            定２枚含む 伝法院禅光（花押）岡山天 
                                                            野委然書を写置也 
９－21－３    日光山御参詣 御行列書 卯四月十三日御発駕同二十一日御帰城    卯．４．13     縦   １冊  参詣行列の並び方 
                                           ～４．21 
９－21－４    〔献立集〕                          年未詳．３．11     横長  １冊  焼物・吸物・硯ふた他諸献立 
９－21－５    〔三月十一日就吉辰祝儀献立集〕                年未詳．３．12     横長  １冊  書院錺并献立 和料理献立など 
９－21－６    五月朔日献立板之間                      年未詳．５．１     縦   １冊  本膳（生盛・汁・飯など）鉢肴・大鉢・ 
                                                            水の物など 
９－21－７    コンタテ控                          年未詳．５．５     横長  １冊  硯ふた・吸物・鉢・丼他諸献立 
９－21－８    福山一条書類                                     袋   １袋                      9-21-8-1～9-21-8-8在中 
９－21－８－１  須磨衣類諸道具相場扣                     年月日未詳       横長  １冊 
９－21－８－２  〔諸道具買付書上〕                      年月日未詳       横半  １冊 
９－21－８－３  〔花月台・諸道具買付書上〕                  年月日未詳       一紙  １通 
９－21－８－４  覚（衣類買付書上）                      年月日未詳       一紙  １通 
９－21－８－５  覚（家具買付書上）                      年月日未詳       一紙  １通 
９－21－８－６  〔衣類買付書上〕                       年月日未詳       一紙  １通 
９－21－８－７  覚（衣類他買付書上）                     年月日未詳       一紙  １通  衣類・夜具類・諸道具 
９－21－８－８  覚（衣類値段書付）                      年月日未詳       一紙  １通 
９－21－９    〔氏神正遷宮〕                        年月日未詳       一紙  １枚  毎年11月初子日早朝に祭る供物書上 
９－21－10    会席之次第                          年月日未詳       一紙  １枚  会席進行の順序（膳出ス→銚子杯持出→ 
                                                            食次持出～） 
９－21－11    薫掛香秘方                          年月日未詳       横半  １冊 
９－21－12     献立帳入                           年月日未詳       袋   １袋  献立帳入れ袋              中身無し 
９－21－13    〔茶事心得〕                         年月日未詳       横半  １冊 
 
◆◆◆９－２２－Ａ・Ｂ〔学芸医療〕◆◆◆ 
◇◇◇９－２２－Ａ－１～２８〔和歌詠草〕◇◇◇ 
９－22-A- 1    西行上人五百回忌追悼                     元禄２．２．16     横半  １冊  迎円位上人五百回忌陪 雙林寺詠五十首 
                                                            和歌 追加詠花二十首和歌 
９－22-A- 2    新古今和歌集抄 全                      元禄14．        縦   １冊 
９－22-A- 3    小野道風 秋萩帖                       天明元．        一紙  １枚  「来草」「 山領芝典萃央子華 勤并釋文」 
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                                         ～丙子．正． 
９－22-A- 4    〔和歌〕                           天保３．        一紙  １枚  毎月１首ずつ（上の句頭に大か小をつけて読 
                                                            む） 
９－22-A- 5    口上覚（寄兵隊関係）                       寅．７．14     一紙  １枚 
９－22-A- 6    通天橋の紅葉 見にまかりて                  年未詳．10．９     一紙  １枚  和歌 素堂の書いたもの 
９－22-A- 7    〔端木回状〕                         年未詳．10．      一紙  １通  11月19日に先師八雲の神詠を忍んで歌会 
                                                            を開く事 題「松高白鶴眠」 
９－22-A- 8    宮へ御茶碗をささけし時下し給ふ御哥              年月日未詳       一紙  ２通  代筆隠岐大輔 「御かえし端木」（１通） 封紙有り 
９－22-A- 9    〔和歌・詠草・寿老人絵図〕                  年月日未詳       一紙  ２枚  正輔 
９－22-A-10    古今集注解入                         年月日未詳       袋   １袋  漢詩「大平君長歌」他２枚 和歌「義家 
                                                            公・豊太閤・楠公」他９枚 〔文法か〕 
                                                            １枚〔出納帳白紙〕２枚 〔本の値段表〕 
                                                            １枚 計一紙17枚 
９－22-A-11    〔匡直詠草〕                         年月日未詳       一紙  ２枚                      和歌短冊２通包紙に入る 
９－22-A-12    〔武敏詠草〕（挽歌一首）                   年月日未詳       一紙  １通  和歌短冊１通包紙に入る 
９－22-A-13    〔和歌〕                           年月日未詳       一紙  １枚  和歌４首（澄月・大愚） 
９－22-A-14    通天橋の紅葉 見にまかりて                  年月日未詳       一紙  １枚  和歌 作者素堂 
９－22-A-15    〔和歌下書〕                         年月日未詳       一紙  １枚  素堂の作品 
９－22-A-16    〔和歌〕                           年月日未詳       一紙  １枚  作者郡世 
９－22-A-17    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  宮中より茶碗拝受の際の和歌 
９－22-A-18    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       一紙  １枚  落髪及法橋ニ叙せられた時の歌 
９－22-A-19    〔政子様六字読込歌〕                     年月日未詳       一紙  １枚  「小沢翁のみまかりたまふをいたみて六 
                                                            字の御名（南・無・阿・弥・陀・仏）を 
                                                            かぶりに置てよめる」の前書 
９－22-A-20    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       色紙  １枚  作成者 端木 
９－22-A-21    〔規則〕                           年月日未詳       一紙  １通  来客・接待等 
９－22-A-22    〔和歌カ〕                          年月日未詳       一紙  １枚  「黒瀬・横田・両氏の詠草が主」 
９－22-A-23    詠歌書式                           年月日未詳       綴   １綴 
９－22-A-24    和歌集・古今集                        年月日未詳       横半  １冊  「和歌の他・書紀抜書・十人史略抜書」 
９－22-A-25    〔和歌の写し書き〕                      年月日未詳       一紙  １枚 
９－22-A-26    〔古事記の写し書き〕                     年月日未詳       一紙  １枚 
９－22-A-27    源氏引哥 並詩                        年月日未詳       縦   １冊 
９－22-A-28    塵つか                            年月日未詳       縦   １冊  「瀧音知春」他 
 
◇◇◇９－２２－Ｂ－１～３４〔その他〕◇◇◇ 
９－22-B- 1    金銅名犬、正宗名刀 敵討宿六ノ始 前編五冊          文化３．11．      綴   １綴 
９－22-B- 2    〔動植物色彩画〕                       文政年月日未詳     絵画  ６枚  鴨図・水鳥図・鮒図・天女図・ほおずき 
                                                            図（小原）可堂蔵（本） 
９－22-B- 3    好古集説                           文化８．11       綴   ９綴  内山真龍翁の歌 他 
                                        ～明治17．４． 
９－22-B- 4    茶席図書                           弘化４．        横半  １冊  利休好・宗三好・山崎妙喜庵など茶室見 
                                                            取図并 諸道具寸法など 
９－22-B- 5    好古集説初編一之巻                      享保８．２．１     綴   ６綴  「弁御法楽歌写」他 
                                        ～宝暦10．５．28 
９－22-B- 6    茶事書類入                                      袋   １袋                      9-22-B-6-1～9-22-B-6-5在中 
９－22-B- 6-１  〔茶事書類〕                         文久２．８．      横長  １綴  茶室間取図并茶道具入用覚など 
                                                    縦   １綴 
                                                    一紙  27枚 
９－22-B- 6-２  花月廻炭之書                         安政３．正．      横半  １冊  川下庵主文甫処持 茶席次第 
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９－22-B- 6-３  〔茶書〕                           年月日未詳       縦   １冊  八 火着取下火直など 
９－22-B- 6-４  活花五備之図                         年月日未詳       一紙  １通  東山古派活花五備之略図         「活花五備之図」の封紙有り 
９－22-B- 6-５  客心得之事                          年月日未詳       横長  １綴  茶会案内 
９－22-B- 7     自題古戦図巻抜                        安政５．        一紙  １枚  山川房治義光著 
９－22-B- 8     椎本文庫出版書目代価表                    明治18．８．      一紙  １枚 
９－22-B- 9     好古集説初編二之巻                      明治19．５．      綴   １綴  「山縣大貮の碑」他 
９－22-B-10    明治■年■■二月調之 復古論 国病論 政体 ■■       明治 ．２．      横半  １冊 
９－22-B-11    勝軍の御ふるまひ御献ざった（戯文）              年月日未詳       一紙  １通  うそ八百屋→本客様 
９－22-B-12    諸国道中細見記                        年月日未詳       横半  １冊 
９－22-B-13    〔孔雀色彩画〕                        年月日未詳       絵画  １枚 
９－22-B-14    釈菜儀節                           年月日未詳       縦   １綴  正辰の時 
９－22-B-15    〔平行貞銘刀鑑定書〕                     年未詳．５．15     一紙  １通  竹屋弥左衛門・同弥左之介 
９－22-B-16    以書付奉申上候                        年月日未詳       一紙  １通  大橋平蔵・大原孝四郎→郷枝御庁 郷 
                                                            校設立のための献金の申し込み 
９－22-B-17    大道安神抄説約                        年月日未詳       綴   １綴  上田及淵謹纂 
９－22-B-18    〔物語の写し ２編〕                     年月日未詳       縦   １綴  登場人物 清正、淀、秀頼、等他１遍 
９－22-B-19    文石鎮                            年月日未詳       縦   １冊  魂魄帰所論 宣教大意その他 
９－22-B-20    五祝祝詞 全                         年月日未詳       綴   １綴 
９－22-B-21    藤戸合戦ノ旧泣                        年月日未詳       綴   １綴  藤戸合戦の時の合戦場所の説明 
９－22-B-22    女徳                             年月日未詳       一紙  １枚  鶯花園主人が書いたもの 
９－22-B-23    〔目次〕                           年月日未詳       包紙  １枚  一、五祝言他 
９－22-B-24    古記                             年月日未詳       綴   １綴  古事記上巻并序 
９－22-B-25    武雷神のくだり                        年月日未詳       綴   １綴 
９－22-B-26    古事記伝二之巻 古事記上巻并序 本居宣長謹撰         年月日未詳       縦   １冊 
９－22-B-27    〔慶雲形見の書残し置口上書〕                 年月日未詳       一紙  １通  先年認めた鶴の絵の仕立て替えについて 
９－22-B-28    〔外屋についての漢詩〕                    年月日未詳       綴   １綴 
９－22-B-29    〔表具替書き置き〕                      年月日未詳       一紙  １通  端木 
９－22-B-30    〔安禄山の反乱についての漢詩〕                年月日未詳       綴   １綴 
９－22-B-31    〔茶会記録〕                         年未詳．11．11     一紙  １通  「霜月念一於亀洞庵茶事」など 
９－22-B-32    増補生花御伝抄                        年月日未詳       横半  １冊 
９－22-B-33    進上目録方                          年月日未詳       一紙  １枚  （頭に「ふ」がつく物に限定した進上目 
                                                            録書） 
９－22-B-34    遠州公流 茶時秘伝書                     年月日未詳       縦   １冊  古田織部公百ヶ條之抜書 風炉の時古茶 
                                                            所茶釈之事 風炉灰之事他 

          １０箱 
◆◆◆１０－２２－１～２４〔学芸医療〕◆◆◆ 
10－22－１    和歌殉原抄 全                        寛政10．５．      縦   １冊  （奥書）干時寛政十戌午歳五月以犬飼氏 
                                                            蔵本使真辺某書写之者也 井上夏鼎（九 
                                                            代五蔵）（本奥書）貞享四乙卯年吉田定 
                                                            俊在判 
10－22－２    祝詞考 地・人                        寛政12．11．      縦   ２冊  浪華書林 心斎橋通南久宝寺町河内屋八  「祝詞考 人」巻の奥書によ 
                                                            兵衛・同北久太郎町河内屋喜兵衛・同南  り内容・年代記入 
                                                            久太郎町河内屋惣兵衛・同唐物町河内屋 
                                                            太助・同北久太郎町河内屋吉兵衛 
10－22－３    貝原養生訓七・八・附録                    文化９．５．      縦   １冊  附録石見医生杉本義篤撰 正徳３年正月 
                                                            吉日著のものを浪花新街西口砂場多田勘 
                                                            兵衛製本 
10－22－４    万葉集栖乃落葉 一、二、三、四、五、             文化12．12．      縦   ５冊  迦豆羅能伊保蔵版 製本所江戸浅草新寺  奥付五巻にあり 
                                                            町和泉屋庄次郎 弘所江戸浅草御堂町松 
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                                                            沢庄八 同本石町十軒店英平吉 京都堀 
                                                            川仏光寺下ル植村藤右衛門 大阪心斎橋 
                                                            筋安堂寺前秋田屋太右衛門 
10－22－５    萬薬用字格                          文化15．２．      縦   １冊  発行者江戸書肆 本石町十軒店萬笈堂 
                                                            英大助 
10－22－６    拙斉西山先生詩鈔 中・下                   文政11．        縦   ２冊  発行江戸須原茂兵衛 大坂岡田茂兵衛   下巻に奥書有り 
                                                            京都吉田治兵衛 

 10－22－７    稜威道別 一・二・三・四・五                 天保15．５．25     縦   ５冊  著者橘守部 天保15年５月25日 守部の 
                                                            識語が二巻にあり 
10－22－８    稜威言別 一・二・三                     嘉永３．４．      縦   ３冊  嘉永三年四月発兌 椎本義板       奥付二巻にあり 
10－22－10    神功皇居御傳記上・下                     安政５．12．15     縦   ２冊  矢野玄道著 五條家学士等蔵板      下巻に記し終えた年代の記載 
                                                                                有り 
10－22－11    夜雨菴集 上・中・下                     安政６．孟春（１月）． 縦   ３冊  長崎 山本晴海撰 拓植景春謹書     奥付下巻にあり 年代は下巻 
                                                                                奥付による 
10－22－12    再鐫 碧巖集 従巻壱 至巻五 乾・再鐫 碧巖集 従巻六    安政６．        縦   ２冊  尾州名古屋如是菴定固他２名喜拾 濃国  碧巖集全十巻を二巻にまとめ 
           至巻十 坤                                            秋水源徽 識語 製本弘通所 禅家書林  る 奥付け坤巻にあり 
                                                            柳枝軒方行 
10－22－13    息軒安井衡著 息軒遺稿 三・四                明治11．８．28     縦   ２冊  出版人士族安井千菊 発買人石塚徳治郎  奥付は四巻にあり 
                                                            発行書肆大坂・松村九兵衛・柳原喜兵衛・ 
                                                            前川善兵衛 西京・佐々 木惣四郎田中治 
                                                            兵衛 名古屋・片野東四郎 千葉・品川 
                                                            金十郎 東京・北畠茂兵衛・稲田佐兵衛 
                                                            山中市兵衛 丸屋善七・北澤伊八・荒川 
                                                            藤兵衛・東生亀次郎・浅倉久兵衛・吉川 
                                                            半七・中村熊次郎・石川治兵衛 
10－22－14    近世名家 小品文鈔 （文字三版）土屋栄編 上・中・下     明治18．３．11     縦   ３冊  明治10年５月16日版権免許明治15年３月  奥付は下巻にあり 
                                                            28日校訂再版御届 明治18年３月11日大 
                                                            字三版御届 編集人 東京府平民土屋栄 
                                                            出版人 東京府平民小林喜右衛門・長野 
                                                            西澤喜太郎 明治21年３月21日文部省検 
                                                            定済 
10－22－15    寄居文集 初編 上・下                    明治23．３．３     縦   ２冊  著作者 京都市下京区元卅一組本池田町  奥付 初編下巻にあり 年代 
                                                            28番戸 近藤芳介 印刷者京都市上京区  はそれによる 
                                                            元卅組八幡町７番戸 北村四郎兵衛 宝 
                                                            薫集序、明治花月集序、道一言序などを 
                                                            おさめる 
10－22－16    慶応義塾大学部講師小宮山綏介講述 詩経講義 全 東京博物館  明治26．９．20     縦   １冊  発行者 大橋新太郎 発兌元 博物館   表紙破損 
           蔵版 
10－22－17    詔勅畧解 尚武聖訓 完 一名 軍事教育之大本         明治28．７．12      縦   １冊  編者 谷口政徳 発行者 榊原友吉 東  裏表紙に大字黒田中村氏所有 
                                                            京書肆 榊原文盛堂発行 
10－22－18    故實叢書 服色図解 初篇・後篇                明治35．３．20     縦   ２冊  発行者 林縫之助（奥付 後篇に有） 
10－22－19    政實叢書 武家名目抄 職名抄 巻 一・二・三         明治36．２．18～４．５ 活字本 ３冊  印刷 明治36年２月15日（二巻奥付）・ 
                                                            明治36年３月25日（三巻奥付） 発行 
                                                            明治36年２月18日（二巻奥付）・明治36 
                                                            年４月５日（三巻奥付） 発行者 吉川 
                                                            半七（二・三巻奥付） 発行所 弘文館 
                                                            （三巻奥付） 編者 今泉定介（二巻奥 
                                                            付） 「塙検校 保己一編」一巻にあり 
10－22－20    俳句研究 九月号・三月号・七月号・八月号           昭和12．９．１     縦   ４冊  発行者 山本三生 九月号 昭和12年９ 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 113 

                                        ～昭和14．８．１            月１日発行 発行所 改造社 三月号 
                                                            昭和13年３月１日発行 七月号 昭和14 
                                                            年７月１日発行 八月号 昭和14年８月 
                                                            １日発行 
10－22－21    弘仁歴運記考                         年月日未詳       縦   １冊  平篤胤撰 序文 北原信質 跋文 江戸 
                                                            人 岩崎長世 
10－22－22    日記故事大全 上・中・下                   年月日未詳       縦   ３冊  発行 東京 須原屋茂兵衛ほか２人 京  上巻 表紙見返しに合梓表記 
                                                            菱屋孫兵衛 大坂 敦賀屋九兵衛ほか２  下巻 奥書に発行書房表記 
                                                            人 合梓 浪花書舗 窓旭堂 文会堂 
10－22－23    萬葉山常百首                         年月日未詳       縦   １冊  文政三年新春 本居大平著 発行 江戸 
                                                            須原屋茂兵衛ほか４人 京都 出雲寺文 
                                                            治郎 肥前佐賀 紙屋惣右衛門 大坂 
                                                            榎並屋小兵衛ほか２人 
10－22－24    古史傅 自第一段至第三段 一 古史傅 自第四段至第六段 二  年月日未詳       縦   ３冊  平篤胤謹撰 男鉄胤 続攷 孫延胤 
           古史傅 自第四十八段至第五十一段 十 
 

         １１箱 
◆◆◆１１－Ａ～Ｑ◆◆◆ 
◇◇◇１１－Ａ－１～５１◇◇◇ 
11－Ａ－１    文化三年丙寅正月 田畑預                   文化３．正．      横半  １冊 
11－Ａ－２    文政十年丁亥正月吉日 田地帳                 文政10．        横半  １冊                      （裏表紙）「俵屋□□衛門 
                                                                                大福入」 
11－Ａ－３    天保四年癸巳 田地帳                     天保４．        横半  １冊                      （裏表紙）「大福入」 
11－Ａ－４    天保五年甲午正月吉日 田地帳                 天保５．        横半  １冊                      （裏表紙）「大福入」 
11－Ａ－５    妙見山畑畝高扣                        年月日未詳       横長  １冊                      （裏表紙）「宮崎屋はな屋」 
11－Ａ－６    文政十一年戌子正月 田地帳                  文政11．正．      横長  １冊                      裏表紙破損甚し 
11－Ａ－７    〔西蔵・大蔵への置米書上〕                  天保５．正．２     横長  １冊 
11－Ａ－８    地利米書抜                          年月日未詳       横長  １冊 
11－Ａ－９    当戌御年貢納米割附                      年月日未詳       横半  １冊  宮崎屋店 
11－Ａ－10    文政六年癸未正月二日勘定                   文政６．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－11    〔村入用勘定扣〕                       文政７．正．２     横長 ２冊１綴 １冊め文政７～文政13まで ２冊め天保 
                                        ～天保７．正．２            ２～天保７まで 
11－Ａ－12    文政七甲申年正月二日勘定                   文政７．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－13    文政八丙戌年正月二日勘定                   文政９．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－14    文政十二己丑年正月二日勘定                  文政12．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－15    文政十三庚寅年正月二日勘定                  文政13．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－16    文政十三庚寅年正月二日勘定                  文政13．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－17    天保二辛卯年正月二日勘定                   天保２．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－18    天保三壬辰年正月二日勘定                   天保３．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－19    天保四癸巳年正月二日勘定                   天保４．正．２     横長  １冊 
11－Ａ－20    天保五甲午年正月二日                     天保５．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－21    天保六乙未年正月二日勘定                   天保６．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－22    天保九戊戌年正月二日勘定                   天保９．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－23    天保十己亥年正月二日勘定                   天保10．正．２     横長  １冊  村入用勘定 
11－Ａ－24    巳十一月十三日開札 別囲穀                    巳．11. 13     横長  １冊  東町・本町・戎町などの義倉米書上 
11－Ａ－25    文政己卯 加地子米算用帳                   文政２．        横長  １冊 
11－Ａ－26    文政七年甲申正月吉日 小作米貸家賃算用帳           文政７．正．      横長  １冊                      （裏表紙）華屋 
11－Ａ－27    弘化三年丙午正月吉日 小作米貸家賃算用帳           弘化３．正．      横長  １冊                      （裏表紙）花屋 
11－Ａ－28    文久二歳壬戌正月吉日 御年貢并小作米算用帳          文久２．正．      横長  １冊                      （裏表紙）宮崎屋 
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11－Ａ－29    元治二年乙丑正月吉日 御年貢并小作米算用帳          元治２．正．      横長  １冊                      （裏表紙）宮崎屋 
11－Ａ－30    慶応四年戊辰正月吉日 御年貢并小作米算用帳          慶応４．正．      横長  １冊                      （裏表紙）宮崎屋 
11－Ａ－31    延享二年乙丑正月吉日 村々 田地書抜帳 宮崎屋         延享２．        横長  １冊 
11－Ａ－32    〔為替銀算用留など〕                     （文化）．       横半  １冊  為替銀算用留、給銀、義倉入控、和泉屋  表紙破損 
                                                            受引、加須山受引、取替附込など 
11－Ａ－33    文化十二年亥十一月 二番貸家請状 并二屋浦          文化12．11．      縦   １冊  貸家請状之事19件 屋浦請状之事３件な 
                                        ～文政５．９．             ど 
11－Ａ－34    文政十三年庚寅正月吉日 請引通                文政13．正．      横半  １冊                      （裏表紙）「宮崎屋□□安 
                                                                                右衛門」 
11－Ａ－35    文久元辛酉年より同二壬戌年三月まで借用金預金証文留      文久元．～文久２．３． 縦   １冊 
11－Ａ－36    明治四年辛未三月 □□請取勘定□ 毎月集金          明治４．３．～     横長  １冊                      （裏表紙）「東町世話方」 
11－Ａ－37    〔金融貸借の書上帳〕                     年未詳．閏３．７    横長  １冊 
                                           ～ ７．５ 
11－Ａ－38    丁卯四月廿四日算                        丁卯．４．24     横長  １冊  借銀算用 
11－Ａ－39    金貸借計算帳                         年月日未詳       横長  １冊  加須山亀五郎・油屋建蔵・平田景二他 
11－Ａ－40    〔預物書上帳〕                        年月日未詳       横半  １冊 
11－Ａ－41    貸家地貸                           年月日未詳       横長  １冊 
11－Ａ－42    〔算用帳〕（断簡）                      天保８．～天保10．       １括  小入用・出遣い・初穂・船ちゃん・薪木・ 
                                                            日雇ちんなど寄 年貢米算用など 
11－Ａ－43    〔金銭算用帳等断簡一括〕                   （万延元）．      横長  １括 
11－Ａ－44    元治二乙丑年（朱書） 月々 勘定覚               元治２．正．      横長  １冊                      （裏書き）花屋新右衛門（ 
                                                                                朱書） 「花屋の勘定覚」 
11－Ａ－45    乙丑七月二十九日勘定 慶応元歳                慶応元．        折紙  １枚  家の入用勘定帳 
11－Ａ－46    慶応二丙寅年署寒 華亭                    慶応２．        横半  １冊  暑中見舞中元贈答品のリスト 
11－Ａ－47    〔当座算用帳〕                          巳．正．１     横長  １冊 
                                         ～午．正．12 
11－Ａ－48    人足女雇賃留帳                        年月日未詳       横長  １冊 
11－Ａ－49    音物帳                            年月日未詳       横長  １冊 
11－Ａ－50    〔野峯沙門学霊法師 贈 花厳同然二十問〕           寛政11．８．      縦   １冊  浪華四王寺北辺僑舎書 問答集 
11－Ａ－51    〔帳面断簡雑一括〕                      年月日未詳           １括 
 
◇◇◇１１－Ｂ－１・２◇◇◇ 
★★★１１－Ｂ－１－１～２６★★★ 
11－Ｂ－１    享和弐壬戌年 御年貢通                    享和２．        袋   １袋                      11-B-1-1～11-B-1-26 まで 
                                                                                一袋に在中 
11－Ｂ－１－１  覚                              （享和２）．６．朔   一紙  ８通  虫送り入用 御屋敷切手請取 幸吉後米 
                                             ～12．26           など 
11－Ｂ－１－２  〔年貢請取〕                         享和３．７．７     一紙  １通  倉敷安兵衛分の水江村年貢銀請取 
11－Ｂ－１－３  浅口村御年貢米御請取通                    享和２．９．      横長  １通  名主田之上万蔵（印）→倉敷宮崎屋安兵 
                                                            衛 
11－Ｂ－１－４  享和二壬戌年 添新田御年貢請取通               享和２．12．７     一紙  １通  荘屋林右衛門（印）・後見平松銀右衛門 
                                                            （印）→倉敷宮崎屋安兵衛 
11－Ｂ－１－５  壬戌年水役米請取通                      壬戌（享和２）．12．  一紙  １枚  庄屋誠右衛門（印）→宮崎屋安兵衛    虫損甚だし 
                                        ９ 
11－Ｂ－１－６  〔年貢請取金領収状〕                     戌（享和）．極．10   一紙  １通  倉敷宮崎屋安兵衛の年貢請取 
11－Ｂ－１－７  壬戌 加須山村御年貢                     壬戌（享和２）．12．  横長  １通  兼帯庄屋荘三郎（印）→倉敷宮崎屋三左 
                                        15                   衛門 
11－Ｂ－１－８  享和二戌年九月 白楽市当御年貢請取通             享和２．12．15     一紙  １通  名主川入村嘉三郎（印）・五人組頭源吉 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 
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11－Ｂ－１－９  六十九 壬戌 御年貢請取通                  享和２．12．15     一紙  １通  庄屋荘左衛門（印）→倉敷宮崎屋安兵衛 
11－Ｂ－１－10  享和二戌年九月 白楽市村当御年貢請取通            享和２．12．16     一紙  １通  名主川入村嘉三郎（印）・五人組頭源吉 
                                                            →倉敷善左衛門 
11－Ｂ－１－11  享和二戌浜村御年貢請取 小子位村               享和２．極．20     横長  １通  庄屋太郎兵衛（印）→三右衛門 
11－Ｂ－１－12  享和二戌年当村御年貢米請取通                 享和２．12．21     一紙  １通  名主福島村鉄次郎（印）→倉敷宮崎屋五 
                                                            蔵 
11－Ｂ－１－13  享和弐壬戌年 御年貢請取之事                 享和２．12．28     一紙  １通  庄屋鳥越是助（印）→倉鋪村花屋善左衛 
                                                            門 庄屋鳥越是助（印）→同宮崎屋安兵 
                                                            衛 庄屋鳥越是助（印）→同水月房 以 
                                                            上一紙に三件あり 
11－Ｂ－１－14  享和二戌年 水江村御年貢米請取通               享和２．12．28     横長  １冊  名主左忠太（印）→倉敷安兵衛 
11－Ｂ－１－15  享和二壬戌 御年貢米銀請取通事                享和２．12．29     横長  １通  庄屋七太夫（印）・年寄伊左衛門（印）・ 
                                                            義之助（印）・ 義右衛門（印）→三左 
                                                            衛門 
11－Ｂ－１－16  享和二戌年十二月 当御年貢米代銀請取通            享和２．12．2 □    一紙      川入村名主嘉一郎（印）→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛 
11－Ｂ－１－17  享和二年戌十二月 子位庄村御年貢米請取通           享和２．12．      一紙  １通  名主喜平太（印）・名主浅原村治左衛門 
                                                            （印）→宮崎ヤ安兵衛 
11－Ｂ－１－18  質入置申畑之事                        享和２．12．      一紙  １通  三嶋傅三郎（印）→宮崎屋三郎右衛門 
11－Ｂ－１－19  享和二戌年 御年貢米請取                   享和２．12．      一紙  １通  吉田請持名主□崎村藤兵衛（印）→倉敷 
                                                            村宮崎安兵衛 
11－Ｂ－１－20  享和二年 酒津村戌御年貢米銀請取通              享和２．        一紙  １通  庄屋染次（印）→倉鋪宮崎屋五蔵 
11－Ｂ－１－21  享和二戌年 吉岡村御年貢米通                 享和２．        一紙  １通  庄屋孫兵衛（印）・庄屋三郎兵衛（印） 
                                                            →倉敷安兵衛 
11－Ｂ－１－22  〔徳米書上〕                         年月日未詳       一紙  １通 
11－Ｂ－１－23  〔摸合講銀受取通〕                      （享和２）．      横長  １通  御宮高ほか11人の名前あり 
                                        ～（文化９）． 
11－Ｂ－１－24  水夫割                            享和２．        横長  １通  三左衛門組 
11－Ｂ－１－25  壬戌 村普請人足附入                     享和２．        一紙  ４綴  人足切手３綴と人足賃書上１綴      包紙（「壬戌 村普請人足 
                                                                                附入」）あり 
11－Ｂ－１－26  壬戌 御年貢請取通                      壬戌（享和２）．月日  一紙  １通  庄屋□左衛門（印）→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                        未詳 
★★★１１－Ｂ－２－１～１４★★★ 
11－Ｂ－２    丁卯年 御年貢通入 宮崎屋・華屋               丁卯（慶応３）．    袋   １袋                      11-B-2-1～11-B-2-14 まで 
                                                                                １袋に在中 
11－Ｂ－２－１  〔年貢米算用メモ〕                      丑（慶応元）．12．   一紙  １枚 
11－Ｂ－２－２  慶応三丁卯 御年貢米銀請取通之事               慶応３．正．25     横長  １通  庄屋大橋平右衛門（印）・同大原與兵衛 
                                                            （印）→新右衛門 
11－Ｂ－２－３  慶応三年丁卯九月 羽島村御年貢米請取通            慶応３．11．14     横長  １冊  庄屋見習亀山益太郎（印）・同後見平松 
                                                            六郎右衛門（印）→宮崎屋又蔵 
11－Ｂ－２－４  慶応三年丁卯九月 羽島村御年貢米請取通            慶応３．11．14     一紙  １通  庄屋見習亀山益太郎（印）・同後見平松 
                                                            六郎右衛門（印）→花屋善右衛門 
11－Ｂ－２－５  黒崎村当御年貢米請取通                    慶応３．11．23     一紙  １通  黒崎村名主生坂村文太夫（印）→倉敷廣 
                                                            介 
11－Ｂ－２－６  慶応三丁卯十一月 高津村御年貢受取通             慶応３．12．５     一紙  １通  庄屋西山三木之助（印）→宮崎屋廣助 
11－Ｂ－２－７  慶応三年丁卯十一月 亀山村御年貢米受取通           慶応３．12．５     横長  １通  庄屋亀山菊太郎（印）→倉敷村宮崎屋三 
                                                            郎右衛門 
11－Ｂ－２－８  慶応三年丁卯十一月 加須山村御年貢米請取通          慶応３．12．６     一紙  １通  庄屋亀五郎（印）→倉敷村信蔵 
11－Ｂ－２－９  慶応三年丁卯十一月 加須山村御年貢米請取通          慶応３．12．６     横長  １通  庄屋亀五郎（印）→倉敷村善右衛門 
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11－Ｂ－２－10  慶応三丁卯十一月 百六十六（朱書） 添新田邑御年貢米請取通  慶応３．12．11     一紙  １通  庄屋見習平松始太郎（印）・庄屋傳兵衛 
                                                            （印）→宮崎屋安兵衛 
11－Ｂ－２－11  慶応三卯 御年貢米銀受取通                  慶応３．12．25     横長  １通  立合庄屋丹右衛門（印）・同仁右衛門（ 
                                                            印）→宮崎屋信蔵 
11－Ｂ－２－12  年貢米納切手                         丁卯（慶応３）． ．  一紙  ８点 
                                        27日 
11－Ｂ－２－13  慶応三卯 浜村・小子位村御年貢請取              慶応３．月日未詳    横長  １通  庄屋留太郎（印）→信蔵 
11－Ｂ－２－14  覚                              （慶応３）．      一紙  １通  大宮造営国役銀などの高割 宮崎屋あて 
 
◇◇◇１１－Ｃ－１～１３◇◇◇ 
11－Ｃ      文久二壬戌八月改調 田地仕出帳入 弐袋之内          文久２．８．      袋   １袋                      11-C-1～11-C-13 まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｃ－１    文久元年辛酉三月 黒崎村所持地公畝高有畝預米書抜       文久元．３．      横長  １冊 
11－Ｃ－２    文久元年辛酉三月 日吉村所持地公畝高有畝預米書抜       文久元．３．      横長  １冊 
11－Ｃ－３    文久元年辛酉三月 浜村所持地公畝高有畝高預米書抜       文久元．３．      横長  １冊 
11－Ｃ－４    文久元年酉三月 吉岡村公畝預畝書抜              文久元．３．      横長  １冊 
11－Ｃ－５    本田公畝預畝書抜                       年月日未詳       横長  １冊 
11－Ｃ－６    山畑公畝書抜                         年月日未詳       横長  １冊 
11－Ｃ－７    〔古浚新田公畝預畝書上〕                   年月日未詳       横長  １冊 
11－Ｃ－８    〔黒崎村分預畝預米書上げ〕                  年月日未詳       横長  １冊 
11－Ｃ－９    〔興除新田鳥根公畝預畝書上〕                 年月日未詳       一紙  １通 
11－Ｃ－10    〔羽島後場公畝預畝書上〕                   年月日未詳       横長  １冊 
11－Ｃ－11    〔家賃・地子書上〕                      年月日未詳       横長  １冊  「和泉屋藤右衛門江渡扣」（和泉屋は集 
                                                            金請負人カ） 
11－Ｃ－12    質入申田地証文之事                      年月日未詳       一紙  １通  後半に「小作添証文之事」がある 証文 
                                                            の雛型か 
11－Ｃ－13    〔公畝・預畝関係覚書〕                    年月日未詳       一紙  ３枚 
 
◇◇◇１１－Ｄ－１～６◇◇◇ 
11－Ｄ－１    〔井上信蔵宛御悔状〕                     文久３．８．11～８．22 一紙  ５通  弟高四郎病死についての御悔 高戸忠蔵  11-D-1～11-D-6までひもで一 
                                                            →井上信蔵（８月11日） 真殿徳右衛門  括 
                                                            →井上信蔵、武田達次郎→井上信蔵（８ 
                                                            月12日） 小西寿太郎→井上信蔵（８月 
                                                            22日） 武田長左衛門→井上信蔵（月日 
                                                            未詳） 
11－Ｄ－２    覚                              年未詳．正．19～８．13 一紙  ２通  正月十九日平松屋半右衛門妹いつ送出願 
                                                            他引受願４名 八月十三日願人新川庄吉 
                                                            弟富之助養子願他引受願４名 月番廣助 
                                                            →七太夫・義之助・義右衛門・彦七郎・ 
                                                            伊左衛門 
11－Ｄ－３    〔備中倉敷御村御役人中宛加島屋金蔵書状〕           年未詳．４．25     一紙  １通  此度倉敷村塩飽屋久右衛門へ預ケ銀子催  封紙有 
                                                            促しても返さず 早々 銀子返済するよう 
                                                            お願い 来月10日までに返事を頂きたい 
11－Ｄ－４    〔倉敷御年寄月番廣輔宛書状〕                 年未詳．11．12     一紙  １通  笹沖村津嶋屋善吉は倉敷村兼屋庄兵衛へ  封紙有 
                                                            の借金返済不能につき猶予の願 笹沖村 
                                                            名主三蔵→倉敷御年寄月番廣輔 
11－Ｄ－５    〔倉敷御年寄月番広輔宛笹沖村名主三蔵書状〕          年未詳．11．24     一紙  １通  倉敷村菊屋庄兵衛より当村半嶋屋善吉へ 
                                                            の借銀滞一件 
11－Ｄ－６    〔備中倉敷御年寄三左衛門宛備後椎戸村庄屋八十助書状〕     年未詳．12．７     一紙  １通  倉敷村沢屋□兵衛より椎戸村百姓虎助新  封紙有 
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                                                            三郎へ取替銀返済滞りに付 
 
◇◇◇１１－Ｅ－１・２◇◇◇ 
★★★１１－Ｅ－１－１～２４★★★ 
11－Ｅ－１－１  宗門送手形之事                        天明６．４．      一紙  １通  児島郡下村の大滝平左衛門の娘里恵が其  包紙有 後方に確認有 
                                                            地吉野定平の妻になることに関しての宗 
                                                            門送手形 児島郡山村の慈聖院→孫太夫 
11－Ｅ－１－２  宗門送手形の事 書状 １通                  天明８．正．17     一紙  ２通  児島郡福田新田村長次郎の妹くわが伝五  包紙有 
                                                            郎の妻になることに関しての宗門送手形 
                                                            他 宗門送手形 文珠院→孫太夫 書状 
                                                            福田新田名主周右衛門→五蔵 
11－Ｅ－１－３  口上書を以奉願上候                      天明８．正．      一紙  １通  大坂屋清兵衛→年寄五蔵 清兵衛伜喜代  包紙有 包紙表題上に「上」 
                                                            松 変名（伯駒）の件 変名の理由は医  とあり 
                                                            業執行の為 
11－Ｅ－１－４  宗門請状之事 送手形の事 差出申一札之事 書状        寛政３．正．      一紙  ４通  備中国都宇郡新庄下村十郎右衛門の悴勘  包紙有 宗門請状後方に確認 
                                                            兵衛が徳兵衛の家内になることに関して  あり 
                                                            の宗門請状等 宗門請状新庄上村法泉寺 
                                                            →孫太夫 送手形之事新庄上村庄屋市太 
                                                            夫→孫太夫 差出申一札の事勘兵衛他５ 
                                                            人→五蔵 書状市兵衛→五蔵 
11－Ｅ－１－５  送り手形                           寛政３．５．      一紙  ３通  書状２通 差出申一札之事１通 書状(1)  包紙あり 
                                                            （５月26日付）差出人長太夫→五蔵 書 
                                                            状(2) （５月26日付）差出人長太夫→五 
                                                            蔵 差出申一札之事差出人願人広畑平八 
                                                            他６人→年寄月番五蔵 平八他４人が松 
                                                            ヶ鼻村へ引越すことに関する送り手形等 
11－Ｅ－１－６  宗門送手形之事 １通 書状 １通               寛政６．４．14     一紙  ２枚  浅口郡阿ヶ崎新田村松屋七兵衛の家内ぬ  封書あり 宗門送り手形には 
                                                            いが57才で其地の山崎屋利兵衛の妻にな  源七の確認あり 
                                                            ることに関しての宗門送り手形等 宗門 
                                                            送り手形倉敷村庄屋孫太夫→阿ヶ崎新田 
                                                            村本覚寺 書状阿ヶ崎庄屋源七→倉敷年 
                                                            寄五蔵 
11－Ｅ－１－７  書状 送り手形 差出申一札の事 宗門請状           寛政６．４．      一紙  ４通  児島郡宗津村善六悴原松が弓場の屋具の  包紙有 （書状にも封紙有） 
                                                            養子になることに関しての送り手形等 
                                                            書状恵七郎→五蔵 差出申一札之事願人 
                                                            の弓場屋具他６人→五蔵 送り手形宗津 
                                                            名主恵七郎→倉敷庄屋孫太夫 宗門請状 
                                                            南之坊→孫太夫 
11－Ｅ－１－８  戊午年 十一口模合講銀受取通 世話人荘左衛門 加須山荘三郎  戊午（寛政10）．    横長  １冊  戊午年の模合講の受取をあらわしたもの  包紙有 一綴 
                                                            で世話人の荘左衛門が出資者である加須 
                                                            山の荘三郎に宛てたもの 
11－Ｅ－１－９  模合講銀受取通 宮崎村荘左衛門 加須山荘三郎         享和２．～文化９．   横長  １冊  模合講の10年間の世話人である荘左衛門  包紙一綴 
                                                            が決算にあたって出資者である加須山の 
                                                            荘三郎へ送ったもの 
 
11－Ｅ－１－10  覚                              辰（文化５）．11．24  一紙  １枚  福田新田水内彦五郎→倉敷花屋善左衛門 
                                                            講銀請取 
11－Ｅ－１－11  証文認候扣                          文化５．12．      一紙  １枚  辰 １．銀三貫三百文 ５人 講銀の事 
                                                            得番主善左衛門と証人復右衛門の連書あ 
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                                                            り 
11－Ｅ－１－12  宗門送り手形之事 書状二枚                  文化７．９．18     一紙  ３通  備前国児島郡味野村徳次郎の姉みやが其  包書あり 宗門送り手形の後 
                                                            地の前神町の茶屋吉衛門の妻になること  方に確認あり 
                                                            に関しての宗門送り手形等 宗門送り手 
                                                            形味野村持宝院→七太夫 書状(1) 味野 
                                                            村名主善衛門→三郎右衛門 書状(2) 武 
                                                            衛門→三郎右衛門 
11－Ｅ－１－13  宗門送手形之事                        文化12．５．      一紙  １枚  窪屋郡浜村助次郎妹わきが倉敷村浜田町  包紙あり 虫損あり 
                                                            の喜助の妻になることに関しての送り手 
                                                            形窪屋郡行願院→倉敷庄屋七太夫 
11－Ｅ－１－14  送り手形                           文化12. ５．      一紙  ３通  送り手形(1) 宗門請状の事 備中浅口郡  包紙あり 虫損はなはだし 
                                                            六条院西村円珠院→倉敷庄屋七太夫 送 
                                                            り手形(2) 浅口郡浜中村庄屋和平太→倉 
                                                            敷庄屋七太夫 書状浅口郡浜中村庄屋和 
                                                            平太→年寄廣祐 浅口郡浜口村亀太郎の 
                                                            悴梅吉が倉敷村新川町三兵衛の家内につ 
                                                            かわすことについての送り手形 
11－Ｅ－１－15  書状〔口上〕                         年未詳．正．20     一紙  １通  宮崎荘左衛門→花屋善左衛門 模合講に 
                                                            関するもの 
11－Ｅ－１－16  書状                             年未詳．正．21     一紙  １通  灘屋善太夫→宮崎屋五蔵         封紙有 
11－Ｅ－１－17  井上善左衛門様 宮崎岩太郎                  年未詳．３．17     一紙  １枚  宮碕の岩太郎が井上善左衛門に宛てた手 
                                                            紙で井上善左衛門が岩太郎の父を見舞っ 
                                                            たことへのお礼の他講銀の事あり 
11－Ｅ－１－18  書状控                            年未詳．５．19     一紙  １通  年寄五蔵→孫太夫他四人 新川平八家内 
                                                            七人 木下淡路守様御領長田村鶴右衛門 
                                                            家内に引越す件 
11－Ｅ－１－19  書状                             年未詳．８．６     一紙  １通  水江村名主左衛門尉→倉敷年寄月番三郎 
                                                            衛門 送り手形の事 
11－Ｅ－１－20   書状                             年未詳．11．30     一紙  １枚  宮崎荘左衛門→花屋善左衛門 模合講の 
                                                            こと 
11－Ｅ－１－21  書状                             年未詳．12．７     一紙  １通  宮崎荘左衛門→善左衛門 模合講のこと  封紙表書 「花屋善左衛門様 
                                                                                宮崎荘左衛門〆銀●札返添」 
11－Ｅ－１－22  書状                             年未詳．12. 26     一紙  １冊  中嶋村庄屋安原祖平次（氏定）→倉敷村 
                                                            御年寄月番五蔵 倉敷村綿屋喜兵衛より 
                                                            中嶋村治平へ銀子掛合の件内済の旨を報 
                                                            らせてきたもの 
11－Ｅ－１－23  書状 年寄月番五蔵様宛 福田新田名主周太夫          年代未詳        包紙  １枚                      包紙のみ 
11－Ｅ－１－24  覚                              年月日未詳       一紙  １枚  講銀のこと 
 
★★★１１－Ｅ－１－１～２★★★ 
11－Ｅ－２－１  送り手形壱通 宗門請状壱通 一札壱通 舟くら五郎       天明６．４．      一紙  ３通  備前国児島郡吹上村藤吉以下五人が舟倉  包紙有 「宗門手形以下三通 
                                                            又市の養子養孫になることに関しての送  舟倉又市」 
                                                            り手形他 送り手形吹上村名主与蔵→倉 
                                                            敷庄屋孫太夫 宗門請状天祥寺・養泉庵 
                                                            →倉敷庄屋孫太夫 一札 願人又市五人 
                                                            組四人→年寄月番五蔵 
11－Ｅ－２－２  宗門送手形之事                        寛政12. ２. 13     一紙  １通  新田村新町のとくが浜田町の升助に嫁入 
                                                            りする為 住所が変わるのでそれに関し 
                                                            ての送り手形 三郎左衛門→京都の千手 
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                                                            院兼皆明院へ宛てた手紙 なお後方に新 
                                                            田村の庄屋東作と町年寄の七右衛門の確 
                                                            認が付いている 
 
◇◇◇１１－Ｆ－１～４◇◇◇ 
11－Ｆ      慶応四戊辰年正月吉辰日 天鋒書類                           その他 １袋                      11-F-1～11-F-4まで１袋に在 
                                                                                中 
11－Ｆ－１    臨時買物通                          慶応３．12．      横半  ２冊  裏表紙 「壱番宮崎屋」「弐番宮崎屋」 
                                        ～慶応４．正． 
11－Ｆ－２－１  〔祝儀簿〕                          年月日未詳・（正月前後）横長  ２冊  鏡餅・御神酒・酒切手・扇子など     11-F-2-1～11-F-2-3同包 
11－Ｆ－２－２  太物之御通                          卯秋．         横半  １冊  満寿屋久助→宮崎屋           11-F-2-1～11-F-2-3同包のう 
                                                                                ち２・３ひとくくり 
11－Ｆ－２－３  〔祝儀簿〕                          年月日未詳       横長  １冊  扇子料 
                                                    一紙  ２枚 
11－Ｆ－３    〔代金支払書上下書〕（断簡）                 年月日未詳       折紙  ２枚 
11－Ｆ－４    証書（包紙のみ）                       年月日未詳       一紙  １枚  西組江崎弥平 
 
◇◇◇１１－Ｇ－１・２◇◇◇ 
★★★１１－Ｇ－１－１～１８★★★ 
11－Ｇ－１    先代不将証文入                        寛政２．２．      袋   １袋  先代不将証文入此分江戸出訴二及候分と  11-G-1-1～11-G-1-18 まで１ 
                                                            被存候 寛政二庚戌二改（裏書）     袋に在中 
11－Ｇ－１－１  壱年切売渡し申田地之事                    延享２．12．25     一紙  １通  箕嶋村夫兵衛→宮崎屋安兵衛 奥書大橋  内容書の付箋あり 
                                                            文左衛門  前新田七畝拾五歩を銀六百 
                                                            三拾壱匁六分で卯年暮までに返済のこと 
11－Ｇ－１－２  壱年切売渡シ申田地之事                    延享３．３．25     一紙  １枚  箕嶋売主甚七他３名→宮崎屋安兵衛 奥  内容に関するふせん有 
                                                            書「大橋文左衛門」 
11－Ｇ－１－３  壱年切売渡申候田地之事                    延享３．12. 24      一紙  １通  箕嶋売主久石衛門ほか３名→宮崎屋安兵  内容に関する付箋あり こよ 
                                                            衛 箕嶋浜後平シ田三畝（高五升四分）  りで一括 
                                                            を銀百九拾八匁四分で卯年の暮まで一年 
                                                            切売渡し 奥書「大橋文左衛門」 
11－Ｇ－１－４  壱年切売渡し申田地之事                    延享３．12．24     一紙  １通  箕嶋村売主八助以下４名→宮崎屋安兵衛  こよりで一括 
                                                            奥書「大橋文左衛門」 御蔵入田弐畝五 
                                                            歩・高三斗六升八合５分 御給方畑三畝 
                                                            弐拾歩・高弐斗九升三合四分を銀四百六 
                                                            拾匁七歩で卯の暮までに返済のこと 
11－Ｇ－１－５  壱年切売渡申田地之事                     延享３．12．25     一紙  １通  箕嶋村庄屋八助以下３名→宮崎屋安兵衛  こよりで一括 
                                                            殿 奥書「大橋文左衛門」 前新田八畝 
                                                            弐拾六歩を銀三百八拾壱匁三歩で卯暮ま 
                                                            でに返済のこと 
11－Ｇ－１－６  壱年切売渡申田地手形之事                   延享３．12．      一紙  １枚  箕嶋村売主治兵衛他２名→宮崎屋安兵衛  内容に関するふせん有 
                                                            奥書「庄屋大橋文左衛門」 
11－Ｇ－１－７  借用申流手形之事                       延享４．11. 16     一紙  １枚  妹尾借用主茶屋五兵衛・証人箕嶋村市郎 
                                                            兵衛・同村年寄兵左衛門→宮崎屋安兵衛 
                                                            奥書「庄屋大橋文左衛門」 
11－Ｇ－１－８－１書状写                            年未詳（寛延元）．   一紙  １枚  福田儀左衛門→井上安兵衛 山田文蔵へ 
                                        11．26                 貸した銀の延引について 
11－Ｇ－１－８－２預り申銀子之事                        寛延元．11．      一紙  １枚  預り主山田村庄屋茂右衛門・請負人久代 
                                                            村儀左衛門・山田村肝●甚四郎他１名・ 
                                                            同取次三郎介→倉敷宮崎屋安兵衛 銀壱 
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                                                            貫八百目 
11－Ｇ－１－９  預り申銀子之事                        寛延２．11．24     一紙  １通  加次山村庄屋尾崎傳右衛門ほか２名→倉  貼紙表にあり 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 銀子八貫弐百六拾目を 
                                                            午年10月中に加治山村・亀山村・高沼村 
                                                            の年貢米百八拾石により返済 
11－Ｇ－１－10－１壱ヶ年切売渡シ申田畑之事                   寛延元．12．      一紙  １通  妹尾五兵衛ほか１名→宮崎屋安兵衛 田  ひもで一括 貼紙表にあり 
                                                            三畝・畑田八畝拾五歩・新田四畝・新田 
                                                            六畝拾歩・新田壱反六畝弐拾五歩を三貫 
                                                            目で已の年10月中まで売渡 奥書「大橋 
                                                            文左衛門」 
11－Ｇ－１－10－２妹尾村茶屋五兵衛分所持内田地畝高書抜 覚           巳．４．        一紙  １通                      こよりで一括 
11－Ｇ－１－10－３覚                              年月日未詳       一紙  １通  妹尾村に五兵衛所有の加地子合計書き上  こよりで一括 
                                                            げ 
11－Ｇ－１－11  壱年切売渡申田地之事                     寛延２．11．      一紙  １通  売主沖新田喜左衛門→宮崎屋安兵衛殿   貼紙表紙に有 
                                                            田畑拾町六反拾五歩・年貢三拾五石六升 
                                                            五分を銀拾六貫百六拾六匁で午の十月廿 
                                                            六日切で返済のこと 覚（質物下作手形） 
                                                            売主沖新田喜左衛門以下４名→宮崎屋安 
                                                            兵衛殿 奥書「沖新田村年寄嘉右衛門」 
11－Ｇ－１－12  壱ヶ年切売渡申田地之事                    寛延２．11．      一紙  １通  二日市村常右衛門ほか２名→宮崎屋安兵  貼紙表にあり 
                                                            衛 田弐町八反九歩（高弐拾六石壱斗四 
                                                            升五分）を銀拾壱貫八百目で午の10月ま 
                                                            で一年切売渡 奥書「亀山村庄屋九郎右 
                                                            衛門」覚（質物下作手形）奥書「亀山村 
                                                            年寄助郎 
11－Ｇ－１－13  預り申銀子之事                        寛延２．11．      一紙  １通  加冶山村庄屋尾崎傳右衛門ほか２名→宮  貼紙表にあり 
                                                            崎屋安兵衛 銀子七貫六百七拾目を午年 
                                                            十月中に加治山村・亀山村・高沼村の年 
                                                            貢米百五拾石より返済 
11－Ｇ－１－14  壱年限ニ売渡申田地之●                    寛延２．11.       一紙  １通  田畑売主高沼村治右衛門以下３名→宛名  貼紙表にあり 
                                                            なし （田畑二町四反三畝廿五歩を銀拾 
                                                            壱貫八百匁で午の10月25日まで一年限で 
                                                            売渡し 奥書「亀山村庄屋九郎右衛門」 
                                                            覚（質物下作手形） 奥書「亀山村年寄 
                                                            弁九郎」 
11－Ｇ－１－15  銀三貫目                                       包紙  １枚                      11-G-1-15-1 ～11-G-1-15-18 
                                                                                在中 
11－Ｇ－１－15－１借用申銀子之事                        寛延３．正．      一紙  １枚  借主備中国後月郡東江原村庄屋武左衛門  包紙２有 
                                                            他３名→倉敷郡屋清兵衛取次銀壱貫目  

奥書「千種清右衛門手代高城理助三嶋専茂」 
11－Ｇ－１－15－２借用申銀子之事                        寛延３．２．      一紙  １通  借主備中国後月郡東江原村庄屋利右衛門 
                                                            他２名→倉敷郡屋請兵衛殿 銀壱貫目   包紙２有 
                                                            奥書「千種清右衛門手代高城利理助 三 
                                                            嶋専茂」 
11－Ｇ－１－15－３借用申銀子之事                        寛延３．２．      一紙  １通  借り主備中国後月郡門田村庄屋兵右衛門  包紙２有 
                                                            その他２名→郡屋請兵衛取次 銀壱貫目 
                                                            奥書「千種請右衛門手代高城理助その他 
                                                            １名」 
11－Ｇ－１－15－４預り申銀子之事                        寛延３．２．13     一紙  １枚  銀預り主郡屋清兵衛→宮崎屋安兵衛 銀  １～３の取次 包紙２有 
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                                                            三貫目 
11－Ｇ－１－15－５妹尾村茶屋五兵衛持地内                    己．４．        一紙  １通  茶屋五兵衛所持田書き上げ        包紙２有 
11－Ｇ－１－16  壱年切売渡申田地之事                     寛延２．11．      一紙  １通  沖新田槇右衛門ほか７名→宮崎屋安兵衛  貼紙表にあり 
                                                            田地畝合拾弐町三反弐畝弐歩（年貢合三 
                                                            拾八石壱斗九升一合）を銀弐拾三貫六百 
                                                            目で来年10月26日まで一年切で売渡し 
                                                            奥書「沖新田庄屋為右衛門」 覚（質物 
                                                            下作手形） 奥書「沖新田年寄嘉右衛門」 
11－Ｇ－１－17  〔借銀返済書上〕                       年月日未詳       横長  １枚  新賀村以下八村 
11－Ｇ－１－18  戸川助治郎様御領分掛り合本証文 宮崎屋安兵衛         年月日未詳       袋   １袋 
 
★★★１１－Ｇ－２－１～２８★★★ 
11－Ｇ－２    先代不将証文入                        寛政２．２．改．    袋   １袋                      11-G-2-1～11-G-2-2まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｇ－２－１  為替手形之事                         寛保３．12．21     一紙  ２通  12月21日合銀四百目受取一通 12月26日  ２通一括 ２通それぞれ封紙 
                                           ～12．26             合銀百目受取一通 浜屋長右衛門・舟頭  こより有 
                                                            新平→宮崎屋安兵衛 
11－Ｇ－２－２  預り申銀子之事                        延享４．12．      一紙  １通  野村岡右衛門→宮崎屋安兵衛 銀七百目  封紙あり 
                                                            辰の10月まで預り 
11－Ｇ－２－３  借用申村仲間銀之事                      宝暦元．12．      一紙  １通  吉岡村名主笹沖村源兵衛（印）・同村五  封紙あり 
                                                            人組頭文治郎（印）・同村判頭佐七郎（ 
                                                            印）他６人 未年村入用銀150 目請取 
11－Ｇ－２－４  預り申銀子之事                        宝暦２．７．29     一紙  １通  はりまや安右衛門・かりや忠次郎→宮崎  封紙あり 
                                                            屋三郎右衛門 銀壱貫目（但米弐拾石代） 
                                                            を10月29日切に借りうける 
11－Ｇ－２－５  預り申銀子之事                        宝暦２．11．25     一紙  １通  塩田屋七郎右衛門・高松屋久兵衛→宮崎  封紙あり（申ノ十二月十日の 
                                                            屋三郎右衛門 銀五百目と利息壱割八歩  記述あり 
                                                            を酉の11月25日切に借り受け 
11－Ｇ－２－６  借用申村仲間銀之事                      宝暦２．12．      一紙  １通  吉岡村庄屋弥兵衛以下８名→宮崎屋安兵  包紙有 
                                                            衛 銀五百目 
11－Ｇ－２－７  預り申銀子之事                        宝暦20．12．      一紙  １通  預り主はりまや安右衛門・かりや請人忠  封紙あり はりまや安右衛門 
                                                            次郎→宮崎屋三郎右衛門 銀壱貫目を酉  →かりや忠次郎殿（中と宛名 
                                                            の三月晦日切に預かる          が異なる） 
11－Ｇ－２－８  預申銭之事                          宝暦３．７．      一紙  １通  銭94貫５00文預りのこと 預り主栗原屋  封紙あり 
                                                            佐兵衛（印）他１人→宮崎屋安兵衛 
11－Ｇ－２－９  覚                              宝暦４．３．５     一紙  １通  吉岡村名主借主孫兵衛（印）他２名→宮  封紙あり 
                                                            崎屋安兵衛 銀１00目（利銀16匁６歩６ 
                                                            厘）請取 
11－Ｇ－２－10  借用申仲間銀事                        宝暦４．12．      一紙  １通  吉岡村名主笹沖村孫兵衛・同村五人組頭  封紙・こより有 
                                                            文次郎・同村証人清右衛門→倉敷宮崎や 
                                                            安兵衛 合銀百目村入用とする 
11－Ｇ－２－11  借用申村仲間銀事                       宝暦元．12．      一紙  １枚  吉岡村名主笹沖村孫兵衛→倉敷村宮崎屋  包紙有 
                                                            三郎右衛門 
11－Ｇ－２－12  〔室屋与重郎 預り証文〕                   宝暦７．11．24     一紙  ２通  「預申銭之事」宝暦七年丑十一月廿四日  包紙あり（２通一括） 
                                        ～とら．12．19             室屋与重郎→宮崎屋安兵衛 １通 「預 
                                                            申銀之事」とら十二月十九日室屋与重郎 
                                                            →宮崎屋安兵衛 １通 
11－Ｇ－２－13  預申銀之事                          宝暦９．11．５     一紙  １枚  室屋与十郎→宮崎屋安兵衛 備中倉敷前  包紙有 
                                                            上町室屋の印有 
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11－Ｇ－２－14  一札之事〔年貢代銀未納について〕               宝暦10．４．      一紙  １枚  黒崎村利八→倉敷宮崎屋安兵衛      包紙有 
11－Ｇ－２－15  一札（年貢未納について）                   宝暦11. 正．18     一紙  １通  借主浜屋甚四郎他３名→宮崎屋安兵衛殿  包紙有 
11－Ｇ－２－16   米預り一札                          辛巳（宝暦11）．12．14 一紙  １通  高沼村太郎右衛門→宮崎屋安兵衛殿    包紙「己十二月米拾五斗預り 
                                                                                高沼たら右衛門」あり 
11－Ｇ－２－17   覚〔御用銀割紙書面情取〕                   宝暦12．４．      一紙  １枚  窪屋郡浜村小子位村庄屋弥一兵衛→倉敷  包紙有 
                                                            宮崎屋安兵衛 
11－Ｇ－２－18  預申銭之事                          宝暦12．７．11     一紙  １通  瀬尾屋茂右衛門→宮崎屋安兵衛 七拾五  封紙あり こよりあり 
                                                            升銭弐百目 
11－Ｇ－２－19  覚                              壬午（宝暦12）．12．７ 一紙  ２通  高沼村太郎右衛門→宮崎屋安兵衛（六代） 封紙にて一括 
                                                            米28斗預りの覚 一通 米９石５斗９合 
                                                            預りの覚 １通 
11－Ｇ－２－20  借用申銀子之事                        寛延４．７．      一紙  １通  預り主久代村茂一右衛門 取次同村平右 
                                                            衛門 倉敷宮崎屋安兵衛宛 
11－Ｇ－２－21  預り申銀子之事                        寛延２．12．28     一紙  １通  高沼村治右衛門→宮崎屋安兵衛 銀七百  封紙有 
                                                            廿九匁を来年三月切りで預かる 
11－Ｇ－２－22  覚                                卯．12．10     一紙  １通  福島村市右衛門（印）・口入庄屋佐市郎  封紙有 
                                                            （印）→倉敷村宮崎屋安兵衛 銀３貫26 
                                                            匁６分請取 当村分田畑株切７町２反25 
                                                            歩代銀４貫目のうち 
11－Ｇ－２－23  〔井上安兵衛宛西山定吉書状〕                   辰．10．20     一紙  １通  銀子３貫 500目入用に付お届のこと 
11－Ｇ－２－24  覚                                午．10．25     一紙  １通  大島村名主彦三郎→倉敷宮崎屋安兵衛   包紙有 
                                                            借銀受取返済について 
11－Ｇ－２－25  借用手形之事                           申．７．13     一紙  １通  庄屋五兵衛以下六名→宮崎屋三郎右衛門 
                                                            殿 銀五百八拾目 
11－Ｇ－２－26  〔借銀関係書類〕                         酉．正．14     一紙  ３通  庄屋又兵衛→宮崎屋安兵衛 借銀証文１  包紙表紙「酉正月銀三百貫目 
                                                            通 借銀についての書状２通       庄や又兵衛」 端裏書「宗十 
                                                                                郎様 又兵衛用事入」有 
11－Ｇ－２－27  覚（銀子請取について）                    年月日未詳       一紙  １通  安兵衛宛 銀二百五拾八匁五歩 
11－Ｇ－２－28  〔銀子借用依頼〕                       年未詳．７．10     一紙  １通  門三郎→安兵衛 
 
◇◇◇１１－Ｈ－１～４◇◇◇ 
★★★１１－Ｈ－１－１～５★★★ 
11－Ｈ－１    戻証文・内用返書入                      年月日未詳       袋   １袋  新右衛門                11-H-1-1～11-H-1-5まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｈ－１－１  〔戻り借用証文〕                       慶応４．～明治５．   一紙  ７通  井上亮三→大橋平蔵(300両）華屋新右衛 
                                                            門→観龍寺御隠居（10両）華屋新右衛門 
                                                            →早島塩津村伝右衛門(100両) 井上亮三 
                                                            →大橋平右衛門（1300両）など 
11－Ｈ－１－２  〔書状・覚〕                         年月日未詳       一紙  30通 
11－Ｈ－１－３  宝暦十御年貢米銀請取通之事                  宝暦10．12．29     一紙  １通  年寄与一右衛門他５名→花屋善右衛門 
11－Ｈ－１－４  以書付御届申候                        天明６．４．      一紙  １通  困窮のため教善寺にて世話中の又助・み  封紙有 虫損大 
                                                            よ姉弟のうち又助二日市村小八養子に参 
                                                            申につきみよを当寺家内引請のこと 教 
                                                            善寺→庄屋孫太夫年寄中 
11－Ｈ－１－５  差出申一札之事                        天明６．４．      一紙  １通  窪屋郡古市村小八郎養子に参申度 願人  封紙有 
                                                            又介→年寄月番五蔵 
 
★★★１１－Ｈ－２－１・２★★★ 
11－Ｈ－２    万延元庚申十一月 戻り証文并ニ書類入             万延元．        袋   １袋                      11-H-2-1～11-H-2-2まで１袋 
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                                                                                に在中 
11－Ｈ－２－１  〔戻り借用証文〕                       嘉永～万延．      一紙  29通  宮崎屋→児島屋庄左衛門・下倉屋巳之助 
                                                            庄屋助右衛門・本栄寺・八浜屋弥三郎・ 
                                                            角屋忠兵衛・林お久・徳田武右衛門・観 
                                                            龍寺など 
11－Ｈ－２－２  〔覚・書状など〕                       （万延元）．      一紙  36通 
 
★★★１１－Ｈ－３－１・２★★★ 
11－Ｈ－３    戻り証文入 請取并ニ書類入                  文久元．８．      袋   １袋  証文・覚等内封             11-H-3-1～11-H-3-2まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｈ－３－１  〔戻り借用証文〕                       嘉永～文久元．     一紙  34通  宮崎屋信蔵→児島屋助右衛門・安江、茂 
                                                            三郎 宮崎屋信蔵→元右衛門 宮崎屋信 
                                                            蔵→成羽屋与三右衛門 等々  
11－Ｈ－３－２  〔書状・覚等〕                        （文久元）．      一紙  22通  →井上様 書状及び借用金請取状 
 
★★★１１－Ｈ－４－１～３★★★ 
11－Ｈ－４    請取并書類入外戻り証文入                   文久２～文久３．    袋   １袋                      11-H-4-1～11-H-4-3まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｈ－４－１  〔戻り借用証文〕                       万延～元治．      一紙  25通  宮崎屋信蔵・華屋新右衛門→島田屋常七 
                                                            ・太田屋お礼・吉井屋唯介・加須山村庄 
                                                            屋亀五郎・奈良屋伊之丞・植田助右衛門 
                                                            など 
11－Ｈ－４－２  〔書状・覚など〕                       （文久）            12通  井上新右衛門宛など 
11－Ｈ－４－３  銅山議定書之事                        嘉永２．11．      一紙  １通  願人三宅譲謙→井上三郎右衛門 賀陽郡 
                                                            山上村字金谷古銅山について 
 
◇◇◇１１－Ｉ－１・２◇◇◇ 
★★★１１－Ｉ－１－１～５★★★ 
11－Ｉ－１    古証文入并書類                        文久２．８．      袋   １袋                      11-I-1-1～11-I-1-5まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｉ－１－１  〔東油屋関係証書類〕                     庚寅（天保元）．11．12 一紙  ２通  借用証文１通（油屋徳助他１名→宮崎屋  袋有 
                                        ～天保７．６．             三郎右衛門銀11貫目） 書状１通 
11－Ｉ－１－２  〔油屋関係証書類〕                      天保11．６．８     一紙  11通  借用証書３通（銀３貫目油屋嘉兵衛→宮  ひもで一括 
                                                            崎屋三郎右衛門） 書状、覚など８通 
11－Ｉ－１－３  〔油屋関係証書類〕                      天保13．11．      一紙  16通  借用証書５通（金五十両 油屋伊八郎→  帳面虫損有 袋有「油屋書類 
                                                            宮崎屋三郎右衛門）「元波屋算用書」帳  入」 
                                                            面１冊 その他（書状・覚など）10通 
11－Ｉ－１－４  〔植田家関係証書類〕                     天保．         一紙  43通  借用証書３通（借用主宮崎屋三郎右衛門  袋有 植田書類入 
                                                            →植田又右衛門） 覚・書状など39通 
                                                            覚１冊 
11－Ｉ－１－５  〔俵屋関係証書類〕                      天保６．３．      一紙  17通  質地相渡借用証文之事（水夫屋敷１ヶ所  袋有上書「俵屋書類入」 
                                                            銀１貫目 俵屋俊蔵他２名→宮崎屋三郎 
                                                            右衛門）ほか書状・覚など 
 
★★★１１－Ｉ－２－１・２★★★ 
11－Ｉ－２    古証文入并書類                        文久２．８．      袋   １袋                      11-I-2-1～11-I-2-2まで１袋 
                                                                                に在中 
11－Ｉ－２－１  〔借用証文〕                         延享～安政．      一紙  48通  帯江役所→宮崎屋安兵衛 太法院→井上 
                                                            三右衛門 高沼村栄次郎→升屋久助 小 
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                                                            西屋磯右衛門→宮崎屋安右衛門など 
11－Ｉ－２－２  児島郡取替銀書類                       （文政７）．      一紙  11通  印状写（児島後三郎→水江左忠太・平田  袋有 
                                                            村伊左衛門 奥書「大庄屋本田村難波伝 
                                                            左衛門・同水江村岡本左忠太→倉敷村井 
                                                            上三郎右衛門」）１通 外10通 
 
◇◇◇１１－Ｊ－１◇◇◇ 
11－Ｊ－１    〔井筒屋伊左衛門・高沢次右衛門掛合一件書類〕         安永８．６．      一紙  12通  井上五蔵宛西山次右衛門書状４通 倉敷  包紙有「井筒屋伊左衛門よ 
                                                            惣左衛門宛亀山庄屋伊右衛門書状１通   り高沢次右衛門掛合取扱書 
                                                            （包紙有） 井上宛水沢書状１通 （井  類入」 その上に「請取類 
                                                            上）五蔵宛惣左衛門書状１通 元利計算  数々 」の帯 
                                                            覚４通 他書状２通 
 
◇◇◇１１－Ｋ－１～４◇◇◇ 
11－Ｋ－１    〔水江村田地払之節書類〕                   文化12．11．      一紙  ７通  水江村万作質入証文・小作証文２通（１  ７通一括 
                                        ～文化13．閏８．            包） 水江村田地請渡の定について 井 
                                                            上広助→原右馬之丞宛 田地売渡証文 
                                                            原右馬之丞→井上広助宛書状など５通 
11－Ｋ－２    〔預り証文〕                         嘉永５．10．13     一紙  ９通  宮崎屋安兵衛→本栄寺・新田与七・新田  覚書付１点有 １包紙に２通 
                                        ～安政６．３．２            岩松・和泉屋藤右衛門・児嶋屋助右衛門  が１点 
                                                            など 
11－Ｋ－３    〔借用証文〕                         安政４．11．28     一紙  15通  宮崎屋安兵衛→成羽屋与三右衛門・角屋  棒引２点有 口上書付１点有 
                                        ～安政４．12．             忠兵衛・児嶋屋与兵衛・植田武右衛門・ 
                                                            水沢三保太郎など 
11－Ｋ－４    〔覚書〕（宮崎屋宛利足金請取覚書など）             戊午．11月～12月   一紙  15通  黒瀬与三右衛門→井上三郎右衛門宛２通  15通一括 
                                                            本栄寺→井上安兵衛宛２通 植田紋四郎  包紙のみ２枚 
                                                            →井上安兵衛宛３通 助右衛門→安兵衛 
                                                            宛など８通 
 
◇◇◇１１－Ｌ－１～１０◇◇◇ 
11－Ｌ      文久三癸亥歳 東屋敷普請書類                 文久３．        袋   １袋                      11-L-1～11-L-10 まで１袋に 
                                                                                在中 
11－Ｌ－１    見積り書（家普請の見積り）                  亥（文久３）．９．12  横長  １冊 
11－Ｌ－２    〔屋敷普請見積書〕                      亥．10．        横長  １冊  左官清蔵→宮崎屋様 
11－Ｌ－３    おぼへ見積り書（屋敷普請請求）                亥（文久３）．10．   一紙  １通  大工石蔵→宮崎屋様 
11－Ｌ－４    宮能屋直し見積り書                      亥（文久３）．11．   一紙  １通  左官清蔵→宮崎屋様 
11－Ｌ－５    覚（屋敷普請の請求）                     亥（文久３）．12．   一紙  １通  広江屋石蔵→宮崎屋様 
11－Ｌ－６    覚（屋敷普請請求）                      亥（文久３）．12．   一紙  １通  宮崎屋宛 
11－Ｌ－７    覚（屋敷普請受け取り）                    子．７．        横長  １冊  大工石蔵→宮崎屋様 
11－Ｌ－８    おぼえ（矢かす取・木札代請求）                子（文久４）．７．   一紙  １通  大工石蔵→花屋様 
11－Ｌ－９    覚（屋敷普請の受け取り）                   子（文久４）．12．   横長  １冊  大工石蔵→宮崎屋様 
11－Ｌ－10    〔屋敷普請関係覚類〕                     年月日未詳       一紙  ６枚  見積り書１通 請求書４通 横半帳の断 
                                                            簡（大工・左官の手間賃の覚）１枚 
 
◇◇◇１１－Ｍ－１◇◇◇ 
11－Ｍ－１    頼母子講請取入                        年月日未詳           68通  宮崎屋（安兵衛・三郎右衛門）宛 銀子 
                                                            受取証・借用証文他 
 
◇◇◇１１－Ｎ－１～７◇◇◇ 
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11－Ｎ      善三郎引受書類                                    包紙  １枚                      11-N-1～11-N-7在中 
11－Ｎ－１    〔井上延蔵宛書状〕                      年月日未詳       一紙  ２通  太法院より１通 不明（３枚１組）１通 
11－Ｎ－２    〔三郎右衛門宛書状〕                     年月日未詳       一紙      小原廣蔵より18通 亀山徳作より１通 
                                                            亀山峰二郎より２通 
11－Ｎ－３    〔広輔宛書状〕                                    一紙  ４通  惣左衛門より１通 三蔵より２通 宮崎 
                                                            村荘屋岩太郎より１通 倉敷村御年寄月 
                                                            番広輔宛 
11－Ｎ－４    〔吉田可平宛文書〕                      壬．正．15       一紙  ２通  15日亀山好太郎・蔵山安之助より町内之 
                                        壬．正．23               事 23日亀山好太郎・蔵山五郎助より町 
                                                            内之事 
11－Ｎ－５    〔鳥越左衛門より井上信蔵・井上新右衛門宛書状〕        年未詳．８．17     一紙  １通  寅蔵死去おくやみ 
11－Ｎ－６    〔井上宛書状〕                        年月日未詳       一紙  ３通  廣蔵より１通 元柳屋より１通 
11－Ｎ－７    〔覚・断簡〕                         年月日未詳       一紙  ８枚  賀陽郡内寺名書上 勝手入用書上他 
 
◇◇◇１１－Ｏ－１～１７◇◇◇ 
11－Ｏ      諸々 年始状入 伊能宗恵                    年月日未詳       袋   １袋                      11-O-1～11-O-17 まで１袋に 
                                                                                在中 
11－Ｏ－１    〔八蔵養子に関する書状〕                   寛政10．９．14     一紙  ４通  ９月15日付倉敷御役人中宛家ノ浦年寄善  封紙にて４通一括 さらに送 
                                           ～９．15             兵衛他１人書状 当村半左衛門悴八蔵   り手形・宗門手形は中で封紙 
                                                            御地舟蔵町三九郎養子になること ９月  で一括 
                                                            15日付三左衛門宛家浦年寄善兵衛書状 
                                                            送り手形之事１通寛政10．９小豆島之内 
                                                            農嶋家之浦村年寄善兵衛 宗門手形之事 
                                                            １通寛政10．９．14家之浦村真言宗明光 
                                                            寺→備中窪屋郡倉敷孫太夫年寄 
11－Ｏ－２    乍恐以書付御歎奉申上候                    嘉永４．12．      縦   ３枚  窪屋郡倉敷村百姓三郎右衛門→倉敷御役 
                                                        １綴  所 難渋至極に付 出銀願い 右村へ人 
                                                            惣代庄屋文平・年寄光右衛門の奥書あり 
11－Ｏ－３    覚                              丙寅．５．20      一紙  ５通  大橋秀太郎→御月番新右衛門 金34両２  ５通ひもで一括 
                                          ～５．23              歩60匁米４石８斗の代金として請取のこ 
                                                            となど米代金受取の覚他４通 
11－Ｏ－４    〔井上広輔宛書状〕                      寅．極．        一紙  １通  長原庄屋遂祐→倉敷年寄廣輔 干鰯代拝 
                                                            借の事 
11－Ｏ－５    覚                              辰．２．～戌．正．   一紙   23通  俵屋宛請取覚８通（わきさし代ナド請取） 断簡12枚を含む 35通ひもで 
                                                        12枚  早島油屋宛覚２通 早島篠屋宛１通 早  一括 
                                                        （断簡）島若葉屋宛覚１通ナド 
11－Ｏ－６    〔井上安兵衛宛書状〕                     年未詳．正．12     一紙  １通  手本が出来たので御届の事 源太左衛門 
                                                            →井上安兵衛 
11－Ｏ－７    〔井上信蔵冬太郎宛浅豊隆彦書状〕               年未詳．正．      一紙  １通  年始あいさつ 御年賀おとどけのこと 
11－Ｏ－８    覚                              年未詳．２．７     一紙  ４通  ２月７日付広祐→惣左衛門他４人 ５人 
                                           ～11．９             の引請・差帰の願出の覚 ４月15日付月 
                                                            番三郎右衛門→七大夫他３人 ３人の引 
                                                            請の願出の覚 ５月11日付月番広祐→七 
                                                            大夫他３人 ５人の引請・差遣の願出の 
                                                            覚 11月９日付広輔→七大夫他３人 ２ 
                                                            人の引請の願出之覚 
11－Ｏ－９    （倉敷御年寄三左衛門宛沖村惣代民右衛門）書状断簡       年未詳．２．13     一紙  １枚  断簡（のりあとあり 前欠） 
11－Ｏ－10    〔玉泉寺宛小原慶雲書状〕                   年未詳．３．16     一紙  ２通  金子たしかにうけとりのこと 覚 物入  封紙あり 覚１綴あり 
                                                            対状たしかに入手のこと 
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11－Ｏ－11    〔井上安兵衛 信蔵他宛書状〕                 年未詳．４．２ 
                                           ～７．20     一紙  27通  信蔵婚礼についての祝言 一通正月五日  こより有  27通一括 
                                                            年始状有 高戸伊兵衛→井上信蔵・御同 
                                                            新右衛門 
11－Ｏ－12    〔井上安兵衛・信蔵宛高戸吉平書状〕              年未詳．４．５     一紙  １通  婚礼おいわい              虫損 
11－Ｏ－13    〔井上三郎右衛門宛書状〕                   年未詳．４．10     一紙  ３通  小原慶雲→備中倉敷井上三郎右衛門（封 
                                           ～11．21             紙あり）他２通 
11－Ｏ－14    〔井上秀蔵宛書状〕                      年未詳．５．17     一紙  ５通  源太左衛門差出 古今序手本延引のこと 
                                           ～11．10             書状など他４通 
11－Ｏ－15    〔井上信蔵宛源太左衛門書状〕                 年未詳．閏５．14    一紙  １通  留守中のお礼に付お伺いしたきこと 
11－Ｏ－16     〔諸君宛侭近書状〕                      年月未詳．９      一紙  １通  今日より墨にては加筆相成候間お断のこ 
                                                            と 
11－Ｏ－17    覚                              年月日未詳       一紙  １通  絹地立物代書上 絹地立物千種様御替此 
                                                            分200 疋など 
 
◇◇◇１１－Ｐ－１９－１◇◇◇ 
11－Ｐ－19－１  書状数通                           年月日未詳       一紙  36通  与一兵衛・宝将寺・大幻他→井上安兵衛  包紙あり 
                                                            (26) 山本屋与佐衛門→井上与一兵衛(1) 
                                                            はし→井上与一兵衛・おたみ(1) 不明→ 
 
◇◇◇１１－Ｑ－１・２◇◇◇ 
★★★１１－Ｑ－１－１～１１★★★ 
11－Ｑ－１－１  〔井上宛書状一括〕                      年月日未詳       一紙  19通  亀山峰三郎→井上三郎右衛門宛祝状等19 
                                                            通 
11－Ｑ－１－２  宗門送手形之事                        寛政８．２．      一紙  １通  窪屋郡帯江村駕龍寺→窪屋郡倉敷庄屋孫 
                                                            太夫・同年寄中 備中窪屋郡帯江有城村 
                                                            久右衛門の娘なつが新田屋一兵衛悴徳次 
                                                            郎の妻になる 奥書「窪屋郡有城村庄屋 
                                                            猪之七」 
11－Ｑ－１－３  宗門送手形之事                        天保６．11．      一紙  ２通  備中浅口郡六条院中村明王院無住ニ付代  倉敷御年寄栄之介宛本庄村名 
                                                            判鴨方村浄光寺→備中窪屋郡倉敷庄屋水  主五郎右衛門書状同封 
                                                            澤常太郎・同植田武右衛門・年寄中 倉 
                                                            敷村東町帯江屋武吉の妻に備中浅口郡本 
                                                            庄村名主虎四郎の妹なつがなる 奥書「 
                                                            備中国浅口郡本庄村名主五郎右衛門」 
11－Ｑ－１－４  覚〔村方妻引請・家内引請などにつき相談の事〕         年未詳．２．４     一紙  １通  月番広輔→七太夫他四名 
11－Ｑ－１－５  覚〔村方妻引請・家内引請等について相談の事〕         年未詳．５．13     横長  １通  広輔→七太夫他４名 
11－Ｑ－１－６  人足諸払帳                          年未詳．３．９     横長  １冊 
11－Ｑ－１－７  〔祝儀品献立案内書上〕                    年月日未詳       一紙  ３通  （婚礼）祝儀品・献立表・案内 
11－Ｑ－１－８  茶事会記                           年月未詳．７      一紙  １通 
11－Ｑ－１－９  役帳〔断簡〕                         年月日未詳       横長  １枚  うをや長十郎ほか25名人名書上げ     人名上に丸印有２枚目以降欠 
11－Ｑ－１－10  添新田村年貢請取通〔断簡〕                  文政元．        一紙  １通                      後欠 
11－Ｑ－１－11  〔人名書上断簡〕                       年月日未詳       一紙  ２枚  音・音見・音カ・カ・カイ・イカ等の記 
                                                            述あり 
 
★★★１１－Ｑ－２－１～４★★★ 
11－Ｑ－２－１  〔宗門手形送り状〕                      年月日未詳           ６通                      11-Q-2-1～11-Q-2-4まで一括 
                                                                                （包紙有） 
11－Ｑ－２－２  その他                            年月日未詳           ５通  （借家願）天明６年７月 広島屋松之丞 
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                                                            →倉敷年寄五蔵、（湯殿など新築）８月 
                                                            ２枚、覚（宗門引請）４月13日 月番五 
                                                            蔵→孫太夫６人、二日市南田新田田地書 
                                                            類 
11－Ｑ－２－３  〔書状〕                           年月日未詳           14通  井上三右衛門宛 小原慶雲書状他 
11－Ｑ－２－４  覚                              年月日未詳       一紙  24枚  井上→小原様 甲子11月11日他      虫損あり 
 
★★★１１－Ｑ－３－１～３０★★★ 
11－Ｑ－３－１  酒造当時造株并諸道具一切醤油道具共売渡申一札之事       寛政５．11．      一紙  １通  元株高25石天明８年三分一造により８石  封紙・袋有上書「酒造書類」 
                                                            ３斗余 道具代銀４貫目 売主宝屋与兵  11-Q-3-1～11-Q-3-2まで１袋 
                                                            衛他２名→宮崎屋五蔵          に在中 
11－Ｑ－３－２  酒造元株并造り株諸道具五ヶ年内借用証文事           文化元．11．      一紙  １通  借用人大黒屋卯兵衛→三郎左衛門 元株、 封紙有 
                                                            造り株、諸道具の五ヶ年借用 
11－Ｑ－３－３  差上申一札事                         天明８．12．      一紙  １通  稼人与兵衛→菅谷弥五郎様御手代太田友 
                                                            蔵殿 酒造に付入用諸道具類注進 
11－Ｑ－３－４  〔酒造高請文〕                        天明８．        一紙  ３通  酒造高2/3 を相止めて休桶とする 差出 
                                                            人備中窪屋郡倉敷村稼人与兵衛 
11－Ｑ－３－５  〔三分之一酒造請証文〕                    寛政３．正．      一紙  ３枚  備中国窪屋郡倉敷村酒造人与兵衛→野口 
                                                            辰之助様御手代 沢田準介殿 野路宰介 
                                                            殿 
11－Ｑ－３－６  覚（酒造関係）                        寛政６．11．      一紙  １枚 
11－Ｑ－３－７  覚（酒造制限により酒桶極印のこと）              寛政６．11．      一紙  １通  倉敷村酒造人与兵衛→野口辰之助様御手 
                                                            代勝部三五兵衛殿 小林平六殿 
11－Ｑ－３－８  以書付御届申上候                       寛政12．４．      一紙  １枚  宝屋与兵衛→年寄中 
11－Ｑ－３－９  筆付御届申上候（貸していた酒造株が返って来た届）       寛政12. 閏４．     一紙  １通  宮崎屋三左衛門→年寄中 
11－Ｑ－３－10  諸国酒造御触渡写                       寛政12．        縦   １冊 
11－Ｑ－３－11  〔酒の製造高を減らすことに関する書き上げ〕          年月日未詳       一紙  １通 
11－Ｑ－３－12  覚                              年月日未詳       一紙  １通  酒の製造の制限に関する書き上げ 
11－Ｑ－３－13  覚                              年未詳．４．      一紙  ２通  酒の製造高制限に関する書き上げ     元は１通だったものが切れて 
                                                                                いる 
11－Ｑ－３－14  覚（酒造株、酒造高、桶類書上）                年月日未詳       一紙  １通  倉敷村稼人与兵衛 
11－Ｑ－３－15  覚（酒造運上集金）                      年未詳．２．16     一紙  １通  平野屋→各様 
11－Ｑ－３－16  〔酒造諸道具書上〕                      年月日未詳       一紙  １通 
11－Ｑ－３－17  乍恐以書付奉願上御事                     延享４．        一紙  １枚  倉敷宮崎屋安兵衛→戸川助次郎様 御役  虫損有 
                                                            人□様 田地質流れに付出入りの件 
11－Ｑ－３－18  拝見証文之事                         宝暦２．７．21     一紙  １通  窪屋郡笹沖村・倉敷村・浅口郡西原村・ 
                                                            都宇郡山田村・下道郡山田村・久代村名 
                                                            主・五人組頭・病死人悴19人 御評定所 
                                                            へ罷出べき旨三御奉行様御七判拝見のこ 
                                                            と 
11－Ｑ－３－19  奉差上候質田地出入済口証文之事                宝暦２．８．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村願人安兵衛・窪屋郡妹尾崎 
                                                            村相手長四郎→御奉行所様 
11－Ｑ－３－20  奉差上候質田地出入済口証文之事                宝暦２．８．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村願人安兵衛・窪屋郡妹尾崎 
                                                            村相手久左衛門→御奉行所様 
11－Ｑ－３－21  奉差上候質田地出入済口証文之事                宝暦２．８．      一紙  １通  備中国窪屋郡倉敷村願人安兵衛・同国都 
                                                            窪郡妹尾村相手宇平次→奉行所 安兵衛 
                                                            と宇平次との質地出入りの一件が私談に 
                                                            より解決したことを示す 
11－Ｑ－３－22  借用銀出入済口証文之事                    宝暦２．８．      一紙  １通  備中国窪屋郡倉敷村願主安兵衛・備中国  虫損有 
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                                                            窪屋郡笹沖村相手孫兵衛→御奉行所 
11－Ｑ－３－23  質入申田畑之事                        慶応元．11．      一紙  １通  質入主華屋新右衛門・親類宮崎屋信蔵・  11-Q-3-23 と11-Q-3-24 は封 
                                                            証人枡屋源助→大橋平右衛門 加須山村  紙一括「質地証文 壱通」 
                                                            庄屋見当亀五郎・庄屋後見亀山武七郎 
                                                            字名 小瀬戸、前田、等々  
11－Ｑ－３－24  質入申田畑之事                        慶応２．11．      一紙  １通  質入主宮崎屋信蔵・親類華屋新右衛門右 
                                                            衛門・証人枡屋源助→中嶋屋徳蔵 質地 
                                                            字名 山後、等々  
11－Ｑ－３－25  啓蒙所取設之儀ニ付願書                    明治５．８．      横長  １冊  倉敷村周回旋方惣代種田孫太郎・井上亮 
                                                            三 倉敷村内の啓蒙所設立に付いて 
11－Ｑ－３－26  〔手取金覚〕                         甲戌（明治７）．    一紙  １通  井上亮三 
11－Ｑ－３－27  〔義倉利金利子持参願い〕                   明治８．８．      横半  １冊  義倉幹事→大橋平蔵以下該当者61名宛 
                                                            誓願寺の義倉に付き利金利子持参 
11－Ｑ－３－28  覚〔家賃書上〕                         庚申．６．      一紙  １通  児島屋武右衛門 
11－Ｑ－３－29  覚                              年未詳．９．10     一紙  １通  書状受け取り 作州英田郡小井原村庄屋  包紙有 
                                                            幸七→備中倉敷年寄三郎右衛門 
11－Ｑ－３－30  書状（送籍ニ付）                       年未詳．９．27     一紙  １通  小井原村庄屋幸七→倉敷村庄屋七太夫 
                                                            小井原村浅八を舟倉町吉兵衛へ 
 
★★★１１－Ｑ－４－１～７★★★ 
11－Ｑ－４－１  〔訴訟関係〕                         年月日未詳           ２通  ①以書附御願申上候（文化３．12．６） 
                                                            〔助左衛門と武左衛門の金銭訴訟済口〕 
                                                            ②内済証文之事（文化12．６．）〔光 
                                                            蔵と寿介との内済証文（家賃出入りに関 
                                                            して）〕 
11－Ｑ－４－２  〔人参・大黄買売関係一括〕                  文化14．８．３     一紙  ４通  覚（６月10日）佐伯村藤四郎→広江屋忠 
                                                             助 
                                                            覚（大黄代金など請取） 
                                                            御買入仕切覚（文化14．８．３）近江屋 
                                                            喜助→宮崎屋広助 
                                                            書状（大黄売掛之義） 
11－Ｑ－４－３  〔宗門手形〕                                     一紙  ４通  ①差出申一札之事（寛政３．５）久助以 
                                                            下５人→年寄月番五蔵 
                                                            ②（年未詳．５．20）清五郎・庄兵衛→ 
                                                            五蔵 
                                                            ③（年未詳．４．14）与蔵→倉鋪御年寄 
                                                            月番五蔵（包紙有） 
                                                            ④（年未詳．４．26）与蔵→倉鋪御年寄 
                                                            月番五蔵（包紙有、虫喰甚シ） 
11－Ｑ－４－４  〔土地関係証文〕                                   一紙  ６通  寛延元．12・寛延２．３・延享２．12.10  虫損有 
                                                            延享２．12．27・延享４．12 他１通は 
                                                            虫損 
11－Ｑ－４－５  書状                                         一紙  ４通  ６月３日三右衛門←慶翁 ５月31日三右 
                                                            衛門←慶雲 他 
11－Ｑ－４－６  〔受取覚類〕                                     一紙  22枚  井上→三成屋辰五郎殿 甲戌三月廿二日 
                                                            等 
11－Ｑ－４－７  〔断簡と手習〕                                    一紙  ５通 

          １２箱 
◆◆◆１２－２２－１～１１〔学芸医療〕◆◆◆ 
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12－22－１    謡曲本                            貞享４．        冊子  １冊 
12－22－２    謡曲本（芦苅、善界、芭蕉、通小町、元●）           享保18．        冊子  １冊  山本観世左近太夫著 京都二条通御幸町 
                                                            西入町 山本長兵衛出版 
12－22－３    修学院初度御幸御行列                     文政７．９．21     横半  ２冊 
12－22－４    七 教訓古今道志るべ                     天保８．        冊子  １通  漢詩・和歌等を書き記したもの 
12－22－５    〔備中国領地における各国の掟書〕               年月日未詳       横半  １冊 
12－22－６    夜討曽我 全一                        年月日未詳       冊子  １冊 
12－22－７    新板、当流 とを流                      年月日未詳       冊子  １冊 
12－22－８    〔歌詠みを競ったもの〕                    年月日未詳       横半  １冊  芭蕉らの歌が書き記されている 
12－22－９    謡曲本                            年月日未詳       冊子  12冊 
12－22－10    当流外噺謳 全                        年月日未詳       横長  １冊  噺謡 
12－22－11    謡曲本（田村）                        年月日未詳       冊子  １冊 
 

         １３箱 
◆◆◆１３－２２－１～１１〔学芸医療〕◆◆◆ 
13－22－１    古言梯 再考                         明和２．４．      冊子  １冊  漢字辞典の類 
13－22－２    天明再刻 大字改正 古文眞寳 乾・坤             天明年間        冊子  ２冊  古文学習の推進 
13－22－３    冠辞考                            寛政７．９．      冊子  10冊  あいうえお 上 ー ～ 。やゐゆゑよ 
                                                            和十 寛政７年再刻版 
13－22－４    雅言童喩                           天保15．６．      冊子  １冊  伊勢山田河崎惣太夫著 
13－22－５    日本改記 一、三、四、五、十六                文久元．12．      冊子  ５冊  一． 神武至仁徳            「珠一」の作か 
                                                            三． 皇極至文武 
                                                            四． 元明至稱徳 
                                                            五． 光仁至淳和 
                                                            十六．正親町至後陽成 
13－22－６    かなづかひ教科書                       明治24．正．２     冊子  １冊  物集高見著 
13－22－７    肥後金工録 全                        明治34．10．      冊子  １冊 
13－22－８    六書通                            年月日未詳       冊子  ２冊  上声 五之六 
                                                            入声 九之十止 
13－22－９    類題 亮〃遺稿                        年月日未詳       冊子  ３冊  ①上巻 ②下巻２冊 
                                                            和歌を書き記したもの 
13－22－10    漢書評林                           年月日未詳       冊子  ３冊  ①第十二本 第二十二巻 禮樂志第二、 
                                                            第二十三巻 刑法志第三 
                                                            ②第十四本 第二十五巻 郊祀志第五上、 
                                                            郊祀志第五下 
                                                            ③第二十四本 第四十一巻 樊□滕灌傳 
                                                            □周傳第十一、第四十二巻 張周趙任申 
                                                            屠傳第十二、第四十三巻 □陸朱劉叔孫 
                                                            傳第十三 
13－22－11    法苑珠林                                       冊子  １冊 
 

         １４箱 
◆◆◆１４－２２－１～１１〔学芸医療〕◆◆◆ 
14－22－１    安永九子冬百首                        安永９．        縦   １冊 
14－22－２    葉つきにき                          天明２．        縦   １冊 
14－22－３    百首                             天明３．        縦   １冊 
14－22－４    百首                             天明３．        縦   １冊 
14－22－５    天明四甲辰愚詠集録                      天明４．        縦   １冊 
14－22－６    天明五乙巳年秘点詠草                     天明５．        縦   １冊 
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14－22－７    天明六丙午愚詠集                       天明６．        縦   １冊 
14－22－８    天明九己酉年愚詠留                      天明９．        縦   １冊 
14－22－９    未始辰終愚詠抜草                       天明７～寛政８．    縦   １冊 
14－22－10    〔和歌詠草〕                         寛政元．        縦   １冊 
14－22－11    寛政元己酉年秘点詠草                     寛政元．        縦   １冊 
14－22－12    〔和歌詠草〕                         寛政２．２．25     縦   １冊 
14－22－13    寛政二庚戌年愚詠留                      寛政２．        縦   １冊 
14－22－14    両吟百首                           寛政２．６．      縦   １冊 
14－22－15    百首                             寛政２．        縦   １冊 
14－22－16    寛政二庚戌年秘点詠草                     寛政２．        縦   １冊 
14－22－17    寛政三辛亥年秘点詠草                     寛政３．        縦   １冊 
14－22－18    寛政三辛亥年愚詠留                      寛政３．～寛政４．   縦   １冊                      寛政四壬子年愚詠奥ニ有 
14－22－19    子年詠草                           （寛政４）．      縦   １冊 
14－22－20    寛政四壬子年秘点詠草                     寛政４．        縦   １冊 
14－22－21    百首                             寛政４．３．      縦   １冊 
14－22－22    譯明詩五絶和歌                        寛政４．９．      縦   １冊  譯滄漁先生五絶和歌二十一首 
14－22－23    〔和歌詠草〕                         寛政５．        縦   １冊 
14－22－24    寛政五癸丑春二月詠之百首                   寛政５．２．      縦   １冊  詠百首 
14－22－25    寛政五癸丑年愚詠留                      寛政５．        縦   １冊                      前欠 
14－22－26    寛政五癸丑三月詠之百首                    寛政５．３．      縦   １冊                      虫損有り 
14－22－27    寛政六甲寅年詠草留                      寛政６．        縦   １冊 
14－22－28    〔和歌詠草〕                         寛政７．        縦   １冊 
14－22－29    寛政七乙卯年詠之十界歌                    寛政７．        縦   １冊                      虫損有り 
14－22－30    寛政七乙卯年詠草                       寛政７．        縦   １冊 
14－22－31    百首                             寛政７．        縦   １冊 
14－22－32    海路日記                           寛政８．        縦   １冊 
14－22－33    〔和歌詠草〕                         寛政８．        縦   １冊 
14－22－34    百首                             寛政９．        縦   １冊 
14－22－35    百首                             寛政９．        縦   １冊 
14－22－36    泣岐抄                            寛政10．        縦   １冊 
14－22－37    寛政十戊午年詠草記録                     寛政10．        縦   １冊 
14－22－38    結題百首                           寛政10．春       縦   １冊 
14－22－39    寛政十三辛酉歳詠草記録                    寛政13．        縦   １冊 
14－22－40    結題五十首                          年月日未詳       縦   １冊 
14－22－41    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       縦   １冊 
14－22－42    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       縦   １冊 
14－22－43    中庸惑記                           年月日未詳       縦   １冊 
14－22－44    訳明詩五絶和歌                        年月日未詳       縦   １冊 
14－22－45    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       縦   １冊 
14－22－46    〔和歌詠草など〕                       年月日未詳       一紙  ５通 
14－22－47    〔和歌詠草〕                         年月日未詳       縦   １冊 
14－22－48    〔詠歌指南書〕                        年月日未詳       縦   １冊 
14－22－49    〔詠歌指南書〕                        年月日未詳       縦   １冊 
 

         １５箱 
◆◆◆１５－１７－１～２〔商業売買〕◆◆◆ 
15－17－１    第弐拾七回事業報告書 ジョホール護謨栽培株式会社       昭和５．11．１     縦   １冊 
                                        ～昭和６．４．30 
15－17－２    三越呉服店中元御贈答用品案内                 大正14．７．      冊子  １冊 
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◆◆◆１５－１９－１～３１〔家〕◆◆◆ 
15－19－１    〔井上栄夫宛書状〕                                                                             手紙 203通 はがき 265枚 
15－19－２    〔井上冬太郎宛書状〕                                                             手紙  62通 はがき  95枚 
15－19－３    〔井上益雄宛書状〕                                                              手紙 ５通 はがき  43枚 
15－19－４    〔井上松枝宛書状〕                                                              手紙 ４通 はがき  10枚 
15－19－５    〔井上善雄宛書状〕                                                              はがき ３枚 
15－19－６    〔倉紡図書館宛書状〕                                                             はがき ４枚 
15－19－７    〔井上新宛書状〕                                                               はがき  ７枚  手紙 １通 
15－19－８    〔兄上宛書状〕                                                                手紙 ３通 
15－19－９    〔井上栄一宛書状〕                                                              はがき  １枚 
15－19－10    〔母上宛書状〕                                                                手紙 ５通 
15－19－11    〔井上宛書状〕                                                                手紙 ２通 はがき  １枚 
15－19－12    〔井上繁夫宛書状〕                                                              はがき  ２枚 
15－19－13    〔皆様宛書状〕                                                                手紙 ２通 
15－19－14    〔井上壽子宛書状〕                                                              手紙 １通 はがき  １枚 
15－19－15    〔井上於静宛書状〕                                                              手紙 １通 はがき  １枚 
15－19－16    〔井上冬太郎、おしん、栄夫宛書状〕                                                      手紙 １通 
15－19－17    〔井上英一宛書状〕                                                              手紙 １通 
15－19－18    〔井上仁兄宛書状〕                                                              手紙 １通 
15－19－19    〔三木音五郎宛書状〕                                                             手紙 １通 
15－19－20    〔野崎又太郎宛書状〕                                                             手紙 １通 
15－19－21    〔ジョホール護謨栽培宛書状〕                                                         はがき  １枚 
15－19－22    〔桑折小五郎宛書状〕                                                             はがき  １枚 
15－19－23    〔五老桜増太郎宛書状〕                                                            はがき  １枚 
15－19－24    〔石川彦文宛書状〕                                                              手紙 １通 
15－19－25    〔倉敷絹織宛書状〕                                                              はがき  １枚 
15－19－26    〔井上おしん宛書状〕                                                             はがき  １枚 
15－19－27    〔脇本満宛書状〕                                                               はがき  １枚  手紙 １通 
15－19－28    〔加門猪彦宛書状〕                                                              はがき  １枚 
15－19－29    〔春陽堂宛書状〕                                                               はがき  １枚 
15－19－30    〔朝鮮製薬宛書状〕                                                              はがき  １枚 
15－19－31    〔宛先ナシ〕                                                                 はがき  ６枚  手紙 ７通 
15－19－32    〔井上英夫書状〕                                                               はがき  ３枚  手紙 １通 
 
◆◆◆１５－２０－１〔宗教〕◆◆◆ 
15－20－１    覚                              昭和３．３．27     一紙  ２通  井上栄夫氏の阿知神社社司就任に関する 
                                                            とり決め 
 
◆◆◆１５－２２－１～５〔学芸医療〕◆◆◆ 
15－22－１    図書目録                                                                   71冊と１枚 
15－22－２    和漢書籍新報                         大正13．７．      縦   16冊 
                                        ～大正15．９． 
15－22－３    古書・古典・綿絵目録                                     13冊 
15－22－４    レコード目録                                         ２冊 
15－22－５    ＭＩＤＯＲＩ                         昭和２．10．10     一紙  １枚  岡山医科大学ローマ字会印刷部 
 

         １６箱 
◆◆◆１６－１－１～６〔支配〕◆◆◆ 
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16－１－１    〔扶持宛状〕                         寛政10．正．      一紙  １通  三人扶持の事 尾崎荘（二郎）      下部破損甚シ 
16－１－２    〔扶持宛状〕                         享和２．11．      一紙  １通  五人扶持之所加増、拾人扶持とするの事  下部破損甚シ 
                                                            尾崎（荘二郎） 
16－１－３    〔扶持宛状〕                         寛政11．11．      一紙  １通  尾崎荘二郎 弐人扶持加扶持 都合五人 
                                                            扶持となるの事 
16－１－４    〔上納金納入につき御褒美銀子五枚さげ渡しの事〕          卯．正．      一紙  １通  倉敷村安兵衛              包紙有り 
16－１－５    〔褒賞状〕（海岸防備費用上納よって）               午．12．      一紙  １通  田 庄次郎→備中国窪屋郡倉敷村百姓安  包紙に「銀五枚」上納金の 
                                                            兵衛 太田備後守差図によって      札１枚および銀の包紙同封 
16－１－６    定                              年月日未詳       一紙  １通  農兵の規則16条 農兵の持参品・医師を 
                                                            村へ派遣する・農兵頭取の羽織着用など 
 
◆◆◆１６－２－１～１０〔土地〕◆◆◆ 
16－２－１    覚                              享保13．12．26     一紙  １通  羽島村喜三右衛門他１名→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛 田地代53石入置申事 
16－２－２－①  丑 九月廿五日切売渡シ申田地之事               享保17．12．      一紙  １通  酒津村売主与右衛門・同村証人清兵衛→ 
                                                            同村吉兵衛 「下作預り手形之事」も記 
                                                            載 
16－２－２－②  寅ノ十月廿五日切売渡シ申田地之事               享保18．12．      一紙  １通  与右衛門・源九郎・千右衛門→理左衛門 
                                                            ・吉兵衛・太兵衛 
16－２－２－③  下作手形之事                         享保18．12．      一紙  １通  酒津村田地預り主 源九郎（差出人） 
16－２－２－④  酒津村平十郎田地名寄書ぬき帳 享保十一年 申ノ十一月     享保11．11．      横長  １冊  （差出人）酒津村庄屋清右衛門 
16－２－２－⑤  〔田畑書上〕                         年月日未詳       横長  １綴 
16－２－２－⑥  〔権介分高書上覚〕                      年月日未詳       一紙  １通  有坪大谷奥 
16－２－２－⑦  〔勘定覚〕                          年月日未詳       一紙  １通  代銀進済の勘定 
16－２－２－⑧  〔勘定覚〕                          年月日未詳       一紙  １通  子ノ暮 
16－２－３    検地帳                            享保19．２．７     横長  １綴  五太夫地川向 他 
16－２－４    享保弐拾年卯十二月十一日笹沖検地之覚             享保20．12．11     横長  １冊 
16－２－５    壱年切売渡シ証文之事                     寛保３．12．15     一紙  ２通  売主羽島村甚右衛門・証人同村清右衛門  前部破損 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 他覚一通 下畑七 
                                                            畝拾四歩の売渡シ 
16－２－６    〔宮崎屋五蔵 箕島村所持之内 野田 七畝余落帳ニ相成候ニ付〕 寛政３．12．      一紙  １通  定治→新兵衛 
           取替一札 
16－２－７    仲間地引分ケ書類                                    帯  １枚 
16－２－７－①  〔田地代について〕                      文化元．８．10     一紙  １通  三郎右衛門→伊左衛門様・義之助様    帯有り 
16－２－７－②  〔田地代書上〕                        文化元．８．      一紙  １枚                      帯有り 
16－２－７－③  覚（畝高引分について）                    文化元．８．      一紙  １通  伊左衛門・義之助・三郎右衛門→庄屋 
                                                            七太夫殿奥書 伊左衛印・義之助印・三 
                                                            郎右衛門印 
16－２－８    〔未新田屋敷割〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
16－２－９    覚（田段別書上げ）                      年月日未詳       一紙  １通 
16－２－10    笹沖仁左衛門田地見ち覚                    年月日未詳       一紙  １通                      折紙 
 
◆◆◆１６－３－１～９２〔租税〕◆◆◆ 
16－３－１    享保十八年丑御年貢請取通 徳吉村分              享保18．        一紙  １通  庄屋又太郎→倉敷村安兵衛 
16－３－２    御年貢米請取通                        享保19．９．      一紙  １通  四十瀬村名主 弥平次→倉敷村安兵衛 
16－３－３    御年貢請取                          享保19．        一紙  １通  庄屋勘右衛門→倉敷安兵衛 
16－３－４    大島村御年貢米通（皆済）                   享保20．        一紙  １通  名主七介→安兵衛 
16－３－５    御仕送銀請取通                        享保21．        一紙  １通  中帯江村庄屋左治右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－３－６    辰御年貢請取                         元文元．        一紙  １通  徳芳村庄や勘右衛門→倉敷安兵衛 
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16－３－７    羽楽市村御年貢米請取通                    元文５．９．      一紙  １通  名主吉左衛門→倉敷村安兵衛 
16－３－８    御年貢米請取通                        元文５．10．      一紙  １通  四十瀬村名主吾蔵→倉敷安兵衛 
16－３－９    御年貢米請取通                        元文５．11．21     一紙  １通  庄屋定右衛門→宮崎屋安兵衛殿 
16－３－10    御年貢米請取通                        元文５．12．２     一紙  １通  中帯江村庄屋左次右衛門→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛 
16－３－11    元文五年 御年貢請取之事（皆済）               元文５．12．      一紙  １通  大内村庄屋半兵衛→大内村庄屋半兵衛 皆済 
                                                            目録 
16－３－12    西阿知村申ノ御年貢米請取                   元文５．        一紙  １通  名主又兵衛→添名主西原村幾右衛門・曽 
                                                            平 
16－３－13    渋江村御年貢米通                       元文５．        一紙  １通  名主 □平次→安兵衛殿 
16－３－14    当御年貢米請取通                       元文５．        一紙  １通  平田村名主甚八→倉敷村与一右衛門殿 
                                                            端裏書あり「倉敷与一右衛門通」 
16－３－15    入作御年貢米請取                       元文５．        一紙  １通  中田村名主文介→倉敷安兵衛 
16－３－16    元文五中浜村御年貢米請取                   元文５．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛→吉三郎 
16－３－17    元文五申浜村・小子位村御年貢米請取              元文５．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛→安兵衛 
16－３－18    羽島村先納高掛銀請取通                    寛保元．５．      一紙  １通  羽島村庄屋 十左衛門→宮崎屋安兵衛分 
16－３－19    寛保元酉暮中田村入作御年貢米請取               寛保元．暮．      一紙  １通  名主文介→倉敷村安兵衛殿 
16－３－20    御年貢米請取                         寛保元．        一紙  １通  小子位村庄屋弥一兵衛→安兵衛 
16－３－21    西原村御年貢米請取                      寛保元．        一紙  １通  安兵衛→名主幾右衛門 
16－３－22    寛保弐戌浜村・小子位村御年貢米請取              寛保２．        一紙  １通  庄屋弥一兵衛→宮崎屋安兵衛 
16－３－23    酒津村亥御年貢米銀請取通                   寛保３．６．      一紙  １通  庄屋利右衛門→安兵衛 
16－３－24    西阿知村亥御年貢米請取通                   寛保３．        一紙  １通  庄屋六右衛門・同甚兵衛→宮崎屋安兵衛 
16－３－25    羽嶋金経御年貢米請取通                    延享元．９．      横半  １冊  庄屋近藤十左衛門→安兵衛 
16－３－26    羽嶋金経御年貢米請取通                    延享元．９．      一紙  １通  庄屋代 武兵衛→児島郡七十郎 
16－３－27    延享元子当分御年貢請取通                   延享元．12．20     一紙  １通  箕嶋村庄屋 文左衛門→宮崎屋安兵衛 
16－３－28    西阿知村子御年貢米請取                    延享元．        一紙  １通  名主又兵衛→幾右衛門・安兵衛・与一右 
                                                            衛門 
16－３－29    御年貢米通                          延享元．        一紙  １通  渋江村名主曽兵衛→安兵衛殿 
16－３－30    御年貢米通                          延享元．        一紙  １通  四十瀬新田村名主十郎右衛門→倉敷安兵 
                                                            衛 
16－３－31    御年貢請取通                         延享元．        一紙  １通  庄屋又太郎→徳芳村ト倉敷村安兵衛 
16－３－32    辰ノ預ケ米覚                           辰．11．25     一紙  １通  徳芳村新兵衛→宮崎屋安兵衛様 預け算 
                                                            用のこと 
16－３－33    覚                              年未詳．７．６     一紙  １通  年貢米銀換算用 宮崎屋分 
16－３－34    笹沖村御年貢米通                       寛保元．        一紙  １通  名主幸右衛門・同新蔵→くらしき安兵衛 
16－３－35    笹沖村御年貢米通                       寛保元．        一紙  １通  名主 幸右衛門・新兵衛→倉敷吉三郎 
16－３－36    覚（酉年年貢通請取）                       戌．７．５     一紙  １通  みやさき屋 仁左衛門→ささ沖安兵衛 
16－３－37    〔安兵衛宛仁左衛門書状〕                   年未詳．７．５     一紙  １通  去年分年貢さん用及２００貫お取かへに 
                                                            付、吉山 仁左衛門→みやさき屋安兵衛 
16－３－38    覚（年貢算用）                        年未詳．２．６     一紙  １通  久佐衛門→久右衛門 
16－３－39    〔年貢通入れの包紙〕                     寛保３．        一紙  １枚                      包紙で一括 
16－３－40    西原村御年貢米請取                      寛保２．        一紙  １通  名主武右衛門→倉敷安兵衛 
16－３－41    福島村御年貢米御切手請取通                  寛保３．３．25     一紙  １通  福島村名主儀右衛門→倉敷宮崎や安兵衛 
16－３－42    羽嶋金経御年貢米請取通                    寛保３．９．      横長  １綴  庄屋代武兵衛が安兵衛分につき 
16－３－43    御年貢米請取通                        寛保３．10．      一紙  １通  ○○村庄屋善蔵→倉敷安兵衛 
16－３－44    覚（年貢米算用）                         亥．11．12     一紙  １通  倉敷宮崎屋安兵衛→福島村惣百姓衆中 
16－３－45    御年貢米請取通                        寛保３．11．24     一紙  １通  庄屋吉右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－３－46    當御年貢米請取通                       寛保３．12．６     一紙  １通  平田村名主甚八→倉敷村与一右衛門 
16－３－47    寛保三癸亥年御年貢上納通                   寛保３．12．７     一紙  １通  かす山村伝右衛門→宮崎屋安兵衛 皆済 
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                                                            目録 
16－３－48    覚                                亥．12．17     一紙  １通  福島村名主儀右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                                            殿 年貢算用の覚 
16－３－49    覚                                亥．12．23     一紙  １通  ・福島村名主儀右衛門→宮崎屋安兵衛 
                                                            ・御蔵 切手 受取 
16－３－50    〔亥年年貢米代銀請取証文〕                    亥．12．23     一紙  １通  西原村名主幾右衛門→安兵衛 
16－３－51    寛保三亥水江村御年貢米請取通                 寛保３．12．28     一紙  １通  水江名主幸左衛門→倉敷安兵衛 
16－３－52    覚（年貢覚）                         寛保３．12．      一紙  １通  かす山村庄屋伝右衛門・年寄兵右衛門→ 
                                                            東日庵分 宮崎屋安兵衛 
16－３－53    寛保三癸亥年 御年貢米請取通                 寛保３．        一紙  １通  中帯江村庄屋左治右衛門→倉敷安兵衛 
16－３－54    寛保三亥ノ年 吉田へ入作御年貢米請取             寛保３．        一紙  １通  吉田名□（主カ）浅右衛門→倉敷村宮崎 
                                                            屋安兵衛 
16－３－55    黒崎村御年貢米請取通                     寛保３．        一紙  １通  名主源介→宮崎や安兵衛 
16－３－56    中田村入作御年貢米請取                    寛保３．        一紙  １通  中田村名主文介→倉敷村安兵衛 
16－３－57    御年貢米通                          寛保３．11．      一紙  １通  四十瀬新田名主十二郎右衛門→倉敷安兵 
                                                            衛 
16－３－58    西阿知村亥御年貢米請取                    寛保３．        一紙  １通  名主又兵衛→安兵衛・与一右衛門 
16－３－59    寛保三亥御年貢通                       寛保３．        一紙  １通  庄屋助左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
16－３－60    笹沖村御年貢米通                       寛保３．        一紙  １通  名主幸右衛門・新蔵→くらしき安兵衛殿 
16－３－61    笹沖村御年貢米通                       寛保３．        一紙  １通  名主幸右衛門・同新蔵→くらしき吉太郎 
                                                            殿 
16－３－62    覚（年貢算用）                        寛保３．        一紙  １通  伝一→安兵衛 
16－３－63    亥御年貢請取                         寛保３．        一紙  １通  庄屋又吉郎→安兵衛 
16－３－64    吉岡村御年貢米通                       寛保３．        一紙  １通  名主幸右衛門→倉敷安兵衛 
16－３－65     渋江村御年貢米通                       寛保３．        一紙  １通  名主与平治→□兵衛 
16－３－66    西原村御年貢米請取                      寛保３．        一紙  １通  名主武右衛門→倉敷安兵衛 
16－３－67    小麦成銀札請取                        延享元．        一紙  １通  名主又兵衛→倉敷安兵衛・与一右衛門 
16－３－68    小麦成銀札受取                        延享元．        一紙  １通  名主亦兵衛→倉敷安兵衛 
16－３－69    亥秋成（年貢算用）                      年未詳．11．８     一紙  １通  沖新田庄屋林右衛門→宮崎屋吉兵衛 
16－３－70    覚（年貢算用）                        年未詳．11．12     一紙  １通  西阿知村甚平・六兵衛→宮崎屋安兵衛 
16－３－71    〔年貢米不足分の銀払いについて〕               年未詳．12．19     一紙  １通 
16－３－72    覚（年貢算用）                        年未詳．12．      一紙  １通  沖新田庄屋井右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－３－73    覚（年貢算用）                        年月未詳． 12     一紙  １通  □□村庄屋甚平・六右衛門→宮崎屋 
16－３－74    覚（年貢算用）                        年月日未詳       一紙  １通  大島村百右衛門 
16－３－75    覚（年貢算用）                        年月日未詳       一紙  １通  大島村名主長介→宮崎屋安兵衛 
16－３－76    覚（年貢算用）                        延享元． 7． 5     一紙  １通  川入村孫次郎→宮崎屋安兵衛 
16－３－77    覚（年貢受講）                        年未詳．12．      一紙  １通  中帯江村庄屋左治右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－３－78    覚（年貢算用）                        年月日未詳       一紙  １通  庄屋小左衛門→宮崎屋安兵衛 
16－３－79    水夫割 寛保元年 安兵衛組                  寛保元．        一紙  １通 
16－３－80    寛政九巳正月勘定下書                     寛政９．正．      横長  １綴 
16－３－81    寛政八丙辰正月勘定下書                    寛政８．正．      横長  １綴 
16－３－82    〔米手形〕                          申～酉．        一紙  11通  坪井藤八・三宅戈右衛門・三木傅七郎→ 
                                                            庭瀬 蔵役所 裏書浦野弥一兵衛 
16－３－83    〔加損米書上〕                          子．        一紙  １通 
16－３－84    覚（御年貢不足書上）                     年月日未詳       一紙  １通  大島村長介→宮崎屋安兵衛 
16－３－85    覚（年貢請取通）                       享保18．12． 
                                        ～享保19．12．     一紙  ２通  ①享保18年12月 水江名主清左衛門→倉  包紙有り 
                                                             敷安兵衛・与一右衛門 
                                                            ②享保19年12月 同上 
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16－３－86    〔得米算用〕                         享保19．        一紙  １通  か須山村庄屋伝次兵衛→宮崎屋安兵衛殿 
16－３－87    覚（年貢算用）                        元文５．        一紙  １通  鳥羽与金次 
16－３－88    覚（年貢受取銀の明細）                    年未詳．２．28     一紙  １通  いせヤ→宮崎ヤ 
16－３－89    覚（年貢算用）                        年月日未詳       一紙  １通 
16－３－90    羽ｶ 島村高免の地所書抜（端裏書）               年月日未詳       一紙  １枚  宮崎屋五蔵分              虫損有り 
16－３－91    覚（受取書・先納米銀）                      子．暮．      一紙  １通  羽島村七右衛門分 
16－３－92    覚（加地子算用）                       年未詳．３．14     一紙  １通  かす山庄屋 傅右衛門→安兵衛殿 
 
◆◆◆１６－６－１～３〔戸口〕◆◆◆ 
16－６－１    宗門請状之事                         安永４．９．      一紙  １通  小田郡新賀村安養寺・新賀村庄屋耕助→  虫損有り 
                                                            窪屋郡倉敷宮崎屋五蔵、新賀村林蔵の伜 
                                                            が養子に出るので真言宗であると保証 
16－６－２    宗門請状之事                         天明３．８．      一紙  １通  同国同郡（備中浅口郡）相島村海法寺→ 
                                                            同国倉敷村宮崎屋五蔵、奥書 同国同郡 
                                                            五島村年寄板屋治郎兵衛 
16－６－３    〔新川新田屋儀兵衛弟休心 二日市村駕竜寺弟子ニ遣シ申度ニ付  天明６．９．      一紙  １通  願人新川新田屋儀兵衛他５名→年寄月番 
           差出申一札之事〕                                         五蔵 
 
◆◆◆１６－７－１～８〔身分〕◆◆◆ 
16－７－１    奉公人請状之事                        天明元．８．      一紙  １通  浅口郡大島村喜三右衛門忰新介宮崎屋へ 
                                                            奉公のこと 丑７月～寅正月 給銀七五 
                                                            銭６０目 請人□磯介→宮崎屋五蔵 
16－７－２    奉公人請状之事                        天明５．８．      一紙  １通  東山伝兵衛→宮崎屋 五蔵、備中浅口郡 
                                                            五嶋村本町 定吉 来ル８月～明年正月 
                                                            マデ 
16－７－３    奉公人請状之事                        天明５．12．      一紙  １通  請人中町長十郎→宮崎屋大蔵、備中国浅  虫損有り 
                                                            口郡西浦 松兵衛の伜市兵衛の奉公の事 
                                                            来（天明６）正月～未正月 
16－７－４    奉公人請状之事                        天明６．７．      一紙  １通  請人吉太夫→宮崎屋五蔵 
16－７－５    奉公人請状之事                        天明８．12．      一紙  １通  請人新町花屋五兵衛→宮崎屋五蔵 
16－７－６    奉公人請状之事                        天明９．正．      一紙  １通  請人羽嶋屋役兵衛→宮崎屋五蔵 
16－７－７    奉公人請状之事                        寛政元．12．      一紙  １通  請人向市場石屋□蔵→宮崎屋五蔵     虫損有り 
                                                            常次の奉公の事。当年12月～来戌12月 
16－７－８    奉公人請状之事                        寛政５．12．      一紙  １通  請人宝屋与兵衛→宮崎屋五蔵 
 
◆◆◆１６－８－１〔治安〕◆◆◆ 
16－８－１    〔行き倒れ一件につき書留〕                  年月日未詳       縦   １冊                      前後欠 
 
◆◆◆１６－１０－１～４〔救恤〕◆◆◆ 
16－10－１    〔水沢遠三郎ほか92名宛義倉会所廻状〕             慶応元．６．      一紙  １通  義倉定日来ル十日於本栄寺致修義会 
16－10－２    覚（村方貯金・義倉など）                     丑．11．９     一紙  １通  植田→宮崎屋殿 
16－10－３    覚（義倉勘定）                          巳．６．      一紙  １通 
16－10－４    〔木山精一より井上亮三宛書状〕                年未詳．３．24     一紙  １通  義倉世話料調達大いに延引、当家引請け 
                                                            のよしにつき、金30両、永494 文４分差 
                                                            出しにつき、別帳へ押印願いたし 
 
◆◆◆１６－１１－１〔土木建築〕◆◆◆ 
16－11－１    以書付御届甲上候                       天明６．４．      一紙  １通  行者行ひ所の取繕いの事 川西町正法院 
                                                            →御年寄月番五蔵 
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◆◆◆１６－１３－１～３〔農林業〕◆◆◆ 
16－13－１    小作手形之事                         享和元．11．      一紙  １通  田地質入銀借主高沼村庄屋加須山村荘三 
                                                            郎・親類同村定助・証人同村慎助→宮崎 
                                                            屋三左衛門 
16－13－２    〔協同社 預撰米券紙〕                    明治５．        一紙  １枚 
16－13－３    〔加地子勘定書〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
 
◆◆◆１６－１６－１～１８８〔金融貸借〕◆◆◆ 
16－16－1     五年切ニ売渡シ田地之事                    享保２．正．      一紙  １通  売主中帯江村権兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛  包紙有り 
16－16－２    借用申銀之事                         享保３．10．15     一紙  ３通  渋江村借主平三郎他１名→宮崎屋安兵衛  封紙有り 覚２通同封 
16－16－３    売渡シ申畑之事                        享保６．11．29     一紙  ２通  売主 渋江村多吉他１名→宮崎屋安兵衛  封紙有り 覚１通同封 
16－16－４    壱年切売渡申田地之事                     享保６．12．24     一紙  １通  徳芳村売主 弥三兵衛・証人取地 分蔵  包紙有り 
                                                            →宮崎屋安兵衛殿 
16－16－５    売渡シ申田地之事                       享保７．３．15     一紙  １通  宮崎村売主小兵衛他２名→□孫四郎 
16－16－６－①  三年切売渡シ申田地之事                    享保７．12．26     一紙  １通  四十瀬新田村売主喜三右衛門他２名→倉 
                                                            敷立野屋門次郎 
16－16－６－②  壱年切売渡シ申畠之事                     享保15．12．26     一紙  １通  四十瀬新田村売主喜三右衛門他１名→倉 
                                                            敷村たつのや紋次郎 
16－16－７    一年切リニ売渡申田地之事                   享保７．12．      一紙  １通  徳芳村売主治右衛門・証人新兵衛→倉敷  包紙有り 
                                                            宮崎屋安兵衛殿 
16－16－８    壱年切売渡し申田地之事                    享保９．11．22     一紙  １通  売主渋江村平三郎他１名→宮崎屋安兵衛  封紙有り 
16－16－９    壱年切売渡し申家屋敷之事                   享保10．12．20     一紙  １通  売主福田屋五左衛門他１名→宝屋六兵衛 
                                                            殿 
16－16－10    一年切売渡し申田地之事                    享保９．12．25     一紙  １通  売主渋江村曽右衛門他１名→宮崎屋安兵  封紙有り 
                                                            衛 
16－16－11    壱年切売渡し申田地之事                    享保９．12．      一紙  １通  売主渋江村喜市→宮崎屋安兵衛      封紙有り 
16－16－12    壱ケ年切売渡申家屋敷之事                   享保10．12．23     一紙  １通  売主銭屋助兵衛他１名→はまたや吉兵衛  そへ手形之事あり（享保12 
                                                                                年末ノ12月28日） 
16－16－13    五年切ニ売渡シ申田地之事                   享保11．12．６     一紙  １通  売主渋江村曽右衛門他１名→宮崎屋安兵  封紙有り 
                                                            衛 
16－16－14    壱ケ年切ニ売渡シ申田地之事                  享保11．12．26     一紙  ２通  売主渋江村平兵衛他２名→宮崎屋安兵衛  封紙有り 添手形同封 
16－16－15    壱ケ年切売渡シ申田地之事                   享保12．11．12     一紙  ３通  売主宮内松屋伊佐衛門他２名・田地主宮  下作田地預り手形之事 包 
                                                            内村伊佐衛門他２名・下作孫四郎他４名  紙有り 
                                                            →倉鋪村宮崎屋安兵衛 
16－16－16    一年切売渡申田地之事                     享保12．12．19     一紙  １通  平内村売主半兵衛・同証人曽兵衛・同判  虫損有り 
                                                            頭又十郎→倉敷油屋与一右衛門 
16－16－17    預申銀之事                          享保13．12．27     一紙  ２通  平田村伝右衛門→宮崎や安兵衛      書状１通有り 包紙有り 
16－16－18    売渡シ申畑之事                        享保14．12．15     一紙  １通  売主野田屋福右衛門他２名→宮崎屋安兵  書状１有り 包紙有り 
                                                            衛殿・東野屋新五郎殿 
16－16－19    三年切売渡申田畑之事                     享保15．２．      一紙  １通  売主上浦田村長左衛門他１名→倉敷宮崎 
                                                            屋 
16－16－20    壱年切売渡シ申田地之事                    享保15．10．28     一紙  １通  売主伊勢屋権左衛門他２名→宮崎屋安兵  他一札（子12月28日）など 
                                                            衛・油屋与一右衛門           ２通 
16－16－21    借用申銀札之事                        享保15．12．25     一紙  １通  借主笹沖村名主源兵衛他１名→倉敷宮崎  包紙１枚有り 
                                                            屋安兵衛殿 
16－16－22    売渡申田地之事                        享保15．12．28     一紙  １通  徳芳村売主忠蔵→倉敷村安兵衛殿     包紙有り 
16－16－23    売渡し申家屋敷之事                      享保15．12．      一紙  １通  売主三好屋 治右衛門→宮崎屋安兵衛殿  包紙有り 
16－16－24    借用申銀子之事                        享保16．２．23     一紙  １通  浜村小右衛門→倉敷ミヤさきや安兵衛   包紙有り 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 137 

16－16－25    売渡シ申畑之事                        享保16．12．20     一紙  ２通  売主渋江村曽右衛門→倉敷村安兵衛    封紙有り 銀札請取 同封 
16－16－26    子九月廿五日切売渡申田地事                  享保16．12．      一紙  １通  売主酒津村弥八郎他３名→宮さきや安兵  下作預り手形之事有り 包 
                                                            衛                   紙有り 
16－16－27    亥ノ十月廿八日切田畑売渡申事                 享保16．12．      一紙  １通  羽〓  〓七右衛門他２名→倉敷宮崎屋  虫損有り 
                                                            安兵衛 
16－16－28    売渡シ申田地之事                       享保16．12．      一紙  １通  徳芳村売主 多兵衛他２名→倉敷宮崎屋  包紙有り 
                                                            安兵衛殿 
16－16－29    拾年切売渡シ申田地之事                    享保16．12．      一紙  ２通  浜村売主与左衛門他２名→倉敷宮崎屋安  覚一通有り 包紙１枚有り 
                                                            兵衛殿 
16－16－30    壱年切売渡し申田地之事                    享保17．12．28     一紙  １通  売主倉敷村傅兵衛他１名→宮崎屋安兵衛  包紙有り 
16－16－31    売渡シ申田地之事                       享保17．12．      一紙  １通  羽島村売主吉右衛門他４名→倉鋪宮崎屋 
                                                            吉兵衛殿 
16－16－32    壱年切売渡申田地之事                     享保18．12．26     一紙  ２通  平田村売主弥次兵衛他２名→倉敷油屋与 
                                                            市右衛門殿 
16－16－33    壱年流売渡シ申田畑証文之事                  享保18．12．      一紙  ２通  庄屋理右衛門→酒津村吉兵衛       覚１通有り 
16－16－34    売渡シ申畑之事                        享保18．12．      一紙  １通  酒津村売主庄九郎他１名→倉鋪村安兵衛  包紙有り 
16－16－35    預り申銀子之事                        享保20．12．      一紙  １通  羽島村陶山藤蔵→宮崎屋安兵衛殿     包紙有り 
16－16－36    壱年切売渡シ申田地之事                    享保18．12．      一紙  ２通  売主浜村安兵衛他１名→宮崎屋安兵衛殿  覚一通有り 包紙一枚有り 
16－16－37    売渡申田地之事                        享保19．12．20     一紙  １通  売主浜村弥一兵衛他１名→倉敷宮崎屋吉  包紙有り 覚一通有り 
                                                            三郎 
16－16－38    壱年切ニ売渡申田畑之事                    享保19．12．25     一紙  １通  売主水江村弥市兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛  包紙有り 
16－16－39    〔当六月廿日切売渡申（  ）之事など〕            享保17．２．３     一紙  ３通  ①売主酒津村与右衛門他３名→？     ①～③一くくり 
                                                            ②下作預り手形之事 享保17．２．３． 
                                                             酒津村田地預主善四郎他１名 
                                                            ③倉敷村安兵衛 請取地 享保17．７． 
                                                             ５．酒津村庄屋藤左衛門 
16－16－40    壱年切流質地之事                       享保20．12．晦日    一紙  １通  売主酒津村源九郎→倉敷みやざきや安兵 
                                                            衛 
16－16－41    売渡し申田地之事                       享保20．12．      一紙  １通  田畑売主水江村伝左衛門他１名→倉敷宮 
                                                            崎屋安兵衛 
16－16－42    借用申年賦銀手形之事                     元文元．７．10     一紙  １通  借主箕打屋 仁左衛門→みやさきや安兵 
                                                            衛 
16－16－43    売渡シ申田地之事                       元文元．12．18     一紙  ２通  売主渋江村源十郎他１名→倉敷宮崎屋   封紙有り 借用申銀之事（ 
                                                                                享保18．12．渋江村伝蔵→ 
                                                                                宮崎屋安兵衛）同封 
16－16－44    壱年切売渡申田地之事                     元文元．12．20     一紙  １通  売主平田村清右衛門他２名→平田村曽平  包紙有り 
                                                            殿 
16－16－45    売渡シ申田畑之事                       元文元．12．24     一紙  １通  売主吉岡村五右衛門他３名→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛殿 
16－16－46    売渡申田畑之事                        元文元．12．      一紙  １通  水江村売主清九郎→倉敷宮崎屋安兵衛   包紙有り 
16－16－47    売渡し申田畠之事                       元文元．12．      一紙  ３通  売主水江村助兵衛他１名→宮崎屋安兵衛  封紙有り 覚２通同封 
16－16－48    売渡し申田畑之事                       元文元．12．      一紙  １通  売主水江村伝左衛門他１名→倉敷みやさ  封紙有り 
                                                            き屋安兵衛 
16－16－49    売渡し申田地之事                       元文元．12．      一紙  １通  売主水江村茂兵衛他１名→宮崎屋安兵衛  封紙有り 
16－16－50    売渡し申田地之事                       元文元．12．      一紙  １通  岡山小堀屋久七郎他２名→倉敷村宝屋与  包紙有り 他に「一札」元 
                                                            十郎殿                 文５．11月24日あり 
16－16－51    売渡し申田地之事                       元文２．12．      一紙  ３通  水江村売主伝左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛  封紙有り 覚２通同封 
16－16－52    売渡シ申田地之事                       元文２．12．      一紙  １通  田代売主羽嶋伊兵衛他３名→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛殿 
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16－16－53    壱年切流質地之事                       元文３．11．      一紙  ２通  借り主水江村助右衛門他３名→倉敷宮崎  下地手形之事 同封 包紙 
                                                            屋安兵衛                有り 
16－16－54    売渡し申田地之事                       元文３．12．      一紙  ３通  水江村売主傅左衛門他１名→倉敷宮崎や  ①〔田地書上げ〕 ②元文 
                                                            安兵衛                 三年暮 田地買証文 同封 
16－16－55    売渡申田畑之事                        元文３．12．      一紙  ２通  水江村売主伝次郎他１名→倉敷宮崎屋安  封紙有り 覚１通同封 
                                                            兵衛 
16－16－56    壱年切ニ売渡し申田地之事                   元文３．12．      一紙  ３通  水江村売主伝左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛  覚２通 同封 
16－16－57    質地流売券証文之事                      元文３．12．      一紙  １通  売主向谷場与右衛門他２名→宮崎屋安兵  包紙有り 
                                                            衛 
16－16－58    七年切売渡し申田地之事                    元文４．12．      一紙  ２通  田地売主水江村助右衛門→宮崎屋安兵衛  包紙有り 他横半１通「田 
                                                                                地書抜」 
16－16－59    売渡し申田地之事                       元文４．12．      一紙  ４通  水江村売主傅左衛門→倉敷宮崎や安兵衛  ①覚 ②〔田畑書上げ〕 
                                                                                ③覚 同封 包紙有り 
16－16－60    壱年切ニ売渡シ申田畑之事                   元文５．12．17     一紙  １通  売主西阿知村原五郎兵衛他１名→倉敷新  包紙１枚有り 
                                                            田文右衛門殿 
16－16－61    売渡し申田地之事                       元文５．12．      一紙  ２通  水江村田地売主吉郎右衛門→倉敷宮崎屋  封紙有り 覚１通同封 
                                                            安兵衛 
16－16－62    売渡し申田地之事                       元文５．12．      一紙  ２通  水江村田地売主佐次右衛門→倉敷宮崎屋  書ぬき１通同封 包紙有り 
                                                            安兵衛 
16－16－63    借用申銀子之事                        元文５．12．      一紙  １通  中野村忠四郎→倉敷宮崎屋安兵衛 
16－16－64    売渡し申田地之事                       元文５．12．      一紙  １通  田地売主水江村名主孝左衛門他１名→宮  包紙有り 
                                                            崎屋安兵衛 
16－16－65    壱年切流質地之事                       元文６．11．      一紙  １通  売主大島村喜右衛門→宮崎屋安兵衛    包紙有り 
16－16－66    売渡し申田地之事                       寛保元．12．      一紙  １通  売主倉敷いなばや藤左衛門他１名→福島 
                                                            村勘兵衛 
16－16－67    売渡し申田畑之事                       寛保元．12．      一紙  ３通  田地売主水江村徳左衛門・喜右衛門他１ 
                                                            名→宮崎屋安兵衛 
16－16－68    壱年切ニ売渡し申流し質物之事                 寛保元．12．      一紙  ３通  水江村質主伝左衛門→宮崎屋安兵衛    封紙有り 借用申銀之事（ 
                                                                                元文５．12．）覚同封 
16－16－69    借用申銀之事                         寛保２．４．19     一紙  １通  宝屋与重郎→宮崎屋安兵衛殿       包紙有り 
16－16－70    借用申銀之事                         寛保２．12．      一紙  １通  借主羽島村喜右衛門→宮崎や安兵衛    包紙有り 
16－16－71    壱年切質地流証文之事                     寛保２．12．      一紙  １通  売主吉岡村清右衛門他２名→宮崎屋安兵  包紙として覚１通有り 
                                                            衛 
16－16－72    売渡し申田地之事                       寛保２．12．      一紙  ２通  水江村田地売主治兵衛家内佐次右衛門→  封紙有り 覚１通同封 
                                                            倉敷宮崎屋安兵衛 
16－16－73    頼母子講質物手形之事                     寛保２．12．      一紙  １通  徳芳村杢右衛門→頼母子講御仲間衆 奥 
                                                            書 同村庄屋又太郎 
16－16－74    壱年切売渡申田地之事                     寛保２．12．      一紙  ５通  倉敷村売主宮崎屋安兵衛他１名→酒津村  寛保弐年戌十二月酒津村売 
                                                            平兵衛殿 寛保弐年戌十二月酒津村売地  地は３枚つづり 
                                                            一札之事 
16－16－75    壱年切売渡シ申田地証文之事                  寛保２．12．      一紙  １通  大田□売主幸左衛門他１名→宮崎屋安兵  包紙有り 
                                                            衛 
16－16－76    壱年切売渡シ申田地之事                    寛保３．２．      一紙  １通  田地売主酒津村利介・同村証人次右衛門  包紙有り 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛殿 
16－16－77    壱年切売渡申田地□□（証文）之事               寛保３．５．10     一紙  １通  売主八王寺村□→倉敷宮崎屋安兵衛    虫損有り 
16－16－78    壱ヶ年切売渡シ申質地流証文之事                寛保３．10．      一紙  ２通  売主福島村藤右衛門他１名→倉敷宮崎屋  覚１通付 
                                                            安兵衛 
16－16－79    〔壱ヶ年切売渡質地流証文之事・流地覚書共〕          寛保３．12．15     一紙  ２通  福島村売主清三郎・証人１名→宮崎屋安  虫損有り 
                                                            兵衛 
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16－16－80    〔壱年切売渡シ申質地流レ証文之事・流レ地覚書共〕       寛保３．12．16     一紙  ２通  売主福島村平介・証人１名→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛 
16－16－81    七年切売渡シ申田畠之事                    寛保３．12．      一紙  ３通  売主水江村助兵衛他１名→倉敷宮崎屋安  ①名寄書抜 ②〔買券〕同 
                                                            兵衛                  封 
16－16－82    一年切売渡申田地之事                     寛保３．        一紙  １通  売主大島村武介他１名→倉敷宮崎屋安兵  包紙１枚有り 
                                                            衛殿 
16－16－83    頼母子講 質物手形之事                    延享元．11．      一紙  １通  高沼村幸右衛門→同村庄屋太郎右衛門 
16－16－84    十年切□物返シ売渡シ田地之事                 延享元．12．      一紙  １通  売主矢尾村所兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛 
16－16－85    売渡し申田地之事                       延享元．12．      一紙  １通  かす山中野忠四郎他２名→宮崎屋安兵衛 
16－16－86    壱年切売渡シ申田地証文之事                  延享元．12．      一紙  １通  売主八王子村源七他２名→宮崎屋安兵衛 
                                                            殿 
16－16－87    売渡申家之事                         延享元．12．      一紙  １通  当村家売主長重郎他１名→宮崎屋安兵衛  包紙１枚有り 
                                                            殿 
16－16－88    壱年切質代流し田地之事                    延享元．12．      一紙  １通  田地売主大島村百右衛門他１名→倉敷宮  包紙１枚有り 
                                                            崎屋安兵衛殿 
16－16－89    売渡シ申田地之事                       延享元．12．      一紙  ２通  加須山中野忠四郎他２名→宮崎屋安兵衛  覚一通有り 
16－16－90    壱年切ニ売渡シ申質地之事                   延享元．12．26     一紙  １通  箕□村田地売主作兵衛・証人２名→倉敷 
                                                            宮崎屋安兵衛 
16－16－91    壱年切ニ売渡シ田地之事                    延享２．３．      一紙  １通  大島村売主平介他１名→宮崎屋安兵衛殿  包紙１枚有り 
16－16－92    壱年切売渡申畑田之事                     延享２．３．      一紙  １通  売主大島村多七郎 倉敷宮崎や安兵衛殿  書状１有り 包紙有り 
16－16－93    売渡し申家之事                        延享２．３．      一紙  １通  家売主当村児島屋庄次郎他１名→宮崎屋  封紙有り 
                                                            安兵衛 
16－16－94    壱年切ニ売渡シ申田地之事                   延享２．３．      一紙  １通  大島村売主彦三郎他１名→宮崎屋安兵衛  包紙有り 
16－16－95    頼母志講 質物手形之事                    延享２．11．      一紙  １通  徳芳村藤蔵・同村重三郎→徳芳村庄屋又 
                                                            二三郎 
16－16－96    覚                              延享２．12．      一紙  １通  年貢算用違いの事 羽島村庄屋近藤十右  包紙有り 
                                                            衛門→倉敷宮崎屋安兵衛殿 
16－16－97    壱年切売渡シ申田地之事                    延享２．12．      一紙  ３通  売主箕嶋次兵衛他２名→倉敷安兵衛殿   ①延享２年田地売券 ②享 
                                                                                保９年寅年倉敷村安兵衛の 
                                                                                年貢米請取通 
16－16－98    借用申御年貢銀之事                      延享２．12．      一紙  １通  借主大島村与平次他１名→倉敷みやさき  包紙有り 
                                                            や安兵衛 
16－16－99    壱年切ニ売渡シ申田地事                    延享２．12．      一紙  ２通  大島村売主太次兵衛他１名→倉敷宮崎屋  覚１通有り 
                                                            安兵衛 
16－16－100    壱年切売渡し申質地流シ証文事                 延享２．12．      一紙  １通  田地売主大島村多次兵衛他１名→倉敷み  包紙有り 
                                                            やさき屋安兵衛 
16－16－101    済手形之事                          延享２．12．      一紙  １通  羽島村勘兵衛→倉敷みやさきや安兵衛 
16－16－102    壱年切ニ売渡シ申田地証文之事                 延享２．12．      一紙  １通  田地売主宮崎新田祖右衛門他１名→倉敷 
                                                            宮崎屋安兵衛 
16－16－103    壱年切売渡シ申田地之事                    延享３．12．20     一紙  １通  売主大島村与平治他１名→倉敷宮崎屋安  包紙有り 
                                                            兵衛 
16－16－104    壱年切売渡シ申質地之事                    延享３．12．      一紙  １通  福島村売主甚平家内勘七他１名→倉敷宮  包紙有り 
                                                            崎屋安兵衛殿 
16－16－105    売渡申田地之事                        延享３．12．      一紙  １通  水江村借主忠兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛   他口上など 
16－16－106    売渡シ申畑之事                        延享４．12．      一紙  １通  畑売主□□多兵衛・証人同村庄兵衛→倉  包紙有り 
                                                            敷宮崎屋安兵衛殿 
16－16－107    売渡シ申山畑之事                       延享５．４．      一紙  １通  売主日間庄兵衛→宮崎屋安兵衛 
16－16－108    家賃物書入借用申銀子之事                   寛延２．12．25     一紙  １通  高嶋屋忠兵衛 他１名→？        封紙１枚有り 
16－16－109    売渡申畑之事                         寛延３．２．      一紙  ４通  売主吉岡村幸介他２名→倉鋪村安兵衛   ①〔田畑書上げ〕 ②覚 
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                                                                                ③絵図 同封 包紙有り 
16－16－110    売渡シ申田畠之事                       寛延３．12．      一紙  １通  売主大島村名主長介→倉敷宮崎屋安兵衛  包紙有り 
16－16－111    壱年切売渡シ申田地手形之事                  寛延３．12．      一紙  １通  売主箕島村弥五郎他２名→倉鋪宮崎屋安  包紙・口上・覚各１通有り 
                                                            兵衛（口上・覚９月16日市兵衛→伴七）  虫損有り 
16－16－112    壱年切売渡シ申田地手形之事                  寛延３．12．      一紙  ３通  売主箕嶋村次兵衛他２名・売主箕島村市  包紙有り 
                                                            郎兵衛他１名・売主箕島村善太郎他２名 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛 
16－16－113    壱年切売渡申畑之事                      宝暦元．12．      一紙  １通  子位庄村売主源六→倉敷宮崎屋安兵衛殿  包紙有り 
16－16－114    預り申銀子之事                        宝暦２．正．13     一紙  １通  永木屋久右衛門他１名→宮崎屋三郎右衛 
                                                            門 
16－16－115    壱年切売渡し申田地之事                    宝暦２．11．      一紙  １通  田地売主大島村武介・□入弥介→倉敷宮  包紙有り 
                                                            崎屋安兵衛殿 
16－16－116    借用仕銀子之事                        宝暦３．12．      一紙  ３通  かり主大島村名主長介→倉敷宮崎屋三郎  他 包紙２枚・書状１通有 
                                                            右衛門殿                り 
16－16－117    預り申銀子之事                        宝暦３．５．２     一紙  １通  預り主廣江屋半七他１名→宮崎屋安兵衛  包紙有り 
16－16－118    壱年切売渡申畑之事                      宝暦４．３．      一紙  １通  売主大島村恵介他１名→宮崎屋安兵衛   包紙有り 
16－16－119    預り申銀子之事                        宝暦４．12．      一紙  ２通  かとや藤兵衛→宮崎屋安兵衛殿      包紙有り 書状一通 
16－16－120    借用申年苻銀事                        宝暦５．12．      一紙  １通  吉岡村名主笹沖村孫兵衛他３名→倉敷宮  包紙有り 
                                                            崎や安兵衛 
16－16－121    預申銀子事                          宝暦６．７．11     一紙  ２通  預り主箕嶋文左衛門他４名→宮崎屋安兵  包紙有り 覚一通有り 
                                                            衛 
16－16－122    売渡申屋敷立家之事                      宝暦10．12．      一紙  ３通  売主油屋嘉兵衛他２名→宮崎屋安兵衛殿  書状１有り 包紙有り 
16－16－123    覚（質入証文のひな形）                    安永７．11．      一紙  １通  質主何屋何右衛門他１名→宮崎屋五蔵 
16－16－124    質入申田地之事                        安永７．12．      一紙  １通  質主吉和屋猪右衛門他２名→宮崎屋五蔵 
16－16－125    借用申銀子之事                        天明３．９．５     一紙  １通  借用主宝屋与十郎→宮崎屋五蔵殿     包紙有り 虫損有り 
16－16－126    借用申銀之事                         天明３．９．５     一紙  １通  借用主宝屋与十郎他１名→宮崎屋五蔵   包紙有り 
16－16－127    以書付申上候（東町吉見屋利介より戎町伏見屋四郎兵衛へ相掛出  天明７．正．      一紙  １通  利介他９名→年寄月番五蔵 
           入内済一札） 
16－16－128    以書付御願申上候（中之庄村百姓 次兵衛江取替銀 相滞ニ付）    天明８．12．            一紙  １通  倉敷村綿屋喜兵衛→年寄五蔵（中之庄村 
                                                            中島庄屋安原曽平治あて願書への添書の 
                                                            依頼） 
16－16－129    借用申銀子之事                        寛政元．10．      一紙  ２通  借主槙屋加十郎他１名→宮崎屋五蔵    包紙有り 他包紙有り１通 
16－16－130    覚（家屋敷質入ニ付）                     寛政元．11．      一紙  １通  質主広田屋甚四郎・親類１名・証人１名 
                                                            →宮崎屋十蔵 
16－16－131    〔質地証文一括〕                       寛政元．12．      一紙  ４通  ・小作預り証文之事（寛政元年12月、九  ４通を帯封にしている 
                                                             畝４歩） 
                                                            ・壱年切売渡申田地之事（寛政元年12月 
                                                             、８畝29歩） 
                                                            ・田地図面（９畝４歩） 
                                                            ・畑田覚（８畝29歩） 
                                                            羽島村茂兵衛→宮崎屋五蔵 
16－16－132    借用申銀子之事                        寛政３．12．18     一紙  １通  借用主大黒屋卯兵衛→宮崎屋五蔵     包紙有り 
16－16－133    証文                             寛政４．正．      一紙  １通  箕島村新兵衛→五蔵 
16－16－134    借用申儀之事                         寛政５．８．３     一紙  １通  田中屋伝兵衛→宮崎屋五蔵殿       包紙有り 
16－16－135    覚（田地質地ニ相渡ニ付）                   寛政５．12．      一紙  １通  売主黒崎村又左衛門・新類１名・証人１  帯有り 
                                                            名→宮崎屋五蔵 
16－16－136    質入申田地之事（写）                     寛政11．12．      一紙  １通  借主倉鋪□葉屋彦五郎・証人１名→浜村 
                                                            葉那屋伊平 
16－16－137    預り申銀子之事                        寛政12．５．      一紙  １通  平井久米右衛門他４名→加須山村荘三郎 
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                                                            銀５貫目借用 
16－16－138    〔西阿知藤太夫江相掛り貸銀出入 添状願一件〕         寛政13．２．      一紙  １束 
16－16－139    質地証文                           享和元．11．      一紙  １束  質入主堺屋源次郎→宮崎屋三左衛門 
16－16－140    質入申田地之事                        享和元．11．      一紙  １通  田畑質入銀借主高沼村庄屋加須山村荘三 
                                                            郎・親類１名・証人１名→宮崎屋三左衛 
                                                            門 
16－16－141    質入申田地之事                        文化元．12．      一紙  １通  田地質入銀借主加須山村専左衛門・親類 
                                                            １名・証人１名→倉敷花屋善左衛門 
16－16－142    質入申田地并川符米之事                    文化３．11．      一紙  １通  質入主帯江屋久次兵衛・証人２名→花屋 
                                                            善左衛門 
16－16－143    質入申田畑証文之事                      文化９．11．      一紙  １通  質主灘屋吉兵衛・親類１名・証人１名・ 
                                                            取吸証人１名→宮崎屋広祐 
16－16－144    〔質地証文 一括〕                      文化９～10．      一紙  ３通  灘屋吉兵衛→宮崎屋広祐 
                                                            ・小作証文之事（文化９） 
                                                            ・質入申畑証文之事（文化10） 
                                                            ・小作証文之事（文化10） 
16－16－145    質入申田地之事                        文化14．８．      一紙  １通  質入主油屋宗十郎・親類１名→宮崎屋広 
                                                            輔 
16－16－146 －① 油屋 金銀取引通（袋） 宮崎屋殿               年月日未詳       袋   １袋  油屋→宮崎屋 
16－16－146 －② 御預銀利分請取通                       文政元．12．      横長  １綴  油屋→宮崎屋 
16－16－146 －③ 金銀取引通                            辰．３．８     横長  １綴  油屋→宮崎屋 
                                         ～未．４．13 
16－16－147    預り申銀子之事                        弘化４．12．      一紙  １通  宮崎屋三郎右衛門→島田屋常七 
16－16－148    質入申田地之事                        安政３．12．      一紙  １通  質入主宮崎屋安兵衛・親類１名・証人１ 
                                                            名→析屋久助 
16－16－149    古証文入                           文久２．８．      袋   １袋  三袋之内                16－16－149 －①～16－16 
                                                                                －149 －○31在中 
16－16－149 －① 銀子借用証文之事（無拠入用ニ付）               寛政９．11．      一紙  １通  借用主箕島村新兵衛→宮崎屋三左衛門 
16－16－149 －② 銀子借用証文之事（無拠入用ニ付）               寛政元．11．29     一紙  １通  庄屋源太夫→宮崎屋五蔵 
16－16－149 －③ 〔中島村・片島村戌年分銀子請取書扣エ并当御役所中西多蔵様よ  寛政２．10．24     一紙  ４通  ・「覚（借金）」寛政２年10月24日、井  包紙有り 
           り被遣候案文入〕                                           筒屋太郎兵衛・宮崎屋五蔵・銭屋惣左 
                                                             衛門→中島村役人中 
                                                            ・覚 寛政２年10月、井筒屋太郎兵衛・ 
                                                             宮崎屋五蔵・銭屋惣左衛門→中島村役 
                                                             人中 
                                                            ・案文 
                                                            ・〔金銭内訳〕 
16－16－149 －④ 借用申銀子之事                        寛延元．12．      一紙  １通  千種清右衛門手代 三嶋専蔵・高城浬助 
                                                            →宮崎屋安兵衛殿 
                                                            裏書・千種の相違無旨・付書 
16－16－149 －⑤ 借用申銀子之事（年貢上納に使った）              宝暦４．10．      一紙  １通  山田村借主文蔵→宮崎屋安兵衛 山田村 
                                                            庄屋吉兵衛江戸留主ニ付肝煎 文右衛門 
                                                            奥印 
16－16－149 －⑥ 御断申年符証文之事                      宝暦６．12．      一紙  １通  山田村文蔵→宮崎屋安兵衛 
16－16－149 －⑦ 借用申銀礼之事                        文化７．11．      一紙  １通  借主松尾屋忠兵衛→宮崎屋三左衛門殿 
16－16－149 －⑧ 借用申銀之事（無拠入用ニ付）                 文化７．11．      一紙  １通  借主松尾屋忠兵衛→宮崎屋三左衛門 
16－16－149 －⑨ 借用申銀子之事（年々 証文書替元銀借用）            文化８．11．      一紙  １通  銀子借用主大黒屋広三郎・証人瀧本屋千 
                                                            七→宮崎屋三左衛門 
16－16－149 －⑩ 借用申銀子之事                        文化10．５．      一紙  １通  借用者文蔵・証人貫助→宮崎屋広助 一 
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                                                            銀五百目の借用 
16－16－149 －⑪ 借用申七五銭之事                       文化11．７．      一紙  １通  借用主万次郎・証人与八→宮崎屋広祐 
16－16－149 －⑫ 借用申米代之事                        文政２．５．４     一紙  １通  借用主西原屋喜右衛門・証人取次備中屋 
                                                            新兵衛→宮崎屋広輔 
16－16－149 －⑬ 借用申米代銀之事                       文政２．７．      一紙  １通  借用主備中屋新兵衛→宮崎屋広輔 米代 
                                                            銀の借用証文 
16－16－149 －⑭ 借用申銀子之事（年貢銀指支）                 文政２．11．      一紙  １通  児島郡上村名主下村五郎左衛門・他６名 
                                                            →宮崎屋広祐 備前国大庄屋上野八郎平 
                                                            他３名 奥印あり 
16－16－149 －⑮ 借用申銀札之事                        文政２．12．      一紙  １通  備中国山中買町栄屋岩之介・証人磨屋町 
                                                            栄屋惣吉→備中倉敷宮野屋安左衛門 
16－16－149 －⑯ 借用申銀札之事                        文政２．12．      一紙  １通  借用主検見取利八・親類検見取清兵衛・ 
                                                            請人広瀬屋千介・銀札の受け取り証文→ 
                                                            宮崎屋広介 
16－16－149 －⑰ 借用申米代銀子之事（無拠入用ニ付）              文政３．７．      一紙  １通  借用主河内屋長五郎→宮崎屋三郎衛門 
16－16－149 －⑱ 覚（貸家借用代金請求）                    文政４．２．      一紙  １通  今野屋喜平治事惣兵衛・取次人宮野屋安 
                                                            兵衛→宮崎屋三郎右衛門 
16－16－149 －⑲ 借用銀子之事                         文政４．３．      一紙  １通  借主新田岩田郎・証人長四郎・茂兵衛→ 
                                                            宮崎屋三郎右衛門 
16－16－149 －⑳ 借用申銀札之事（無拠入用ニ付）                文政４．12．      一紙  １通  岡山中買丁栄屋岩之介・証人磨屋町万屋 
                                                            熊吉→宮崎屋安右衛門 
16－16－149 －○21 借用証文之事（貸家賃不足）                  文政５．正．      一紙  １通  借主対馬屋善吉・親類中島屋甚兵衛・竹 
                                                            屋長左衛門→宮崎屋三郎右衛門 
16－16－149 －○22 借用申銀子之事                        文政５．11．      一紙  １通  借用主新田長四郎・証人高野屋安右衛門 
                                                            →宮崎屋三郎右衛門殿 
16－16－149 －○23 借用証文之事（無拠入用ニ付）                 文政７．11．26     一紙  １通  借主羽島村万右衛門・証人同村新蔵・取 
                                                            次同村藤四郎→宮崎屋三郎右衛門 
16－16－149 －○24 覚                              文政７．８．      一紙  １通  稿場半太夫→宮崎屋三郎右衛門 一金壱 
                                                            両三分、借用証 
16－16－149 －○25 借用証文之事                         文政９．５．４     一紙  １通  油屋惣十郎→宮崎屋三郎右衛門 
16－16－149 －○26 覚（頼母子講へ出銀）                     文政９．11．      一紙  １通  借主有城屋善右衛門→宮崎屋 
16－16－149 －○27 借用申銀子之事（無拠入用ニ付）                文政11．11．      一紙  １通  借用主川入村嘉右衛門・証人同村松次郎 
                                                            →宮崎屋三郎右衛門 
16－16－149 －○28 預り申金子之事                        嘉永６．        一紙  ２通  金100 両 中島屋久右衛門→宮崎屋安兵  帯封有り 書状一通同封 
                                                            衛 
16－16－149 －○29 借用申銀子之事                        嘉永７．11．      一紙  １通  羽島村法輪寺→宮崎屋安兵衛 
16－16－149 －○30 〔包紙 証書壱通 法輪寺・証書 借用手形之事〕        安政５．11．      一紙  １通  羽島村法輪寺→井上安兵衛 銀札借用証  包紙有り 
                                                            文 
16－16－149 －○31 借用申一札之事                          巳．12．      一紙  １通  借用主誉田屋弥右衛門・誉田屋氏助→宮 
                                                            崎屋広助殿 
16－16－150    講銀請取通                          万延元．11．      横長  １冊  加須山亀五郎・引請方陶沼坂太夫・同五  包紙有り 
                                                            右衛門→亀山伊右衛門 
16－16－151    質入申田畑之事                        慶応２．４．      一紙  １通  質入主宮崎屋信蔵・親類１名・証人１名 
                                                            →片山湊左衛門 
16－16－152    質地証文之事                         明治２．12．      一紙  １通  質入主十之丞・証人１名→中島屋勝之丞 
16－16－153    覚（質地証文）                          丑．８．      一紙  １通  油屋宗十郎→宮崎屋広輔 
16－16－154    〔覚〕                              巳．５．      横長  １冊  備中信次郎→井上 26日晩分－壱度新助 
                                                            組などとあり 
16－16－155    旧宅質物ニ入借用手形ノ事                   年月日未詳       一紙  １通  借り主福島村常右衛門他９名・証人１名 
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                                                            →宛名ナシ 
16－16－156    質入申田畑之事                        年月日未詳       一紙  １通  惣田畑畝数３町８畝24歩、惣高合30石６ 
                                                            斗７升３合、惣成米合16石５斗２合８夕 
                                                            の書上げのみ 
16－16－157    借用申金子之事                        年月日未詳       一紙  １通  安江惣左衛門→久助           「来ル丑正月」の文書有り 
16－16－158    覚（田高の書上）                       元文３．            １通  安兵衛がみの原吉三郎の借金のかたに田  折り紙 
                                                            をとった 
16－16－159    覚（元利銀勘定覚）                      延享２．６．23     一紙  １通  身元油や・東油や→宮崎や        包紙有り 
16－16－160    借用申銀之事                         寛政元．正．11     一紙  ３通  借用主伊予屋□右衛門他１名→宮崎屋五  包紙有り 覚有り 手形請 
                                                            蔵殿                  求書有り 
16－16－161    〔亀山亀五郎宛井上亮三書状〕                 明治９．７．      一紙  ８通  金請取証同封              封紙有り 
16－16－162    借用申金子之事                        明治10．正．11     一紙  １通  借用主倉敷村井上亮三他２名→鴨方村高 
                                                            戸善太郎 
16－16－163    借用証券                           明治11．７．31     一紙  １通  借用主武儀三郎→井上亮三 
16－16－164    受領証                            明治40．２．27     一紙  １通  備中倉敷本町海老屋事香本松五郎→井上 
                                                            様 
16－16－165    覚（売渡田畑書上）                        子．10．      横長  １冊  売主箕島村甚兵衛ほか→安兵衛 
16－16－166    記（元利返済事）                         寅．正．２     一紙  １通  亀五郎→兄上様 
16－16－167    請取申銀札                            寅．12．23     一紙  １通  早瀬村名主□平次→倉敷安兵衛殿 
16－16－168    覚（講銀請取）                          寅．12．25     一紙  １通  羽島村庄屋作右衛門→宮崎屋五蔵 
16－16－169    覚（講銀差引）                          卯．12．12     一紙  １通  鈴木弥一右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－16－170    覚（銀受取証文）                         辰．正．20     一紙  １通  瀬尾二→宮崎屋 
16－16－171    覚（出銀請取）                          辰．５．17     一紙  １通  鳥羽村伝兵衛→宮崎屋安兵衛 
16－16－172    覚（銀子受取）                          辰．８．９     一紙  １通  東油屋→宮崎屋殿 
16－16－173    覚（講銀再算用の願い）                      辰．12．６     一紙  １通  鈴木弥一右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－16－174    未進方請取銭覚                          巳．７．13     一紙  １通  笹沖源六→宮崎屋安兵衛 
16－16－175    覚（銀受取証文）                         午．３．13     一紙  １通  野田屋彦四郎→宮崎屋安兵衛 
16－16－176    記（二十銭受取）                         午．４．25     一紙  １通  源蔵→井上 
16－16－177    口演（金子借用依頼）                       午．６．６     一紙  １通  文永→宮崎屋安兵衛 
16－16－178    覚（講銀請取）                          午．11．      一紙  １通  かす山村 崎伝右衛門他２名→倉敷安兵 
                                                            衛 
16－16－179    覚（銀請取）                           午．12．      一紙  １通  大工清左衛門→宮崎屋 
16－16－180    覚                                申．正．７     一紙  １通  東油やが宮崎屋へ八百十四匁の借用依頼 
16－16－181    覚（金子借用）                        年未詳．６．25     一紙  １通  西山治右衛門→井上宗十郎 
16－16－182    〔安兵衛宛 □兵衛書状〕                   年未詳．10．９     一紙  １通  □兵衛→安兵衛 たのもし銀の事 
16－16－183    覚（預ケ金請取など）                     年月日未詳       一紙  １通 
16－16－184    口上（借用依頼）                       年未詳．２．19     一紙  １通  野田屋左四郎→宮崎屋安兵衛 
16－16－185    〔借用証文 発行譲渡の願い〕                 年未詳．８．12     一紙  １通  忠衛門→五蔵 
16－16－186    覚（元利算用）                        年月日未詳       一紙  １通 
16－16－187    質算用覚                           年月日未詳       一紙  １通  子年分 
16－16－188    〔金書上〕                          年月日未詳       一紙  １通  海老やへおわたしの分 
 
◆◆◆１６－１７－１～１４〔商業売買〕◆◆◆ 
16－17－１    為替銀手形之事                        延享３．５．20     一紙  １通  板や定八郎・舟頭新平→みやさきや安兵 
                                                            衛殿 銀壱貫目 
16－17－２    為替手形之事                         延享３．５．22     一紙  １通  わたや与兵衛・舟頭新平→みやさき屋安 
                                                            兵衛殿 銀五百目 
16－17－３    為替手形之事                         延享３．５．22     一紙  １通  はまや長右衛門・舟頭新平→みやさ木屋 
                                                            安兵衛殿 銀500 目 
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16－17－４    為替手形之事                         延享３．５．24     一紙  １通  みしま屋伝兵衛・舟頭新平→みやさ木屋 
                                                            安兵衛殿 銀五百目 
16－17－５    寅十一月晦日銀御買分仕切覚                  文政元．11．晦日    一紙  １通  鳥飼屋忠右衛門→俵屋才右衛門 広東人 
                                                            参代銭など 
16－17－６    〔行政官布告〕                        明治初．４．      一紙  １通  金札通融令の趣意に違背し、諸品売買に 
                                                            際し未だ通用滞りの向きもあり、以後正 
                                                            金による仕切売買を致さざること 
16－17－７    庚の辰年足袋太ものめん堂以御通                庚辰（明治13カ）．   横長  １冊  宮野屋貫蔵→井上様 １ケ年分の勘定合 
                                                            せて12円47銭３厘 
16－17－８    大正四年度楠戸商店酒類御通 倉敷本町井上様          大正４．        横半  １冊 
16－17－９    〔初相場書上〕                        年未詳．正．５     横長  １通 
16－17－10    〔野田屋より謀宛書状〕                    年未詳．４．11     一紙  １通  昨日茶一艘83本入荷、売行き悪しきにつ  前欠 
                                                            き、為替銀借用願たし、また今日入荷の 
                                                            茶は大方売却のこと 
16－17－11    覚（買物代金書上）                      年未詳．５．13     一紙  １通  喜扇屋孫次郎→備中屋清次郎 たこ・は 
                                                            ぜ他〆114 匁 
16－17－12    〔金銀書上〕                         年月日未詳       一紙  １通  菓子・歳暮料等書上 
16－17－13    〔家具・食器代金書上〕（弐百番より五百迄）          年月日未詳       横長  １冊 
16－17－14    反物相場覚                          年未詳．４．22     横長  １冊 
 
◆◆◆１６－１９－１～１３０〔家〕◆◆◆ 
16－19－１    〔過去帳〕                          寛永16．11．      折帳  １冊 
                                        ～正徳４．11． 
16－19－２    〔過去帳〕                          万治３．５．      折帳  １枚 
                                        ～元禄９．９． 
16－19－３    岡山県備中国窪屋郡倉敷町字東町北側九百六十九番地ノ内ニアル  明治33．４．１     一紙  １通  井上信蔵 
           百七十七番邸建物略図 
16－19－４    証                              明治35．４．      一紙  ２通  敷地・建物、倉敷税務所用に貸渡のこと 
                                                            井上信雄→広島税務管理局長 岩崎奇一 
16－19－５    証（領収書）                         明治44．４．４     一紙  １通  岡山市紙屋町中筋 浪花堂→上様（井上 
                                                            か？） 
16－19－６    受領票                            大正６．７．９     一紙  １枚 
16－19－７    記（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  東町浜西山新次郎→倉敷本町井上様 
16－19－８    キ（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  本丁井上様 
16－19－９    受領証                            大正６．８．旧盆    一紙  １通  逸見裁縫所→井上様 
16－19－10    記（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  備中倉敷町河原宇平商店→井上様 
16－19－11    記（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  備中都窪郡倉敷局区内酒津大国醤油株式 
                                                            会社→本町井上様 
16－19－12    記（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  備中倉敷町大久保材木店→本町井上冬太 
                                                            郎様 
16－19－13    キ                              大正６．８．      一紙  １通  備中倉敷町中山霜七から本町井上様への 
                                                            領収書 
16－19－14    記（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  佐藤太一→本町井上 
16－19－15    記（領収書）                         大正６．８．      一紙  １通  森本□店→東町井上様 
16－19－16    記（領収書）                         大正６．        一紙  １通  備中倉敷町と→□丁井上様 
16－19－17    〔井上栄夫宛書状〕                      大正８～10．      一紙  12通  大阪市愛国青年社・高戸郁三・岡山栄町 
                                                            斎藤洋眼店などより 
16－19－18    〔井上益雄殿 大正九年入学試験受験関係〕           大正９．２．４     一紙  ５枚  大正九年入学試験受験者心得・領収書・ 
                                        ～大正９．２．25            大正九年入学者選抜試験問題（数学・和 
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                                                            文英訳・地理） 
16－19－19    書状                             大正９．７．30     一紙  ２通  井上栄夫宛熊本市慶徳堀町東慶八商店   封筒有り 
                                                            暑中御見舞御礼と平生の御無沙汰おわび 
16－19－20    〔井上栄夫宛書状〕                      大正９．12．24     一紙  １通  兄上の就職について意見 東京市本郷区 
                                                            井上益雄より 
16－19－21    〔井上栄夫宛 本郷区益雄葉書〕                大正10．正．24     一紙  １通  近江銀行払込の60円受け取りの報告 
16－19－22    〔井上栄夫宛書状〕                      大正10．２．９     一紙  １通  岡山市西中山下結城藍碧→井上栄夫〔時 
                                                            候挨拶〕 
16－19－23    〔井上栄夫宛 東京市本郷区井上益雄書状〕           大正10．２．13     一紙  13通  益雄より 高校入学試験についての相談  封筒有り 
                                                            幸恵より 精神状態の乱れの悩み及び助 
                                                            手願い（５月19日）目録分類の作成につ 
                                                            いて 
16－19－24    〔井上栄夫宛書状〕                      大正10．４．16     一紙  １通  東京都本郷区台町吉沢舘井上益雄→岡山  封筒有り 
                                                            県倉敷町井上栄太〔金の無心〕 
16－19－25    書状                             大正10．５．11     一紙  ８通  進路について、学費請求         封筒有り 
                                                            東京市本郷区井上益雄→倉敷町井上栄夫 
                                                            （御兄上）様 
16－19－26    〔井上冬太郎宛書状〕                     大正11．３．25     一紙  １通  真殿久節→井上冬太郎様 
                                                            京都府立医学専門学校入学の大内証太郎 
                                                            の生年月日および現住所 
16－19－27    〔井上冬太郎宛書状〕                     大正11．５．11     一紙  １通  井上久賀人→井上冬太郎様        封筒有り 
                                                            御機嫌伺および縁談の事 
16－19－28    〔井上冬太郎宛書状〕                     大正11．６．16     一紙  ２通  安東秀雄についての儀２通 娘の看病 
16－19－29    〔井上栄夫宛書状〕                      大正６．11．20     一紙  ３通  国華社→井上栄夫様 『南画集』という  医学博士 望月惇一からの 
                                                            美術書の勧め状             処分箋有り 
16－19－30    記（領収書）                           ６．８．      一紙  １通  中村材木店→本町宮崎ヤ様 
16－19－31    記（領収書）                           ６．８．      一紙  １通  備中都窪郡中州村水江 莨屋事 薪炭商 
                                                            青江嘉市→本町井上様 
16－19－32    キ（領収書）                           ６．８．      一紙  １通  備中倉敷東町野口諸楽器店→井上様 
16－19－33    〔井上冬太郎宛書状〕                       ６．10．28     一紙  １通  堀謙次郎→井上冬太郎様 亡き母親の13  封筒有り 
                                                            回忌の件について 
16－19－34    〔井上様宛早野常雄葉書〕                     10．４．13     一紙  １通  カ－ド及びレントゲン室の書籍送付のお 
                                                            礼 
16－19－35    〔井上栄夫宛書状〕                        ９．10．13     一紙  １通  先日お願いした毛布・外套について 東 
                                                            京市本郷井上益雄より 
16－19－36    〔井上冬太郎宛□葉書〕                      ９．８．８     一紙  １通 
16－19－37    〔井上冬太郎宛堀謙次郎・井上栄夫宛井上益雄（10年４月16日）  年月日未詳       一紙  ２枚                      封筒のみ 
           〕 
16－19－38    〔井上栄夫宛 幸恵 葉書〕                    10．７．23     一紙  １通  岡山にての用件済んだことの報告 
16－19－39    〔井上栄夫宛 東京 井上益雄〕                年未詳．10．29     一紙  １通  腹痛と机入用のため10円催促 
16－19－40    〔井上栄夫宛 高戸郁三葉書〕                   10．        一紙  １通  竹雀画伯潤筆料について 
16－19－41    〔井上宛 高戸善七郎書状〕                  年未詳．11．27     一紙  １通  土産物したての事 
16－19－42    覚（表替入用見積）                        丑．６．４     横長  １綴  芳乃屋仙蔵・表具屋嘉蔵 
16－19－43    〔波奈屋新右衛門宛島岡宗□書状〕                 卯．  24     一紙  １通  貴酒 御礼 
16－19－44    覚（領収証）                           辰．11．10     一紙  １通  ハマ田屋清介→宮崎屋安兵衛 
16－19－45    覚（着物代受取）                         巳．４．      一紙  １通  中島屋安兵衛→倉敷井上 
16－19－46    覚（着物代など）                         巳．７．      一紙  １通  備中清次郎→井上 
16－19－47    キ（領収書）                           巳．８．30     一紙  １通  備中倉敷町川崎・三宅共同醤油店→本町 
                                                            井上様 
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16－19－48    記                                巳．８．      一紙  １通  白神理吉→丁 井上様 領収書 
16－19－49    買物勘定書上                           巳．11．17     横長  １冊  備中屋清次郎→井上様 
16－19－50    覚（反布・色付代）                        申．３．      一紙  １通  □屋→御旦那 
16－19－51    〔井上信蔵宛 高戸善七郎書状〕                年未詳．正．26     一紙  １通  高戸善七郎→井上信蔵〔祝いならびに近 
                                                            況報告〕 
16－19－52    〔井上信造宛書状〕                      年未詳．正．31     一紙  １通  高戸善七郎→井上信造〔礼状〕 
16－19－53    〔別府町栄夫宛書状〕                     年未詳．２．21     一紙  １通  いのと母→別府町栄夫殿 
                                                            篭は三ツ組御求め度候儀 栄夫病気療養 
                                                            見舞の事 
16－19－54    〔吉田清四郎より井上信蔵宛書状〕               年未詳．２．26     一紙  １通  冬太郎子供手仕事の件ならびに地券台帳 
                                                            作成の件 
16－19－55    〔宮崎屋安兵衛宛斉□文水〕                  年未詳．２．27     一紙  １通  銭50目入用の事 
16－19－56    〔宮崎や安兵衛宛野田屋書状〕                 年未詳．３．16     一紙  １通  高瀬参仕切入用に付銀五百目の拝借 
16－19－57    〔井上亮三宛木山精一書状〕                  年未詳．３．20     一紙  １通  木山精一→井上亮三様 
                                                            旧義倉会計帳につき 
16－19－58    〔高戸善七郎より井上御兄上・御姉上宛書状〕          年未詳．３．25     一紙  １通  御結納の品に対し、お久賀様のところ縮 
                                                            緬袖位のところでは如何 
16－19－59    覚（茶道具代など）                      年未詳．３．晦日    一紙  １通  □屋竹造→花屋 
16－19－60    〔高戸善七郎より井上御兄上様・同冬太郎宛書状〕        年未詳．４．７     一紙  １通  御婚礼滞り無く済みたることにつき、お 
                                                            祝い申上げのこと 
16－19－61    口演                             年未詳．４．９     一紙  １通  綾の初出入祝い 吉田清四郎→井上様 
16－19－62    〔井上冬太郎宛書状〕                     年未詳．４．13     一紙  ２通  堀眞一→井上冬太郎様          封筒有り 
                                                            結婚式の招待状 
16－19－63    〔久介より井上氏宛書状〕                   年未詳．４．13     一紙  １通  判金一件 
16－19－64    〔廣井兵左衛門より井上安兵衛宛書状 （包紙）従大坂築町廣井  年未詳．４．17     一紙  ２通  大坂滞留長期に及ぶと思われるにつき、  他に４月18日付の借銀依頼 
           兵左衛門→井上安兵衛〕                                       入費御取替え願いたき事         状１通有り 
16－19－65    〔はな舎新右衛門あて書状〕                  年未詳．４．25     一紙  １通  島岡宗蝶→はた舎新右衛門 □□（玉字 
                                                            ）を見せたく、一度御光臨下されたきこ 
                                                            と 
16－19－66    〔吉田清四郎より井上兄上様宛書状〕              年未詳．４．29     一紙  １通  鴨方へ参り、本家へ縁談のこと篤とお噺 
                                                            に及ぶも難しき様子、断念下されたきこ 
                                                            と、茶屋町平松のこと新宅へお噺済み、 
                                                            平松に片付くことが好都合か 
16－19－67    〔井上冬太郎宛書状〕                     年未詳．５．４     一紙  １通  井上久賀人→井上冬太郎様 
                                                            御機嫌伺および生活費送金の事 
16－19－68    〔井上亮三あて書状〕                     年未詳．５．４     一紙  １通  渡埜平蔵→井上亮三 小作事件に関する  包紙有り 
                                                            件 
16－19－69    〔井上宛間野書状〕                      年未詳．５．７     一紙  １通  銀札引替につき拝借赤金改のこと 
16－19－70    書状                             年未詳．５．９     一紙  ３通  渡埜平蔵→井上亮三様 小作事件につい  記（領収書・明治10年）２ 
                                                            て                   通同封 包紙有り 
16－19－71    〔亀五郎より井上御兄様宛書状〕                年未詳．５．10     一紙  １通  御兄様又処岡山へ御越しの件、吉田君よ 
                                                            りも一札拝受のこと 
16－19－72    〔吉田清四郎より井上尊兄宛書状〕               年未詳．５．16     一紙  １通  亀山村地所は最寄に有るにつき、この分 
                                                            の売却は後廻しにされたし、なお売却値 
                                                            段は40円を下らないように願いたし 
16－19－73    〔平右衛門より井上氏宛書状〕                 年未詳．５．17     一紙  １通  彼是と風評これ有りにつき、早々 お帰り 
                                                            願いたき事 
16－19－74    〔宛先・差出人不明〕                     年未詳．５．25     一紙  １通  音三郎養子引き受けに付（三白） 
16－19－75    覚（銀受取）                         年未詳．６．10     一紙  １通  丸屋与一郎→宮崎屋安兵衛 
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16－19－76    〔嶋田屋宛備中や清次郎書状〕                 年未詳．６．19     一紙  １通  井上様一件御役介願い上げ、24・５日頃 
                                                            人さし上げるにつき御相談のこと 
16－19－77    〔宮崎屋五蔵宛かす山定右衛門書状〕              年未詳．６．23     一紙  １通  銀子借用につき             包紙有り 別に包紙在中 
                                                                                虫損有り 
16－19－78    〔井上三郎右衛門宛大出書状〕                 年未詳．６．26     一紙  １通  伊丹・京いせや宛書状延引に付高瀬舟・  包紙有り 
                                                            飛脚にても差しのぼらせたき事 
16－19－79    〔病気快方通知并に銀子無心〕                 年未詳．６．28     一紙  １通  岡山安兵衛→宮崎ヤ伴七 
16－19－80    〔高戸善七郎より井上冬太郎宛書状〕              年未詳．７．３     一紙  １通  兄上様の病状は如何、なお染夫入費岡山 
                                                            三宅方へ３円送付願い置きのところ、不 
                                                            足につき、あと２円送付願いたきこと 
16－19－81    〔井上宛備中屋清次郎書状〕                  年未詳．７．９     一紙  １通  入用銀、書状持参人へお渡し下されたき 
                                                            こと 
16－19－82    〔善七郎より井上御両人様宛書状〕               年未詳．７．10     一紙  １通  亮三の病状の問い合わせなど 
16－19－83    〔花屋新右衛門宛猫屋平三郎書状〕               年未詳．７．10     一紙  １通  拝借金の事               包紙有り 
16－19－84    書状                             年未詳．７．11     一紙  １通  高戸善七郎→井上信造様 おかの殿縁談  前欠 
                                                            について 
16－19－85    キ（領収書）                         年未詳．旧７．     一紙  １通  かじ竹→東町宮崎屋様 
16－19－86    書状                             年未詳．８．２     一紙  １通  姉様の眼病などについて 
                                                            高戸善七郎→井上御兄上様 
16－19－87    記（領収書）                         年未詳．８．25     一紙  １通  綿屋小平→井上 
16－19－88    覚（秩父生絹代受取り）                    年未詳．８．29     一紙  １通  本町とみ山清右衛門→光印 
16－19－89    記（領収書）                         年未詳．８．30     一紙  １通  西洋料理御旅館 備中倉敷川西町葉井家 
                                                            →本町井上様 
16－19－90    記（領収書）                         年未詳．８．30     一紙  １通  御菓子司・倉敷新町 三宅鶴壽堂→上様 
16－19－91    〔宮崎屋安兵衛宛長谷川美織書状〕               年未詳．８．吉     一紙  １通  神前御祈祷について           虫損有り 
16－19－92    記（領収書）                         年未詳．８．      一紙  １通  西島千代松→本町井上様 
16－19－93    口演（茶屋甚右衛門より井上氏宛）               年未詳．５．４     一紙  １通  半竹卓・古銅など御覧に入れたし 
16－19－94    〔井上信蔵宛 吉田清次郎書状〕                年未詳．９．23     一紙  １通  吉田清次郎→倉敷本町井上信蔵〔聞合の 
                                                            件について〕 
16－19－95    〔高戸伊之丞より井上両兄宛書状〕               年未詳．９．29     一紙  １通  冬太郎事久しく参り申さず消息伺いたき  〔包紙〕高戸伊之丞→井上 
                                                            事                   御両兄様 
16－19－96    〔吉田某より井上氏宛書状〕                  年未詳．10．８     一紙  １通  御地御祭礼の御案内を頂戴したにもかか 
                                                            わらず差支えにつきお詫び 
16－19－97    〔高戸善七郎より井上御兄上宛書状〕              年未詳．10．13     一紙  １通  亮三様事居合い宜しきよし御同慶の至り 
16－19－98    〔善七郎より井上御姉様宛書状〕                年未詳．10．25     一紙  １通  亮三様はじめお久加様にも学事修業希望 
                                                            のよし、願いをかなえさせたき事 
16－19－99    〔高戸善七郎より井上信造宛書状〕               年未詳．11．24     一紙  １通  早速お悔みに参上すべきところ過日兵隊 
                                                            の来増もあり、かつ日々 稲の作柄状況の 
                                                            調査に取紛れ、無音に打ち過ぎたことに 
                                                            つきお詫び 
16－19－100    記（酒代など領収証）                     年未詳．11．26     一紙  １通  上まつや九左衛門 
16－19－101    書状（五蔵様あて十三兵衛）                  年未詳．12．９     一紙  １通  銭借りうけにつき 
16－19－102    〔井上安兵衛宛近藤十左衛門書状〕               年未詳．12．15     一紙  １通  雅楽殿家屋敷御求につき諸旦那より合力 
                                                            のこと 
16－19－103    〔高戸善七郎より井上信造・同冬太郎宛書状〕          年未詳．12．29     一紙  １通  先般の稿四郎死去につき回葬お礼 
16－19－104    〔井上栄夫宛 尾崎郁三書状〕                 年未詳．12．31     一紙  １通  （尾崎）郁三→井上栄夫〔画法指南〕 
16－19－105    書状（宮崎屋あて瀬尾ニ）                   年未詳．12．      一紙  １通  八百目の借用返済 
16－19－106    〔井上安兵衛あて書状〕                    年未詳．12．      一紙  １通  権田紋四郎→井上安兵衛 金子借入した  包紙有り 
                                                            きこと 
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16－19－107    〔新右衛門宛大□書状〕                    年月未詳． ２     一紙  １通  金子借用 
16－19－108    〔井上藤太郎様宛書状〕                    年月未詳． ６     一紙  １通  岡山市山崎町曽崎屋呉服店川本国太郎→  封筒有り 
                                                            都窪郡倉敷町井上藤太郎様 これまで営 

                                                             業していた呉服屋の業務拡張にあたり、 
                                                            このたび合併して曽原屋呉服店を開店す 
                                                            る件に関する事 
16－19－109    記（領収書）                         年月未詳． 20     一紙  １通  佐野屋→井上様 ゆずなど 
16－19－110    〔書状〕                           年月未詳． 20     一紙  １通  四郎左衛門→新右衛門〔食事代残金支払 
                                                            いたいことを知らせたもの〕 
16－19－111    〔浜宮老人より井上尊大人宛書状〕               年月未詳． 25     一紙  １通  仰せに任せ、貴酒樽一つ持せ遣しの事 
16－19－112    〔領収書・書状断簡など〕                   年月日未詳       一紙  15通 
16－19－113    口上（御掛物一覧にて曽我画白のものにて間違いないとの事）   年月日未詳       一紙  １通  ？→井上 
16－19－114    〔山路氏系図〕                        年月日未詳       一紙  １枚 
16－19－115    覚（送り状・こんのおび、おめしちりめん）           年月日未詳       一紙  １通  かどや→御旦那様 
16－19－116    書状                             年月日未詳       一紙  ２通  井上栄夫宛 有朋堂書店 ９年５月以来  封筒有り 
                                                            の会費未納について 
16－19－117    〔井上奥様・たきの様宛ゆき書状〕               年月日未詳       一紙  １通  阿波より帰宅に付御案内延引の事 
16－19－118    〔花屋新右衛門あて書状〕                   年未詳．５．22     一紙  ２通  茶屋甚左衛門→備中倉敷花屋新右衛門 
                                                            花屋新右衛門が茶屋から買った４品の件 
16－19－119    〔井之上あて書状〕                      年月日未詳       一紙  １通  茶屋甚右衛門→井之上 持ちかえった掛 
                                                            物三幅を買上げない場合お返し下さいた 
                                                            きこと 
16－19－120    〔釣書〕                           年月日未詳       一紙  １通  津高郡菅野村坂野茂三郎の家族２名書上 
16－19－121    〔文書名書上〕                        年月日未詳       一紙  １通  文書調査のつつみ紙 
16－19－122    キ（領収書）                         年月日未詳       一紙  １通  佐野屋商店→井上 
16－19－123    〔帳面断簡〕                         年月日未詳       横半  １枚  刀代など 
16－19－124    覚（銀請取）                         年月日未詳       一紙  １通  黒崎善右衛門→宮崎屋安兵衛 
16－19－125    覚（屋鋪・建家）                       年月日未詳       一紙  １通 
16－19－126    〔倉敷井上宛生坂間野書状〕                  年未詳．５．９     一紙  １通  益金屋一件など 
16－19－127    覚（猫屋金子引替のことなど）                 年月日未詳       一紙  １通 
16－19－128    〔葉書〕                           年月日未詳       一紙  ２枚  藤田東湖漢詩など 
16－19－129    記（日用品雑費書上げ）                    年月日未詳       一紙  １通 
16－19－130    〔日用雑貨費書上げ〕                     年月日未詳       一紙  １通 
 
◆◆◆１６－２１－１～８〔習俗行楽〕◆◆◆ 
16－21－１    岡本法起寺 仏舎利 壱枚                   正保５．２．７     一紙  １枚                      包紙有り 
16－21－２    三十一年十一月 大市邨 西小野道具控             明治31．11．      縦   １冊 
16－21－３    証（仏餉米１俵）                       明治44．４．12     一紙  １通  観龍寺納所→井上様 
16－21－４    証（玄米１俵請取）                      大正７．正．17     一紙  １通  観龍寺→井上栄吉 
16－21－５    覚（勧化銀受領書）                        巳．２．29     一紙  １通  観龍寺→宮崎屋殿 
16－21－６    〔宴席順図〕                         年月日未詳       一紙  １枚  （盃其よりくるくるまはし） 
16－21－７    〔御守〕                           年月日未詳       一紙  ４枚  阿知神社 
16－21－８    〔祭文〕                           年月日未詳       一紙  １通  羅漢勧請・和讃・奉送 
 
◆◆◆１６－２２－１～１１〔学芸医療〕◆◆◆ 
16－22－１    証（領収書）                         大正６．８．27     一紙  １通  木村歯科医院→井上様 
16－22－２    第三号 明治三十六年度 小学校付属幼稚園保育料納付簿     明治36．４．１     一紙  １枚  授業料領収書 
16－22－３    第二四号 明治四十二年度 保育料納付簿            明治42．４．１     一紙  １枚  授業料領収書 
16－22－４    本略譜付 標準日本軍歌                    昭和18．７．30     冊子  １冊 
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16－22－５    〔和歌書上げ〕                        年月日未詳       一紙  １通                      虫食い大 
16－22－６    妙法院宮一品真仁法親王御詠写                 年月日未詳       一紙  １通                      包紙有り 
16－22－７    〔詠歌〕                           年月日未詳       一紙  ３枚 
16－22－８    〔和歌書き上げ〕                       年月日未詳       一紙  １枚 
16－22－９    〔井上五蔵書簡〕                       年月日未詳       一紙  １通  井上五蔵→前波然軒 宗匠書面の事 
16－22－10    〔謡曲本価格書上げ〕                     年月日未詳       一紙  １枚 
16－22－11    〔書簡断片一括〕                       年月日未詳       横半 175 枚  経山独菴続護法集84頁分、二教侖下16頁  木版 
                                                            分、盂蘭盆経疏記巻之下４頁分、釈門帰 
                                                            敬儀通真記巻上６頁分、起信論疏筆削記 
                                                            巻五52頁分、薬師直解８頁分、仁王護国 
                                                            般若経疏巻中４頁分、薬師如来観行儀軌 
                                                            法２頁、大毘盧遮那成就儀軌巻下２頁分 
                                                            、仏説大教王経巻十二２頁分・巻十六２ 
                                                            頁分・巻十八２頁分、▼愚草三上10頁分 
                                                            、法華玄義私記巻第十102 頁分、作持領 
                                                            会巻四２頁分、四分律行事鈔資持記巻中 
                                                            三之一22頁分、維摩経巻三４頁分、龍上 
                                                            新疏序２頁分、仁王教下三２頁分、秘要 
                                                            抄４頁分、不明２頁、手書16頁 

         １７箱 
◆◆◆１７－２２－１～３６〔学芸医療〕◆◆◆ 
17－22－１    三条大納言殿聞書                       元禄３．５．      縦   １冊  青木主斗頭 
17－22－２    和歌秘抄渕底三体                       元禄12．11．      縦   １冊  写本 小野氏西雄印写す 
17－22－３    百人一首二条家清濁抄                     元禄14．５．      縦   １冊  小野諸雄 
17－22－４    後水尾院百人一首勅講坤・乾                  元文元．10．16     縦   ２冊  後水尾院百人一首勅講坤・・・招旬舎泰 
                                                            夏書笈小野氏諸雄 
17－22－５    歌仙集 全                          安永９．３．      縦   １冊  井上夏鼎写 
17－22－６    風躰用意抄 全                        安永９．11．      縦   １冊  井上夏鼎写 
17－22－７    中庸道春点 全                        安永年間        版本  １冊  平田真書院               手習一紙 
17－22－８    餘材抄                            天明８．２．２     縦   15冊  天明８年２月２日井上夏鼎誌古今和歌集 
17－22－９    論語集解                           寛政２．９．      木版  ２冊  武江書林 千鐘房須原屋茂兵衛寿梓 自 
                                                            一至五・自六至十止２冊 著書平安東  
17－22－10    万葉集略解                          寛政８．８．      木版  ３冊  十九下・二十上下 発行者 東壁堂・耕 
                                                            書堂 
17－22－11    顕昭陳状                           享和２．９．４     縦   １冊  井上素堂書写 
17－22－12    万葉集見安補正                        文化６．９．      木版  ４冊  １～４巻 発行者 京都額田庄三郎・江 
                                                            戸須原茂兵衛・西村源六・西村宗七・大 
                                                            坂宣英堂奈良屋葛城長兵衛 
17－22－13    棟梁集 初編                         文化13．11．      木版  １冊  倉高田先生著 萬笈堂・ 書堂 
17－22－14    土佐日記考証上・下                      文政２．２～４．    木版  ２冊  ・土佐日記考証上・・・林 撰并書 
                                                            ・土佐日記考証下・・・山本明清 
17－22－15    訳本芥子園畫傅                        文政２．        版本  ２冊  人・地２冊 皇都書林菱屋孫兵衛、文政 
                                                            二年初版 尾陽書林松屋善兵衛・江戸書 
                                                            林前川六左衛門・大阪書林河内屋太助・ 
                                                            同北村佐兵衛 
17－22－16    月奈美消息                          文政７．        縦   １冊  江戸書林玉山堂山城屋佐兵衛 
17－22－17    中島廣足詠 しのめだれ 社中蔵                嘉永元．11．      木版  １冊  書林 京－城戸市右衛門・江戸－英大助 
                                                            ・大坂－田中太右衛門・肥後熊本－珠数 
                                                            屋伝兵衛・肥後熊本－豊前屋太右衛門・ 
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                                                            長崎－小野左右助 
17－22－18    竹取物語俚言解上・下                     安政４．９．      活版  ２冊  佐々 木弘綱著 出版元書林        包紙有り 
17－22－19    古学小伝                           明治13．６．      活版  ３冊  上・中・下３冊 美静堂 
17－22－20    和漢名家習字本大成第四十巻 大久保公神道碑          昭和10．正．３     縦   １冊  発行所 平凡社 
17－22－21    草書東波詩帖                         昭和18．11．10     縦   １冊 
17－22－22    いせ物がたりの抄 頭書絵入読曲伝記廿             年未詳．３．      木版  １冊  絵師菱川吉兵衛 発行者松会開板 
17－22－23    増補 合類大節用集 言解八上                 年月日未詳       木版  １冊 
17－22－24    大社教                            年月日未詳       活版  １冊  大社教大教正 千家鉄麿 
17－22－25    ねさめの記一                         年月日未詳       木版  １冊 
17－22－26    和漢三才図会草木之部抜書                   年月日未詳       縦   １冊 
17－22－27    百人一首鈔抜革                        年月日未詳       縦   １冊 
17－22－28    さよしぐれ 全一冊                      年月日未詳       木版  １冊  萩原廣道著 大坂心斎橋筋安堂寺町 発 
                                                            行書四秋田屋太右衛門 
17－22－29    庄屋日記（小野氏）〔目録〕                  年月日未詳       一紙  １枚  日記目録 万年筆書 
17－22－30    大和物語抄                          年月日未詳       版本  １冊                      朱書込有 
17－22－31    〔女上〕                           年月日未詳       版本  １冊  女流歌人について 
17－22－32    百人一首拾穂抄                        年月日未詳       版本  １冊  季吟述 
17－22－33    古篆論語                           年月日未詳       版本  １冊  佚山禪師字釈 浪華書林 稱 堂・菅生 
                                                            堂梓 
17－22－34    自讃観聞書                          年月日未詳       縦   １冊  後鳥羽院 
17－22－35    別記                             年月日未詳       版本  ２冊  12・34巻                12巻に封筒がはさんである 
17－22－36    みののいへつと                        年月日未詳       版本  ２冊 
 

         １８箱 
◆◆◆１８－２２－１～３〔学芸医療〕◆◆◆ 
18－22－１    元享釈書微考                         天和２．９．      横半  15冊  巻一より巻廿九之卅迄、巻九之十は欠   木版 
                                                            僧師錬著 発行村田三四郎・浅野久兵衛 
                                                            ・林五郎兵衛 
18－22－２    萬葉集略解                          寛政８．８．      縦   17冊  三上萬葉集巻第三～七萬葉集巻第七（七  木版 
                                                            冊） 十三上萬葉集巻第十三～十九上萬 
                                                            葉集巻第十九（九冊） 芳宜園蔵版 寛 
                                                            政八年丙辰八月発行 製本所江戸通油町 
                                                            耕書堂蔦屋重三郎・尾張名古屋本町七町 
                                                            目玉屋町東壁堂永楽屋東四郎 
18－22－３    梅花無尽蔵                          大正11．６．28     縦   ２冊  医学書 著者－小松帯刀 印刷所－高橋 
                                                            印刷所 印刷者－高橋利惣次 
 

         １９箱 
◆◆◆１９－２２－１～２６〔学芸医療〕◆◆◆ 
19－22－１    神教経                            （元禄２カ）．     縦   １冊  橋美津与志 
19－22－２    太神宮御法楽千首和歌                     元禄14．９．21     縦   １冊 
19－22－３    秘傅世宙袋 下                        明和２．        縦   １冊  京二条通富小路口入町野田藤八 
19－22－４    傅心録 下                          天明３．12．      縦   １冊 
19－22－５    唐詩選巻之六・七 済南季拳龍編選               文化元．        縦   １冊  出版人 山口治郎兵衛 
19－22－６    訳本芥子園畫傅                        文化14．        縦   １冊 
19－22－７    備中名勝考 下                        文政５．３．      縦   １冊  玉松園蔵 
19－22－８    皇國産物往来                         明治６．９．      縦   １冊  花説堂・文栄堂 
19－22－９    証券案内習字本                        明治６．10．      縦   １冊  出版社五勝堂 
19－22－10    議事布告                           明治10．11．24     縦   １冊  岡山県令高崎五六代理岡山県大書記官津 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 151 

                                                            田要 
19－22－11    岡山県系地誌略 備前ノ部一・二・三              明治11．３．10     縦   １冊  出版社弘文南社 
                                        ～明治11．６．５ 
19－22－12    小學新編作文階梯 下                     明治15．４．10     縦   １冊  著者－野々 村政也 出版社－熊谷久栄堂 
19－22－13    岡山紀勝完                          明治17．９．20     縦   １冊  出版社－弘文北舎 出版人－木畑道夫 
19－22－14    代餅佳調                           明治31．５．      縦   １冊  出版 研精堂 
19－22－15    神宮司聴                           明治５～19．      横半  17冊 
19－22－16    新撰理科書 理學士高島勝次郎 三下              明治20．５．      縦   １冊  文学社 
19－22－17    歌舞音楽略史 坤・乾                     明治21．正．      縦   ２冊 
19－22－18    御誓文之御写                         年月日未詳       縦   １冊  犬養氏 
19－22－19    〔和歌集〕                          年月日未詳       縦   １冊 
19－22－20    唐詩選畫本五言律                       年月日未詳       縦   １冊 
19－22－21    西洋算籌用法略解                       年月日未詳       縦   １冊 
19－22－22    還暦集                            年月日未詳       縦   １冊  小橋先生に対するもの 
19－22－23    農家備要 前編二                       年月日未詳       縦   １冊 
19－22－24    學孔堂遺文 上艸                       年月日未詳       縦   １冊 
19－22－25    神懐録                            年月日未詳       縦   １冊  青木永弘 
19－22－26    〔和歌集〕                          年月日未詳       縦   ７冊 
 

         ２０箱 
◆◆◆２０－１９－１～１０〔家〕◆◆◆ 
20－19－１    文政十一戊子年正月二日勘定                  文政11．正．２     横長  １冊 
20－19－２    天保八丁酉年正月二日勘定                   天保８．正．２     横長  １冊 
20－19－３    〔山路音三郎病中見舞状〕                   明治24．10．      一紙  11通  井上信蔵宛川口源右衛門書状（10月29日 
                                                            付）など 
20－19－４－①  〔受取証綴〕                         明治24．10．      一紙  １綴  山路音三郎死去の節のものか？      20－19－４－①～20－19－ 
                                                                                ４－③一括 
20－19－４－②  〔受取証綴〕                         明治24．11．      一紙  １綴 
20－19－４－③  〔領収証〕                          明治24．11．14     一紙  ３通                      ３通一括 
20－19－５    〔電報〕                           明治24．10．      一紙  ６通  山路幸太郎→井上信蔵 山路音三郎死去 
                                                            の節のもの 
20－19－６    〔受取証綴〕                         明治40．８．      一紙  １綴  井上信蔵死去の節のものか？       虫損有り 
20－19－７－①  〔受取証綴〕                         明治43．７．      一紙  １綴  井上計以死去の節のものか？       20－19－７－①～20－19－ 
                                                                                ７－⑧一括 
20－19－７－②  薬価表                            明治43．７．23     一紙  １通  岡田薬室→井上冬太郎 
20－19－７－③  証（受納証）                         明治43．７．27     一紙  １通  備中倉敷本町医師岡田柯一→井上冬太郎 
20－19－７－④  記（ふとん代受取）                      （明治43カ）．７．21  一紙  １通  西山嘉市→井上 
20－19－７－⑤  証（受取証）                         （明治43カ）．７．23  一紙  １通  岡山市栄町銘茶茶器舖野村有隣堂→上 
20－19－７－⑥  証（請取証）                         年月日未詳       一紙  １通  江口商店→上 
20－19－７－⑦  証（受取証）                         明治43．７．25     一紙  １通  倉敷本町諸紙煎茶肥物蝋燭山本弥三郎→ 
                                                            井上 
20－19－７－⑧  証（受取証）                         年未詳．７．19     一紙  １通  河野浄六→井上 
20－19－８    〔受取証〕                          年未詳．７～８．    一紙  ３通  井上宛 名刺百五十枚代金他 
20－19－９    〔戒名書付〕（謙好院重誉万慶居士）              年月日未詳       一紙  １枚  明治24年10月31日死去 山路音三郎 
20－19－10    〔信蔵計以命日書付〕                     年月日未詳       一紙                          虫損有り 
 
◆◆◆２０－２１－１～７３〔習俗行楽〕◆◆◆ 
20－21－１    〔照貞尼法事留帳〕                      享保２．９．５     横長  １冊  明鑑円遊50回忌・圭堂和尚17回忌等も含 
                                        ～延享３．11．20            む 
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20－21－２    〔法事録〕                          享保15．        横長  １冊  心月妙増信女三十三回忌ほか       虫損有り 
                                        ～寛政８．３．14 
20－21－３    覚                              宝暦３．５．12     横長  １冊  法事音物控他 天窓論智信士五十回忌他 
                                        ～寛政７．４．12 
20－21－４    〔葬式役附〕                         文化９．３．12     一紙  １枚  井上五蔵（宮崎屋９代）室くが（法名月 
                                                            照素蓮信女）の葬式 
20－21－５    病中見舞記録                         文化９．５．７     横長  １冊 
20－21－６    法事音物留帳                         文化15．３．10     横長  １冊  月照素蓮信女七回忌他 
                                        ～天保８．８．18 
20－21－７    心禪道保信士 役附                      文政12．10．４     巻物  １巻 
20－21－８    法事音物扣                          文政13．10．４     横長  １冊  心禅道保信士一周忌他 
                                        ～天保13．２．８ 
20－21－９    桂月妙影信女没時音物留                    天保４．８．24     横長  １冊 
20－21－10    〔葬式役附〕                         天保４．８．25     一紙  １枚  井上三郎右衛門（宮崎屋11代）室きち（ 
                                                            法名桂月妙影信女）の葬式 
20－21－11    祖先年回執行録                        天保９．４．27     横長  １綴  淡月素頼信女七回忌に関するもの 
20－21－12    天保十一年歳次 可堂所士没特供物到来記 庚子十月四日     天保11．10．４     横長  １冊 
20－21－13    〔葬式役附〕                         天保11．10．７     一紙  １枚  井上善左衛門（華屋６代 法名可堂三寿  虫損有り 
                                                            ）の葬式 
20－21－14    心操貞保信女葬式 役附                    天保12．２．13     巻物  １巻                      虫損有り 
20－21－15    祖先年回執行録                        天保14．２．13     横長  １冊  花屋作成 心操貞保信女三回忌ほか    虫損有り 
                                        ～嘉永６．２．４ 
20－21－16    嘉永七寅穐七月二日 空恵大和尚三十三回忌 音物扣       嘉永７．７．２     横長  １冊 
20－21－17    乙安政二年 御母上様御病気御見舞帳 卯十二月より       安政２．12．      横長  １綴 
20－21－18    庚安政七年 信蔵病気見舞留 申三月              安政７．３．      横長  １冊 
20－21－19    先孝私園君御没時吉枸書来 孝子惟義記             萬延元．６．20     横長  １冊 
20－21－20    文久元辛酉年ヨリ祖先回執行録 十弐世 惟承諱認        文久元．        横長  １綴 
20－21－21    釈妙理法尼没時書類                      文久３．６．      横長  １冊                      一部損 
20－21－22    明治四年辛未三月八日 空恵大和尚五十回忌記録 香華到来外御  明治４．３．８     横長  １冊  （裏）井上家十四世源博実 
           布施記 
20－21－23    〔病状施薬等書付〕                      （明治24カ）．10．29  横半  １冊  山路音三郎のものか？ 
                                        ～（明治24カ）．10．31 
20－21－24    拂帳                             明治24．11．６     横長  １冊  山路音三郎死去の節のものか？ 
20－21－25    明治四十年八月十五日 音物帖 青林篤行信士          明治40．８．15     横長  １通 
20－21－26    明治四十年八月十五日（旧七月七日）為青林篤行信士 諸扣 井  明治40．８．15     横半  １冊  井上信蔵の葬式に関する諸事書上げ 
           上冬太郎 
20－21－27    明治四十年八月十五日 買物通                 明治40．８．15     横半  ２冊  壱号・弐号の２冊 買物の品・費用など 
                                                            書上（８月13日～８月19日）井上信蔵死 
                                                            去に際す 
20－21－28    明治四十年八月十六日 悔帳                  明治40．８．16     横長  １冊 
20－21－29    野辺帳                            明治40．８．16     横長  １冊 
20－21－30    明治四十年陽暦八月十六日陰暦七月八日青林篤行信士葬式役配   明治40．８．16     横半  １冊  葬式の役割分担書上           虫損有り 
           俗称井上信蔵 享年七十有三 
20－21－31    惟承病気見舞留                        （明治）40．８．    横長  １冊 
20－21－32    明治四十年未八月 禮状配達扣 青林篤行信士          明治40．８．      横半  １冊  悔野辺音物など 
20－21－33    明治四十一年十月卅一日より十一月一日青林篤行君一周忌 香花  明治41．10. 31     横半  １冊 
           到来諸費控 松濤館                    ～明治41．11．１ 
20－21－34    日雇賃勘定                          （明治）42．旧３．29  一紙  １枚  建部小松との宛 葬儀の節のものか 
20－21－35    明治四十二年五月八日九日 仏事音物到来諸費 伊野宇恵     明治42．５．８～９   横半  １冊 
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20－21－36    明治四十三年戌二月 雑費別ニ見舞留 松涛館          明治43．２．      横半  １冊  見舞品書き上げ 
20－21－37    明治四十三年七月買物通                    明治43．７．      横半  ２冊  壱号・弐号の２冊 買物の品・費用など 
                                                            書上 井上けい死去に際する 
20－21－38    明治四十三年七月二十二日野辺帳                明治43．７．22     横長  １冊 
20－21－39    音物帖                            明治43．７．21     横長  １冊  春雲妙慶信女 
20－21－40    悔帳                             明治43．７．21     横長  １冊 
20－21－41    明治四十三年七月廿一日 礼状配達扣 青雲妙慶信女       明治43．７．21     横半  １冊  悔野辺音物・悔音物・悔之先・悔状音物 
                                                            など 
20－21－42    明治四十三年七月廿一日 諸控 青雲妙慶信女          明治43．７．21     横半  １冊  井上計以の葬式に関する書付 凶報の宛 
                                                            先・諸費用・料理の献立など 
20－21－43    明治四十三年七月廿二日 青雲妙慶信女葬式役配 通称井上計以  明治43．７．22     横半  １冊  葬式の役割分担書上 
           享年七十有七 
20－21－44    野辺帳                            明治43．８．16     横長  １冊 
20－21－45    四十三年九月六日七日 中陰諸費控 青雲妙慶信女        （明治）43．９．６・７ 横半  １冊  立花代などの金銭書き上げ 
20－21－46    中陰之節親族へ案内 邦節ニテ通前之案 但し四十三年九月六日  （明治）43．９．６・７ 一紙  １通 
           ・七日 
20－21－47    明治四十三年戌九月 遣物控 青雲妙慶信女           明治43．９．      横半  １冊  上布箪衣等分配書上げ 裏表紙‥俗名慶 
                                                            年齢七十有七 
20－21－48    明治四十四年十一月 仏事諸費仮帖 いのうえ          明治44．11．      横半  １冊  仏事の際の音物到来・献立・諸費用書上 
20－21－49    大正元年壬子十月廿七日 仏事諸控帖 青雲妙慶信女三回忌 い  大正元．10．27     横半  １冊  井上けい三回忌法事に伴う御布施・音物 
           のうえ                                              到来・諸費用等書上 
20－21－50    松園様音物至来扣覚                      年未詳．６．20     横長  １冊 
20－21－51    仮葬式之節野辺扣                       年未詳．６．21     横長  １冊 
20－21－52    〔病中医療費・人足賃等書上〕                 年月日未詳       横長  １冊 
20－21－53    仮悔帳                            年月日未詳       横長  １冊 
20－21－54    拂帳                             年月日未詳       横長  １冊  東分および西分のものについて 
20－21－55    現金預り勘定扣                        年月日未詳       一紙  １通 
20－21－56    丁巳三月より見舞留                      年月日未詳       横長  １冊  裏‥井上氏 見舞品書き付け 
20－21－57    記（葬儀関係）                        年月日未詳       一紙  １綴  氏神田辺又蔵 葬式用具書上 沐浴記録 
                                                            など 
20－21－58    〔形見分など〕                        年月日未詳       横長  ２枚  形見分・五七日法事などについて     横長一部 
20－21－59    音物帳                            年月日未詳       横長  １冊  （裏）宮崎屋 
20－21－60    音物帳                            年月日未詳       横長  １冊 
20－21－61    役帳                             年月日未詳       横長  １冊 
20－21－62    音物帳                            年月日未詳       横長  １冊 
20－21－63    悔帳                             年月日未詳       横長  １冊 
20－21－64    音物帳                            年月日未詳       横長  １冊 
20－21－65    拂帳                             年月日未詳       横長  １冊 
20－21－66    安兵衛様病中見舞出来                     年月日未詳       横長  １冊 
20－21－67    松岳君御没事記録                       年月日未詳       横長  １冊 
20－21－68    〔医療雑費書上〕                       年月日未詳       横長  １冊  医師診察薬値部・病中雑費部・死去雑費 
                                                            部 
20－21－69    〔町別人名書上〕                       年月日未詳       横長  １冊  葬儀の節のものか？ 
20－21－70    野辺帳                            年月日未詳       横長  １冊 
20－21－71    仏事ニ付諸費                         年月日未詳       一紙  １通  男（女）日雇などの費用書きあげ 
20－21－72    〔料理仕出し書付〕                      年月日未詳       横半  １冊  五月八日・五月九日分 四十二年旧三月 
                                                            廿四日観龍寺土砂加持献立 
20－21－73    〔墓誌〕                           年月日未詳       一紙  ７通  慈照圭雲・淡月素影等 
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         ２１箱 
◆◆◆２１－２２－１〔学芸医療〕◆◆◆ 
21－22－１    古事記伝                           年月日未詳       縦   38冊                      １～６・44・45欠、17附有 
                                                                                り（三大考） 木版 尾張 
                                                                                書肆東壁堂製本 
 

         ２２箱 
◆◆◆２２－Ａ－１～４８◆◆◆ 
22－Ａ      諸請取書入 其外入用書類入                  寛政３．３．      袋   １袋                      22－Ａ－１～22－Ａ－48入 
22－Ａ－１    覚（預り銀書上）                       明和３．12．      一紙  １通  宮崎屋→玉泉寺 
22－Ａ－２    覚（金25両受取証）                      明和５．10．21     一紙  １通  吉左衛門→甚兵衛 
22－Ａ－３－①  〔倉敷年寄月番五蔵宛阿賀崎庄屋太兵衛書状〕          天明６．閏10．     一紙  ４通  阿賀崎村権十郎忰宇兵衛 倉敷村羽島屋  封紙有り、上書「月番用書 
                                                            林平家内へ引請のこと          類入」22－Ａ－３－①～22 
                                                                                －Ａ－３－③在中 
22－Ａ－３－②  宗門送手形之事                        天明６．閏10．     一紙  １通  児島郡浦田村平介妹たる戎町大工屋平十 
                                                            郎妻に遣す 浦田村蓮華院→倉敷庄屋孫 
                                                            太夫・年寄中 
22－Ａ－３－③  覚（妻引請取次）                       天明６．閏10．     一紙  ２通  月番五蔵→孫太夫他５名 
22－Ａ－４    覚（年貢取り立ての書）                    寛政３．３．24     一紙  １枚  宮崎屋 五蔵→江場 丹治様 
22－Ａ－５    覚（金子請け取）                         子．11．３     一紙  １枚  甚兵衛→五蔵 
22－Ａ－６    覚（銀子借用）                          子．12．24     一紙  １通  萬屋庄兵衛→井上五蔵様 
22－Ａ－７    覚（銀子受け取り）                        寅．６．10     一紙  １通  義倉会所→宮崎屋五蔵 
22－Ａ－８    覚（領収証）                           寅．11．23     一紙  １通  又五郎→五蔵 
22－Ａ－９    覚（年貢之事）                          卯．７．      一紙  １通  五蔵 
22－Ａ－10    覚（銀受取書）                          卯．12．20     一紙  １通  せの尾屋→宮崎屋 
22－Ａ－11    指引返                              巳．10．      横長  １冊  平村→井上様 
22－Ａ－12    覚（手形返済）                          申．７．５     一紙  １通  伊八郎→五蔵様 
22－Ａ－13    覚（銀子書上げ）                         申．11．７     一紙  １枚  平野屋→玉泉寺 
22－Ａ－14    覚（請け取り）                          酉．閏６．８    一紙  １通  宮崎屋宛舟元油屋            裏に覚（舟元助や→宮崎あ 
                                                                                り） 
22－Ａ－15    覚（金子請取り）                         酉．９．      一紙  １通  玉泉寺宛宮崎屋 
22－Ａ－16    〔井上五蔵宛金光伝右衛門書状〕                  戌．10．      横長  １冊  川田筋毛見のこと 預ケ米上げの儀    花屋地預ケ米覚・毛見覚同 
                                                    一紙  ２通                      封 
22－Ａ－17    〔高沢村太郎右衛門より宮崎屋五蔵宛書状〕             戌．12．２     一紙  １通  亀山村水代米、当村加地子米と一所に差 
                                                            し遣し度き事 
22－Ａ－18    覚（請け取り）                          戌．12．22     一紙  １通  宮崎屋宛庄屋 
22－Ａ－19    覚                                亥．12．22     一紙  １通  蔵米請取 
22－Ａ－20    覚（銀子借用）                          亥．12．24     一紙  １通  庄兵衛→宮崎屋殿 
22－Ａ－21    覚                                亥．12．24     一紙  １通  京小澤芦庵宛小紙包１つ送り状 俵屋孫 
                                                            兵衛→井上五蔵 
22－Ａ－22    覚（銀子書き上げ）                      年未詳．正．10     一紙  １通  三好屋→宮崎屋 
22－Ａ－23    〔井上五蔵あて書状〕                     年未詳．正．16     一紙  １通  小野理介→井上五蔵 
22－Ａ－24    〔井上五蔵あて書状〕                     年未詳．正．20     一紙  １通  萬屋茂平→井上五蔵 借銀の依頼 
22－Ａ－25    〔井上五蔵様宛 丸川一郎書状〕                年未詳．２．９     一紙  １通  井上五蔵様宛 丸川一郎 中元として白 
                                                            銀と鯛を送るの儀 
22－Ａ－26    〔北浦村本覚院あて書状〕                   年未詳．３．10     一紙  １通  玉泉寺蔵希→北浦村本覚院 大工方の者  包紙有り 
                                                            の年分の利銀受取の件 
22－Ａ－27    覚（料理・銀子受納）                     年未詳．３．14     一紙  １通  心鏡寺→井上五蔵様 
22－Ａ－28    覚（反布代）                         年未詳．６．11     一紙  １通  新六→井上五蔵 
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22－Ａ－29    〔五蔵宛十□兵衛書状〕                    年未詳．７．２     一紙  １通  利銀の事 
22－Ａ－30    覚（銀子算用残高通知）                    年未詳．７．９     一紙  １通  三五兵衛→五蔵 
22－Ａ－31    御報                             年未詳．８．25     一紙  １通  萬屋 平蔵→井上五蔵様 金銭請取覚な 
                                                            ど 
22－Ａ－32    丈介より五蔵宛書状                      年未詳．８．26     一紙  １通  仰下され通り、貴家よりの借用銀御仲間 
                                                            へ御取替のこと金相場につき伺いたし 
22－Ａ－33    覚（銀子請取）                        年未詳．10．21     一紙  １通  東作→甚兵衛 
22－Ａ－34    〔五蔵様宛書状〕                       年未詳．10．23     一紙  １枚  十□兵衛→五蔵様 銀子借用の事     包紙有り 
22－Ａ－35    〔島村庄屋傅兵衛より宮崎屋安兵衛宛書状〕           年未詳．10．28     一紙  １通  銀子無心のところ早速指遣され、かたじ 
                                                            けなし、ご返済は御年貢と指引願いたし 
22－Ａ－36    〔井上五蔵宛鳥羽平吉書状〕                  年未詳．11．13     一紙  １通  借用銀返済につき 
22－Ａ－37    〔井上五蔵宛鳥羽平吉書状〕                  年未詳．11．      一紙  １通  借用銀元利返済につき 
22－Ａ－38    口上（書状引き替えに銀子入書状を戻すこと）          年未詳．12．２     一紙  １枚  河田吉蔵→宮崎屋五蔵 
22－Ａ－39    〔某氏書状〕                         年未詳．12．３     一紙  １通  御面倒申上置候銀子、玉泉寺へ御噂成ら 
                                                            れ候哉否哉伺いたし 
22－Ａ－40    〔花屋の加地子米の一件〕                   年未詳．12．12     一紙  １枚  八軒屋 伝右衛門→宮崎屋五蔵      覚１通有り（亥12月26日郡 
                                                                                屋吉三郎→宮崎屋） 
22－Ａ－41    〔井上五蔵宛書状〕                      年未詳．12．14     横長  １通  平介→井上五蔵様 銀子借用の事・腰物 
                                                            の事・瀬尾屋疱瘡の事 
22－Ａ－42    〔井上五蔵あて書状〕                     年未詳．12．15     一紙  １通  鳥羽平吉→井上五蔵 混物を岡山へ預け 
                                                            置きたきにつき18日人を遣わすつもりの 
                                                            こと 
22－Ａ－43    〔北浦村本覚院宛 玉泉寺源秀書状〕              年未詳．12．15     一紙  ２通  大工方銀子のこと 
22－Ａ－44    〔五蔵宛惣左衛門書状〕                    年未詳．12．23     一紙  １通  金子借用につき 
22－Ａ－45    覚（年貢銀預証文受取）                    年未詳．12．24     切紙  １通  孫太夫→五蔵 
22－Ａ－46    覚（銀受取証）                        年未詳．12．24     一紙  １通  帯屋善兵衛→宮崎屋 
22－Ａ－47    〔書状〕                           年月未詳． 12     一紙  １通  孫太夫→五蔵様 
22－Ａ－48    又質                             年月日未詳       一紙  １通 
 
◆◆◆２２－Ｂ－１～２２〔丸尾屋請引書類〕◆◆◆ 
22－Ｂ      〔袋〕丸尾屋 弘化三丙午年 丸尾屋請引書類入         弘化３．        袋   １袋 
22－Ｂ－１    釈好宗様 五月廿八日往生 死場入用并当座法事諸入用扣     弘化３．５．28     横半  １冊 
22－Ｂ－２    証文壱通 丸尾屋理右衛門〔包紙〕               弘化３．12．      包紙  １枚  ①借用仕銀札之事 丸尾屋理右衛門→宮 

                                         ～嘉永２．２．20             崎屋三郎右衛門 
                                                            ②借用仕銀札之事 丸尾屋理右衛門→宮 
                                                             崎屋三郎右衛門 
                                                            ③借用仕銀札之事 丸尾屋理右衛門→宮 
                                                             崎屋三郎右衛門 
                                                            ④〔包紙〕証文壱通 借用申銀札之事 
                                                             丸尾屋理右衛門→宮崎屋三郎右衛門 
22－Ｂ－３    覚                                午．12．      横半  １通  「一米六拾俵 相返御礼九拾八匁替」な 
                                                            ど 理右衛門→三郎右衛門 
22－Ｂ－４    土産之品                           年月日未詳       一紙  １通  土産品書き上げ 
22－Ｂ－５    〔書状〕                           年未詳．８．６     一紙  １通  源次郎→御賢父様 岡山丸尾屋よりの金  包紙有り、児嶋源次郎→井 
                                                            子貸借之件               上三郎右衛門様 
22－Ｂ－６    〔書状〕                           年未詳．正．９     一紙  １通  理右衛門→三郎右衛門 「御書面被下忝 
                                                            拝見仕候、如仰・・・」 
22－Ｂ－７    〔御賢父様宛源次郎書状〕                   年未詳．５．３     一紙  １通  家賃１貫目のうち３歩は御尊家様より御 
                                                            出銀、７歩は何時にても承知等 
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22－Ｂ－８    〔三郎右衛門宛 理右衛門書状〕                年未詳．閏５．12    一紙  １通  おうのの大病快方・先日善介殿より委細 
                                                            御断申上候・当月より月割通ひ 
22－Ｂ－９    〔書状〕                           年未詳．閏５．12    横半  １通  「書添申上候先日御噂申上置候所々 損し 
                                                            繕ひ此間大工参り候間取掛り申候・・」 
                                                            「理右衛門→三郎右衛門」 
22－Ｂ－10    〔書状〕                           年未詳．７．６     横半  １通  「・・・然者先日丸尾屋より書付致候而 
                                                            諸払之義申上候由御申越被成候故早束同 
                                                            家へ参承糺候処相違無御座候間御渡被成 
                                                            可被下此段御頼申上呉様同家よりも相頼 
                                                            候・・・」「入江午兵衛→井上三郎右衛 
                                                            門」 
22－Ｂ－11    〔備中倉敷東町 井上三郎右衛門様 児嶋源次郎 質済 無送用  年未詳．10．12     包紙  １枚  振替銀の返金願い 委細善助ニ伺かって 
           言〕                                               欲しい旨 
22－Ｂ－12    〔孫次郎借銀分19両１分を御用立の15両の内をもってあて、過金  年未詳．11．３     一紙  ２枚  理右衛門→三郎右衛門          当月７日結納持参の節、使 
           の分は尊家様へ差上げるか、ここもとの臨時の買物代にひき                                          いの者へさしつかわしの祝 
           あててよしかうかがいたきこと〕                                                      儀の内訳書き１通有り 
22－Ｂ－13    〔井上三右衛門宛入江平兵衛書状〕               年未詳．12．１     一紙  ２通  ・丸尾屋より申し出の当暮払につき    包紙有り「井上三郎右衛門 
                                                            ・「地子」などの書き上げの覚のような  様内用 仁尾屋平兵衛」 
                                                             もの一通有り 
22－Ｂ－14    覚（金銭計算）                          酉．12．17     一紙  １枚  理右衛門→三郎右衛門様 御蔵米60斗か 
                                                            ら雑費をひいたもの 
22－Ｂ－15    〔書状〕                           年未詳．12．18     一紙  １枚  ・民野様 御縁談についての祝詞 
                                                            ・宮崎屋から半分小遣、講掛銀の受け取 
                                                             りについて 
                                                            ・家賃・入米の年賦残りについて 
22－Ｂ－16    〔書状〕                           年未詳．12．23     一紙  ２通  丸尾屋理右衛門→井上三郎右衛門様    封筒有り 
                                                            算用書付ならびに銀札差し上げ申し候と 
                                                            ころ、このたび、くわしき御指引御書付 
                                                            下され、帳面引合せ申し候ところ間違な 
                                                            く候、等御礼 
22－Ｂ－17    〔包紙〕                           年月未詳． ４     包紙  １枚  一端に「尓岡山西会所 倉敷宮崎屋三郎 
                                                            右衛門様 仁尾屋平兵衛 急用御印」一 
                                                            端に「岡山西大寺町仁尾屋平兵衛様 倉 
                                                            敷東町宮崎屋三郎右衛門 大急内用書 
                                                            □月四日認」 
22－Ｂ－18    〔包紙〕倉敷井上三郎右衛門様 丸尾屋理右衛門         年月未詳． 18     一紙  １枚  江尾屋京兵衛殿行書状１通・姫路出し書 
                                                            状１通それぞれ受け取り早々 相届け申し 
                                                            候間御安心下されたきこと 喜代→井上 
                                                            様 
22－Ｂ－19    覚                              年月日未詳       一紙  １通  ？→三郎右衛門様 御蔵米代金表示 
22－Ｂ－20    孫次郎大坂より罷下り龍墅縁談相済候所より諸事入用扣      年月日未詳       横長  １冊 
22－Ｂ－21    覚                              年月日未詳       一紙  １枚  丸尾屋→宮崎屋〔建築諸入用書上〕 
22－Ｂ－22    覚                              年月日未詳       一紙  １枚  丸尾屋→宮崎屋 諸入用書上 
 
◆◆◆２２－Ｃ－１～７◆◆◆ 
22－Ｃ      文久二壬戍八月改 俵屋請引書類入               文久２．８．      袋   １袋                      22－Ｃ－１～22－Ｃ－７在 
                                                                                中 
22－Ｃ－１    俵屋取替元利算用、并ニ家賃元利書出              文久３．        横長  １冊  元利銀札の書付けと家賃の書付け     借用書在中 
22－Ｃ－２    俵屋預金元利算用                       文久３．        横長  １冊  預金の銀札の表示と元利の表示 
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22－Ｃ－３    覚                              年月日未詳       横半  １冊  「寅二月九日書付八之分一金拾両也・・ 
                                                            ・」 
22－Ｃ－４     〔覚〕                            年月日未詳       横半  １冊  「寅二月一金拾両預り此御礼六百七拾六 
                                                            匁・・・」 
22－Ｃ－５     覚                              年月日未詳       横半  １枚  「辰七月十三日 一銀札三拾匁・・・」 
22－Ｃ－６    覚                              年月日未詳       横半  １枚  「天保十五辰七月十三日一銀札三拾匁・  断簡 
                                                            ・・」 
22－Ｃ－７    〔覚〕                            年月日未詳       横半  １枚  「巳二月朔日 一同弐拾壱匁三分・・」  断簡 
 
◆◆◆２２－Ｄ－１～６７◆◆◆ 
22－Ｄ      〔袋〕文久二壬戍八月改 古書類并ニ請取証文入 二袋の内    文久２．８．      袋   １袋 
22－Ｄ－１    〔袋〕                            寛政２．２．      袋   １袋  永代可残置、請取人           22－Ｄ－１－①～22－Ｄ－ 
                                                                                １－⑪まで在中 
22－Ｄ－１－①  〔（宮崎屋年貢 請取状入）庄屋〕               宝暦10．３．      一紙  ４通  預申畑証文之事 安兵衛→井筒屋月番覚  包紙にて４通を一括 
                                                            庄屋孫太夫→宮崎屋五蔵・覚 庄屋→宮 

崎屋五蔵（宮崎屋年貢銀受取証）・孫太 
夫→五蔵（宮崎屋年貢米銀受取証） 

22－Ｄ－１－②  〔絵図および預り証文〕                    宝暦10．３．      一紙  ３通  上ﾂ 町絵図（有坪四拾七坪六合五勺）・  包紙により３通一括 
                                                            下ﾂ 町絵図（有坪四拾七坪四合七勺）・ 
                                                            預り申畑証文之事（宮崎屋安兵衛→年寄 
                                                            中） 
22－Ｄ－１－③  覚                                丑．正．19     一紙  １通  宮崎屋→水澤殿、銭屋（一通用壱貫弐百 
                                                            目此数百拾七貫六百文） 
22－Ｄ－１－④  覚                                辰．12．11     一紙  １通  帯行役所→倉敷宮崎屋安兵衛 一銀九百 
                                                            六拾目の請取状 
22－Ｄ－１－⑤  〔手形〕いなば屋伝七                     宝暦10．12．      一紙  ２通  覚 いなば屋伝七→宮崎屋安兵衛 請銀  包紙にて２通を一括 
                                                            五百目の請取・覚 いなば屋伝七→宮崎 
                                                            屋 銀三百三十九匁の請取 
22－Ｄ－１－⑥  覚                                午．３．25     一紙  １通  「巳年一通壱貫弐百目也・・・」「会所 
                                                            →宮崎屋」 
22－Ｄ－１－⑦  覚                                午．３．26     一紙  １通  通用１貫200 目、巳年分会所家賃 768 
                                                            匁（水沢分）・168 匁（銭屋分）・264 
                                                            匁（宮崎屋分）御受取可被下候 宮崎屋 
                                                            →水沢殿・銭屋殿 
22－Ｄ－１－⑧  覚                                午．３．26     一紙  １通  通用768 匁 辰年会所屋賃請取 水沢→ 
                                                            宮崎屋殿 
22－Ｄ－１－⑨  〔覚〕                              午．６．５     一紙  １通  水澤→宮崎屋様（一通用七百六拾八匁） 
22－Ｄ－１－⑩  覚                                午．６．５     一紙  １通  「去々 辰年会所家賃 一通用壱貫弐百目 
                                                            ・・・右之通為持上候間御改御改御請取 
                                                            可被下候已上」「宮崎屋→水沢・銭屋」 
22－Ｄ－１－⑪  〔書付〕                             午．９．      一紙  １通  弐百弐拾匁の内訳 
22－Ｄ－２－①  覚（預り年貢銀利銀受取）                   寛政４．３．２     一紙  ２通                      封紙有り、22－Ｄ－２－① 
                                                                                ～22－Ｄ－２－⑩一くくり 
22－Ｄ－２－②  覚                              文化３．３．６     一紙  １通  百々 彦一様へ差出ス銀子請取 茶屋伊兵 
                                                            衛→年寄三郎右衛門 
22－Ｄ－２－③  覚（元利銀４貫490 目請取）                  文化４．10．26     一紙  １通  角屋忠兵衛→宮崎屋三郎右衛門 
22－Ｄ－２－④  文化十四年丑十二月申定之事                  文化14．12．      一紙  １通  吉田家屋敷土蔵山建物井上へ買取代銀な 
                                                            ど 
22－Ｄ－２－⑤  覚（広東人参代）                         寅．５．      一紙  １通  俵屋→宮崎屋 大坂鳥飼屋忠右衛門方に 
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                                                            て買付 
22－Ｄ－２－⑥  〔藤井彦十郎宛吉田屋宗十郎書状〕                 寅．９．19     一紙  １通  井上より借金のこと 
22－Ｄ－２－⑦  〔井上三郎右衛門宛よし田屋宗十郎書状〕            年未詳．12．８     一紙  １通  忰へ銀子御助勢のこと 
22－Ｄ－２－⑧  〔広輔宛七太夫書状〕                     年未詳．５．19     一紙  １通  利銀の義 
22－Ｄ－２－⑨  覚（借用銀子残金算用）                    （丑カ）．12．２    一紙  １通 
22－Ｄ－２－⑩  〔井上宛水沢書状〕                      年未詳．12．２     一紙  １通  利銀受取 
22－Ｄ－３    一札之事（松本屋幸七購入の種子代の保証のこと）        寛政11．11．      一紙  １枚  芳野屋孫右衛門→宮崎屋三郎右衛門    帯有り 
22－Ｄ－４    一札                             文化６．９．      一紙  １通  秀屋小兵衛・証人川入屋孫助・親類弥吉  封紙有り 
                                                            →宮崎屋三左衛門殿 借座敷・借蔵等、 
                                                            不景気の為引渡す件について 
22－Ｄ－５    紙屋ふミより之預り銀文政巳八月親類両人へ相渡候節之書附并此  文政４．８．      包紙  １枚  （裏）右之親類 う治屋 藤吉・川の屋  未開封 
           方より渡置候書附モトリ之分も入置〔包紙〕 
22－Ｄ－６    一札之事                           文政７．３．19     一紙  １枚  田地売り渡し証文を取り替える際、本証  包紙有り 
                                                            文を見失しなったので後日出て来た際、 
                                                            これを引き替える旨 黒崎村 又右衛門 
                                                            ・証人 同村 磯八→宮崎屋安右衛門 
22－Ｄ－７    〔帯〕建家売渡証文 貸家明渡証文 新川秀屋善兵衛       文政９．２．      一紙  ３枚  ①売渡申建家之事 文政９．戌２月 秀 
                                                             屋善兵衛→宮崎屋三郎右衛門 
                                                            ②一札之事 文政９．戌２月 秀屋小兵 
                                                             衛→宮崎屋三郎右衛門 
                                                            ③上記２つの説明書 
22－Ｄ－８    〔袋〕はなや分 証書類入                   文政10．12．      一紙  ９枚  ①覚（金銭受け取り）亥９月２日 秦屋 
                                        ～丑（文政12カ）．            伊兵衛→宮崎屋 
                                                            ②借用申銀子之事 文政11年亥11月 宮 
                                                             野屋安右衛門→本屋善左衛門 
                                                            ③銀子借用手形之事 文政10年亥12月 
                                                             加須山村曽右衛門→花屋 
                                                            ④魚屋市太夫預り銀有残渡し候節受取一 
                                                             札 文政12年子７月 
                                                            ⑤預ケ銀請取証文之事 文政11子６月晦 
                                                             日 うをや市太夫→華屋善左衛門 
                                                            ⑥〔通信文〕丹右衛門→三郎右衛門 
                                                            ⑦覚（東町よりの預銀について）丑12月 
                                                             21日 丹右衛門→三郎右衛門 
                                                            ⑧覚（東町よりの預銀について）丑７月 
                                                             ９日 丹右衛門→三郎右衛門 
                                                            ⑨〔包紙〕東町預り銭之内渡請取書入 
22－Ｄ－９    覚（取替銀受け取のこと）                   天保10．12．晦日    一紙  １枚  中嶋屋→宮崎屋殿 
22－Ｄ－10    慎敬白起証文之事                       天保11．10．      一紙  １通  「吉田可平頼節→井上三郎右衛門」井上  包紙有り 
                                                            家に従属を誓う 
22－Ｄ－11    質入申田地之事                        天保11．12．      一紙  １通  新田長四郎他１名→宮崎屋三郎右衛門   包紙有り「三郎右衛門様 
                                                                                丹右衛門 長四郎証文在中 
                                                                                」 
22－Ｄ－12    覚（不納銀の一部受け取りの事）                天保15．７．29     一紙  １枚  丹右衛門→三郎右衛門・俊蔵 
22－Ｄ－13    〔包紙〕                           天保15．12．27     一紙  ９枚  ①算用書（植田立替金の算用のこと）巳  帯封有り 一括 
                                        ～弘化２．８．11             １月22日植田→宮崎屋 
                                                            ②覚（植田立替金のこと）巳１月22日植 
                                                             田→宮崎屋 
                                                            ③預り申金子之事 天保15甲辰12月27日 
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                                                             宮崎屋三郎右衛門→法頼寺 
                                                            ④覚（金銭渡しの事）巳１月22日 水澤 
                                                            ⑤覚（植田立替金のこと）巳１月22日 
                                                             植田→宮崎屋 
                                                            他 覚（宮崎屋→植田 弘化２巳１月22 
                                                            日～８月11日）４通入り 
22－Ｄ－14    証文 紛失之事                        弘化２．11．      一紙  １通  紛失証文の書き替え 吉野屋安右衛門・  内容を表書きした帯封有り 
                                                            仁志屋辰蔵→宮崎屋三郎右衛門 
22－Ｄ－15    覚                              嘉永３．７．14     一紙  １枚  大橋平右衛門→井上三郎右衛門 金の請 
                                                            取証文 
22－Ｄ－16    〔見舞金奉請取候につき差上申一札之事〕            嘉永６．12．      一紙  １通  山手屋 増治郎→宮崎屋         包紙有り 
                                                            病気の際の御見舞金へのお礼と今後はお 
                                                            金を貸りない事 
22－Ｄ－17    覚（米代受け取り）                        午．正．24     一紙  １枚  嶋屋万蔵→坂口屋様 
22－Ｄ－18    俵屋預り次差引書付二両預り次相済申候書付共入 戌正月ニ封シ    戌．正．      包紙  １枚                      未開封 
           候 はなや分也 
22－Ｄ－19    〔書状〕（犬飼氏より借銀延引について）            年未詳．２．24     一紙  １枚  犬飼寛左衛門→小野丹右衛門・井上安兵  包紙・帯封有り 
                                                            衛・岡 又五郎 
22－Ｄ－20    書状（借財方片付について）                  年未詳．２．28     一紙  １通  亮右衛門→三郎右衛門様 
22－Ｄ－21    覚                                午．３．２     一紙  １枚  会所→宮崎屋 金の請取証文 
22－Ｄ－22    覚（金11両御用達のこと）                    甲子．３．２     一紙  １枚  坡南→井上様 
22－Ｄ－23    差引書（取換銀算用のこと）                    子．３．２     一紙  １枚  井筒屋→宮崎屋 
22－Ｄ－24    覚                              年未詳．３．11     一紙  １枚  庄屋→宮崎屋 銀札之事 
22－Ｄ－25    〔書状〕                           年未詳．３．17     横半  ２通  「犬飼意右衛門→小野丹右衛門他２名」  包紙有り 
                                                            実家存続の危機につき面会・指示を請う 
22－Ｄ－26    覚                              年未詳．３．20     一紙  １枚  坂口屋→宮崎屋 松山札の請取書 
22－Ｄ－27    〔安兵衛あて書状〕                      年未詳．３．20     一紙  １通  亮右衛門→安兵衛 小野西屋一条につき 
                                                            相談したきこと 
22－Ｄ－28    〔金両替のこと〕                       年未詳．３．26     一紙  １枚 
22－Ｄ－29    松園様 寿水                         年未詳．３．28     一紙  １枚  油屋→宮崎屋 金子借用延引の願い 
22－Ｄ－30    覚（銀札請取）                        年未詳．４．５     一紙  １通  坂口や→宮崎屋 
22－Ｄ－31    〔書状〕                           年未詳．４．14     一紙  １通  宝嶋寺→井上善左衛門 「即身義宿快抄 
                                                            」など所蔵のものを借してほしい 
22－Ｄ－32    覚（郡中備銀の返銀受け取りのこと）               庚戌．４．19     一紙  １枚  植田→宮崎屋 
22－Ｄ－33    覚・会所屋根修復入用                       卯．５．29     一紙  ６通  「水沢→宮崎屋」「銭屋→宮崎屋」「宮 
                                         ～辰．11．22             崎屋→銭屋・水沢」 
22－Ｄ－34    覚                                卯．５．      一紙  １枚  大工 兵右衛門→宮崎屋 貸家請負銀の 
                                                            請取書 
22－Ｄ－35    覚（銀受け取り証）                        午．６．18     一紙  １枚  嶋屋万平→宮崎屋御店様 
22－Ｄ－36    覚（銭受け取り証）                        午．６．18     一紙  １枚  嶋屋万平→宮崎屋御店様 
22－Ｄ－37    覚                              年未詳．６．晦日    一紙  １枚  西屋 半介→宮崎上様 銀札の受取書 
22－Ｄ－38    〔宮崎屋井上三郎右衛門宛高戸吉作書状〕              亥．７．８     一紙  １通  預り金子100 両請取           覚有り〔領収証〕 
22－Ｄ－39    書状（借用手形付）                        卯．７．10     一紙  １通  犬飼亮右衛門→井上三郎右衛門      封筒有り 
22－Ｄ－40    〔書状〕                           年未詳．８．11     一紙  ４通  「彦七郎→三郎右衛門」「藤井→井上」  袋有り 
                                        （年月未詳．４）            「彦七郎→井上」「藤井→井上[ ]」 
                                        （年月未詳．17）            「・・・宗門請状之儀ニ付今朝桂助より 
                                        （年月未詳．18）            ・・・」 
22－Ｄ－41    〔満田新五郎様御書付〕                      酉．８．19     一紙  １通  いとが藤治郎と離縁し、今度復縁する際  包紙有り 
                                                            支障があれば、満田新五郎が筋立する旨 
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                                                            満田新五郎→安達登嘉蔵 
22－Ｄ－42    覚（汐川堀浚入用について）                  年未詳．10．18     一紙  １枚  浅原屋宇助・三木屋廣助→宮崎屋様 
22－Ｄ－43    〔井上三郎右衛門宛 下屋敷隠居書状〕               辰．11．２     一紙  ２通  ・借用銀につき             包紙有り、一端に「井上三 
                                                            ・三郎右衛門宛 下屋敷隠居の「覚」あ  郎右衛門様下屋敷隠居内用 
                                                             り 「一分銀拾両」などの請取     □」 一端に「御下屋敷御 
                                                                                叔父様井上三郎右衛門極内 
                                                                                用書」 
22－Ｄ－44    〔書状〕                           年未詳．11．14     一紙  １通  「・・・熊々 其刻御厄介筋御内意伺置候  封筒有り 
                                                            一条・・・」「役右衛門→井上安兵衛」 
22－Ｄ－45    覚（福山札返上につき金子にて880 目後日おこし下されたきこと   壬寅．11．25     一紙  １枚  坡南→井上様 
           ） 
22－Ｄ－46    〔井上三右衛門宛書状〕                    年未詳．11．28     横長  １通  犬飼亮右衛門→井上三右衛門 金銀借用 
                                                            之事 覚 
22－Ｄ－47    覚                              年未詳．11．29     一紙  １枚  かす山にし→宮崎屋 銀の請取書 
22－Ｄ－48    〔注文并利銀の受取〕                      丙戌．12．４     一紙  １枚  福島→井上様              戌年受取 端裏書 
22－Ｄ－49    覚                              年未詳．12．４     一紙  １枚  福しま→井上様 請銀請取書 
22－Ｄ－50    〔井上三郎右衛門様宛書状〕                    亥．12．８     一紙  １通  黒瀬与三右衛門→井上三郎右衛門 借金 
                                                            返済のこと 
22－Ｄ－51    算用書                              酉．12．11     一紙  １通  「一銀弐貫目 質地証文御差八銀・・」 
                                                            「忠左衛門→三郎左衛門」 
22－Ｄ－52    〔三郎右衛門あて書状〕                    年未詳．12．11     一紙  １通  亦右衛門→三郎右衛門 銀子利息銀別紙 
                                                            算用書の通り慥に入手のこと 
22－Ｄ－53    覚                              年未詳．12．20     一紙  １枚  尾崎→井上様 銀の受取書 
22－Ｄ－54    覚（過金・証文返上す）                     辛亥．12．20     一紙  １通  大橋三郎右衛門→井上三郎右衛門 
22－Ｄ－55    〔井上三郎右衛門宛 原源吉書状〕               年未詳．12．23     一紙  １通  老父死亡、年々 借金増、御役分に成り、  途中で破れ（中間欠）、包 
                                                            挨拶伺い                紙有り 
22－Ｄ－56    〔要用書〕                          年未詳．12．25・26   一紙  ２通  ・正西帰村むつかしき          包紙有り「植田助右衛門様 
                                                            ・三宅直吉→法輪寺・・・一通 包紙有  極内要用書 法輪寺快満」 
                                                             り「法輪寺様御報三宅直吉」 
                                                            ・快満→植田・・・一通 
22－Ｄ－57    覚（永元請銀残り200 目銭屋預けの受け取りのこと）         酉．12．26     一紙  １通  銭屋→油屋               包紙有り 
22－Ｄ－58    覚                                子．12．27     一紙  １枚  水澤→宮崎屋 金の請取書 
22－Ｄ－59    〔包紙〕                             申．12．28     包紙  １枚  三軒より30貫目、家屋敷質に請取 利と  22－Ｄ－59－①～22－Ｄ－ 
                                                            算用ニ付 子．12．２．～申．12．28．  59－⑧一くくり 
                                                            すべて８通 
22－Ｄ－59－①  覚                                子．12．２     一紙  １通  通１貫200 目 「右之通受取候間、致割 
                                                            賦候御受取可被下候、已上」 
                                                            宮崎屋→井筒屋殿・銭屋殿 
22－Ｄ－59－②  覚                               甲子．12．30     一紙  １通  返用162 貫 会所屋賃御割ニ付被下、書 
                                                            面之通慥受取申候 以上 銭屋→宮崎屋 
                                                            殿 
22－Ｄ－59－③  覚                                申．12．28     一紙  １通  銀960 目 大塚氏へ家屋敷質銀19貫200 
                                                            目取替、当申年利銀割合 請取 井筒屋 
                                                            →宮崎屋殿 
22－Ｄ－59－④  覚                                申．12．28     一紙  １通  銭屋→宮崎屋殿 銀210 匁、受取 
22－Ｄ－59－⑤  覚                                申．12．      一紙  １通  三軒→嘉助殿 合銀１貫52匁９分８厘 
22－Ｄ－59－⑥  〔書状〕                           年未詳．12．28     一紙  １通  三左衛門→伊左衛門様・義之助様 割賦 
                                                            引合せうかがい 
22－Ｄ－59－⑦  〔覚〕                            年月日未詳       一紙  １通  天明七未、預り銀元利〆 銀壱貫七百八 
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                                                            拾三匁五分廿厘・内銀壱貫五拾八匁九分 
                                                            八厘・残テ銀 七百三拾目五分四厘 
22－Ｄ－59－⑧  覚                              年月日未詳       一紙  １通  家屋敷質銀辻30貫目の内 井筒屋・銭屋 
                                                            ・宮崎屋の利 〆銀１貫500 目 
22－Ｄ－60    〔包紙〕請取書                          亥．12．28     一紙  １枚  覚 福田新田 三村屋→倉敷 宮崎屋 
                                                            銀の請取書 
22－Ｄ－61    覚                                午．大晦日     一紙  １枚  梶屋→宮崎屋 銀札の受取書 
22－Ｄ－62    覚（銀受け取り書）                        寅．12．      一紙  １枚  きた屋嘉三郎→宮崎屋様 
22－Ｄ－63    覚（油屋が宮崎屋から来る３月晦日限りの拝借のこと）        未．大晦日     一紙  １枚  油屋惣十郎→宮崎屋 
22－Ｄ－64    〔包紙〕書物借用書付覚                    年月日未詳       包紙  １枚  覚 書物の題名 
22－Ｄ－65    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １枚  玉泉寺→井上三郎右衛門 金九両三分壱 
                                                            朱と御算用の請取書 
22－Ｄ－66    覚（金銭渡しの計算書）                    年月日未詳       一紙  １枚 
22－Ｄ－67    〔安米之銀子會所へ立替え分〕                 年月日未詳       一紙  １通 
 
◆◆◆２２－Ｅ－１～１６◆◆◆ 
22－Ｅ      地所譲渡仕出シ扣                       年月日未詳       袋   １枚                      22－Ｅ－１～22－Ｅ－16 
                                                                                この袋中に有り 
22－Ｅ－１    桜屋江譲渡ス扣                        年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－２    新田屋友吉江譲渡ス扣                     年月日未詳       横長  １冊 
22－Ｅ－３    新田屋末介譲渡ス扣                      年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－４    角屋江譲渡候扣                        年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－５    八王寺茂三郎江譲渡扣                     年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－６    川西町児嶋屋譲渡扣                      年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－７    大工屋茂兵衛江譲渡ス扣                    年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－８    藤井屋譲渡ス扣                        年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－９    川にし町児嶋屋譲渡ス扣                    年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－10    和泉屋譲渡ス扣                        年月日未詳       横長  １冊 
22－Ｅ－11    鴨屋江譲渡ス扣                        年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－12    川西町浅平譲渡扣                       年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－13    新川瀧蔵譲渡扣                        年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－14    川西町作兵衛譲渡候扣                     年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－15    山後佐市譲渡ス扣                       年月日未詳       一紙  １通 
22－Ｅ－16    喜兵衛政兵衛譲渡ス扣                     年月日未詳       一紙  １通 
 
◆◆◆２２－Ｆ－１～３０◆◆◆ 
22－Ｆ      質地并小作証文廿入・蔵預り手形入（実際は年貢通類在中）    年月日未詳       袋   １袋                      22－Ｆ－１～22－Ｆ－30在 
                                                                                中 
22－Ｆ－１    御年貢米請取通                        寛政３．        一紙  １通  白楽村名主当分請持西阿知要右衛門他１ 
                                                            名→善左衛門殿 
22－Ｆ－２    白楽村当御年貢請取通                     享和元．９．      一紙  １通  名主川入村嘉三郎→倉敷善左衛門 
22－Ｆ－３    渋江村御年貢米請取通                     享和元．９．      一紙  １通  名主田上 万蔵→倉敷宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－４    添新田村御年貢米銀請取通                   享和元．11．28     一紙  １通  庄屋伴右衛門→宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－５    御年貢米上納通                        享和元．12．３     一紙  １通  加次山村庄屋定人→倉敷宮崎屋三左衛門 
                                                            殿 
22－Ｆ－６    水役米請取通                          辛酉．12．３     一紙  １通  庄屋誠右衛門→宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－７    当御年貢米請取通                       享和元．12．14     一紙  １通  黒崎村名主 藤兵衛→倉敷宮崎屋五蔵 
22－Ｆ－８    享和元辛酉御年貢米銀請取通之事                享和元．12．20     一紙  １枚  庄屋七太夫 他４名→花屋善左衛門 
22－Ｆ－９    〔辛酉高沼村御年貢倉敷三左衛門分請取通〕            辛酉．12．21     一紙  １通  庄屋荘三郎→（宛名無し） 
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                                        （享和元カ） 
22－Ｆ－10    享和元辛酉年御年貢請取之事                  享和元．12．24     一紙  １通  庄屋鳥越是助→倉敷村善左衛門・倉敷村 
                                                            宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－11    九十五 羽嶋金経御年貢米請取通                享和元．12．24     横長  １冊  羽島村庄屋煩ニ付当村預り 加須山村荘 
                                                            三郎 他１名→倉敷宮崎屋五蔵 
22－Ｆ－12    御年貢米請取通                        享和元．12．      一紙  １通  子位庄名主喜平衛太 他１名→倉敷宮崎 
                                                            屋安兵衛 
22－Ｆ－13    辛酉御年貢請取通                        辛酉．        一紙  １通  庄屋荘右衛門→宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－14    享和元辛酉御年貢米銀請取通之事                享和元．        一紙  １枚  庄屋七太夫 他３名→三左衛門 
22－Ｆ－15    亀山村御年貢米上納請取通                   享和元．        一紙  １通  荘屋藤三→宮崎屋三左衛門 
22－Ｆ－16    享和元酉浜村小子位村御年貢請取                享和元．        一紙  １通  庄屋太郎兵衛→五蔵 
22－Ｆ－17    酒津村御年貢米銀請取通                    享和元．        一紙  １通  庄屋染次→宮崎屋五蔵 
22－Ｆ－18    享和元酉年御年貢米請取通                   享和元．        一紙  １通  吉田名主平田村伝左衛門→倉敷村安兵衛 
22－Ｆ－19    享和元辛酉御年貢米銀請取通之事                享和元．12．晦日    一紙  １通  庄屋七太夫他４名→吉三郎 
22－Ｆ－20    享和元酉御年貢米請取通                    享和元．        一紙  １通  有城村庄屋猪之七→倉敷村宮崎屋三左衛 
                                                            村 
22－Ｆ－21    水夫割                            享和元．        一紙  １通  三左衛門組 
22－Ｆ－22    水口村年貢米請取通                      享和元．        横長  １冊  名主左忠太→倉敷村安兵衛 
22－Ｆ－23    吉岡村御年貢米通                       享和元．        一紙  １通  名主孫兵衛他１名→倉敷安兵衛 
22－Ｆ－24    御年貢請取通                          辛酉．        一紙  １通  庄屋伴左衛門→倉敷宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－25    川入村当御年貢米代銀請取通                  享和元．12．      一紙  １通  川入村名主 嘉一郎→倉敷宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－26    当年貢米請取通                        享和元．12．      一紙  １通  白楽市村名主川入村嘉三郎 他１名→倉 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－27    覚（年貢勘定）                          戌．３．      一紙  １枚  水江村五右衛門→宮崎屋御内源助 
22－Ｆ－28    覚（御年貢米進米請取）                    年未詳．12．９     一紙  １通  早島荘屋→宮崎屋安兵衛 
22－Ｆ－29    享和元辛酉御年貢米銀請取通之事                享和元．７．晦日    一紙  １通  庄屋七太夫他１名→伊左衛門他２名 
22－Ｆ－30    箕島村御年貢通 享和元辛酉とし                享和元．11．26     一紙  １通  荘屋弥介→倉敷宮崎屋三左衛門      包紙有り「享和元辛酉箕島 
                                                                                村御年貢通 倉敷宮崎屋三 
                                                                                左衛門」他に其島村納米請 
                                                                                取通 享和元酉年 同封 
 
◆◆◆２２－Ｇ－１～４７◆◆◆ 
22－Ｇ      文化元子年より同十一酉年迄 御年貢通             文化元～11．      包紙  １枚                      22－Ｇ－１～22－Ｇ－47在 
                                                                                中 
22－Ｇ－１    加須山村御年貢華屋善左衛門分                  甲子．        一紙  １通  兼帯荘屋荘三郎→華屋善左衛門 
22－Ｇ－２    覚（受けとり書）                        甲戌．12．１     一紙  １通  かす山村年寄専左衛門→倉敷花屋善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－３    文化元甲子御年貢米銀請取通之事                文化元．        一紙  １通  庄屋七太夫他４名→花屋善左衛門 
22－Ｇ－４    重岩洲樋伏替入用請取通                    文化２．７．      一紙  １通  會所→花屋 善左衛門 
22－Ｇ－５    白楽市村當御年貢米請取通                   文化２．11．      一紙  １通  名主 米左衛門→倉敷村庄屋 善左衛門 
                                                            殿 
22－Ｇ－６    文化弐乙丑年御年貢受取之事                  文化２．        一紙  １通  日吉庄村仮庄屋安之助→倉敷花屋善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－７    文化二乙丑年加須山村御年貢請取通               文化２．        一紙  １通  荘屋荘三郎→倉敷花屋善左衛門 
22－Ｇ－８    羽島倉敷 御年貢請取通                    文化２．        一紙  １通  平松銀右衛門→花屋善左衛門 
22－Ｇ－９    文化二乙丑御年貢米銀請取通之事                文化２．        一紙  １通  庄屋七太夫他４名 
22－Ｇ－10    丙寅年 加須山村御年貢請取通                  丙寅．３．４     一紙  １通  兼帯荘屋荘三郎→花屋善左衛門 
                                        （文化３カ） 
22－Ｇ－11    御年貢請取之事                        文化３．３．20     一紙  １通  年番庄屋八王寺村重兵衛→倉敷村善左衛 
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                                                            門 
22－Ｇ－12    白楽市村当年貢米請取通                    文化３．９．      一紙  １通  名主半左衛門→倉敷宮崎屋善左衛門 
22－Ｇ－13    羽島村御年貢受取                       文化３．12．９     一紙  １通  兼帯庄屋 平松紹右衛門→倉敷花屋善左 
                                                            衛門 
22－Ｇ－14    文化四丁卯御年貢米銀請取通之事                文化４．11．29     一紙  １通  庄屋七太夫他４名→花屋善左衛門 
22－Ｇ－15    羽島村御年貢請取通                      文化４．12．９     一紙  １通  兼帯庄屋 平松紹右衛門→倉敷花屋善左 
                                                            衛門 
22－Ｇ－16    文化四丁卯年御年貢請取之事                  文化４．        一紙  １通  年番庄屋大内村藤四郎→倉敷屋善左衛門 
22－Ｇ－17    加須山村御年貢米請取通                    文化４．        一紙  １通  加須山村庄屋嘉吉 他１名→花屋善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－18    白楽市村当御年貢米請取通                   文化５．９．      一紙  １通  名主川入村半左衛門→倉敷はなや善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－19    文化五戌辰年羽島村御年貢請取通                文化５．12．５     一紙  １通  預り庄屋荘右衛門→花屋善左衛門 
22－Ｇ－20    文化五戌辰年御年貢請取之事                  文化５．12．10     一紙  １通  年番庄屋日吉庄村安兵衛→倉敷華屋善左 
                                                            衛門 
22－Ｇ－21    文化五戌辰御年貢米銀請取通之事                文化５．12．29     一紙  １通  庄屋七太夫→華屋善左衛門 
22－Ｇ－22    文化五戌辰年加須山村御年貢米請取通              文化５．        一紙  １通  加須山村庄屋嘉吉・後見亀山村庄屋栄三 
                                                            郎→華屋 善左衛門 
22－Ｇ－23    文化六己巳御年貢米銀請取通之事                文化６．12．29     一紙  １通  庄屋七太夫 他５名 
22－Ｇ－24    文化六巳年 御年貢請取通                   文化６．12．18     一紙  １通  八王寺村 重兵衛→花屋 善左衛門 
22－Ｇ－25    加須山村御年貢米請取通 花屋 善左衛門分           文化６．        一紙  １通  加須山村庄屋 嘉吉 他１名 
22－Ｇ－26    加須山村御年貢米請取通                    文化７．        一紙  １通  か須山村庄屋嘉吉 他１名→倉敷善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－27    白楽村当御年貢米請取通                    文化７．９．      一紙  １通  名主川入村半左衛門→倉敷村花屋善左衛 
                                                            門殿 
22－Ｇ－28    二日市村川苻米通                       文化７．12．２     一紙  １通  荘屋亀山村是吉→倉敷花屋善左衛門殿 
22－Ｇ－29    羽島村御年貢請取通                       己巳．12．５     一紙  １通  預庄屋荘右衛門→花屋善左衛門 
                                        （文化６カ） 
22－Ｇ－30    羽島村御年貢請取通                      文化７．12．11     一紙  １通  預庄屋荘右衛門 他１名→宮崎屋殿 
22－Ｇ－31    御年貢請取之事                        文化７．12．22     一紙  １通  年番庄屋 大内村藤四郎→花屋善左衛門 
                                                            殿 
22－Ｇ－32    文化八辛未 御年貢米銀請取通之事               文化８．        一紙  １枚  庄屋七太夫 他５名→花屋善左衛門 
22－Ｇ－33    白楽市村当御年貢米請取通                   文化８．９．      一紙  １通  名主川入村半左衛門→倉敷村花屋善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－34    二日市村御年貢通                       文化８．12．２     一紙  １通  荘屋亀山村是吉→倉敷花屋善左衛門 
22－Ｇ－35    辛未年羽島村御年貢請取通                    辛未．12．５     一紙  １通  庄屋荘右衛門→倉敷花屋善左衛門 
22－Ｇ－36    文化八未年 御年貢受取之事                  文化８．        一紙  １通  年番庄屋 日吉庄村安之助→花屋善左衛 
                                                            門 
22－Ｇ－37    文化八年辛未 御年貢米請取通                 文化８．        一紙  １通  加須山村嘉吉 他１名→花屋 善左衛門 
22－Ｇ－38    羽島村御年貢請取通                       壬申．        一紙  １通  預庄屋宮崎村 荘右衛門→花屋善左衛門 
                                        （文化９カ） 
22－Ｇ－39    文化九年壬申 二日市村御年貢通                文化９．        一紙  １通  荘屋亀山村是吉→倉敷花屋 善左衛門 
22－Ｇ－40    文化九壬申年 御年貢請取通                  文化９．        一紙  １通  年番庄屋 八王寺村 重兵衛→倉敷花屋 
                                                            善左衛門 
22－Ｇ－41    文化九年申年 御年貢請取通                  文化９．        一紙  １通  加須山村庄屋嘉吉 他１名→善左衛門 
22－Ｇ－42    白楽市村御年貢米請取通                    文化10．９．      一紙  １枚  名主川入村半左衛門→花屋 善左衛門 
22－Ｇ－43    二日市村御年貢請取通                     文化10．12．３     一紙  １枚  庄屋亀山村是吉→加須山村 復右衛門 
22－Ｇ－44    癸酉年羽島村御年貢請取通                    癸酉．12．３     一紙  １枚  預庄屋宮崎村 荘右衛門→花屋善左衛門 
                                        （文化10カ） 
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22－Ｇ－45    文化十癸酉御年貢米銀請取通之事                文化10．12．27     一紙  １枚  庄屋七太夫 他５名→花屋善左衛門 
22－Ｇ－46    文化十酉年 御年貢受取之事                  文化10．12．28     一紙  １枚  日吉庄村庄屋 安之助→倉敷花屋 善左 
                                                            衛門 
22－Ｇ－47    文化十酉年 御年貢請取通                   文化10．        一紙  １枚  加須山村庄屋 嘉吉 他１名→花屋善左 
                                                            衛門 
 
◆◆◆２２－Ｈ－１～１１６◆◆◆ 
22－Ｈ－１    覚（年貢皆済）                        延宝３．11．20     一紙  １通  黒崎村庄や久右衛門→花や次郎兵衛    22－Ｈ－１～22－Ｈ－116 
                                                                                までひとくくり 
22－Ｈ－２    延宝四 御年貢米請取                     延宝４．12．20     一紙  １通  黒崎村庄や久右衛門→花や次郎兵衛 
22－Ｈ－３    延宝六ノ御年貢                        延宝６．12．９     一紙  １通  庄や九右衛門 
22－Ｈ－４    御年貢米請取ノ事                       天和元．11．29     一紙  １通  日吉庄村 岡太郎左衛門→くらしき 新 
                                                            右衛門 
22－Ｈ－５    白楽市村御年貢米請取通之事                  天和元．12．17     一紙  １通  年寄 七兵衛→みやさきや新右衛門 
22－Ｈ－６    白楽市村御年貢米請取通                    貞享元．10．吉     一紙  １通  庄屋 七兵衛→はなや次郎兵衛 
22－Ｈ－７    御年貢通之事                         貞享２．９．      一紙  １通  粒浦村庄や六郎兵衛→倉敷ノ善右衛門 
22－Ｈ－８    御年貢米請取通                        貞享２．12．19     一紙  １通  黒崎村庄屋佐右衛門→倉敷花や新右衛門 
22－Ｈ－９    貞享弐年御年貢通                       貞享２．        一紙  １通  八軒屋庄屋傅右衛門→倉敷善左衛門 
22－Ｈ－10    白楽市村御年貢米請取通ノ事                  元禄２．10．吉     一紙  １通  名主 十兵衛→倉敷みやさき屋善左衛門 
22－Ｈ－11    日吉庄村年貢米請取之事                    元禄２．11．26     一紙  １通  日吉庄村岡安右衛門→倉敷村新右衛門 
22－Ｈ－12    元禄三御年貢米通                       元禄３．        一紙  １枚  粒浦名主 権兵衛→倉敷町善左衛門 
22－Ｈ－13    元禄六酉年浜村御年貢米請取                  元禄６．３．13     一紙  １通  庄屋政右衛門→倉敷新右衛門 
22－Ｈ－14    元禄六酉年白楽市村御年貢米請取通之事             元禄６．10．吉     一紙  １通  名主七兵衛→はな屋善左衛門 
22－Ｈ－15    元禄七戌年浜村御年貢米請取                  元禄７．３．７     一紙  １通  名主政右衛門→倉敷新右衛門 
22－Ｈ－16    御年貢米通                          元禄７．９．吉     一紙  １通  八軒 名主吉太夫→倉敷村善左衛門 
22－Ｈ－17    白楽市村御年貢米銀請取通ノ事                 元禄７．10．吉     一紙  １通  名主七兵衛→善左衛門 
22－Ｈ－18    納日吉庄村御年貢米請取事                   元禄７．11．22     一紙  １通  岡安右衛門→倉敷善左衛門 
22－Ｈ－19    白楽市村御年貢米請取通之事                  元禄７．11．28     一紙  １通  名主七兵衛→善左衛門 
22－Ｈ－20    黒崎村御年貢米通                       元禄７．12．５     一紙  １通  名主 藤七→善左衛門〔年貢皆済通知〕 
22－Ｈ－21    元禄八亥年浜村御年貢米請取                  元禄８．12．15     一紙  １枚  政右衛門 他１名 
22－Ｈ－22    御年貢米通                          元禄９．９．      一紙  １枚  八軒や名主 善太夫→くらしき善左衛門 
22－Ｈ－23    請取申横役銀米ノ事                      元禄９．12．28     一紙  １通  又六→はなや善左衛門 
22－Ｈ－24    納日吉庄村御年貢米請取之事                  元禄９．        一紙  １通  岡安右衛門→善左衛門 
22－Ｈ－25    黒崎村御年貢米通                       元禄９．        一紙  １通  名主藤七→善左衛門 
22－Ｈ－26    白楽市村御年貢米請取通之事                  元禄10．９．吉     一紙  １通  名主七兵衛→善左衛門 
22－Ｈ－27    御年貢米通                          元禄10．８．吉     一紙  １通  八軒屋名主吉太夫→倉敷村善左衛門 
22－Ｈ－28    白楽市村御年貢米請取通之事                  元禄10．９．      一紙  １通  名主七兵衛→善左衛門 
22－Ｈ－29    納日吉庄村御年貢米請取事                   元禄10．11．19     一紙  １通  岡安右衛門→倉敷善左衛門 
22－Ｈ－30    沖村丑之御年貢納米請取之事                  元禄10．12．26     一紙  １通  庄屋 助左衛門→倉敷善左衛門 
22－Ｈ－31    黒崎村御年貢米通                       元禄10．        一紙  １通  名主 藤七→善左衛門殿 
22－Ｈ－32    元禄拾年浜村御年貢米事                    元禄10．        一紙  １通  庄屋政右衛門→倉敷新右衛門 
22－Ｈ－33    白楽市村御年貢米請取通事                   元禄11．11．21     一紙  １通  名主七兵衛→善右衛門殿 
22－Ｈ－34    名寄写御年貢米拂御切手請取通                 元禄12．11．23     一紙  １枚  福島村甚助→倉敷町善左衛門 
22－Ｈ－35    納日吉庄村御年貢米請取之事                  元禄12．11．      一紙  １通  岡安右衛門→倉敷善左衛門 
22－Ｈ－36    元禄十二年御年貢米通                     元禄12．９．吉     一紙  １通  八軒屋名主吉太夫→善左衛門 
22－Ｈ－37    沖村米御年貢納米請取事                    元禄12．12．19     一紙  １通  庄屋 助右衛門 
22－Ｈ－38    沖村卯年貢納米請取之事                    元禄12．12．21     一紙  １通  庄屋 助左衛門→倉敷 善左衛門 
22－Ｈ－39    元禄拾弐卯之御年貢米通                    元禄12．        一紙  １通  名主長介→善左衛門 
22－Ｈ－40    元禄十二己卯年浜村御年貢米請取                元禄12．        一紙  １通  庄屋政右衛門→花や善左衛門 
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22－Ｈ－41    沖村巳年貢納米請取之事                    元禄14．11．13     一紙  １通  庄屋 助右衛門 
22－Ｈ－42    納日吉庄村御年貢米請取之事                  元禄14．12．10     一紙  １通  倉敷 善左衛門→岡安右衛門 
22－Ｈ－43    御年貢米拂御切手請取通                    元禄14．12．23     一紙  １通  福島村名主 甚助→倉敷町花屋 善左衛 
                                                            門〔年貢皆済通知〕 
22－Ｈ－44    御年貢米通                          元禄14．        一紙  １通  八軒や名主吉太夫 
22－Ｈ－45    御年貢米通                          元禄15．９．      一紙  １通  八軒や名主吉太夫→倉敷村善左衛門 
22－Ｈ－46    白楽市村御年貢米請取通之事                  元禄15．11．15     一紙  １通  名主七兵衛→善左衛門 
22－Ｈ－47    沖村米御年貢納米請取事                    元禄15．11．23     一紙  １通  庄屋 助右衛門・倉敷 善左衛門 
22－Ｈ－48    元禄十五壬午年浜村御年貢米請取                元禄15．        一紙  １通  庄屋政右衛門→新右衛門 
22－Ｈ－49    御年貢米払御切手請取通                    元禄15．        一紙  ２通  福島村名主 甚助→はな屋 善左衛門   覚１通同封 
22－Ｈ－50    黒崎村御年貢米通                       元禄15．        一紙  １通  名主長助→善左衛門 
22－Ｈ－51    黒崎村御年貢米通                       元禄16．        一紙  １通  名主長助→善左衛門 
22－Ｈ－52    浜村御年貢米請取通                      元禄16．        一紙  １通  庄屋 甚五兵衛→倉敷 新右衛門 
22－Ｈ－53    御年貢米拂御切手請取通                    元禄16．        一紙  １通  福島村名主 市右衛門→倉敷村 善左衛 
                                                            門殿 
22－Ｈ－54    御年貢米通                          元禄16．        一紙  １通  八軒屋 吉太夫→倉敷村 善左衛門 
22－Ｈ－55    御年貢米通                          宝永元．９．      一紙  １通  □新田名主吉太夫→ハナヤ善左衛門 年 
                                                            貢皆済通知 
22－Ｈ－56    黒崎村御年貢米通                       宝永２．11．      一紙  １通  黒崎村名主平田村藤兵衛→花屋善左衛門 
22－Ｈ－57    黒崎村御年貢米通                       宝永４．11．      一紙  １通  名主藤兵衛→花屋安兵衛 
22－Ｈ－58    当御年貢米拂通                        享保４．12．18     一紙  １通  福島村名主 儀右衛門→花屋善左衛門 
22－Ｈ－59    当御年貢米御切手請取通                    享保５．12．23     一紙  １通  福島村名主 儀右衛門→倉敷村善右衛門 
22－Ｈ－60    納日吉庄村御年貢米受取事                   享保５．12．20     一紙  １通  岡半左衛門→善左衛門 
22－Ｈ－61    享保五子浜村御年貢米請取                   享保５．        一紙  １通  庄屋 弥一兵衛 
22－Ｈ－62    白楽市村御年貢米請取通                    享保19．９．      一紙  １通  名主善左衛門→倉敷村花屋善左衛門 
22－Ｈ－63    福島村御年貢米御切手請取通                  享保19．12．25     一紙  １通  同村名主 儀右衛門→倉敷花屋善左衛門 
22－Ｈ－64    黒崎村御年貢米請取通                     享保19．        一紙  １通  名主 源介→倉敷花屋 善左衛門殿 
22－Ｈ－65    白楽市村御年貢米請取通                    元文４．９．      一紙  １通  名主善左衛門→倉敷村 善左衛門 
22－Ｈ－66    元文五年日吉庄村 御年貢請取之事               元文５．11．17     一紙  １枚  大内村庄屋 半平→倉敷 善左衛門 
22－Ｈ－67    黒崎村御年貢米請取通                     元文５．        一紙  １通  名主 源介→倉敷花や 善左衛門 
22－Ｈ－68    請取申麦成銀札之事                      寛延４．閏６．     一紙  １通  四十セ新田村名主 十郎右衛門→倉敷安 
                                                            兵衛 
22－Ｈ－69    白楽市村御年貢米請取通                    寛延４．９．      一紙  １通  名主 善左衛門→倉敷村はなや善左衛門 
22－Ｈ－70    白楽市村御年貢米請取通                    寛延４．９．      一紙  １通  名主 善左衛門→倉敷村 宮崎屋 長二 
                                                            （次）郎〔年貢皆済通知〕 
22－Ｈ－71    白楽市村御年貢米請取通                    寛延４．９．      一紙  １通  名主 善左衛門→倉敷村 安兵衛 
22－Ｈ－72    白楽市村御年貢米請取通                    寛延４．９．      一紙  １通  名主 善左衛門→倉敷村 安兵衛 
22－Ｈ－73    御年貢米通                          寛延４．９．      一紙  １通  四十瀬新田村名主 十郎左衛門→倉敷 
                                                            安兵衛殿 
22－Ｈ－74    御年貢受取通                         寛延４．10．      一紙  １通  沖新田庄屋 伴右衛門→宮崎屋安兵衛殿 
22－Ｈ－75    子位庄村御年貢米請取通                    寛延４．12．28     一紙  １通  子位庄村名主徳左衛門→安兵衛 
22－Ｈ－76    寛延四年ノ御年貢下札                     寛延４．12．      一紙  １通  庄屋 石井源治郎→倉敷油や与市右衛門 

                                                             他１名 
22－Ｈ－77    寛延四未御年貢請取通                     寛延４．        一紙  １枚  庄屋長四郎 
22－Ｈ－78    御年貢米銀請取通                       寛延４．        一紙  １通  庄屋又太郎→徳芳村分倉敷安兵衛 
22－Ｈ－79    寛延四未年御年貢請取通                    寛延４．        一紙  １通  倉敷宮崎や安兵衛→宮崎庄や徳左衛門 
22－Ｈ－80    宝暦元年受取之事                       宝暦元．12．11     一紙  １通  倉敷 安兵衛→大内村庄屋 長山半平 
22－Ｈ－81    宝暦元年御年貢受取之事                    宝暦元．12．13     一紙  １通  大内村庄屋 長山半平→倉敷善左衛門 
22－Ｈ－82    黒崎村御年貢米通                       宝暦元．        一紙  １通  名主 源介→宮崎屋 三郎右衛門 
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22－Ｈ－83    宝暦元未暮中田村入作御年貢米請取               宝暦元．        一紙  １通 
22－Ｈ－84    宝暦元米御年貢通                       宝暦元．        一紙  １通  矢尾村名主所兵衛→倉敷宮崎屋安兵衛殿 
22－Ｈ－85    宝暦元未ノ暮御年貢米通                    宝暦元．        一紙  １枚  吉田名主 金右衛門→宮崎や安兵衛 
22－Ｈ－86    黒崎村御年貢米通                       宝暦元．        一紙  １通  名主 源介→宮崎屋文吉 
22－Ｈ－87    宝暦元未年中島村御年貢通                   宝暦元．        一紙  １通  庄屋 安原善右衛門→倉敷安兵衛 
22－Ｈ－88    宝暦七丑水江村御年貢大豆銀札請取               宝暦７．        一紙  １通  水江村名主 孝左衛門→倉敷 安兵衛 
22－Ｈ－89    宝暦十辰暮吉田入作御年貢米請取                宝暦10．12．16     一紙  １通  名主中田村 四郎左衛門他１名〔年貢皆 
                                                            済通知〕 
22－Ｈ－90    平田村御年貢米請取通                     宝暦10．12．      一紙  １通  名主川入村 嘉一郎→平田村与一右衛門 
22－Ｈ－91    吉岡村御年貢米通                       宝暦10．        一紙  １通  名主 孫兵衛→倉敷安兵衛 
22－Ｈ－92    宝暦十年御年貢請取覚                     宝暦10．        一紙  １通  日吉村庄屋 弥十郎 
22－Ｈ－93    宝暦十年御年貢請取之覚                    宝暦10．        一紙  １通  日吉庄村庄屋 弥十郎→倉敷水月庵 
22－Ｈ－94    笹沖村御年貢米通                       宝暦10．        一紙  １枚  名主 孫兵衛→倉鋪 安兵衛 
22－Ｈ－95    笹沖村御年貢米通                       宝暦10．        一紙  １通  名主 孫兵衛→倉敷 文吉殿 
22－Ｈ－96    笹沖村御年貢米通                       宝暦10．        一紙  １通  名主 孫兵衛→くらしき 吉兵衛 
22－Ｈ－97    宝暦十庚辰年御年貢請取通                   宝暦10．        一紙  １通  庄屋 辰右衛門・倉敷 宮崎屋 安兵衛 
                                                            〔年貢皆済通知〕 
22－Ｈ－98    子位庄村御年貢米請取通                    宝暦10．        一紙  １通  名主 夫介→倉敷村安兵衛 
22－Ｈ－99    御年貢通                           宝暦11．３．      一紙  １通  白楽市村名主 早瀬村十郎兵衛→倉敷   虫損有り 
                                                            安兵衛 
22－Ｈ－100    平田村御年貢米請取通                     宝暦11．12．      一紙  １枚  名主川入村 加一郎→倉敷 与一右衛門 
22－Ｈ－101    吉岡村御年貢米通                       宝暦12．        一紙  １通  名主 孫兵衛→倉敷 安兵衛 
22－Ｈ－102    川入村御年貢米請取通                     宝暦13．12．      一紙  １通  名主 加一郎→宮崎屋 安兵衛 殿 
22－Ｈ－103    御年貢通                           宝暦13．12．      一紙  １通  名主 十郎兵衛→安兵衛 
22－Ｈ－104    黒崎村御年貢米請取通                     宝暦13．12．      一紙  １枚  名主 藤兵衛→宮崎屋 文吉 
22－Ｈ－105    宝暦十三年未御相場五拾七分替御年貢受取之事          宝暦13．        一紙  １通  長山半平→倉敷安兵衛 
22－Ｈ－106    宝暦拾三年御年貢米請取                    宝暦13．        一紙  １通  吉田名主幸介→倉敷安兵衛 
22－Ｈ－107    明和三年御年貢請取通                     明和３．12．      一紙  １通  白楽市村名主 十郎兵衛→倉敷村安兵衛 
22－Ｈ－108    羽島金経御年貢米請取通                    安永５．９．      一紙  １通  平松秀次郎→吉和や伊右衛門 
22－Ｈ－109    納日吉庄村御年貢米請取事                     午．12．５     一紙  １通  岡安右衛門→善左衛門 
22－Ｈ－110    請取申麦成銀札                          寅．７．３     一紙  １通  四十瀬新田村名主 十郎右衛門→倉敷 
                                                            安兵衛 
22－Ｈ－111    覚                                寅．７．      一紙  １通  川入村名主 嘉一郎→宮崎屋安兵衛 
22－Ｈ－112    口上                             年未詳．３．10     一紙  １通  宗鳩→十蔵 
22－Ｈ－113    御年貢請取之事                          未．12．８     一紙  １通  大内村庄屋長山半二郎→水月庵 
22－Ｈ－114    〔年貢勘定書上げ〕                      年未詳．12．27     一紙  １枚  年貢皆済通知 
22－Ｈ－115    はしま村分田地請取覚                     年月日未詳       一紙  １枚 
22－Ｈ－116    覚（年貢算用）                        年月日未詳       一紙  １枚 
 
◆◆◆２２－１－１～４〔支配〕◆◆◆ 
22－１－１    諸日記 宮崎屋                        （寛保３～寛延２）．  横長  １綴  戸川助次郎・池田信濃守知行所組合書上 
                                                            等 
22－１－２    延享二乙丑ノ年中 月次仕送り銀請取通 帯江役所        延享２．        横半  １冊  帯江役所 
22－１－３    延享三丙寅年村々 仕送銀請取通                 延享３．正．８     横半  １冊  野村岡右衛門・鈴木弥一右衛門→倉敷村 
                                        ～延享３．10．７            宮崎屋安兵衛 
22－１－４    乍恐以書付奉願上御事                     宝暦４．閏２．     一紙  １通  倉敷村油屋与一右衛門他11名→千種清右 
                                                            衛門様 御役人中、七年以前割付された 
                                                            御用銀返済滞りにつき願書 
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◆◆◆２２－２－１～３〔土地〕◆◆◆ 
22－２－１－①  譲証之事                           文化６．正．      一紙  １通  三郎右衛門→宮野屋源助 田畑譲渡の件  端裏書「文化六年巳正月 
                                                                                源助江譲渡し田地書類口上 
                                                                                」、22－２－１－①・22－ 
                                                                                ２－１－②一括 
22－２－１－②  覚                              文化６．正．      一紙  １通  三郎右衛門→宮野屋源助 田畑譲渡の件 
22－２－２    〔畝高分米書上〕                       年月日未詳       一紙  １通                      包紙有り、上書「新田長四 
                                                                                郎」 
22－２－３    〔窪屋郡羽島村田畑山石高書上帳〕               年月日未詳       横長  １冊  窪屋郡羽島村之内 田山畑面積石高書上 
22－２－４    取持地書抜村々                         年月日未詳       横半  １冊  各村取持地高書上 
 
◆◆◆２２－３－１～２５〔租税〕◆◆◆ 
22－３－１    元禄十二己卯御年貢米請取通之事                元禄12．        横半  １冊  倉敷町庄屋小野孫太夫→花や 善次郎 
22－３－２    正徳四甲午御年貢米請取通之事                 正徳４．        横半  １冊  倉鋪庄屋 小野孫太夫→はなや次郎兵衛 
22－３－３    御年貢上納通                         元文５．12．２     一紙  １通  加須山村庄屋 伝右衛門→宮崎屋安兵衛 
22－３－４    元文五申年上納請取                      元文５．        一紙  １通  加須山村庄屋 伝右衛門→宮崎屋安兵衛 
22－３－５    西原村御年貢米請取                      元文５．        一紙  １通  名主畿右衛門→安兵衛 
22－３－６    御年貢上納通                         寛保元．12．11     一紙  １通  加須山村庄屋 傅右衛門→倉敷宮崎屋安 
                                                            兵衛 
22－３－７    當御年貢米通                         寛保元．        一紙  １通  平田村名主甚八→倉敷村 
22－３－８    寛保弐壬戌御年貢米銀請取通之事 弍十九            寛保２．        一紙  １通  宮崎屋 安兵衛→倉鋪村庄屋 又兵衛 
22－３－９    寛保弐壬戌御年貢米銀請取通之事 弍十八            寛保２．        一紙  １通  宮崎屋 安兵衛→倉敷村庄屋 又兵衛   虫損有り 
22－３－10    寛保三癸亥御年貢米銀請取通之事 三十一            寛保３．        一紙  １通  宮崎屋 安兵衛→倉敷村庄屋 又兵衛 
22－３－11    寛保三癸亥御年貢米銀請取通之事 三十弐            寛保３．        一紙  １通 
22－３－12    寛保三癸亥御年貢米銀請取通之事 三十三            寛保３．        一紙  １通  にし嶋屋 曽平→倉敷村庄屋 又兵衛 
22－３－13－①  倉敷村宮崎屋安兵衛算用                    延享元．11．      一紙  １通  庄屋利兵衛より 米九石三斗四升四合の 
                                                            払うちわけ 
22－３－13－②  覚                              年未詳．５．13     一紙  １枚  酒津村庄屋 利右衛門→御庄屋 又兵衛 
                                                            □村差参旨 
22－３－14    酒津村亥御年貢米銀請取通                   享和３．        一紙  １枚  庄屋 染治→倉鋪宮崎屋五蔵 
22－３－15    享和三癸亥年荘屋栄三郎 亀山村御年貢米請取通 宮崎屋三左衛  享和３．        一紙  １枚 
           門分 
22－３－16    箕嶋村御年貢通                        享和３．        一紙  １枚  庄屋 弥介→倉敷宮崎屋 三左衛門    「御年貢通 箕崎村」の包 
                                                                                紙有り 
22－３－17    添新田村 御年貢請取通                    享和３．        一紙  １枚  庄屋 林右衛門 後見 平松銀右衛門→ 
                                                            宮崎屋安兵衛 
22－３－18    箕嶋村納米請取                        享和３．        横長  １綴  宮崎屋 三左衛門 
22－３－19    覚                              文化６．正．      一紙  １通  宮崎屋三郎右衛門→庄屋七太夫 宮野屋 
                                                            源助へ田畑三筆譲り渡し 
22－３－20    覚（年貢勘定受取目録）                      卯．12．      一紙  １通  沖屋→宮崎屋 
22－３－21    癸亥御年貢請取通                        癸亥．12．３     一紙  １枚  庄屋 蔵右衛門→宮崎屋安兵衛 
22－３－22    覚                                申．11．10     一紙  １通  福田村伝右衛門→宮崎屋安兵衛 年貢受 
                                                            取のこと 
22－３－23    乍恐以書附奉願上候                      年未詳．10．      一紙  １枚  治療のため岡山へ帰りたいが、役職は続  包紙有り 
                                                            けたいとの願い 年寄三左衛門→御役所 
22－３－24    覚                              年月日未詳       一紙  １通  年貢等算用 
22－３－25    〔預米差引代価書上〕                     （明治初年）．     縦   １冊  第十五大区小七区 持主倉敷村井上亮三  前欠 綴ヒモ欠落 
 
◆◆◆２２－６－１～１１〔戸口〕◆◆◆ 
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22－６－１－①  差出申一札之事                        天明６．４．      一紙  １通  今野屋善之丞他１名→年寄月番五蔵様   三通包紙入り （上書）「 
                                                            渡世勝手のため阿賀郡赤馬村へ引越しに  宗門送り手形二通」 
                                                            ついて 
22－６－１－②  送り手形之事                         天明６．閏10．     一紙  １通  窪屋郡中島村庄屋 与八郎→窪屋郡倉敷 
                                                            孫太夫・年寄中 中島村元右衛門弟幸十 
                                                            郎 倉敷荒物屋安石衛門家内へ引越しに 
                                                            ついて 
22－６－１－③  宗門請状之事                         天明６．閏10．     一紙  １通  中島村宝隆寺→倉敷庄屋孫太夫・年寄中 
22－６－２    〔倉敷年寄月番五蔵宛中島村庄屋与八郎書状〕          （天明６）．閏10．22  一紙  １通  中島村元右衛門弟幸十郎 荒物屋安石衛  包紙有り「倉敷御年寄月番 
                                                            門 引取につき 宗門送手形 宗門請状  五蔵様 中島村庄屋 兵八 
                                                            調進の件                郎」 
22－６－３    差出し申一札之事                       天明６．閏10．     一紙  １通  荒野屋安右衛門他４名→年寄月番五蔵 
                                                            中島村元右衛門弟幸十郎引越しについて 
22－６－４    乍恐以書付御願奉申上候                    享和３．閏正．     一紙  １通  柘植又左衛門御代官所備中国窪屋郡倉敷 
                                                            村吉三郎妻ちやう→関備前守様 御役場 
                                                             武助は妻の兄の子供幸五郎こと久右衛 
                                                            門の後見をつとめてきたが、久右衛門成 
                                                            人に及ぶも約束通り長屋一軒・諸道具・ 
                                                            田地五反引渡さずによりお願い（武助老 
                                                            体病身によりちょう代わり） 
22－６－５    以書付御座候申上候                      享和３．12．９     一紙  １通  坂口屋文兵衛→庄屋 七太夫・年寄中   虫損有り 
                                                            隠居して息子の宗次郎に譲ったが宗次郎 
                                                            が平右衛門に変名したことについて 
22－６－６    乍恐以書付御届申上候                     文化３．        一紙  １通  窪屋郡倉敷村 善次郎 親 徳兵衛・親 
                                                            類・組合 善次郎家出の一件 
22－６－７    口上書                            文政９．６．      一紙  １通  願主 彦郎→當村御役人御衆中 養子解 
                                                            消についての願書 
22－６－８    以書附御詫申上候                         戌．７．      一紙  １通  亀次郎→年寄月番三郎右衛門 倉敷村楢  寛政８年の31年後・文化10 
                                        （文政９カ）              田屋幸助家内亀次郎 本在吉田村人別な  年の14年後 
                                                            く村方騒動連印不埒につき詫状 奥書 
                                                            楢田屋幸助 
22－６－９    乍恐書附御願申上候                      文政９．４．      一紙  １通  樽屋利吉→御月番様 樽屋利吉おばとら 
                                                            70才になり引受けの事 
22－６－10    〔医師紹介状〕                        年未詳．正．22     一紙  １通  浜村年寄 九左衛門→倉敷御年寄月番 
                                                            義右衛門様 医師出職願出につき紹介状 
22－６－11    〔包紙〕                           年月日未詳       一紙  １枚  阿賀郡赤馬村へ引越願ひ一札入 
 
◆◆◆２２－７－１～２〔身分〕◆◆◆ 
22－７－１    奉公人請状之事                        天明５．12．      一紙  １通  請人中町長十郎→宮崎屋五蔵殿 備前国 
                                                            児島郡粒浦村嘉右衛門悴次三郎奉公之事 
22－７－２    奉公人請状之事                        寛政３．10．      一紙  １通  東町山太郎右衛門→宮崎屋 五蔵殿 
                                                            箕島村与四郎奉公について 
 
◆◆◆２２－８－１～１３〔治安〕◆◆◆ 
22－８－１    乍恐奉申上候口上                       宝暦３．11．22     一紙  １枚  宮崎屋安兵衛→稲垣藤左衛門 御役所 
                                                            宮崎屋安兵衛と久代村茂一右衛門・儀左 
                                                            衛門両人との掛ケ合い内裁願い 
22－８－２    覚                              天明６．３．      一紙  １通  兼次郎他８名→年寄五蔵 出火の節、本 
                                                            陣詰・部屋詰について 
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22－８－３    覚                              天明８．10．      一紙  １通  本町田中屋伝兵衛他７名→年寄五蔵 出 
                                                            火の節、御役所本障詰・四番御部屋詰に 
                                                            ついて 
22－８－４    覚                              寛政12．11．      一紙  １通  吉兵衛他６名→年寄三左衛門 出火の節  虫損有り 
                                                            、陣屋詰・長部屋詰 
22－８－５    乍恐以書附御訴訟奉申上候                   文政８．４．      一紙  １通  訴訟人 備中国窪屋郡倉敷村百姓民蔵 
                                                            他３名・相手 同国都郡二子村百姓勘十 
                                                            郎 他６名 戸川大治郎様御役場宛 古 
                                                            着買付につき不法出入一件 倉敷御役所 
                                                            宛奥書有り 
22－８－６    乍恐以書付御訴訟奉申上候                   文政８．４．      一紙  １通  大草太郎右衛門御代官所 倉敷村民蔵・ 
                                                            古着買商人惣代 政助・庄兵衛→戸川大 
                                                            次郎様御役場 古着買付につき不法出入 
                                                            一件 相手 二子村百姓勘十郎 他６名 
                                                             民蔵・政助・庄兵衛→大草太郎右衛門 
                                                            様御役所 出入一件吟味願出 
22－８－７    乍恐以書附御訴訟奉申上候                   文政８．４．      一紙  １通  大草太郎右馬御代官所 備中国窪屋郡倉 
                                                            敷村 民蔵・政介・庄兵衛→戸川大治郎 
                                                            様御役所 奥書有り 民蔵・政介・庄兵 
                                                            衛→大草太郎右馬様 御役所、倉敷村百 
                                                            姓民蔵・古着買商人政介・庄兵衛と都宇 
                                                            郡二子村百姓達との喧嘩に関する訴訟一 
                                                            件 
22－８－８    乍恐以書附御訴訟奉申上候                   文政８．４．      一紙  １通  大草太郎右衛門御代官所 備中窪屋郡倉  虫損有り 
                                                            敷村百姓民蔵他２名→戸川大治郎様 御 
                                                            役所 奥書有り 窪屋郡倉鋪村百姓民蔵 
                                                            他２名→大草太郎右衛門様御役所 倉敷 
                                                            村古着買付につき不法出入の一件 
22－８－９    以書付御日延御願申上候                    文政８．７．      一紙  １通  東町安次郎・安次郎組合４人・松太郎・ 
                                                            松太郎組合４人・長兵衛・長兵衛組合３ 
                                                            人・取噯人吉五郎 合わせて15名→年寄 
                                                            彦七郎殿・三郎右衛門殿 安次郎と松太 
                                                            郎・長兵衛の口論の内済を延期したい旨 
                                                            の願い 
22－８－10    乍恐以書附御訴訟奉申上候                   文政９．10．      一紙  １通  訴訟人 窪屋郡倉敷村甚三郎 相手 同 
                                                            郡大島村嘉七病死悴善三郎 幸吉夫婦（ 
                                                            病死）の家屋敷相続について（甚三郎は 
                                                            幸吉家屋敷の質流受取人） 
22－８－11    乍恐以書附奉願上候                        子．７．29     一紙  １通  無高百姓次介悴三之丞 寿助宅へ押し入 
                                                            りの一件について吟味願いの事 倉敷村 
                                                            庄屋七太夫他４名→三河口太忠様 倉敷 
                                                            御役所 
22－８－12    乍恐以書付御訴詔奉申上候                     酉．12．      一紙  １通  高屋郡浜村医師隆篤→大草太郎右衛門御  虫損 
                                                            役所 押取御糺出入 相手宝来屋源兵衛 
22－８－13    差出申一札之事                          戌．正．６     一紙  １通  倉敷村隆篤→浜村役人中 倉敷村陣屋へ 
                                                            箱訴、相手貫介他行について 
 
◆◆◆２２－１３－１～８〔農林業〕◆◆◆ 
22－13－１    木屋吉兵衛 寛保元酉ノ年未進書出覚 宮崎屋ノ文        寛保元．        横長  １冊 
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22－13－２    木屋吉兵衛 元文五申ノ年未進書出覚 宮崎屋文         元文５．        横長  １冊  小作米未進分書上 
22－13－３    下作請込手形之事                       延享４．２．      一紙  １通  下作請込人 六兵衛→安兵衛 
22－13－４    覚                              文化５．３．      一紙  １通  小作人羽島村久右衛門→宮崎屋三郎右衛  帯封有り 
                                                            門 算用違いにつき、去ル子年より卯年 
                                                            迄四ケ年分之米立戻し 
22－13－５    小作証文之事                         文化５．３．      一紙  １通  小作人高沼大角金蔵他５名→倉敷宮崎屋 
                                                            三郎右衛門 
22－13－６    仕出し書                             丑．８．      横長  １冊  和泉屋寿右衛門→宮崎屋庄蔵 預米差引 
                                                            書上 
22－13－７－①  覚                                辰．12．３     一紙  １通  銀三百九十目請取の事 帯江役所→小村  22－13－７－①～22－13－ 
                                                            鉄兵衛                 ７－⑤までひもで一括 
22－13－７－②  口上覚                              亥．正．10     一紙  １通  木屋 吉兵衛→宮崎屋安兵衛 田畑御支 
                                                            配に付 
22－13－７－③  戌年取米辻覚                         年未詳．正．27     一紙  １通  杢吉→宮崎屋との 
22－13－７－④  〔俵屋安兵衛宛 木屋 吉兵衛書状〕              年未詳．２．26     一紙  １通  申年よりの其元御預ケ米御算用惣年に付 
                                                            、請合手形遣しおくこと 
22－13－７－⑤  〔人別米高取米書上帳〕                    年月日未詳       横長  １冊 
22－13－８    〔預畝・預米書上〕                      年月日未詳           １綴 
 
◆◆◆２２－１６－１～４０〔金融貸借〕◆◆◆ 
22－16－１    壱年切売渡申田地之事                     享保12．11．      一紙  １通  売主 八王寺村 長十郎・安江村証人 
                                                            権右衛門・倉敷村熊田屋 勘兵衛→宮崎 
                                                            屋安兵衛 
22－16－２    壱年切売渡申田地之事                     享保13．12．28     一紙  ２通  八王寺村売主長重郎→倉敷村井筒屋安兵  包紙有り 
                                                            衛 ほか 
22－16－３－①  取替し申済口証文[(之事)]                        享保19．３．22     一紙  １通  田地売主坂津村 善差衛門他８名・（奥  22－16－３－①・22－16－ 
                                                            書有）扱人津国屋七郎兵衛他１名→倉敷  ３－②包紙で一括 
                                                            村安兵衛 田地売渡訴訟解決の一件 
22－16－３－②  済口証文之事                         享保19．５．16     一紙  １通  宮崎屋安兵衛・表屋左兵衛・証人中島屋 
                                                            平右衛門他３名 ※奥書有 家屋敷の売 
                                                            渡訴訟解決の一件 
22－16－４    志ち通                            元文３．        一紙  １通  宮さき屋 
22－16－５    〔宮崎屋安兵衛宛 羽島村庄屋十左衛門書状〕          元文５．３．      一紙  １通  羽島先納高掛銀を年貢に立替え 
                                                            掛銀を羽崎屋の年貢に用立てについての 
                                                            儀一件 
22－16－６    壱ケ年切売渡シ申質地流証文之事                寛保２．12．      一紙  １通  田地売主二万村弥平次→倉敷宮崎屋安兵 
                                                            衛 
22－16－７    預り申銀之事                         寛保３．12．      一紙  １通  預り主笹沖村 仁左衛門→宮崎屋安兵衛  虫損 
22－16－８    田畠預り証文之事                       寛保３．12．      一紙  １枚  田地預り人 妹尾村古新田半右衛門 他 
                                                            多数→受取人不明 
22－16－９    壱ケ年切売渡申質地流証文之事                 寛保３．12．      一紙  １通  岡田村売主庄屋 仙右衛門 他３名→倉 
                                                            敷宮崎屋安兵衛殿 奥書有り 岡田村庄 
                                                            屋 仙右衛門 他２名 同紙に「下作請 
                                                            込手形之事」（寛保３年亥ノ12月、岡田 
                                                            下作請込人甚兵衛・請人与兵衛→倉敷宮 
                                                            崎屋安兵衛殿）奥書有り 岡田村庄屋 
                                                            仙右衛門 他２名 
22－16－10    壱年切質地流田作之事                     寛保８．12．      一紙  １枚  西原村 藤市郎 他２名→倉敷宮崎屋安  虫損有り 
                                                            兵衛 
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22－16－11－①  下作人請込手形之事                      延享元．11．      一紙  １枚  吉岡村 清右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛   こよりでひとまとめ 22－ 
                                                                                16－11－①～22－16－11－ 
                                                                                ② 虫損有り 
22－16－11－②  壱年切売渡申流質地之事                    延享３．10．      一紙  １通  粒江村甚吉 他２名→倉敷宮崎屋安兵衛  虫損有り 
22－16－12    壱年切流質地之事                       延享元．12．      一紙  １枚  ○○○○村 利右衛門 証人同村藤市郎  虫損有り 
                                                            →倉敷 宮崎屋 安兵衛 
22－16－13    壱年切質地流田地之事                     延享元．12．      一紙  １枚  西原村 利右衛門・藤市郎→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛 
22－16－14    壱年切売渡申流質地之事                    延享３．10．      一紙  １枚  売主吉岡村 多郎兵衛 他２名→倉敷宮 
                                                            崎屋安兵衛 
22－16－15－①  預申銀子之事                         延享３．12．      一紙  １枚  倉敷宮崎屋安兵衛→矢掛町石井源次郎   こより（右証文写差上申所 
                                                            他６名 引残銀を請取してほしいと要請  相違無）あり 22－16－15 
                                                            している書状              －①～22－16－15－③ひと 
                                                                                まとめ 
22－16－15－②  一札（質地証文）                       寛延４．５．      一紙  １枚  大島村小作人 六兵衛 他２名→宮崎屋 
                                                            安兵衛 
22－16－15－③  乍恐書附以奉願上                       寛延３．６．      一紙  １枚  倉鋪村 与一右衛門・安兵衛→御役所 
                                                            質入後の下作米滞りの訴訟 
22－16－16    乍恐奉願上御事                        延享４．        一紙  １枚  質地流証文の契約違反に対する訴え 倉 
                                                            敷宮崎屋 安兵衛→備前少将様 御役所 
22－16－17    借用申銀子之事                        延享５．６．      一紙  １枚  斉藤文生・因幡屋伝七→宮崎屋安兵衛   包紙有り 
22－16－18    乍恐書付ｦ 以奉願上                      寛延３．６．      一紙  １枚  倉敷村安兵衛→千種清右衛門様 御役所 
22－16－19    乍恐書付ヲ以奉願上                      寛延３．６．      一紙  １枚  倉敷村 与市右衛門・同村 安□□（安  破損甚し 
                                                            兵衛？）→千種清右衛門様 御役所 
22－16－20    乍恐書付ヲ以奉願上候                     寛延３．６．      一紙  １通  倉敷村 与市右衛門・安兵衛→千種清右 
                                                            衛門御役所 市場村・二万村・岡田村・ 
                                                            中島村・高松原古才村・新庄上村・箕 
                                                            村・妹尾村・川入村・水口村・西原村・ 
                                                            粒江村 年貢上納難儀に付、質入した田 
                                                            畑相渡さずに付、訴訟したき事 
22－16－21    乍恐書付ヲ以奉願上                      寛延３．        一紙  １枚  倉敷村 安兵衛→千種清右衛門 御役所  虫喰い甚し 
22－16－22    一札                             寛延４．２．      一紙  １通  京妙心寺中 養源院→備中倉敷村 井上 
                                                            三右衛門・同所 吉田与市右衛門 譲手 
                                                            形について 
22－16－23    乍恐奉願上候事                        寛延４．４．      一紙  １通  願人倉敷宮崎屋安兵衛→池田信濃守様   封紙有り「上 倉鋪宮崎屋 
                                                            御役人中 窪屋郡吉岡村貸作主 多郎兵  安兵衛」の上書有り 
                                                            衛 多年にわたり年延滞りに付願上 
22－16－24    乍恐奉願上御事                        寛延４．５．      一紙  １枚  安兵衛→千種清右衛門様 御役所 
22－16－25    乍恐奉指上御事                        寛延４．５．      一紙  １枚  倉敷村宮崎屋安兵衛→花房近江守様 御 
                                                            役人 年貢米の上納が滞っていることを 
                                                            御役所に再吟味してほしいと要請してい 
                                                            る書状 
22－16－26    〔質地銀小作米等取立出入など留帳〕（破本）          宝暦２．５．      縦   １冊                      冊子の形態をとどめず、一 
                                        ～宝暦４．11．21                                括 
22－16－27    請取証文之事                         宝暦２．７．12     一紙  １枚  拝見証文に同じ 
22－16－28    拝見証文之事                         宝暦２．７．12     一紙  １枚  下道郡弐万村地主八右衛門 他多数→倉 
                                                            敷宮崎屋安兵衛 
22－16－29    奉差上候質田地出入済口証文之事                宝暦２．８．      一紙  １枚  預人 備中国窪屋郡倉敷村 相手同国都 
                                                            宇郡妹尾村 傅右衛門→御役所 
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22－16－30    借用銀出入済口証文之事                    宝暦２．８．      一紙  １枚  預主 備中国窪屋郡倉敷村安兵衛 相手 
                                                            同国同郡笹沖村 吉右衛門→御奉公所様 
22－16－31    借用銀出入済口証文之事                    宝暦２．８．      一紙  １枚  備中国窪屋郡倉敷村安兵衛・同国都宇郡  虫損有り 
                                                            妹尾村 与七郎→御奉公所様 
22－16－32    借用銀出入済口証文之事                    宝暦２．８．      一紙  １枚  笹沖村 仁左衛門 他２名→倉敷村 吉 
                                                            兵衛 
22－16－33    乍恐以書付ｦ 奉願上御事                    宝暦３．９．      一紙  １通  倉敷村願主安兵衛→板倉美濃守様御役人  端裏書「久代願書下書」 
                                                            中 茂一右衛門・儀左衛門への貸銀返済 
                                                            督促につき願出 倉敷村安兵衛→稲垣藤 
                                                            左衛門御役所 願出の添簡依頼 奥書 
                                                            庄屋又兵衛 
22－16－34    願申銀子之事                         宝暦６．12．      一紙  １通  願主 山田村 太郎右衛門→倉鋪 与次  包紙有り 
                                                            兵衛殿 
22－16－35－①  壱年切質入申田地之事                     天明３．11．      一紙  ２通  質主 早嶋長津村茂市兵衛・証人 藤七  包紙「上 児嶋屋武右衛門 
                                                            ・宮嶋村多四郎→倉敷児嶋屋武右衛門   」奥書有り 早島村 庄屋 
                                                            長津村利平他16名壱年切田畑質入証文   初右衛門 22－16－35－① 
                                                                                ・22－16－35－②は１括り 
22－16－35－②  以書附御願申上候                       天明６．４．      一紙  ２通  願人倉敷児嶋屋武右衛門→早島村庄屋   包紙有り 奥書 武右衛門 
                                                            初右衛門 茂市兵衛質入地につき武右衛  →五蔵 22－16－35－①・ 
                                                            門催促１件               22－16－35－②は１括り 
22－16－35－③  〔質流地一件〕                        （天明６）．４．29   一紙  １通  倉敷年寄月番五蔵→早嶋庄屋 初右衛門  端裏書有り 
                                                             茂一兵衛よりの質流地 武右衛門取得 
                                                            につき書状 
22－16－35－④  〔質流地一件〕                        （天明６）．５．19   一紙  １通  早嶋村庄屋初右衛門→倉敷村年寄五蔵   包紙有り 
                                                            茂一兵衛質入地吟味願い一件 
22－16－35－⑤  以書附御届ケ申上候                      午（天明６）．５．   一紙  １通  児嶋屋武右衛門→年寄五蔵 質入れ田畑  包紙「上 児嶋屋武右衛門 
                                                            請取の儀一件              」 
22－16－36    拾ケ年切質入申田畑之事                    寛政２．10．      一紙  １枚  借主浅口郡船尾村 村田冨左衛門→倉敷 
                                                            □□屋五蔵 
22－16－37    〔田地証文包紙〕                       寛政２．12．８     包紙  １袋                      22－16－37－①～22－16－ 
                                                                                37－③まで在中 他に石高 
                                                                                ・銀高書上３枚有り 
22－16－37－①  壱年切売渡申田畑之事                     寛政２．12．      一紙  １通  売主備前岡山橋本町塩屋卯三郎・証人   22－16－37－①～22－16－ 

                                                             加須山村定左衛門・証人 同村 尾崎伝  37－③まで包紙一括 「寛 
                                                            右衛門→倉敷宮崎屋五蔵 一年切で田畑  政２年庚戌12月８日田地証 
                                                            売渡の件 亀山村庄屋伊右衛門の奥書有  文亀山村拾三割 売主岡山 
                                                            り                   塩屋卯三郎 弐通」の表記 
22－16－37－②  覚                              寛政２．12．      一紙  １通  売主備前岡山橋本町塩屋卯三郎・証人 
                                                            加須山村定右衛門・証人 同村 尾崎伝 
                                                            右衛門→倉敷宮崎屋五蔵 本証文壱年切 
                                                            売渡申候田畑の覚 
22－16－37－③  覚                              寛政２．12．８     一紙  １通  備中倉敷田地買主宮崎屋五蔵・証人 加 
                                                            須山村定左衛門・同 尾崎伝右衛門→備 
                                                            前岡山橋本町塩屋卯三郎 22－16－37－ 
                                                            ①の売渡証文の覚 
22－16－38    寛政五年癸丑正月勘定下書                   寛政５．正．      横長  １冊 
22－16－39－①  質入申田地之事                        寛政10．12．      一紙  １通  質主新田 長四郎 他２名→宮崎屋 三  「寛政十一未春 質地証文 
                                                            左衛門、来未11月切壱ケ年季質入 銀子  新田長四郎」と帯封にあり 
                                                            ２貫目借用               22－16－39－①～22－16－ 
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                                                                                39－②は一括 虫損有り 
22－16－39－②  小作証文之事                         寛政10．        一紙  １通  小作人新田 長四郎・証人倉敷御とや 
                                                            長十郎・親類新田 文五郎→宮崎屋 三 
                                                            左衛門 質地田地小作預りのこと 預り 
                                                            畝１反７畝 
22－16－40－①  銀借用証文之事                        寛政11．11．      一紙  １通  借主 有城屋 四郎右衛門・証人 瀧本  22－16－40－①～22－16－ 
                                                            屋 伊助・大黒屋 次兵衛・長濱屋 平  40－⑪一括 封紙入り 
                                                            次郎→宮崎屋 三左衛門 
22－16－40－②  借用申手形之事                        寛政12．２．27     一紙  １枚  借用主 忠助・証人千助→宮崎屋三左衛  包紙（手形入）有り 
                                                            門 
22－16－40－③  借用申銀子之事                        文化元．11.       一紙  １枚  借用主伊賀屋 八右衛門 証人□□屋   帯封有り 
                                                            武介→宮崎屋三郎右衛門 
22－16－40－④  覚（借用書）                           酉．２．12     一紙  １枚  室屋与兵衛→宮崎屋様          22－16－40－④～22－16－ 
                                                                                40－⑪一括 
22－16－40－⑤  覚（借用書）                           酉．２．23     一紙  １枚  与兵衛→宮崎屋 
22－16－40－⑥  覚（借用書）                           申．２．24     一紙  １枚  室屋与兵衛→宮崎屋 
22－16－40－⑦  覚（借用書）                         年未詳．８．14     一紙  １枚  室屋与兵衛→宮崎屋           虫損有り 
22－16－40－⑧  覚（借用書）                           申．10．５     一紙  １枚  室屋与兵衛→宮崎屋 
22－16－40－⑨  覚（借用書）                         年未詳．11．12     一紙  １枚  室屋与兵衛→宮崎屋 
22－16－40－⑩  宝与手形御通                         年未詳．12．20     一紙  １枚  当月切借用銀并びに証文引替の事 忠左 
                                                            衛門→三左衛門 
22－16－40－⑪  銀借用証文之事                        寛政12．12．      一紙  １通  志け屋忠助・証人四郎右衛門千介     包紙有り「申十二月銀四百 
                                                                                八十目 辰暮迄八ケ年賦証 
                                                                                文」他 
22－16－41    借用申銀子之事                        寛政11．12．      一紙  １枚  借用主 弥右衛門→宮崎屋三左衛門    包紙有り 
22－16－42    乍恐以書附頼奉上候                      寛政13．２．      一紙  １通  〔頼人倉敷 芳右衛門→黒崎村庄屋 八  包紙有り「上 芳右衛門」 
                                                            左衛門 ※黒崎村茂右衛門に貸した金が  と墨書 
                                                            順調に返ってこず、役人に訴えたいので 
                                                            添状を頼みたい〕 
                                                            上記の内容を八左衛門に出すので添状を 
                                                            頼みたい 芳右衛門→月番御年寄三左衛 
                                                            門 
22－16－43－①  乍憚以書附御願申上候                     享和元．７．      一紙  １通  大村屋 灸次郎→御年寄 三郎右衛門   借用証文写一通有り、22－ 
                                                            病身ニ付代人儀助 借主善三郎 借銀一  16－43－①・22－16－43－ 
                                                            部未返済に付、銀子完済お願       ②包紙一括 
22－16－43－②  借用申銀子之事                        寛政12．12．23     一紙  １通  借主 善三郎・請人 義助→灸次郎 銀 
                                                            六百目借用の事 
22－16－44    乍恐以書附奉願上候                      享和２．３．      一紙  ２通  訴訟人 備中国窪屋郡倉敷村 三左衛門  １通は奥書有り 
                                                            ・郡代 長五郎 相手 備中浅口郡舟尾 
                                                            村富左衛門・親類証判人同村 蕃兵衛 
                                                            貸銀返済滞りの事 松平紀伊守御役場宛 
22－16－45    乍恐書附御届奉申上候                     享和２．６．      一紙  １枚  窪屋郡倉敷村 訴訟人 三右衛門他→松 
                                                            平紀伊守様 御役場 
22－16－46－①  質入申家屋敷之事                       享和３．11．      一紙  １通  井筒屋伊左衛門他１名→宮崎屋三左衛門  二通包紙に入る 
                                                            東町北側水夫屋敷壱ケ所、質入銀18貫目 
22－16－46－②  水夫屋敷建家之絵図                      享和３．11．      一紙  １通  井筒屋伊左衛門→宮崎屋三左衛門 
22－16－47－①  以書付御願申上候                       文化３．12．      一紙  １通  東町津知屋辰之丞→月番御年寄三郎右衛  借用証文写一通有り、22－ 
                                                            門 借主嘉蔵及び請人仁左衛門とも借銀  16－47－①・22－16－47－ 
                                                            返済いたさずに付、銀子返済お願     ②は包紙一括 
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22－16－47－②  借用申銀子事                         文化２．12．      一紙  １通  借主 嘉蔵・請人 板屋仁左衛門・証人 
                                                            竹田屋牛兵衛→津知屋 久五郎 銀壱貫 
                                                            五百目借用の事 
22－16－48－①  覚（質地の内容書）                        卯．11．22     一紙  １枚  丈右衛門→房右衛門           包紙で一括 
                                        （文化４カ） 
22－16－48－②  小作証文                           文化５．11．      一紙  １枚  小作安江村 丈右衛門・□□同村 惣右 
                                                            衛門・証人 倉敷□右衛門→倉敷宮崎屋 
                                                            三郎右衛門 
22－16－48－③  質入申田畑之事                        文化５．11．      一紙  １枚  質主安江村丈右衛門→倉敷宮崎屋 三郎  虫損有り 
                                                            右衛門 
22－16－48－④  覚（質地の内容書き）                     年月日未詳       一紙  １枚 
22－16－49－①  質入申山畑之事                        文化６．３．      一紙  １通  日間村庄兵衛他１名→宮崎屋三郎右衛門  二通帯封 
22－16－49－②  小作証文之事                         文化６．３．      一紙  １通  日間村庄兵衛他１名→宮崎村三郎右衛門 
22－16－50    以書付御願申上候                         戌．７．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村 竹原屋 喜四郎→月番   虫損有り 
                                        （文化12以後）             御年寄 三郎[（右衛門カ）] 
                                                            頼母子講の講米返還に関する一件 
22－16－51    以書附御願申上候 取替銀差滞出入               文化８．12．      一紙  １通  訴訟人[   ]（虫損）→相手 帯江屋   包紙有り、虫損甚シ 
                                                            久次兵衛、[  ]→年寄御月番三左衛門 
22－16－52    乍憚以書付願上候                       文化11．12．      一紙  １通  備中倉敷樽見屋 利八→岡山紙屋町名主  封紙有り・「上」の表書有 
                                                            善四郎 製業屋久右衛門 借金元利共返  り 案文カ 
                                                            済せずに付お願い 
22－16－53    覚（銀七百二十目受取手形）                   丙寅．11．15     一紙  １通  宇内村茂平治→倉敷宮崎屋安兵衛 
                                        （文化３カ） 
22－16－54    売渡申川苻之事                        文化元．12．      一紙  １通  二日市村平松紹右衛門他１名→倉敷花屋 
                                                            善左衛門 川苻米三斗三升 代銀八百八 
                                                            拾五匁 
22－16－55    以書附御頼申上候（借銀返済催促）               文化４．12．      一紙  １通  倉敷村綿屋嘉兵衛→水江村御名主左忠太  奥書 わたや喜兵衛→御年 
                                                            種四郎への借銀の返済催促願い      寄三郎右衛門 虫損有り 
22－16－56    以書附御願申上候                       文化14．12．      一紙  １通  訴訟人 備中窪屋郡倉敷村沢屋 茂左衛  奥書有り 
                                                            門 相手 同国同郡平田村 利吉・要吉 
                                                            平田村御兼帯原津村御名主源蔵宛 貸銀 
                                                            返済滞りの事 
22－16－57    預り申講銀之事                        文政元．９．      一紙  １通  預り主 綿屋喜兵衛・証人 板屋仁左衛  虫損有り 
                                                            門→観龍寺 講銀預り証文 
22－16－58    質入申畑々 之事（質流地について）               文政５．11．      一紙  １通  質主川入村松次郎 他３名→倉敷村菊屋  奥書 川入村名主請持 浅 
                                                            庄兵衛 質入地を年季明けにより売り払  原村 五一兵衛 
                                                            うにつき同意の証文 
22－16－59    以書附御願申上候                       文政７．閏８．     一紙  １通  倉敷村菊屋庄兵衛→御年寄月番三郎右衛  虫損有り 
                                                            門 川入村杢次郎質地相渡さざるにつき 
                                                            、さい促お願 
22－16－60    以書附御願奉申上候（借銀催促）                文政７．12．      一紙  １通  願主 庄五郎・親類 藤蔵・組合 安三 
                                                            郎→月番年寄 三郎右衛門 庄五郎が他 
                                                            借して弥助に貸借した銀の返済を後家の 
                                                            ふてに催促する願い 
                                                            借して弥助に貸借した銀の返済を後家の 
                                                            ふてに催促する願い 
22－16－61    差上申添口証文之事                      文政８．３．      一紙  １通  池田甚次郎領分 窪屋郡佰楽一新田村名  虫損甚し 
                                                            主 森右衛門 他５名→御名 御役所 
                                                            森右衛門が昨年・一昨年分年貢横役銀未 
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                                                            納の件で都宇郡倉敷村百姓吉兵衛・吉郎 
                                                            右衛門を出訴後和解し銀子納入終了 
22－16－62    差出シ申一札之事                       文政８．８．      一紙  １通  新右衛門他６名→御年寄月番三郎右衛門 
                                                            播磨屋弥三郎よりのお願い呼出の件、内 
                                                            済に付勘弁の事 
22－16－63    乍恐以書附奉御願申上候                    文政８．11．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村 観龍寺世話人 板屋仁左  虫損 
                                                            衛門・同 灘屋吉郎右衛門悴 為太郎→ 
                                                            大草太郎右衛門様 御役所 観龍寺世話 
                                                            人 林左衛門が生前に横領した祠堂銀の 
                                                            元利皆済願、奥書有り 右村年寄彦七郎 
22－16－64    乍恐以書付奉申上候                      文政８．12．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村 嘉兵衛→大草太郎右衛門 
                                                            様御役所 当村板屋仁左衛門より私相手 
                                                            取借用銀差滞旨申立のことは既亡の悴 
                                                            林左衛門のことに付理解してほしきこと 
22－16－65    乍恐奉申上候口上                       文政９．正．28     一紙  ２通  倉敷村播磨屋弥三郎→大草太郎右馬 御  虫損 
                                                            役所 播磨屋弥三郎隣家紙屋吉右衛門と 
                                                            銀子出入、吉右衛門町中にて悪口雑言に 
                                                            つきお糺願 
22－16－66    差上申御預り証文之事                     文政９．４．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村 嘉兵衛兄源兵衛 他４名  虫損甚し、判読不可 
                                                            大草太郎右衛門様 御役所宛、奥書 □ 
                                                            村年寄□□右衛門宛 内容虫損甚しく判 
                                                            読不可 
22－16－67    覚                              文政９．５．      一紙  １通  弥三郎・吉右衛門・徳之丞 借銀勘定   虫損 
22－16－68    乍恐以書付御吟味御下奉願上候                 文政９．５．      一紙  １通  窪屋郡倉敷村 弥三郎 他２名→大原太  虫損 
                                                            郎右衛門様御役所 窪屋郡倉敷村播磨屋 
                                                            弥三郎より同村紙屋彦右衛門へ相掛り貸 
                                                            銀滞り尚又彦右衛門義帯し罷出候一件 
22－16－69－①  差入申一札之事                        文政９．７．      一紙  １通  借主油屋惣十郎・請人六右衛門→宮崎屋  「油屋宗十郎かし候田地証 
                                                            三郎右衛門 新田中八割後下田７畝21歩  文戌七月より未十月迄十ケ 
                                                            を10カ年切り借用            年限」（包紙）22－16－69 
                                                                                －①～22－16－69－③まで 
                                                                                一括 
22－16－69－②  質入申山畑之事                        文政11．６．20     一紙  １通  質入主 油屋 嘉兵衛・証人 親類 伊 
                                                            与兵衛→宮崎屋 三郎右衛門殿 
22－16－69－③  質入申造家之事                        天保４．４．      一紙  １通  質入主唐戸 元蔵・証人小西屋 磯右衛 
                                                            門→宮野屋貫蔵 四ヵ月限り質入 銀札 
                                                            50目借用 
22－16－70－①  売渡申畠之事                         文政12．３．      一紙  １通  売主林村 善兵衛・証人 同村 彦右衛  帯で一括（22－16－70－① 
                                                            門→倉敷宮崎村 三郎右衛門殿、奥書有  ～22－16－70－④）「文政 
                                                            り 同村名主 才右衛門 畑の売渡とそ  十二丑十二月 質地証文 
                                                            の代銀受取証文             林村 善兵衛」 
22－16－70－②  覚                              年未詳．３．18     一紙  １通  倉敷宮崎屋→林村善兵衛殿 過銀 領収 
                                                            書 
22－16－70－③  〔覚〕                            年月日未詳       一紙  １通  下田・下々 田の高・物成・預け米・徳米 
                                                            書付 
22－16－70－④  覚                              年月日未詳       一紙  １通  畑の高・定米・預け畝・預け米・徳米の 
                                                            高書付 
22－16－71    小作証文之事                         天保２．２．      一紙  １通  小作人新田長四郎 他１名→宮崎屋三郎 
                                                            右衛門 
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22－16－72    質入申田地之事                        天保４．２．      一紙  １通  中嶋屋平右衛門 他２名→宮崎屋 三郎  包紙有り 
                                                            右衛門 
22－16－73    質入申家屋敷之事                       天保12．８．      一紙  ２通  宮崎屋三郎右衛門 他１名→広田屋安右 
                                                            衛門 舟之町水夫屋敷三ケ所分 
22－16－74－①  質入申田畑之事                        天保14．11．      一紙  １通  質入主白楽市村清五郎・親類同村槌五郎  22－16－74－①～22－16－ 
                                                            ・証人同村与八郎→倉敷村嶋田屋常七取  74－③一括 
                                                            次、奥書 名主利左衛門 
22－16－74－②  指入申書付之事                        弘化３．２．      一紙  １通  借主白楽市村清五郎・親類同村槌五郎→  包紙「田畑質地証文 白楽 
                                                            倉敷嶋田屋恒七取次 質入継続について  市清五郎 来辰十一月廿五 

                                                                                 日限」22－16－74－②・22 
                                                                                －16－74－③同包 
22－16－74－③  書添証文之事                         弘化３．11．      一紙  １通  借主白楽市村清五郎・親類同村槌五郎→  22－16－74－②・22－16－ 
                                                            倉鋪嶋田屋常七取次 質入継続につき   74－③同包 
22－16－75    質入申田畑之事                        天保15．６．      一紙  １通  宮野屋安右衛門→宮崎屋三郎右衛門    包紙有り 
22－16－76    質入申屋敷之事                        弘化２．７．      一紙  １通  宮崎屋三郎右衛門 他１名→俵屋俊蔵 
                                                            向市場東側船頭屋敷弐拾壱歩 
22－16－77    質入申水夫屋敷之事                      弘化４．７．      一紙  １通  質入主宮崎屋三郎右衛門 他１名→油屋 
                                                            伊八郎 本町南側水夫屋敷弐拾八歩 質 
                                                            入銀三百目 
22－16－78    〔野村岡右衛門宛井上安兵衛書状〕                 丑．６．２     一紙  ２通  銀子借用のこと、残200 目分は来４月に  覚１通有り（銀100 目受取 
                                        年未詳．12．８             返済                  、西屋） 
22－16－79    覚                                寅．正．９     一紙  １通  帯江役所印→倉敷宮崎屋安兵衛 銀３貫  「帯江陣屋 丑正月仕送 
                                                            750 目 受取              三貫七百五十目手形」の上 
                                                                                書のある帯封有り 
22－16－80    以書付御願申上候                         午．正．      一紙  １通  倉敷村 半右衛門 他２名→年寄五蔵 
                                                            窪屋郡岩間村 幸吉・岩右衛門 児島郡 
                                                            吹上村 助五郎方より銀752 匁、備前札 
                                                            100 匁かりうけるも難題ふきかけ返さず 
                                                             難儀に付始末おねがい 
22－16－81    口上書を以御届奉申上候                      亥．12．      一紙  １枚  帯江屋久郎兵衛→年寄月番三左衛門 銀 
                                                            出入につき内済を求める書状 
22－16－82    〔井上三郎左衛門宛児嶋屋善助書状〕              年未詳．閏５．12    一紙  １通  児嶋屋善助→井上三郎左衛門 丸尾屋一 
                                                            件御心配につき御礼 
22－16－83    覚（年貢請取）                        年未詳．11．      一紙  １枚  高沼村 太郎右衛門 他３名→宮崎屋安 
                                                            兵衛 
22－16－84    一札                             年月日未詳       一紙  １枚                      展開不能 
22－16－85    乍恐奉願上御事                        年月日未詳       一紙  １枚  窪屋郡沖新田 槙右衛門他の質物田地滞  展開不能 
                                                            について 
22－16－86    〔田畑譲渡につき書付〕                    年月日未詳       一紙  １通 
22－16－87    質田畑并小作米滞出入                     年月日未詳       一紙  １通  訴訟人 安兵衛・与一右衛門 口数17口 
                                                            の内未内済７口分・同出入・買預け米・ 
                                                            預け米滞出入の書付 
22－16－88     舌代（送金につき書状）                    年月未詳． 31     一紙  ２通  井上→井上 
 
◆◆◆２２－１７－１～７〔商業売買〕◆◆◆ 
22－17－１    以書付御願申上候                       文化元．12．      一紙  １通  倉敷竹屋嘉四郎→玉嶋庄屋東作 玉嶋妹 
                                                            尾屋吉十郎と倉敷児嶋屋伊八郎との小間 
                                                            物代銀差しもつれについて 
22－17－２    以書附奉申上候                        文化12．９．      一紙  １通  早嶋村三木屋宇兵衛→倉敷年寄月番広介 
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                                                            綿実代銀滞出入 相手方倉敷向市場新田 
                                                            屋与十郎 他１名 
22－17－３    乍恐以書附御訴訟奉申上候                   文政８．４．      一紙  １通  倉敷村灘屋 吉郎右衛門→大草太郎右馬 
                                                            様御役所 材木代銀引込出入・相手讃州 
                                                            那珂郡苗田村 大工津右衛門 
22－17－４    以書附御願申上候                       文政８．８．      一紙  １通  訴訟人 窪屋郡倉敷村角屋新助・相手 
                                                            同郡沖新田村 佐兵衛 弟音吉 年寄 
                                                            三郎右衛門宛 亀甲細工現金商いの代銀 
                                                            滞り出入についての下書 朱で直し有り 
22－17－５    〔宮崎屋御見セ中宛茶屋吉兵衛書状〕              年未詳．７．11     一紙  １通  米６石此者ニ御渡シ可被下 
22－17－６    〔三郎右衛門宛理右衛門口上書〕                年未詳．９．29     一紙  １通  米四俵買入代銀残りについて 
22－17－７－①  〔三郎右衛門宛理右衛門書状〕                 年未詳．12．朔     一紙  １通  算用不足分此度差上げ等について     ２通包紙入り、22－17－７ 
                                                                                －①・22－17－７－② 
22－17－７－②  覚                              年未詳．11．21     一紙  １通  宮崎屋→丸尾屋 白もめん等代銀算用 
 
◆◆◆２２－１８－１～２〔交通運輸〕◆◆◆ 
22－18－１    水夫割 享和三癸亥 三左衛門組                享和３．        一紙  １枚 
22－18－２    浜手形之事                          文政９．９．      一紙  １通  倉敷村直船頭小八・水主宇吉→筑前国地 
                                                            僧浦庄屋 徳四郎 他２名、繰綿三十三 
                                                            本買積み国元出船・下関出船後破船の次 
                                                            第 
 
◆◆◆２２－１９－１～４〔家〕◆◆◆ 
22－19－１    乍恐奉申上返答書                       宝暦２．６．      一紙  １通  宮崎屋三郎右衛門→千種清右衛門様御役  端裏「申六月六日中下」「 
                                                            所 花屋善左衛門跡式につき板屋弥一右  御願申上江戸御表江持参仕 
                                                            衛門不埓申出の件            候ニも無判」の紙片アリ 
22－19－２    倉鋪村花屋善左衛門跡式相続之儀ニ付申渡請書          宝暦２．６．      縦   １冊  倉敷村板屋弥一右衛門・同村 宮崎屋三 
                                                            郎右衛門代判悴惣十郎→千種清右衛門様 
                                                            御役所、奥書 庄屋又兵衛・年寄助右衛 
                                                            門 後証の為写書相渡しに付、庄屋又兵 
                                                            衛・年寄助右衛門 他４名→宮崎屋三郎 
                                                            右衛門へ申渡し 書添 
22－19－３    〔書状〕                           年未詳．８．７     一紙  １通  岡本養甫→井上善左衛門 利分四・五ケ  包紙有り 上書「書 井上 
                                                            年の間流用につき相談依頼        善左衛門殿 岡本養甫」 
22－19－４    〔井上五蔵宛宝嶋寺書状〕                   年未詳．11．20     一紙  ２通  音物御礼、縁談家柄について       包紙有り 
 
◆◆◆２２－２０－１～２〔宗教〕◆◆◆ 
22－20－１    乍恐以書附御届奉申上候                    享和２．７．      一紙  １通  倉敷村観龍寺 他２名→柘植又左衛門   奥書有り 
                                                            病身に付隠居・相続は弟子快行のこと 
22－20－２    覚                                戌．10．      一紙  １通  庭瀬領加陽郡宮内村組頭 里右衛門・同  包紙有り「請取手形」 
                                                            弥八郎→窪屋郡倉敷村御年寄三左衛門 
                                                            宗門送り手形・改手形弐通・離縁のため 
                                                            差越・請取の儀 
 
◆◆◆２２－２４－１〔絵図〕◆◆◆ 
22－24－１    文化十酉年三月より田畑絵図面                 文化10．３．      縦   １冊  田地境界立会の図面           裏に宮崎屋記載 
 
◆◆◆２２－２５～１～３◆◆◆ 
22－25－１    〔近代領収書類綴等〕                                     １袋 
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22－25－２    〔近代領収書類綴〕                                      １袋 
22－25－３    〔雑（断簡等）〕                                       １袋 
 

         ２３箱 
◆◆◆２３－４－１〔村〕◆◆◆ 
23－４－１    庄や内一件 書類                       年月日未詳       一紙  ９枚  ・郡中役料 ８枚            封紙有り 
                                                            ・役分辞退と家再興願 １枚 
 
◆◆◆２３－１９－１～２〔家〕◆◆◆ 
23－19－１    御隠居江戸出立前并滞留中書状并書類              年月日未詳       袋   １袋 
23－19－１－①  乍恐以書付奉頼上候                      文政７．７．      一紙  １通  備中窪屋郡倉敷村年寄三郎右衛門・預人  23－19－１－①～23－19－ 
                                                            右村同居百姓若左衛門→大草太郎左馬   １－⑨まで一括 
                                                            御代官二訴之節 
23－19－１－②  〔三右衛門書状下書〕                     年未詳．５．７     一紙  １通  倉敷村年寄 三郎右衛門より、京都の広 
                                                            輔よりの返書差越石一条之委細の趣 
23－19－１－③  〔三郎右衛門宛広輔書状〕                   年未詳．５．12     一紙  １通  広輔→三郎右衛門 差出銀御下ヶの件に 
                                                            つき 
23－19－１－④  〔井上御両所宛小原書状〕                   年未詳．５．13     一紙  １通  小原→井上 御両所 狩野様より御尋之 
                                                            一条につき 
23－19－１－⑤  〔大坂屋善助宛三郎右衛門書状〕                年未詳．５．17     一紙  １通  備中倉敷庄屋三郎右衛門→大坂鈴木町大 
                                                            坂屋善助 御手附狩野様の動向 
23－19－１－⑥  〔御ふたの様宛はし木書状〕                  年未詳．６．10     一紙  １通  はし木 守屋氏・荒木氏が大変世話に   端裏「大草様に荒井様より 
                                                            なっていることに関する書状       御文通之写シ」 
23－19－１－⑦  〔大草太郎右馬宛荒井作兵衛〕                 年未詳．６．      一紙  １通  荒井作兵衛→大草太郎右馬 御下ヶ銀の 
                                                            願上げについて 
23－19－１－⑧  乍恐以書附奉願上候                      年月日未詳       一紙  １通  倉敷村三郎右衛門 親 当時広輔事三左 
                                                            衛門差出銀御下ヶ被下置候様 
23－19－１－⑨  〔某書状〕                          年月日未詳       一紙  １通  御上之事に候えば御勘定様などへ手寄ら 
                                                            れるということ存ぜずの事 
23－19－１－⑩  〔広輔書状〕                           辰．10．      一紙  １通  広輔→田川様・高梨様 七太夫一件にて 
                                                            退役願い 
23－19－１－⑪  御内々 相願候書付（加納次兵衛宛依田善蔵書簡）           申．４．24     一紙  １通  御勘定組頭 守屋権之丞内 依田善蔵→ 
                                                            加納次兵衛様 広輔巳年差出銀 御下ヶ 
                                                            内願について書付 
23－19－１－⑫  〔井上善左衛門・井上三郎右衛門宛 小原広輔書状〕       年未詳．７．９     一紙  １通  小原広輔→井上善左衛門・井上三郎右衛 
                                                            門 一件につき折々 狩野様・高梨様へお 
                                                            伺いのこと 
23－19－１－⑬  〔書簡につけたメモか〕                    年月日未詳       一紙  １通  「江戸小川町裏神保小路 小林金之助様 
                                                            宅ニ逗留 御宅に而」とあり 
23－19－１－⑭  八月四日先之返書控                      年未詳．８．４     一紙  １通  井上三郎右衛門・善右衛門→小原広輔 
                                                            御下銀一件 
23－19－１－⑮  〔某書状〕                          年月日未詳       一紙  １通  先達って狩野様 御在陣中 三郎右衛門 
                                                            殿へ内々 に御沙汰之れ有り候一条につい 
                                                            て 
23－19－１－⑯  〔某書状〕                          年月日未詳       一紙  ２通  慶雲斎カ？→江戸の様子について 
23－19－１－⑰  〔慶雲斎書状〕                        年月日未詳       一紙  １通  ・此度の願書荒井様之御内覧の事 
                                                            ・ふ恩義の御稼の件 
 
◇◇◇２３－１９－２－１～２３－１９－２－６４〔井上素堂関係〕◇◇◇ 
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23－19－２－１  〔宗門送り手形に関する書状の類〕               寛政８．２．      一紙  ３通  柳井原村庄屋和吉→倉敷村年寄三右衛門  包紙有り 
                                                            ①宗門送手形之事（寛政８．２．）宝満 
                                                             寺→弥太夫 
                                                            ②宗門送手形之事に関する付紙（寛政８ 
                                                             ．２．13．） 
                                                            ③宗門送手形之事に関する付紙（寛政８ 
                                                             ．２．５．） 
23－19－２－２  〔わび状〕                          享和元．３．22     一紙  １通  くり→井上素堂 いいわけがましき事た 
                                                            びたび申し上げた事につき、改めるよう 
                                                            わびるもの 
23－19－２－３  〔書状〕                           年未詳．正．５     折紙  １通  大塚定治郎・大塚弥右衛門→井上素堂・  包紙有り 
                                                            井上三左衛門 小野氏が目録の通り祝儀 
                                                            を送ったことにより、結納がめでたくす 
                                                            んだことに関する通知 
23－19－２－４  〔井上五蔵内書状〕                      年未詳．正．５     一紙  １通  井上五蔵内→宛先不明 年賀状 
23－19－２－５  〔井上五蔵宛大塚理右衛門書状〕                年未詳．正．11     一紙  １通  大塚理右衛門→井上五蔵 中媒世話取計  前欠 
                                                            について 
23－19－２－６  〔夏鼎宗匠宛有憐書〕                     孟春（正）．15     一紙  １通  有憐→夏鼎宗匠 年始挨拶 
23－19－２－７  〔書状〕                           年未詳．正．15     一紙  １通  井上五蔵内 新年のあいさつ 
23－19－２－８  〔入谷文蔵ヨリ井上素堂宛書状〕                年未詳．正．15     一紙  １通  入谷文蔵→井上素堂宛 新春のあいさつ 
23－19－２－９  〔素堂様宛幸平書状〕                     年未詳．正．21     一紙  １通  全快につき御見舞の品の返礼進上のこと 
23－19－２－10  〔井上三郎右衛門宛書状〕                   年未詳．正．22     一紙  １通  悦心庵 宝厳→井上三郎右衛門 お供に  包紙有り 
                                                            つき 
23－19－２－11  〔素堂宛書状〕                        年未詳．正．26     一紙  １通  武田金雲→井上素堂 年始御祝詞 
23－19－２－12  〔書状〕                           年未詳．２．５     一紙  １通  千右衛門→三右衛門 
23－19－２－13  〔書状〕                           年未詳．２．９     一紙  １通  渡辺壱園→井 五蔵 渡辺の母が死去し 
                                                            、その思いを五蔵宛にしたためた書状 
23－19－２－14  〔井上三左衛門宛大塚理右衛門書状〕              年未詳．２．15     一紙  １通  大塚理右衛門→井上三左衛門 入嫁取斗 
                                                            依頼及諸首尾について 
23－19－２－15  〔書状〕                           年未詳．３．１     折紙  １通  橋本民部他３名→玉泉寺・就昌院 年始  23－19－２－15・23－19－ 
                                                            献上品披露口上の事           ２－16ひとくくり 
23－19－２－16  〔書状〕                           年未詳．３．１     折紙  １通  久守左近・吉田尾張介・山崎近江・久間  包紙有り 23－19－２－15 
                                                            播磨介→玉泉寺・就昌院 改年につき、  ・23－19－２－16ひとくく 
                                                            献上物披露の事             り 
23－19－２－17  〔宗匠宛元礼書状〕                      年未詳．３．８     一紙  １通  元礼→宗匠様 相談のため揃い御来臨下 
                                                            さるべくお知らせ 
23－19－２－18  〔井上三左衛門宛太江院書状〕                 年未詳．３．16     一紙  １通  松木御用立ての事 
23－19－２－19  〔夏鼎宛匡直書状〕                      年未詳．３．20     一紙  １通  匡直→夏鼎 花歌便りにつきご挨拶のこ 
                                                            と 
23－19－２－20  〔井上夏鼎宛大河内半助書状〕                 年未詳．３．20     一紙  １通  大河内半助→井上夏鼎宛 添削の儀につ 
                                                            いて 
23－19－２－21  〔井上五蔵宛書状〕                      年未詳．３．23     一紙  １通  小野与右衛門→井上五蔵 御料理下され 
                                                            候 
23－19－２－22  〔書状〕（詠草添削の件につき）                年未詳．３．29     一紙  １通  在綱→夏鼎 
23－19－２－23  〔書状〕                           年未詳．４．３     一紙  １通  素堂→大塚理右衛門 銀子借用に関する 
                                                            一件 
23－19－２－24  〔井上五蔵・おくが宛 岡惣左衛門書状〕            年未詳．４．10     一紙  １通  岡惣左衛門→井上五蔵様・おくが殿 旅 
                                                            次 病気 四月十日認置 
23－19－２－25  〔五蔵宛一朗書状〕                      年未詳．４．29     一紙  １通  合点のゆかぬ事御吟味御願い 
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23－19－２－26  〔玉泉寺に関する書状に対しての返事〕             年未詳．５．７     一紙  １通  千種清右衛門→鳴滝中務卿・永尾土佐守 
                                                            ・小幡長門守 
23－19－２－27  〔書状〕（宝厳より三郎右衛門あて書状一括）          年未詳．５．12     一紙  ４通  ・５／23 悦心院宝厳より（病気全快）  包紙有り（悦心院宝厳→井 
                                        ～年未詳．５．24            ・５／24 悦心院宝厳より（風呂敷返上  上三郎右衛門） 
                                                             ） 
                                                            ・「口上書」悦心院宝厳より ５／12 
                                                             宝厳→井上三郎右衛門（御神酒の件） 
                                                             12日 宝厳→井上三郎右衛門 
23－19－２－28  〔書状〕                           年未詳．６．12     折紙  １通  矢守筑前・村上内蔵助→法輪寺・玉泉寺 
                                                            扇子料寄進についての書状 
23－19－２－29  〔井上素堂様宛 菊池助三郎〕                 年未詳．６．21     折紙  １通  老年の長病につき、何方へも御無沙汰に 
                                                            つき恐縮のこと 
23－19－２－30  〔書状〕（病状問いあわせ）                  年未詳．６．27     一紙  １通  入谷文蔵→井上素堂 
23－19－２－31  〔弁舎引車書状〕                       年未詳．６．27     一紙  １通  一送名ハ添削相済事 
23－19－２－32  〔井上五蔵宛菊池助三郎書状〕                 年未詳．７．10     一紙  １通  讃州由佐村 菊池助三郎→備中鞍敷 井  包紙有り 
                                                            上五蔵 歌のやりとり・蔵書の貸借につ 
                                                            いて 
23－19－２－33  〔井上宛桑原書状〕                      年未詳．９．５     一紙  １通  桑原→井上様 舞能に対する礼状 
23－19－２－34  〔井上老翁様宛厘正書状〕                   年未詳．９．９     一紙  １通  詠学御被見・添削お願いの事 
23－19－２－35  〔書状〕                           年未詳．９．10     一紙  １通  良忠→井上五蔵 追善のおり母寄と尊前 
                                                            様の両首を詠むことについて 
23－19－２－36  〔井上素堂宛入若又蔵書状〕                  年未詳．９．13     一紙  １通  御令室様・御子息様 御不快につき渡海  包紙有り 
                                                            の儀延引のこと 
23－19－２－37  〔書状〕（病状報告）                     年未詳．９．17     一紙  １通  平松熊太郎→井上五蔵 
23－19－２－38  〔書状〕（御子弟のことに付き）                年未詳．９．17     一紙  １通  玉田来済→井上三左衛門 
23－19－２－39  〔書状〕                           年未詳．９．22     一紙  １通  与三兵衛→井上素堂 書状に対する御礼 
                                                            状 
23－19－２－40  〔書状〕                           年未詳．10．13     一紙  １通  凉野給平→宮崎屋三郎左衛門 
23－19－２－41  〔書状〕                           年未詳．11．５     一紙  １通  藤井頼母→井上五蔵 頼母が五蔵に対し 
                                                            、一緒に戯場へ行った時のお礼を述べて 
                                                            いる 
23－19－２－42  〔書状〕                           年未詳．11．18     一紙  １通  矢守左衛門権大尉 小幡長門介→井上伝  封紙有り 
                                                            蔵 
23－19－２－43  〔書状〕（四郎右衛門方一件ニ付）               年未詳．11．23     一紙  １通  大塚理右衛門→井上三左衛門 
23－19－２－44  〔書状〕                           年未詳．12．２     一紙  １通  大塚理右衛門→井上素堂 喜助らの銀子 
                                                            借用について 
23－19－２－45  〔書状〕（娘のことにつき）                  年未詳．12．19     一紙  １通  大塚理右衛門→井上三左衛門       包紙有り 
23－19－２－46  〔書状〕                           年未詳．12．19     一紙  １通  大塚定治郎・大塚弥右衛門→井上素堂   包紙有り 
                                                            結婚式の芳物の扱いについて 
23－19－２－47  〔書状〕                           年未詳．12．22     一紙  １通  大塚弥右衛門→井上素堂 銀子25両貸借  包紙有り 
                                                            の事 
23－19－２－48  〔井上素堂宛書状〕                      年未詳．12．28     一紙  １通  大塚理右衛門（宗輔）・大塚定次郎（宗 
                                                            □）→井上素堂 結納の日取りについて 
23－19－２－49  〔井上三郎右衛門宛書状の包紙〕                年月日未詳       包紙  １枚  菅 安介→井上三郎右衛門・おふもし殿・ 23－19－２－50～23－19－ 
                                                            おうもし殿               ２－54在中 
23－19－２－50  〔書状〕                           年未詳．３．７     一紙  １通  すわ→井上御姉様 彦太郎について今ま 
                                                            で世話になったことなどに対する謝意 
23－19－２－51  〔井上三郎右衛門宛書状〕                   年未詳．７．７     一紙  １通  菅 安介内→井上三郎右衛門様・御ふも 
                                                            し様・御うもし様 中元のあいさつ 
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23－19－２－52  〔井上御阿年様宛 官九郎書状〕                年未詳．７．８     一紙  １通  官九郎→井上御阿年様 御気嫌うかがい  包紙有り 
                                                            等 
23－19－２－53  〔□七郎家内から井上三郎右衛門に宛てた書状〕         年月日未詳       一紙  １通  □七郎内→井上三郎右衛門 他２名 
23－19－２－54  〔井上おうの宛書状〕                     年月日未詳       一紙  １通  はは→おうの おうのの健康状態をたず 
                                                            ねる書状 
23－19－２－55  〔書状〕（年頭のあいさつ）                  年月未詳． ５     一紙  １通  草地助三郎→井上素堂 
23－19－２－56  口上（書状）                         年月未詳． ６     一紙  １通  大塚理右衛門→井上素堂         包紙有り 
23－19－２－57  〔素堂宛理右衛門書状〕                    年月未詳． 28     一紙  １通  世話方依頼の事 
23－19－２－58  〔素堂様宛惣右衛門書状〕                   年月未詳． 29     一紙  １通  藤右衛門病気のこと 惣右衛門→素堂様 
23－19－２－59  〔銀子借用の礼状〕                      年月日未詳       一紙  １通 
23－19－２－60  〔お礼〕                           年月日未詳       一紙  １通                      包紙有り 
23－19－２－61  〔断簡〕                           年月日未詳       一紙  １通 
23－19－２－62  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  上州屋→美敬君兄 
23－19－２－63  〔年賀状〕                          年月日未詳       一紙  １通  五蔵・おかも宛 真性書状 
23－19－２－64  〔包紙〕                           年月日未詳       包紙  １枚  「書簡数通」とあり 
 
◆◆◆２３－２２－１～１０〔学芸医療〕◆◆◆ 
23－22－１    集詠草                            寛政９．５．      縦   １冊  短歌集 甚武「寛政九年丁巳夏五書」 
23－22－２    文化二年うの 三卯月二日より 日記 政子           文化２．３．２     横半  １綴  上京日記                23－22－２～23－22－５ 
                                                                                ヒモで一括 
23－22－３    〔文化四年 政子様 上京日記〕                文化４．        横半  １綴 
23－22－４    井上政子 萬葉集略解                     年月日未詳       横半  １綴  万葉集の内容を解説したもの 
23－22－５    〔歌稿〕                           年月日未詳       横長  １綴  花を鑑賞しながらその想いを書き綴った 
                                                            歌など 政子書 
23－22－６    他飛廼珥記                          （文化３カ）．     縦   １冊  政子書 
23－22－７    述懐                             （文政２カ）．     縦   １綴  辞世の思いを書き綴ったもの「井上氏之 
                                                            写本」 
23－22－８    算鑑紙                            万延２．２．      一紙  １枚  そろばんに関する帳面 井上登良蔵（虎 
                                                            蔵）光尚 
23－22－９    大日本小豆島神懸山十二勝眞図                 明治34．５．20     一紙  １枚  小豆島神懸山景勝地写真 発行兼編輯 
                                                            横手久太郎 香川県小豆郡草壁村 
23－22－10    〔素堂 他 写本一括〕                    年月日未詳           １袋  百首 寛政九巳春詠之・小侍従家集・清 
                                                            少納言詠・文臺考・当坐即吟和哥 中に 
                                                            寛政９年のものあり 
 

           ２４箱 
◆◆◆２４－２２－１～２６〔学芸医療〕◆◆◆ 
24－22－１    天明三癸卯詠草集録                      天明３．        縦   １冊  天明３年に詠んだ歌集 
24－22－２    〔詠草〕                           天明７．        縦   １冊  天明七丁未年 小津氏点 
24－22－３    生土奉納百首和謌                       寛政元．３．15     縦   １冊  和歌集 
24－22－４    百首                             寛政２．３．      縦   １冊  久明十五年将軍家着到百主 
24－22－５    〔素堂他詠草〕                        寛政６他        縦   一括  増補地方凡例縁 巻ノ壱・類字鷹詞・寛 
                                                            政十一己未詠草記録・即席探題倭歌・寛 
                                                            政六甲寅年詠草秘点 
24－22－６    千首歌ノ内 四季・雑二百首・応二百首             寛政７．７．20     縦   ３冊  四季・・・寛政７卯７月20日 
                                                            雑二百首・・・９月16日昼ヨリ 
                                                            応二百首・・・９月29日暁ヨリ 
24－22－７    奇人傅ぬき書                         寛政10．        縦   １冊  井上政子写 近世奇人伝 
24－22－８    杜下草                            寛政９～享和元．    縦   １冊 
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24－22－９    六帖歌 第一帖                         癸丑．３．21     縦   １冊  癸丑春三月廿一日始 
24－22－10    〔詠草綴〕                          年月日未詳       縦   １綴  夏鼎 
24－22－11    とびまつか條々                         年月日未詳       縦   １冊  紀行文 
24－22－12    あしたかの記行                        年月日未詳       縦   １冊  紀行文（神無月25日） 
24－22－13    和歌不審抜書                         年月日未詳       縦   １冊 
24－22－14    贈答歌集                           年月日未詳       縦   １冊  歌集 
24－22－15    心能技折 不許他見                      年月日未詳       縦   １冊  奈良時代についての歴史書 
24－22－16    杜のしたくさ                         年月日未詳       縦   １冊  歌集 
24－22－17    芳野記行                           年月日未詳       縦   １冊  記行文 
24－22－18    寄登米                            年月日未詳       縦   １冊  詠草集 
24－22－19    〔翁問答下巻写本〕                      年月日未詳       縦   １冊  翁問答下巻の一部の写本 
24－22－20    太平記和歌抜書                        年月日未詳       縦   １冊  太平記に収載されている和歌とその詞書 
24－22－21    ほととぎす                          年月日未詳       縦   １冊  和歌集 
24－22－22    十界欲                            年月日未詳       縦   １冊 
24－22－23    仲秋の記                           年月日未詳       縦   １冊  日記 
24－22－24    素堂記行                           年月日未詳       縦   １冊  高雄山紀行など 
24－22－25    於母悲涅廼記                         年月日未詳       縦   １冊  吉野山紀行文 
24－22－26    日本書紀帝王御係図                      年月日未詳       縦   １冊 
 

           ２５箱 
25        〔雑紙一括〕                                         ２箱  文字なし  
                                                            文字あり  
 

           ２６箱 
◆◆◆２６－１－１〔支配〕◆◆◆ 
26－１－１    時局ニ関スル「克己日」設定ニ関スル要項            昭和６．12．15     一紙  １枚 
 
◆◆◆２６－16－１〔金融貸借〕◆◆◆ 
26－16－１    〔領収書一束〕                        年月日未詳           一括 
 
◆◆◆２６－１９－１～３〔家〕◆◆◆ 
26－19－１    〔書状一束〕                         年月日未詳       一紙  一括 
26－19－２    〔ノート等一束〕                       年月日未詳       縦   ８冊  ノート７冊・昭和十五年懐中日記（博文  水彩パレット他袋入り 
                                                            館）１冊 
26－19－３    〔草稿等雑物一束〕                      年月日未詳           一括 
 
◆◆◆２６－２０－１～４〔宗教〕◆◆◆ 
26－20－１    〔阿智神社関係一束〕                     年月日未詳           一括 
26－20－２    回章                             昭和８．４．15     一紙  30通  ８年  １通              阿智神社祭礼案内回覧 
                                        ～昭和12．10．10            ９年  ５通 
                                                            10年  20通 
                                                            11年  ３通 
                                                            12年  １通 
26－20－３    〔神道等関係新聞〕                      年月日未詳           一括  金鶏会報 辛未第１号（昭和６年１月） 
                                                            女子道  通巻314 号（昭和７年４月） 
                                                            鶏鳴   第５号  （昭和７年５月） 
                                                            稲荷   昭和６年４月・昭和12年９月 
                                                            大衆神道 通巻158 号（昭和16年12月） 
                                                            開拓科学 第14・15号（康徳９年９月・ 
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                                                                       11月） 
                                                            古道   昭和20年１・２・３・11月 
26－20－４    黒住教倉敷市新設教会所 設立趣意書              昭和４．２．      縦   １冊 
 
◆◆◆２６－２２－１～５〔学芸医療〕◆◆◆ 
26－22－１    漢和民族之関係                        昭和15．６．      縦   １冊  河村寿重・李玉文合著 河村寿重 発行 
                                                            者 中華民国二十九年六・七月発行 
26－22－２    初六国民教育 第一巻第十号                  昭和17．正．１     縦   １冊 
26－22－３    双六式国史早わかり 国定教科書準拠              昭和12．４．８     一紙  １枚  山村梓著・発行 昭和２年４月５日初版 
26－22－４    ＤＥＭＯＣＲＡＣＹ                      昭和21．６．      縦   １冊  文華社発行の雑誌デモクラシー１巻６号 
                                                            英文と邦訳 
26－22－５    〔図書目録一束〕                       年月日未詳           一括 
 
◆◆◆２６－２４－１～２〔絵図〕◆◆◆ 
26－24－１    備前吉備津彦神社之図                     明治24．11．18     一紙  １枚 
26－24－２    宇佐名所十勝之真景図                     明治31．３．      一紙  １枚 
 

           ２７箱 
◆◆◆２７－３－１〔租税〕◆◆◆ 
27－３－１    覚                              年月日未詳       一紙  １通  植田→俵屋 冥加米の受領書 
 
◆◆◆２７－５－１～４〔町〕◆◆◆ 
27－５－１    文政十二丑年より天保十一子年迄 會所注文前書出扣 俵屋    文政12～天保11．    横長  １冊 
27－５－２    覚（町通い受取）                       天保２～５．      横長  １冊  天保二卯年・午年町通いの内 紋蔵・川 
                                                            西町一件分の受取 
27－５－３    天保十三壬寅三月 会所通前書出扣               天保13．３．      横長  １冊 
27－５－４    会所通前書類并ニ御年貢書類入                 年月日未詳       袋   １袋  ①書状（戸川因幡守内初蔵→倉敷俵屋） 
                                                             ・・・時候のあいさつ 
                                                            ②書状（三好助八郎→岡六左衛門・俊蔵 
                                                             ）・・・お須磨男子出産につき申し上 
                                                             げたきこと 
                                                            ③福山荷物直段覚 
                                                            ④ふとん・衣類・代書上げ 
                                                            ⑤覚 会所 諸入用書上 
                                                            ⑥覚 （橋本屋善吉→俵屋）書画代・割 
                                                             賦銀・家賃等 諸入用書上 
                                                            ⑦覚 （小野→俵屋）銀書上 
                                                            ⑧覚 会所 諸入用書上 
                                                            ⑨覚 （俵屋→会所）諸入用書上 
                                                            ⑩覚 （たわら屋→御会所）諸入用書上 
                                                            ⑪覚 諸入用書上 
 
◆◆◆２７－１７－１～３〔商業売買〕◆◆◆ 
27－17－１    覚                                寅．２．      横長  １冊  金銭書上 
27－17－２    作米方へ書証文入置 店家証文入                年月日未詳       袋   １袋                      包紙（25通在中）27－17－ 
                                                                                ２－①～27－17－２－○25ま 
                                                                                でこの袋中にあり 
27－17－２－①  覚                                丑．３．      一紙  １通  板屋→俵屋 
27－17－２－②  覚                                丑．12．      一紙  １通  今橋児島屋→川入お明 
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27－17－２－③  〔書状〕                             丑．12．      一紙  １通  大坂や儀十郎→俵屋 
27－17－２－④  覚                                丑．12．      一紙  １通  橋屋新助→俵屋俊蔵 
27－17－２－⑤  覚                                丑．12．      一紙  １通  倉敷九介→本町俵屋 
27－17－２－⑥  覚                                丑．12．４     一紙  ２通  武助→俵屋 
27－17－２－⑦  覚                                丑．12．      一紙  １通  菰包壱ツ 板屋船→本町俵屋 
27－17－２－⑧  覚                                丑．12．      一紙  １通  毛布壱反 八幡屋東店→俵屋 
27－17－２－⑨  覚                                丑．12．      一紙  １通  当家買 通用 妹尾屋→俵屋 
27－17－２－⑩  覚                                丑．12．      一紙  １通  元あぶら屋→たわらや様 
27－17－２－⑪  覚                                丑．12．      一紙  １通  児嶋屋権次郎→俵屋俊蔵様 〆三拾二匁 
                                                            二分 
27－17－２－⑫  覚                                丑．12．      一紙  １通  〆九分 大工兵衛門→たわら屋 
27－17－２－⑬  覚（金取かえの件）                        巳．12．      一紙  １通  橋本屋 嘉次郎→俵屋様 
27－17－２－⑭  覚（盆前入高について）                      巳．12．      一紙  １通  銭屋→たわら屋 
27－17－２－⑮  〔書状〕                           年未詳．正．晦日    一紙  ２通  武助→俵屋               覚２通 
27－17－２－⑯  〔書状〕                           年未詳．３．10     一紙  １通  武助→岡 
27－17－２－⑰  記                              年未詳．７．２     一紙  １通  □屋幸右衛門→俵屋 もみ・大豆諸品書 
                                                            き上げ 
27－17－２－⑱  〔書状〕                           年未詳．９．４     一紙  １通  武助→俵屋 
27－17－２－⑲  〔書状〕                           年未詳．10．10     一紙  １通  尾上屋武助→俵屋（米代のお救いを求め 
                                                            た書状） 
27－17－２－⑳  覚（借用願いのこと）                     年未詳．10．29     一紙  １通  尾上屋武助→俵屋 
27－17－２－〓  〔書状〕                           年未詳．11．20     一紙  １通  勘助→俵屋旦那様（先夜の馳走に対する 
                                                            謝意と万助口講入講金を書状持参人に託 
                                                            されたき事） 
27－17－２－〓  覚                                丑．６．      一紙  １通  新田屋友吉→俵屋若檀那様 
27－17－２－〓  〔書状〕                           年未詳．12．15     一紙  １通  「武助→たわら屋」 
27－17－２－〓  司                              年月日未詳       一紙  １通  両国屋国助→たわらや様 仏壇壱本 
27－17－２－〓  覚                              年月日未詳       一紙  １通 
27－17－３    小野氏通前算用                        年月日未詳       横長  １冊  金銭書上                封紙有り「小野氏受引書類 
                                                                                」 
 
◆◆◆２７－１９－１～９〔家〕◆◆◆ 
27－19－１    〔命名〕                           文政元．７．６     横長  １枚  名 兵之助 
27－19－２    戎町 屋敷麁絵図 大工 兵右衛門記              年月日未詳       一紙  ２枚  本町書ぬき（屋敷絵図） 
27－19－３    〔請求書８通〕                        大正２．７．22     一紙  ８通 
                                        ～昭和２．８． 
27－19－４－①  家計簿                            大正13．        縦   １冊 
27－19－４－②  家計簿                            大正14．        縦   １冊 
27－19－４－③  家計簿                            大正15．        縦   １冊 
27－19－４－④  家計簿                            大正15（昭和２カ）．  横   １冊 
27－19－５－①  御通 本町 井上様                      大正15．２．10     横半  １冊                      27－19－５－①～27－19－ 
                                        ～昭和４．９．１                                ５－⑱一括 
27－19－５－②  呉服太物御通 本町 井上様                  大正15．８．      横半  １冊 
                                        ～昭和２．８．10 
27－19－５－③  御通 井上様                         昭和２．２．５     横半  １冊 
27－19－５－④  酒類御通 本 井上様                     昭和２．        横半  １冊 
27－19－５－⑤  酒類御通 本 井上様                     昭和３．９．６     横半  １冊 
                                        ～昭和４．２．６ 
27－19－５－⑥  御通 井上様                         昭和４．２．26     横半  １冊 
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                                        ～昭和５．10．３ 
27－19－５－⑦  御通 井上様                         昭和４．５．      横半  １冊 
                                        ～昭和６．正．15 
27－19－５－⑧  呉服太物御通 東町 井上様                  昭和４．11．２     横半  １冊 
                                        ～昭和５．６．８ 
27－19－５－⑨  御料理 鮮魚御通 仕出し 井上様               昭和４．        横半  １冊 
27－19－５－⑩  鳥羽屋吉三 菓子・砂糖御通 井上様              昭和５．正．      横半  １冊 
                                         ～昭和６．２．14 
27－19－５－⑪  庭平商店 御通 別井上様                   昭和５．正．31     横半  １冊 
                                        ～昭和６． 
27－19－５－⑫  御料理 鮮魚御通 仕出し 井上様               昭和５．２．28～    横半  １冊 
27－19－５－⑬  おばらや 御通 宮崎屋 井上様                昭和５．６．11～    横半  １冊 
27－19－５－⑭  青江商店 薪炭 御通 本町 井上様              昭和５．        横半  １冊 
27－19－５－⑮  御料理 鮮魚御通 井上様                   昭和５．        横半  １冊 
27－19－５－⑯  御料理 鮮魚御通 仕出し 井上様               昭和５．        横半  １冊 
27－19－５－⑰  呉服御通 本町 井上様                    昭和５．        横半  １冊 
27－19－５－⑱  計算書                            昭和６．２．          ２枚 
27－19－６－①  〔井上冬太郎宛葉書〕                     大正15．12．16     郵便葉書９通                      27－19－６－①～27－19－ 
                                        ～大正15．12．27                                ６－⑦一括 
27－19－６－②  〔井上栄夫宛葉書〕                      大正15．５．20     郵便葉書８通 
                                        ～昭和３．12．３ 
27－19－６－③  〔井上冬太郎・栄夫宛葉書〕                  年未詳．正．１     郵便葉書１通 
27－19－６－④  〔井上栄夫・益雄宛葉書〕                   昭和３．８．30     郵便葉書１通 
27－19－６－⑤  〔小川弥太郎宛葉書〕                     昭和３．10．７     郵便葉書１通  東町井上差出、転居先不明で返送 
27－19－６－⑥  〔岡山県神職会倉敷市支部宛葉書〕               昭和３．11．23     郵便葉書１通 
27－19－６－⑦  〔ドイツ語葉書〕                       年月日未詳       郵便葉書１通  宛先不明 
27－19－７    昭和二年諸勘定書                       昭和２．        一紙  多数  昭和年間領収書等 
27－19－８    〔雑紙〕                           年月日未詳           一括  貯金預り証・通帳受取証書・倉敷図書館 
                                                            図書借用証・・・その他多数 
27－19－９    〔領収書〕                                      一紙  一括 
 
◆◆◆２７－２０－１～１３〔宗教〕◆◆◆ 
27－20－１    月用偈呪                           年月日未詳       折本  １冊 
27－20－２    〔南無阿弥陀佛の題目の掛軸〕                 年月日未詳       巻物  １巻 
27－20－３    〔宗教画〕                          年月日未詳       巻物  １巻 
27－20－４    〔経文〕                           年月日未詳       巻物  １巻 
27－20－５    妙法蓮華經觀世音菩薩普門品第二十五八             年月日未詳       折本  １冊 
27－20－６    礼文                             年月日未詳       折本  １冊 
27－20－７    〔経文〕                           年月日未詳       折本  １冊 
27－20－８    礼文 此依華嚴經普賢 行願品及勝鬘經             年月日未詳       折本  １冊 
27－20－９    〔経文〕                           年月日未詳       折本  １冊                      前半部破損 
27－20－10    新版 般若心經秘鍵 改正 仮名附               年月日未詳       折本  １冊 
27－20－11    以 佛説 阿弥陀經                      年月日未詳       折本  １冊 
27－20－12    大佛頂大陀羅尼                        年月日未詳       折本  １冊 
27－20－13    〔宝印印影〕                         年月日未詳       一紙  １枚 
 
◆◆◆２７－２１－１～２〔習俗行楽〕◆◆◆ 
27－21－１    鶴林院尊君喪中書類                      天保12．６．      袋   １袋                      27－21－１－①～27－21－ 
                                                                                １－④まで一袋 
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27－21－１－①  〔天保12年６月13日没14日葬 鶴林軒清雲日乗葬式心書〕     天保12．６．13     一紙  １枚  同上 葬式心書 
27－21－１－②  先考喪中香草到来記 男 尚絅謹誌               天保12．６．      横長  １冊  法要記帳 
27－21－１－③  〔先考鶴林院君没時記録下〕                  天保12．６．      横長  １冊  法要記帳 
27－21－１－④  〔鶴林院喪中書類〕                      天保12．６．      横長  １冊  法要布施等 
27－21－２    文久二壬戌歳十一月澄心院没時諸用留帳（俗称又五郎初俊蔵）   文久２．11．      袋   １袋                      包紙（10通在中）27－21－ 
                                                                                ２－①～27－21－２－⑩袋 
                                                                                入り 
27－21－２－①  買物帳                            年未詳．11．22     横半  ２冊  俵屋の買物帳 
27－21－２－②  文久二壬戌歳十一月廿二日午時没 澄心院没時音物到来記     文久２．11．22     横長  １冊  めし・にしめ・あげ・生菓子等 書上帳 
27－21－２－③  文久二壬戌歳十一月廿三日未時出棺 澄心院没時葬式行列心書   文久２．11．23     一紙  １枚  同上 葬式行列             包紙有り 
27－21－２－④  〔屋号一覧〕                         年月日未詳       一紙  １通  東分 竹内屋伝吉 他23名・西分 森田 
                                                            他32名 
27－21－２－⑤  記録                             年月日未詳       横半  １冊  投薬記録・日雇留 
27－21－２－⑥  〔葬儀報酬〕                         年月日未詳       横長  １冊  引導密葬費他の支払い 
27－21－２－⑦  野辺帳                            年月日未詳       横長  １冊  野辺帳 参列控 
27－21－２－⑧  諸払留帳                           年月日未詳       横長  １冊  受取書 
27－21－２－⑨  〔覚〕                              戌．11．28     一紙  11通  「さぬきや興右衛門・のし屋権之助他→ 
                                                            俵屋」受取証11通 
27－21－２－⑩  悔帳                             年月日未詳       横長  １冊  悔帳 
 

           ２８箱 
◆◆◆２８－１－１～３５〔支配〕◆◆◆ 

 28－１－１    雑                              文化13～文政２．    袋   ２袋  文化13年と文政２年の請印帳入 
28－１－２    申渡請印帳                          文化14．８．      縦   １冊  祭礼の際の物品販売禁止の触書及請印 
28－１－３    申渡請印帳                          丑（文化14）．８．   縦   １冊  祭礼時の物品売買禁止の触書及請印 
28－１－４    大草太郎右馬様御場所替ニ付被仰渡御請書            文政元．９．14     縦   １冊  申渡し 
28－１－５    大草太郎右馬様より被仰渡并祭礼ニ而申渡候請印帳        文政元．12．      縦   １冊  申渡し及請印 
28－１－６    被仰渡御請印帳                          寅．９．      縦   ２冊  耕作の儀外御触の趣承知請印 
                                        （文政元カ）． 
28－１－７－①  乍恐以書付御届奉申上候                    文政２．９．      一紙  １通  酒・醤油外値段引下げに付書上 酒屋惣  28－１－７－①～28－１－ 
                                                            代銭屋惣左衛門他15名→大草太郎右馬様  ７－④一括 
                                                            御役所 
28－１－７－②  〔触書〕                             卯．９．      縦   １冊  従来の小判を新金取交請取方・渡方外 
                                                            本町１丁目後藤三右衛門役所・駿河町三 
                                                            井組為替御用取扱所他 
28－１－７－③  〔触状〕                             午．８．９     一紙  １通  村氏神祭礼前にて、小魚他押売禁止之件  封紙入 「書付 倉敷御役 
                                                            倉敷御役所→窪屋郡倉敷村庄屋・年寄・  所 備中国窪屋郡倉敷村」 
                                                            百姓代                 他一紙同封 
28－１－７－④  〔触書〕                             亥．２．９     縦   ４冊  古金銀引替の件 
28－１－８    被仰渡御請印帳                        文政２．８．10     縦   １冊  疵金引替の申達及請印 
28－１－９    諸色直下ケ被仰渡御請印帳 窪屋郡倉敷村            文政２．８．      縦   １冊 
28－１－10    申渡受印帳                          文政２．８．      縦   ２冊  祭礼時の物品売買押売禁止の触書及受印 
28－１－11    被仰渡御請印帳 窪屋郡倉敷村三冊之内前神町・向市場      文政３．８．      縦   ４冊  祭礼時の物品売買押売禁止の触書及請印  写１冊含み４冊 
         被仰渡御請印帳 窪屋郡倉敷村三冊之内阿知町・新川町 
         被仰渡御請印帳 窪屋郡倉敷村三冊之内東町・本町・戎町 
28－１－12    売女之儀被仰渡御請印帳                      巳．２．      袋   １袋                      袋表書き 28－１－12－① 
                                                                                ～28－１－12－②一袋入り 
28－１－12－①  御請印帳                           文政４．５．17     縦   １冊  冥加上ヶ金の義御達し 及請印 
28－１－12－②  被仰渡御請印帳                        文政４．２．      縦   ３冊  売女之儀被仰渡御請印帳         袋入り「内容と同じ慶雲斎 
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                                                                                井上広輔」 
28－１－13    被仰渡御請印帳                        文政４．６．28     縦   ４冊  奢侈禁止の触書 新金銀引替候儀被仰渡  一括袋入「新金銀引替候儀 
                                                            御請印帳                被仰渡御請印帳」 
28－１－14    被仰渡御請印帳                        文政４．８．      縦   15冊  祭礼時物品押売禁止の触書及請印 阿知 
                                                            組井上町・同相生町・同川西町・戎町・ 
                                                            戎町組浜田町・新川町上組・新川町下組 
                                                            ・前神町・向市場・向市場組船倉・本町 
                                                            新田・東町・阿知町 以上14冊他触書の 
                                                            み１札 
28－１－15    被仰渡御請印帳                        文政５．４．      包紙  １枚                      包表書き 28－１－15－① 
                                                                                ～28－１－15－②一括 
28－１－15－①  被仰触御請印帳                        文政５．３．      縦   ４冊  貸金銀売掛等出訴の儀につき触書及受印  同袋入「被仰渡御請印帳 
                                                                                文政五年午四月」 
28－１－15－②  被仰渡御請印帳                        文政５．８．９     縦   ３冊  祭礼時物品押売り禁止の触書及請印 
28－１－16    倹約取締請印帳                          未．８．      袋   １袋                      袋表書き 28－１－16－① 
                                                                                ～28－１－16－④袋入り 
28－１－16－①  倹約申達請印帳                        文政６．８．      縦   ３冊  倹約申達書               袋入り「倹約申達請印帳」 
28－１－16－②  〔倹約請印帳〕                        文政６．８．22     縦   ３冊 
28－１－16－③  被仰渡御請印帳                        文政６．８．      縦   ３冊  奢侈禁止の触書及請印 
28－１－16－④  被仰触御請印帳                        文政６．８．      縦   １冊  奢侈禁止の触書             袋付 
28－１－17    倹約取締書                          文政６．８．      縦   １冊  倹約の義に付書上 倉敷村庄屋・年寄→ 
                                                            大草太郎右馬様御役所 
28－１－18    乍恐以書附奉申上候                      文政６．８．      縦   １冊  村方倹約申合せ書上 倉敷村庄屋・年寄 
                                                            →大草太郎右馬様御役所 
28－１－19    被仰渡御請印帳                        文政６．８．      縦   １冊  祭礼時小魚他押売禁止の触書 
28－１－20    被仰渡御請印帳                        文政６．８．      縦   １冊  倹約取締の触書及請印 
28－１－21    被仰渡御請印状                        文政７．７．      袋   １袋                      袋表書き有り 28－１－21 
                                                                                －①～28－１－21－③袋入 
28－１－21－①  〔触状〕                           文政７．７．      縦   １冊  古金銀通用の儀他            同袋入「被仰渡御請印帳」 
28－１－21－②  被仰触御請印帳                        文政７．７．      縦   ２冊  古金銀通用之儀に付いての触書及請印 
28－１－21－③  被仰触御請印帳                        文政７．７．      縦   １冊  金銀吹直に付古金銀通用之儀に付いての 
                                                            触書 
28－１－22    被仰渡御請印帳                        文政９．11．      縦   １冊  長脇差・鑓・鉄炮取締りの触書及請印 
28－１－23    被仰渡御請印帳                        戌（文政９）．11．   縦   １冊 
28－１－24    御請印帳                           文政11．正．      縦   ３冊  博奕・諸勝負事并悪党もの取締の触書及 
                                                            請印 
28－１－25    弐朱判引替御請書 倉敷村                   文政11．８．      縦   １冊 
28－１－26    〔岡山県布達等〕                       明治18．12．      一紙  １枚  導火縄取締規則等 山陽新報社1990号付 
                                                            録 
28－１－27    申渡請印帳                            子．８．      縦   ３冊  祭礼時生魚他押売禁止の触書及請印 
28－１－28    御請印帳                             丑．２．      縦   １冊  米値段売買の件についての触書及請印 
28－１－29    申渡請印帳                            寅．８．      縦   ２冊  祭礼時の物品売買禁止の触書及請印 
28－１－30    被仰渡御受印帳                          寅．11．      縦   １冊  博奕・諸勝負取締り他触書及請印 
28－１－31    御触書請印帳                           辰．８．      縦   １冊  当秋は熟作といへども質素を相守る事他 
                                                            祭礼の節魚売の件等御触書及請印 
28－１－32    被仰渡御受印帳                          申．７．      縦   １冊  博奕・諸勝負取締方に付いての触書及受 
                                                            印 
28－１－33    被仰渡御受印帳                          酉．８．      縦   １冊  祭礼の際、奢侈禁止の触状（練物・団尻 
                                                            ・芸立者呼寄等）及び請印 
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28－１－34    御請印帳                             亥．７．      縦   ３冊  作州西川孫太郎銀札 買集の件に付いて 
                                                            の触書及請印 
28－１－35    御請印帳                             亥．７．      縦   ３冊  作州西川銀札通用之儀に付いての御触及 
                                                            び請印 
 
◆◆◆２８－２－１～９〔土地〕◆◆◆ 
28－２－１    売渡シ申田地之事                       享保17．12．      一紙  １通  大島村売主源蔵・同村証人太兵衛→倉敷 
                                                            宮崎屋吉三郎（上中田４筆６反１畝20歩 
                                                            半、代銀１貫600 匁） 
28－２－２    〔田地請取覚〕                        元文６～延享．     一紙  ６通                      一括 
28－２－３    売（渡）シ田畑之事                      寛保２．12．      一紙  １通  売主福島村浅右衛門→宮崎屋安兵衛 
28－２－４    覚（福島村浅右衛門所持地書上）                寛保３．12．      横長  １冊  福島村浅右衛門→宮崎屋安兵衛      虫損有り 
28－２－５－①  一札                             寛政８．６．      一紙  １通  舟倉孫助→宮崎屋三左衛門（家建次ニ付  包小作 28－２－５－①～ 
                                                            町定法）                28－２－５－⑤一括 
28－２－５－②  預り申家敷之事                        文化15．２．      一紙  １通  亀山村十三割久左衛門→倉敷宮崎屋広輔 
28－２－５－③  小作証文之事                         文政８．５．      一紙  １通  小作人新田岩太郎・証人同所五郎他３名 
                                                            →宮崎屋三郎右衛門（田２反２畝14歩、 
                                                            預米２石４斗７升１合２勺） 
28－２－５－④  質入申建家之事                        文政２．12．      一紙  １通  質主新田岩太郎・証文同村長四郎→宮崎 
                                                            屋広輔（建家１ヶ所 質入通用100 目） 
28－２－５－⑤  預り申屋敷之事                        文政９．10．      一紙  １通  借用主新田伝兵衛・証人長四郎・喜之助  包「未新田壱反之内壱畝拾 
                                                            →宮崎屋三郎右衛門           五歩屋敷かり証文」 虫損 
28－２－６    差出申済口証文之事                      文政２．２．      一紙  １通  地子代滞内済 願人油屋宗十郎・相手浜  包紙「油屋宗十郎より浜田 
                                                            田町千治郎他２名→年寄広輔       町千治郎江懸り地子代未進 
                                                                                」 
28－２－７    覚（田地買取代受取）                       丑．２．３     一紙  １枚  両人→報忍院様 
28－２－８    覚                              年月日未詳       一紙  １枚  新田文左衛門他反別高書上 
28－２－９    一札之事                           年月日未詳       一紙  １枚  安兵衛→浅右衛門 福島村分田畑買取ニ 
                                                            付 
 
◆◆◆２８－３－１～１２７〔租税〕◆◆◆ 
28－３－１    宝暦六丙子御年貢米銀請取通之事 宮崎屋吉三郎         宝暦６．        一紙  １通  発給者‥年寄 与一右衛門・小右衛門・ 
                                                            治郎右衛門・茂右衛門・惣左衛門 
28－３－２    宝暦十三癸未御年貢米銀請取通事 花や善左衛門         宝暦13．12．20     一紙  １通  発給者‥倉敷村庄屋孫太夫 
28－３－３    明和元甲申御年貢米銀請取通之事                明和元．        一紙  １通 
28－３－４    明和七庚寅 御年貢米銀請取通之事 宮崎屋吉三郎        明和７．12．29     一紙  １通  発給者‥庄屋孫太夫 
28－３－５    寛政二戌浜村・小子位村御年貢請取 五蔵            寛政２．        一紙  １通  発給者‥庄屋恵茂八 
28－３－６    寛政五癸丑 御年貢米銀請取通之事 吉三郎           寛政５．        一紙  １通  発給者‥庄屋孫太夫 
28－３－７    文化十一戌浜村・小子位村御年貢請取 庄屋留太郎・広祐     文化11．        一紙  １通 
28－３－８    文政元戌寅歳 亀山村御年貢米請取通 宮崎屋三左衛門      文政元．12．12     一紙  １通  発給者‥兼帯大庄屋亀山栄三郎      覚一通有り 
28－３－９    文政元年 御年貢米請取通帳 倉敷善左衛門           文政元．12．20     横長  １冊  発給者‥白楽市村名主当分請持四十瀬村 
                                                            平次郎 
28－３－10    文政元年 御年貢米請取通帳 倉敷広介             文政元．12．20     横長  １冊  発給者‥白楽市村名主当分請持四十瀬村 
                                                            平次郎 
28－３－11    文政元寅歳 水夫割賦銀 広輔組                文政元．        一紙  １通 
28－３－12    文政元戌寅 水夫割 広輔組                  文政元．        一紙  １通 
28－３－13    吉岡村御年貢米通 文政元寅年 倉敷安兵衛殿          文政元．        一紙  １通 
28－３－14    文政元戌寅十二月 高沼村御年貢米請取通 宮崎屋広祐分     文政元．        一紙  １通  発給者‥高沼村庄屋兼帯大庄屋尾崎復右 
                                                            衛門 
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28－３－15    当卯御年貢米銀請取通                     文政２．９．      一紙  １通  安江村庄屋重右衛門より納人広祐宛 
28－３－16    文政二卯十一月 羽島村御年貢請取通 宮崎屋五蔵        文政２．12．７     横長  １冊  発給者‥羽島村兼帯庄屋大庄屋亀山栄三 
                                                            郎 
28－３－17    文政二巳卯御年貢米請取仮通 広祐               文政２．12．26     一紙  １通  発給者‥庄屋七太夫 
28－３－18    御年貢請取之事                        文政２．12．      一紙  １通  庄屋大内村鳥越藤四郎→宮崎屋安兵衛 
28－３－19    文政二卯年 水夫割賦銀 広輔組                文政２．        一紙  １通 
28－３－20    当御年貢請取通                        文政２．        横長  １冊  白楽市村名主当分受持四十瀬村平次郎よ 
                                                            り倉敷安兵衛宛 
28－３－21    当御年貢米請取通                       文政２．        横長  １冊  黒崎村名主 藤兵衛→宮崎屋広助 
28－３－22    亀山村御年貢米請取通                     文政２．        一紙  １通  庄屋兼帯大庄屋亀山栄三郎→宮崎屋三左 
                                                            衛門分 
28－３－23    己卯御年貢請取通                       （文政２カ）．     一紙  １通  （村未詳）荘屋岩太郎→宮崎屋安兵衛 
28－３－24    文政二己卯九月 川入村当御年貢請取通 宮崎村安兵衛殿     文政２．９．      一紙  １通  発給者‥川入村名主半左衛門 
28－３－25    文政二卯年 三左衛門御年貢受取通               文政２．        一紙  １通  発給者‥有木村庄屋権七 
28－３－26    文政二己卯年 添新田村御年貢請取通 安兵衛          文政２．        一紙  １通  発給者‥庄屋林右衛門          はさみ込み 
28－３－27    川入村当御年貢米請取通                    文政４．９．      一紙  １通  名主半左衛門→宮崎屋安兵衛 
28－３－28－①  借用申通銭之事                        文政４．12．      一紙  １通  水江村渡守長大夫→宮崎屋三郎右衛門   28－３－28－①～28－３－ 
                                                                                28－⑪一括 
28－３－28－②  当午春別御普請入用請取                      午．７．９     一紙  １通  会所→花屋善左衛門 
28－３－28－③  覚（大豆代・高懸り）                       巳．12．18     一紙  １通  用場→善兵衛 
28－３－28－④  当午春別御普請入用請取                      午．７．９     一紙  １通  会所→三郎右衛門 
28－３－28－⑤  〔掛り銀受取覚〕                       文政４．        一紙  １通  羽島村荘屋→花屋善左衛門 
28－３－28－⑥  〔掛り銀受取覚〕                       文政４．        一紙  １通  羽島村荘屋→宮崎屋五蔵 
28－３－28－⑦  覚（預り米算用）                       年月日未詳       一紙  １通 
28－３－28－⑧  〔掛銀受取覚〕                        文政４．        一紙  １通  荘屋林右衛門→安兵衛 
28－３－28－⑨  覚（預り米算用）                         巳．12．26     一紙  １通  吉岡村助四郎→宮崎屋 
28－３－28－⑩  覚（掛銀受取）                        年未詳．12．５     一紙  １通  亀山村庄屋→宮崎屋 
28－３－28－⑪  覚（年貢銀受取）                         巳．12．５     一紙  １通  大内村庄屋藤四郎→宮崎屋安兵衛 
28－３－29    文政六未年 水夫割賦銀 三郎右衛門組             文政６．        一紙  １通                      （文政４年のものを手直し 
                                                                                して、６年のものとしてい 
                                                                                る） 
28－３－30    文政四年 当御年貢米請取通 宮崎屋三郎右衛門殿        文政４．        一紙  １通  発給者‥子位庄村名主忠蔵・同浅原村 
                                                            五一兵衛 
28－３－31    文政四年（高沼村）御年貢請取通 宮崎屋広祐入方        文政４．        一紙  １通 
28－３－32    文政四年 吉岡村御年貢米通 倉敷安兵衛殿           文政４．        一紙  １通  発給者‥吉岡村名主孫兵衛 
28－３－33    羽島村御年貢請取通                      文政４．        一紙  １通  羽島村庄屋兼帯大庄屋亀山米三郎→花屋 
                                                            善左衛門 
28－３－34    辛巳御年貢請取通                       文政４．        一紙  １通  （村名不明）荘屋岩太郎より宮崎屋安兵 
                                                            衛宛 
28－３－35    羽島村御年貢請取通                      文政４．        一紙  １通  羽島村庄屋兼帯大庄屋亀山栄三郎→宮崎 
                                                            屋五蔵 
28－３－36    文政四辛巳年 御年貢請取之事                 文政４．        一紙  １通  庄屋大内村鳥越藤四郎→花屋善右衛門 
                                                            庄屋大内村鳥越藤四郎→宮崎屋安兵衛 
28－３－37    平田村当御年貢米請取通                    文政５．９．      一紙  １通  名主伝助→倉鋪宮崎屋五蔵 
28－３－38    当午御年貢米銀請取通                     文政５．９．      一紙  １通  安江村庄屋重右衛門・納人三郎右衛門 
28－３－39    加須山村御年貢受取通                     文政５．11．      一紙  １通  庄屋伝右衛門→倉敷花屋善左衛門（高15 
                                                            石５斗１升２合５勺） 
28－３－40    文政五壬午年 羽島村御年貢米請取通 花屋善左衛門       文政５．12．１     一紙  １通  発給者‥羽島村庄屋兼帯大庄屋亀山栄三 
                                                            郎 
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28－３－41    文政五午年 川入村当御年貢米請取通 倉敷宮崎屋安兵衛殿    文政５．12．18     一紙  １通  発給者‥名主請持浅原村五一兵衛 
28－３－42    文政五午年 三左衛門御年貢請取通               文政５．        一紙  １通  発給者‥有木村庄屋猪之七 
28－３－43    〔文政五午年 御年貢米請取通〕                文政５．        一紙  １通  孫兵衛→倉敷安兵衛           前欠 
28－３－44    文政五壬午年 御年貢受取通 宮崎屋広助分           文政５．        一紙  １通  発給者‥高沼村兼帯庄屋有城村猪之七 
28－３－45    文政五午年 水夫割賦銀 三郎右衛門組             文政５．        一紙  １通 
28－３－46    文政五午年 当御年貢米請取通 倉敷宮崎屋三郎右衛門      文政５．        一紙  １通  発給者‥子位庄村庄屋忠蔵・同浅原村五 
                                                            一兵衛 
28－３－47    文政六癸未年 二日市村御年貢米請取通 倉敷花屋善左衛門    文政６．12．６     一紙  １通  発給者‥二日市村庄屋 亀山村九郎右衛 
                                                            門 
28－３－48    文政六未年 羽島村御年貢米請取通 花屋善左衛門        文政６．12．      一紙  １通  発給者‥羽島村庄屋兼帯 亀山栄三郎 
28－３－49    当御年貢米請取通                       文政６．        一紙  １通  白楽市村名主 惣八右衛門→花屋善左衛 
                                                            門 
28－３－50    当御年貢米請取通                       文政６．        一紙  １通  白楽市村名主 惣左衛門・同西原村恵十 
                                                            郎→宮崎屋三郎右衛門 
28－３－51    御年貢請取之事                        文政６．        一紙  １通  庄屋大内村 鳥越藤四郎→宮崎屋安兵衛  前欠 
28－３－52    当御年貢米請取通                       文政６．        横長  １冊  黒崎村名主 藤兵衛→倉敷村広助 
28－３－53    当御年貢米請取通                       文政６．        一紙  １通  子位庄村名主忠蔵・同浅原村五一兵衛→  虫損有り 
                                                            倉敷宮崎屋三郎右衛門 
28－３－54    添新田村御年貢請取通                     文政６．        一紙  １通  庄屋林右衛門→安兵衛（高10石１斗４升  後欠 
                                                            ３合） 
28－３－55    文政六未年 三左衛門御年貢請取通               文政６．        一紙  １通  発給者‥有城村庄屋猪之七 
28－３－56    吉岡村御年貢米通                       文政６．        一紙  １通  名主孫兵衛より倉敷（宮崎屋）安兵衛宛 
28－３－57    文政六未年 羽島村御年貢米請取通 宮崎屋五蔵         文政６．        横長  １冊  発給者‥羽島村庄屋兼帯大庄屋 亀山栄 
                                                            三郎 
28－３－58    文政六癸未年 御年貢諸取之事 花屋善右衛門殿         文政６．        一紙  １通                      後欠 
28－３－59    甲申御年貢請取通                       甲申（文政７）．３．５ 一紙  １通  庄屋正右衛門→宮崎屋安兵衛 
28－３－60    吉岡村御年貢米受取通                     文政７．12．      一紙  １通  名主弥右衛門→くらしき安兵衛（田畑２ 
                                                            町８反５畝28歩、高44石２斗９合） 
28－３－61    羽島村御年貢請取通                      文政７．        一紙  １通  羽島村庄屋兼帯大庄屋亀山三郎より花屋 
                                                            善左衛門宛 
28－３－62    文政七年申 当御年貢米請取通 倉敷宮崎屋三郎右衛門殿     文政７．        一紙  １通  発給者‥黒崎村名主藤兵衛 
28－３－63    当御年貢[        ]（米請取カ）通 文政七申年 子位庄村名主忠兵  文政７．        一紙  １通  善兵衛分の通              虫損有り 
           衛・浅原村五一兵衛・倉敷宮崎屋三郎右衛門 
28－３－64    文政七年 当申御年貢米銀請取通 納入倉敷三郎右衛門      文政７．        一紙  １通  発給者‥安江村庄屋□（虫損）右衛門 
28－３－65    文政七甲申年 三左衛門 御年貢受取通             文政７．        一紙  １通  発給者‥有城村庄屋猪之七 
28－３－66    川入村当御年貢米請取通                    文政10．９．      一紙  １通  名主惣五郎→宮崎屋安兵衛（高１石５斗 
                                                            ２升１合） 
28－３－67    文政十年丁亥十一月 加須山村御年貢請取通 倉敷本屋善左衛門  文政10．11．      一紙  １通  文書発給者‥加須山村庄屋兼帯大庄屋   後欠 
                                                            尾崎伝右衛門 
28－３－68    文政十丁亥年 御年貢請取之事 倉敷宮崎屋安兵衛殿・花屋善右  文政10．12．28     一紙  １通  発給者‥庄屋請持八王子村年寄久吉 
           衛門殿・倉敷水月庵 
28－３－69    文政十亥年村小入用仮割請取通                 文政10．        一紙  １通  会所→花屋善左衛門 
28－３－70    文政十年九月 当亥御年貢米銀請取通 納入宮崎屋三郎右衛門   文政10．        一紙  １通 
28－３－71    文政十亥年村小入用仮割請取通                 文政10．        一紙  １通  会所→三郎右衛門 
28－３－72    丁亥御年貢受取通                       丁亥（文政10）．    一紙  １通  庄屋岩太郎→宮崎や安兵衛 
28－３－73    子位庄村御年貢米請取通                    文政10．        一紙  １通  名主浅原村五一兵衛より宮崎屋三郎右衛 
                                                            門宛 
28－３－74    文政十丁亥年十一月 羽島村御年貢米請取通 はな屋善左衛門   文政10．11．      一紙  １通  発給者‥羽島村庄屋武兵衛 
28－３－75    加須山村御年貢受取通                     文政11．９．      一紙  １通  加須山村庄屋兼帯大庄屋尾崎伝右衛門よ 
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                                                            り倉敷村花屋善左衛門宛 
28－３－76    当子御年貢米銀受取通                     文政11．９．      一紙  １通  安江・沖・浜 三村庄屋連名 納人三郎 
                                                            右衛門宛 
28－３－77    文政十一年亥九月 当年貢米請取通 倉敷花屋善右衛門・倉敷宮  文政11．９．      横長  １冊  発給者‥白楽市村名主惣左衛門      虫損 
           崎屋三郎右衛門 
28－３－78    文政十一年子九月 川入村当御年貢米請取通 倉敷宮崎屋安兵衛  文政11．９．      一紙  １通 
           殿 
28－３－79    覚（社領米納付）                       文政11．11．23     一紙  １通  知蓮光院 納所→善兵衛         虫損 
28－３－80    亀山村御年貢請取通                      文政11．12．７     一紙  １通  庄屋慶之助→宮崎屋三郎右衛門 
28－３－81    文政十一年子十二月 吉岡村御年貢米請取通 くらしき安兵衛殿  文政11．12．      一紙  １通  発給者‥名主東作 
28－３－82    文政十一子年 当御年貢米請取通 倉敷宮崎屋三郎右衛門     文政11．        一紙  １通  発給者‥子位庄村名主浅原村五一兵衛 
28－３－83    高沼村御〓 〓（年貢カ）請取通                文政11．        一紙  １通  庄屋謙蔵→宮崎屋広輔          虫損有り 
28－３－84    羽島村御年貢米請取通                     文政11．        一紙  １通  庄屋武兵衛より花屋善左衛門宛 
28－３－85    天保二辛卯御年貢米銀請取通之事                天保２．        一紙  １通  庄屋水沢常太郎・同植田紋四郎→花屋東 
                                                            七郎 
28－３－86    加須山村御年貢請取通                     天保６．11．      一紙  １通  庄屋兼帯大庄屋尾崎伝右衛門→倉敷華屋 
                                                            東七 
28－３－87    御年貢請取之事                        天保６．12．      一紙  １通  大内村庄屋右源治→倉敷水月庵 
28－３－88    当御年貢米請取通                       天保６．        一紙  １通  子位庄村名主五三郎・同別府村与三右衛 
                                                            門→倉敷宮崎屋三郎右衛門 
28－３－89    白楽市村当御年貢米請取通                   天保６．        横長  １冊  名主西原村利左衛門→三郎右衛門 
28－３－90    高沼村御年貢請取通                      天保６．        一紙  １通  花屋謙蔵→宮崎屋広祐（高22石８斗６升 
                                                            ６合） 
28－３－91    添新田御年貢請取通                      天保６．        一紙  １通  庄屋平松品之助→安兵衛 
28－３－92    当御年貢米請取通                       天保６．        一紙  １通  黒崎村名主恭助→倉敷三郎右衛門殿 
28－３－93    天保六乙未年 亀山村御年貢請取通 倉敷村三郎右衛門分     天保６．        一紙  １通  発給者‥亀山村荘屋慶之助 
28－３－94    天保十五年甲辰十一月 添新田村御年貢米請取通 安兵衛     天保15．11．      一紙  １通 
28－３－95    黒崎村当御年貢米請取通                    天保15．12．      一紙  １通  名主九右衛門→倉敷三郎右衛門殿 
28－３－96    吉岡村御年貢米請取通                     天保15．12．      一紙  １通  名主良介→倉敷安兵衛 
28－３－97    添新田村御年貢請取通                     弘化２．11．      一紙  １通  荘屋平松品之助→安兵衛（高合10石１斗 
                                                            ４升３合） 
28－３－98    高沼村御年貢請取通                      弘化２．11．      一紙  １通  庄屋三木之助→宮崎屋広祐（高合１石６ 
                                                            斗３升１合） 
28－３－99    弘化二乙巳御年貢米銀請取通之事 宮崎屋三郎右衛門       弘化２．12．20     一紙  １通  発給者‥庄屋丹右衛門・庄屋助右衛門・ 
                                                            庄屋助□丈平 
28－３－100    黒崎村当御年貢米請取通                    弘化２．12．      一紙  １通  黒崎村庄屋九右衛門より倉敷広介宛 
28－３－101    羽島村御年貢米請取通                     弘化２．12．      一紙  １通  庄屋武七郎→花屋善右衛門 
28－３－102    御年貢請取之事                        弘化２．        一紙  １通  大内庄屋鳥越右源次→宮崎屋安兵衛 
28－３－103    御年貢請取之事                        弘化２．        一紙  ２通  大内庄屋鳥越右源次→花屋善右衛門・水 
                                                            月庵 
28－３－104    弘化三丙午年 御年貢請取之事 倉敷宮崎屋安兵衛        弘化３．12．16     一紙  １通  発給者‥日差庄村庄屋 横山嘉兵衛 
28－３－105    弘化三丙午年 御年貢請取之事 水月庵             弘化３．12．16     一紙  １通  発給者‥日差庄村庄屋 横山嘉兵衛 
28－３－106    弘化三丙午 御年貢米銀請取通之事               弘化３．        一紙  １通 
28－３－107    御年貢請取之事 花屋善右衛門殿                （弘化３）．12．16   一紙  １通  発給者‥日差庄村庄屋 横山嘉兵衛    一部欠 
28－３－108    嘉永六年癸丑九月 羽島村御年貢米請取通 宮崎屋五蔵      嘉永６．12．９     横長  １冊  発給者‥庄屋亀山武七郎 
28－３－109 －① 覚（地頭家用金請取）                      丙子．３．27     一紙  １通  亀山村庄屋亀山栄三郎→倉敷宮崎屋広祐  28－３－109 －①～28－３ 
                                                            ・井筒屋伊左衛門            －109 －⑦一括 
28－３－109 －② 覚（地頭家用金之内高掛銀受取）                  子．３．27     一紙  １通  高沼村庄屋 尾崎復右衛門→倉敷宮崎屋 
                                                            広祐殿・井筒屋伊左衛門殿 
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28－３－109 －③ 覚（御用金請取）                         子．３．28     一紙  １通  前潟村年寄半兵衛→倉鋪中嶋屋平蔵殿 
28－３－109 －④ 覚（掛り銀請取）                       年未詳．３．28     一紙  １通  有城庄屋 
28－３－109 －⑤ 覚（地頭家用金請取）                       子．３．28     一紙  １通  加須山村庄屋伝右衛門→倉敷井筒屋伊左 
                                                            衛門・同花屋善左衛門 
28－３－109 －⑥ 覚（御用銀請取）                        丙子．４．朔     一紙  １通  羽島村・宮崎村・井筒屋・宮崎屋・花屋 
                                                            分 
28－３－109 －⑦ 覚（渡し銀覚）                        年月日未詳       一紙  １通  友右衛門へ渡し銀、広輔・伊左衛門・善 
                                                            左衛門・牛蔵・安右衛門 
28－３－110    〔御年貢銀請取覚〕                      年未詳．12．22     一紙  １通  白楽市村用場→宮崎屋三郎右衛門（？）  後部虫損大 
28－３－111    〔預り米算用覚〕                         申．12．24     一紙  １通  吉岡村祐四郎→宮崎屋 
28－３－112    〔高辻略記〕                         年未詳．４．21     一紙  １通 
28－３－113    添新田村御年貢請取通 安兵衛                 年未詳．11．４     一紙  １通                      前欠 
28－３－114    癸未御年貢請取通                       年未詳．11．６     一紙  １通  庄屋岩太郎→宮崎屋安兵衛 
28－３－115    〔未進分皆済 小書付〕                    年未詳．12．４     一紙  １通 
28－３－116    壬午 御年貢請取通                      年未詳．12．５     一紙  １通  庄屋岩太郎→宮崎屋安兵衛 
28－３－117    〔御貢米算用覚〕                       年未詳．12．７     一紙  １通                      前欠か？ 
28－３－118    〔過米立用覚〕                        年未詳．12．14     一紙  １通                      前欠か？ 
28－３－119    〔御年貢請取通断簡〕                     年未詳．12．29     一紙  ２通  発給者‥日吉庄村庄屋孫三郎       ２枚が一緒に折り畳まれる 
28－３－120    〔年貢米銀請取通断簡〕                    年月日未詳       一紙  １通 
28－３－121    水夫屋鋪御年貢割 五蔵組                   年月日未詳       一紙  １通 
28－３－122    〔年貢米請取通断簡〕                     年月日未詳       一紙  １通 
28－３－123    〔家務分取扱算用覚〕                     年月日未詳       一紙  １通  年貢の算用の可能性もあるが、何につい 
                                                            てかは詳細不明 
28－３－124    当亥水夫御年貢割 三左衛門組                 年月日未詳       一紙  １通 
28－３－125    〔年貢計算小書付〕                      年月日未詳       一紙  ３通  宮崎屋宛 
28－３－126    人名別俵数書上                        年月日未詳       一紙  １通 
28－３－127    黒崎村覚                           年月日未詳       一紙  １通  宮崎屋より 
 
◆◆◆２８－４－１～６〔村〕◆◆◆ 
28－４－１    諸案綴込 松濤館                       大正９．        縦   １冊 
28－４－２    〔堀家右兵衛・的場復斎宛帯江九ヶ村惣代書簡〕           子．３．24     一紙  １通  地頭家御用金高掛に関する訴訟について  封紙有り 
28－４－３    文政七申年村小入用仮割請取通                 文政７．11．29     一紙  １通  会所→花屋善左衛門 
28－４－４    文政七申年村小入用仮割請取通                 文政７．11．29     一紙  １通  会所→三郎右衛門 
28－４－５    惣入用算用付け                        年月日未詳       一紙  １通 
28－４－６    当午村相場通用五拾六匁五分                  年月日未詳       一紙  １通  横役割・人足割・用水割・御新開割・米 
                                                            方割・水夫割 
 
◆◆◆２８－５－１〔町〕◆◆◆ 
28－５－１    町方 書出之覚 文久二壬戌十二月吉日             文久２．12．      横半  １冊 
 
◆◆◆２８－６－１～２４６〔戸口〕◆◆◆ 
28－６－１    宗門送手形之事                        寛政11．６．      一紙  １通  阿賀崎新田ちづ阿知町へ嫁す 玉島清瀧  虫損有り 
                                                            寺 
28－６－２    送り手形之事                         天明５．10．      一紙  ３通  「尾崎伝右衛門他１名→孫太夫・年寄中  帯封有り 虫損有り 
                                                            」２通は「差上申一札之事」・「宗門請 
                                                            状之事」 
28－６－３    宗門送り手形之事                       天明６．正．      一紙  １通  備中浅口郡西阿知村金剛院→倉敷庄屋   帯封有り 虫損有り 
                                                            源太夫 同郡上行村亀山時七郎娘が当地 
                                                            平介の妻になる 
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28－６－４    □門送手形之事                        天明６．正．      一紙  １通  「真如院→孫太夫・年寄中」       帯封有り 虫損有り 
28－６－５    送手形之事                          天明６．正．      一紙  ２通  「利源太他１名→孫太夫・年寄中」１通  帯封有り 虫損有り 
                                                            は「宗門請状之事」 
28－６－６    宗門送リ手形之事                       天明６．正．      一紙  １通  備前国児嶋郡味野村持宝院→孫太夫 備  虫損有り 
                                                            前国児嶋郡小川村紋次郎娘とよ嫁入りに 
                                                            つき 
28－６－７－①  〔戎町油屋丈助屋敷見分及び丈助屋敷借家広さ書上〕       天明６．４．８     一紙  ２通                      28－６－７－①～28－６－ 
                                                                                ７－⑤一括 
28－６－７－②  天明六午四月願候                       天明６．４．      一紙  １通  加須山村次郎悴幸八その他７人の諸願い  28－６－７－①～28－６－ 
                                                                                ７－⑤一括 
28－６－７－③  口上                             年未詳．４．14     一紙  １通  加須山定兵衛→宮崎屋五蔵殿       28－６－７－①～28－６－ 
                                                                                ７－⑤一括 
28－６－７－④  〔各寺旦那書上〕                       年月日未詳       一紙  １通                      28－６－７－①～28－６－ 
                                                                                ７－⑤一括 虫損有り 
28－６－７－⑤  断簡                             年月日未詳       一紙  ８枚  名前記載有り              28－６－７－①～28－６－ 
                                                                                ７－⑤一括 虫損有り 
28－６－８－①  差出申一札之事                        天明６．９．      一紙  １通  願人阿知町定六他５名→年寄月番五蔵   帯封有り 28－６－８－① 
                                                                                ～28－６－８－③一括 
                                                                                虫損有り 
28－６－８－②  送手形之事                          天明６．９．      一紙  １通  黒石村善十郎 他１名→倉敷庄屋孫太夫  虫損有り 
                                                            殿・年寄中 
28－６－８－③  宗門請状之事                         天明６．９．      一紙  １通  連華院→倉敷庄屋孫太夫殿・年寄中    虫損有り 
28－６－９    宗門送り手形之事                       天明６．９．      一紙  １通  東漸寺→孫太夫・年寄中         帯封有り 虫損有り 
28－６－10    宗門送り手形之事                       天明６．９．      一紙  １通  西之浦分弁才天村もん 新川十介へ嫁す  虫損有り 
                                                            連島慈眼院 
28－６－11    御書付申上候                         天明７．正．      一紙  １通  願人徳之介他３名→年寄月番五蔵殿 徳  帯封有り 虫損有り 
                                                            之介・大井町宇兵衛方へ養子へ参る件に 
                                                            つき 
28－６－12    差出シ申一札之事                       天明７．正．      一紙  １通  願人川西町徳之介他５名→年寄月番五蔵  帯封有り 虫損 
                                                            殿 徳之介・賀夜郡大井町宇兵衛方へ養 
                                                            子へ参る件につき 
28－６－13－①  宗門送手形之事                        寛政元．９．      一紙  １通  児島郡広江村持命院→倉敷庄屋孫太夫・  帯封有り 28－６－13－① 
                                                            年寄中                 ～28－６－13－③一括 
28－６－13－②  差出シ申一札之事                       寛政元．９．      一紙  １通  願人島田屋新兵他５名→年寄月番五蔵 
28－６－13－③  送り手形之事                         寛政元．９．      一紙  １通  児島郡広江村名主五一兵衛他１名→倉敷 
                                                            庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－14－①  差出申一札之事                        寛政２．正．      一紙  １通  願人総代新蔵・五人組合利兵他３名→年  帯封有り 28－６－14－① 
                                                            寄月番五蔵               ～28－６－14－③一括 
28－６－14－②  送り手形之事                         寛政２．正．      一紙  １通  備中国窪屋郡有城村庄屋定次郎→備中窪 
                                                            屋郡倉鋪村庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－14－③  宗門請状之事                         寛政２．正．      一紙  １通  備中国窪屋郡帯江村駕龍寺→備中窪屋郡 
                                                            倉敷村庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－15    以書付御願申上候                       寛政２．正．      一紙  １通  阿波屋辰兵衛 西屋代次郎→庄屋孫太夫  帯封有り 虫損有り 
                                                            ・年寄中 
28－６－16    宗門送り手形之事                       寛政２．２．      一紙  １通  都宇郡早嶋新田村曽右衛門娘つる→新川  帯あり「送手形願人新川文 
                                                            町文蔵・忰和三郎 都宇郡中帯江村観音  蔵」 
                                                            寺→窪屋郡倉敷庄屋孫太夫・同年寄中 
28－６－17    宗門送り手形之事                       寛政２．２．      一紙  １通  林村そよ倉敷新田へ嫁す 広江村持命院 
28－６－18    宗門送手形之事                        寛政２．３．24     一紙  １通  備前国児島郡吹上村久蔵妹とまが川西町  帯封有り 虫損甚し 
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                                                            卯八の妻になる 同郡田之浦村弘□寺→ 
                                                            倉敷庄屋徳太夫 
28－６－19    差出申一札之事                        寛政２．５．      一紙  １通  阿賀崎新田村五八郎養子に新川村忠八   虫損有り 
                                                            新川村らく他連名 
28－６－20－①  送手形之事                          寛政２．５．      一紙  １通  児島郡宗津村名主十右衛門・年寄幸介→  28－６－20－①～28－６－ 
                                                            備中窪屋郡倉敷庄屋孫太夫・年寄中    20－②一括 
28－６－20－②  宗門請状之事                         寛政２．５．      一紙  １通  児島郡植松村南之坊→備中窪屋郡倉敷庄 
                                                            屋孫太夫・年寄中 
28－６－21    送手形之事                          寛政２．５．      一紙  ３通  ２通は「指出シ申一札之事」・「宗門請  虫損のため「送手形之事」 
                                                            状之事」                は展かず 帯封有り 
28－６－22    宗門送手形之事                        寛政２．        一紙  １通  備中国窪屋郡古新田妙泉寺→同国同郡倉 
                                                            敷庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－23    宗門送手形之事                        寛政３．正．      一紙  １通  窪屋郡四十瀬村久介娘かめ（20才）、戎  帯封有り「送手形戎町平十 
                                                            町平十郎忰六右衛門の妻になる 同郡同  郎」 虫損有り 
                                                            村善福寺→倉敷三屋孫太夫・年寄中（奥 
                                                            書署名）四十瀬村名主七郎治・五人組頭 
                                                            孫平治 
28－６－24    宗門送り手形之事                       寛政３．正．      一紙  １通  備中国賀陽郡平野村松林寺→孫太夫    帯封付き 虫損 
28－６－25    宗門請状之事                         寛政３．４．      一紙  ３通  備中国浅口郡大谷村藤光院→倉敷庄屋孫  帯封有り 虫損 
                                                            太夫・年寄中（奥書）浅口郡須恵村庄屋 
                                                            久右衛門・年寄喜右衛門 
28－６－26    宗門送手形之事                        寛政３．５．      一紙  １通  阿賀崎村おとめ並びに娘小ぎん倉敷へ連  虫損 
                                                            子で嫁す 黒崎村蓮華院 
28－６－27    宗門請状之事                         寛政３．９．      一紙  １通  「正授院→孫太夫・年寄中」 
28－６－28－①  宗門請状事                          寛政３．９．      一紙  １通  備中国窪屋郡羽島村浄光院→備中窪屋郡  28－６－28－①～28－６－ 
                                                            孫太夫・年寄中             28－①一括 帯封有り 
                                                                                虫損有り 
 
28－６－28－②  差出申一札之事                        寛政３．９．      一紙  １通  願人御崎安右衛門・親類城ノ道善四郎・  虫損有り 
                                                            組合源二郎 他３名→年寄月番五蔵 
28－６－28－③  送り手形之事                         寛政３．９．      一紙  １通  備中国窪屋郡高沼村庄屋太郎右衛門・年  虫損有り 
                                                            寄太平治→備中窪屋郡倉敷荘屋孫太夫・ 
                                                            年寄中 
28－６－29    送り手形之事                         寛政６．９．      一紙  １通  備中国窪屋郡乙嶋村伝吉忰伝之助 相生  虫損 
                                                            町三造の養子となる 同国同郡乙嶋村庄 
                                                            屋代 年寄源太夫 
28－６－30    宗門請状之事                         寛政６．９．      一紙  １通  備中浅口郡乙嶋村圓乗院→備中窪屋郡倉  虫損 
                                                            敷庄屋孫太夫・年寄中 備中浅口郡乙嶋 
                                                            村伝吉忰伝之介が相生町三兵衛方の養子 
                                                            となる件について 
28－６－31    宗門送手形之事                        寛政６．11．      一紙  １通  下道郡八田村りき新川町へ嫁す 八田村  虫損 
                                                            吉備寺 
28－６－32    宗門送り手形之事                       寛政６．11．      一紙  １通  片島村とよ新町賢次郎へ嫁す 片島村法  虫損 
                                                            厳寺 
28－６－33－①  宗門送り手形之事                       寛政８．２．      一紙  １通  備中国窪屋郡中嶋村高蔵寺→同国同郡倉  包紙有り 28－６－33－① 
                                                            敷庄屋孫太夫・年寄中          ～28－６－33－③一括 
28－６－33－②  〔宗門請状差出の願書〕                    寛政８．２．６     一紙  １通  中嶋村庄屋与八郎→倉敷年寄月番三左衛 
                                                            門 
28－６－33－③  〔宗門請状之事〕                       寛政８．２．７     一紙  １通  中嶋村庄屋与八郎→倉敷年寄月番三左衛 
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                                                            門 
28－６－34    宗門送り手形之事                       寛政８．11．      一紙  １通  玉島村上成つた向市場音吉へ嫁す 舟尾  虫損 
                                                            村高徳寺 
28－６－35    宗門送手形之事                        寛政８．11．      一紙  １通  備中窪屋郡倉敷清水屋甚平娘たけが離縁  帯封有り 虫損 
                                                            されたこと 児島郡林村尊滝寺→倉敷庄 
                                                            屋孫太夫 
28－６－36    送り手形之事                         寛政８．11．      一紙  １通  備中国窪屋郡笹沖村名主弥右衛門・同村  帯封有り 虫損 
                                                            五人組頭弁蔵又兵衛→備中窪屋郡倉敷村 
                                                            庄屋孫太夫殿・年寄中 笹沖村善七伜三 
                                                            次郎 今津屋平七方へ養子の件につき 
28－６－37    差出申一札之事                        寛政８．11．      一紙  １通  願人向市場今津屋平七他４名→年寄月番  虫損 
                                                            三左衛門殿 善吉伜三次郎養子の件につ 
                                                            き 
28－６－38    宗門請状之事                         寛政８．11．      一紙  １通  笹沖村三次郎向市場へ養子に行く 白楽  帯封有り 虫損 
                                                            市村青蓮院印 
28－６－39－①  宗門請状之事                         寛政９．正．      一紙  １通  備前岡山山科町菅能寺→備中窪屋郡倉敷  28－６－39－①～28－６－ 
                                                            庄屋孫太夫・年寄中           39－③一括 帯封有り 
28－６－39－②  差出申一札之事                        寛政９．正．      一紙  １通                      虫損甚し 解読不能 
28－６－39－③  送り手形之事                         寛政９．正．      一紙  １通  備前岡山二日市町名主浜田屋庄兵衛・同  虫損 
                                                            花屋五郎兵衛→備中窪屋郡倉敷庄屋孫太 
                                                             夫・同年寄中 
28－６－40    宗門送り手形之事                       寛政９．２．      一紙  １通  笹沖村猶介妻のぶ忰勝次郎離縁 浦田村  虫損 
                                                            蓮花院無住代判粒江村 西明院 
28－６－41    宗門送り手形之事                       寛政９．２．      一紙  １通  八田部村とら山之後坂吉嫁す 賀陽郡八  虫損 
                                                            田部村法満寺 
28－６－42    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  備中窪屋郡浜村法然寺 同郡同村藤兵衛  虫損有り・帯封有り 
                                                            娘ひでが川面町藤十郎の妻になる 
28－６－43    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  浅口郡阿賀崎新田村安右衛門姉 前神町  帯封有り 虫損 
                                                            嘉壱郎の妻となる件につき 福寿院 
28－６－44    宗門送手形事                         寛政９．２．      一紙  １通  阿賀崎村うめ新川嘉吉へ嫁す 占見村泉  虫損 
                                                            勝院 
28－６－45    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  長尾村とよ山ノ後吉五郎へ嫁す 上船穂  虫損 
                                                            村宝満寺 
28－６－46    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  柏島村りへ稲荷町源蔵へ嫁す 柏島村福  虫損 
                                                            寿院 
28－６－47    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  押山浜きん前神町へ嫁す 柏島福寿院   一部欠 
28－６－48    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  連島西之浦やく舟倉多吉へ嫁す 西之浦  虫損 
                                                            多聞院 
28－６－49    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  押山浜せき前神町御崎佐次郎へ嫁す 柏  虫損 
                                                            島村福寿院 
28－６－50    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  柏島村ちやう前神町万吉へ嫁す 柏島福  虫損 
                                                            寿院 
28－６－51－①  宗門請状之事                         寛政９．２．      一紙  １通  安養院→備中窪屋郡庄屋孫太夫・年寄中  帯封有り 28－６－51－① 
                                                                                ～28－６－51－③一括 
                                                                                虫損有り 
28－６－51－②  送手形之事                          寛政９．２．      一紙  １通  備中国浅口郡黒崎村庄屋八左衛門・年寄  虫損有り 
                                                            孫兵衛→備中国窪屋郡倉敷庄屋孫太夫・ 
                                                            年寄中 
28－６－51－③  差出申一札之事                        寛政９．２．      一紙  １通  願人 東町魚辰市太夫・親類久五郎・五  虫損有り 
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                                                            人組□三次郎 他３名→年寄□三次□ 
28－６－52    宗門送手形之事                        寛政９．２．      一紙  １通  心鏡寺→孫太夫・年寄中  
28－６－53    差出し上札之事                        寛政９．２．      一紙  １通  嘉十郎（35歳）・玉島阿賀崎村三蔵養子  帯封有り「引越一札 願人 
                                                            に差出す 願人新川七右衛門他５名→年  新川七右衛門」 虫損 
                                                            寄月番三左衛門 
28－６－54－①  宗門請状之事                         寛政９．６．      一紙  １通  都宇郡箕島村呑海寺→備中窪屋      28－６－54－①～28－６－ 
                                                                                54－③一括 帯封有り  
                                                                                虫損 
28－６－54－②  差出申一札之事                        寛政９．６．      一紙  １通  願人弓場嘉吉他→年寄月番三左衛門    虫損甚し 解読不可部分有 
28－６－54－③  送手形之事                          寛政９．６．      一紙  １通  備中国都宇郡箕島村庄屋清左衛門→備中  虫損 
                                                            窪屋郡倉敷庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－55－①  宗門請状事                          寛政９．６．      一紙  １通  浅口郡連島西之浦成就院正福寺→備中窪  帯封有り 28－６－55－① 
                                                            屋郡倉敷庄屋孫太夫・年寄中       ～28－６－55－③一括 
                                                                                虫損 
28－６－55－②  差出申一札之事                        寛政９．６．      一紙  １通                      虫損甚し 解読不可部分有 
28－６－55－③  送り手形[        ]                        寛政９．６．      一紙  １通                      虫損甚し 解読不可部分有 
28－６－56    送[      ]之事                         寛政９．９．      一紙  １通  「佐伝作他１名→孫太夫・年寄中」    虫損甚し 
28－６－57    送り手形之事                         寛政９．９．      一紙  １通  [    ]→孫太夫             虫損のため判読不能 
28－６－58    宗門送手形之事                        寛政９．９．      一紙  １通  玉島村上成はや 浜田町熊五郎へ嫁す   虫損 
                                                            上舟尾村 宝満寺 
28－６－59－①  宗門請状之事                         寛政９．９．      一紙  １通  備中窪屋郡羽島村心鏡寺→備中窪屋郡倉  28－６－59－①～28－６－ 
                                                            鋪庄屋孫太夫・年寄中          59－③帯封で一括 虫損 
28－６－59－②  送手形之事                          寛政９．９．      一紙  １通  備中国窪屋郡羽島村作右衛門・年寄武兵  虫損 
                                                            衛→備中窪屋郡倉敷庄屋孫太夫・同年寄 
                                                            年寄中 
28－６－59－③  差出申一札之事                        寛政９．９．      一紙  １通  願人井上町林吉・親類同所善□他→年寄  虫損 
                                                            月番三左衛門 
28－６－60    宗門送手形之事                        寛政９．11．      一紙  １通  長尾村きし向市場栄蔵へ嫁す 上船尾宝  虫損 
                                                            満寺 
28－６－61－①  差上申一札之事                        寛政９．12．      一紙  １通                      28－６－61－①～28－６－ 
                                                                                61－③一括 帯封有り 虫 
                                                                                損甚し 解読不可 
28－６－61－②  送り手形之事                         寛政９．12．      一紙  １通  備中国窪屋郡浜村年寄九郎右衛門→同国 
                                                            同郡倉敷庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－61－③  宗門請状之事                         寛政９．12．      一紙  １通  備中国窪屋郡浜村教西寺→同国同郡倉敷 
                                                            庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－62    宗門送手形之事                        寛政９．□．      一紙  １通  浅口郡須恵村まさ 其地和吉に嫁す 大 
                                                            谷村寂光院 
28－６－63    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  願人佐兵衛 小田郡笠岡庄屋義左衛門→  帯封有り 虫損甚し 
                                                            窪屋郡倉敷庄屋孫太夫殿・同所年寄中池 
                                                            田屋吉右衛門娘ひさが佐兵衛の妻となる 
                                                            件について 
28－６－64－①  送手形之事                          寛政10．正．      一紙  １通  備中国都宇郡黒崎村名主藤兵衛→備中窪  28－６－64－①～28－６－ 
                                                            屋郡倉敷庄屋孫太夫・年寄年寄中     64－②一括 帯封有り 

 虫損 
28－６－64－②  宗門請状之事                         寛政10．正．      一紙  １通  備中国窪屋郡帯江村駕龍寺→備中国窪屋  虫損 
                                                            郡倉敷庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－65    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  妹尾村みわ其地伊兵衛に嫁す 盛隆寺   虫損 
28－６－66    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  大島村りす倉敷村へ嫁す 生坂村東雲院 
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28－６－67    宗門請状之事                         寛政10．正．      一紙  １通  備中国窪屋郡西郡村の地頭片山源左衛門 
                                                            忰梅蔵 板屋定八の養子に行く 宝林寺 
                                                            印 
28－６－68    送り手形之事                         寛政10．正．      一紙  １通  備中窪屋郡羽島村善太郎家内五兵衛を浜  帯封有り 虫損 
                                                            田町浅原屋利八へ遣した 窪屋郡羽島村 
                                                            庄屋作右衛門・同年寄伊兵衛→窪屋郡倉 
                                                            敷庄屋孫太夫・同年寄中 
28－６－69    宗門送り手形之事                       寛政10．正．      一紙  １通  玉島村はつ東町助十郎へ嫁す 円乗院 
28－６－70    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  児島藤戸村孫次郎従弟かや（28歳）前神  帯封有り「送手形願人前神 
                                                            町忠兵衛忰忠八の妻になる 児島郡藤戸  忠兵衛」 虫損 
                                                            村藤戸寺→窪屋郡倉鋪庄屋孫太夫・年寄 
                                                            中 
28－６－71    送手形之事                          寛政10．正．      一紙  １通  小田郡吉田村紋十郎甥幸蔵（11才） 新  帯有り「送手形 願人 新 

                                                             川町かね聟に転入 小田郡吉田村庄屋武  川かね」 
                                                            右衛門・同年寄九右衛門→窪屋郡倉敷村 
                                                            庄屋孫太夫・同年寄中 
28－６－72    送手形之事                          寛政10．正．      一紙  １通  備中国窪屋郡西郡村地頭片山源左衛門忰 
                                                            梅蔵 同地板屋定八への養子縁組の事 
                                                            地頭片山名主半十郎・同村五人組頭伴蔵 
                                                            →備中国窪屋郡倉敷庄屋孫太夫・年寄中 
28－６－73    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  浅口郡玉島村の上成伴蔵の姉きのが戎町  帯封有り 虫損 
                                                            五兵衛家内留八の妻となる件につき 宝 
                                                            満寺印 
28－６－74    宗門送リ手形之事                       寛政10．正．      一紙  １通  備中浅口郡玉島村の上成猪右衛門の娘ひ  帯封有り 虫損 
                                                            さが前神町仙三郎の妻となる件につき 
                                                            宝満寺印 
28－６－75    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  備前国児島郡粒江村善八娘はつ其地前称  虫損 
                                                            町長八忰忠四郎へ嫁ぐ 備前国児島郡粒 
                                                            江村西明院 
28－６－76    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  浅口郡乙島村久兵衛娘せき（８才）→戎  帯封有り 虫損 
                                                            町市十郎・同郡同村[      ]乗院→窪屋郡 
                                                            倉敷孫太[      ]殿・年寄中 （奥書）乙 
                                                            島村庄屋代 年寄孫太夫 
28－６－77    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  浅口郡帯江村駕龍寺→孫太夫 備中窪屋  帯封有り 
                                                            郡有城村与市娘志ま 
28－６－78    送手形之事                          寛政10．正．      一紙  １通  次郎他１名→孫太夫・年寄中       虫損 
28－６－79    宗門送り手形之事                       寛政10．正．      一紙  １通  宝満寺→孫太夫・年寄中         帯封有り 虫損 
28－６－80    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  十輪院→孫太夫・年寄中         帯封付き 虫損 
28－６－81    宗門送り手形之事                       寛政10．正．      一紙  １通  福寿院→孫太夫             帯封付き 虫損 
28－６－82    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  備中窪屋郡羽島村善太郎家内五兵衛を浜  帯封有り 
                                                            田町浅原屋利八へ遣した 駕龍寺印 
28－６－83    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  備中浅口郡西阿知村極楽寺→備中窪屋郡  帯封有り 虫損甚し 
                                                            倉敷村庄や孫太夫殿 浅口郡西阿知町尾 
                                                            蔵姉きく井上町孫次郎の妻と成る件につ 
                                                            き 
28－６－84    宗門送手形之事                        寛政10．正．      一紙  １通  備後国安那郡川北村喜八娘ふでが前紙町  帯封有り 虫損有り 
                                                            常□の妻になる 阿那郡平賀村清楽寺印 
28－６－85－①  送り手形之事                         寛政10．正．      一紙  １通  備中窪屋郡四十瀬村名主平次郎→備中窪  28－６－85－①～28－６－ 
                                                            屋郡倉鋪庄屋孫太夫・同年寄中      85－②一括 帯封有り 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 198 

                                                                                虫損 
28－６－85－②  宗門請状之事                         寛政10．正．      一紙  １通  備中窪屋郡四十瀬村善福寺→備中倉敷庄 
                                                            屋孫太夫・同年寄中 
28－６－86    宗門送り手形之事                       寛政10．正．18     一紙  １通  児島郡天城村遍照院→備中窪屋郡倉敷庄  帯封有り 虫損 
                                                            屋孫太夫殿 児島郡天城村町分三太夫娘 
                                                            いわが向市場長兵衛の妻となる件につき 
28－６－87－①  送手形之事                          寛政10．６．19     一紙  １通  同伝三郎・年寄□太夫他→備中窪屋郡倉  帯封有り 28－６－87－① 
                                                            敷村庄□（屋カ）孫太夫・年寄中     ～28－６－87－②一括 
                                                                                虫損 
28－６－87－②  宗門請状之事                         寛政10．６．19     一紙  １通  当国賀陽郡長良村神護寺→備中窪屋郡倉 
                                                            敷村庄屋孫太夫・同年寄中 
28－６－88－①  送り手形之事                         寛政10．６．      一紙  １通  浅口郡片島村庄□（屋カ）半右衛門→倉  帯封有り 28－６－88－① 
                                                            敷村庄屋孫太夫・年寄中         ～28－６－88－②一括 
                                                                                虫損 
 
28－６－88－②  宗門請状之事                         寛政10．６．      一紙  １通  浅口郡片島村法厳寺→窪屋郡倉敷孫太夫 
                                                            ・年寄中 
28－６－89    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 寛政10．６．      一紙  ２通  送手形 浅原村名主勘治郎、請状 浅原  帯封有り 一括 虫損 
                                                            村安養寺 浅原村三十郎倉敷東町へ転居 
28－６－90    宗門送手形之事                        寛政10．        一紙  １通  連島矢上山慈理院→窪屋郡倉敷村孫太夫  虫損 
                                                            ・年寄中 
28－６－91    宗門放手形之事                        寛政10．        一紙  １通  備中国窪屋郡倉敷村明本院→備中国窪屋  虫損 
                                                            郡倉敷村孫太夫・年寄中 
28－６－92    宗門送り手形之事                       寛政11．正．      一紙  １通  黒石村ふさ東町岩平に嫁す 浦田村蓮華  帯封有り 虫損 
                                                            院 
28－６－93    宗門送り手形之事                       寛政11．正．      一紙  １通  黒石村すへ前神町作次郎へ嫁す 浦田村  虫損 
                                                            蓮花院 
28－６－94    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 寛政11．正．      一紙  ２通  送手形 柏島村庄屋 武左衛門、請状   帯封有り 一括 
                                                            柏島村福寿院 柏島村平十郎東町米屋五  虫損 
                                                            兵衛へ養子 
28－６－95    宗門送り手形之事                       寛政11．正．      一紙  １通  窪屋郡酒津村真如院→備中窪屋郡倉敷村  虫損 
                                                            庄屋孫太夫殿・年寄中 備中窪屋郡酒津 
                                                            村伝三郎妹ぬひ娘やす前神町□兵衛の妻 
                                                            并養娘となる件につき 
28－６－96    宗門送手形之事                        寛政11．正．      一紙  １通  備中国浅口郡黒崎村明立寺 浅口郡玉島  帯封有り 虫損甚し 
                                                            村徳三郎後家たい娘むめが向市場和助の 
                                                            妻になる 
28－６－97    宗門送手形之事                        寛政11．正．      一紙  １通  浜村はな山ノ後幾三郎に嫁す 浜村教西  虫損 
                                                            寺 
28－６－98    送り手形之事                         寛政11．正．      一紙  １通  膳兵衛→孫太夫・年寄中         虫損 
28－６－99    宗門送り手形之事                       寛政11．正．      一紙  １通  行願院→孫太夫・年寄中         帯封有り 虫損 
28－６－100    〔送り状之事・宗門請状之事〕                 寛政11．正．      一紙  ２通  「源次兵衛他１名→孫太夫・年寄中」   帯封有り 一括 虫損 
                                                            １通は「宗門請状之事」 
28－６－101    〔宗門送り手形之事・送手形之事〕               寛政11．正．      一紙  ２通  備中国窪屋郡帯江駕龍寺→備中国窪屋郡  帯封有り 一括 虫損 
                                                            倉敷庄屋孫太夫・年寄中 （奥書）小田 
                                                            郡加須山村庄屋実介・年寄永蔵 
28－６－102    宗門送手形之事                        寛政11．正．      一紙  １通  清瀧寺→孫太夫・年寄中         帯封有り 
28－６－103    宗門送り手形之事                       寛政11．２．      一紙  １通  本覚寺→孫太夫・年寄中         帯封付き 
28－６－104    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                寛政12．２．      一紙  ２通  備中国浅口郡須恵村文七の忰善六が浜田  帯封有り 一括 



倉敷市所蔵井上家文書（旧備中国窪屋郡倉敷村） 

 199 

                                                            町医師寿軒家へいく件に付 寂光院印 
28－６－105    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 寛政12．２．      一紙  ２通  備中国窪屋郡加須山村庄屋定介・年寄永  帯封有り 一括 
                                                            蔵→備中窪屋郡倉敷年寄月番三左衛門殿 
                                                            備中国窪屋郡加須山村松三郎悴才次郎が 
                                                            宝来屋忠右衛門養子となる件につき 
28－６－106    宗門送手形之事                        寛政12．２．      一紙  １通  備前国大乗山妙林寺→備中窪屋郡倉敷年  帯封有り 虫損 
                                                            寄三左衛門殿 備前国御野郡上中野村藤 
                                                            九郎娘ふみが夘介忰政之介の妻となる件 
                                                            につき 
28－６－107    宗門請状之事                         寛政12．２．      一紙  １通  備中浅口郡玉島村仁十郎の弟虎之助を東  帯封有り 虫損 
                                                            町の唐戸五兵衛の養子となる 円乗院印 
28－６－108    送り手形之事                         寛政12．２．      一紙  １通  備中国浅口郡玉島村仁十郎の弟虎之助が  帯封有り 
                                                            東町唐子五兵衛の養子へ遣す 
28－６－109    宗門送手形之事                        寛政12．２．      一紙  １通  東町市太夫忰市太郎妻に児島郡宗津村伝  帯封有り「送手形 願人市 
                                                            吉妹よし（26才）がなる 植松村南々 坊  太夫」 
                                                            →窪屋郡倉敷月番三左衛門 （奥書署名 
                                                            ）宗津村名主恵七郎 
28－６－110    宗門請状之事                         寛政12．２．      一紙  １通  宮内村信左衛門養子伴蔵離縁 宮内村十  虫損 
                                                            輪院 
28－６－111    宗門送り手形之事                       寛政12．２．      一紙  １通  福寿院→三左衛門            帯封付き 虫損 
28－６－112    宗門請状之事                         寛政12．２．      一紙  １通  天祥寺→年寄六左衛門          虫損 
28－６－113    送り手形之事                         寛政12．２．      一紙  １通  善右衛門→三左衛門           帯封付き 
28－６－114    送り手形之事                         寛政12．２．      一紙  １通  窪屋郡大内村庄屋鳥越定介→倉敷村年寄  帯封有り 宗門請状１通有 
                                                            三左衛門                り 虫損 
28－６－115    宗門送手形之事                        寛政12．２．      一紙  １通  児島郡福田村般若寺→備中荘屋郡倉敷年  虫損 
                                                            寄月番三郎右衛門 
28－６－116    宗門送手形之事                        寛政12．２．      一紙  １通  「光明寺→三左衛門」          帯封有り 虫損 
28－６－117    宗門送手形之事                        寛政12．２．      一紙  １通  宝嶋寺→倉敷村年寄月番 三左衛門 連  帯封有り 虫損 
                                                            島村又市娘いせにかんして 
28－６－118    宗門送り手形之事                       寛政12．２．      一紙  １通  備中都宇郡馳村弥次郎嫁みつ 同国同郡  虫損 
                                                            鳥羽村□憧院 
28－６－119    宗門放手形事                         寛政12．２．      一紙  １通  窪屋郡□□（虫損）村和右衛門従弟まさ  虫損 
                                                            ・同郡同村真如院 
28－６－120    宗門送手形之事                        寛政12．２．      一紙  １通  備中窪屋郡笹沖村弥七又従弟そのが同地  帯封有り 虫損有り 
                                                            浜田町弥吉忰吉次郎の妻となる件につい 
                                                            て 青蓮院印 
28－６－121    送り手形之事                         寛政12．２．      一紙  １通  宮内村伴蔵養子離縁 宮内村納役藤井佐  虫損 
                                                            次郎 
28－６－122    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                寛政12．５．      一紙  ２通  請状 大内田村千平寺、送り手形 大内  帯封有り 一括 虫損 
                                                            田村庄屋竹右衛門 大内田村平蔵相生町 
                                                            に転居 
28－６－123    差出申一札之事                        寛政12．８．      一紙  １通  日吉庄村与八一家四人 与八の出職の件 
                                                            につき 引受人今野屋三太夫・家主川助 
                                                            屋孫兵衛→年寄月番義之助 
28－６－124    宗門請状之事                         寛政12．８．      一紙  １通  与八の一家４人が備中国窪屋郡日吉村へ 
                                                            転居してくる 地蔵院印 
28－６－125    送り手形之事                         寛政12．11．      一紙  ２通  浅口郡玉島村之内上成市之助忰市之丞（  帯封有り 一括 
                                                            23才）→其地向市場友蔵家内       宗門請状あり 虫損 
                                                            上船屋村宝満寺・浅口郡玉島村之内上成   
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                                                            庄屋牧[      ]右衛門・同村肝煎→窪屋郡 
                                                            倉敷年寄月番三左衛門殿 
28－６－126    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                寛政12．11．      一紙  ２通  上庄村又吉忰藤十郎・浜田町喜兵衛へ嫁  帯封有り 一括 虫損 
                                                            す 送り手形之事 上庄村庄屋正吉、宗 
                                                            門請状之事 上庄村西方院 
28－６－127    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                寛政12．11．      一紙  ２通  請状 浅原村安養寺、送り手形 浅原村  帯封有り 一括 虫損 
                                                            名主勘次郎 浅原村勇治東町紋蔵へ養子 
28－６－128    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                寛政12．11．      一紙  ２通  上船尾村権四郎いとこかつ前神町和助へ  帯封有り 一括 虫損 
                                                            嫁す 請状 上船穂村宝満寺、送り手形 
                                                            上船穂村庄屋小野蕃之丞 
28－６－129    宗門送手形之事                        寛政12．11．      一紙  １通  西之浦与八娘ふく東町之内弓場与吉へ嫁  虫損 
                                                            す 連島宝島寺 
28－６－130    〔送り手形之事・宗門請手形〕                 寛政12．        一紙  ２通  送り手形 鳥羽村庄屋三郎兵衛、宗門   帯封有り 一括 虫損 
                                                            [   ] 鳥羽村佐兵衛家族共向市場へ転 
                                                            入 
28－６－131 －① 〔加須山村きみ・つや・つま３名の宗門送手形之事〕       寛政13．２．10     一紙  １通  加須山村[     ]定介→倉敷年寄三左衛門  虫損有り 28－６－131 － 
                                                                                ①～28－６－131 －④一括 
28－６－131 －② 宗門送手形之事                        寛政13．２．      一紙  １通  備中窪屋郡帯江駕龍寺→倉敷庄屋七太夫  包紙有り 28－６－131 － 
                                                            同郡加須山村重蔵妹きみが舟倉吉兵衛忰  ①～28－６－131 －④一括 
                                                            茂作の妻になる             虫損 
28－６－131 －③ 宗門送手形之事                        寛政13．２．      一紙  １通  備中窪屋郡帯江駕龍寺印→倉敷庄屋七太  包紙有り 28－６－131 － 
                                                            夫 同郡加須山村孫六娘つやが新田茂兵  ①～28－６－131 －④一括 
                                                            衛忰留五郎の妻になる          虫損 
28－６－131 －④ 宗門送り手形之事                       寛政13．２．10     一紙  １通  加須山[      ]定介→倉敷年寄三左衛門   28－６－131 －①～28－６ 
                                                                                －131 －④一括 虫損 
28－６－132    宗門送手形之事                        寛政14．２．      一紙  １通  備中国窪屋郡水江村多聞寺・同郡白楽市  帯封有り 虫損 
                                                            村青蓮院→備中国窪屋郡倉敷年寄月番三 
                                                            左衛門殿 備中国窪屋郡水江村隠墓元蔵 
                                                            従弟仁六姉まつが其地山ノ後隠墓甚蔵忰 
                                                            徳兵衛の女房となる件について 
28－６－133    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                享和３．12．      一紙  ２通  請状 円福寺中島村実際寺、送り手形   帯封有り 一括 虫損 
                                                            沖村手形覚兵衛 沖村為蔵東町沢屋へ養 
                                                            子 
28－６－134    宗門請状之事                         文化元．３．      一紙  １通  下道郡尾崎村貞倉敷紋次郎へ嫁す 尾崎  虫損 
                                                            村蓮華寺 
28－６－135    宗門送手形之事                        文化元．12．      一紙  １通  備中国賀陽郡完粟村正満寺印 下道郡上  破損有り 虫損 
                                                            泰村清七娘ちかが同村長浜屋平次郎忰要 
                                                            蔵の妻になる 
28－６－136    送り手形之事                         文化２．９．      一紙  １通  倉敷戎町りす聟として利生村作太郎入婿  虫損 
                                                            利生村名主治吉 
28－６－137    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 文化３．正．      一紙  ２通  送手形 [     ]、請状 日羽村普門寺   帯封有り 虫損 
                                                            美袋村源内広畑佐八へ嫁す 
28－６－138    宗門請状之事                         文化３．３．      一紙  １通  大崎村かの東町児島屋常太郎妻に嫁す   虫損 
                                                            八浜村蓮華院 
28－６－139    宗門請取之事                         文化３．４．      一紙  １通  備中国荘屋倉敷多聞院→備中国荘屋倉敷  虫損 
                                                            庄屋七太夫年寄中 
28－６－140    〔宗門送状之事・宗門請状之事〕                文化３．４．      一紙  ２通  浅口郡黒崎村安養院 黒崎村佐之介一家  帯封有り 一括 虫損 
                                                            倉敷御崎へ転居 
28－６－141    宗門返手形之事                        文化３．４．      一紙  １通  山地村休次郎娘阿知町正太郎へ嫁す 西  虫損 
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                                                            郡村受法寺 
28－６－142    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                文化３．４．      一紙  ２通  送り手形 下津井村名主義四郎、請状   帯封有り 一括 虫損 
                                                            下津井村円福寺 下津井村伊勢松 
28－６－143    送手形之事                          文化３．７．      一紙  １通  作州英田郡小井原庄屋幸七・年寄八三郎  帯封付き 虫損 
                                                            →備中窪屋郡倉鋪七太夫・年寄中 
28－６－144    〔宗門請状之事・送手形之事〕                 文化３．８．      一紙  ２通  請状 小田郡園井村正福院、送手形 小  帯封有り 一括 虫損 
                                                            田郡今立村庄屋忠右衛門 今立村千蔵前 
                                                            神町宇助へ養子 
28－６－145    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                文化３．８．      一紙  ２通  備中浅口郡長尾村の与次兵衛の忰与吉が  帯封有り 虫損甚し 
                                                            東町の長四郎の養子となる 備中浅口郡 
                                                            長尾村庄屋小野源次兵衛→備中高屋郡庄 
                                                            屋七太夫・年寄中 宝満寺印 
28－６－146    宗門送手形之事                        文化３．８．      一紙  １通  備中窪屋郡帯江駕龍寺印 都宇郡沖新田  破損甚し 
                                                            村平四郎娘まんが山ノ後伝次郎忰和太□ 
                                                            の妻になる 
28－６－147    〔宗門送り手形之事・送手形之事〕               文化３．８．      一紙  ２通  児島郡黒石万七新田権八養子 同郡浦田  帯封有り 一括 虫損 
                                                            村蓮華院 
28－６－148    宗門送手形之事                        文化４．７．      一紙  １通  岡山常盤町市場屋次郎右衛門と離縁した  帯封有り 虫損 
                                                            とみが石見屋百次郎の家へ帰る件につい 
                                                            て 帰命院印 
28－６－149    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                文化４．７．      一紙  ２通  備中六条院西村名主弥八郎→七太夫 備  帯封有り 一括 虫損 
                                                            中六条院西村孫十郎忰三十郎について 
28－６－150    宗門送手形之事                        文化４．        一紙  １通  都宇郡中島村楽音寺→倉敷村庄屋七太夫 
                                                            都宇郡中島村宇平次妹ふさについて 
28－６－151    都宇郡撫川校川町杢次郎姉いち忰亀吉妻に引請願済        文化５．３．      一紙  １通  願人稲荷町半十郎            封紙有り 
28－６－152    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 文化５．３．      一紙  ２通  備中国窪屋郡水江村治右衛門娘婦々 孫由  封紙有り 一括 
                                                            松 水江村左忠太・水江村多聞寺 
28－６－153    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 文化７．４．      一紙  ２通  「後吉→七太夫・年寄中」１通は「宗門  帯封有り 一括 虫損 
                                                            請状之事」 
28－６－154    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                文化７．４．      一紙  ２通  柏島村嘉助倉敷へ入婿 柏島村庄屋武左  一括 虫損 
                                                            衛門、請状 柏島村福寿院 
28－６－155    宗門送手形之事                        文化７．４．      一紙  １通  下船尾村こま阿知町半五郎へ嫁す 船尾  虫損 
                                                            村宝満寺 
28－６－156    宗門請状之事                         文化７．４．      一紙  １通  阿知町納屋恵左衛門[      ] 板倉右近殿  帯封有り 虫損 
                                                            御領より板倉村兵右衛門[      ]みよ（40 
                                                            才） 備中加陽郡宮内村普賢院・御宝御 
                                                            用ニ付京都上京同所代判東林院→備中窪 
                                                            屋郡倉敷庄屋七太夫殿・年寄中 （奥書 
                                                            ）備中国賀陽郡板倉村庄屋東方平八郎 
28－６－157    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                文化７．９．      一紙  ２通  備中浅口郡連島西浦庄屋和太郎・年寄月  帯封有り 一括 虫損 
                                                            番東平→備中窪屋郡倉敷庄屋七太夫殿・ 
                                                            年寄中、備中浅口郡連島西浦正福寺→備 
                                                            中窪屋郡倉敷庄屋七太夫殿・年寄中 
28－６－158    宗門送手形之事                        文化７．９．      一紙  １通  林村りつ倉敷新田役次郎に嫁す 林村真  虫損 
                                                            浄院 
28－６－159    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                文化７．９．      一紙  ２通  請状 羽島村浄光院、送り手形 福島村  帯封有り 一括 
                                                            名主国次郎 窪屋郡福島村三太郎前神町 
                                                            安吉へ養子 
28－６－160    宗門送り手形之事                       文化８．２．      一紙  １通  備中浅口郡上船尾村高徳寺→備中窪屋郡  帯封有り 虫損 
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                                                            倉敷庄屋七太夫殿 備中浅口郡水江村六 
                                                            兵衛妹りん其地万次郎忰伊七の妻となる 
                                                            件につき 
28－６－161    宗門送手形之事                        文化８．２．      一紙  １通  法泉寺印→窪屋郡倉敷村庄屋七太夫・年  帯封有り 虫損有り 
                                                            寄中 都宇郡新庄上村□兵衛妻やへ多喜 
                                                            女子壱人離縁の件につき 
28－６－162    宗門送手形之事                        文化８．２．      一紙  １通  備前国上道郡藤井村久太郎娘しゅん三十  帯封有り 虫損 
                                                            四歳御礼 備前国上道郡鉄村地蔵院 
28－６－163    宗門送手形之事                        文化８．２．      一紙  １通  羽島村金弾妙忍寺 五日市村いさ船倉庄  虫損 
                                                            吉へ嫁す 
28－６－164    宗門送手形之事                        文化８．２．      一紙  １通  連島西之浦おつる新川町へ嫁す 西之浦  虫損 
                                                            正福寺 
28－６－165    宗門送手形之事                        文化８．        一紙  １通  備中窪屋郡四十瀬村房五郎妹いきについ  虫損甚し 帯封有り 
                                                            て 備中窪屋郡□（善カ）福寺→倉敷村 
                                                            七太夫 
28－６－166    宗門請状之事                         文化13．11．      一紙  １通  備中浅口郡鴨方村浄光寺→備中窪屋郡倉  中央部のりづけがはがれて 
                                                            敷庄屋七太夫・年寄中 （奥書）浅口郡  いる 
                                                            深田村名主代候小八郎 
28－６－167    送り手形之事                         文化13．11．      一紙  １通  浅口郡深田村初次郎 稲荷町柿屋周介娘 
                                                            しう聟養子 深田村名主小八郎 
28－６－168    宗門放手形之事                        文政元．８．      一紙  １通  備中浅口郡源田村十介の忰為之丞を前神  帯封有り 28－６－169 と 
                                                            町多吉の養子に遣す 明王院印      一束 虫損 
28－６－169    送り手形之事                         文政元．８．      一紙  １通  浅口郡源田村十介の忰為之丞を前神町多  帯封有り 28－６－168 と 
                                                            吉の養子に遣す 浅口郡源田村名主池口  一束 虫損 
                                                            （小）八郎・同五人組頭□佐右衛門から 
                                                            備中窪屋郡倉敷庄屋七太夫・年寄中へ 
28－６－170    宗門送手形之事                        文政元．９．      一紙  １通  備中国下道郡新村徳丈妹みつが同地□□  帯封有り 虫損有り 
                                                            吉和屋嘉藤太妻へ養子縁組の事 宝満寺 
                                                            印 
28－６－171    請取状                            文政元．９．      一紙  １通  備後尾道妙宣寺印→倉敷本栄寺 尾道有  帯封有り 虫損 
                                                            城屋善右衛門伯母くらの宗旨について 
28－６－172    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                文政２．３．      一紙  ２通  宗門請状と同封 小田郡小平井村庄屋孫  帯封有り 虫損甚し 一括 
                                                            七→七太夫 小田郡小平井村忠平につい 
                                                            て 
28－６－173    〔送り手形之事・宗門請状之事〕                文政５．11．      一紙  ２通  「木屋松三郎他１名→七太夫・年寄中」  帯封有り 一括 虫損 
                                                            １通は「宗門請状之事」 
28－６－174    〔宗門送手形之事・宗門請状之事〕               文政５．12．      一紙  ２通  備中国窪屋郡国東市村真蓬院→七太夫   帯封有り 一括 虫損 
                                                            備中国窪屋郡笹沖村藤兵衛兄忠介につい 
                                                            て 
28－６－175    宗門送手形之事                        文政５．        一紙  １通  鳥羽村仙松娘[      ]新川町新介へ嫁す   虫損 
                                                            鳥羽村宝幢寺 
28－６－176    宗門送手形之事                        文政６．正．      一紙  １通  備前国御野郡津倉妙林寺→松平上総介様 
                                                            家中佐上吉之介妻きぬ離縁に伴い 
28－６－177    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                文政６．２．      一紙  ２通  八田部村茂助倉敷へ入婿 八田部村宝満  帯封有り 一括 虫損 
                                                            寺 
28－６－178    宗門送手形之事                        文政６．３．      一紙  １通  備中浅口郡倉敷教善寺→七太夫 備中浅  帯封有り 虫損 
                                                            口郡亀島新田平四郎娘やくについて 
28－６－179    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                文政６．３．      一紙  ２通  日羽村栄蔵一家阿知町転入 日羽村庄屋  帯封有り 虫損 
                                                            入江善四郎・日羽村普門寺 
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28－６－180    宗門放手形之事                        文政６．３．      一紙  １通  玉島村きく前神町へ嫁す 柏島村福寿院  虫損 
28－６－181    宗門送手形                          文政６．３．      一紙  １通  爪崎村はや新川町へ嫁す 上船尾村宝満  虫損 
                                                            寺 
28－６－182    〔送手形之事・宗門放手形之事〕                文政６．６．晦日    一紙  ２通  「加藤太他１名→七太夫・年寄中」１通  帯封有り 一括 虫損 
                                                            は「宗門放手形之事」 
28－６－183    〔送り手形之事・宗門受状之事〕                文政７．４．      一紙  ２通  送り手形 窪屋郡清水村庄屋清水要兵衛  帯封有り 一括 虫損 
                                                            、受状 上林村金龍寺 下林村熊八向市 
                                                            場塩崎屋へ嫁す 
28－６－184    宗門送手形之事                        文政７．８．19     一紙  １通  西阿知村ひさ（28歳）倉敷村舟倉音八に  帯封有り「送手形願人舟倉 
                                                            転居、浅口郡西阿知村普門院→窪屋郡倉  音八」 
                                                            敷村庄屋七太夫・年寄中 （奥書署名） 
                                                            西阿知村名主要右衛門 
28－６－185    宗門送手形之事                        文政８．３．      一紙  １通  下津井村きく川西町善次郎に嫁す 児島  虫損 
                                                            郡吹上村観音寺 
28－６－186    宗門送り手形之事                       文政８．３．      一紙  １通  浅口郡三条院西村円珠院→孫太夫 浅口  帯封有り 虫損 
                                                            郡三条院西村岩松娘はたについて 
28－６－187    宗門送手形之事                        文政８．４．      一紙  １通  岡山中之町うた東町源介へ嫁す 岡山中  虫損 
                                                            島町源照寺 
28－６－188    〔宗門請状之事・送手形之事〕                 文政８．11．      一紙  ２通  窪屋郡地頭片山十七蔵新川町藤吉養子   帯封有り 一括 虫損 
                                                            古地村宝林寺 
28－６－189    宗門送り手形之事                       文政９．正．      一紙  １通  浅口郡五条院中村明三院→窪屋郡倉敷村  虫損 
                                                            七太夫 
28－６－190    宗門送手形之事                        文政９．正．      一紙  １通  備中窪屋郡倉敷東町千蔵の妻に備前国児  帯封有り 虫損有り 
                                                            島郡林村役之助娘りんがなる 同国同郡 
                                                            林村真浄院印・広江村持命院印 
28－６－191    〔送手形之事・宗門請状之事・差出申一札之事〕         文政９．２．      一紙  ３通  浅口郡須恵村冨八郎戎町へ養子 須恵村  帯封有り 一括 虫損 
                                                            庄や久右衛門他不明 
28－６－192    送手形之事                          文政９．２．      一紙  １通  倉敷村辰蔵亀島新田へ養子離縁 亀島新  虫損 
                                                            田取立役年寄勝蔵 
28－６－193    送手形之事                          文政９．４．      一紙  １通  窪屋郡渋江村名主陽介          虫損大 
28－６－194    〔宗門請状之事・送り手形之事〕                文政９．４．      一紙  ２通  備後国深津郡坪生村市兵衛新川町梅助へ  帯封有り 一括 虫損 
                                                            嫁す 坪生村覚円寺、送り手形 坪生村  虫損 
                                                            庄屋宮治郎 
28－６－195    宗門送手形之事                        文政９．４．      一紙  １通  玉島村之内上成なつ東町岩太郎へ嫁す   虫損 
                                                            上船尾村宝満寺 
28－６－196    宗門請状之事                         文政９．４．      一紙  １通  備中窪屋郡四十瀬村・同郡渋江村徳三郎  虫損有り 
                                                            児柾平が本町武右衛門の家へ奉公に行く 
                                                            こと 
28－６－197    宗門送手形之御事                       文政９．４．      一紙  １通  「高蔵寺→七太夫・年寄中」       帯封有り 虫損 
28－６－198    〔送手形之事・宗門送り手形之事〕               文政９．４．      一紙  ２通  浜村桑市倉敷へ入婿 観竜寺       帯封有り 一括 虫損 
28－６－199    送手形之事                          文政９．４．      一紙  １通  鳥羽村伊三郎新川町へ養子 鳥羽村庄屋  虫損 
                                                            三郎兵衛 
28－６－200    宗門請状之事                         文政９．４．      一紙  １通  鳥羽村伊三郎新川町へ養子 教善寺    虫損 
28－６－201    宗門送手形之事                        文政９．５．      一紙  １通  連島矢柄村なを相生町へ嫁す 矢柄慈眼  虫損 
                                                            院 
28－６－202    宗門放手形之事                        文政９．６．      一紙  １通  「薬師院→七太夫・年寄衆中」      虫損 帯封有り 
28－６－203    宗門請状之事                         文政９．７．      一紙  １通  備中窪屋郡浅口村久七弟夘之介の同地東  帯封有り 虫損 
                                                            町とせへの養子縁組の事 善福寺印 
28－６－204    送手形之事                          文政９．７．      一紙  １通  備中窪屋郡浅口村久七弟夘之介の同地東  帯封有り 虫損 
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                                                            町とせへの養子縁組の事 窪屋郡浅口村 
                                                            名主廣七郎→備中倉敷庄屋□（七カ）太 
                                                            夫・年寄中 
28－６－205    宗門送手形之事                        文政９．10．      一紙  １通  水江村てふ船倉へ養女片島村妙任寺    帯封有り 虫損 
28－６－206    宗門送り手形之事                       文政９．11．      一紙  １通  倉敷新町安次郎一家浅口郡亀島新田へ養  虫損 
                                                            子入籍のところ離縁帰帳 倉敷教善寺 
                                                            亀島新田取立役勝蔵奥書 
28－６－207    宗門送り手形之事                       文政10．２．      一紙  １通  備中都宇郡早島村千光寺→七太夫 （奥  帯封有り 虫損 
                                                            書）都宇郡帯江前潟村庄屋浅右衛門 因 
                                                            五郎役介人りうについて 
28－６－208    宗門送り手形之事                       文政10．２．      一紙  １通  浅口郡玉島村清瀧寺→窪屋郡倉敷庄屋七  帯封有り 虫損 
                                                            太夫・年寄中 （奥書）浅口郡阿賀崎新 
                                                            田庄屋七十郎・年寄順平 
28－６－209    宗門送手形之事                        文政10．２．      一紙  １通  備中国浅口郡邑尾村市郎兵衛娘しめ断知  帯封有り 虫損 
                                                            町忠蔵の妻となる 宝満寺 
28－６－210    宗門送手形之事                        文政10．２．      一紙  １通  児島郡粒浦村久蔵娘（24才）其地若右衛  帯封有り 虫損 
                                                            門忰虎蔵妻二日市村駕龍寺→窪屋郡[ 
                                                              ]庄屋七太夫殿・年寄中 織田若右衛門 
28－６－211    宗門送手形之事                        文政10．11．      一紙  １通  備中浅口郡西阿知村金剛院印 同郡道越  破損有り 
                                                            村茂介後家とその子勝太郎・清三郎が離 
                                                            縁された 
28－６－212    宗門請状之事                         文政10．12．      一紙  １通  松山原西村岩吉抱浅吉 戎町足四郎養子  帯封有り 虫損 
                                                            ニ 松山城下巨福寺 
28－６－213    宗門送手形之事                        文政10．12．      一紙  １通  宮内村吉向市場柳助妻に 鳥羽村教忍寺  虫損 
28－６－214    宗門送手形之事                        文政11．正．      一紙  １通  窪屋郡田之上村又蔵娘梅同地向市場吉太  帯封有り 虫損有り 
                                                            郎妻に遣わされる件につき 青蓮院・普 
                                                            門院印 
28－６－215    宗門送り手形之事                       文政11．正．      一紙  １通  備中浅口郡都羅島正福寺→備中窪屋郡倉  虫損 
                                                            敷庄屋七太夫・年寄中 
28－６－216    宗門請状之事                         文政11．正．      一紙  １通  浅口郡乙島村清太郎（34歳菓子職）転出  帯封有り「宗門請状願人東 
                                                            浅口郡乙島村園乗院→窪屋郡倉敷村庄屋  あふら屋」 
                                                            七太夫・年寄中 （奥書）署名乙島村庄 
                                                            屋重左衛門 
28－６－217    宗門送手形之事                        文政11．正．      一紙  １通  宝満寺→七太夫             帯封付き 虫損 
28－６－218    〔送手形之事・宗門請状之事〕                 文政11．２．      一紙  ２通  青蓮院 願人せん            帯封有り 一括 虫損 
28－６－219    宗門送手形之事                        文政11．２．      一紙  １通  心鏡寺→七太夫・年寄中         帯封付き 虫損 
28－６－220    宗門送り手形之事                       文政11．２．      一紙  １通  「福寿院・海蔵寺→七太夫・年寄中」   帯封有り 虫損 
28－６－221    〔宗門請状之事・送手形之事〕                 文政11．２．      一紙  ２通  備前岡山岩田町升屋たけ養子聟[      ]・  帯封有り 一括 虫損 
                                                            同国薬師院寺中成就院、備前岡山岩田町 
                                                            名主魚屋儀三郎・射越屋庄吉 
28－６－222    宗門送り手形之事                       文政11．12．      一紙  １通  園乗院→七太夫             帯封付き 虫損 
28－６－223    宗門送之手形之事                       文政11．        一紙  １通  備中国窪屋郡白楽市村青蓮院・浅口郡西 
                                                            阿知村普門院→備中国窪屋郡倉敷庄屋七 
                                                            太夫殿・年寄中 
28－６－224    宗門送手形之事                        文政11．        一紙  １通   
28－６－225    宗門請状之事                         天保５．３．      一紙  １通  備中浅口郡小坂東村長福寺印 同郡同村  虫損甚し 帯封有り 
                                                            へ栄吉一家転居の事 
28－６－226    送手形之事                          天保５．３．      一紙  １通  備中浅口郡小坂東村石介印 同郡同村へ  虫損甚し 帯封有り 
                                                            栄吉一家転居の事 
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28－６－227    〔宗門放手形之事・宗門請状之事〕               天保７．10．29     一紙  ２通  矢掛大通寺 矢掛町藤次郎が倉敷へ養子  帯封有り 一括 虫損 
28－６－228    〔宗門手形之事〕                       年未詳．３．11     一紙  １通  新田十吉郎妻并に養子に当所洛右衛門娘  封紙有り 
                                                            婦々 孫由松を遣わす件につき 水江村庄 
                                                            屋左忠太→倉敷年寄月番三郎右衛門 
28－６－229    〔倉敷村年寄三左衛門宛岡山小原町名主草屋正之兵衛他１名書簡  年未詳．３．      一紙  １通  新田常八妹を新屋弥吉妻に呼取る件につ 
           〕                                                いて宗門請状差越願 
28－６－230    宗門送手形之事                        年未詳．12．      一紙  １通  備前大乗山妙林寺            虫損 
28－６－231    送手形                            年月日未詳       一紙  １通  願人徳三郎               帯封有り 虫損甚し 開封 
                                                                                せず 
28－６－232    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  １通  帯封「送手形願人千吉」         虫損のため開封せず 
28－６－233    〔送り□形之事・宗門請状之事〕                年月日未詳       一紙  ２通                      虫損のため完全には展かず 
                                                                                帯封有り 一括 
28－６－234    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  ３通  帯封「送手形願人[      ]や徳右衛門」   虫損のため開封せず 
28－６－235    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  １通  帯封「送り状願人[      ]」        虫損のため開封せず 
28－６－236    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  １通  帯封「送手形[      ]左衛門」       虫損のため開封せず 
28－６－237    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  ２通  帯封「送手形願人庄兵衛」        虫損のため開封せず 
28－６－238    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  １通  帯封「送手形御崎岩蔵」         虫損のため開封せず 
28－６－239    〔宗門送手形・宗門請状之事〕                 年月日未詳       一紙  ２通  帯封「送手形願人[      ]新蔵」      虫損のため開封せず 帯封 
                                                                                破損 
28－６－240    〔送り手形三通〕                       年月日未詳       一紙  ３通  半之助宛                虫損のため開封せず 帯封 
                                                                                有り 
28－６－241    〔宗門送手形〕                        年月日未詳       一紙  １通  帯封「送手形願人戎町善太郎」      虫損のため開封せず 
28－６－242    〔送手形之事・宗門請状之事・差出申一札之事〕         年月日未詳       一紙  ３通  帯封「送手形願人木曽屋平助」      帯封有り 虫損のため開か 
                                                                                ず 
28－６－243    〔送り手形願人東町半七（帯封より）〕             年月日未詳       一紙  １通                      帯封有り 虫損甚し 虫損 
                                                                                のため開封せず 
28－６－244    〔送り手形〕                         年月日未詳       一紙  ２通  辰蔵                  帯封有り 虫損のため開封 
                                                                                せず 
28－６－245    送手形                            年月日未詳       一紙  １通  倉敷幸助                帯封有り 虫損のため開封 
                                                                                せず 
28－６－246    送り状                            年月日未詳       一紙  １通  太郎兵衛宛               帯封有り 虫損のため開封 
                                                                                せず 
 
◆◆◆２８－７－１～２〔身分〕◆◆◆ 
28－７－１    奉公人請状之事                        延享３．12．      一紙  １通  奉公人長九郎印・証人沖新田仁右衛門印 
                                                            →倉敷宮崎屋安兵衛殿 当寅の暮より来 
                                                            ル卯ノ暮迄の給金65匁の定め内40匁の請 
                                                            取のこと 
28－７－２    当国座頭組より出職人常都江相掛り候書類            文政９．７．      袋   １袋                      （袋表書）28－７－２－① 
                                                                                ～28－７－２－⑨一括 
28－７－２－①  乍恐書付ヲ以奉願上御事                    宝暦４．正．      一紙  １通  加陽郡中島村嘉右衛門・新庄上村彦兵衛  虫損 
                                                            へ懸り合江戸御奉公所へ願上の件につい 
                                                            て 
28－７－２－②  以書附御届申上候                       文政９．３．      一紙  １通  倉敷組と唱る座頭から玉島出生常一とい 
                                                            う者の当地出職差留願について 座頭組 
                                                            頭金の一代・西原村村の一・二子村花前 
                                                            一→倉敷御年寄三郎右衛門 
28－７－２－③  宗門請状之事                         文政９．５．      一紙  １通  玉島村喜兵衛忰寿市三一歳其地へ出職 
                                                            浅口郡玉島村清瀧寺→窪屋郡倉敷庄屋七 
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                                                            太夫 
28－７－２－④  差出申一札之事                        文政９．５．      一紙  １通  玉島村喜平忰寿市三味線修行のため当地 
                                                            へ出職 引受人菊屋庄平・同はつねや次 
                                                            郎吉→庄屋七太夫・年寄月番三郎右衛門 
28－７－２－⑤  口上書                            文政９．７．      一紙  １通  常一引請人を呼出し吟味について 組頭 
                                                            代勤西原村市之介→倉敷御月番 
28－７－２－⑥  口上書                            文政９．８．９     一紙  １通  先月晦日森谷様より御添書について 組 
                                                            頭代村之市→宮崎屋様 
28－７－２－⑦  〔倉敷村月番御年寄三郎右衛門宛座頭支配守谷勾当書状〕     年未詳．７．９     一紙  １通                      封紙有り 
                                        （文政９カ） 
28－７－２－⑧  〔倉敷村役人宛讃州高松花房撿校書状〕             年未詳．７．18     一紙  １通  私弟子常一の御当地御支配下に出職など  封紙有り 
                                        （文政９カ）              について 
28－７－２－⑨  〔花前一座頭宛横田検校書状〕                 年未詳．11．29カ    一紙  １通 
 
◆◆◆２８－８－１～９〔治安〕◆◆◆ 
28－８－１    御願下ケ一札（内済証文）                   文政２．７．      一紙  １通  伊兵衛→御年寄広助           包紙有り「上 元五郎 伊 
                                                                                兵衛決済口届ケ書」 
28－８－２    差出申一札之事                        文政２．８．      一紙  １通  本町山手屋周蔵墓所一件 願人讃岐屋元 
                                                            蔵他６名→年寄月番広輔 
28－８－３    〔井上広輔宛中島富次郎書簡〕                 （文政３）．４．16   一紙  １通  八軒屋新田一件の内済について 
28－８－４    〔井上広祐宛中島富次郎書簡〕                 （文政３）．４．16   一紙  １通  新田と八軒屋との懸合について 
28－８－５    〔新田百姓庄助忰卯八八軒屋村江罷越口論一件内済、上此方江書  文政３．４．      袋   １袋 
            附ヲ取其写し先方名主大吉へ遣候也 月番広輔〕 
28－８－６    差出し申一札之事                       文政３．４．      一紙  １通  新田百姓庄助忰卯八妻ふさ家出につき八 
                                                            軒屋村へ行き打擲にあった一件内済 
28－８－７    以書付御願申上候                         亥．８．      一紙  １通  干鰯代銀滞につき御糺願 板屋伝十郎→ 
                                                            水江村名主左忠太、添状願 板屋伝十郎 
                                                            →月番年寄三左衛門 
28－８－８    坂本屋八郎右衛門山手屋周蔵墓所一件済口書付          年月日未詳       袋   １袋                      包紙のみ 
28－８－９    〔伊兵衛書上〕                        年月日未詳       一紙  １通  禅宗柏島村海徳寺 旦那阿賀崎新田村増 
                                                            八弟伊兵衛 
 
◆◆◆２８－１１－１～３〔土木建築〕◆◆◆ 
28－11－１    覚（引網村定蔵建直願御聞届につき）                巳．２．      一紙  １通  大庄屋田之口村再右衛門→引網村名主[     後一部欠 
                                                               ]（欠） 
28－11－２－①  当巳春酒津一ノ樋御普請入用通                   巳．７．９     一紙  １通  会所→花屋善左衛門           28－11－２－①～28－11－ 
                                                                                ２－②一括 虫損 
28－11－２－②  当巳春酒津一ノ樋御普請入用通                   巳．７．９     一紙  １通  会所→三郎右衛門            虫損 
28－11－３    〔大橋一ヶ所検分届〕附絵図                  年未詳．正．26     一紙  １通  内た屋又次郎→庄屋孫太夫        絵図つき 虫損 
 
◆◆◆２８－１２－１〔産業職業〕◆◆◆ 
28－12－１    一札之事                           文政９．８．      一紙  １通  拙者酒造株河内屋吉兵衛へ貸付けていた 
                                                            が、長尾村和五郎へ貸付けるので、宮崎 
                                                            屋の株を吉兵衛に貸してほしい 俵屋六 
                                                            左衛門・加判油屋惣十郎→宮崎屋三郎右 
                                                            衛門 
 
◆◆◆２８－１３－１～９〔農林業〕◆◆◆ 
28－13－１    田地加地子書出                        寛保元．12．      横長  １綴 
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28－13－２    壱年切売渡申田地之事                     延享４．12．20     一紙  １通  「笠島村次郎吉他１名→宮崎屋安兵衛」 
28－13－３    〔預り申米の事〕                       寛延２．12．29     一紙  １通  与左衛門・傅左衛門・文左衛門→木地屋  包紙有り 
                                                            又十郎殿 
28－13－４    〔天明四辰年当本家より分知加値米勘定帳板屋仁右衛門〕     寛政６．９．      横長  １冊 
28－13－５    小作証文之事                         享和２．11．      一紙  １通  与一右衛門他２名→三左衛門       虫損 
28－13－６    小作証文之事                         文化２．12．      一紙  １通  「竹田長四郎→宮崎屋三郎右衛門」    虫損 
28－13－７    小作証文之事                         文化５．12．      一紙  １通  成羽屋与三右衛門判・証人俵屋丈作判→ 
                                                            宮崎屋三郎右衛門 
28－13－８    〔小作出入諸入用覚〕                     年未詳．４．12     一紙  １通  井筒屋→宮崎屋 
28－13－９    〔金銭書上〕                         年月日未詳       横半  １冊 
 
◆◆◆２８－１６－１～４２〔金融貸借〕◆◆◆ 
28－16－１    取決申銀子之事                        享保15．12．20     一紙  １通  甚兵衛→善右衛門 
28－16－２    願申手形之事                         享保19．４．２     一紙  １通  忠兵衛→清次右衛門           虫損 
28－16－３    五年切納崩申手形之事                     享保19．５．      一紙  １通  借主あわや平八・受人下津井屋佐兵衛→ 
                                                            みやさきや安兵衛 
28－16－４    借用申納品手形之事                      享保20．７．13     一紙  １通  借主松葉や藤蔵・証人与次兵衛→みやさ 
                                                            きや安兵衛 
28－16－５    借用申銀之事                         享保20．12．23     一紙  １通  笹沖村名主幸右衛門・新蔵→倉敷宮崎屋 
                                                            安兵衛186 匁借銀 
28－16－６    借用申屋敷年貢之事                      享保20．12．      一紙  １通  借り主庄兵衛→宮崎屋安兵衛       包紙有り 
28－16－７－①  借用申銀子之事                        元文２．閏11．17    一紙  １通  笹沖村五人組頭金五右衛門→倉敷宮崎屋  包紙有り 28－16－７－① 
                                                            安兵衛                 ～28－16－７－②一括 
28－16－７－②  借用申銀之事                         寛保３．12．６     一紙  １通  笹沖村名主幸右衛門→倉敷宮崎屋安兵衛  包紙有り 28－16－７－① 
                                                                                ～28－16－７－②一括 
28－16－８    借用申銭之事                         元文３．９．24     一紙  １通  借主もづの庄次郎→倉敷宮崎屋安兵衛 

 28－16－９    仕一札之事                          元文４．５．14     一紙  １通  笹沖村名主幸右衛門らが倉敷宮崎屋安兵 
                                                            衛に村入用銀70匁を借用した証文 
28－16－10    流質相渡申屋敷納証文之事                   寛保元．11．15     一紙  １通  倉敷村質主宮崎屋安兵衛・同村証人周庵 
                                                            ・同宝屋与重郎・同油屋文蔵 
28－16－11    酉年御用講                            酉．11．      一紙  １通  陶山武右衛門・小村又市他 仲門申合之 
                                        （寛保元カ）              事 
28－16－12    乍恐書付ヲ以奉願上                      寛延３．３．      一紙  １通  加陽郡川入村新五郎所持田地質流れにつ  虫損 
                                                            いて倉敷村安兵衛→千種清右衛門御役所 
28－16－13    質地出入済口証文                       宝暦２．２．      一紙  １通  治右衛門他４名→安兵衛 
28－16－14    〔宮崎屋安兵衛宛根岸兵弥書状〕                （宝暦７カ）．３．27  一紙  １通  銀一貫目確かに受取のこと 
28－16－15    預り申銀子之事                        宝暦７．３．      一紙  １通  借り主三郎右衛門判・証人武右衛門判→ 
                                                            根岸兵弥 銀壱貫目９月迄に利金共に返 
                                                            済のこと 
28－16－16    一札之事                           寛政３．５．      一紙  ７通  舟蔵柳屋次郎兵衛・証人常屋紋治郎→宮  包紙有り 一括 
                                                            崎屋五蔵（質地出入内済一札） 
28－16－17    以書附御届申上候                       寛政３．９．      一紙  １通  板屋彦七他１名→年寄月番五蔵 長四郎  虫損 
                                                            借用の銀を彦七へ払い、内済することの 
                                                            証文 
28－16－18    売渡し申田地之事                       寛政５．３．      一紙  １通  竹之介→安兵衛 
28－16－19    差出シ申済口証文之事                     寛政６．11．      一紙  １通  訴訟板屋仁左衛門他７名→年寄五蔵 
28－16－20    鬮取頼母子講証文                       寛政10．７．      縦   １冊  講主太田見立 
28－16－21    代銀書上                           寛政11．４．      一紙  １通  永木屋久右衛門他２名→宮崎屋三郎衛門 
28－16－22    質入申田畑之事                        寛政11．11．      一紙  １通  四郎右衛門他２名→三左衛門 他に小作 
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                                                            手形一枚有り 
28－16－23    質入申田畑之事                        寛政12．12．      一紙  １通  質金四郎左衛門・証人義蔵→宮崎屋三左 
                                                            衛門（一年季質入） 
28－16－24    〓 〓（虫喰）書附御願申上候                 享和元．７．      一紙  １通  十左衛門→嘉平太・治左衛門 十左衛門  前半虫喰甚シ 
                                                            が利息分滞納につき、翌年まで支払いを 
                                                            猶予して欲しいとの旨 
28－16－25    質入申家屋敷之事                       享和元．11．      一紙  １通  義次郎他３名→三左衛門         虫損 
28－16－26    質入下田地之事                        享和２．11．      一紙  １通  質入主浜村与一右衛門他２名→三左衛門 
28－16－27    質入申田地之事                        享和２．12．      一紙  １通  長四郎他１名→文吾郎          虫損 
28－16－28    質入申田地之事                        享和３．11．      一紙  ３通  小作証文・田畝数計算あり 児島屋助右  帯封有り 虫損 
                                                            衛門→宮崎屋三左衛門 
28－16－29    借用申銀子之事                        文化元．11．22     一紙  １通  福田新田村宇右衛門→倉敷関屋十左衛門 
                                                            銀六百目借用証文 
28－16－30    質入申田地之事                        文化２．12．      一紙  １通  質入証文 質主新田長四郎・親類新田浅 
                                                            右衛門・証人新田殿右衛門・庄屋七太夫 
                                                            ・年寄茂右衛門→宮崎屋三郎右衛門殿 
28－16－31－①  質入申田畑之事                        文化３．３．      一紙  １通  質入之安江村丈右衛門・親類証人同村藤  帯封有り 小作証文１通有 
                                                            之助・取次証人倉敷房右衛門→倉敷宮崎  り 
                                                            屋三郎右衛門殿 （奥書）右村庄屋四郎 
                                                            右衛門 
28－16－31－②  小作証文之事                         文化３．３．      一紙  １通  質入之安江村丈右衛門・親類証人同村藤 
                                                            之助→倉敷宮崎屋三郎右衛門殿 
28－16－32    以書附御願申上候                       文化３．12．      一紙  １通  倉敷村関屋十左衛門→福田新田村御名主 
                                                            周右衛門殿宛 奥書有 十左衛門判→御 
                                                            年寄三郎右衛門殿 児島郡福田新田村宇 
                                                            右衛門借用の元利銀七百三拾目之返済に 
                                                            ついて 
28－16－33    質入申田地之事                        文化４．11．      一紙  １通  「丁子屋宗兵衛他２名→角屋忠兵衛」 
28－16－34    〔訴状〕（渋江村清左衛門が買物代銀を払わないことについて）  文化４．12．      一紙  １通  児島屋与市→田之上村庄屋文四郎     鼠損 
28－16－35    質入申田地之事                        文化５．12．      一紙  ３通  「成田屋与三右衛門他１名→宮崎屋三郎  帯封有り 虫損 
                                                            右衛門」 
28－16－36    〔取替銀差縺山一件ニ付〕（千五郎との差しもつれ）       文化８．２．      一紙  １通  吉田屋久平→笹沖村御名主        虫損 
28－16－37    質入申田畑之事                        文化11．11．30     一紙  ２通  九郎兵衛他２名→廣祐 小作証文１枚   虫損 
28－16－38－①  五ヶ年切田畑貸入証文之事                   文化14．11．      一紙  １通  田畑貸入主足守町鳥羽治郎八・親類同町  帯封有「貸地証文鳥羽」28 
                                                            新屋証人鳥羽助右衛門→倉敷宮崎屋広輔  －16－38－①～28－16－38 
                                                                                －②一括 虫損 
28－16－38－②  小作証文之事                         文化11．        一紙  １通  小作人足守町鳥羽平五兵衛・親類同町鳥  帯封有「貸地証文鳥羽」28 
                                                            羽助右衛門・証人同町伊丹佐左衛門→倉  －16－38－①～28－16－38 
                                                            敷宮崎屋広祐              －②一括 
28－16－39    覚                              文化13．３．27     一紙  １通  亀山村・前潟村へ銀338 匁５分４厘を渡  虫損 
                                                            す 
28－16－40    文化十三子十一月質地証文 沢嶋屋太平次            文化13．11．      一紙  ４通  ・小作証文之事（文化十三年子十一月貸  一括 
                                        ～文化13．12．              主太平次他３名→宮崎屋広輔） 
                                                            ・質入申田地之事（文化十三年子十二月 
                                                             質金沢嶋屋多平次他３名→宮崎屋広輔 
                                                             ） 
                                                            ・覚（年未詳、加地子について）２通 
28－16－41    借用申銀札之事                        文化14．３．      一紙  １通  借用主十明由作・同村請人佐介 倉敷浜  虫損 
                                                            田町綿屋喜兵衛銀札百五拾三両七分 
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28－16－42    借用申銀子之事                        文化14．12．      一紙  １通  借主加須山村茂助→倉敷本屋善左衛門   虫損 
28－16－43    借用申銀札之事                        文政元．７．      一紙  １通  借用主武介→綿屋喜兵衛         虫損 
28－16－44    質入申畑之事                         文政元．11．      一紙  ４通  小作証文１枚、田畑屋敷の加地子の書上  虫損 
                                                            ２枚つき、丈右衛門他１名→廣輔 
28－16－45    質入申建家之事                        文政元．12．      一紙  １通  質入借用主新田兵蔵・請人六郎右衛門→  帯封有り 虫損 
                                                            宮崎屋廣輔 
28－16－46    借用申銀子之事                        文政元．12．      一紙  １通  加須山村茂介→倉敷庄屋善左衛門 
28－16－47    覚（質地証文）                        文政２．12．      一紙  １通  和泉屋寿右衛門→宮崎屋廣輔       帯封有り 
28－16－48    覚                              文政３．12．16     一紙  １通  知蓮光院納所→善兵衛 米七斗七升五合 
                                                            納めの事 
28－16－49    小作証文之事                         文政５．正．      一紙  １通  岩太郎→三郎左衛門 
28－16－50    質入申山畑之事                        文政７．11．      一紙  １通  「宮崎屋三郎右衛門他２名→本栄寺」 
28－16－51    質入申田地之事                        文政８．８．12     一紙  １通  宣次郎他１名→三郎左衛門 
28－16－52    〔銀出入書き上げ〕                      弘化３．８．      一紙  １通                      虫損 
28－16－53    借用申銀子手形之事 一金三両弍歩               嘉永６．４．      一紙  １通  借用主水江村重次郎判・証人大西屋三蔵 
                                                            判 増屋久助殿 
28－16－54    趣法購議定帳                         慶応元．12．      横半  １冊  購（講）主難波徳太郎（後欠） 
28－16－55    覚                              慶応６．５．６     一紙  １通  備中国窪屋郡倉敷村玉泉寺へ壱歩弍朱の 
                                                            助勢金 執達当番谷左馬大允 
28－16－56    商用資本金借用証書                      明治26．10．６     縦   １冊 
28－16－57    旧庭瀬藩江調達米金書上                    明治．         縦   １冊  小田県庁宛尾崎亀五郎筆（加須山）寛政  鼠損 
                                                            10以降 
28－16－58    大庄屋証文并河半掛合書類（袋書）                           袋   １袋  元は「東油屋通」の袋 河半は河手屋半  袋内28－16－58－①～28－ 
                                                            助のこと                16－58－○21一括 
28－16－58－①  覚（尾崎荘三郎宛河手屋半助算用）                 子．11．      一紙  １通 
28－16－58－②  〔河半算用覚〕                        年月日未詳       一紙  １通 
28－16－58－③  〔尾崎荘三郎宛河手屋半助書状〕                年未詳．７．６     一紙  １通  残り銀子御渡しを催促 
28－16－58－④  覚（質利銀請取）                         申．２．８     一紙  １通  河手屋半助→尾崎庄三郎         28－16－58－④～28－16－ 
                                                                                58－⑮まで紐で結ばれる 
28－16－58－⑤  覚（算用）                          年未詳．10．13     一紙  １通  帯江蔵米百石に関して 河手屋半助→尾 
                                                            崎庄三郎 
28－16－58－⑥  〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  借人について 宛名・差出人名なし 
28－16－58－⑦  〔尾崎荘三郎あて河手屋半助書状〕               年未詳．７．12     一紙  １通  残銀の催促について 
28－16－58－⑧  〔質銀元利書上〕                         戌．７．８     一紙  １通  河手屋半助から 
28－16－58－⑨  覚（銀受取）                          庚申．10．13     一紙  １通  河手屋半助→尾崎荘三郎 
28－16－58－⑩  口上（尾崎荘三郎あて河手屋）                   戌．７．10     一紙  １通  利銀受け渡しについて 
28－16－58－⑪  覚（銀受取）                           戌．７．13     一紙  １通  河手屋半助→尾崎荘三郎 
28－16－58－⑫  覚（銀受取）                           亥．７．13     一紙  １通 
28－16－58－⑬  覚（銀受取）                          庚申．12．      一紙  １通  河手屋半助→尾崎荘三郎 
28－16－58－⑭  〔尾崎荘三郎あて河手屋半助書状并加須山庄屋あて算用覚〕      戌．７．９     一紙  １通  銀支払について 
28－16－58－⑮  〔旦那様あて河手屋半助書状〕                 年未詳．12．17     一紙  １通  大庄屋様質地算用書について       28－16－58－④～28－16－ 
                                                                                58－⑮一括して紐で結ばれ 
                                                                                る 
28－16－58－⑯  〔尾崎荘三郎あて河手屋半助書状〕               年未詳．９．11     一紙  １通  約束通り質銀を受返されたきこと     28－16－58－⑯～28－16－ 
                                                                                58－○21紐で一括 
28－16－58－⑰  〔尾崎荘三郎宛河手屋半助書状〕                年未詳．９．27     一紙  １通  質米受返しにつき 
28－16－58－⑱  口上                             年未詳．７．９     一紙  １通  案紙の義建家ばかりの文言に御座候えど 
                                                            も、家屋敷に御座候はば再度案紙建て直 
                                                            しのこと 平助→尾崎旦那様 
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28－16－58－⑲  書状（銀子返済の事）                     年月未詳． 12     一紙  １通  倉敷本町河手屋→旦那様 
28－16－58－⑳  〔河手屋半助より尾崎荘三郎宛書状〕              年未詳．12．27     一紙  １通  来戌三月御証文書替の件につき 
28－16－58－○21  河手屋平助より尾崎荘三郎宛書状                年未詳．７．９     一紙  １通  案紙差上げるにつきご覧願いたきこと 
28－16－59     〔茶屋伊兵衛書状〕（金次郎が借銀高に合わない質入をした旨の    子．12．      一紙  １通  茶屋伊兵衛→栗坂村治郎         前半部欠け 
           訴状） 
28－16－60    〔銀子借用覚〕                          寅．12．      一紙  １通 
28－16－61    □□銀滞覚                            卯．４．      横長  １冊  平田村伝右衛門→宮崎屋安兵衛・井筒屋  虫損 
                                                            伊左衛門 借用銀の返済滞りのため、居 
                                                            宅家財売払いのこと借金・家財書き上げ 
28－16－62    覚                                卯．７．      一紙  １通  伊勢屋清蔵→宮崎屋 10匁１分 
28－16－63    〔加須山西宛宮崎荘左衛門書状〕                 丁卯．12．16     一紙  １通  摧合講刎銀について           虫損 
28－16－64    以書付御願申上候                         卯．12．      一紙  １通  願人倉敷村嶋屋七之助→早嶋市場村庄屋 
                                                            助左衛門殿宛 奥書有 嶋屋七之助→御 
                                                            年寄月番三郎右衛門殿 市場村甚之助寅 
                                                            年10月に借用の足袋代銀札百九拾壱匁五 
                                                            分九厘の返済滞りに関する出入 
28－16－65    覚（貸付金の受取カ）                      戌辰．３．１     一紙  １通  華屋→油屋               虫損 
28－16－66    覚（小廻り銀前借の借用書）                    辰．４．６     一紙  １通  笹沖村名主慶右衛門→倉敷安兵衛 
28－16－67    〔覚 金屋孫三郎より払渡候銀子書上〕               午．５．３     一紙  １通  河内や四郎兵衛→みやさきや安兵衛 
28－16－68    覚（質入銀受取証）                        未．12．      一紙  １通  いな葉屋彦五郎→花屋伊平次       虫損 
28－16－69    〔講金差引の覚〕                         亥．12．16     一紙  １通  宮崎荘右衛門→加須山荘三郎       虫損 
28－16－70    覚                               癸亥．12．      一紙  １通  摸今講刎銀請取 有城村多左衛門→加須 
                                                            山村荘三郎 
28－16－71    〔銀の使い途についての書上〕                 年未詳．正．11     一紙  １通                      虫食い甚し 
28－16－72    〔銀の使い途についての書上〕                 年未詳．正．12     一紙  １通 
28－16－73－①  〔倉敷年寄三左衛門宛日吉庄村大内村足助書状〕         年未詳．正．15     一紙  １通  御支配所児島屋治三郎と日吉庄村伝兵衛  封紙有り 
                                                            算用滞について 
28－16－73－②  〔倉敷年寄三左衛門宛日吉庄村庄屋足助書状〕          年未詳．正．21     一紙  １通  先月御掛合申一件について        封紙有り 
28－16－74    銀受け取り書上                        年未詳．正．24     一紙  １通  蔵左衛門→善左衛門 
28－16－75    覚（拝借分の蔵入につき）                   年未詳．３．16     一紙  １通  福嶋屋源二郎→塩嶋屋新兵衛 「拝借之 
                                                            分蔵入置預居申候」 
28－16－76    覚                              年未詳．５．24     一紙  １通  安江惣左衛門→神屋久介 金40両の受取 
                                                            り 
28－16－77    覚                              年未詳．６．16     一紙  １通  観□□→井上三郎右衛門 観□□の石垣  下部分欠損 
                                                            入用の領収書 
28－16－78    〔書状〕                           年未詳．７．28     一紙  １通  江三郎太夫→井 安兵衛 伝十方より売  包紙有り 
                                                            申酒道具売買之事 
28－16－79    〔書状〕                           年未詳．８．24     一紙  １通  江本三郎太夫→井上安兵衛 酒道具売買  包紙有り 
                                                            之事 
28－16－80    米高借上                           年未詳．９．１     一紙  １通  九月一日壱升、二日壱升三合・・・ 
                                        ～年未詳．11．30 
28－16－81    覚                              年未詳．12．５     一紙  １通  質地銀出入               虫損 
28－16－82    米高借上                           年月未詳． 25     一紙  １通  廿五日壱升七合、廿六日壱升七合・・・ 
                                        ～年未詳．10．10 
28－16－83    質物入借用申銀子事                      年月日未詳       一紙  １通                      虫食い甚し 
28－16－84    〔銀出入の書き上げ〕                     年月日未詳       横長  １冊                      虫損 
28－16－85    〔取替銀子の書き上げ〕                    年月日未詳       横半  １冊                      虫損  
28－16－86    〔米・金・麦等の書き上げ〕                  年月日未詳       横長  １枚                      断簡 
28－16－87    〔銀子書き上げ〕                       年月日未詳       折紙  １枚 
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28－16－88    〔金銀書き上げ〕                       年月日未詳       横長  １枚  金銀のうち米代等の内訳を書き上げたも 
                                                            の 
28－16－89    〔金銀書き上げ〕                       年月日未詳       横長  １枚  米代に算入する金銀の書き上げ 
28－16－90    〔金銀書き上げ〕                       年月日未詳       横長  １冊                      前欠 断簡 
28－16－91    〔屋敷間取書上〕                       年月日未詳       一紙  １通  質入家屋敷之事カ？ 
28－16－92    質入申家屋敷之事                       年月日未詳       一紙  １通 
28－16－93    覚                              年月日未詳       一紙  ２枚  元銀八貫目 
28－16－94    〔金銭書上〕                         年月日未詳       一紙  １通 
28－16－95    〔田畑書上〕                         年月日未詳       横長  １冊 
28－16－96    〔山畑書き上げ〕                       年月日未詳       一紙  １通 
 
◆◆◆２８－１７－１～１０５〔商業売買〕◆◆◆ 
28－17－１    譲申一札之事                         延享元．５．17     一紙  １通  善左衛門→安兵衛・証人弥一右衛門・弥  包紙有り「□（譲カ）状一 
                                                            三右衛門 家屋敷田地家財の一切を譲り  通 者那屋善左衛門」 
                                                            申す事 
28－17－２    借用申銀之事                         延享元．12．      一紙  １通  「笹沖村孫兵衛他２名→倉敷宮崎屋安兵  虫損 
                                                            衛」 
28－17－３    売渡申建家事                         寛政元．12．      一紙  １通  売主沢崎屋平次郎印・親類証人帯江屋久 
                                                            平次印・証人嶋田屋新兵衛印→宮崎屋五 
                                                            蔵殿 屋敷売渡につき75文銭55目受取の 
                                                            こと 
28－17－４    覚                              寛政11．７．      一紙  １通  掛銀・刎銀の書き上げ          証紙10枚有り 
28－17－５    借用申新札之事                        文化元．12.       一紙  １通  上中野村判頭助三郎他３名→倉敷竹屋久 
                                                            兵衛 年貢米未進につき借用のこと 
28－17－６    借用申新札之事                        文化元．12.       一紙  １通  備前御野郡上中野村判頭助三郎他３名→ 
                                                            備中倉敷竹屋久兵衛 
28－17－７    〔小作証文之事・質入申田地之事〕               文化２．        一紙  ２通  地主帯江屋久次兵衛他→宮崎屋三郎右衛 
                                                            門、庄屋吉兵衛・年寄伊兵衛→宮崎屋三 
                                                            郎右衛門 
28－17－８    覚                              文政５．11．      一紙  ２通  知蓮光院納所→善兵衛殿 御社領払納め 
                                        ～文政６．11．28 
28－17－９    覚                              文化５．11．      一紙  １通  銀百目預りのこと 笹沖村千五郎→倉敷 
                                                            吉田屋久平 
28－17－10    覚（銀借用）                         文化８．２．      一紙  １通  借主笹沖村[      ]（虫損） 
28－17－11    覚え                             文化13．４．21     一紙  １通  中嶋屋→宮崎屋 銀出入の事       虫損 
28－17－12    差出申内済証文之事                      文政元．９．      一紙  １通  「安兵衛他４名→庄屋七太夫他１名」   包紙有り「文政元寅九月増 
                                                                                田屋安兵衛より□田屋□助 
                                                                                へ相掛夜□（具カ）[      ] 
                                                                                并小間物売掛滞一件掛り広 
                                                                                輔」 
28－17－13    〔年貢請取通〕                        文政２．        一紙  １通  廣祐の分 
28－17－14    売渡申建家之事                        文政11．２．      一紙  １通  稲葉屋嘉兵衛他２名→三郎右衛門 
28－17－15    覚（宮崎屋高懸麦成代）                    文政６．７．      一紙  １通  用場→吉兵衛 
28－17－16    〔覚 夘溝代受渡状〕                     文政７．12．３     一紙  １通  二日市村庄屋万右衛門→倉敷花屋善右衛 
                                                            門 
28－17－17    覚                              文政10．10. 19     一紙  １通  知蓮光院納所→善兵衛 米の請取書 
28－17－18    売渡申建家之事                        天保６．２．      一紙  １通  「吉野屋紋八他２名→宮崎屋三郎右衛門  帯封有り 
                                                            」 
28－17－19    覚                              天保６．12．１     一紙  １通  二日市村年寄市太夫→倉敷花屋善左衛門 
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                                                            羽島村へ為替相渡のこと 
28－17－20    売渡申一札之事                        天保９．９．      一紙  １通  建家売渡 売主清左衛門・親類政右衛門  帯封有り 
                                                            ・証人長右衛門→広江屋専助殿 
28－17－21    覚                              弘化２．５．25     一紙  １通  庄屋丹右衛門判→三郎右衛門 町役銭未  虫損 
                                                            割四ヶ年分并割不足とも割賦にした 
28－17－22－①  改良建米票                          明治24．12．29     一紙  １通  改良建米三斗五升入 
28－17－22－②  証（受取証）                         明治27．７．30     一紙  １通  安田升造→上様 
28－17－22－③  証（受取証）                         明治27．３．29     一紙  １通  源泉堂→井上様 
28－17－22－④  記                              明治29．３．19     一紙  １通  武田柳太郎支店→金受取証文 
28－17－22－⑤  証（受取証）                         元号未詳20．正．７   一紙  １通  内藤定次郎→ 
28－17－22－⑥  証（急須代など代金領収書）                  元号未詳20．正．８   一紙  １通  原田平八→井上様 
28－17－22－⑦  記（請取書）                         元号未詳25．正．    一紙  １通  森口英三→井上様 
28－17－22－⑧  記（諸色書上）                        元号未詳26．８．    一紙  １通  源泉堂→井上様 
28－17－22－⑨  〔受取証〕                          元号未詳27．２．    一紙  １通  源□□→井上様             虫喰い甚し 
28－17－22－⑩  記（鯛みそほか諸色書上）                   元号未詳29．８．    一紙  １通  源泉堂→井上様 
28－17－22－⑪  記（受取書）                         元号未詳31．６．    一紙  １通  召田義平→井上様大旦那 
28－17－22－⑫  記（受取書）                           申．11．      一紙  １通  召田義平→井上様 
28－17－22－⑬  記（砂糖つぼほか代金領収書）                 年未詳．２．13     一紙  １通  江戸屋→井上様 
28－17－22－⑭  覚                              年未詳．３．５     一紙  １通  中屋嘉助→東町井上様 代金受取証文 
28－17－22－⑮  記                              年未詳．５．18     一紙  １通  河手虎吉→上様 受取証文 
28－17－22－⑯  記（請取書）                         年未詳．９．23     一紙  １通  塩屋洋服店→井上様 
28－17－22－⑰  記                              年未詳．10．13     一紙  １通  外造→井上様 金受取証文 
28－17－22－⑱  覚                              年未詳．10．17     一紙  １通  内藤嘉助→井上様 請取証文 
28－17－22－⑲  記                              年未詳．12．４     一紙  １通  橘香堂→井上様 請取証文 
28－17－22－⑳  記                              年月日未詳       一紙  １通  ？→東町井上様 水入の領収書 
28－17－23    書出帳                            明治９．８．      横長  １冊 
                                        ～明治10．２． 
28－17－24    〔領収書等〕                         昭和２．正．３     一紙  63枚 
                                        ～昭和３．正．22 
28－17－25    御通                             昭和２．２．      横半  １枚  岡山県備中倉敷東町野口亀次郎商店→井 
                                                            上様 
28－17－26    呉服御通                           昭和２．        横半  １枚  備中倉敷戎町まつや林呉服店→本町井上 
                                                            宮崎屋様 
28－17－27    清酒御通                           昭和２．        横半  １枚  倉敷町阿知町若林酒場→本町井上様 
28－17－28    〔御料理仕出し生魚御通井上様〕                昭和６．８．      横半  １冊 
28－17－29    〔井上栄夫様宛吉田源之丞老舗〕                昭和12．10．25     一紙  ２通                      封筒有り 
28－17－30    覚                                子．正．３     一紙  １通  惣五郎→安兵衛 年貢請取のこと 
28－17－31    覚                              年未詳．正．４     一紙  １通  親龍寺納所→井上 寺の米請取証 
28－17－32    覚                              年未詳．正．19     一紙  １通  預米書き上げ 
28－17－33    〔覚 金銀返済分書上〕                      卯．正．24     一紙  １通  羽島村四郎兵衛→花屋善左衛門 
28－17－34    覚（銀受取）                           卯．２．９     一紙  １通  山城屋八兵衛→宮崎屋安兵衛 
28－17－35    口上（新札請取の覚）                       申．２．13     一紙  １通  大内村庄屋→宮崎屋内庄助 
28－17－36    〔覚 切手受取証〕                      年未詳．３．７     一紙  １通  大黒屋文助→西屋半介殿 
28－17－37    覚                              年未詳．３．12     一紙  １通  銀出入書き上げ 
28－17－38    覚（不動尊画他代金受取）                   年未詳．３．14     一紙  １通  御表具師片岡→源秀様 
28－17－39    覚                                子．３．26     一紙  １通  惣右衛門→三郎右衛門 年貢受取状 
28－17－40    覚                              年未詳．３．27     一紙  １通  堀家右兵衛→御惣代御衆中 御礼状 
28－17－41    〔覚 請取申代金書上〕                      子．３．      一紙  １通  戸田屋寿助筆 
28－17－42    覚                              年未詳．３．      一紙  １通  寿助→ 銀の請取のこと 
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28－17－43    覚                              年未詳．４．２     一紙  １通  中島屋→宮崎屋 銀子請取について 
28－17－44    覚                              年未詳．４．10     一紙  １通  月番五蔵→孫太夫他２名宛 縁談・養子 
                                                            縁組申し出に関しての取りはからいにつ 
                                                            いて 
28－17－45    覚                              年未詳．４．11     一紙  １通  児嶋屋→銀子支払のこと 
28－17－46    覚                                子．４．12     一紙  １通  戸田屋 寿助判 
28－17－47    覚                                酉．４．12     一紙  １通  中嶋→宮崎屋 銀受け取り証文      虫損 
28－17－48    覚                                卯．４．14     一紙  １通  大江村江長村庄屋留主居→倉敷御年寄月 
                                                            番広輔 御状１通宗門送御下文３通請取 
                                                            り 
28－17－49    覚                               酉子．４．21     一紙  １通  児島屋→宮崎屋 公事入用銀について 
28－17－50    〔覚 惣代之外十二人分之掛之内五人分奉納之事〕        年未詳．４．21     一紙  １通  井筒屋→宮崎屋 
28－17－51    記（分印蝋燭代金受取）                      子．４．25     一紙  １通  中屋吉平→宮崎屋様 
28－17－52    記                              年未詳．５．23     一紙  １通  諸色代金の書き上げ 江戸屋専吉→井上  虫損 
28－17－53    覚                                辰．５．31     一紙  １通  幸右衛門→安兵衛 見積り米代を銀と取 
                                                            替ること 
28－17－54－①  覚                              年未詳．６．４     一紙  １通  銭屋→吉野屋 銭受け取り証 
28－17－54－②  覚                              年未詳．７．６     一紙  １通  万兵衛→宮崎屋 代銀受け取り 
28－17－54－③  覚                              年未詳．７．９     一紙  １通  俵屋→花屋 代銀受取り 
28－17－54－④  覚                              年未詳．７．９     一紙  １通  俵屋→花屋 代銀受取り 
28－17－54－⑤  覚                              年未詳．７．13     一紙  １通  瀧和屋→花屋 受取証文 
28－17－54－⑥  覚                                亥．７．      一紙  １通  質屋芳助→花屋 代銀受け取り 
28－17－54－⑦  覚                                亥．７．      一紙  １通  誉田屋→宮崎屋 銀受取証文 
28－17－54－⑧  覚                                亥．７．      一紙  １通  善右衛門→花屋 受取書 
28－17－54－⑨  覚                                亥．７．      一紙  １通  文野屋安左衛門→花屋 受取書 
28－17－54－⑩  覚                                亥．７．      一紙  １通  河内屋吉兵衛→宮崎屋 銀受け取り証   虫損 
28－17－54－⑪  覚え                               亥．７．      一紙  １通  京都塩江屋梅郎宿所川河入屋→宮崎屋 
                                                            受取証文 
28－17－54－⑫  覚                                亥．７．      一紙  １通  勝□屋弥兵衛→宮崎屋 諸事入用受取証  虫損 
28－17－54－⑬  覚                                亥．７．      一紙  １通  治八→宮崎屋 銭受け取り証 
28－17－54－⑭  覚                                亥．７．      一紙  １通  児島屋→宮崎屋 麻木綿縫入代金受取 
28－17－54－⑮  覚                                亥．７．      一紙  １通  吉見屋嘉蔵→花屋 銀受取証 
28－17－54－⑯  〔銀札受取〕                         年月未詳． 12     一紙  １通  桐園→草亭君 
28－17－54－⑰  覚                              年月日未詳       一紙  １通  年貢米書き上げ 
28－17－55    覚                              年未詳．７．８     一紙  １通  三村屋→花屋 大□代受取証 
28－17－56    覚え                               子．７．９     一紙  １通  用場→前兵衛 麦代金請求書 
28－17－57    覚（柳門地文木入用割の受取）                   未．７．12     一紙  １通  熊坂・平蔵→吉兵衛 
28－17－58    覚                              年未詳．７．13     一紙  １通  羽島村文四郎→安兵衛 銀借用証文 
28－17－59    〔田草代など書きあげ〕                      未．８．14     一紙  １通  林村善兵衛→宮崎屋善左衛門       前欠 
28－17－60    覚                                寅．８．      一紙  １通  倉敷竹屋久兵衛→上中野村名主市郎右衛  虫損 
                                                            門 12月から２月までの元利書き上げ 
28－17－61    記（表具代金受取）                      年未詳．８．      一紙  １通  武田静一→井上様 
28－17－62    覚                              年未詳．９．５     一紙  １通  安江村又右衛門の銀子届けの件      後切 
28－17－63    記                                戌．９．18     一紙  １通  金二百円借用のこと 伊勢屋常三→井上 
                                                            殿 
28－17－64    覚                                戌．９．29     一紙  １通  伊勢屋常三→井上殿宛 大橋賃金 金五 
                                                            拾圓請取の事 
28－17－65    〔口上日間山幾次墓之事〕                   年未詳．10．９     一紙  １通  井上→岡様・水沢様 
28－17－66    覚（丁銀受取）                          亥．10．15     一紙  １通  竹原屋→吉田屋喜四郎 
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28－17－67    覚                              年未詳．10．17     一紙  １通  伊勢屋常三→井上様宛 金百五拾圓借用 
                                                            について 
28－17－68    覚                              年未詳．10．晦日    一紙  １通  大坂や清介→嶋田屋新兵衛 銀子五百目 
                                                            受取り 
28－17－69    覚                                子．12．７     一紙  １通  惣右衛門→三郎右衛門 切手請取のこと 
28－17－70    覚（御役所様拾貫目購銀請取）                   子．12．13     一紙  １通  北国屋孫三郎→宮崎屋安兵衛 
28－17－71    覚                                子．12．14     一紙  ２通  銀八拾目当年御年貢内請取のこと 引元 
                                                            庄村庄屋孫三郎→倉敷村花屋善右衛門 
                                                            中に「酒造冥加銀七匁五分宮崎屋三郎右 
                                                            衛門」の紙在中 
28－17－72    覚（米受取）                           申．12．17     一紙  １通  善兵衛→宮崎屋善左衛門 
28－17－73    覚（催合構銀受取）                       壬戌．12．19     一紙  １通  高沼西山稲平→加須山荘三郎       虫損 
28－17－74    覚                                寅．12．19     一紙  １通  二日市村大庄屋→倉敷花屋 羽島矢すひ 
                                                            田文次郎作分・松助作分検銀受取のこと 
28－17－75    覚                                丑．12．21     一紙  １通  久郎→宮崎屋 金受取証（商品代金の領 
                                                            収か？） 
28－17－76    覚                              年未詳．12．21     一紙  １通  室津屋弥十郎→宮崎屋安兵衛 御蔵米受 
                                                            けとりの事 
28－17－77    覚                                卯．12．26     一紙  １通  考右衛門→宮崎屋安兵衛 銀与受取証文 
28－17－78    覚                                申．12．      一紙  １通  用場→宮崎屋善兵衛 銀札受取証文 
28－17－79    覚                                巳．12．      一紙  １通  用場→花屋善右衛門 銀与受取証文 
28－17－80    覚                                子．12．      一紙  １通  観龍寺納所→宮崎屋 壱石五合請取のこ 
                                                            と 
28－17－81    〔米書き上げ〕                        年月日未詳       一紙  １通 
28－17－82    覚                              年月日未詳       一紙  １通  年貢高の書き上げ 
28－17－83    覚                              年月日未詳       一紙  １通  金銀取り分の書き上げ 
28－17－84    足役米覚                           年月日未詳       一紙  １通  宮崎屋三右衛門 米の書上げ 
28－17－85    〔年貢書き上げ〕                       年月日未詳       一紙  ３通 
28－17－86－①  以書附御届申上候                        甲寅．９．12     一紙  １通  久右衛門忰紋三郎儀勘当帳外につき 又  包紙有り「児島屋武右衛門 
                                                            左衛門・武右衛門→年寄月番五蔵     」28－17－86－①～28－17 
                                                                                －86－⑥在中 
28－17－86－②  以書付御願申上候                         寅．９．21     一紙  １通  御崎助八地子米代滞り候につき 児島屋 
                                                            武右衛門→年寄月番五蔵 
28－17－86－③  以書付御届申上候                         寅．10．      一紙  １通  助八地子米代滞之儀内済につき 児島屋 
                                                            武右衛門→年寄五蔵 
28－17－86－④  覚                                寅．９．      一紙  １通  地子米滞代金書上            28－17－86－①と関連 
28－17－86－⑤  以書付御届申上候                         寅．10．      一紙  １通  助八地子米代滞之儀内済につき 助八元 
                                                            五人組合伊助・同曽八・同千助・同長八 
                                                            →庄屋孫太夫・年寄五蔵 
28－17－86－⑥  〔月□廻向料請取〕                      寛政６．10．      一紙  １通  地蔵院→御崎助八組合中 
28－17－87    覚                              年月日未詳       一紙  １通  銀受取 
28－17－88    〔断簡〕                           年月日未詳       一紙  １通  米数量書上 
28－17－89    井上醤油店                          年月日未詳       横長  ２枚                      横長裏表紙 
28－17－90    呉服物御通                           丁亥．        袋   １袋  京万屋正兵衛判→宮崎屋様別御用 
28－17－91    呉服物御通                            寅．        袋   １袋  京俵屋弥兵衛→加次山 尾崎様 
28－17－92    〔請取り書き〕                        年月日未詳       一紙  １通  倉敷宮崎屋 弐斗九升九合久四郎・六斗 
                                                            壱升四合久左衛門 
28－17－93    〔地子料等書上〕                       年月日未詳       一紙  １通 
28－17－94    〔田畑屋敷面積書上及図〕                   年月日未詳       一紙  １枚  田畑弐反弐歩・屋敷反卅三歩・〆三反三 
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                                                            十五歩 
28－17－95    覚                              年月日未詳       一紙  １通  正銀受取り書上 
28－17－96    〔金銀書き上げ〕                       年月日未詳       一紙  １通  石とし入用 
28－17－97    払覚                             年月日未詳       一紙  １通  三ヶ所に対して４月12日に払相済 
                                        （４月12日？） 
28－17－98    〔日間山幾次墓書類〕                     年月日未詳       袋   １袋 
28－17－99    覚                              年月日未詳       一紙  １通  鯛代金人足賃金書上 
28－17－100    御蔵払覚                           年月日未詳       一紙  １通  蔵払の俵書上 
28－17－101    覚                              年月日未詳       一紙  １通  田畑書上                虫損 
28－17－102    覚                              年月日未詳       一紙  １通  数量書上                虫損 
28－17－103    〔米勘定覚〕                         年月日未詳       一紙  １通                      虫損 
28－17－104    覚                              年月日未詳       一紙  １通  預り米書上 
28－17－105    御通                             年月日未詳       横半  １枚  おばらや内田呉服店→宮崎屋井上様    表紙のみ 
 
◆◆◆２８－１８－１～６〔交通運輸〕◆◆◆ 
28－18－１    文政四辛巳 二日市村川荷米渡通 倉敷花屋善左衛門       文政４．12．５     一紙  １通  二日市村庄屋九郎右衛門 
28－18－２    文政十丁亥歳 二日市村川荷米渡通               文政10．12．４     一紙  １通  庄屋万右衛門→倉敷花屋善左衛門     虫損 
28－18－３    文政十一戌子歳 二日市村川荷米渡通              文政11．12．５     一紙  １通  庄屋万右衛門→倉敷花屋善左衛門 
28－18－４    弘化二乙巳年 二日市村川荷米渡し通              弘化２．12．６     一紙  １通  庄屋昇次郎→倉子城花屋善左衛門 
28－18－５    配達券                            明治26．７．12     一紙  １通  倉敷駅梶谷運送店→田芸社分社 
28－18－６    〔明治廿八年新十二月十日玉島駅ヨリ上り列車について〕     明治28．12．10     一紙  １通 
28－18－７    〔断簡〕                                           ６枚 
◆◆◆２８－１９－１～６８〔家〕◆◆◆ 
28－19－１    〔家産所持地図〕                       享和元．        一紙  １巻                      虫損 
28－19－２    勘定帳                            文化11．正．      縦   １冊  俵屋才右衛門 銀子算用帳        虫損 
28－19－３    勘定帳                            文化12．正．23     縦   １冊  俵屋才右衛門 銀子算用帳        虫損 
28－19－４    〔日野屋孫兵衛妹縁談につき一件〕               文政２．４．      一紙  ３通  ・「以書附御届申上候」願人有城屋忠兵  ３通包紙にて一括 包紙虫 
                                                             衛他７名→年寄月番広輔        損甚シ 内容書き有り 
                                                            ・「以書付御願申上候」有城屋忠兵衛→ 
                                                             御年寄月番広輔 
                                                            ・「以書付御答申上候」日野屋孫兵衛→ 
                                                             御年寄月番広輔 
28－19－５－１  〔酒津一ノ口普請入用請取通并嘉十郎手札〕           （文政10）．      包紙  １枚                      包紙28－19－５－１－①～ 
                                                                                28－19－５－１－④在中 
28－19－５－１－①当亥春酒津一ノ口御普請入用受取通                 亥．７．13     一紙  １通  会所→三郎右衛門 
                                        （文政10） 
28－19－５－１－②当亥春酒津一ノ口御普請入用受取通                 亥．７．13     一紙  １通  会所→油屋惣十郎 
                                        （文政10） 
28－19－５－１－③当亥春酒津一ノ口御普請入用受取通                 亥．７．13     一紙  １通  会所→花屋善左衛門 
                                        （文政10） 
28－19－５－１－④〔嘉十郎手札〕                        （文政10）．      一紙  ５通 
28－19－５－２  〔村入用・一ノ口普請入用書上〕                亥（文政10）．     一紙  １通 
28－19－５－３  覚（麦成・高懸り算用）                      亥．７．      一紙  １通  林村用場→倉敷宮崎屋分 
                                        （文政10） 
28－19－５－４  覚（金受取）                           亥．12．８     一紙  １通  川入村名主惣五郎→宮崎屋安兵衛 
                                        （文政10） 
28－19－５－５  覚（栗杭木代等算用）                     （文政10）．11．12   一紙  １通  善兵衛→宮崎屋 
28－19－５－６  覚（御屋敷分・御蔵分入用請取）                年月日未詳       一紙  １通 
28－19－５－７  覚（代銀払込）                          亥．12．28     一紙  １通  八王寺村年寄→倉敷花屋 
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                                        （文政10） 
28－19－５－８  覚（銀渡方）                         （文政10）．11．29   一紙  １通 
28－19－５－９  覚                              年月日未詳       一紙  １通  「壱六三羽島村」など記載あるが、用途 
                                                            不明 
28－19－５－10  覚（宮崎屋分大豆代・高懸りなど書上）               亥．12．      一紙  １通  用場→善兵衛 
                                        （文政10） 
28－19－５－11  覚（去ル申暮米掛り請取）                     亥．９．      一紙  １通  白楽市役場→宮崎屋三郎右衛門 
                                        （文政10） 
28－19－５－12  覚（銀請取）                           亥．12．15     一紙  １通  白楽市村名主惣左衛門→宮崎屋三郎右衛 
                                        （文政10）               門 
28－19－５－13  〔文政十亥年仮割関係覚一括〕                 文政10．        一紙  ５通                      ５枚一緒に折りたたまれる 
28－19－６    勘定帳                            天保３．正．      縦   １冊  俵屋才右衛門（家産）          虫損 
28－19－７    借用証文之事                         天保６．11．28     一紙  １通  宮崎屋三郎右衛門→長尾小野善太郎 金 
                                                            百五拾匁・銀拾壱貫目の銀子借用証文 
28－19－８    預り申銀子之事                        天保８．12．４     一紙  １通  預り主宮崎屋三郎右衛門・取次証人広江 
                                                            屋千助→吉井屋小右衛門 銀四貫目の銀 
                                                            子借用証文 
28－19－９    万小間物八百屋物御通 吉田屋亀次郎→加須山尾崎庄三郎                 封簡  １袋 
28－19－９－①  羽島村之内（年貢書上） 井上五蔵               明治12．        一紙  １通  畝数・石高書上帳 
28－19－９－②  覚（取替証文）                          辰．12．15     一紙  １通  種平→井上善右衛門 
28－19－９－③  覚                              年未詳．11．晦日    一紙  １通  姉→善左衛門 銀受取 
28－19－９－④  〔御扶持米に関する書状〕                   年未詳．７．18     一紙  １通                      封紙有り 
28－19－９－⑤  〔家族名書き上げ〕                      年月日未詳       一紙  １通 
28－19－９－⑥  〔田畑の面積書上〕                      年月日未詳       折紙  １枚 
28－19－10    此帳簿附込期限                        明治18．９．１     袋   １袋 
28－19－11    〔明治25年度ヨリ大祭日諸費簿 井上〕             明治25．        一紙  １枚 
28－19－12    〔請取帳〕                          大正９．８．26     横半  １冊 
                                        ～昭和２．５．31 
28－19－13    酒御通                            大正14．        縦   １冊  井上冬太郎様 浜田町永山倉敷支店 
28－19－14    酒類御通                           大正15．        縦   １冊  井上冬太郎様 浜田町永山倉敷支店 
28－19－15    昭和弐年弐月鳥羽屋 菓子砂糖御通               昭和２．２．      横半  １冊 
28－19－16    御通                             昭和２．２．～     縦   １冊  井上様 佐野屋（乾物・青物・海産） 
28－19－17    鮮魚御通                           昭和２．２．      縦   １冊  宮崎屋井上様 
28－19－18    薪炭御通                           昭和２．        横半  １冊  青江商店 本町井上様 
28－19－19    酒類御通                           昭和２．        縦   １冊  井上冬太郎様 倉敷浜田町永山支店永山 
                                                            榮一 
28－19－20    〔書状〕                             寅．12．14     一紙  １通  宮崎荘左衛門→加須山荘三郎 
28－19－21    証                                辰．正．      一紙  １通  武田静一→本町井上様 額・帳の請取10 
                                                            銭 
28－19－22    記（棚代支払い証文）                       辰．８．      一紙  １通  江戸屋専吉→井上様 
28－19－23    記（肴籠・鉄瓶・本代など受取）                  巳．８．      一紙  １通  江戸屋専吉→井上様 
28－19－24    〔書状〕                             申．３．      一紙  １通  与兵衛→井上安兵衛 借金滞納分早期返 
                                                            済について 
28－19－25    覚（諸費書上）                          亥．２．      一紙  １通  五右衛門→宮崎屋内忠兵衛 
28－19－26    〔安兵衛宛新兵衛書状〕                    年未詳．正．６     一紙  １通  新兵衛生活困窮の為安兵衛へ援助依頼 
28－19－27    〔井上安兵衛宛秋田新兵衛書状〕                年未詳．正．６     一紙  １通  御気嫌伺いの事 
28－19－28    書状（預ケ銀請渡）                      年未詳．正．19     一紙  １通  伝七郎→安兵衛 
28－19－29    〔高屋村庄屋金田村豊介より倉敷村月番年寄三左衛門宛書状〕   年未詳．２．10     一紙  １通  当村六三郎娘其地舟倉吉兵衛忰嫁にもら 
                                                            い受けたき旨承知、宗門送り手方など送 
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                                                            付のこと 
28－19－30    本家入用                           年未詳．２．10     折紙  １通 
                                        ～年未詳．２．14 
28－19－31    〔書状〕                           年未詳．２．12     一紙  １通  大橋清左衛門→村上三右衛門 借金返済  包紙有り 
                                                            の取り決め 
28－19－32    〔書状〕                           年未詳．３．９     一紙  １通  水澤浅右衛門→井上安兵衛 入用銀の事  包紙有り 
28－19－33    〔井上安兵衛宛秋田新兵衛書状〕                年未詳．３．26     一紙  １通  藤田源太夫への金三両返金依頼 
28－19－34    御宝注文                           年未詳．４．５     一紙  １通 
28－19－35    〔井上栄夫宛大内たきの書状〕                 年未詳．４．８     一紙  １通                      封筒有り 
28－19－36    〔三郎右衛門宛福田善右衛門書簡〕               年未詳．４．28     一紙  １通  手形について 
28－19－37    〔書状〕                           年未詳．４．28     一紙  １通  水藤九郎→安兵衛 目患いのため書状が 
                                                            送れないことを記す 
28－19－38    〔安兵衛様宛元瑞書状〕                    年未詳．４．29     一紙  １通  秋田新兵衛より藤田源太夫方へ金子三両 
                                                            為替のため元金お渡しのこと 
28－19－39    〔安兵衛様宛元瑞書状〕                    年未詳．４．29     一紙  １通  元瑞→安兵衛宛 銀百七拾五目弐分を先 
                                                            方に相渡に関して 
28－19－40    記                              年未詳．６．７     一紙  １通  帯江→井上 金請取証 
28－19－41    記（煙管代受取）                         巳．８．５     一紙  １通  江戸屋専吉→井上様           虫損 
28－19－42    〔井上御兄上宛高戸善七郎書〕                 年未詳．８．15     一紙  １通  残暑に付一筆啓上 
28－19－43    〔井上亮三宛高戸善七郎書簡〕                 年未詳．８．25     一紙  １通  預けておいた米切手を玉島辺で売払たい 
                                                            旨 
28－19－44    記（額代受取）                        年未詳．８．      一紙  １通  武田静三→本町井上様          虫損 
28－19－45    記（梨子地引出し桐本箱代支払い証）              年未詳．９．１     一紙  １通  江戸屋専吉→井上様 
28－19－46    〔病気見舞いの礼状〕                     年未詳．９．６     折紙  １通  福田村三郎兵衛→井上安兵衛 
28－19－47    〔書状〕                           年未詳．９．25     一紙  １通  ？→井上御婦上様 病気見舞の御礼状 
28－19－48    口上                             年未詳．11．25     一紙  １通  むろ屋（室屋）→宮さき屋久右衛門 
28－19－49    〔書状〕                           年未詳．12．11     一紙  １通  宮崎荘左衛門→倉敷花屋善左衛門 
28－19－50    〔井上安兵衛宛純奥書状〕                   年未詳．12．12     一紙  １通                      虫損 
28－19－51    〔宮崎屋安兵衛宛妹尾村庄蔵書簡〕               年未詳．12．晦日    一紙  １通  大内田孫平次の状を拝見 
28－19－52    書状（先刻申遣候義へ外方へいつれへも御吐被下ましく）     年月未詳． 19     一紙  １通  伊衛門→安兵衛 
28－19－53    〔用品書き上げ〕                       年月日未詳       一紙  １通  荷送り用品持参之事、当日入込之事など  後欠 
28－19－54    〔断簡時刻表及び車夫名書上げ〕                年月日未詳       一紙  １通 
28－19－55    〔記 品名及び数量書あげ〕                  年月日未詳       一紙  １枚 
28－19－56    〔勘定書き上げか？〕                     年月日未詳       折紙  １通                      前欠 断片的なもの 

 28－19－57    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通  眼疾御見舞御礼 福山縁談の事      前欠 
28－19－58    〔大工直し申し候物など書付〕                 年月日未詳       折紙  １枚 
28－19－59    役扣                             年月日未詳       一紙  １枚  金の使途書上 
28－19－60    〔断簡 某書状下書き（病気見舞いカ）〕            年月日未詳       一紙  １枚 
28－19－61    〔某書状〕                          年月日未詳       一紙  １通  案内及び子供への菓子の返礼の挨拶状   後欠 
28－19－62    〔書状〕                           年月日未詳       一紙  １通                      後欠・あて名・差出人名な 
                                                                                し 病気見舞他 
28－19－63    命日表                            年月日未詳       一紙  １通                      買物帳の反古紙裏を使用 
28－19－64    覚                              年月日未詳       一紙  １通  月番三郎右衛門→七太夫・伊左衛門・幾 
                                                            右衛門 婚姻取次の事 
28－19－65    覚                              年月日未詳       綴物  １綴  金銀渡し分書き上げ 
28－19－66    〔井上安兵衛宛秋田新兵衛書状の包紙〕             年月日未詳       包紙  １枚 
28－19－67    七月十六日山本源入処にて                   年月日未詳       一紙  １通  書画の目録 
28－19－68    〔高戸栄三郎宛井上冬太郎書簡〕                年月日未詳       一紙  １通  当方墓地久賀名義を父名義にしたい旨 
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◆◆◆２８－２０－１～２〔宗教〕◆◆◆ 
28－20－１    一札之事（田地寄進につき）                  寛延２．11．      一紙  １通  高松稲荷山妙教寺・倉敷肝煎きじ屋又十  包紙有り 
                                                            郎→倉鋪宮崎屋安兵衛 
28－20－２    覚（祠堂銀受取）                       天明６．12．      一紙  １通  観龍寺・証人宮崎屋五蔵→大島屋庄右衛 
                                                            門 
 
◆◆◆２８－２１－１〔習俗行楽〕◆◆◆ 
28－21－１    〔茶会記録等〕                        弘化３．６．17     一紙  ７通 
 
◆◆◆２８－２２－１～５〔学芸医療〕◆◆◆ 
28－22－１    單語篇上之一（写本）                      乙亥（明治８）．   縦   １冊  井上乙三 
28－22－２    算書（写本）                         年月日未詳       縦   １冊 
28－22－３    重訂路史全本                         年月日未詳       縦   10冊  盧陵羅泌輯（支那刊）          漢籍 
28－22－４    〔井上信治郎宛高畠守雄書状〕                 年未詳．９．28     一紙  １通  礼状延引のお詫び他 歌一首あり 
28－22－５    免状                             年月日未詳       一紙  １通  琴曲梅が枝他７曲免許状 
 
◆◆◆２８－２４－１〔絵図〕◆◆◆ 
28－24－１    〔用水河ほか墨書絵図〕                    年月日未詳       一紙  １枚                      用途不明 
 

           ２９箱 
◆◆◆２９－１６－１～２〔金融貸借〕◆◆◆ 
29－16－１    模合講銀勘定扣                        年月日未詳       縦   １冊 
29－16－２    〔田地貸借内済に関する一件〕                 年月日未詳       一紙  １枚                      断簡 
 
◆◆◆２９－２１－１～２〔習俗行楽〕◆◆◆ 
29－21－１    天保七丙申 御神事行列                    天保７．        横長  １冊  御神事行列の並び方 
29－21－２    高米智本信士没事記録                     文久３．        横長  １冊  井上高四郎葬式次第 
 
◆◆◆２９－２２－１～９〔学芸医療〕◆◆◆ 
29－22－１    奉納百首和歌                         享保５．正．26     縦   １冊                      包神有り「奉納百首和歌 
                                                                                享保五庚子睦月廿六日社納 
                                                                                」小野権左衛門諸雄ほか12 
                                                                                人 
29－22－２－１－①〔漢詩〕                           享和２．11．７     縦   １冊  写本                  ひもで一括 29－22－２－ 
                                                                                １－①～29－22－２－１－ 
                                                                                ⑱ 
29－22－２－１－②文化十五年戌寅二月十二日小野氏上差分題            文化15．２．21     縦   １冊  歌集 
29－22－２－１－③〔歌合〕                           年月日未詳       一紙  ３枚 
29－22－２－１－④哥留名許他見                         年月日未詳       縦   １冊  歌集 
29－22－２－１－⑤〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－１－⑥〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－１－⑦〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－１－⑧〔歌合〕                           年月日未詳       一紙  １枚 
29－22－２－１－⑨〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－１－⑩秋懐旧水沢追悼                        年月日未詳       縦   １冊  歌集 
29－22－２－１－⑪〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－１－⑫十二番歌合 鼎子 永興                    年月日未詳       縦   １冊  歌合 
29－22－２－１－⑬十番歌合 鼎子 元綱                     年月日未詳       縦   １冊  歌合 
29－22－２－１－⑭〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
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29－22－２－１－⑮〔歌集〕                           年月日未詳       一紙  ２枚 
29－22－２－１－⑯〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊  政子の歌集 
29－22－２－１－⑰新年に古宝類々  千代 松のおもかげ              年月日未詳       横半  １冊  詠人‥直昇・惟 ・歌比・惟都久・信蔭 
                                                            ・飛入・克留・信近 
29－22－２－１－⑱霜尓なりゆく朝戸出廼庭（詠草）                年月日未詳       横長  １冊 
29－22－２－２  宇連酉乃浜曩 丙寅仲秋記                   文化３．        縦   １冊  歌集 
29－22－２－３  文化十一年戌四月 詠草                    文化11．４．      縦   １冊 
29－22－２－４  十番歌合                           （文化10カ）．     縦   １冊  歌合 
29－22－２－５  〔歌集〕                           年月日未詳       一紙  ７枚 
29－22－２－６  寄水懐旧                           年月日未詳       縦   １冊  歌集 
29－22－２－７  〔歌集〕                           年月日未詳       一紙  １枚 
29－22－２－８  〔歌集〕                           年月日未詳       一紙  ２枚 
29－22－２－９  〔歌合の本の一部か〕                     年月日未詳       一紙  ２枚 
29－22－２－10  〔歌集〕                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－11  〔歌集〕                           年月日未詳       一紙  １枚 
29－22－２－12  小川うし哥留                         年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－13  六月廿日 十番歌合                      年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－14－①てんのくれない                        年月日未詳       縦   １冊  古連都久・垂彝・飛入・惟 ・信蔭・歌  「芦庵門下諸家詠藻」のタ 
                                                            比・信郷克留              ンザク有り、ひもで一括 
                                                                                29－22－２－14－①～29－ 
                                                                                22－２－14－⑮ 
29－22－２－14－②〔詠草〕                           年月日未詳       横半  １冊  克留・信承・信郷・惟承・信蔭 
29－22－２－14－③にわのあきはぎ（和歌詠草）                  年月日未詳       横半  １冊  惟亭・歌駿・孝成・持戒・美子・方清・  虫損 
                                                            久子 
29－22－２－14－④多豆能千歳                          年月日未詳       横半  １冊  洵・歌駿・知子・永知・久子等 
29－22－２－14－⑤〔題詠〕                           年月日未詳       縦   １冊  正子・知子・永知・久子・歌駿・惟亭 
29－22－２－14－⑥嘉永七年のとし神無月三日之夜孤格亭当座通題三十首詠草     年月日未詳       縦   １冊 
29－22－２－14－⑦〔題詠〕                           年月日未詳       横半  １冊  題‥卯花似月 
                                                            詠み人‥惟 ・惟承・信蔭・克昌・信郷 
29－22－２－14－⑧〔題詠〕                           年月日未詳       縦   １冊  七夕月・七夕衣など七夕に関する詠草 
29－22－２－14－⑨〔詠草〕                           年月日未詳       横半  １冊  直彝・惟 ・歌比・惟承・信貫・克昌 
29－22－２－14－⑩詠草内季恋雑 惟                       年月日未詳       横半  １冊  惟 ・惟承・歌比 
29－22－２－14－⑪詠草 松林阿正巻                       年月日未詳       横半  １冊  清渓・梧林・桂林・紬雨・信郷・松林・ 
                                                            楼林 
29－22－２－14－⑫〔詠草〕                           年月日未詳       横半  １冊  題‥嶺雲など 「釈元写」の記載あり 
29－22－２－14－⑬夢乃名残（和歌詠草）                     年月日未詳       横半  １冊  詠み人‥直彝・惟 ・惟承・信郷・信蔭 
                                                            ・飛入・信近 
29－22－２－14－⑭身乎於久山 永言社                      年月日未詳       横半  １冊  克綏・正彰・永知・貞子・正子・惟寧・  虫損 
                                                            顕駿・邦節 
29－22－２－14－⑮〔詠草〕                           年月日未詳       横半  １冊  詠人‥惟 ・信貫・克昌・歌比・惟承 
                                                            題‥岸頭待舟 
29－22－３－１  当坐三十首                          年月日未詳       横半  １冊  惟  若菜摘などに関して 
29－22－３－２  当坐三拾首                          年月日未詳       横半  １冊  惟  梅名遅速などに関して 
29－22－３－３  当坐三十首                          年月日未詳       横半  １冊  惟  峯霞などと題す 
29－22－３－４  当坐二十首                          年月日未詳       横半  １冊  題‥春草短など 
                                                            詠人‥惟  
29－22－３－５  当座二十首                          年月日未詳       横半  １冊  題‥暁立春など 
                                                            詠人‥惟  
29－22－３－６  ともしひにかへりミる夜半（詠草） 二巻 惟          年月日未詳       横半  １冊  惟  
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29－22－３－７  〔詠草〕（深夜鶉・寄火恋）                  年月日未詳       一紙  １枚  惟  
29－22－３－８  一夜二十首                          年月日未詳       縦   １冊  惟承 詠 若菜摘など 
29－22－３－９  一夜三十首                          年月日未詳       縦   １冊  惟承 梅名遅速などと題して 
29－22－３－10  一夜三十首                          年月日未詳       縦   １冊  惟承 
29－22－３－11  十八首詠草 惟承上                      年月日未詳       横半  １綴  題‥子日・海辺月・月前時雨・寒月・雪 
                                                            ・名所月等 
29－22－３－12  十六首詠草 惟承上                      年月日未詳       横半  １綴  題‥神春霞・時鳥・納涼・五月雨等 
29－22－３－13  詠草                             年月日未詳       横半  １冊  惟承の和歌詠草 題‥初春霞など 
29－22－３－14  詠草□夏 惟承                        年月日未詳       縦   １冊  詠草集                 惟承和歌「雨後紅葉」「枯 
                                                                                野霜」「冬夜」３通有り 
29－22－３－15  木の葉の書に類候枯がらし森（詠草）              年月日未詳       横長  １冊  惟 ・歌比・克昌・惟承 
29－22－３－16  詠草 惟 拾巻                        年月日未詳       横半  １冊  題‥庭乃櫻ちりけるみてなど       「惟 拾巻」の字の上から 
                                                            詠人‥細雨・清渓・桂林・松林・阿正・  押印 
                                                            穐林・信義・杢林・克明・信郷・信景・ 
                                                            松林事今猿丸太夫・梧林・楼林事今山辺 
                                                            赤人・楼林事今小沢先生之歌・直政・惟 
                                                             
29－22－３－17  詠草 惟                           年月日未詳       横半  １冊  題‥残暑など 
                                                            詠人‥惟 ・歌比・信景・克昌・信郷・ 
                                                            真敏・有林 
29－22－３－18  詠草 惟承                          年月日未詳       横半  １冊  信義・克昌・信郷・信景・惟承・惟 ・ 
                                                            直敏・歌比・これよし・雨林 
29－22－３－19  まとひかくせし雪（詠草）                   年月日未詳       横半  １冊  克昌・歌比・信郷・惟 ・直彝・惟承・ 
                                                            信蔭 
29－22－３－20  あへなけ尓恋のおもひ（詠草）                 年月日未詳       横半  １冊  信貫・惟承・直彝・克昌・惟 ・飛入 
29－22－３－21  更行まま尓かかけ朧也（詠草）                 年月日未詳       横半  １冊  信貫・克昌・惟承・信郷・惟 ・信蔭 
29－22－３－22  おもひのそこをゆふ涛（詠草）                 年月日未詳       横半  １冊  惟承・克昌・歌比・惟  
29－22－３－23  〔和歌詠草〕                         年月日未詳       横半  １冊  直彝・克昌・飛入・惟 ・信貫・歌比・ 
                                                            惟承 
29－22－３－24  〔和歌詠草〕                         年月日未詳       横半  １冊  題‥待菊 
                                                            詠み人‥信貫・歌比・惟 ・信蔭・惟承 
                                                            ・信郷・克昌 
29－22－３－25  花にかたむくゆふ月（詠草）                  年月日未詳       横半  １綴  題‥海辺夏草 
                                                            詠人‥信貫・歌比・惟 ・惟承・克昌 
29－22－３－26  春におしてふ恋の状                      年月日未詳       横長  １冊  信貫・惟 ・直彝・惟承・克留・歌比 
29－22－３－27  佐武幾羽音 筆のすさびは命（詠草）              年月日未詳       横長  １冊  克昌・信近・惟承・歌比・惟 ・信蔭 
29－22－３－28  〔詠草〕                           年月日未詳       横長  １冊  克昌・信郷・惟 ・惟承・信蔭・歌比 
29－22－３－29  〔詠草〕                           年月日未詳       横長  １冊  題‥閑居落葉 
                                                            詠人‥歌比・惟承・惟  
29－22－３－30  〔詠草〕                           年月日未詳       横長  ２枚  歌駿・久子・惟寧・部耀・教儀・持戒・  断簡 
                                                            貞子 
29－22－３－31  一夜二十首                          年月日未詳       縦   １冊  題‥春草短など 
29－22－３－32  詠草恋雑                           年月日未詳       縦   １冊 
29－22－３－33  〔詠草〕                           年月日未詳       横半  １冊  題‥若菜尋など 
29－22－３－34  〔詠草〕                           年月日未詳       横長  １綴  題‥郭公一声・水難・夏月・夕立時・残 
                                                            暑等 
29－22－３－35  〔詠草〕                           年月日未詳       縦   １冊  題‥帰雁遥・松藤・風告秋・寒月等 
29－22－３－36  〔詠草〕                           年月日未詳       縦   １冊  題‥人伝時鳥・五月郭公等 
29－22－３－37  〔和歌詠草〕                         年月日未詳       横長  １冊  惟亭・歌合・初花・夕雨・新月など 
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29－22－３－38  〔惟亭 和歌詠草〕                      年未詳．正．９     横長  ２冊  ・正月九日初会～九月廿七日 和歌詠草 
                                        ～年未詳．10．15             １冊 
                                                            ・神無月十五日三番 和歌詠草１冊 
29－22－４－①  庭印一                            年月日未詳       縦   １冊  神社佛寺寄進書并預文誓詞書様之事 敬  包紙有り 29－22－４－① 
                                                            白願書之事               ～29－22－４－⑪まで一括 
29－22－４－②  庭印三                            年月日未詳       縦   １冊  折紙之事 太刀目録上中下之事 太刀折 
                                                            紙目録注文等之御伝 
29－22－４－③  庭印四                            年月日未詳       縦   １冊  制札（定・禁制・高札・竪書等）書様に 
                                                            ついて 
29－22－４－④  庭印五                            年月日未詳       縦   １冊  書札書留上中下之事 
29－22－４－⑤  庭印六                            年月日未詳       縦   １冊  萬数之書札 武具・鷹・食物・馬具・雑 
                                                            具 
29－22－４－⑥  庭印七                            年月日未詳       縦   １冊  公方へ言状之体・同書様之体など種々 の 
                                                            書状の書き様について 
29－22－４－⑦  庭印八                            年月日未詳       縦   １冊  書禮之次第 
29－22－４－⑧  庭印九                            年月日未詳       縦   １冊  万書出方難状之調様 
29－22－４－⑨  庭印十                            年月日未詳       縦   １冊  武家之事・伊勢国司・公家之事・親王之  虫損 
                                                            事・禁門之詞・僧家之事 
29－22－４－⑩  庭印十一                           年月日未詳       縦   １冊  僧中之書札・女中方江之書札 
29－22－４－⑪  庭印十二                           年月日未詳       縦   １冊  就書翰口伝覚書 
29－22－５    六十番歌合                          年月日未詳       縦   １冊  十題（名所山等）歌           包紙有（昭和30年新聞紙） 
29－22－６    〔詠草〕                           年月日未詳       横長  19綴                      包紙有 19綴をひもで一括 
29－22－７    〔くもの梯一・雲のかけ橋二・雲のかけ橋三〕          年月日未詳       縦   ３冊  歌学書                 包紙有り 
29－22－８－①  駿台雑話                           年月日未詳       縦   １冊                      包紙有り 29－22－８－① 
                                                                                ～29－22－８－②一括 
29－22－８－②  駿台雑話巻三                         年月日未詳       縦   １冊  天野三郎兵衛など 
29－22－９－①  酣古集印譜                          年月日未詳       縦   １冊                      包紙有り 29－22－９－① 
                                                                                ～29－22－９－④まで一括 
                                                                                虫損 
29－22－９－②  列仙二十六図 可堂改                     年月日未詳       縦   １冊 
29－22－９－③  日本古印譜                          年月日未詳       縦   １冊  天皇御璽・大神宮印等 
29－22－９－④  〔印鑑集成帳〕                        年月日未詳       縦   ８冊  内一冊ウラに「空尺蔵」とあり 号名・ 
                                                            印・印の材質など対応させ記す 
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30 1 〔玉泉寺書類袋〕 未詳 反古利用 袋 1 枚

30 2 覚 未詳 丑 3月8日 年預代 玉泉寺
嵯峨野御料勘納金の

受取
小切紙 1 通

30 3 証 弘化2年 12月
御室御所執達別当村上

角蔵助

観龍寺檀頭　宮崎屋三

郎右衛門

卯登山関東下向につ

き献金領収
竪切紙 1 通

30 3 1 氏神石檀修復金受取通 未詳 辛未 3月 西組世話方 井上善三 横折紙 1 通

30 3 2 氏神石檀修復金受取通 未詳 辛未 3月 西組世話方 井上善三 横折紙 1 通

30 3 3 氏神石檀修復金受取通 未詳 辛未 3月 中東世話方 藤原竹太郎 横折紙 1 通

30 3 4 〔世話方書上〕 未詳 大東、唐戸ほか 横折紙 1 通

30 3 5 〔世話方書上〕 未詳 西東、中東ほか 横折紙 1 通

30 3 6 〔書付〕 未詳 4月晦日分の受取 横折紙 1 通

30 3 7 氏神石段修復金受取通 未詳 辛未 3月 御東　世話方 平井国龍 後欠か 横折紙 1 枚

30 3 8 〔書状断簡〕 未詳 近頃突然の依頼の件 前後欠 横継紙 1 通

30 3 9 御願 未詳
第十五大区窪屋郡小七

区倉敷村　誰
小田県権令矢野光儀

自分用の引戸駕籠1挺

の免許願
横切紙 1 通

30 3 10 〔書付〕 未詳 横切紙 1 通

30 3 11 氏神石灯修覆受取通 未詳 辛未 3月 西東世話方 西沢六蔵 3月～6月分 横折紙 1 通

30 4 1 〔袋〕 安政5年 9月

「御室御所御入室御

得度被為成候御歎幷

ニ御助勢金差出書

類」

袋 1 枚

30 4 2 〔戒名書上〕 未詳 10名分 横切紙 1 通

30 4 3 〔山川金右衛門由緒書〕 未詳
稲田九郎兵衛家来の

山川金右衛門分
2枚に分離 断簡 1 通

30 4 4 記 未詳
ヒシキ竹、人夫代な

ど書上
エンピツ書、後欠 横継紙 1 通

30 4 5 1 〔玉泉寺法印宛松田確斎書状〕 未詳 4月11日 七兵衛事松田確斎 玉泉寺
仁国大和和尚の法会

につき
横折紙 1 通

30 4 5 2 〔玉泉寺法印宛松田吉左衛門書状〕 未詳 4月11日 松田吉右衛門 玉泉寺
宝輪尊師の六旬年忌

につき
横折紙 1 通

30 4 6 覚 未詳 3月10日 法輪寺 玉泉寺
御室御所触書の受取

につき
小切紙 1 通

30 4 7 1 〔井上三郎右衛門宛宝厳書状包紙〕 未詳 宝厳 井上三郎右衛門 矢上山悦心庵にて 包紙 1 枚

30 4 7 2 〔井上三郎右衛門宛宝厳書状〕 未詳 正月8日 宝厳 井上三郎右衛門 年始の祝詞のお礼 横折紙 1 通

30 4 7 3 〔井上三郎右衛門宛宝厳書状〕 未詳 正月8日 宝厳 井上三郎右衛門
尾崎氏の生まれ年に

ついて
2枚に分離 横切紙 1 通

数量
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30 4 8 1 〔献金・助成金の書付〕 未詳 玉泉寺分

井上三郎右衛門宛

矢上山悦心庵宝厳

の包紙1枚、玉泉寺

松田吉右衛門宛讃

岐詫間村の包紙1枚

あり

小切紙 1 通

30 4 8 2 〔井上三郎右衛門宛宝厳書状〕 未詳 正月14日 悦心庵宝厳 井上三郎右衛門 年始御祝詞の件 横折紙 1 通

30 4 8 3 〔井上三郎右衛門宛宝厳書状〕 未詳 正月14日 悦心庵宝厳 井上三郎右衛門
花小供の御記念につ

き
横折紙 1 通

30 4 9 1 覚 安政4年 12月 矢守左衛門権大尉ほか 観龍寺ほか
御入室御得度につき

献上品のこと、ほか
2枚に分離 竪継紙 1 通

30 4 9 2 〔無住寺院の取計らいにつき達〕 未詳 巳 12月 矢守左衛門権大尉ほか 観龍寺ほか
六十六部回国修行の

支配につき
2枚に分離、後欠 竪継紙 1 通

30 4 9 3 〔六十六部回国修行につき直末寺院へ達〕 未詳 巳 12月
矢守備後守・橋本民部

卿・芝築地総在庁
御直末寺院 3枚に分離 竪継紙 1 通

30 4 9 4 覚 未詳 巳 12月 執達所
触達の伝達につい

て、下書
竪紙 1 通

30 4 10 1 癸亥諸払帳并ニ人足賃渡留 未詳 癸亥 玉泉寺 表紙のみ 横半帳 1 枚

30 4 10 2 癸亥　盆前払帳　玉泉寺 未詳 癸亥 熨斗屋8分代ほか 横半帳 1 冊

30 4 10 3 〔玉泉寺宛通帳〕 未詳 亥 都屋吉三郎ほか 玉泉寺 醤油代ほか 15通分 小切紙 1 冊

30 4 10 4 覚 未詳 亥 7月 はし本や源左衛門 玉泉寺
高野豆腐、ごま代な

ど書上
2枚に分離 横継紙 1 通

30 4 10 5 覚 未詳 亥 7月 源右衛門 玉泉寺 丸筆代ほか 4-10-4～5は一連 横継紙 1 通

30 4 10 6 〔井上栄夫宛至誠堂書店葉書〕 未詳 6月19日 至誠堂書店 井上栄夫 葉書 1 通

30 4 11 〔中島村庄屋与八郎書状〕 未詳 中島村与八郎（花押）
当村新兵衛と妻子の

引越につき
横継紙 1 通

30 4 12 〔［　］八郎書状包紙〕 未詳 ［　］八郎 包紙のみ 破損大 包紙 1 枚

30 4 13 〔五蔵宛中島村庄屋与八郎書状包紙〕 未詳 中島村与八郎 五蔵 包紙のみ 包紙 1 枚

30 4 14 〔倉敷村年寄月番五蔵宛書状〕 未詳 8月15日 中島村与八郎 五蔵
当村新兵衛と妻子の

引越につき
横継紙 1 通

30 4 15 覚 未詳 8月10日 中島村与八郎 五蔵 御状1通請取につき 小切紙 1 通

30 4 16 〔倉敷村年寄月番五蔵宛書状断簡〕 未詳 8月12日 五蔵 宛先部分のみ 前欠 断簡 1 枚

30 4 17 〔宗門手形入包紙〕 未詳 包紙のみ 破損大 包紙 1 枚

30 5 1
〔法輪寺・玉泉寺宛成福院・天徳院書状包

紙〕
未詳 包紙のみ 1 通

30 5 2 〔包紙〕 未詳 「高野山」 包紙 1 枚

30 5 3 〔書付〕 未詳 「素堂様詠草記行」
洋紙にボールペン

で書いている
横切紙 1 枚
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30 5 4 持逃御届 明治20年 5月1日 井上

冬太郎諸事の104円が

持ち逃げされた、人

相の書上あり

2枚に分離 横継紙 1 通

30 5 5 〔書状断簡〕 未詳

閏九月朔日の伽藍宝

蔵の失火、大猷院殿

家光公御再造の件

前後欠 横継紙 1 通

30 5 6 〔書状断簡〕 未詳 12月朔日

伽藍再建掛天徳院湛然

（花押）・成福院来応

（花押）

法輪寺・玉泉寺 差出・宛先部分のみ 前欠、2枚に分離 横継紙 1 通

30 5 7 〔書状〕 未詳
御神霊様五十日祭に

つき、案文
横継紙 1 通

30 5 8 記 23年 2月16日 森口英三 井上

紛失物など代金書

上、別に番号を付け

た目録あり

3枚に分離 横継紙 2 通

30 5 9 記 未詳 尾崎宛、井上宛分 小切紙 4 通

30 5 10 〔往復賃書上〕 未詳 竜野往復代ほか 前後欠 断簡 1 枚

30 5 11 〔田畑書上断簡〕 未詳
倉敷村、帯江村ほか

地価
断簡 3 枚

30 5 12 〔精思高等小学校組合書記任命書〕 明治17年 4月22日
窪屋郡会町外六ケ村組

合役場
井上冬太郎 罫紙 1 通

30 5 13 内職人招応 明治26年 2月1日
東洋美術絵画彩絢　実

業社
尾崎生三 封筒あり　印刷 横切紙 1 通

30 5 14 〔井上冬太郎宛井上書状〕 未詳 1月25日 井上 井上冬太郎
役場の立替金につい

て

封筒あり、2枚に分

離
横継紙 1 通

30 5 15 所持金高届 未詳 横切紙 1 通

30 5 16 〔吉田建三分金銀書上〕 未詳 天保12年分より 横折紙 2 通

30 5 17 〔断簡一括〕 未詳 断簡一括 1 点

30 6 1 〔包紙〕 未詳 玉泉寺 吉左衛門
（上書）「当事星真

言」
包紙 1 点

30 6 2 当年星真言 未詳 横切紙 1 通

30 6 3 〔包紙〕 未詳
御室御所芝築地治部

卿・橋本民部

芝築地治部卿・橋本民

部
包紙 1 枚

30 6 4 〔井上亮三宛井上信造書状〕 未詳 7月 井上信造 井上亮三 公租協議費の件など 2枚に分離 横継紙 1 通

30 6 5 〔井上おけい・おくか宛金出地ちか書状〕 未詳
旧11月5

日
金出地ちか 井上おけい・おくか 仏事勤のことなど 横継紙 1 通

30 6 6 〔堀直左衛門宛井上冬太郎書状〕 未詳 10月18日 井上冬太郎 堀直左衛門 妹のことなど 破損大 横継紙 1 通

30 6 7 記 未詳 10月9日 宮造作分の支払書上 3枚に分離 横継紙 1 通
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30 6 8 〔明治十七年・十八年分地方税書上〕 明治17年
明治17年～18年分地

方税等書上
後欠 横継紙 1 通

30 6 9 〔振込用紙写〕 未詳 横切紙 1 通

30 6 10 〔井上冬太郎宛小野耕平書状〕 未詳 10月19日 小野耕平 井上冬太郎
弊村の祭典のことな

ど
封筒あり 横継紙 1 通

30 6 11 〔堀健次郎宛井上信造・亮三書状〕 未詳 1月18日 井上信造・井上亮三 堀健次郎 婚儀のお礼につき 横折紙 1 通

30 6 12 〔井上信造山路音太郎書状〕 未詳 井上信造 山路音太郎 婚儀のお礼につき 横折紙 1 通

30 6 13 〔書状断簡一括〕 未詳 断簡一括 1 点

30 7 1 〔井上安兵衛宛宝寿山院主書状〕 未詳 4月14日 宝寿山院主 井上安兵衛

20日御行で御影供引

上、修行する件につ

き

横切紙 1 通

30 8 1 〔書状断簡〕 未詳

久富遠江守文連（花

押）・芝築地治部卿

（花押）

法輪寺御坊・玉泉寺御

坊
後欠、包紙あり 横継紙 1 通

30 8 2 〔奉書〕 未詳 6月12日

久富遠江守文連（花

押）・芝築地治部卿

（花押）

法輪寺御坊・玉泉寺御

坊
年始御礼献上の礼 折紙 1 通

30 8 3 証 天保15年 12月
御室御所執達当番　村

上内蔵助
玉泉寺御房

高野山関東御下向に

つき助勢献金の領収
竪切紙 1 通

30 8 4 証 弘化3年 6月
御室御所執達当番　矢

守筑前介
玉泉寺御房

高野山関東御下向に

つき助勢献金の領収
竪切紙 1 通

30 9 1 〔包紙〕 未詳
御室御所橋本総社庁・

山崎左京少進

龍昌院御房・玉泉寺御

房
包紙 1 枚

30 9 2
〔法輪寺御坊・玉泉寺御坊宛小幡蔵人ほか

書状〕
未詳 2月20日

小幡蔵人（花押）・谷

左馬大允（花押）・矢

守左衛門権大尉（花

押）

法輪寺御坊・玉泉寺御

坊

改年の金100疋献納に

つき
包紙あり 横折紙 1 通

30 A 1 〔包紙〕 未詳
芝築地総本庁矢守備後

守
玉泉寺 包紙のみ 包紙 1 枚

30 A 2 〔橋本民部宛矢守備後守書状〕 未詳 8月晦日
芝築地総本庁矢守備後

守（花押）
橋本民部

御入室得度につき慶

賀
横折紙 1 通

30 A 3
〔倉敷年寄月番五蔵宛西阿知村名主要右衛

門書状〕
未詳 8月8日

西阿知村名主　要右衛

門
五蔵

惣助妹たけの倉敷戎

町惣十郎忰久米蔵妻

に引請の宗門送りに

つき

3枚に分離 横継紙 1 通

30 A 4 〔五蔵宛西阿知村名主要右衛門書状〕 未詳 8月13日
西阿知村名主　要右衛

門
倉敷村五蔵

当村惣介妹たけ引請

につき
2枚に分離 横継紙 1 通
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30 A 5 〔包紙〕 未詳
西阿知村名主　要右衛

門
倉敷村五蔵

当村惣介妹たけ引請

につき
包紙 1 点

30 A 6 宗門送手形之事 寛政7年 8月 水江村多聞寺
倉敷庄屋孫太夫・年寄

中
西阿知村惣助妹たけ 竪継紙 1 通

30 B 1 覚 未詳 午 10月朔日
仏具師　京都　田中伊

賀
玉泉寺・御知事 前具の代銀につき 横切紙 1 通

30 B 2 〔玉泉寺・御知事宛田中伊賀書状〕 未詳 10月朔日 仏具師　田中伊賀 玉泉寺様・御知事様
前具代を万屋正兵衛

から請取につき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 B 3 〔包紙〕 未詳
仏具師　京都　田中伊

賀
玉泉寺 付紙あり 包紙 1 通

30 B 4 〔井上御兄様宛片山亀五郎書状〕 未詳 7月30日 片山亀五郎 井上御兄
冬漬けの香の物１、2

艇を譲ってほしい
2枚に分離 横継紙 1 通

30 B 5 〔井上様宛片山書状〕 未詳 5月26日 片山 井上 参上延引のわび 横継紙 1 通

30 B 6 〔小野丹右衛門・井上新右衛門書状〕 未詳
小野丹右衛門・井上新

右衛門

先暑御来臨のお礼、

中略
2枚に分離 横継紙 1 通

30 B 7 〔片山溱左衛門書状〕 未詳 4月15日 片山溱左衛門 醪一樽呈上につき 前欠 横継紙 1 通

30 C 1 1 送手形之事 寛政7年 卯 8月
窪屋郡中島村庄屋　与

八郎

窪屋郡倉敷村庄屋　孫

大夫・年寄

新兵衛と妻さなの

引っ越しにつき
竪紙 1 通

30 C 1 2 差出申一札之事 寛政7年 8月 新兵衛ほか5名 年寄月番五蔵
中島村善十郎忰新兵

衛一家引越につき
竪紙 1 通

30 C 1 3 宗門請状之事 寛政7年 8月 窪屋郡中島村　実際寺
窪屋郡倉敷村庄屋孫太

夫ほか

窪屋郡中島村へ引越

につき
竪紙 1 通

30 D 1 1 〔封筒〕 未詳 10月25日 たき 宮崎屋 封筒 1 枚

30 D 1 2 〔井上大人宛滝楠書状〕 未詳 8月23日 滝楠 井上大人 備中府志につき 小切紙 1 通

30 D 1 3 〔井上御父上宛くす書状〕 未詳 くす 井上御父上
手本のようなものは

ないとの報告
横継紙 1 通

30 D 1 4 〔書状断簡〕 未詳
盆花代などの支払い

につき
横継紙 1 通

30 D 1 5 〔井上信蔵宛滝本八百□書状〕 未詳 9月16日 滝本八百□ 井上新蔵 備中府志返納につき 小切紙 1 通

30 D 1 6 〔宮崎屋大人宛たきもと書状〕 未詳 10月25日 たきもと 宮崎屋大人
先日お話の懸物の返

却につき
横切紙 1 通

30 D 1 7 〔井上宛書状〕 未詳 8月9日 井上
直に求めてほしいと

の知らせ
D-1-7～8は一括 横継紙 1 通

30 D 1 8 〔井上宛岡本永治ほか書状〕 未詳 9月16日 岡本永治 井上
山路氏より婚姻の件

につき、ほか
3枚に分離 横継紙 1 通

30 D 2 1 〔包紙〕 未詳 岡山　橋本 井上御母上 糊はがれ 封筒 1 通

30 D 2 2 〔安井書状〕 未詳 4月20日 安井
提灯などの注文の品

の件
横切紙 1 通
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30 D 2 3 〔書状断簡〕 未詳 井上 前欠 横切紙 1 通

30 D 2 4 〔井上音三郎宛三輪勝太郎書状〕 未詳 庚辰 10月11日 三輪勝太郎 井上音次郎 興譲館参館の件など 横継紙 1 通

30 D 2 5 〔井上新兵衛宛堀尾乾爛書状〕 未詳 6月17日 堀尾乾爛 井上新兵衛
厨子5本出来たことに

つき
2枚に分離　後欠 横継紙 1 通

30 D 2 6 〔井上宛楠戸沢太郎書状〕 未詳 1月14日 楠戸沢太郎 井上 腹痛につき配慮願 横継紙 1 通

30 D 2 7 〔井上宛大□□書状〕 未詳 2月6日 大□□ 井上 吉田慎三について 竪紙 1 通

30 D 2 8 〔井上信蔵宛大森弥五郎書状〕 未詳 8月8日 大森弥五郎 井上新蔵
井上様少々発熱につ

き、ほか
横継紙 1 通

30 D 2 9 〔井上宛横溝和三郎書状〕 未詳 3月14日 横溝和三郎 井上
囲碁道具の借用につ

き
3枚に分離 横継紙 1 通

30 D 2 10 〔井上良造宛平田茂太郎書状〕 未詳 6月12日 平田茂太郎 井上良造
手紙を小野おさんへ

渡してくれるよう願
横継紙 1 通

30 D 2 11 〔井上雅宛奥村昭書状〕 未詳 4月10日 奥村昭 井上雅
尾崎氏より話を聞い

てほしい
小切紙 1 通

30 D 3 1 〔井上信造宛小野書状封筒〕 未詳 本町小野 井上信造
糊が外れて開いてい

る
封筒 1 枚

30 D 3 2 〔井上冬太郎宛書状断簡〕 未詳 井上冬太郎 宛先部分のみ 断簡 1 通

30 D 3 3 〔書状〕 未詳 4月6日
郡役所へ出勤につい

て
小切紙 1 通

30 D 3 4 〔井上信蔵宛小野鹿書状〕 未詳 4月8日 小野鹿 井上信蔵
諸事があることの知

らせ
破損部分あり 小切紙 1 通

30 D 3 5 〔井上冬太郎宛小野鹿書状〕 未詳 1月19日 小野鹿 井上冬太郎
入院中のお土産につ

き
2枚に分離 横継紙 1 通

30 D 4 〔包紙〕 未詳 卯 8月

新田太平治忰五郎三

郎妻に弥三郎娘はつ

妻に遣わす件

包紙 1 枚

30 D 5
〔倉敷年寄月番五蔵宛児島郡呼松村名主五

一兵衛ほか書状〕
未詳 8月10日 児島郡呼松村五一兵衛 倉敷年寄月番五蔵

呼松村弥三右衛門娘

はつをと倉敷村新田

三平次の妻に引請に

つき

横切紙 1 通

30 D 6 宗門送り手形之事 寛政7年 8月 呼松村　安楽院
倉敷庄屋孫太夫・年寄

中

呼松村弥三右衛門娘

はつを新田太平二妻

に遣わす件

竪紙 1 通

30 E とじ紐 未詳 紐 1 点

30 E 1 〔井上冬太郎宛加須山尾崎生三書状〕 未詳 24日 加須山尾崎生三 井上冬太郎
家賃ほか取立代金に

つき
E1～20一括 罫紙 1 通

30 E 1 差出申上一札之事 寛政7年 8月 願人浜屋定右衛門ほか 年寄月番　五蔵
願人浜屋定右衛門忰

文吉養子婿につき
包紙あり 竪継紙 1 通
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30 E 2 〔井上御兄上様宛尾崎生三書状〕 未詳
旧3月28

日
尾崎生三 井上御兄上様

御手料理ヘギにて持

帰りの件
一紙 1 通

30 E 3 〔井上冬太郎宛尾崎生三書状〕 未詳 尾崎生三 井上冬太郎
同愛舎の残務引き渡

しにつき
一紙 1 通

30 E 4 〔井上信十郎・亮三宛尾崎生三書状〕 未詳 12月13日 尾崎生三 井上信十郎・亮三
福四郎満州にて病

没、葬儀につき
前欠 一紙 1 通

30 E 5 〔井上御伯父宛尾崎生三書状〕 未詳 1月28日 尾崎生三 井上御伯父
御申越の金子5円差上

につき
一紙 1 通

30 E 6 1 〔井上御伯父宛尾崎生三書状〕 未詳 9月21日 尾崎生三 井上伯父
山根の尾崎良斎の母

死去につき
小切紙 1 通

30 E 6 2 〔倉敷井上宛加須山井上書状〕 未詳 7月12日 賀須山　井上 倉敷　井上 御宅所有の振替願い 一紙 1 通

30 E 7 〔井上様宛尾崎生三書状〕 未詳 7月8日 尾崎生三 井上様
浴衣、ハンケチ等の

小包引き渡しにつき
一紙 1 通

30 E 8 〔井上様宛尾崎生三書状〕 26年 7月26日 尾崎生三 井上様
旧六月分費延引につ

き
一紙 1 通

30 E 9 〔井上宛義右衛門書状断簡〕 未詳 辰 12月28日 義右衛門 井上尊兄
差出人・宛先の部分

のみ
前後欠 断簡 1 通

30 E 10 〔井上御父上・御母上宛尾崎生三書状〕 明治22年 7月30日 尾崎生三 井上御父・御母
離縁の話し合いにい

つき
横継紙 1 通

30 E 11 〔井上信造・亮三宛尾崎生三書状〕 未詳 尾崎生三 井上信造・亮三 梅四郎死去につき 2枚に分離 横継紙 1 通

30 E 12 記 未詳 3日 西尾崎 井上様 紬紋付ほかの納品 一紙 1 通

30 E 13 〔井上御兄上様宛尾崎生三書状〕 未詳 尾崎生三 井上御兄上様 魚進呈につき 横継紙 1 通

30 E 14 〔井上御伯父宛尾崎生三書状〕 未詳 3月14日 尾崎生三 井上冬太郎 伯母様の帰宅につき 横切紙 1 通

30 E 15 1 〔井上御兄上様宛尾崎生三書状〕 未詳 4月3日 尾崎生三 井上御兄上様
来客多いため、失礼

している詫び
横継紙 1 通

30 E 15 2 〔書状断簡〕 未詳
香台は早島へ返却に

つき
前後欠 一紙 1 通

30 E 15 3 〔井上御兄上宛尾崎生三書状〕 未詳 4月2日 尾崎生三 井上御兄
桑煙草簿盆などの品

返却につき
前欠 横継紙 1 通

30 E 15 4 〔書状断簡〕 未詳 道具の借用につき
後欠、E-15-2と関

連
一紙 1 通

30 E 16 1 〔書状断簡〕 未詳 所持金書上につき 後欠 横継紙 1 通

30 E 16 2 〔井上御伯父宛尾崎生三書状〕 未詳 4月4日 尾崎生三 井上御伯父
広井氏へ運び方依頼

につき
前欠 一紙 1 通

30 E 17 1 〔書状断簡〕 未詳 前後欠 横継紙 1 通

30 E 17 2 〔尾崎生三書状〕 未詳 7月22日 尾崎生三 胃痛の見舞い 前欠 横継紙 1 通

30 E 17 3 〔井上冬太郎宛書状書状断簡〕 未詳 宛先部分のみ 一紙 1 枚

30 E 18 3 〔書状断簡〕 未詳 冬太郎来訪の礼ほか 後欠 横継紙 1 通
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30 E 18 4 〔井上御伯父宛尾崎生三書状〕 未詳 12月7日 尾崎生三 井上伯父
大阪砲兵第4聯隊補充

中隊入営につき
前欠 横継紙 1 通

30 E 18 〔井上冬太郎宛井上書状〕 未詳 11日 井上 井上冬太郎 税証明につき 横継紙 1 通

30 E 19 〔井上冬太郎様宛尾崎生三書状〕 未詳 3月13日 尾崎生三 井上冬太郎
摂州伊丹西宮宮地方

へ行軍中につき
前欠 横継紙 1 通

30 E 20 〔井上冬太郎様宛尾崎生三書状〕 明治37年 8月24日 尾崎生三 井上冬太郎 帳簿記入の件 罫紙 1 通

30 F 1 宗門送手形之事 寛政7年 8月
児島郡浦田村蓮花院無

住代判粒江村西明院

窪屋郡倉敷庄屋孫太

夫・年寄

児島郡福田新田坂次

郎娘さきを妻に遣わ

す件

2枚に分離 竪紙 1 通

30 F 2 1 〔包紙〕 未詳 尾原村名主平十郎 倉敷月番五蔵 包紙 1 枚

30 F 2 2 〔倉敷年寄五蔵宛尾原村名主平十郎書状〕 未詳 8月8日 尾原村名主平十郎 倉敷月番五蔵
当村勘兵衛の宗門送

り状につき
横切紙 1 通

30 F 3 宗門請状之事 寛政7年 8月 児島郡尾原村　慈眼院
倉敷村庄屋孫太夫・年

寄

奥書：尾原村名主平

十郎、五人組頭林之

助

竪紙 2 枚

30 F 4 差出申一札之事 寛政7年 8月 願人ほか5名 年寄月番五蔵
当村勘兵衛の宗門送

り状につき
竪紙 1 通

30 F 5 送り手形之事 寛政7年 8月
児島郡尾原村名主平十

郎ほか

倉敷庄屋孫太夫・年寄

中

尾原村勘兵衛を利介

妻に引請につき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 G 1 1 差出申一札之事 寛政7年 8月
願人西原村十吉ほか5

名
年寄月番五蔵

浅口郡長尾村へ引越

につき
竪紙 1 通

30 G 1 2 〔俳諧〕 未詳

こふすゐの道の替ら

ぬあちの里　聞にも

まさるや春の御祝年

小切紙 1 枚

30 G 1 3 〔包紙〕 未詳 卯 8月

福田新田分、唐戸八

右衛門忰妻引請につ

き

包紙 1 枚

30 H 1 〔五蔵宛九左衛門書状〕 寛政7年 8月11日 浜村年寄九左衛門 倉敷村年寄五蔵
当代官所浜村里七跡

かめの聟養子につき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 H 2 差出申一札之事 寛政7年 8月
願人相生町幸介ほか5

名
年寄月番五蔵

当代官所浜村里七跡

かめの聟養子につき
包紙あり 竪紙 1 通

30 H 3 〔包紙〕 未詳 卯 8月
尾原村勘兵衛の利介

につき

（裏書）「宗門送

り手形弐通」
包紙 1 枚

30 J 1 くくり紐 未詳 紐 1 点

30 J 2 覚 未詳 辰
安兵衛分の本田畑書

上、辰年名寄帳分
横折紙 1 通

30 J 3 1 くくり紐 未詳 紐 1 点
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30 J 3 2 西阿知村申ノ御年貢米請取 元文5年 名主　又兵衛
幾右衛門・安兵衛・与

一右衛門
後欠 横切紙 1 通

30 J 3 3 西阿知村申ノ御年貢米請取 元文5年 名主　六右衛門 宮崎屋　安兵衛 横切紙 1 通

30 J 3 4 西阿知村申ノ御年貢米請取 元文5年 名主　又兵衛
幾右衛門・安兵衛・与

一右衛門
横切紙 1 通

30 J 4 1 請取申麦成銀 未詳 亥 6月
四十瀬村名主　十郎右

衛門
倉敷　安兵衛

麦1斗4升7合分の銀札

請取
小切紙 1 通

30 J 4 2 御□見掛 未詳 酉 12月28日 笹沖村組頭　甚四郎 倉敷　安兵衛 小切紙 1 通

30 J 5 元文元年辰御年貢通 元文元年 庄屋伝兵衛 倉敷　安兵衛 横折紙 1 通

30 J 6 寛保六年渋江村御年貢通 寛保6年 渋江村名主□治 安兵衛 後欠 横切紙 1 通

30 J 7 寛保元年酉御年貢鳥羽村通 寛保元年 宮崎屋　安兵衛 2枚に分離 横切紙 1 通

30 J 8 水夫割 寛保3年 安兵衛組分 横折紙 1 通

30 J 9 寛保元年四十瀬村御年貢米請取通 寛保元年 10月 四十瀬村名主　善兵衛 倉敷　安兵衛 2枚に分離 小切紙 1 通

30 J 10 寛保元年酉御年貢通 寛保元年 鳥羽村庄屋　伝兵衛 安兵衛
「覚」（銀48匁未

進元利分書上）
横折紙 1 通

30 J 11 白楽市村御年貢米受取通 寛保元年 9月 名主善左衛門 倉敷村　安兵衛 横切紙 1 通

30 J 12 享保十九年寅鳥羽村御年貢米通 享保19年 鳥羽村庄屋伝兵衛 安兵衛 横折紙 1 通

30 J 13 1 享保十八年子年貢指引 享保18年 水江村伝兵衛 倉敷　安兵衛 横切紙 1 通

30 J 13 2 預り申下作手形之事 享保13年 正月11日
下作人白楽市村七右衛

門・証人同村与助
倉敷宮崎屋安兵衛

糊が外れた付紙1枚

あり
竪紙 1 通

30 J 14 覚 未詳 亥 10月29日 井筒屋 宮崎屋

去酉年に貸渡した銀

子のうち、当10月に

入銀につき

小切紙 1 通

30 J 15 1 寛保三年戌御年貢通 寛保3年 鳥羽村庄屋　伝兵衛 宮崎屋安兵衛 横折紙 1 通

30 J 15 2 寛保弐年戌御年貢通 寛保2年 鳥羽村庄屋　伝兵衛 宮崎屋安兵衛 横折紙 1 通

30 J 15 3 〔亥年米銀書上〕 未詳 亥 横継紙 1 通

30 J 16 酒津村元文五年申御年貢請取通 元文5年 酉 6月 庄屋　利右衛門 3枚に分離 横継紙 1 通

30 J 17 酒津村元文五年申御年貢請取通 元文5年 申 倉敷　与一右衛門 2枚に分離 横継紙 1 通

30 J 18 元文三年御年貢通 元文3年 庄屋　伝兵衛 倉敷　安兵衛 横折紙 1 通

30 J 19 元文四年未ノ御年貢通 元文4年 庄屋　伝兵衛 倉敷　安兵衛 横折紙 1 通

30 J 20 水夫帳 元禄15年 壬午 4月 高畠安兵衛 横半帳 1 冊

30 J 21 元文五年申水江村御年貢通 元文5年 水江村名主　幸左衛門 倉敷　文蔵 横切紙 1 通

30 J 22 元文五年申御年貢請取通 元文5年 鳥羽村庄屋伝兵衛 倉敷　宮崎屋安兵衛 横折紙 1 通

30 J 23 覚 未詳 12月 沖□ 宮崎屋　安兵衛 横切紙 1 通

30 J 24 覚 未詳 酉 12月
かす山庄屋伝右衛門・

年寄兵右衛門
宮崎屋　安兵衛 御物成の書上 横切紙 1 通
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30 J 25 〔断簡〕 未詳
白楽市村の年貢など

書上
文書数通分が固着 断簡一括 1 点

30 J 26 1 酉のとし添新田年貢 未詳 酉 10月 沖新田庄屋　林右衛門 宮崎屋　安兵衛 裏面も書入あり 横切紙 1 通

30 J 26 2 覚 寛保元年 12月29日 福島村猪介 みや崎屋安兵衛 米の受取 横継紙 1 通

30 J 26 3 寛保元年年貢米通 寛保元年 12月26日
吉田へ入作　名主　浅

右衛門
倉敷村　宮崎屋安兵衛

鳥羽村曽平より米入

分等
破損 横切紙 1 通

30 J 26 4 1 御年貢米通 寛保 27日 名主　浅右衛門 倉敷村　宮崎屋安兵衛 吉田へ入作分 横切紙 1 通

30 J 26 4 2 覚 未詳 酉 12月 添新田横役受取 横継紙 1 通

30 J 26 5 御年貢米請取通 元文4年 10月 早瀬村名主　善兵衛 倉敷安兵衛 後欠 横切紙 2 枚

30 J 26 6 御年貢米請取通 寛保元年 辛酉 11月晦日 中帯江庄屋　左治衛門 倉敷　宮崎や安兵衛 端裏書あり 横切紙 1 通

30 J 26 7 御年貢米請取通 寛保元年 辛酉 11月晦日 高沼庄屋　太右衛門 宮崎屋安兵衛 横切紙 1 通

30 J 26 8 覚 寛保元年 辛酉 12月11日
四十瀬新田村名主　十

郎右衛門
倉敷　安兵衛 横役懸り受取 横継紙 1 通

30 J 27 1 覚 未詳 酉 2月27日 大のや伊平 宮崎や 米代として銭受取 小切紙 1 通

30 J 27 2 元文五年申御納受取 元文5年
徳芳村庄屋又太郎・倉

敷安兵衛
当村新兵衛より弁分 小切紙 1 通

30 J 28 ［　］御年貢米請取通 寛保元年 9月 庄屋武兵衛 庄屋安兵衛分 横帳 1 冊

30 J 29 覚（田畑の書上） 未詳 免、加損の書付あり 横切紙 2 枚

30 J 30 御年貢米通 元文5年 申 11月晦日
四十瀬新田村名主　十

郎右衛門
倉敷　安兵衛 2枚に分離 横継紙 1 通

30 J 31 覚（田畑の加損・預米等の書上） 未詳 横折紙 2 枚

30 J 32 1 御宮算用 享保18年
丑年～申年分、諸入

用代など書上
横帳 1 冊

30 J 32 2 覚 未詳 亥 10月29日 銭屋 宮崎屋
中島村・片島村の取

替銀の受取
小切紙 1 通

30 J 33 〔包紙カ〕 未詳 丑 井上安兵衛 断簡 1 枚

30 J 34 1 酒津村享保十八丑御年貢請取通 享保18年 庄屋　利右衛門 宮崎屋　安兵衛
端裏書あり、3枚に

分離
横切紙 1 通

30 J 34 2 酒津村丑御年貢請取候事 享保18年 酉 6月
庄屋　利右衛門・権右

衛門
2枚に分離 横切紙 1 通

30 J 35 享保十八丑浜村御年貢米請取 享保18年 庄屋政右衛門・安兵衛 横折紙 1 通

30 J 36 覚 未詳 丑 極月20日 鳥羽村伝兵衛 宮崎屋安兵衛 日用銀の件 小切紙 1 通

30 J 37 福島村御年貢米請取通 元文5年 12月25日 福島村名主　儀右衛門 倉敷宮崎屋　安兵衛 横継紙 1 通
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30 J 38 延享元年御年貢請取之事 延享元年 12月27日 倉敷　水月庵 小切紙 1 通

30 J 39 元文五年申ノ算用 元文5年 倉敷　宮崎屋安兵衛 断簡 横折紙 1 通

30 J 40 安太夫地五年切御年貢覚 未詳 丑 12月 笹沖村名主　幸右衛門 倉敷村　吉三郎 下田・下畑2筆分 横切紙 1 通

30 J 41 1 請取申麦成銀之事 享保18年 6月19日
四十瀬新田村　十郎右

衛門

倉敷かハすや六郎右衛

門
小切紙 1 通

30 J 41 2 請取申麦成銀之事 享保8年 6月19日 四十瀬新田村十右衛門 倉敷宮崎屋安兵衛 小切紙 1 通

30 J 41 3 請取申銭之事 未詳 丑 6月晦日
四十瀬新田村　十郎右

衛門
倉敷かすや六郎右衛門 麦成銀の請取 2枚に分離 小切紙 1 通

30 J 41 4 請取申せに之事 未詳 丑 6月晦日
四十瀬新田村　十郎右

衛門
倉敷　安兵衛 麦成銀の請取 小切紙 1 通

30 J 42 1 覚 未詳 12月28日 ささ沖幸右衛門 くらしき安兵衛 安太夫より入分 小切紙 1 通

30 J 42 2 御年貢米請取通 享保18年 9月 四十瀬村名主　弥平次 倉敷村　安兵衛 横切紙 1 通

30 J 42 3 1 大島［　］年貢米通 享保18年 名主　長介 安兵衛 後欠 横切紙 1 通

30 J 42 3 2 〔年貢米算用書〕
（享保18

年カ）
長介 前欠 横切紙 1 通

30 J 43 3 3 〔年貢米算用書〕 未詳 前後欠 横切紙 1 通

30 J 42 3 4 〔年貢米算用書〕 未詳 前後欠 横切紙 1 通

30 J 42 4 覚 未詳 12月24日
沖新田庄屋　与一右衛

門
宮崎屋安兵衛 銀受取 横継紙 1 通

30 J 43 〔籾の書上〕 未詳 宮崎や安へえ 小切紙 1 通

30 J 44 享保十八巳年御年貢米請取通 享保18年 平田村庄屋　甚八 倉敷　与一右衛門 横切紙 1 通

30 J 45 秋成之覚 未詳 丑 10月19日 沖新田庄屋　林右衛門 宮崎屋安兵衛 請取皆済につき 横継紙 1 通

30 J 46 御年貢米通 享保8年 9月 吉岡村名主権太郎 倉敷安兵衛 横切紙 1 通

30 J 47 1 請取申御麦銀札 未詳 丑 7月4日 四十瀬村名主弥平次 倉敷　宮崎屋安兵衛 横切紙 1 通

30 J 47 2 請取申御麦銀札 未詳 丑 7月4日 四十瀬村名主弥平次 倉敷　宮崎屋安兵衛 2枚に分離 小切紙 1 通

30 J 48 覚 未詳 丑 宮崎屋　安兵衛 手形につき 虫損 横継紙 1 通

30 J 49 笹沖村御年貢通 享保18年 名主幸右衛門 倉敷　安兵衛 2枚に分離 横継紙 1 通

30 J 50 〔享保十一年免定〕 享保11年
本田、新田分など書

上
フケている、断簡 横切紙 1 通

30 J 51 覚 未詳 申 11月 沖新田村庄屋林右衛門 宮崎屋　安兵衛 添新田銀受取 横継紙 1 通

30 J 52 覚 未詳 丑 7月 川入村弥次郎 宮崎屋　安兵衛 麦成銀渡し 横切紙 1 通

30 J 53 覚 未詳 吉三郎分ほか 横切紙 1 通

30 J 54 酒津村申御年貢請取通　倉敷安之丞 元文5年 6月 庄屋利右衛門 横継紙 1 通
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30 J 55 元文二年御年貢通 元文 27日 庄屋　伝兵衛 倉敷　安兵衛 横切紙 1 通

30 J 56 くくり紐 未詳 30-J-56-1～3一括 紐 1 点

30 J 56 1 西阿知村寛保元年御年貢米請取 寛保元年 名主　又兵衛ほか 安兵衛・与一右衛門 端裏書あり 横切紙 2 点

30 J 56 2 西阿知村寛保元年御年貢米請取 寛保元年
西阿知村名主　五兵

衛・幾右衛門・曽平
端裏書あり 横切紙 1 通

30 J 56 3 西阿知村酉御年貢米請取通 寛保元年 名主又兵衛ほか 3枚に分離 横切紙 1 通

30 K 0 〔くくり紐〕 未詳 紐 1 点

30 K 1 0 ｛井上伯父・冬太郎宛蔦屋仏事封筒断簡〕 未詳 井上御伯父・伯母 蔦屋仏事 礼状 封筒 1 枚

30 K 1 1 1 〔川口源右衛門書状〕 未詳 11月15日 おかの様の件 小切紙 1 通

30 K 1 1 2
〔井上御伯父・尾崎生三宛川口源右衛門・

宇太郎書状〕
未詳 9月6日 川口源右衛門・宇太郎 井上御伯父・尾崎生三 体調うかがい 横継紙 1 通

30 K 1 1 3 〔川口源右衛門書状〕 未詳 11月15日
見舞いに行けなかっ

たことの詫びほか
2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 1 1 4 〔井上伯母宛川口源五右衛門書状〕 未詳 11月15日 川口源右衛門 井上御伯母 浅野氏拝謁の件ほか 3枚に分離 横継紙 1 通

30 K 1 1 5 〔井上御伯母宛川口源五右衛門書状〕 未詳 11月15日 川口源五右衛門 井上御伯母・冬太郎 後妻入用の品につき 2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 1 1 6 〔井上宛森禎書状〕 未詳 5月31日 森禎 井上
清酒・煙草・新聞代

の支払いにつき
横継紙 1 通

30 K 1 1 7 〔井上伯母・冬太郎宛川口源右衛門書状〕 未詳 5月3日 川口源右衛門 井上御伯母・冬太郎 尾崎生三の件 横継紙 1 通

30 K 1 1 8 〔書状断簡〕 未詳

餐応のお礼、浅野氏

へご苦労をかけた

件、ほか

後欠 横切紙 1 通

30 K 1 1 9
〔井上御伯父・冬太郎宛川口源五右衛門書

状〕
未詳 川口源五右衛門 井上御伯父・冬太郎

山路音三郎様の件ほ

か
横継紙 1 通

30 K 1 1 10 〔書状断簡〕 未詳 健康を祈念する 小切紙 1 通

30 K 1 1 11
〔井上御伯父・冬太郎宛川口源五右衛門書

状〕
未詳 6月28日 川口源五右衛門 井上御伯父・冬太郎 縁談相手につき 横継紙 1 通

30 K 1 2 1
〔井上御伯父・御伯母宛川口源右衛門書

状〕
未詳 12月21日 川口源右衛門 井上御伯父・伯母

上角の浅野氏方へは

佐藤宇四郎様へ相談

の件

2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 1 2 2
〔井上御伯父・御伯母宛川口源右衛門書

状〕
未詳 12月3日 川口源右衛門 井上御伯父・伯母

実家伯父の法事のお

礼
2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 1 3 〔井上御伯父宛川口源右衛門書状〕 未詳 12月27日 川口源右衛門 井上御伯父 冬太郎様妻御縁の件 2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 2 0 〔井上信三宛五十川封筒〕 未詳 五十川 井上信三 「福山五十川」 封筒 1 枚

30 K 2 1 〔井上父・伯父宛五十川源吉書状〕 未詳 3月31日 五十川源吉 井上御父上・御伯父上 婚儀のお礼 横折紙 1 通

30 K 2 2 〔井上宛五十川源吉書状〕 未詳 4月1日 五十川源吉 井上 鮮魚のお礼、副書 小切紙 1 通

30 K 2 3 〔井上信蔵宛近藤一次書状〕 未詳 4月1日 近藤一次 井上信蔵 婚礼の贈物のお礼 小切紙 1 通

30 K 2 4 記 未詳 己丑 4月1日 近藤 井上 松魚と反物料の受取 小切紙 1 通
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30 K 2 5 〔井上信造宛五十川源吉書状〕 未詳 6月5日 五十川源吉 井上信造
菓子のお礼、母上の

入院の見舞い
2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 3 〔断簡〕 未詳 横切紙 1 枚

30 K 4 0 〔井上冬太郎宛封筒断簡〕 未詳 「他所親類」 糊はがれ 封筒 2 枚

30 K 4 1 〔井上信蔵・秀蔵宛鳥羽書状〕 未詳 鳥羽傁老 井上信蔵・秀蔵 婚儀の鏡餅のお礼 2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 4 2 〔井上信蔵宛児島虎一郎書状〕 未詳 9月14日 児島虎一郎 井上信蔵 団扇のお礼 2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 4 3 〔井上亮三宛金出地四郎三書状］ 未詳 9月20日 金出地四郎三 井上亮三
御使いの久助へ渡し

た金につき
破れあり 罫紙 1 通

30 K 4 4 〔井上御叔父・冬太郎宛三宅止四郎書状〕 未詳 11月５ 三宅止四郎 井上御父上・冬太郎 霊前見舞い 横継紙 1 通

30 K 4 5 〔菊井八十郎宛児島虎一郎書状〕 未詳 10月17日 児島虎一郎 菊井八十郎 横継紙 1 通

30 K 4 6 〔井上信蔵宛橋本六兵衛書状〕 未詳 7月26日 橋本六兵衛 井上信蔵 婚姻のお祝い 2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 4 7 〔川口源右衛門書状〕 未詳 川口源右衛門 品物進呈につき 前欠 横切紙 1 通

30 K 5 0 〔井上長兄宛吉田健三書状〕 未詳 7月29日 吉田健三 井上長兄 封筒のみ 封筒 1 枚

30 K 5 1 1 〔井上冬太郎宛吉田健三書状〕 未詳 12月24日 吉田健三 井上冬太郎 返却物延引の詫び 罫紙2枚 罫紙 1 通

30 K 5 1 2 〔断簡〕 未詳 山野様の養生につき 前後欠 断簡 1 通

30 K 5 2 〔井上冬太郎宛吉田健三書状〕 未詳 1月10日 吉田健三 井上冬太郎 高梁寿栄堂の件 横継紙 1 通

30 K 5 3 〔井上賢兄宛吉田健三書状〕 未詳 10月20日 吉田健三 井上賢兄
狩野派の掛軸3幅拝借

願
横切紙 1 通

30 K 5 4 〔井上長兄宛吉田健三書状〕 未詳 4月19日 健三 井上長兄
税金戸数割と営業組

合費の徴収の件
横継紙 1 通

30 K 5 5 〔井上御両人宛吉田健三書状〕 未詳 10月8日 吉田健三 井上御両人
予て約束の瓶借用に

つき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 5 6 〔井上信三・亮三宛吉田健三書状〕 未詳 10月30日 吉田健三 井上信三・亮三 霊祭の開催日につき 罫紙 1 通

30 K 5 7 〔井上宛吉田寿書状〕 未詳 6月5日 吉田寿 井上 調印の依頼につき 横継紙 1 通

30 K 5 8 〔井上長兄宛吉田健三書状〕 未詳 2月9日 吉田健三 井上長兄
三宝・掛軸などの拝

借願
横切紙 1 通

30 K 5 9 換告 未詳 8月20日 吉田健三 井上冬太郎
重箱拝借のお礼に梨

差し上げにつき
横継紙 1 通

30 K 5 10 覚 未詳 辰 極月28日 儀右衛門 井上普兄 生蝋代の引き合い 2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 5 11 〔井上冬太郎宛吉田健三書状〕 未詳 3月10日 吉田健三 井上冬太郎 小遣いの拝借につき 横継紙 1 通

30 K 5 12 〔井上冬太郎宛吉田健三書状］ 未詳 18日 吉田健三 井上冬太郎 小川氏請取の分など 罫紙 1 通

30 K 5 13 〔井上冬太郎宛吉田健三書状〕 未詳 12月7日 吉田健三 井上冬太郎
卒業試験のため参堂

できない詫び
罫紙 1 通

30 K 5 14 〔井上長兄宛吉田健三書状〕 未詳 3月16日 吉田健三 井上賢兄 学年試験多忙につき 横継紙 1 通

30 K 5 15 〔井上賢兄宛吉田健三書状〕 未詳 12日 吉田健三 井上賢兄 一献差し上げたい件 横継紙 1 通

30 K 6 1 0 〔井上宛封筒〕 未詳 井上
表書抹消、裏面に

「大東」
封筒 1 枚
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30 K 6 1 1 〔井上亮三宛高戸収書状〕 未詳 9月12日 高戸収 井上亮三
倉敷県から岡山県に

出仕したい件につき
罫紙3枚 1 通

30 K 6 1 2 〔高戸稲次宛高戸源二郎書状〕 未詳 8月18日 高戸源二郎 高戸稲次

船にて帰県の件、コ

レラの蔓延の件、ほ

か

前欠 横切紙 1 通

30 K 6 1 3 〔井上信蔵宛源二郎書状〕 未詳 1月18日 源二郎 井上信蔵 法輪寺祈禱につき 罫紙 1 通

30 K 6 1 4 〔井上信蔵・冬太郎宛香取源二郎書状〕 未詳 1月10日 香取源二郎 井上信蔵・冬太郎
羽島の法輪寺祈祷の

開催につき
横継紙 1 通

30 K 6 2 0 〔井上冬太郎宛浅野助太郎書状封筒〕 未詳 浅野助太郎 井上冬太郎 封筒のみ 封筒 1 枚

30 K 6 2 1
〔井上信蔵・冬太郎宛内藤綿七郎ほか書

状〕
未詳 11月5日 内藤綿七郎ほか 井上信蔵・冬太郎 魚１尾呈上につき 4枚に分離 横継紙 1 通

30 K 6 2 2 〔井上冬太郎宛浅野豊太郎書状〕 未詳 23日 浅野豊太郎 井上冬太郎
手紙着き次第沖野村

小野耕平方へ連絡
横継紙 1 通

30 K 6 2 3 〔井上信蔵・冬太郎宛浅野助太郎書状〕 未詳 12日 浅野助太郎 井上信蔵・冬太郎
17日の12時21分発の

汽車にて来着願
2枚に分離 横継紙 1 通

30 K 6 2 4 〔井上冬太郎宛浅野助太郎書状〕 未詳 5月28日 浅野豊太郎 井上冬太郎 来庫のお礼 横折紙 1 通

30 K 6 3 〔断簡〕 未詳 宛先の尊称部分のみ 断簡 1 枚

30 L 0 〔紙紐〕 未詳 1 点

30 L 1 御報告 昭和12年 6月4日

岡山県神職会都窪郡支

部　常議員浅野間千

虎・井上栄夫

常会評議員の大森氏

支部長の辞任につき
印刷 小切紙 3 通

30 L 2 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳
12月大晦

日
老敬 井上 来月4日に在宅願い 2枚1通 罫紙 1 通

30 L 3 〔神宮大麻暦頒布清算報告〕 未詳 4月5日 井上栄夫
神職会都窪郡支部長

大森敬治
明細書3枚 封筒あり　印刷 罫紙 1 通

30 L 4 〔井上栄夫宛奥藤益雄書状〕 未詳 4月3日 大森敬治 井上栄夫

脇本氏と京都参観の

報告、井上栄夫宛大

森敬治書状（祈年祭

の支援のお礼）同封

封筒あり 横折紙 1 通

30 L 5 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳 5月24日 老敬 井上 支払金解消につき 封筒あり、2枚1通 横切紙 1 通

30 L 6
〔井上栄夫宛岡山県神職会都窪郡事務所書

状］
昭和9年 9月29日

岡山県神職会都窪郡支

部事務所
井上栄夫

神社破損・神職家族

罹災に関する特急照

会

封筒あり 竪紙 1 通

30 L 7 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳 23日 敬治 井上 受領書につき 小切紙 1 通

30 L 8 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳 5月3日 敬治 井上 40円延引につき 2枚に分離 横継紙 1 通

30 L 9 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳 老敬 井上 県神職会につき 封筒あり 横継紙 1 通

30 L 10 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳 5月16日 老敬 井上 備中神職会員債の件
封筒あり、2枚に分

離
横継紙 1 通
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30 L 11 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 未詳 23日 老敬 井上 弊地例祭援助のお礼
封筒あり、2枚に分

離
横継紙 1 通

30 L 12 〔井上宛大森敬治書状〕 未詳 7月 老敬 井上 4月19日の会につき 横切紙 1 通

30 L 13 〔井上栄夫宛大森敬治書状〕 昭和8年 1月5日 愚敬 井上栄夫 受取の大麻料のお礼 罫紙 1 通

30 L 14 〔神宮大麻頒布式の招待状〕 未詳 11月12日 支部長　大森敬治 会員
中庄村熊野神社にお

いて開会につき
2枚一括　印刷 竪紙 1 通

30 L 15 御報告 昭和12年 6月4日

岡山県神職会都窪郡支

部　常議員浅野間千

虎・井上栄夫

常会評議員の大森氏

支部長の辞任につき
印刷 小切紙 1 通

30 L 16 〔阿知神社関係書類］ 未詳

御祈祷願札12枚、

「工場ニテ準備」書

付1枚、計算書1枚

藤原兵蔵宛阿知神

社社務所の封筒入
小切紙 1 括

30 L 17 〔井上栄夫宛大森敬治葉書〕 昭和5年 中庄　難波敬治 社司　井上栄夫 祈年祭執行の件ほか
大森敬治宛井上栄

夫書状1通含む
葉書 7 通

30 L 18 昭和十七年度収入支出予算 昭和17年 祭典費ほか 2枚に分離 横継紙 1 通

30 L 19 〔井上宛し□書状〕 未詳 3月25日 し□ 井上
決算会で社務所使用

のお礼
3枚に分離 横切紙 1 通

30 L 20 〔井上社司宛敬治書状〕 未詳 4月7日 敬治 井上社司
競馬開会につき万寿

発会の会場借入願
3枚に分離 横継紙 1 通

30 L 21 八幡神社財産目録 未詳 特別財産の部 印刷 竪紙 1 通

30 L 22 〔封筒］ 未詳 封筒 8 枚

30 L 23 〔星魁サイダーのラベル］ 未詳 小切紙 1 枚

30 L 24 〔断簡］ 未詳 井上栄夫の名札ほか 断簡一括 1 点

30 M 1 〔経文〕 未詳 横切紙 1 通

30 M 2
〔玉泉寺施主家永井主人宛智積院僧正弘基

書状〕
未詳 7月15日 智積院僧正弘基 玉泉寺施主家永井主人 玉泉寺空恵律師悔状 折紙 1 通

30 M 3 〔玉泉寺宛久富遠江守ほか書状〕 未詳 閏月10日
久富遠江守久連・芝築

地治部卿
玉泉寺 年始御礼献上 折紙 1 通

30 M 4 1 〔玉泉寺宛矢守左衛門権大尉ほか書状〕
（安政5

年）
8月晦日

矢守左衛門権大尉・山

崎近江介
玉泉寺 入室得度祝儀金披露 M -4-1～3包紙入り 折紙 1 通

30 M 4 2 覚 安政5年 8月晦日 執達当番吉田尾張介 玉泉寺 入室得度祝儀金披露 竪紙 1 通

30 M 4 3 覚 安政5年 8月晦日
執達当番矢守左衛門権

大尉
玉泉寺 入室得度祝儀金披露 竪紙 1 通

30 M 5 金堂勧誘金請取通 未詳 高野山再建懸 玉泉寺 折紙 1 通

30 M 6 起請文之事 寛政12年 2月 松井源□□ 年寄中 町足軽役任命につき 横継紙 1 通

30 M 7 勧誘金之請証 天保14年 11月14日 高野山南院知事 玉泉寺 本堂再建 横切紙 1 通

30 M 8 〔和歌短冊〕 未詳 栄ほか
逸見氏の大阪転居な

ど
短冊 2 枚
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30 M 9 〔大田宮御札〕 未詳 包紙入り 1 点

30 M 10 〔和歌〕 未詳

松の常葉をうつして

千代に移らぬ記念に

はせん

2枚に分離 短冊 2 枚

30 N 1 1
〔井上信蔵・冬太郎宛海野隆彦・助太郎書

状〕
未詳 1月5日 海野助太郎・隆彦 井上信蔵・冬太郎 鏡餅ほか進呈につき 横折紙 1 通

30 N 1 1 1 南洲野書翰 未詳 中身無し 封筒 1 点

30 N 1 2 〔井上冬太郎宛浅野助太郎書状〕 未詳 10月7日 浅野助太郎 井上冬太郎 祭礼招待 横継紙 1 通

30 N 1 3 〔井上尊兄ほか宛佐藤宇七郎〕 未詳 9月3日 佐藤宇七郎 井上尊兄・冬太郎 安産のお祝い 横継紙 1 通

30 N 1 4 〔井上宛隆彦書状〕 未詳 6月12日 隆彦 井上尊大兄 進物 前欠 横継紙 1 通

30 N 1 5 〔書状〕 未詳 御年玉進呈 後欠 横継紙 1 通

30 N 1 6 〔井上冬太郎宛浅野助太郎書状〕 未詳 11月28日 浅野助太郎 井上冬太郎 紙雛の幅につき 横継紙 1 通

30 N 1 7 〔井上冬太郎宛高戸善七郎書状〕 未詳 2月4日 高戸善七郎 井上冬太郎 三原の楢崎氏死去 横継紙 1 通

30 N 1 8
〔井上御叔父・井上冬太郎宛浅野冬太郎書

状〕
未詳 1月12日 浅野冬太郎

井上御叔父・井上冬太

郎

紺足袋2足入用依頼の

件ほか
横継紙 1 通

30 N 1 9 〔井上信蔵ほか宛浅野助太郎書状〕 未詳 5月22日 浅野助太郎 井上信蔵・冬太郎 御馳走の礼 横切紙 1 通

30 N 1 10 〔井上信蔵ほか宛浅野助太郎書状〕 未詳 9月3日 浅野助太郎 井上信蔵・冬太郎 御馳走の礼 横継紙 1 通

30 N 1 11 〔井上冬太郎宛小野耕更書状〕 未詳 1月19日 小野耕更 井上冬太郎 帳簿助力につき 横継紙 1 通

30 N 2 1 1 〔井上宛宇積書状〕 未詳 宇積 井上 沖村金子の件 後欠　包紙あり 竪紙 1 通

30 N 2 1 2 〔喬松兄宛□□積書状〕 未詳 6月1日 □□積 喬兄
未返却は関係ないと

の弁明
前欠か 竪紙 1 通

30 N 2 2 〔宇津宛三蔵書状〕 未詳 31日 三蔵 宇津 沖村小作人の件 横継紙 1 通

30 N 3 遣加増米 享保12年 丁未 6月1日 池田継政 水野彦五郎（御能方） 6俵加増 包紙あり 竪紙 1 通

30 N 4 0 〔倉敷煙草の包装紙〕 未詳 倉敷煙草製造会社
「両家書翰」の書入

あり
破片1枚あり 小切紙 2 枚

30 N 4 1 〔井上信造ほか宛高戸善七郎書状〕 未詳 2月5日 高戸善七郎 井上信造・冬太郎 薬の礼 横継紙 1 通

30 N 4 2 〔井上冬太郎宛善七郎書状〕 未詳 1月15日 高戸善七郎 井上冬太郎 安産お祝い 4-3の追伸か 横切紙 1 通

30 N 4 3 〔井上兄上ほか宛高戸善七郎書状〕 未詳 1月15日 高戸善七郎 井上兄上・冬太郎 御年玉の礼 横継紙 1 通

30 N 4 4 〔井上冬太郎宛高戸栄三郎書状〕 未詳 5月18日 高戸栄三郎 井上冬太郎 郵便配達につき 横継紙 1 通

30 N 4 5 〔井上冬太郎宛高戸郁三書状〕 未詳 1月11日 高戸郁三 井上冬太郎 年賀 横継紙 1 通

30 N 4 6 〔井上信造ほか宛高戸善七郎書状〕 未詳 10月27日 高戸善七郎 井上信造・冬太郎 法事案内 横継紙 1 通

30 N 4 7 〔井上姉上宛善七郎書状〕 未詳 11月28日 善七郎 井上姉上
岡山国清寺の脳病ま

じないにつき
横継紙 1 通

30 N 4 8
〔井上御叔父・井上冬太郎宛高戸郁三書

状〕
未詳 11月9日 高戸郁三

井上御叔父・井上冬太

郎
亡父三回忌のお礼 横継紙 1 通

30 N 5 差出申一札之事 天明6年 4月
新田喜左衛門後家かね

他5人
月番五蔵 孫吉蔵の人別送り 包紙あり 竪紙 1 通
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30 N 6 〔起請文の包紙〕 未詳 （上書）「牛王」 一紙 1 枚

30 N 7 覚 未詳 1月5日 広輔 七太夫ほか4人
村方への引受願人書

上げ
横継紙 1 通

30 N 8 〔断簡〕 未詳 横帳 3 枚

30 Q 1 〔井上冬太郎宛難波斉三書状〕 未詳 10月23日 難波斉三 井上冬太郎 四方竹の件 封筒あり 小切紙 1 通

30 Q 2 〔井上冬太郎宛吉本勝書状〕 未詳 10月22日 吉本勝 井上冬太郎 交換の煙管の件
2枚に分離、封筒あ

り
横継紙 1 通

30 Q 3 〔井上冬太郎宛浅野豊太郎書状〕 未詳 10月22日 浅野豊太郎 井上冬太郎 袴入用の件
3枚に分離、封筒あ

り
横継紙 1 通

30 Q 4 〔井上冬太郎宛尾崎生三書状〕 未詳
旧12月23

日
尾崎生三 井上冬太郎 亀山万作の年貢の件 封筒あり 小切紙 1 通

30 Q 5 〔井上冬太郎宛小野耕平書状〕 明治28年 9月11日 小野耕平 井上冬太郎 金円の調達送金の件
2枚に分離、封筒あ

り
横継紙 1 通

30 Q 6 〔井上寒太郎宛真殿理一郎書状〕 未詳 3月10日 真殿理一郎 井上寒太郎
真殿林三郎死去の知

らせ

2枚に分離、封筒あ

り
横継紙 1 通

30 Q 7 〔書状〕 未詳

真鍋次郎吉と音三郎

の岡山への聞き合わ

せの件

後欠 横継紙 1 通

30 Q 8 〔うもじ宛たつ書状〕 未詳 たつ うもじ 私信 横継紙 1 通

30 Q 9 0 〔包紙〕 未詳 上書「取組」 新聞 竪紙 1 枚

30 Q 9 1 〔井上冬太郎宛小山慎平書状〕 未詳 小山慎平 井上冬太郎 封筒のみ 封筒 1 枚

30 Q 9 2 〔狩野先生宛□岡安次郎書状〕 未詳 2月26日 □岡安次郎 狩野先生 擱筆につき 横継紙 1 通

30 Q 9 3 〔井上冬太郎宛尾崎生三書状〕 未詳 辰
旧12月30

日
尾崎生三 井上冬太郎

小作米算用帳を送っ

てほしい
横切紙 1 通

30 Q 9 4 〔井上信造・冬太郎宛高取善七郎書状〕 未詳 3月24日 高取善七郎 井上信造・冬太郎 紙雛や画幅などの件 2枚に分離 横継紙 1 通

30 Q 9 5 〔井上宛書状〕 未詳 6月7日 □善二郎 井上 真殿様と面談の件 罫紙 1 通

30 Q 9 6 〔井上冬太郎宛尾崎生三書状〕 未詳
旧12月28

日
尾崎生三 井上冬太郎 歳暮品の送付につき 2枚に分離 横継紙 1 通

30 Q 9 7 〔井上御兄・御姉上宛高戸善七郎書状〕 未詳 5月2日 高戸善七郎 井上御兄・御姉上
岡山での買い物の件

など
横継紙 1 通

30 Q 9 8 〔井上冬太郎宛浅野豊太郎書状封筒〕 未詳 浅野豊太郎 井上冬太郎 封筒のみ 封筒 1 枚

30 Q 9 9 1
〔井上信蔵・冬太郎宛浅野豊太郎書状封

筒〕
未詳 5月7日 浅野豊太郎 井上冬太郎

亡祖母の五十回忌の

参列願い
2枚に分離 横切紙 1 通

30 Q 9 9 2 〔井上冬太郎宛井上虎三書状〕 未詳 9月28日 井上虎三 井上冬太郎
役場納金・紡績掛金

の上納につき
封筒あり 小切紙 1 通

30 Q 9 9 3 〔井上冬太郎宛虎三書状〕 未詳 25日 井上虎三 井上冬太郎
役場より地価書上に

つき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 Q 9 9 4 〔井上冬太郎宛虎三書状〕 未詳 旧8月2日 井上虎三 井上冬太郎 内田金衛の件 小切紙 1 通
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30 Q 9 9 5 〔書状〕 未詳 進物の件 2枚に分離 小切紙 1 通

30 Q 9 10 〔井上冬太郎宛小山慎平書状〕 未詳 4月29日 小山慎平 井上冬太郎 私宅へ出向依頼 横切紙 1 通

30 Q 10 〔井上冬太郎宛浅野豊太郎書状〕 未詳 10月21日 浅野豊太郎 井上冬太郎 袴地の件 3枚に分離 横継紙 1 通

30 Q 11 〔井上冬太郎宛尾崎生三書状〕 未詳 9月19日 尾崎生三 井上冬太郎
渡場掛金の上納につ

き
封筒あり 小切紙 1 通

30 R 1 1 〔井上信造宛橋本与平書状封筒〕 未詳 橋本与平 井上信造 封筒のみ 封筒 1 枚

30 R 1 2 〔井上信造宛橋本与平書状〕 未詳 10月21日 橋本与平 井上信造
快気祝いの松魚と扇

を進呈につき
横継紙 1 通

30 R 2 1 〔白紙〕 未詳 1 枚

30 R 2 2 〔書状断簡〕 未詳
案文、十三日の仏寺

につき
前後欠、破損大 横継紙 1 通

30 R 2 3 〔書状断簡〕 未詳 御郵書拝見につき 後欠 横継紙 1 通

30 R 2 4 〔白紙〕 未詳 長音記号か 前後欠 断簡 1 枚

30 R 3 〔おうもじ宛たつ書状〕 未詳 9月20日 たつ うもじ 中元のお礼ほか 3枚に分離 横継紙 1 通

30 R 3 1 〔書状断簡〕 未詳 見舞につき 前後欠 横継紙 1 通

30 R 3 2 〔書状断簡〕 未詳 万事不都合につき 前後欠 横継紙 1 通

30 R 3 3 堀へ遣ス死去ノ礼状案 未詳 亮三死去につき 横継紙 1 通

30 R 3 4 〔秋山広斗・吉田清二郎ほか宛書状案〕 未詳
旧11月4日～5日の仏

祭につき
後欠 横継紙 1 通

30 R 3 5 〔書付〕 未詳
内家内などの人数書

上
横継紙 1 通

30 R 4 1 〔くくり紐〕 未詳 ひも 1 点

30 R 4 2 〔書状〕 未詳 1月21日
本社存廃の一大要件

につき
前後欠 横継紙 1 通

30 R 4 3 〔書状断簡〕 未詳
お政の初節句の祝い

につき
後欠、2枚に分離 横継紙 1 通

30 R 4 4 〔直左右衛門宛書状案〕 未詳 直左右衛門
以野氏見舞いの品送

付につき
朱書き訂正あり 横継紙 1 通

30 R 4 5 〔堀直左衛門宛書状〕 未詳 堀直左衛門 妊娠中のお礼
裏紙は「家事ニ付

入用分」
横折紙 1 通

30 R 4 6 〔真殿卯三郎宛井上信造・冬太郎書状〕 未詳 11月 井上信造・冬太郎 真殿卯三郎 来年の婚儀につき 横折紙 1 通

30 R 4 7 〔書状〕 未詳
お政の出産につきお

礼、下書き

出入金書上の反古

紙を使用
横折紙 1 通

30 R 4 8 1 〔書状断簡〕 未詳 薄暑の候の挨拶部分 後欠 横継紙 1 通

30 R 4 8 2 〔書状断簡〕 未詳
片づけ残りの物品に

ついて
前後欠 横継紙 1 通

30 R 4 9 〔書状〕 未詳 全快祝いのお礼 横折紙 1 通
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30 R 4 10 〔杉原善太郎宛井上信造書状〕 未詳 6月8日 井上信造 杉原善太郎

案文、過日御話の儀

は親戚へたずねるこ

と、ほか

2枚1組 横継紙 1 通

30 R 4 11 〔書状案〕 26年 6月5日 初菖蒲の祝儀お礼
包紙「粗菓」の裏

紙利用
横折紙 1 通

30 R 4 12 1 〔広岡養老宛西沢六蔵書状〕 未詳 7月4日 西沢六蔵 広岡養老
2月中に用達分の返却

につき
罫紙 1 通

30 R 4 12 2 〔書状案〕 未詳
取替の金銭の返却催

促

R4-12-1の案文

鉛筆書あり
罫紙 1 通

30 R 4 13 〔吉田清太郎宛井上信造書状〕 明治22年 2月19日 井上信造 吉田清太郎 寿美縁談の件 罫紙 1 通

30 R 4 14 〔書状〕 未詳 28日熨斗納につき 後欠 横継紙 1 通

30 R 4 15 1 〔飯田薫宛井上冬太郎・井上信造書状〕 未詳 3月 井上冬太郎・井上信造 飯田薫
家族の近況、恵贈品

のお礼
横継紙 1 通

30 R 4 15 2 〔書状断簡〕 未詳 老母様の御儀につき 後欠 横継紙 1 通

30 R 4 16 〔川口源五右衛門宛書状〕 未詳 7月8日 川口源五右衛門
かの縁談につき、下

書き
罫紙 1 通

30 R 4 17 借用金出入之証 未詳 雛形 横切紙 1 通

30 R 4 18 1 〔書状〕 未詳 音三郎の縁礼につき 罫紙 1 通

30 R 4 18 2 〔堀謙二郎宛書状案〕 未詳 堀謙二郎 亮三の会葬のお礼 罫紙 1 通

30 R 4 19 〔山路幸太郎宛井上信造書状〕 未詳 ５月 井上信造 山路幸太郎
おもと様の安産見舞

いにつき、下書き
横折紙 1 通

30 R 4 20 〔堀謙次郎宛井上信造書状〕 未詳 8月 井上信造 堀謙次郎
お見舞いの品送付に

つき
横継紙 1 通

30 R 4 21 〔書状断簡〕 未詳
大橋氏より申上た通

り万事不都合につき
横継紙 1 通

30 R 4 22 〔書状断簡〕 未詳

墓参にも行けない詫

びなど、朱書き修正

あり

2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 1 〔井上御うもじ宛ほり多門書状〕 未詳 井上御うもじ ほりたつ
文のことで尋ねたい

件
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 1 1 〔書翰袋］ 未詳 いのうえ
上書「諸々書翰入

いのうえ」
袋 1 点

30 S 1 2 1 〔井上［　］宛川口源五右衛門書状〕 未詳 11月24日 川口源五右衛門 井上
冬太郎様御妻縁につ

き
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 1 2 2 〔書状断簡〕 未詳 井上伯父・冬太郎 断簡 断簡 1 枚

30 S 1 3 〔書状〕 未詳 11月20日 （川口源右衛門）
蔦屋三霊の法事につ

き
2枚に分離 横切紙 1 通
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30 S 1 4 〔書状〕 未詳
追伸文、当日祭礼に

つき勤めは不要
前後欠か 横継紙 1 通

30 S 1 5 1 〔書状断簡〕 未詳
栄山寿慶大師代百回

忌等につき
後欠 横継紙 1 通

30 S 1 5 2
〔井上信蔵・冬太郎宛高戸善七郎・栄三郎

書状〕
未詳 10月13日 高戸善七郎・栄三郎 井上信蔵・冬太郎

古仏事または小児の

仏事のためお勤めは

無用とのこと

前欠 横継紙 1 通

30 S 2 〔井上御うもじ宛ほり多門書状］ 未詳 2月6日 井上御うもじ ほりたつ
歳暮のご祝儀のお礼

ほか
横折紙 1 通

30 S 2 1 〔封筒〕 未詳 繁八 上書「書付入」 封筒 1 枚

30 S 2 2 1 覚 未詳
辰12月～巳5月の借用

金書上
虫損 横継紙 1 通

30 S 2 2 2 〔金札書上］ 未詳 辰 つくばや繁八 算屋
6月～11月分、徳川金

や金札など書上
前欠 横継紙 1 通

30 S 3 〔封筒］ 未詳 浅の 井上おくか 封筒 1 枚

30 S 4 〔三左衛門宛伴右衛門書状〕 未詳 11月22日 沖新田村庄屋伴右衛門 年寄月番三右衛門
前神町宇兵衛娘の賃

銀未払いにつき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 4 1 〔封筒〕 未詳 佐藤宇七郎 井上尊兄・冬太郎 封筒 1 通

30 S 4 2 〔尾崎亀五郎宛佐藤久米三・栄太郎書状〕 未詳 4月18日
佐藤久米三・佐藤栄太

郎
尾崎亀五郎

諦令院常行姉の二十

五回忌につき
横継紙 1 通

30 S 4 3 〔井上尊兄・冬太郎宛佐藤宇七郎書状〕 未詳 1月23日 佐藤宇七郎 井上冬太郎
貴家御所有地の取立

につき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 4 4 〔井上尊兄・冬太郎宛佐藤宇七郎書状〕 未詳 2月28日 佐藤宇七郎 井上尊兄・冬太郎 冬太郎御来東のお礼 2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 4 5 〔村上大兄・冬太郎宛佐藤宇七郎書状〕 未詳 11月7日 佐藤宇七郎 村上大兄・冬太郎 粗末品呈上につき 罫紙 1 通

30 S 4 6 1 〔書状断簡］ 未詳 御見立券につき 後欠 横継紙 1 通

30 S 4 6 2 〔井上尊兄・冬太郎宛佐藤宇七郎書状〕 未詳 3月26日 佐藤宇七郎 井上尊兄・冬太郎 粗末な品呈上につき 2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 4 7 〔井上尊兄・冬太郎宛佐藤宇七郎書状〕 未詳 1月10日 佐藤宇七郎 井上尊兄・冬太郎 来月の鏡餅の件ほか 2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 4 8 〔断簡〕 未詳 ほりたつ 井上御うもじ 断簡 1 枚

30 S 5 〔おまさ宛母書状〕 未詳 10月10日 母 おまさ
庄之助の見舞いにつ

き
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 6 1 〔書状〕 未詳
御地分舎残務につき

謝罪
後欠 罫紙 1 通

30 S 6 2 〔井上老台宛三宅武二郎書状〕 未詳 三宅武二郎 井上老台
女子への見事な品へ

のお礼
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 6 3 〔井上老台宛たけ□□□書状〕 未詳 4月30日 たけ□□ 井上老台 新婚の引き渡し 横継紙 1 通

30 S 6 4 〔封筒］ 24年 9月10日
勝北郡勝加茂村　三宅

武二郎
井上信三 封筒 1 枚

30 S 7 1 〔井上宛隠居書状〕 未詳 6月10日 隠居 井上 明日他行につき 虫損 横切紙 1 通
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30 S 7 2 口上 未詳
旧正月27

日
宝寿山隠居 井上信三

亮三方の近況うかが

い
横継紙 1 通

30 S 7 3 口上 未詳
旧5月10

日
執行預所　月州 井上

冬夏法衣類の入用に

つき
竪紙 1 通

30 S 7 4 記 未詳 10月9日 観龍寺 井上 菰米の拝借につき 小切紙 1 通

30 S 7 5 〔井上宛吉田常次郎書状〕 未詳 10月23日 観龍寺にて吉田常次郎 井上 松葉御入用につき 小切紙 1 通

30 S 7 6 口上 未詳 8月23日 観音院 井上 御恵与のお礼 虫損 横継紙 1 通

30 S 7 7 〔断簡〕 未詳 口上 後欠 断簡 1 通

30 S 7 8 〔断簡一括〕 未詳 旧11月 （高橋駟か） 井上 罫紙 断簡一括 1 点

30 S 8 1 〔井上信三宛高橋駟書状〕 未詳 2月5日 高橋駟 井上信三 茶入の件 罫紙 小切紙 1 枚

30 S 8 2 〔井上信蔵宛高橋重信書状〕 未詳 12月27日 高橋重信 井上信蔵 掛物の件 2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 8 3 口上 未詳 8月24日 高橋 井上御隠居 買請品の代価につき 罫紙 1 通

30 S 8 4 口上 未詳 7月12日 高橋 竹林亭 支払い延引のわび 罫紙 1 通

30 S 8 5 〔井上隠居宛日新堂書状〕 未詳 10月12日 日新堂 井上隠居 鰷呈上につき 虫損 罫紙 1 通

30 S 8 6 〔井上宛高橋書状〕 未詳 2月3日 高橋 井上 祝儀の品呈上につき 虫損 横継紙 1 通

30 S 8 7 〔井上宛高橋由信書状〕 未詳 6月28日 高橋由信 井上 赤飯呈上につき 虫損 小切紙 1 通

30 S 8 8 〔井上宛高橋書状〕 未詳 19日 高橋 井上 軸の件 罫紙 1 通

30 S 8 9 口上 未詳 6月20日 高橋 井上 呈上品につき 小切紙 1 通

30 S 8 10 〔井上信三宛高橋駟書状〕 未詳 2月5日 高橋駟 井上信三 亮三様帰宅につき 横継紙 1 通

30 S 9 1 1 〔井上信三・冬太郎宛大橋平右衛門書状〕 未詳 3月29日 大橋平右衛門 井上信三・冬太郎 節句の誘い 2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 9 1 2 〔井上亮三宛大橋百蔵書状〕 未詳 6月6日 大橋百蔵 井上亮三 鯛1尾呈上につき 横継紙 1 通

30 S 9 1 3 〔城直右衛門宛大橋平右衛門書状〕 未詳 3月6日 大橋平右衛門 城直右衛門 縁女につき 3枚に分離 横継紙 1 通

30 S 9 1 4 〔井上信蔵宛堀直左衛門書状〕 未詳 26日 堀直右衛門 井上信蔵
見舞いのお礼、揖西

郡赤痢病蔓延の件
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 9 1 5 〔書状〕 未詳 10月5日 先方と引合せ依頼 横切紙 1 通

30 S 9 2 〔断簡〕 未詳 「高［　］様」 断簡一括 1 点

30 S 10 1 〔井上信造宛橋本与平書状〕 未詳 4月11日 橋本与平 井上信蔵 送籍の依頼ほか 2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 10 2
〔井上信造・亮三宛真殿健次郎・和三郎書

状〕
未詳 正月5日 真殿健次郎・和三郎 井上信造・亮三

年始の御祝儀呈上に

つき
横折紙 1 通

30 S 10 3 〔井上信造宛真殿健次郎書状〕 未詳 3月5日 真殿健次郎 井上厳台 亡父母の法要につき 3枚に分離 横継紙 2 通

30 S 10 4 〔井上信造宛真殿健次郎書状〕 未詳 3月18日 真殿健次郎 井上信蔵 菓子のお礼 3枚に分離 横継紙 1 通

30 S 10 5 〔書状追伸〕 未詳 二伸 小切紙 1 通

30 S 10 6 〔山路音三郎宛真殿健次郎書状〕 未詳 12月10日
岡山市紺屋町真殿健次

郎

倉子城本町ニテ山路音

三郎

御刀七腰の鑑定の件

など
虫損 横継紙 1 通

30 S 10 7 〔山路音三郎宛真殿健次郎書状〕 未詳 12月10日 （真殿）健次郎 山路音三郎 刀の代価につき 横継紙 1 通

30 S 10 8
〔井上信造・尾崎生三宛真殿健次郎・和三

郎書状〕
未詳 12月23日 真殿健次郎・和三郎 井上信造・尾崎生三

御忌中御見舞いにつ

き
2枚に分離 横継紙 1 通
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30 S 11 1 〔封筒］ 未詳 町長　小山慎平 井上信蔵 封筒 1 枚

30 S 11 2 〔井上亮三宛福島□平書状〕 未詳 福島□平 井上亮三 催合講の御通につき 小切紙 1 通

30 S 11 3 〔井上亮三宛福島□平書状〕 未詳 11月26日 福島□平 井上 通の受取につき 小切紙 1 通

30 S 11 4 〔書状断簡〕 未詳 7月1日 宮道修繕につき 小切紙 1 通

30 S 11 5 〔井上信蔵宛小山慎平書状〕 未詳 5月30日 町長　小山慎平 井上信蔵
郡役所へ申達した書

面につき
2枚に分離 横継紙 1 通

30 S 11 6 死後相続人之儀ニ付御願 明治26年 4月25日 井上信蔵 窪屋郡長　松山清心
井上信蔵死後相続に

つき
罫紙 1 通

30 S 12 〔書状断簡〕 未詳

6月17日分と1月15日

浅野助太郎→井上信

蔵・冬太郎分

断簡 2 枚

30 Z 1 〔井上宛林源十郎書状〕 未詳 10月5日 林源十郎 井上 尾道の人につき 横継紙 1 通

30 Z 2
〔井上信造ほか1人宛高戸郁三ほか1人書

状〕
未詳 2月14日 高戸郁三ほか1人 井上信造ほか1人 播州よりお初出入 横継紙 1 通

30 Z 3
〔井上信造ほか1人宛高戸吉平ほか1人書

状〕
未詳 11月8日 高戸吉平ほか1人 井上信造ほか1人 亮三の容態 横継紙 1 通

30 Z 4 〔井上信蔵宛高戸吉平書状〕 未詳 12月13日 高戸吉平 井上信蔵 本家福四郎のチフス 横切紙 1 通

30 Z 5 〔井上信蔵宛高戸吉平書状〕 未詳 5月8日 高戸吉平 井上信蔵
小松原慶太郎への用

向き
横切紙 1 通

30 Z 6 〔井上信蔵宛高戸吉平書状〕 未詳 5月12日 高戸吉平 井上信蔵 水沢氏への払道具 横切紙 1 通

30 Z 7 〔惟承之君宛よし田書状〕 未詳 22日 よし田 惟承之君 三清亭の儀 横切紙 1 通

30 Z 8 〔井上信蔵宛林孚一書状〕 未詳 2月3日 林孚一 井上信蔵 進物お礼 横継紙 1 通

30 Z 9 〔井上信蔵宛林孚一書状〕 未詳 4月11日 林孚一 井上信蔵 前神植田よりの品 横切紙 1 通

30 Z 10 〔井上信蔵宛林孚一書状〕 未詳 4月29日 林孚一 井上信蔵 佐藤転宅 横継紙 1 通

30 Z 11 〔井上信蔵宛林孚一書状〕 未詳 1月25日 林孚一 井上信蔵 粗品進呈 横切紙 1 通

30 Z 12 〔森田宛林孚一書状〕 未詳 10月1日 林孚一 森田 魚進呈 横切紙 1 通

30 Z 13 〔井上亮三宛植田年書状〕 未詳 3月2日 植田年 井上亮三 高橋講 横切紙 1 通

30 Z 14 〔井上冬三郎宛会議所書状〕 未詳 2月20日 会議所 井上冬三郎 事務繁忙手伝い 横切紙 1 通

30 Z 15 〔井上信蔵ほか1人宛植田年書状〕 未詳 10月14日 植田年 井上信蔵ほか1人 酒飯進上 横切紙 1 通

30 Z 17 〔井上宛寅斗書状〕 未詳 10月18日 寅斗 井上 横切紙 1 通

30 Z 18 〔岡久二宛植田孫太郎書状〕 未詳 1月20日 植田孫太郎 岡久二 吉田講 横切紙 1 通

30 Z 19 〔井上御姉宛高戸お時書状〕 未詳 2月 高戸お時 井上御姉 着物仕立て 横継紙 1 通

30 Z 20 〔井上おけい宛高戸□□書状〕 未詳 11月14日 高戸□□ 井上おけい 生三東京行き 横切紙 1 通

30 Z 21 〔山路音三郎宛林源十郎書状〕 未詳 2月9日 林源十郎 山路音三郎 酒肴進呈 横継紙 1 通

30 Z 22 〔井上宛□□書状〕 未詳 1月13日 婚礼 横継紙 1 通

30 Z 23 〔井上叔父ほか1人宛高戸郁三書状〕 未詳 12月13日 高戸郁三 井上叔父ほか1人 法事案内 横継紙 1 通

30 Z 24 〔母上宛まさ書状〕 未詳 まさ 母上 仏事 横切紙 1 通

30 Z 25 〔井上御兄宛片山亀五郎書状〕 未詳 6月16日 片山亀五郎 井上御兄 節句の幟借用 横継紙 1 通
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30 Z 26 〔井上御兄宛片山亀五郎書状〕 未詳 1月12日 片山亀五郎 井上御兄 内祝い進呈 横継紙 1 通

30 Z 27 〔井上御兄宛片山亀五郎書状〕 未詳 6月16日 片山亀五郎 井上御兄 横切紙 1 通

30 Z 28 〔井上叔母宛真殿久□書状〕 未詳 7月28日 真殿久□ 井上叔母 横切紙 1 通

30 Z 29 〔租税書付〕
明治17～

19年
横切紙 1 通

30 Z 30 記（買い物代） 明治23年 4月 森江英三 井上 横切紙 1 通

30 Z 31 〔尾崎亀五郎宛秋山姉書状〕 未詳 5月9日 秋山姉 尾崎亀五郎 横継紙 1 通

30 Z 32 〔母上宛まさ書状〕 未詳 3月23日 まさ 母上 粗品進呈 横切紙 1 通

30 Z 33 〔井上叔父ほか1人宛高戸郁三書状〕 未詳 12月3日 高戸郁三 井上叔父ほか1人 蔦屋仏事 横継紙 1 通

30 Z 34 〔井上伯母宛□□書状〕 未詳 井上伯母 生三再縁 横継紙 1 通

30 Z 35 〔いのうえうもし宛まとのとし書状〕 未詳 まとのとし いのうえうもし 近況 横継紙 1 通

30 Z 36 羽島村御年貢請取通 文政2年 亀山栄三郎 宮崎屋五蔵 横切紙 1 通

30 Z 37 〔井上母上宛山路モト書状〕 未詳 1月 山路モト 井上母上 お初出入り 横継紙 1 通

30 Z 38 〔井上母上宛山路モト書状〕 未詳 1月5日 山路モト 井上母上 祝儀進呈 横継紙 1 通

30 Z 39 〔井上うもし宛ほり辰書状〕 未詳 3月 ほり辰 井上うもし 歳暮の礼 横切紙 1 通

30 Z 40 〔御室御所執達中宛玉泉寺書状〕 未詳 9月15日 玉泉寺 御室御所執達中 扇子料献上 横切紙 1 通

30 Z 41 〔書状〕 未詳 横継紙 1 通

30 Z 42 〔亮三宛真殿□□書状〕 未詳 12月12日 真殿□□ 亮三
旧主戸川家名跡永春

講
横継紙 1 通

30 Z 43 〔倉敷年寄三左衛門宛沖村庄屋周助書状〕 未詳 戌 7月13日 沖村庄屋周助 倉敷年寄三左衛門
三次郎・多吉一件内

済
横切紙 1 通

30 Z 44 〔倉敷年寄三左衛門宛宿名主彦七書状〕 未詳
閏1月14

日
宿名主彦七 倉敷年寄三左衛門 当村儀平取替銀一件 横切紙 1 通

30 Z 45 差入申証文之事 未詳 井上信三 片山新吉 500両借用 横継紙 1 通

30 Z 46 〔井上冬太郎宛尾崎生三書状〕 未詳 4日 尾崎生三 井上冬太郎 悔み状 横切紙 1 通

30 Z 47 〔藤井十之丞宛内藤忠右衛門書状〕 未詳 10月1日 内藤忠右衛門 藤井十之丞 借用銀 横継紙 1 通

30 Z 48 〔姉上宛□□書状〕 未詳 姉上 亮三初盆 横継紙 1 通

30 Z 49 〔井上母上宛山路モト書状〕 未詳 8月 山路モト 井上母上 御両人様御初出入り 横継紙 1 通

30 Z 50 〔書状〕 未詳 上京療養 横切紙 1 通

30 Z 52 〔書状〕 未詳 初出入り 横切紙 1 通

30 Z 53 〔経典〕 未詳 木版 折本 1 冊

30 Z 54 〔植田春園年賀状〕 未詳 倉敷　植田春園 青林井上大人 雪埋松の和歌 活版 小切紙 1 通

30 Z 55 吉日ひかゑ 未詳
小田県下福山　芝辻里

重
木版 竪帳 1 冊

30 Z 56 岡山県下画事講習会報告 明治17年 11月 裏表紙外れ　活版 竪帳 1 冊

30 Z 57 讃岐金毘羅宮保存会規則 未詳 活版 竪帳 1 冊

30 Z 58 玉泉寺什物改 未詳 横半帳 1 冊

30 Z 59 金鶏山玉泉寺　諸事勘定帳 文久2年 横半帳 1 冊
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30 Z 60 甲子六月　払帳 未詳 甲子 6月 横半帳 1 冊

30 Z 61 私記 未詳 息災護摩口訣など 竪帳 1 冊

30 Z 62 玉泉寺書物目録 未詳 竪帳 1 冊

30 Z 63 簠簋指南抄　全 未詳 吉日の書上など 竪帳 1 冊

30 Z 64 〔法華玄談〕 未詳 写本 竪帳 1 冊

30 Z 65 勝宗十句義論 寛政12年 8月 写本 竪帳 1 冊

30 Z 66 与尽抄 未詳 写本 端書「空恵」 竪帳 1 冊

30 Z 67 羯磨文略鈔 未詳 写本 野中寺の印あり 竪帳 1 冊

30 Z 68 第五回内国勧業博覧会場内実地縮図 明治36年 2月11日 大阪黄雲館 破れあり 竪紙 1 枚

30 Z 69 中等習字臨摸帖　三の一 明治44年 11月8日 開成館 破損大 竪帳 1 冊

30 Z 70 自従抄師説 未詳 破損大 竪帳 1 冊

30 Z 71 差出申一札之事 寛政7年 8月 川西町半五郎 年寄月番　五蔵

弟虎吉が児島郡福田

新田定兵衛養子入に

つき

破損、フケ 竪紙 1 通

30 Z 72 出雲大社并両国造館之図 明治33年 10月30日 吉川健五郎 包紙あり 竪紙 1 枚

30 Z 73 修業証 明治26年 3月25日 高等精思小学校 井上とめ 第二学年課程修業 竪紙 1 通

30 Z 74 修業証 明治20年 3月24日 倉敷小学校 井上とめ 第四学年課程修業 竪紙 1 通

30 Z 75 修業証 明治22年 3月21日 倉敷小学校 井上とめ 第三学年課程修業 竪紙 1 通

30 Z 76 修業証 明治20年 3月25日 尋常倉敷小学校 井上とめ 第二学年課程修業 竪紙 1 通

30 Z 77 進級試験優等につき賞状 明治18年 12月14日 倉敷小学校 井上とめ 三つ折り2帖賞与 竪紙 1 通

30 Z 78 卒業証 明治19年 5月20日 倉敷小学校 井上とめ 第五級卒業 竪紙 1 通

30 Z 79 卒業証 明治18年 12月5日 倉敷小学校 井上とめ 第六級卒業 竪紙 1 通

30 Z 80 〔帳面断簡〕 未詳 3月分集金など書上 横折紙 1 通

30 Z 81 〔伏見入道御男豊宮御方相続告知書上〕 未詳 申 2月 橋本民部ほか 写 横帳 1 冊

30 Z 82 玉泉寺真恵　遣物記録并遺嘱記 未詳 諸寺院へ遺品分け 横帳 1 冊

30 Z 83 氏神石檀修復金受取通 未詳 辛未 3月 西東世話方 三島常七郎 破損あり 横折紙 1 束

30 Z 84 悉曇十二通切紙大事 明和3年 5月
有井村大日庵にて謄

写、原本は元亀２年
表紙に「玉泉」 竪帳 1 冊

30 Z 85 岡山県職員録 未詳 表紙破損　活版 横半帳 1 冊

30 Z 86 〔矢掛中学校同窓会会員名簿〕 大正13年
会計収支、議決事

項、名簿など
表紙破損　活版 横半帳 1 冊

30 Z 87 〔断簡一括〕 未詳 心覚書類入包紙など 断簡一括 1 点
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30 Z 88 版木 未詳

・たばこ（倉敷本町

清泉堂油屋徳助）

・茶器書画文房具

（倉敷本町精華亭）

・薬（汎愛堂）

・焼酎・あわもり

・般若心経

　　　　　ほか

12 点

641
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